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序　論　本書の中心的課題、ならびにその射程

序　

論　

本
書
の
中
心
的
課
題
、
な
ら
び
に
そ
の
射
程

（
ａ
）　

江
戸
後
期
儒
学
の
評
価

　

本
書
は
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
ぐ
ら
い
ま
で
に
台
頭
し
た
日
本
儒
者
に
お
け
る
考
証
学
的
な
色
彩
の
強
い
中
国
古
典
テ

ク
ス
ト
の
文
献
・
書
誌
研
究
の
実
相
を
、
日
本
思
想
史
の
み
な
ら
ず
中
国
近
世
思
想
史
、
教
育
史
な
ど
の
知
見
も
適
宜
引
照
し
な
が

ら
考
察
し
、
さ
ら
に
そ
の
底
流
に
あ
る
思
想
・
哲
学
に
つ
い
て
、
西
欧
に
お
い
て
発
展
し
た
文
献
研
究
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
る
こ

と
も
目
的
と
す
る
。
た
だ
し
、
考
証
学
的
な
学
問
方
法
の
発
展
は
お
お
よ
そ
十
七
世
紀
後
半
頃
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
本
書
で
は
こ

の
時
期
に
萌
芽
を
み
る
学
問
も
意
識
す
る
と
同
時
に
、
江
戸
後
期
学
問
を
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
基
盤
と
す
る
明
治
以
降
の
学
問
方
法

も
視
野
に
収
め
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
十
八
世
紀
は
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
経
学
、
言
語
の
学
、
詩
文
等
多
様

な
方
向
で
の
学
問
発
展
と
そ
の
刺
戟
に
よ
る
折
衷
的
、
考
証
的
学
問
の
勃
興
、
あ
る
い
は
ま
た
一
方
に
お
い
て
は
正
学
派
朱
子
学
の

興
隆
（
あ
る
い
は
「
再
興
」）
を
み
、
こ
の
儒
学
界
で
の
動
き
は
さ
ら
に
国
学
の
諸
派
、
蘭
学
研
究
の
発
展
を
も
触
発
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
思
想
分
野
の
誕
生
と
相
互
の
交
錯
、
対
抗
の
様
相
は
、
前
田
勉
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』
に
も
詳
し
い）

1
（

。

　

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
中
国
哲
学
研
究
は
、「
最
近
ま
で
は
、
経
、
史
、
子
部
の
古
典
解
読
に
狩
野
（
直
喜

─
筆
者
）
以
来
の
、

清
朝
考
証
学
の
成
果
を
利
用
す
る
こ
と
が
ご
く
一
般
的
で
あ
」
り
、
こ
れ
が
、
清
朝
考
証
学
を
「
中
国
哲
学
研
究
の
対
象
と
し
て
客

体
化
」
す
る
こ
と
を
「
遅
ら
せ
た
」
と
論
じ
る
の
は
吉
田
純
で
あ
る）

2
（

。
こ
の
論
の
是
非
に
つ
い
て
は
当
該
分
野
の
専
門
研
究
者
に
委
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ね
た
い
が
、
ⓐ
研
究
「
手
法
」
が
研
究
「
対
象
」
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
ず
、
結
果
、
や
や
も
す
れ
ば
、
研
究
の
方
向
性
、
そ
し

て
成
果
に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
点
、
さ
ら
に
は
、
ⓑ
あ
た
か
も
宋
学
あ
る
い
は
朱
子
学
以
外
に
は
「
哲
学
」
が
存
在
せ
ず
、

日
本
儒
学
に
お
い
て
も
十
八
世
紀
以
降
は
「
方
法
的
進
化
」
以
外
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
、
す
く

な
く
と
も
一
部
の
日
本
思
想
史
研
究
者
に
お
い
て
前
提
さ
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
る
と
、
上
の
吉
田
の
言
葉
は
、
日
本
儒
学
／
漢
学

研
究
、
と
り
わ
け
幕
末
漢
学
の
研
究
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
の
日
本
思
想
史
分
野
で
の
儒
学
研
究
は
朱
子
学
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
が
多
く）

3
（

、
幕
末
─
明
治
初
期
政
治
思

想
史
的
研
究
に
お
い
て
も
、「
漢
学
」
と
い
う
よ
り
も
「
儒
学
」、
と
り
わ
け
朱
子
学
の
概
念
、
世
界
観
、
道
徳
観
を
も
っ
て
日
本
近

代
知
識
人
が
西
洋
思
想
を
い
か
に
受
容
し
た
か
と
い
う
点
の
考
察
を
主
眼
と
す
る
も
の
が
多
く
、
朱
子
学
か
ら
西
洋
哲
学
に
対
抗
し

得
る
哲
理
を
析
出
す
る
〝
哲
学
的
〟
営
み
、
あ
る
い
は
儒
学
と
の
連
続
性
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
観
念
を
意
図
的
に
動
員
し
な
が
ら

西
洋
哲
学
を
読
み
解
く
こ
と
を
旨
と
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
本
書
第
一
章
第
二
節（
ａ
）参
照
）。

　

し
か
し
、
幕
末
の
漢
学
者
、
さ
ら
に
は
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八
～
一
九
四
七
）、
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
～
一
九
三
四
）、
武
内
義
雄

（
一
八
八
六
～
一
九
六
六
）
と
い
っ
た
あ
た
り
の
世
代
ま
で
が
保
持
し
て
い
た
「
漢
学
の
素
養
」
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
上
述
の

如
き
も
の
と
は
異
な
る
、
考
証
を
旨
と
す
る
学
的
素
養
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、「
消
閑
の
具
」
と
い
っ
た
も
の
と
は
真
逆
の
、

右
の
吉
田
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
凄
絶
な
ま
で
に
激
し
い
学
問
へ
の
情
熱
」
を
基
底
と
す
る
、
真
摯
な
学
究
的
活
動
で
あ
っ
た
。

（
ｂ
）　

日
中
儒
学
の
差
異

─
そ
の
特
徴
と
担
い
手

　

い
う
ま
で
も
な
く
思
想
の
特
性
は
、
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
環
境
与
件
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
り
、
特
定
の
環
境
与
件
下
に

お
い
て
儒
者
は
、
い
わ
ゆ
る
被
投
的
投
企
の
状
況
、
す
な
わ
ち
一
定
の
状
況
に
制
約
さ
れ
つ
つ
（
被
投
性
）
み
ず
か
ら
の
可
能
性
を

投
企
し
選
び
と
る
（
実
存
）
と
い
っ
た
状
況
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
、
哲
学
的
（
あ
る
い
は
、
具
体
的
に
、「
朱
子
学
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序　論　本書の中心的課題、ならびにその射程

的
」）
思
惟
、
あ
る
い
は
ま
た
政
治
思
想
／
理
念
そ
の
も
の
に‘lean-in’

す
る
こ
と
が
多
く
の
場
合
そ
の
前
提
で
あ
る
中
国
士
大
夫

層
）
4
（

と
は
異
な
り
、
江
戸
後
期
の
日
本
の
儒
者
の
多
く
は
、
政
治
状
況
よ
り
も
む
し
ろ
、
社
会
＝
経
済
的
与
件
と
の
密
着
度
が
高
い

〝
市
井
の
人
〟
が
思
想
的
営
為
の
担
い
手
の
「
多
数
派
」
を
占
め
て
い
た
と
い
え
、
と
り
わ
け
江
戸
後
期
～
幕
末
の
考
証
学
を
担
っ

た
多
く
の
儒
者
は
こ
の
属
性
に
あ
る
人
び
と
で
あ
っ
た
。
思
想
形
成
の
重
要
な
与
件
で
あ
る
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
中
国
哲
学
や
旧

来
型
の
日
本
思
想
史
研
究
よ
り
も
、
筆
者
も
長
く
か
か
わ
る
日
本
経
済
思
想
史
の
知
見
が
ヨ
リ
強
い
注
意
の
喚
起
を
促
す）

5
（

。

　

す
な
わ
ち
、
経
済
史
的
に
み
る
と
、
大
開
墾
や
都
市
人
口
の
急
激
な
増
大
、
長
大
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
生
成
は
江
戸
時
代
前

半
期
に
お
こ
り
、
そ
の
後
の
と
く
に
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
ま
で
の
時
代
は
「
転
換
期
」
と
称
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
経

済
社
会
は
、
商
品
生
産
の
深
化
、
と
く
に
小
農
に
よ
る
商
品
作
物
生
産
と
彼
ら
の
市
場
経
済
へ
の
参
入
、
そ
れ
に
よ
る
地
域
間
分
業

の
再
編
成
を
特
徴
と
す
る）

6
（

。
つ
ま
り
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
時
代
は
、「
市
場
」
を
前
提
と
し
た
商
材
、
も
の
づ
く
り
が
、
都
市
と

そ
の
周
辺
、
そ
し
て
地
方
の
「
一
般
人
」
に
お
い
て
日
常
化
す
る
状
況
で
あ
り
、
と
り
わ
け
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
八
九
）
か
ら
文

化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
に
か
け
て
の
民
間
経
済
主
体
の
興
隆
を
「
天
明
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」
と
形
容
す
る
日
本
経
済
思
想

史
の
専
門
研
究
者
も
存
在
す
る）

7
（

。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
の
発
展
状
況
を
踏
ま
え
、
儒
者
の
様
相
に
目
を
転
じ
る
と
、
ま
ず
、
明
和
～
天
明
期
（
一
七
六
四
～
八
九
）
前
後

に
は
井
上
金
峨
（
一
七
三
二
～
八
四
）、
中
井
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）、
吉
田
篁
墩
（
一
七
四
五
～
九
八
）、
山
本
北
山
（
一
七
五
二

～
一
八
一
二
）
と
い
っ
た
緻
密
な
文
献
考
証
を
主
導
し
た
儒
者
が
存
在
す
る
。
つ
づ
い
て
文
化
～
文
政
期
（
一
八
〇
四
～
三
〇
）
に
は

大
田
錦
城
（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）、
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四
四
）、
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
～
一
八
三
五
）
ら
考
証
学
を
「
成

立
」
さ
せ
た
と
さ
れ
る
一
群
の
儒
者
が
あ
る
。
彼
ら
の
「
属
性
」
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
〝
市
井
の
人
〟
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
北

山
は
武
士
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
藩
士
と
し
て
の
出
世
競
争
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
幕
末
に
台
頭
し
た
東
條

一
堂
（
一
七
七
八
～
一
八
五
七
）、
海
保
漁
村
（
一
七
九
八
～
一
八
六
六
）、
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
ら
も
「
士
大
夫
層
」
と
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い
っ
た
属
性
に
は
ま
っ
た
く
な
い
身
分
の
儒
者
で
あ
っ
た
。

　

か
よ
う
な
、
江
戸
後
期
以
降
の
日
本
儒
者
に
お
け
る
政
治
＝
理
念
と
の
密
接
性
の
低
さ
、
あ
る
い
は‘literati’

と
し
て
の
属
性
の

欠
如
、
そ
し
て
逆
に
、
社
会
＝
経
済
史
的
側
面
と
の
密
着
度
の
高
さ
、
あ
る
い
は
も
っ
と
あ
り
体
に
い
う
と
、
日
々
の
経
済
活
動
に

直
接
従
事
し
て
い
る
人
び
と
を
日
々
見
て
い
た
／
ま
さ
に
そ
の
日
常
に
生
き
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
ら
儒
者
の
知
的
営
為
に

お
け
る
、
と
く
に
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
経
験
」
と
認
識
「
対
象
」
と
の
「
連
合
」
の
あ
り
方
に
お

け
る
、
と
く
に
認
識
対
象
と
類
似
せ
る
も
の
に
関
す
る
「
記
憶
」
と
そ
の
蓄
積
を
前
提
と
す
る
新
た
な
認
識
の
連
鎖
を
考
え
る
上
で

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
儒
者
と
古
典
テ
ク
ス
ト
と
の
連
合
の
前
提
的
事
実
を
め
ぐ
る
日
中
儒
者
の
間
の
差
異
の
考
察
に
お

い
て
も
意
識
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

か
く
な
る
論
点
に
鑑
み
る
と
、
武
内
義
雄
、
加
藤
常
賢
（
一
八
九
四
～
一
九
七
八
）
に
よ
る
以
下
の
論
評
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

武
内
は
す
で
に
戦
前
に
お
い
て
、
清
代
の
考
証
学
者
は
優
れ
た
校
勘
・
訓
詁
の
学
を
樹
立
し
た
が
、
彼
ら
は
「
経
書
を
神
聖
視
し
て

こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
」、「
書
物
の
原
典
批
判
は
（
清
学
に
お
い
て
は

─
筆
者
）
ま
だ
十
分
に
採
択
発
展
せ
ら
れ
て
い
な

い
」
と
述
べ
、
こ
れ
は
「
我
が
国
の
先
儒
に
よ
っ
て
」「
啓
か
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る）

8
（

。
加
藤
は
、
清
学
の
到
達
点
に
あ
る
江
聲
、

孫
星
衍
、
段
玉
裁
と
い
っ
た
考
拠
家
に
あ
っ
て
も
、
彼
ら
は
「
古
代
の
聖
王
思
想
の
信
者
で
あ
り
、
近
代
科
学
以
前
の
人
々
で
あ
っ

た
」
と
断
じ
て
い
る）

9
（

。
と
く
に
武
内
は
、
考
証
に
お
け
る
客
観
性
と
政
治
色
の
な
い
実
証
性
、
聖
賢
の
道
や
諸
子
の
説
を
も
客
観
的

観
察
対
象
と
す
る
学
問
姿
勢
は
日
本
に
お
い
て
ヨ
リ
高
度
な
発
展
を
み
た
と
し
て
い
る
。

　

武
内
の
言
の
背
景
に
は
当
然
、
吉
川
幸
次
郎
が
指
摘
す
る
ご
と
く
の
、
当
時
〝
護
教
的
〟
で
あ
っ
た
と
（
少
な
く
と
も
京
都
帝
大
の

漢
学
者
ら
に
は
）
目
さ
れ
て
い
た
東
京
帝
大
漢
学
科
、
あ
る
い
は
ま
た
、
井
上
哲
次
郎
に
顕
著
な
「
西
方
の
基
準
を
た
だ
ち
に
中
国

に
習
会
す
る
安
易
さ
」「
通
俗
性
」
と
い
っ
た
批
判
対
象
が
あ
り）

（1
（

、
こ
れ
ら
に
対
し
、
と
く
に
江
戸
後
期
以
降
発
展
を
み
た
日
本
儒

者
の
考
証
学
の
顕
彰
、
そ
れ
を
継
承
し
た
己
れ
の
学
問
、
そ
し
て
京
大
漢
学
科
の
優
位
性
の
賞
揚
の
意
図
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
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と
し
て
、
右
の
ご
と
く
、
と
り
わ
け
戦
前
の
一
時
代
に
お
い
て
、
上
記
の
碩
学
に
よ
る
日
・
中
儒
学
研
究
法
の
特
性
に
関
す
る
明
快

な
言
及
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
、
西
欧
に
お
け
る
文
献
批
判
の
歴
史
、
学
問
方
法
発
展
史
に
鑑
み
て
極
め
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
す
れ
ば
戦
後
の
日
本
儒
者
研
究
は
こ
の
点
を
等
閑
視
し
て
い
た
感
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

幕
末
ま
で
に
発
展
を
み
た
日
本
儒
学
・
漢
学
に
お
け
る
高
度
な
文
献
批
判
を
枢
要
と
す
る
学
問
方
法
が
、
近
代
日
本
の
諸
学
問
、

と
り
わ
け
近
代
史
学
の
研
究
手
法
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
漢
学
者
で
あ
り
近
代
史
学
の
創
始
者
で

も
あ
っ
た
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）、
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
～
一
九
三
一
）
ら
が
明
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
ら
は
、

ラ
ン
ケ
史
学
の
〝
移
入
〟
よ
り
も
む
し
ろ
、
漢
学
の
学
問
方
法
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（
第
一
章
参
照
）。
し
か
し
一
方
、
彼
ら
は
、

「
清
朝
考
証
学
」
の
役
割
を
夙
に
指
摘
（
こ
れ
も
第
一
章
に
て
言
及
）
す
る
が
、
さ
き
に
触
れ
た
ご
と
く
の
武
内
、
加
藤
ら
の
よ
う
な

清
学
と
幕
末
考
証
学
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
頓
着
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
点
が
不
明
瞭
な
ま
ま
に
放
置
さ
れ
、
現
代
の
歴
史
学

者
に
お
い
て
も
無
批
判
に
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
は
む
し
ろ
ま
っ
た
く
逆
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
宮
地
正
人
の
語
に
も
象
徴

的
で
あ
る
。

一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
四
月
、
修
史
局
設
置
と
と
も
に
薩
摩
出
身
の
漢
学
者
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）
が
入
局

し
た
こ
と
に
よ
り
、
重
野
が
指
導
的
立
場
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
重
野
は
昌
平
校
に
学
び
、
幕
末
期
の
最
も
正
統
な
漢
学
教

育
を
受
け
た
だ
け
で
は
な
い
。
典
拠
と
実
証
を
な
に
よ
り
も
重
ん
じ
る
清
朝
考
証
学
派
の
学
問
を
深
く
学
び
、
旧
藩
時
代
に
は
、

藩
の
修
史
事
業
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
た）

（（
（

。

　

こ
こ
で
宮
地
は
、
歴
史
学
の
枢
要
で
あ
る
「
典
拠
と
実
証
」
の
基
盤
は
「
清
学
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
逆
に
こ
こ
で
は
、「
幕

末
期
の
最
も
正
統
な
漢
学
教
育
」
は
こ
の
よ
う
な
近
代
的
学
問
方
法
と
は
無
関
係
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
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あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
事
実
認
識
は
、「
伝
統
的
」
日
本
儒
学
／
漢
学
と
「
近
代
」
歴
史
学
が
ま
っ
た
く
関
連
し
な
い
、

あ
る
い
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
近
代
的
」
学
問
発
展
の
阻
害
要
因
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
多
く
の
識
者
に
お
い
て
助
長
す
る
遠
因
と

な
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

（
ｃ
）　
「
典
拠
」
と
「
実
証
」
／
客
観
的
テ
ク
ス
ト
研
究
と
原
典
批
判

　

時
代
を
す
こ
し
溯
る
が
、
た
と
え
ば
第
二
章
で
と
り
あ
げ
る
中
井
履
軒
は
朱
子
学
を
奉
じ
る
（
と
さ
れ
る
）
懐
徳
堂
の
重
要
人
物

で
あ
る
が
、
彼
の
『
論
語
』
注
釈
は
、
朱
子
の
『
集
注
』
が
経
典
の
各
編
、
各
章
に
内
在
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
解
体
し
、「
経
書

全
体
を
束
ね
る
世
界
観
や
人
間
観
」
を
歪
曲
す
る
も
の
と
し
て
大
い
に
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
の
は
、
久
米
祐
子
の
研
究
に
も
示
さ

れ
て
い
る）

（1
（

。
久
米
の
研
究
は
履
軒
の
注
釈
の
重
要
な
特
徴
を
析
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
朱
子
批
判
の
先
鋭
さ
を
適
切
に
描
写
す

る
。

　

加
え
て
、
履
軒
は
さ
ら
に
、
経
本
文
も
忌
憚
な
く
批
判
、
ま
た
そ
れ
は
、
細
か
い
字
句
の
改
訂
と
い
っ
た
次
元
に
と
ど
ま
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
リ
シ
ャ
ー
ル
・
シ
モ
ン
（
一
六
三
八
～
一
七
一
二
）
や
ジ
ャ
ン
・
ア
ス
ト
リ
ュ
ッ
ク
（
一
六
八
四
～
一
七
六

六
）
ら
に
よ
る
『
聖
書
』
の
著
者
の
複
数
性
の
摘
発
、
著
述
の
時
期
と
場
所
の
「
歴
史
性
」
の
析
出
努
力
と
「
真
書
」
の
確
定
へ
の

努
力
、
あ
る
い
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
カ
リ
ガ
ー
（
一
五
四
〇
～
一
六
〇
九
）
や
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
ソ
ゥ
ボ
ン
（
一
五
五
九
～
一
六
一
四
）
ら

の
文
献
批
判
に
も
比
肩
し
得
る
原
典
の
批
判
的
考
察
を
試
み
る
営
み
で
あ
る
。
か
よ
う
な
原
典
批
判
の
、
十
八
世
紀
日
本
の
社
会
＝

政
治
的
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
の
世
界
史
的
位
置
づ
け
は
、
本
書
が
企
図
す
る
と
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

無
論
、
各
々
の
儒
者
は
各
々
個
別
の
経
験
の
絶
対
的
な
唯
一
性
の
保
持
者
で
あ
り
、
そ
れ
の
解
析
に
む
け
て
は
、
単
に
社
会
的
、

政
治
的
要
因
等
へ
の
還
元
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
の
形
成
要
因
の
有
機
的
勘
案
に
基
づ
く
被
投
的
投
企
の
様
相
の
現

象
学
的
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。
逆
に
い
う
と
、
あ
る
属
性
の
儒
者
の
思
想
が
、
そ
の
儒
者
が
い
ち
お
う
帰
属
す
る
（
と
さ
れ
る
）
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社
会
層
を
無
限
定
に
代
表
し
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
集
団
的
特
性
（
法
則
性
）
を
見
い
だ
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、

個
々
の
儒
者
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
考
察
過
程
の
詳
析
と
そ
の
方
法
自
体
の
つ
ぶ
さ
な
客
観
的
考
察
を
怠
り
、
あ
く
ま
で
「
個
々
の
」

研
究
事
象
か
ら
つ
む
ぎ
出
す
と
い
う
作
業
を
経
る
こ
と
を
せ
ず
、
何
ら
か
の
即
製
の
理
論
を
ふ
り
か
ざ
し
て
大
上
段
な
議
論
に
終
始

す
る
こ
と
か
ら
は
、
そ
の
時
代
の
思
惟
様
式
の
粗
野
な
決
定
論
的
素
描
以
上
の
も
の
は
つ
く
り
え
な
い
の
は
論
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
常
に
抱
き
な
が
ら
、
本
書
で
は
、
①
概
ね
十
八
世
紀
～
十
九
世
紀
前
半
の
日
本
に
お
い
て
、
十
八
世
紀

末
頃
ま
で
に
西
欧
に
お
い
て
発
展
を
み
た
客
観
的
考
証
的
テ
ク
ス
ト
研
究
を
基
盤
と
す
る
厳
然
た
る
原
典
批
判
に
比
肩
し
得
る
学
問

が
存
在
し
た
こ
と
、
②
そ
れ
は
ま
た
、
従
来
型
の
「
注
釈
」（‘com

m
entary’

ま
た
は‘exegesis’

、
あ
る
い
は‘interpretiveand

com
m

entarialscholarship’

）
と
は
次
元
を
異
に
す
る
、
西
欧
文
献
研
究
発
展
史
の
泰
斗
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
グ
ラ
フ
ト
ン
（A

nthony

Grafton

）
が
こ
と
に
強
調
す
る
よ
う
な
、
技
術
的
で
高
度
に
体
系
的
・
客
観
的
な
文
献
研
究
手
法
と
形
容
で
き
る
学
問
方
法）

（1
（

で
あ
っ

た
こ
と
、
③
そ
の
担
い
手
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
昌
平
校
教
授
」
や
諸
々
の
藩
校
の
重
鎮
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
呈
示
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
実
践
し
て
い
た
学
問
方
法
は
、
大
久
保
利
謙
の
「
史
学
史
上
か
ら
み
る
場
合
に
は
も
っ
と
ひ
ろ
く
考
証
の

学
風
と
し
て
解
釈
す
る
」
べ
し
と
の
端
的
な
指
摘
に
象
徴
さ
れ
る
（
第
一
章
参
照
）
ご
と
く
の
、
い
わ
ゆ
る
「
儒
学
」
あ
る
い
は
「
漢

学
」
と
い
う
範
疇
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
久
保
は
、
江
戸
後
期
～
幕
末
儒
学
を
「
反
道
学
」、
あ
る
い
は
反
朱
子
学
的
〝
自
由
性
〟
を
保
持
し
た
、
官
学
的
道
学
を
嘲
笑

す
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
有
す
る
学
問
と
表
現
し
て
お
り）

（1
（

（
ま
た
、
第
一
章
参
照
）、
こ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
一
部
の
儒
学
研
究
者
か
ら
の

い
ら
ぬ
反
発
も
呼
ぼ
う
。
し
か
し
、
昨
今
と
く
に
西
欧
の
学
界
に
お
い
て
活
況
を
呈
す
る
学
問
方
法
発
展
史
ま
た
は
文
献
研
究
手
法

発
展
史
の
知
見
に
鑑
み
る
と
、
大
久
保
の
指
摘
は
江
戸
後
期
以
降
に
発
展
を
み
た
日
本
漢
学
の
極
め
て
重
要
な
意
義
を
見
い
だ
す

き
っ
か
け
と
も
な
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
大
久
保
の
言
葉
に
は
、
幕
末
考
証
学
者
に
お
い
て
は
「
儒
学
的
世
界
観
」
に
規
定
さ
れ
た
学
問
態
度
と
は
異
質
の
、
た

と
え
ばBenjam

inA
.Elm

an

が
継
続
し
て
主
張
す
る‘epistem

ologicalrevolution’

と
の
語
を
も
っ
て
主
張
す
る
事
象）

（1
（

に
も
通

底
す
る
、
本
質
的
に
異
な
る
学
的
態
度
の
転
換
が
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
は
ま
さ
に
、
全

体
を
つ
う
じ
て
、
か
よ
う
な
学
的
現
象
の
「
根
底
に
あ
る
も
の
」、
あ
る
い
は
す
な
わ
ち
、
聖
人
・
経
典
を
尊
崇
す
る
も
絶
対
視
せ

ず
、
経
典
の
な
か
の
「
真
な
る
も
の
」
の
確
定
に
む
け
た
文
献
研
究
の
過
程
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
ひ
と
し
く
「
考
察
対
象
」
と
し

て
相
対
的
地
位
に
定
位
し
去
る
こ
と
を
可
能
せ
し
め
た
「
知
的
基
盤
」
に
も
思
考
を
及
ば
せ
、
Ｐ
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
論
、

彼
の
『
芸
術
の
規
則
』
に
主
張
さ
れ
て
い
る
論
点
、
さ
ら
に
は
、
現
象
学
的
知
見
な
ど
も
適
宜
意
識
し
な
が
ら
こ
れ
ら
を
解
明
す
る

こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
本
書
は
、
こ
う
し
た
思
考
、
論
理
の
モ
デ
ル
に
史
実
、
史
料
を
「
あ
て
は
め
る
」
こ
と
を
も
っ
て
表
層
的
な
理
解
に
と
ど

ま
る
「
理
論
主
導
型
」
の
諸
研
究
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
二
～
七
章
の
個
別
研
究
を
も
っ
て
示
し
て
ゆ
く
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
理
由
の
一
部
は
本
論
に
て
も
略
述
し
た
。

（
ｄ
）　

な
に
を
も
っ
て
「
哲
学
」
と
す
る
か

　

考
証
を
旨
と
す
る
学
問
、
つ
ま
り
は
江
戸
後
期
～
幕
末
の
〝
市
井
の
〟
漢
学
者
か
ら
狩
野
、
内
藤
、
武
内
ら
に
継
承
さ
れ
た
学
問

は
、
と
も
す
れ
ば
純
粋
思
想
史
的
な
い
し
哲
学
的
営
み
（
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
暗
黙
の
う
ち
に
「
朱
子
学
的
」
営
み
と
同
一
視

さ
れ
る
）
よ
り
も
〝
劣
っ
た
〟
知
的
営
み
、
あ
る
い
は
ま
た
、
儒
学
の
哲
学
的
諸
相
の
探
究
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
、
そ
れ
を
覆
い

隠
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
、
往
々
に
し
て
日
本
思
想
史
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
江
戸
儒
学
研
究
に
は
、
考

証
学
的
儒
学
に
た
い
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
に

─
し
か
も
無
意
識
的
に

─
こ
う
い
っ
た
限
定
を
あ
て
は
め
て
考
え
て
い
る
節
が
あ
る

と
筆
者
は
考
え
る
。
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そ
し
て
こ
れ
は
、「
清
朝
考
証
学
」
に
対
す
る
従
来
の
誤
っ
た
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
偏
っ
た
理
解
を
匡
さ
ん
と
す
る
木
下
鉄

矢
の
問
題
提
起
を
想
い
出
さ
せ
る）

（1
（

。
木
下
は
、「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
か
ら
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
の
も
と
、
清
学

を
「
文
献
実
証
」
一
辺
倒
と
考
え
る
問
題
設
定）

（1
（

、
翻
っ
て
は
清
代
の
学
は
周
到
な
る
も
そ
の
考
拠
の
学
か
ら
は
経
世
の
志
が
喪
失
に

向
か
っ
た
と
す
る
説）

（1
（

な
ど
を
批
判
す
る
。
前
者
の
説
で
は
「
哲
学
」
か
ら
「
文
献
学
」
へ
の
「
連
続
」
と
「
断
絶
」
と
い
っ
た
静
態

的
な
二
項
対
立
の
図
式
に
問
題
を
単
純
化
・
矮
小
化
し
、
本
来
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
で
多
重
的
で
あ
る
時
々
代
々
の
思
考
活
動
を
単
純

な
図
式
に
還
元
す
る
危
険
を
伴
い
、
後
者
に
お
い
て
は
、
表
面
的
に
は
緻
密
な
だ
け
の
学
究
活
動
と
映
る
も
、
内
に
真
実
の
追
求
に

お
け
る
強
い
「
志
」、「
正
」
と
「
義
」
へ
の
強
靭
な
意
識
を
胚
胎
さ
せ
る
営
為
で
あ
る
こ
と
を
看
過
さ
せ
、
さ
ら
に
は
「
学
問
の
た

め
の
学
問
」
と
「
経
世
意
識
」、
あ
る
い
は
「
志
」
と
い
っ
た
も
の
を
相
反
す
る
要
素
と
誤
認
せ
し
め
る
危
険
を
孕
む
と
す
る）

（1
（

。

　

こ
れ
は
重
要
な
指
摘
で
、
道
理
を
声
高
に
賞
揚
す
る
〝
道
学
者
〟、
あ
る
い
は
経
世
論
者
の
営
み
と
、
粛
々
と
真
実
の
探
究
に
専

心
す
る
〝
考
証
学
者
〟
の
営
為
と
一
体
ど
ち
ら
が
〝
正
当
な
〟
学
究
活
動
か
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
が
「
道
義
に
か
な
っ
た
」
営
み
か

の
精
考
を
促
そ
う
。
中
井
履
軒
は
『
雕
題
畧
』
緒
言
に
て
「
唯
平
心
書
を
読
み
て
愛
憎
を
新
故
に
生
ぜ
ず
、
深
く
古
経
の
未
だ
瞭あ

き
らか

な
ら
ざ
る
を
慨な

げ

き
て
、
聖
人
の
心
後
世
に
伸
び
ざ
る
を
痛
み
、
憤
る
が
如
く
悶
ゆ
る
が
如
く
、
寝
を
忘
れ
食
を
忘
れ
、
毀
誉
得
喪
を

度
外
に
お
き
、
矻
矻
鑽
攻
し
て
老
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
、
然
る
後
始
め
て
与
に
経
を
論
ず
べ
き
の
み
」
と
主
張
す
る）

11
（

が
、

こ
れ
に
表
徴
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
学
究
態
度
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、「
江
戸
後
期
」
の
「
考
証
学
」
へ
の
日
本
思
想
史
研
究
者
の
視
線
に
は
、
木
下
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
、
あ

る
い
は
履
軒
の
標
榜
す
る
と
こ
ろ
へ
の
十
分
な
配
慮
が
あ
る
よ
う
に
は
筆
者
に
は
思
え
な
い
。

　

江
戸
後
期
～
幕
末
の
漢
学
者
／
考
証
学
者
の
思
想
的
営
為
を
「
哲
学
」
と
認
知
し
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
底
流
に
あ
る
哲
学
を
看

取
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
こ
れ
ま
で
為
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
に
は
、
哲
学
を
専
門
領
域
と
し
な
い

多
く
の
研
究
者
に
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
、
あ
る
い
は
ま
た
、〝
表
立
っ
て
〟
哲
学
的
と
看
取
し
に
く
い
哲
学
、
た
と
え
ば
、
Ｅ
・
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フ
ッ
サ
ー
ル
、
Ｍ
・
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
な
ど
を
代
表
と
す
る
、
哲
学
的
営
為
を
行
な
う
主
体
自
体
、
ま
た
は
「
媒
体
」
と
し
て

の
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
摘
出
と
そ
れ
ら
に
よ
る
媒
体
の
複
合
的
・
有
機
的
〝
産
出
の
さ
れ
か
た
〟
と
い
っ
た
も
の
を
考
察
す

る
知
的
行
為
が
、
す
く
な
く
と
も
「
日
本
思
想
史
」
の
分
野
で
は
「
哲
学
」
と
意
識
さ
れ
る
機
会
が
極
め
て
僅
少
で
あ
っ
た
の
も
理

由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
儒
者
と
古
典
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
を
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
思
惟
図
式
に
即
し
て
い
う
と
、
儒
者
は
テ
ク
ス
ト
に
身

を
挺
し
つ
つ
テ
ク
ス
ト
を
開
示
し
て
ゆ
く
が
、
開
示
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
は
儒
者
の
知
的
作
業
と
の
連
動
性
に
お
い
て
そ
の
基
軸
を
転

位
さ
せ
る
。
テ
ク
ス
ト
の
開
示
可
能
性
は
無
限
定
で
あ
る
が
、
そ
の
開
示
の
さ
れ
よ
う
は
、
儒
者
の
思
惟
様
式
を
生
成
す
る
状
況
乃

至
構
造
と
連
動
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
や
、
彼
に
よ
る
主
体
の
認
識
対
象
と
記
憶
と
の
連
合

説
を
俟
た
ず
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
か
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
と
向
き
合
う
主
体
自
体
を
構
成
す
る
諸
要
素
自
体
に

も
意
識
を
向
け
、
そ
の
上
で
、‘Philosophies of philology’

、
す
な
わ
ち
緻
密
な
文
献
研
究
を
鋭
意
す
す
め
る
主
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
お
け
る
、

そ
れ
を
裏
支
え
す
る
思
惟
／
哲
学
に
注
意
を
む
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
儒
学
研
究
、
幕
末
考
証
学
研
究
は
い
ま
だ
あ
ま
り

類
を
み
な
い
と
い
え
よ
う
。
本
書
を
通
じ
て
も
こ
の
点
は
格
別
に
意
識
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
上
述
の
主
体
乃
至
媒
体

を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
は
、
十
八
世
紀
日
本
に
お
い
て
は
、
前
節
に
て
言
及
し
た
社
会
＝
経
済
的
与
件
と
の
密
着
度
が
高
い
〝
市

井
の
人
〟
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。＊　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

右
に
あ
げ
た
狩
野
、
内
藤
、
久
米
、
重
野
、
さ
ら
に
は
そ
の
次
の
世
代
の
漢
学
を
担
っ
た
武
内
義
雄
（
一
八
八
六
～
一
九
六
六
）
ら

に
引
き
継
が
れ
た
漢
学
は
、
学
問
方
法
面
で
は
前
述
の
井
上
金
峨
、
中
井
履
軒
、
吉
田
篁
墩
、
山
本
北
山
ら
に
は
じ
ま
り
、
大
田
錦

城
、
松
崎
慊
堂
、
狩
谷
棭
斎
ら
に
お
い
て
大
い
な
る
発
展
を
み
た
考
証
学
、
さ
ら
に
は
東
條
一
堂
、
海
保
漁
村
、
安
井
息
軒
ら
の
学

問
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
方
面
の
学
問
は
、
十
八
世
紀
初
頭
～
前
半
期
の
儒
者
に
よ
る
経
学
研
究
、
と
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り
わ
け
山
井
鼎
（
一
六
九
〇
～
一
七
二
八
）、
根
本
武
夷
（
一
六
九
九
～
一
七
六
四
）、
太
宰
春
臺
（
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）、
そ
し
て
京
坂

の
伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇
～
一
七
三
六
）・
蘭
嵎
（
一
六
九
四
～
一
七
七
八
）
兄
弟
、
さ
き
の
中
井
履
軒
ら
に
顕
著
な
緻
密
な
文
献
学
的
、

書
誌
学
的
学
問
方
法
を
批
判
的
に
摂
取
し
、
さ
ら
に
は
、
古
代
言
語
へ
の
意
識
と
い
う
側
面
で
は
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）、

春
臺
、
東
涯
ら
の
学
問
に
淵
源
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
伊
藤
仁
斎
、
徂
徠
あ
た
り
に
は
顕
著
で
あ
っ
た
「
宋
学
を
の
り
こ
え
る
」
こ
と
へ
の
気
概
、
そ
れ
と
の
「
格
闘
」
と
い
っ

た
姿
勢
が
、
東
涯
、
履
軒
、
あ
る
い
は
篁
墩
、
錦
城
と
い
っ
た
儒
者
に
お
い
て
は
後
景
に
し
り
ぞ
き
、
特
定
の
時
代
、
一
家
の
学
へ

の
格
別
な
る
評
価
、
過
剰
な
批
判
と
い
っ
た
姿
勢
が
消
え
、
孟
・
荀
、
漢
代
諸
家
の
学
か
ら
宋
学
、
徂
徠
の
学
問
ま
で
、
諸
家
の
説

の
得
失
を
斟
酌
し
、
各
々
を
相
対
化
し
な
が
ら
一
連
の
儒
学
発
展
の
系
譜
と
し
て
捉
え
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る）

1（
（

。
彼
ら
は
、
十
八
世
紀

前
半
以
来
の
経
学
手
法
を
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
〝
客
観
的
〟
学
問
方
法
を
軸
に
、
儒
学
的
世
界
観
か
ら
の
「
解
放
」

を
目
指
し
た
学
究
活
動
に
邁
進
し
た
の
だ
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
れ
は
、
近
代
学
問
の
基
本
で
あ
る
客
観
性
と
高
い
実
証
性
、
そ

れ
を
も
っ
て
既
成
思
想
の
束
縛
を
の
り
こ
え
、
聖
賢
の
道
や
諸
子
の
説
を
も
客
観
的
観
察
対
象
と
す
る
気
風
を
用
意
し
た
の
で
あ
る）

11
（

。

そ
し
て
こ
の
、「
事
実
」「
史
実
」
を
「
客
観
的
」「
批
判
的
」
に
析
出
し
、
特
定
の
教
義
に
規
定
さ
れ
た
論
述
を
「
妄
論
」
と
す
る

旺
盛
な
批
判
精
神
に
基
づ
く
知
的
作
業
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
の
伝
統
を
継
承
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
家
た
ち
と
そ
の
末
裔
の

よ
う
な
「
例
外
」
は
さ
て
お
き
、
す
く
な
く
と
も
十
八
世
紀
世
界
と
い
う
時
空
に
お
い
て
は
、
世
界
史
上
極
め
て
「
稀
有
」
な
も
の

で
あ
る
。

　

無
論
、
西
欧
に
お
け
る
原
典
批
判
の
歴
史
は
長
い
。
か
の
地
に
お
け
る
文
献
研
究
に
つ
い
て
は
本
書
で
適
宜
言
及
し
、
ま
た
、
そ

の
発
展
系
譜
の
全
体
像
に
関
し
て
は
別
稿）

11
（

に
て
俯
瞰
す
る
が
、
概
ね
ル
ネ
サ
ン
ス
後
期
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ポ
リ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
ら
に
代

表
さ
れ
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
テ
ク
ス
ト
の
原
典
研
究
に
お
け
る
体
系
化
に
端
を
発
し
、
十
六
世
紀
後
半
～
十
七
世
紀
初
頭
に
活
躍
し

た
前
出
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
カ
リ
ガ
ー
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
ソ
ゥ
ボ
ン
ら
の
原
典
批
判
は
こ
の
時
代
の
到
達
点
を
示
す
。
さ
ら
に
は
法
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学
・
医
学
の
発
展
と
そ
の
文
献
学
的
、
臨
床
的
、
解
剖
的
研
究
手
法
の
人
文
研
究
へ
の
流
入
は
、
西
欧
に
お
け
る
客
観
的
文
献
研
究

を
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
、
か
の
地
に
お
い
て
は
長
期
に
わ
た
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
哲
学
の
支
配
が
続
き
、
そ
れ

と
の
長
く
血
腥
い
抗
争
の
末
に
、
近
代
の
歴
史
哲
学
が
本
格
的
に
市
民
権
を
得
る
に
至
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
十
八
世
紀
の
末
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

西
欧
に
お
け
る
か
よ
う
な
文
献
研
究
の
発
展
の
ど
の
段
階
が
十
八
世
紀
日
本
の
そ
れ
と
比
肩
し
得
る
か
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
の

客
観
的
分
析
の
「
広
が
り
」
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
定
型
化
さ
れ
た
学
問
的
事
象
と
認
知
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
断
定
の
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
れ
と
の
比
較
は
、
日
本
儒
学
の
重
要
な
側
面
を
学
問
の
世
界
史
的
比
較
研
究
の
俎
板
に
の
せ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る）

11
（

。

　
Ｊ
─

Ｂ
・
ヴ
ィ
ー
コ
『
新
し
い
学
』、
Ｆ
・
Ａ
・
ヴ
ォ
ル
フ
、
Ｇ
・
ヘ
ル
マ
ン
、
Ａ
・
ベ
ェ
ク
、
Ｆ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ

ハ
ー
ら
の
「
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
」、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
ベ
ェ
ク
の
『
文
献
学
的
な
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
な
ら

び
に
方
法
論
』
は
そ
の
到
達
点
を
示
す
が
、
こ
れ
の
刊
行
は
十
九
世
紀
後
半
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
で
は
、
十
七
世
紀
後
半
期

よ
り
文
献
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
江
戸
中
期
を
む
か
え
る
ま
で
に
既
に
高
度
な
水
準
の
文
献
研
究
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、

文
献
批
判
の
水
準
、
体
系
性
と
客
観
性
の
み
な
ら
ず
、
原
典
批
判
の
伝
統
、
所
謂‘Canon’

と
さ
れ
る
文
典
を
純
粋
に
「
考
察
対

象
」
と
し
て
客
観
視
す
る
姿
勢
も
そ
の
大
い
な
る
特
徴
で
あ
っ
た
。〝
親
験
実
試
主
義
〟
と
も
形
容
さ
れ
る
（
内
藤
湖
南
）
こ
の
学
的

伝
統
こ
そ
が
、
十
八
世
紀
以
来
つ
づ
く
日
本
儒
学
の
重
要
な
特
質
で
あ
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
実
証
主
義
を
も
っ
て
基
本
的
条
件
と
な

す
近
代
科
学
研
究
と
等
質
の
学
問
姿
勢
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
。
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（
2
）

吉
田
『
清
朝
考
証
学
の
群
像
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
引
用
箇
所
は
「
導
論
」
よ
り
。

（
3
）

こ
の
方
面
で
の
業
績
は
秀
逸
な
も
の
に
限
っ
て
も
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
近
著
で
は
た
と
え
ば
土
田
健
次
郎
『
江
戸
の
朱
子
学
』（
筑
摩

書
房
、
二
〇
一
四
年
）、
澤
井
啓
一
『
山
崎
闇
斎
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

（
4
）
無
論
、
た
と
え
ば
乾
嘉
期
の
江
南
の
蔵
書
家
な
ど
も
清
学
の
重
要
な
担
い
手
の
一
群
で
あ
り
、
彼
ら
の
多
く
は
必
ず
し
も
「
士
大
夫
層
」

に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
ら
の
学
問
関
心
も
、
江
戸
中
期
か
ら
幕
末
日
本
の
儒
者
と
は
か
な
り
異
な
る
の
は
、
本
書
で
も
適
宜

論
じ
て
ゆ
く
。

（
5
）

と
り
わ
け
こ
の
分
野
の
学
問
を
長
く
担
い
続
け
て
い
た
中
井
信
彦
、
そ
し
て
小
室
正
紀
の
業
績
は
こ
の
点
へ
の
注
意
を
喚
起
す
る
。
と
く

に
、
古
く
は
中
井
『
幕
藩
社
会
と
商
品
流
通
』（
塙
書
房
、
一
九
六
一
年
）、
最
近
で
は
小
室
「
幕
藩
制
転
換
期
の
経
済
思
想
」
初
回
会
合
報

告
（
二
〇
一
四
年
十
月
十
一
日
、
於
：
慶
應
義
塾
大
学
）。
前
者
は
経
済
思
想
と
い
う
よ
り
経
済
史
的
な
業
績
で
あ
る
が
、
底
流
に
お
け
る

「
思
想
」
へ
の
意
識
が
大
い
に
看
取
で
き
る
研
究
で
あ
り
、
そ
の
時
代
区
分
の
図
式
も
含
め
、
今
な
お
示
唆
に
富
む
書
で
あ
る
。
後
者
は

「
報
告
」
で
あ
る
が
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
主
旨
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
川
口
浩
の
「
江
戸
時
代
の
「
経
済
思
想
空
間
」」

（『
政
治
経
済
学
雑
誌
』〈
早
稲
田
大
学
〉
第
三
四
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
氏
に
よ
る
諸
論
考
も
示
唆
に
富
む
。
同
氏
の

研
究
報
告
「
近
世
日
本
経
済
思
想
と
近
代
日
本
経
済
思
想
に
お
け
る
連
続
と
非
連
続
」（
国
際
研
究
集
会
「
日
本
の
経
済
思
想
」〈
二
〇
一
三

年
三
月
六
日
～
七
日
、
於
：
国
士
舘
大
学
〉）
も
有
用
で
あ
る
。

（
6
）

速
水
融
、
宮
本
又
郎
（
編
）『
日
本
経
済
史
1　

経
済
社
会
の
成
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
第
一
、
四
、
五
章
。
と
く
に
第
五

章
の
第
四
節
は
転
換
期
と
し
て
の
十
八
世
紀
の
経
済
を
論
じ
る
。

（
7
）

小
室
正
紀
『
草
莽
の
経
済
思
想
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
と
く
に
第
四
章
。

（
8
）

武
内
『
論
語
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）。
の
ち
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
所
収
、
四
二
～

四
四
頁
。

（
9
）

加
藤
『
眞
古
文
尚
書
集
釋
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
四
年
）、
序
論
。

（
10
）

武
内
、
前
掲
注（
8
）『
論
語
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
「
解
説
」。
引
用
の
文
は
武
内
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻
五
〇
一
頁
。

（
11
）

宮
地
「
史
料
編
纂
所
の
歴
史
と
そ
の
課
題
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
〈
編
〉『
歴
史
学
と
史
料
研
究
』〈
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
〉、

一
六
三
～
六
四
頁
）。
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（
12
）

久
米
「
中
井
履
軒
の
『
論
語
』
注
釈
方
法
に
関
す
る
一
考
察

─
『
論
語
逢
原
』「
学
而
編
」
を
中
心
に
」（『
中
国
学
の
十
字
路
』〈
加
地

伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
〉、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
13
）

グ
ラ
フ
ト
ン
の
研
究
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
外
の
西
欧
文
献
研
究
発
展
史
に
つ
い
て
は
、
本
書
と
ほ
ぼ
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
拙
論
「
西
欧
・

中
国
に
お
け
る
文
献
研
究
の
発
展

─
十
八
世
紀
日
本
の
比
較
対
象
と
し
て
」（
川
口
浩
〈
編
著
〉『
日
本
の
経
済
思
想

─
時
間
と
空
間
の

中
で
』〈
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
〉
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
書
へ
の
掲
載
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
江
戸
後
期
日
本
の
文
献
研

究
と
の
比
較
考
察
が
一
書
の
な
か
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
が
、
刊
行
年
月
が
重
な
っ
た
た
め
そ
れ
は
見
送
っ
た
。

（
14
）

大
久
保
『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
著
作
集
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）。

（
15
）

Ｂ
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン
は
、From

 Philosophy to Philology: Intellectual and Social A
spects of Change in Late Im

perial 
China,H

arvardU
niversityPress,1984

の
刊
行
以
来
一
貫
し
て
こ
の
主
張
を
継
続
、‘T

hesearchforevidencefrom
China’,

JoshuaV
ogel(ed.),Sagacious M

onks and Blood-thirsty W
arriors,EastBridge,2002,‘Earlym

odernorlateim
perial?:

T
hecrisisofclassicalphilologyineighteenth-centuryChina’,SheldonPollock,Elm

an,et.al(eds.),W
orld Philology,

H
arvardU

niversityPress,2015
等
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
しElm

an

は
、
明
代
ま
で
の
学
問
と
清
代
の
考
証
学
と
の
間
の

学
問
特
性
の
違
い
を
殊
更
強
調
し
、
そ
れ
が
本
文
に
も
引
用
し
た‘epistem

ologicalrevolution’

（Elm
an,

前
掲‘Earlym

odernor
lateim

perial?’

）
と
の
表
現
に
も
顕
れ
て
い
よ
う
が
、
す
で
に
小
島
毅
、
伊
東
貴
之
ら
に
よ
る
、
宋
代
に
お
け
る
経
学
の
発
展
が
清
代
考

証
学
の
基
礎
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
（
本
書
第
一
章
に
て
と
り
あ
げ
る
）、
筆
者
も
、
た
と
え
ば
『
尚
書
』
研
究
で
は
朱
熹
と
ほ
ぼ
同
世

代
の
呉
棫
（
生
没
年
不
詳
、
一
一
二
四
年
の
進
士
）、
同
・
呂
祖
謙
（
一
一
三
七
～
八
一
）、
同
・
陳
大
猷
（
東
陽
の
人
、
生
没
年
未
詳
。

『
宋
代
尚
書
学
案
』
に
あ
る
東
斎
陳
氏
と
は
別
人
）、
さ
ら
に
は
宋
末
～
元
初
・
王
柏
（
魯
齋
、
一
一
九
七
～
一
二
七
四
）、
同
・
呉
澄
（
草

廬
、
一
二
四
九
～
一
三
三
一
）、
明
・
梅
鷟
ら
に
お
け
る
「
段
階
的
」
な
研
究
の
発
展
が
あ
り
、
そ
の
上
に
清
初
の
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
～

一
七
〇
九
）、
そ
し
て
閻
若
璩
（
一
六
三
六
～
一
七
〇
四
）、
王
鳴
盛
（
一
七
二
〇
～
九
七
）
ら
に
よ
る
研
究
の
「
大
成
」
が
な
っ
た
と
す
る

立
場
で
あ
る
。

（
16
）

木
下
『「
清
朝
考
証
学
」
と
そ
の
時
代

─
清
代
の
思
想
』（
中
国
学
芸
叢
書
、
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）、「
は
じ
め
に
」、
と
く
に
七
～

一
〇
頁
。

（
17
）

こ
れ
は
明
ら
か
に
エ
ル
マ
ン
、
前
掲
注（
15
）From

 Philosophy to Philology(1984)

を
批
判
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
二
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〇
一
四
年
十
二
月
刊
行
の
日
本
語
版
（
馬
淵
昌
也
ほ
か
訳
『
哲
学
か
ら
文
献
学
へ

─
後
期
帝
政
中
国
に
お
け
る
社
会
と
知
の
変
動
』
知
泉

書
院
）
の
序
文
に
て
エ
ル
マ
ン
は
、
木
下
の
批
判
な
ど
に
多
少
の
誤
解
が
あ
る
と
し
、
反
駁
を
試
み
て
い
る
。

（
18
）

井
上
進
「
漢
学
の
成
立
」（『
東
方
学
報
』
第
六
一
冊
〈
一
九
八
九
年
〉。
の
ち
井
上
『
明
清
学
術
変
遷
史

─
出
版
と
伝
統
学
術
の
臨
界

点
』〈
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
〉
所
収
）。

（
19
）
木
下
、
前
掲
注（
16
）『「
清
朝
考
証
学
」
と
そ
の
時
代

─
清
代
の
思
想
』、
一
〇
頁
。

（
20
）

『
七
經
雕
題
畧
』
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
履
軒
手
稿
本
を
、
旧
一
高
文
庫
（
現
東
京
大
学
附
属
駒
場
図
書
館
）
蔵
本
と
校
合
の

上
利
用
。
武
内
義
雄
「
懐
徳
堂
と
大
坂
の
儒
学
」（『
武
内
義
雄
全
集
』
第
十
巻
〈
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
〉）、
三
五
四
頁
に
も
引
用
。

（
21
）

た
と
え
ば
大
田
錦
城
「
古
言
辨
」（『
春
草
堂
集
』
巻
四
所
収
）。

（
22
）

こ
の
文
言
は
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
富
永
仲
基
・
山
片
蟠
桃
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
所
収
の
水
田
元
久
に
よ
る
「
解
説
」
の
も

の
（
六
四
七
頁
）。
ま
た
、
源
了
圓
『
徳
川
合
理
思
想
の
系
譜
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
）
も
江
戸
中
期
以
降
に
お
け
る
同
様
の
学
的

風
潮
の
高
ま
り
を
描
く
。

（
23
）

西
欧
文
献
研
究
の
発
展
系
譜
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
13
）、
拙
稿
「
西
欧
・
中
国
に
お
け
る
文
献
研
究
の
発
展

─
十
八
世
紀
日
本
の
比

較
対
象
と
し
て
」
に
て
俯
瞰
を
試
み
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）

筆
者
は
、
江
戸
後
期
～
幕
末
の
日
本
儒
者
の
文
献
研
究
・
原
典
批
判
の
実
相
を
、
中
国
の
同
時
代
の
儒
者
、
の
み
な
ら
ず
西
洋
の
フ
ィ
ロ

ロ
ギ
ー
（
と
り
わ
け
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
古
典
文
言
文
研
究
）
と
比
較
検
討
す
る
研
究
を
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
開
始
の

科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
を
も
っ
て
遂
行
中
で
あ
る
が
、
と
く
に
二
〇
一
五
年
度
よ
り
、Benjam

inA
.Elm

an

（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教

授
）
の
ご
協
力
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
西
洋
文
献
学
の
専
門
研
究
者
で
あ
るA

nthonyGrafton

同
大
教
授
、M

ichaelW
itzel

ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
教
授
、SheldonPollock

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
、M

ichaelLackner

同
大
教
授
ら
と
の
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。
十
八
世
紀
日

本
の
文
献
研
究
を
世
界
の
文
献
学
の
発
展
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
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第
一
章　

江
戸
中
～
後
期
に
お
け
る
漢
学
学
問
方
法
の
発
展

一　

漢
学
─
〝
負
の
遺
産
〟
と
し
て
／
近
代
知
性
の
基
盤
と
し
て

　

明
治
初
期
の
知
識
層
、
こ
と
に
「
啓
蒙
知
識
人
」
諸
氏
に
よ
る
儒
教
批
判
、
彼
ら
の
徹
底
的
な
儒
者
／
漢
学
者
と
の
「
決
別
宣

言
」
の
数
々
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。

　

福
澤
諭
吉
（
一
八
三
五
～
一
九
〇
一
）
は
謂
う
に
及
ば
ず）

1
（

、
も
と
昌
平
校
教
授
で
あ
っ
た
中
村
敬
宇
（
一
八
三
二
～
九
一
）
も
、「
漢

学
不
可
廃
論
」（
二
）に
て
、「
漢
学
者
ハ
、
或
ハ
ソ
ノ
自
カ
ラ
信
ズ
ル
ノ
甚
シ
キ
ヨ
リ
、
世
ニ
孔
子
ノ
学
ヨ
リ
正
シ
キ
モ
ノ
ナ
シ
、

孔
子
ノ
学
ニ
外
ナ
ル
者
ハ
皆
異
端
邪
説
ナ
リ
ト
セ
」
る
「
狭
隘
ノ
見
」、
そ
の
「
自
カ
ラ
一
偏
ニ
流
レ
テ
、
孔
子
ノ
真
意
ト
矛
盾
ス

ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
」
様
相
を
批
判
す
る
。
そ
の
後
段
で
は
「
吾
邦
ノ
漢
学
者
モ
多
ク
ハ
堯
舜
禹
湯
ノ
経
済
、
文
武
周
孔
ノ
薪
伝
ヲ
研
究

ス
ル
コ
ト
ヲ
為
サ
ズ
（
中
略
）
所
謂
経
学
家
ハ
大
抵
文
字
章
句
ノ
論
ニ
止
リ
、
古
董
ノ
古
物
ヲ
玩
ブ
ガ
如
キ
ニ
過
ギ
ズ
。
所
謂
詩
文

家
ハ
大
率
浮
華
ニ
流
レ
、
実
際
ニ
疎
シ
」
と
糾
弾
、
彼
ら
は
「
プ
ロ
グ
レ
ス
（
日
進
）（
進
益
）
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
暁
ラ
ズ
、
コ
レ
ソ

ノ
洋
学
ノ
上
流
ヲ
占
ラ
ル
ヽ
所
以
ナ
リ
」
と
す
る）

2
（

。
こ
の
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
演
説
の
は
る
か
以
前
、
安
政
年
間
に
綴
ら

れ
た
「
論
学
弊
疏
」
に
も
す
で
に
、「
今
ノ
所
謂
漢
学
者
ハ
、
徒
ニ
文
字
章
句
ノ
末
節
ニ
思
ヲ
疲

（
つ
か
）ラ

セ
、
勢
ヲ
憊

（
つ
か
）ラ

セ
テ
、
復
タ
其

ノ
実
用
如
何
ヲ
顧
ミ
ズ
」
と
の
批
判
が
み
え
る）

3
（

。
西
周
も
、「（
漢
学
は

─
筆
者
）
書
籍
手
寄
り
の
学
」
で
あ
り
、
そ
の
「
奴
隷
と

な
り
使
役
せ
ら
る
る
」
漢
学
者
を
批
判
す
る）

4
（

。
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し
か
し
そ
の
一
方
、
た
と
え
ば
中
村
は
さ
き
の
「
漢
学
不
可
廃
論
」
最
終
節
で
あ
る
「（
四
）漢
学
ノ
基
ア
ル
者
ハ
洋
学
ニ
進
ミ
非

常
ノ
効
力
ヲ
顕
ハ
ス
事
」
に
て
か
く
語
る
。

今
日
洋
学
生
徒
ノ
森
然
ト
シ
テ
頭
角
ヲ
挺

（
ぬ
き
）ン

デ
前
程
万
里
ト
望
ヲ
属
セ
ラ
ル
ヽ
者
ヲ
観
ル
ニ
、
皆
漢
学
ノ
下
地
ア
ル
者
ナ
リ
。

漢
学
ニ
長
ジ
詩
文
ヲ
モ
能
ク
ス
ル
者
ハ
、
英
学
ニ
於
テ
モ
亦
非
常
ニ
長
進
シ
英
文
ヲ
能
シ
、
同
儕
ヲ
圧
倒
セ
リ
。
某
々
哲
学
士

ノ
如
キ
、
余
ガ
大
学
教
授
タ
リ
シ
時
、
其
詩
若
ク
ハ
文
ヲ
閲
シ
其
英
才
ヲ
嘆
賞
シ
タ
リ
シ
ガ
、
今
ハ
或
ハ
哲
学
書
ヲ
著
ハ
シ
、

或
ハ
政
学
書
、
或
ハ
小
説
ヲ
著
ハ
シ
、
儼
然
ト
シ
テ
各
一
家
ヲ
成
セ
リ
。
ソ
ノ
時
コ
ノ
諸
士
ト
同
級
ニ
居
リ
シ
者
モ
、
漢
学
ノ

下
地
ア
ル
等
級
ニ
随
ヒ
、
亦
皆
高
下
ヲ
異
ニ
セ
リ
。
漢
学
ナ
キ
者
ハ
、
固
ヨ
リ
哲
学
科
文
学
科
ニ
入
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
シ
ナ
リ）

5
（

。

　
「
古
典
講
習
科
乙
部
開
設
ニ
ツ
キ
感
ア
リ
書
シ
テ
生
徒
ニ
示
ス
」
に
お
い
て
も
、「
方
今
洋
学
ヲ
以
テ
名
家
ト
称
セ
ラ
ル
ヽ
者
ヲ
観

ル
ニ
、
元
来
漢
学
ノ
質
地
ア
リ
」
と
さ
れ
、「
漢
学
ノ
素
ナ
キ
モ
ノ
ハ
、
或
ハ
七
八
年
、
或
ハ
十
余
年
、
西
洋
ニ
留
学
シ
帰
国
ス
ル

後
ト
雖
モ
、
頭
角
ノ
嶄
然
タ
ル
ヲ
露
ハ
サ
ズ
」「
殊
ニ
翻
訳
ニ
至
リ
テ
ハ
決
シ
テ
手
ヲ
下
ス
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
極
論
し
て
い
る）

6
（

。

　

森
田
思
軒
（
一
八
六
一
～
九
七
）
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
ら
の
文
学
作
品
の
周
密
な
翻
訳
家
と
し
て

名
を
な
し
た
人
物
で
あ
る
。
森
田
は
は
じ
め
、「
支
那
の
文
章
」
は
「
細
密
な
る
脳
髄
よ
り
生
じ
た
る
も
の
」
で
は
な
い
と
し
（「
日

本
文
章
の
将
来
」、
一
八
八
八
年
、
二
十
七
歳
時
）、「
漢
文
臭
気
を
帯
る
」
文
章
を
避
け
、
そ
の
「
文
典
上
の
法
則
」
に
縛
ら
れ
ぬ
「
詞

の
置
方
」
を
獲
る
べ
し
（
同
）
と
し
て
い
た）

7
（

。
し
か
し
、
と
く
に
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
の
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
講
演
を
境

に
漢
学
の
不
可
欠
性
を
力
説
す
る
よ
う
に
な
る
。「
我
邦
に
於
る
漢
学
の
現
在
及
び
将
来
」
で
は
、「
我
邦
の
道
徳
は
全
く
儒
者
の
言

を
棄
つ
る
こ
と
無
か
る
べ
し
」「
又
た
文
章
の
う
へ
よ
り
言
ふ
に
、
我
邦
の
文
章
は
全
く
漢
文
の
体
裁
と
句
法
と
を
脱
し
て
其
外
に

超
然
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
」
と
論
じ
、
さ
ら
に
は
「（
漢
学
は

─
筆
者
）
学
問
世
界
の
一
方
に
燦
然
た
る
光
明
を
放
ち
て
拉
丁
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学
と
比
肩
し
、
否
な
我
邦
に
在
て
は
拉
丁
学
の
上
位
に
拠
り
て
占
坐
す
る
の
日
あ
る
べ
し
と
思
ふ
」
と
ま
で
述
べ
る）

8
（

。

　

森
田
は
備
中
の
生
ま
れ
で
、
同
郷
の
碩
学
、
阪
谷
朗
廬
（
一
八
二
二
～
八
一
）
が
主
宰
す
る
興
譲
館
で
漢
学
を
修
め
た
期
間
も
含
め
、

長
く
漢
学
学
習
に
従
事
し
た
。
柳
田
泉
は
、（
思
軒
は
）「
明
清
の
漢
文
を
手
本
」
と
し
た
と
し
、
徳
富
蘇
峰
は
「
思
軒
の
学
は
漢
七

欧
三
」
と
い
い
、
中
江
兆
民
（
一
八
四
七
～
一
九
〇
一
）
を
し
て
「
翻
訳
は
故
森
田
思
軒
最
も
佳
な
り
」
と
絶
賛
せ
し
め
た）

9
（

。
そ
の
兆

民
も
、
漢
語
と
は
「
三
千
年
来
磨
き
に
磨
い
た
」
も
の
で
、「
漢
文
の
長
処
」
は
「
其
文
章
が
強
く
て
又
余
韻
が
あ
つ
て
人
を
感
動

さ
せ
る
力
が
多
」
く
、
そ
の
古
典
中
に
「
実
に
神
韻
の
文
章
」
多
い
と
す
る）

（1
（

。

　

か
く
語
る
知
識
層
の
知
的
背
景
、
知
的
基
盤
は
、
間
違
い
な
く
「
漢
学
」
で
あ
り
、
冒
頭
に
あ
げ
た
三
人
も
例
外
な
く
こ
の
点
は

一
致
し
て
認
め
て
い
る
。
総
じ
て
、「
徒
ニ
文
字
章
句
ノ
末
節
ニ
思
ヲ
疲
ラ
セ
」
る
（「
論
学
弊
疏
」、
前
出
）
ご
と
く
の
漢
学
者
の
知

0

0

0

0

0

的0

「
性
癖

0

0

」、
固
陋

0

0

、
蒙
昧
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
が
糾
弾
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
方
で
、
洋
学
受
容
に
お
け
る
「
知
的
基
盤

0

0

0

0

」
と
し
て
の
漢
学
の
素
養

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
不
可
欠
性

0

0

0

0

0

が
指
摘
さ
れ
る
。

　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
生
ま
れ
の
西
田
幾
多
郎
（
～
一
九
四
五
）
は
金
沢
の
四
高
に
て
三
宅
眞
軒
（
一
八
五
三
～
一
九
三
四
）
の
も

と
で
漢
文
を
習
っ
た
が
、
眞
軒
は
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
の
高
弟
井
口
孟
篤
の
門
弟
、
そ
の
「
学
風
と
云
へ
ば
、
漢
学

で
は
最
も
厳
密
な
学
問
的

（
マ
マ
）と

云
ふ
べ
き
清
朝
の
考
証
学
で
あ
つ
た
」
と
西
田
は
述
懐
す
る
（「
三
宅
眞
軒
先
生
」）

（（
（

）。
同
じ
年
に
書
か
れ

た
「
古
義
堂
を
訪
ふ
記
」
で
は
、「
日
本
的
」
な
る
「
学
問
的
方
法
」
の
特
質
と
し
て
、「
事
物
」「
真
理
」「
深
い
真
実
」
の
把
握
へ

の
志
向
が
あ
り
、
漢
学
研
究
に
お
い
て
も
「
宋
儒
的
な
理
論
を
排
し
て
、
孔
孟
の
根
本
的
事
実
」
へ
の
「
復
帰
」
が
目
指
さ
れ
、

「
日
本
精
神
に
は
理
よ
り
も
事
へ
と
い
ふ
特
徴
が
あ
る
」
と
強
調
す
る）

（1
（

。
さ
ら
に
、「
西
洋
は
学
、
東
洋
は
教
、
学
よ
り
も
教
と
云
ふ

人
に
は
、
往
々
仁
斎
徂
徠
の
学
の
如
き
を
輕
視
す
る
傾
が
あ
」
り
、「
特
に
徂
徠
の
学
の
如
き
は
恰
も
無
用
の
学
で
あ
る
か
の
如
く

考
へ
る
人
も
あ
」
る
が
、
こ
れ
は
大
き
な
誤
り
で
、
日
本
の
学
問
発
展
に
お
い
て
は
、「
漢
学
者
の
復
古
学
」
に
よ
る
「
刺
戟
」
が

こ
と
さ
ら
重
要
で
あ
っ
た
と
す
る）

（1
（

。
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西
田
が
「
理
よ
り
も
事
」
の
重
視
を
「
日
本
精
神
」
と
直
結
さ
せ
る
の
は
牽
強
と
い
え
よ
う
。
彼
は
ま
た
、「
闇
斎
を
尊
重
す
る

に
吝

（
り
ん
）な

る
も
の
で
は
な
い
」）

（1
（

と
も
述
べ
る
が
、
し
か
し
、
西
田
に
お
け
る
仁
斎
・
徂
徠
以
来
の
高
い
考
証
学
的
、
書
誌
学
的
水
準
に

関
す
る
記
述
、
徂
徠
の
学
問
が
「
山
井
鼎
の
著
書
七
経
孟
子
考
文
を
通
じ
て
清
朝
の
学
問
に
影
響
し
」、「
後
に
至
つ
て
、
我
国
の
学

問
」
に
「
影
響
」
し
た
と
す
る）

（1
（

こ
の
哲
学
者
の
指
摘
は
、
無
論
、
狩
野
、
内
藤
、
吉
川
幸
次
郎
（
一
九
〇
四
～
八
〇
）
ら
京
都
帝
大
で

同
僚
、
後
輩
で
あ
っ
た
漢
学
者
連
中
と
の
知
的
交
流
を
前
提
と
し
よ
う
（
後
述
）
が
、

（
ａ
）漢
学
の
素
養
が
、「
道
徳
」「
倫
理
」
の
「
教
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
真
理
」「
深
い
真
実

0

0

」「
根
本
的
事
実

0

0

」（
傍
点

─
筆

者
）
の
考
証
的
追
究
の
た
め
の
「
学
」
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
、

（
ｂ
）そ
の
学
的
基
盤
が
、
十
八
世
紀
に
淵
源
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
、

の
二
点
に
お
い
て
注
目
に
値
し
よ
う
。
こ
れ
ら
は
ま
た
、
旧
制
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
実
際
に
お
い
て
、
考
証
学
の
碩
学
か
ら
直

に
漢
学
教
育
を
受
け
た
哲
学
者
の
実
体
験
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
漢
学
世
代
」
で
は
な
い
吉
川
幸
次
郎
は
、
言
語
研
究
も
含
め
、
仁
斎
、
徂
徠
ら
に
お
い
て
発
展
し
た
学
問
を
、「
表

面
は
彼
等
と
の
非
連
続
を
宣
言
し
つ
つ
、
し
か
も
実
は
そ
の
主
張
」
を
「
集
大
成
」
し
た
も
の
と
し
て
本
居
宣
長
の
国
語
／
国
学
研

究
を
位
置
づ
け
、
翻
っ
て
は
「
一
種
の
古
義
学
」
と
し
て
、「
実
証
学
」
と
し
て
東
涯
の
学
を
「
完
成
」
さ
せ
た
も
の
と
し
て
宣
長

学
を
位
置
づ
け
る）

（1
（

。
吉
川
は
、「
徂
徠
の
次
の
時
代
の
日
本
の
学
問
の
選
手
は
、
本
居
宣
長
で
あ
」
り
、
翻
っ
て
近
世
後
期
は
儒
学

の
「
下
降
の
時
期
」
で
あ
っ
た
と
断
じ）

（1
（

、
幕
末
考
証
学
へ
の
発
展
の
系
譜
に
は
あ
ま
り
積
極
的
な
評
価
を
示
さ
な
い
。

　

世
代
的
に
は
西
田
ら
漢
学
世
代
と
吉
川
の
中
間
に
位
置
す
る
村
岡
典
嗣
（
一
八
八
四
～
一
九
四
六
）
は
、
吉
川
以
前
に
徂
徠
、
そ
し

て
新
井
白
石
か
ら
国
学
へ
の
学
問
方
法
発
展
の
な
が
れ
、
こ
と
に
伴
信
友
の
実
証
研
究
・
書
誌
学
的
研
究
の
発
展
を
指
摘
、
こ
と
日

本
思
想
史
学
の
学
問
方
法
の
基
盤
と
し
て
の
、
こ
の
系
譜
で
の
資
（
史
）
料
の
批
判
的
考
証
の
緻
密
化
、
釈
義
と
理
解
手
法
の
体
系

化
の
顕
著
な
発
展
を
指
摘
す
る）

（1
（

。
逆
に
近
代
史
学
の
創
始
者
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
～
一
九
三
一
）、
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一
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〇
）、
そ
し
て
大
久
保
利
謙
（
一
九
〇
〇
～
九
五
）
ら
は
、
幕
末
ま
で
に
清
代
考
証
学
も
包
摂
し
な
が
ら
発
展
し
た
儒
学
に
お
け
る
実

証
研
究
こ
そ
が
近
代
以
降
の
実
証
研
究
・
書
誌
学
的
研
究
の
屋
台
骨
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
国
史
学
を
確
立
さ
せ
る
に
お
い
て
受
容

を
試
み
た
ラ
ン
ケ
史
学
に
対
す
る
優
位
性
す
ら
語
る）

（1
（

。

　

か
く
、
江
戸
後
期
～
幕
末
を
代
表
す
る
「
学
問
の
選
手
」
が
誰
で
あ
っ
た
か
、
近
代
の
知
的
基
盤
の
〝
祖
型
〟
は
誰
の
ど
の
よ
う

な
学
問
で
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
が
近
代
学
問
の
ど
の
分
野
の
発
展
に
貢
献
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
吉
川
、
村
岡
、
西
田
、

久
米
・
大
久
保
ら
の
間
で
差
異
が
あ
る
。
ま
た
、
思
軒
は
「
漢
文
の
体
裁
と
句
法
」
を
い
い
、
兆
民
は
「
文
章
」
の
強
さ
、「
余

韻
」
と
い
っ
た
文
学
的
重
要
性
を
い
う
が
、
本
章
、
そ
し
て
第
二
～
七
の
各
章
に
お
い
て
具
体
例
を
も
っ
て
論
じ
る
と
こ
ろ
は
、
十

八
世
紀
以
降
日
本
の
漢
学
世
界
に
お
い
て
発
展
を
み
た
精
微
な
校
勘
学
と
文
献
研
究
、
そ
し
て
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
「
原
典
批
判
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

江
戸
後
期
ま
で
に
清
代
考
証
学
の
手
法
も
包
摂
し
な
が
ら
発
展
し
た
日
本
漢
学
の
学
問
方
法
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
一
方
に
お
い

て
そ
の
学
問
的
基
盤
が
、
洋
学
受
容
な
ど
も
契
機
と
し
な
が
ら
経
験
的
（
実
証
的
）
学
問
の
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

は
こ
れ
と
相
俟
っ
て
、
儒
学
世
界
特
有
の
世
界
観
・
価
値
観
の
体
系
か
ら
の
学
問
と
し
て
の
自
己
回
転
を
促
し
、
客
観
的
か
つ
自
立

的
な
知
的
体
系
を
形
成
、
儒
学
的
世
界
観
に
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
思
惟
様
式
、
あ
る
い
は
学
問
的
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
か
ら
の
解
放
に
も

寄
与
し
た
点
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
あ
た
か
も
、
十
八
世
紀
末
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
学
派
の
ガ
ッ
テ
ラ
ー
（
一
七
二
七
～
九
九
）、
と
り
わ
け

彼
の
前
半
の
普
遍
史
的
業
績
か
ら
の
脱
却
を
象
徴
す
る
『
世
界
史
』（
一
七
八
五
年
）、『
世
界
史
試
論
』（
一
七
九
二
年
）
に
象
徴
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
知
的
地
核
変
動
、
あ
る
い
は
シ
ュ
レ
ー
ツ
ァ
ー
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
九
）
の
業
績
、
さ
ら
に
溯
っ
て
は
リ
シ
ャ
ー
ル
・

シ
モ
ン
（
一
六
三
八
～
一
七
一
二
）、
ジ
ャ
ン
・
ア
ス
ト
リ
ュ
ッ
ク
（
一
六
八
四
～
一
七
六
六
）
ら
に
よ
る
『
聖
書
』
の
著
者
の
複
数
性

の
摘
発
、
著
述
の
時
期
と
場
所
の
「
歴
史
性
」
の
析
出
努
力
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
＝
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ィ
ー
コ
に
お
け
る
所
謂



23

第一章　江戸中～後期における漢学学問方法の発展
‘Canon’

と
さ
れ
る
文
典
の
「
考
察
対
象
化
」、〝
客
観
化
〟
と
い
っ
た
知
的
事
象
に
も
比
肩
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
（
こ
れ

に
関
し
て
は
「
結
論
」
に
て
詳
述
）。

　

そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
、「
近
代
的
学
問
の
素
地
」
で
も
あ
る
の
だ
が
、
ま
ず
は
、「
儒
学
と
近
代
知
性
」
に
つ
い
て
、
そ
し
て
儒
学

の
「
効
用
」
に
関
す
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
つ
い
て
、
以
下
、
三
つ
の
軸
を
も
っ
て
整
理
を
試
み
た
い
。

二　

漢
学（
儒
学
）と
近
代
知
性

（
ａ
）　

思
想
史
学
的
研
究

　

こ
れ
ま
で
の
思
想
史
的
、
政
治
思
想
史
的
研
究
、
と
り
わ
け
松
沢
弘
陽
、
安
西
敏
三
、
井
田
進
也
、
宮
村
治
雄
、
松
本
三
之
介
ら

の
研
究
は
、「
漢
学
」
と
い
う
よ
り
も
「
儒
学
」、
と
り
わ
け
朱
子
学
の
概
念
、
世
界
観
、
道
徳
観
を
も
っ
た
近
代
知
識
人
に
よ
る
西

洋
受
容
、
そ
こ
に
お
け
る
知
的
基
盤
と
し
て
の
儒
学
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
ら
は
主
に
、
ⓐ
儒
学
「
教

養
」
や
「
理
念
」
の
組
み
替
え
に
着
目
し
た
も
の
、
ⓑ
個
々
の
思
想
家
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
で
の
内
面
の
葛
藤
、
屈
折
に

着
目
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る）

1（
（

。

　

松
本
論
文
は
、
阪
谷
朗
廬
、
中
村
敬
宇
、
福
澤
諭
吉
を
題
材
に
、
朗
廬
に
つ
い
て
は
、
彼
が
理
／
気
、
体
／
用
、
道
／
器
と
い
っ

た
対
概
念
を
も
っ
て
、
佐
久
間
象
山
の
「
東
洋
道
徳
／
西
洋
芸
術
」
と
い
っ
た
二
分
法
的
理
解
を
超
え
た
「
理
気
合
一
」
を
説
き
、

「
実
地
ニ
就
キ
、
切
磋
講
究
ス
ル
」
を
「
修
学
ノ
要
務
」
と
し
た
と
指
摘
す
る）

11
（

。
中
村
敬
宇
は
、
洋
学
の
学
習
も
「
儒
者
分
内
の

事
」
と
し
、「（
西
洋
の
）
発
達
を
根
底
に
お
い
て
支
え
る
精
神
や
エ
ー
ト
ス
を
問
題
と
」
し
、
朱
子
学
の
世
界
観
、
道
徳
観
と
キ
リ

ス
ト
教
の
そ
れ
を
結
び
つ
け
、
逆
に
そ
れ
を
も
っ
て
儒
学
に
「
歴
史
的
変
動
に
堪
え
う
る
普
遍
性
」
を
付
与
し
た
と
す
る）

11
（

。
中
江
兆

民
の
「
西
土
ノ
道
学
ハ
希
臘
矢
蘇
易

（
曷
）刺

篤
（
ソ
ク
ラ
テ
ス

─
筆
者
）、
必
羅
頼

（
頓
）（

プ
ラ
ト
ン

─
筆
者
）
ニ
原
本
ス
、
而
テ
二
賢
ノ
道

ヲ
論
ズ
ル
、
仁
義
礼
智
ヲ
外
ニ
セ
ズ
」
と
の
論
（
兆
民
「
策
論
」）
の
根
底
に
も
、
朗
廬
、
敬
宇
ら
の
思
惟
に
通
底
す
る
意
図
が
あ
ろ
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う
。
松
本
は
、
朗
廬
、
敬
宇
ら
の
西
洋
受
容
が
、「
儒
学
と
の
連
続
性

0

0

0

0

0

0

0

を
保
ち
な
が
ら
」（
傍
点
筆
者
）、
そ
の
「
観
念
が
意
図
的
に
動

員
さ
れ
」、「
有
効
な
媒
体
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
」
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
点
に
留
意
す
べ
き
と
す
る）

11
（

。

　

こ
れ
に
対
し
中
村
春
作
は
、
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
、
と
く
に
江
戸
後
期
～
幕
末
の
知
的
制
度
一
般
を
対
象
視
し
、「
国
民

的
教
養
」
形
成
に
関
わ
っ
て
い
く
儒
学
知
と
そ
の
変
質
を
、
歴
史
社
会
学
の
知
見
を
援
用
し
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
す）

11
（

。
中

村
が
と
く
に
「
素
読
」
を
軸
と
す
る
読
書
習
慣
に
着
目
す
る
の
に
対
し
、
前
田
勉
は
、
儒
学
教
育
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
課
程
で
あ

る
「
会
読
」
を
通
じ
た
知
的
鍛
錬
に
着
目
、
こ
の
、
指
導
者
か
ら
の
上
意
下
達
的
指
導
へ
の
盲
従
的
恭
順
を
前
提
と
し
な
い
教
育
課

程
が
、
異
な
る
知
的
素
地
、
と
く
に
「
討
論
力
」
を
醸
成
し
、
幕
末
の
「
処
士
横
議
」
活
発
化
の
知
的
土
台
と
な
っ
た
こ
と
を
論
じ

る
）
11
（

。
松
本
、
源
了
圓
、
前
田
勉
ら
の
研
究
は
、
儒
学
的
教
養
か
ら
近
代
的
知
性
へ
の
「
脱
皮
」
と
い
う
構
図
、
近
代
へ
の
「
離
陸
」

を
描
き
、
予
定
調
和
的
構
図
の
中
で
の
整
合
的
説
明
に
傾
く
傾
向
が
強
い
と
も
い
え
る）

11
（

。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
ⓐ
教
義
（
経

義
）
解
釈
史
的
研
究
（
主
に
中
国
学
研
究
）、
ⓑ
「
文
学
的
」
儒
学
研
究
（
主
に
中
国
文
学
、
日
本
漢
文
学
研
究
）
の
方
法
に
よ
る
研
究
と

は
異
な
る
視
点
か
ら
の
、
十
九
世
紀
日
本
に
お
け
る
儒
学
の
役
割
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
と
関
連
す
る
が
、
兆
民
が
漢
学
を
重
視
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
兆
民
が
漢
文
を
「
論
理
的
思
考
を
展
開
す
る
た

め
の
実
験
的
言
語
」
と
位
置
づ
け
、「
馬
場
辰
猪
が
英
語
に
求
め
た
論
理
的
役
割
を
、
兆
民
は
漢
文
に
求
め
」
た
た
め
で
あ
り
、「
東

ア
ジ
ア
文
化
圏
が
西
洋
文
化
を
取
り
入
れ
る
」
に
お
い
て
不
可
欠
の
も
の
と
し
た
た
め
と
す
る
の
は
飛
鳥
井
雅
道
で
あ
る）

11
（

。
こ
れ
を

敷
衍
し
、「
兆
民
の
『
民
約
論
』
翻
訳
に
際
し
て
の
、
書
き
下
し
文
、
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
の
「
漢
文
」
の
「
復
元
」
＝

新
た
な
創

造
」
が
「
新
た
な
思
想
言
語
の
獲
得
」
の
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
中
村
春
作
で
あ
る）

11
（

。
兆
民
が
『
民
約
譯
解
』
等
で
漢
文
を
使

用
し
た
理
由
が
、
伝
統
的
漢
学
・
経
学
世
界
へ
の
「
回
帰
」
を
目
指
し
た
た
め
で
は
な
く
、「
実
験
的
言
語
」
と
し
て
の
そ
の
活
用
、

「
新
た
な
思
想
言
語
の
獲
得
」
を
志
向
し
た
故
で
あ
っ
た
と
す
る
両
者
の
指
摘
に
筆
者
は
賛
同
す
る
。
し
か
し
、
漢
文
、
と
い
う
よ

り
漢
学
の
素
養
は
単
に
「
論
理
的
思
考
」
能
力
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。



25

第一章　江戸中～後期における漢学学問方法の発展
　

ま
た
、
中
村
春
作
の
、
兆
民
の
漢
学
教
養
は
「
伝
統
儒
学
の
経
書
注
釈
の
世
界
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
指
摘）

11
（

は
重
要

で
あ
る
が
、
兆
民
の
『
民
約
譯
解
』
漢
訳
過
程
、
す
な
わ
ち
原
文
→
書
き
下
し
文
→
漢
文
を
も
っ
て
の
再
「
復
元
」、
再
咀
嚼
、
再

解
釈）

1（
（

の
「
や
り
方
」
を
規
定
し
た
知
的
要
素
は
、
と
く
に
十
八
世
紀
以
降
の
漢
学
・
経
学
「
研
究
」
を
通
じ
て
発
展
を
み
た
学
問
方

法
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
方
法
は
訓
読
、
素
読
の
み
で
は
な
く
、
旧
制
高
等
学
校
に
お
い
て
実
際

に
漢
学
教
育
を
享
受
し
た
哲
学
者
西
田
の
談
（
前
出
）
に
あ
っ
た
ご
と
く
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
〝
伝
統
的
〟
知
的
基
盤
は
、
江
戸
後
期
～
幕
末
の
「
知
識
層
」、
す
な
わ
ち
兆
民
よ
り
も
は
る
か
に
本
格
的
に
「
正
統

的
」
漢
学
教
育
に
浴
す
る
機
会
を
得
た
層
に
お
け
る
西
洋
思
想
理
解
に
お
い
て
、
さ
ら
に
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
ｂ
）　
「
言
語
研
究
」（「
近
代
言
語
学
」
で
は
な
い
）を
中
心
と
し
た
も
の

　

漢
学
と
近
代
知
性
に
関
す
る
思
想
史
的
研
究
と
は
ま
っ
た
く
別
軸
の
研
究
で
あ
る
が
、
と
く
に
言
語
の
学
の
発
展
と
関
連
す
る
諸

研
究
が
あ
る
。
ま
ず
あ
げ
た
い
の
は
、
ⓐ
国
語
学
的
研
究
の
業
績
で
あ
り
、
と
く
に
「
記
述
言
語
学
」
の
形
態
的
研
究
法
を
応
用
し

た
も
の
が
あ
る
。
筆
頭
は
森
岡
健
二
の
諸
研
究
で
あ
り
、
氏
の
『
近
代
語
の
成
立
（
語
彙
編
）』（
と
く
に
第
四
～
七
章
）、
同
『
同
（
文

体
編
）』、
同
『
欧
文
訓
読
の
研
究
』）

11
（

は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
森
岡
を
継
承
し
た
進
藤
咲
子
、
御
法
川
牧
子
、
栗
島
紀
子
ら
の

諸
業
績
も
有
用
で
あ
る）

11
（

。
斎
藤
毅
『
明
治
の
こ
と
ば
』
も
、
こ
の
方
面
で
の
業
績
に
数
え
ら
れ
よ
う）

11
（

。

　

こ
れ
ら
は
、
明
治
初
期
の
翻
訳
に
お
い
て
、
漢
学
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
点
に
着
目
す
る
研
究
で
あ
り
、
さ
ら
に
山
田
孝
雄
の
研
究

が
あ
る）

11
（

。
た
だ
し
、
森
岡
、
進
藤
、
御
法
川
、
栗
島
ら
の
仕
事
は
重
要
な
知
見
を
提
供
す
る
も
の
の
、
基
本
的
に
研
究
対
象
が
「
語

彙
」
レ
ベ
ル
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
。

　

次
に
、
ⓑ
国
文
学
的
研
究
の
業
績
と
類
別
さ
れ
る
べ
き
諸
業
績
が
あ
る
。
森
田
思
軒
の
翻
訳
の
特
徴
と
さ
れ
る
「
周
密
体
」
の
訳

語
研
究
を
題
材
と
し
た
小
森
陽
一
の
業
績）

11
（

、
山
田
博
雄
『
中
江
兆
民

─
翻
訳
の
思
想
』）

11
（

、
そ
し
て
齋
藤
希
史
の
諸
業
績
も
こ
の
研
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究
分
野
に
入
ろ
う
。
と
り
わ
け
齋
藤
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』
は
、
近
代
知
性
の
問
題
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
文
学
の
基
盤
的
素

養
と
し
て
の
漢
学
の
素
養
に
着
目
し
た
業
績）

11
（

で
、
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
齋
藤
は
、
明
治
初
期
よ
り
の
日
本
語
形
成
と
漢
語
の
意
義

と
役
割
、
漢
文
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
業
績）

11
（

な
ど
、
精
力
的
に
成
果
を
生
み
続
け
て
お
り
、
本
書
な
ら
び
に
筆
者
の
他
の
論
考
の
主

題
と
も
か
か
わ
る
論
考
も
多
い
。

　

さ
ら
に
は
、
ⓒ
通
訳
翻
訳
学
の
諸
業
績
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
は
、
柳
父
章
の
『
翻
訳
と
は
な
に
か

─
日
本
語
と
翻
訳
文

化
』、
同
『
近
代
日
本
語
の
思
想

─
翻
訳
文
体
成
立
事
情
』、
同
『
翻
訳
語
成
立
事
情
』
と
い
っ
た
一
連
の
著
作）

11
（

。
柳
父
、
水
野
ほ

か
編
著
『
日
本
の
翻
訳
論

─
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
解
題
』）

1（
（

、
と
く
に
「
漢
文
訓
読
か
ら
西
洋
文
訓
読
へ
」、「
漢
字
造
語

─
日
本
的

翻
訳
の
要
」
は
、「
漢
語
」
を
介
在
項
と
す
る
洋
語
の
訳
語
の
変
遷
が
具
体
的
な
用
語
例
を
も
っ
て
示
さ
れ
る
。
同
論
集
の
執
筆
者

で
も
あ
る
水
野
的
、
長
沼
美
香
子
、
コ
ッ
ク
リ
ル
浩
子
、
落
合
陽
子
、
田
辺
紀
久
子
、
斉
藤
美
野
ら
は
柳
父
の
翻
訳
語
研
究
の
継
承

者
で
あ
り
、
漢
語
を
不
可
避
的
介
在
項
と
し
た
翻
訳
の
進
展
に
関
す
る
業
績
を
残
す
。

　

さ
き
の
森
岡
『
近
代
語
の
成
立
』
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
は
、「
文
体
」
学
習
と
そ
の
成
立
の
問
題
を
も
研
究
対
象
と
す
る
が
、

基
本
的
に
「
語
彙
」
レ
ベ
ル
の
研
究
で
あ
り
、
漢
語
を
介
し
た
洋
語
受
容
、
初
期
に
は
漢
語
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
も
、
暫
時

「
和
製
漢
語
」
化
し
、
漢
字
を
使
い
な
が
ら
も
日
本
語
独
自
の
語
彙
が
生
成
さ
れ
、
そ
れ
が
文
体
の
変
容
に
も
影
響
す
る
プ
ロ
セ
ス

の
考
察
を
主
題
と
す
る
。「
思
想
」
次
元
の
問
題
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
、「
国
語
学
」
的
研
究
の
範
囲
内
の
業
績
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
語
彙
」
次
元
で
は
な
く
、
文
章
理
解
に
お
け
る
漢
学
的
素
養
の
役
割
を
、
初
期
蘭
語
研
究
、
幕
末
の
英
語
研
究

の
手
法
／
英
語
教
授
法
の
詳
細
の
検
討
を
通
じ
て
析
出
し
た
の
が
茂
住
實
男
『
洋
語
教
授
法
史
研
究

─
文
法
＝
訳
読
法
の
成
立
と

展
開
を
通
し
て
』、
同
「
適
塾
の
教
育

─
教
育
方
法
と
教
授
組
織
を
中
心
に
」
で
あ
る）

11
（

。
前
者
の
第
一
章
─

1
で
は
、
蘭
語
の
単
語

各
々
に
適
当
す
る
漢
語
を
逐
字
的
に
あ
て
、
助
語
辞
を
識
別
、
さ
ら
に
「
白
文
に
訓
点
を
施
し
て
読
む
」
要
領
で
蘭
文
全
体
を
把
握
、
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解
読
す
る
文
法
＝
訳
語
法
の
成
立
過
程
を
考
証
す
る
。
つ
ま
り
、
蘭
語
の
、
と
く
に
文
章
単
位
で
の
習
得
は
、「
漢
文
」
と
い
う
、

漢
字
を
日
本
語
と
共
有
し
な
が
ら
も
異
な
る
語
序

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
文
章
特
性
を
も
つ
言
語
の
理
解
方
法
の
選
択
的
活
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
も
っ
て
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
漢
学
学
習
法
の
効
用
に
つ
い
て
、
と
く
に
可
能
表
現
、
当
為
表
現
の
訳
出
と
訓
読
技
法
の
役
割
を
考
察
し
た
の
が
、
斉
藤

文
俊
『
漢
文
訓
読
と
近
代
日
本
語
の
形
成
』）

11
（

、
と
く
に
そ
の
第
四
章
、
第
五
章
第
三
節
、
第
六
章
第
三
節
の
論
考
で
あ
る
。

（
ｃ
）　

近
代
史
学
の
方
法
的
基
盤
と
し
て

　

幕
末
考
証
学
が
「
朱
子
学
的
窮
理
か
ら
離
れ
た
古
典
の
考
証
、
そ
れ
か
ら
み
ち
び
か
れ
た
実
証
的
史
学
を
指
す
も
の
」
で
あ
っ
た）

11
（

と
は
大
久
保
利
謙
の
指
摘
で
あ
り
、
近
代
国
史
学
の
始
祖
の
一
人
と
さ
れ
る
重
野
安
繹
「
先
生
は
考
証
学
時
代
の
産
物
に
て
、
歴
史

学
を
開
く
に
は
此
基
礎
に
立
た
れ
」、「
星
野
（
恒
）
博
士
は
（
昌
平
校
教
授
）
塩
谷
宕
陰
の
高
弟
で
亦
考
証
家
で
あ
る
」
と
は
久
米
邦

武
の
弁
で
あ
る）

11
（

。「
因
て
国
史
研
究
は
考
証
一
点
張
に
て
進
み
、
西
洋
の
帰
納
法
と
抱
合
し
」、「
以
て
今
の
歴
史
学
を
形
成
」
し
た）

11
（

。

　

中
山
久
四
郎
「
考
証
学
概
説
」）

11
（

、
金
谷
治
「
日
本
考
証
学
派
の
成
立

─
大
田
錦
城
を
中
心
と
し
て
」）

11
（

は
幕
末
考
証
学
の
特
徴
を

詳
述
す
る
。
幕
末
考
証
学
と
は
基
本
的
に
「
反
道
学
」
で
あ
り
、
反
朱
子
学
的
〝
自
由
性
〟
を
保
持
、
官
学
的
道
学
を
嘲
笑
す
る
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
を
有
し
、「
史
学
史
上
か
ら
み
る
場
合
に
は
も
っ
と
ひ
ろ
く
考
証
の
学
風
と
し
て
解
釈
す
る
」
べ
し
と
す
る
の
は
、
さ
き

の
大
久
保
で
あ
る）

11
（

。
こ
れ
が
、
明
治
以
降
の
近
代
学
問
と
し
て
の
考
証
史
学
・
実
証
史
学
研
究
の
方
法
的
基
盤
と
な
っ
た
と
の
論
は
、

久
米
『
歴
史
著
作
集
』
第
三
巻
、『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
上
・
下）

11
（

、
大
久
保
『
日
本
近
代
史
学
史
』）

1（
（

第
五
章
「
歴
史
的
認
識
の

諸
問
題
」、
中
村
久
四
郎
「
清
朝
考
証
の
学
風
と
近
代
日
本
」）

11
（

な
ど
が
一
様
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

か
よ
う
な
学
問
方
法
と
の
相
乗
的
発
展
を
み
た
も
の
に
、『
本
朝
通
鑑
』『
大
日
本
史
』
等
大
規
模
な
歴
史
書
編
纂
作
業
に
お
け
る

古
書
・
古
記
録
等
の
史
料
蒐
集
と
分
類
、
吟
味
、
鑑
定
、
印
章
等
の
確
認
、
異
本
と
の
対
校
作
業
と
い
っ
た
研
究
手
法
が
あ
り
、
の

ち
の
「
古
文
書
学
」
の
発
達
、
な
ら
び
に
考
証
・
実
証
の
方
法
的
端
緒
は
、
む
し
ろ
こ
こ
に
あ
っ
た
と
の
論
も
あ
る）

11
（

。
日
本
独
自
の
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古
文
書
学
の
発
達
に
関
す
る
指
摘
は
、
右
に
あ
げ
た
『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』、
と
く
に
上
巻
の
第
一
編
「
国
史
汎
論
」
六
「
学

問
は
遂
に
考
証
に
帰
す
」、
久
米
『
歴
史
著
作
集
』
と
く
に
第
三
巻
「
史
学
・
史
学
方
法
論
」、
大
久
保
『
日
本
近
代
史
学
史
』
に
も

あ
る
。

　

し
か
し
、
近
世
初
期
、
林
羅
山
の
学
問
態
度
に
す
で
に
「
一
種
の
合
理
主
義
・
現
実
主
義
の
史
観
が
そ
の
背
後
に
あ
」
り）

11
（

、
か
よ

う
な
学
問
環
境
の
上
に
経
験
的
方
法
が
発
展
し
、
独
自
に
考
証
の
学
が
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
明
和
～
天
明
期
に
「
実
事
求
是
」
の
清

代
考
証
学
が
入
る
と
い
う
、
儒
学
「
研
究
」
の
一
連
の
流
れ
は
、
日
本
儒
学
の
特
質
と
し
て
の
「
実
証
」「
考
証
」
の
深
化
を
象
徴

す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
古
文
書
学
の
発
達
も
、
儒
学
「
研
究
」
の
方
法
的
進
展
と
の
兼
ね
合
い
の
な
か
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
篁
墩
が
受
容
の
端
緒
で
あ
っ
た
清
代
の
考
証
学
は
、
棭
斎
に
お
い
て
は
漢
唐
注
疏
学
の
み
な
ら
ず
説
文
学
・
金
石
学

を
も
包
摂
、
大
田
錦
城
、
松
崎
慊
堂
ら
に
お
い
て
日
本
考
証
学
の
樹
立
を
み
た）

11
（

。

　

こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
具
体
的
に
、
幕
末
考
証
学
の
ど
の
よ
う
な
考
証
・
実
証
の
方
法
・
手
法
が
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い

て
近
代
史
学
の
基
盤
と
な
っ
た
か
で
あ
る
。
重
野
、
栗
田
、
大
久
保
、
久
米
ら
は
、
考
証
学
の
具
体
的
内
容
と
近
代
史
学
の
方
法
的

特
徴
と
を
緻
密
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、「
中
国
古
代
テ
ク
ス
ト
」
を
考
察
す
る
主
体
が
「
日
本
儒
者
」
で
あ
る
限

り
、
そ
こ
に
は
、「
古
代
漢
語
」
と
い
う
「
記
号
的
表
記
世
界
」
に
潜
在
す
る
時
制
、
推
量
、
そ
の
他
の
深
層
を
表
出
さ
せ
る
作
業

を
必
然
と
し
て
内
在
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、「
漢
字
」
と
い
う
特
異
な
表
記
体
の
字
体
、
文
章
構
造
分
析
を
も
同

時
並
行
的
に
行
な
う
と
い
う
性
質
の
知
的
営
為
で
あ
る
の
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

右
に
あ
げ
た
重
野
、
栗
田
、
久
米
ら
が
漢
学
に
潜
在
す
る
こ
れ
ら
の
性
質
を
特
記
し
て
い
な
い
の
は
、
彼
ら
自
身
が
か
よ
う
な
学

問
方
法
の
実
践
者
で
あ
り
、
そ
の
方
法
的
特
質
を
研
究
対
象
と
し
て
客
観
化
す
る
に
及
ば
な
か
っ
た
の
が
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
一

方
、
さ
き
に
あ
げ
た
金
谷
の
錦
城
研
究
、
波
多
野
太
郎
に
よ
る
一
堂
『
老
子
王
注
』
研
究
（
後
述
）
な
ど
は
、
あ
く
ま
で
「
日
本
儒

者
の
中
国
古
典
研
究
の
水
準
」
の
知
見
を
提
供
す
る
が
、
近
代
知
性
と
の
関
連
は
ま
っ
た
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
本
書
の
主
題
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と
の
関
連
で
い
え
ば
、
こ
の
点
の
検
証
が
枢
要
と
考
え
る
。

三　

幕
末
漢
学
の
な
に
を
、
ど
う
研
究
す
る
か

　

か
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
筆
者
が
と
り
わ
け
重
要
と
考
え
る
の
は
、

（
1
）十
八
世
紀
初
期
よ
り
発
展
を
つ
づ
け
、
江
戸
後
期
～
幕
末
ま
で
に
高
い
水
準
で
の
達
成
を
み
た
中
国
古
代
典
籍
理
解
の
た
め

の
文
献
・
書
誌
研
究
、
校
勘
学
の
研
究
手
法
の
具
体
的
考
察
、
な
ら
び
に
そ
の
近
代
の
学
問
手
法
、
と
り
わ
け
歴
史
学
に
応

用
さ
れ
た
手
法
と
の
相
関
の
研
究

（
2
）こ
と
に
一
七
三
〇
年
代
の
『
七
經
孟
子
考
文
』＊

の
清
へ
の
伝
来
を
画
期
に
活
発
化
し
た
清
代
考
拠
学
と
そ
の
十
八
世
紀
後
半

～
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
日
本
へ
の
影
響
、
こ
の
、
東
シ
ナ
海
を
は
さ
ん
で
の
学
問
的
相
互
的
刺
戟
、
さ
ら
に
は
洋
学
の

影
響
も
勘
案
し
な
が
ら
の
、
日
本
に
お
け
る
経
験
主
義
的
漢
学
研
究
の
特
性
の
析
出

（
3
）上
述
の
文
献
、
書
誌
研
究
と
は
次
元
が
異
な
る
が
、
高
度
な
古
典
テ
ク
ス
ト
研
究
に
必
須
の
前
提
的
知
的
基
盤
と
し
て
の
異

言
語
（
原
語
）
へ
の
意
識
、
そ
の
理
解
方
法
の
確
立

の
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

（
4
）十
八
世
紀
後
半
～
十
九
世
紀
前
半
の
日
本
に
お
け
る
学
問
方
法
の
発
展
を
世
界
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
の
水
準
の
な
か
に
位
置
づ

け
直
す
こ
と

で
あ
る
。

（
ａ
）　
「
世
界
水
準
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
日
本
漢
学
、
そ
し
て
「
原
典
批
判
」
の
伝
統

　

本
書
第
二
章
以
下
の
個
別
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
井
履
軒
、
東
條
一
堂
、
久
米
邦
武
を
と
り
あ
げ
、
さ
ら
に
第
六
章
で
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は
太
宰
春
臺
の
古
代
中
国
語
研
究
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
れ
に
垣
間
見
え
る
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
章
で
扱
う
履
軒

の
時
代
に
お
い
て
は
清
代
考
証
学
の
諸
業
績
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
『
尚
書
』
研
究
は
、
同
時
代
の
名

だ
た
る
清
儒
の
業
績
に
比
肩
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
閻
若
璩
（
一
六
三
六
～
一
七
〇
四
）『
尚
書
古
文
疏
證
』、
王
鳴
盛
（
一
七
二

〇
～
九
七
）『
尚
書
後
案
』
に
お
い
て
も
指
摘
の
な
か
っ
た
前
漢
の
「
偽
古
」
箇
所
の
偽
作
者
を
も
摘
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

久
米
は
重
野
ら
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
「
近
代
史
学
」
の
創
始
者
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
が
も
と
も
と
「
考
証

学
」
に
秀
で
た
佐
賀
藩
の
儒
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
自
身
、
史
学
の
方
法
を
確
立
す
る
に
お
い
て
幕
末
漢
学
が
そ
の
基
盤
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
く
に
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
も
関
連
し
て
い
よ

う
が
、
久
米
は
、
日
本
儒
学
の
研
究
者
、
日
本
史
学
研
究
者
の
ど
ち
ら
か
ら
も
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
、
彼
に
お
け
る
経

書
の
考
証
学
的
研
究
に
つ
い
て
も
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。
第
四
章
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
久
米
の
『
尚
書
』
研
究

を
と
り
あ
げ
た
。

　

こ
の
二
人
の
間
（
第
三
章
）
で
と
り
あ
げ
る
東
條
一
堂
は
幕
末
考
証
学
の
泰
斗
で
あ
る
が
、
そ
の
校
勘
、
書
誌
に
お
け
る
精
微
さ
、

経
典
解
釈
の
独
自
性
と
は
裏
腹
に
、
近
年
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
い
。
本
書
に
お
い
て
こ
の
章
だ
け
は
筆
者
の
前
著
に
も
収
録
し
た
論

文
を
、
本
書
の
問
題
意
識
を
も
っ
て
位
置
づ
け
直
し
た
再
録
だ
が
、
幕
末
期
の
文
献
研
究
の
一
到
達
点
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る

故
、
こ
れ
を
と
り
あ
げ
る
。

　

さ
て
、
十
八
世
紀
は
じ
め
以
来
発
展
し
て
き
た
学
問
は
、
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
進
展
を
み
た
漢
学
の
継
承
者
で
あ
る
狩

野
、
内
藤
ら
の
学
問
に
結
晶
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
継
承
し
た
武
内
義
雄
に
そ
の
到
達
を
み
る
。
彼
に
よ
る
『
論
語
之
研
究
』、
さ
ら

に
は
彼
自
身
が
み
ず
か
ら
の
研
究
法
を
客
観
的
、
体
系
的
に
整
理
し
論
じ
た
『
支
那
學
研
究
法
』）

11
（

は
哲
学
者
和
辻
哲
郎
も
そ
の
学
問

方
法
を
高
く
評
価
、
と
り
わ
け
武
内
の
『
論
語
之
研
究
』
を
激
賞
す
る）

11
（

が
、
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
同
書
に
お
い
て
実
践
さ
れ
る
文

献
の
高
等
批
判
、
と
く
に
「
原
典
」
批
判
の
手
法
の
精
微
さ
故
で
あ
る
。
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（
ｂ
）　

東
シ
ナ
海
を
は
さ
ん
で
の
学
術
交
流
と
日
本
漢
学
の
発
展

　

上
述
の
原
典
批
判
の
伝
統
、
世
界
水
準
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
の
十
八
世
紀
日
本
に
お
け
る
興
隆
は
、
東
シ
ナ
海
を
は
さ
ん
で
の
学
術

交
流
と
不
可
分
で
あ
る
。
徂
徠
の
高
弟
山
井
鼎
に
よ
る
『
七
經
孟
子
考
文
』、
太
宰
春
臺
『
論
語
古
訓
』
と
そ
の
外
伝
、
根
本
武
夷

の
校
訂
に
よ
る
『
論
語
義
疏
』
が
一
七
三
〇
年
代
以
降
清
に
も
た
ら
さ
れ
、
こ
れ
ら
多
分
に
書
誌
学
、
文
献
学
、
博
物
学
の
要
素
を

含
む
「
実
証
研
究
」
が
清
代
考
証
学
の
発
展
を
大
い
に
刺
戟
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
狩
野
、
内
藤
、
武
内
義
雄
ほ
か
に
よ

る
多
く
の
指
摘
が
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
逆
に
狩
野
（
直
喜
）、
内
藤
ら
の
学
問
は
清
代
諸
家
の
緻
密
な
考
証
学
的
成
果
を
基
盤
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
錦
城
、
慊
堂
、
棭
斎
ら
の
文
献
学
、
目
録
学
に
は
、
彼
ら
の
時
代
に
舶
来
し
た
『
十
三
經
註
疏
』

が
、
息
軒
、
一
堂
ら
の
学
に
は
『
皇
清
經
解
』
が
十
全
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
慊
堂
ら
の
学
を
発
展
さ
せ
た
渋
江
抽
斎
『
經

籍
訪
古
誌
』
な
ど
の
業
績
が
逆
に
ま
た
清
に
輸
出
さ
れ
珍
重
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
村
久
四
郎
、
久
米
、
重
野
、
大
久
保
ら

の
指
摘
が
あ
る）

11
（

。

　

か
く
、
江
戸
後
期
～
幕
末
に
大
い
に
発
展
し
た
実
証
的
学
問
は
、
東
シ
ナ
海
を
は
さ
ん
で
の
学
問
方
法
的
相
互
刺
戟
の
産
物
で
あ

り
、
十
八
世
紀
以
降
日
本
の
儒
学
世
界
に
お
い
て
連
綿
と
つ
づ
く
「
タ
テ
軸
」
で
の
発
展
と
、
一
世
紀
を
超
え
る
日
中
間
の
相
互
刺

戟
（「
ヨ
コ
軸
で
の
発
展
」）
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
よ
う
。
と
同
時
に
、
と
く
に
「
原
典
批
判
」
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
の

日
本
儒
者
の
文
献
学
的
・
目
録
学
的
水
準
は
、
世
界
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

　

重
野
、
久
米
、
星
野
ら
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
各
々
の
著
書
に
て
、
明
治
以
降
の
近
代
学
問
と
し
て
の
考
証
史
学
・
実
証
史
学
研
究

方
法
の
基
盤
が
清
朝
考
証
学
で
あ
っ
た
と
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
清
代
考
証
学
の
全
体
像
、
な
ら
び
に
そ
の
幕
末
儒
者

に
よ
る
摂
取
の
さ
れ
か
た
に
つ
い
て
は
別
に
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

濱
口
富
士
雄
は
、
古
代
漢
語
の
文
字
と
音
韻
と
、
儒
学
の
原
理
の
道
と
の
相
関
を
と
り
わ
け
注
視
し
、
ま
た
、
明
学
を
批
判
し
つ

つ
も
そ
の
理
義
尊
重
の
姿
勢
を
継
承
し
た
の
が
清
学
で
あ
る
と
し
、
近
藤
光
男
は
清
代
の
呉
派
と
皖
派
の
明
確
な
違
い
を
提
示
す
る）

11
（

。
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小
島
毅
は
、
宋
学
を
「
道
学
」「
理
学
」「
心
学
」
に
限
定
し
、
狭
小
化
せ
し
め
た
の
は
清
代
の
漢
学
者
に
よ
る
操
作
で
あ
り
、
あ
る

種
の
幻
想
で
あ
る
と
す
る）

1（
（

。
伊
東
貴
之
は
、
こ
れ
ら
の
著
書
も
含
め
、
清
代
学
問
研
究
を
網
羅
、
包
括
的
に
こ
の
分
野
に
お
け
る
最

新
の
研
究
成
果
を
提
示
す
る）

11
（

。
伊
東
の
論
文
に
お
い
て
も
吟
味
さ
れ
て
い
る
大
谷
敏
夫
、
木
下
鉄
矢
、
井
上
進
、
吉
田
純
ら
に
よ
る

注
目
に
値
す
る
清
代
学
問
と
そ
の
位
相
に
つ
い
て
の
研
究
も
重
要
で
あ
る）

11
（

。

　

こ
れ
ら
の
書
は
、
清
朝
考
証
学
に
底
流
す
る
儒
学
的
な
形
而
上
学
、
明
代
学
問
の
継
承
の
様
相
な
ど
に
も
着
目
す
る
も
の
だ
が
、

本
書
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
と
り
わ
け
吉
田
純
に
よ
る
、
清
代
考
拠
家
の
多
く
に
お
い
て
み
ら
れ
る
、
い
わ
ば
「
守
旧
的
」
と

も
映
る
非
決
定
あ
る
い
は
留
保
的
態
度
、
極
端
な
「
辨
偽
」
的
姿
勢
へ
の
批
判
的
傾
向
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る）

11
（

。
吉
田
は
、
清
初
の

顧
炎
武
、
あ
る
い
は
本
書
で
し
ば
し
ば
引
い
た
王
鳴
盛
『
尚
書
後
案
』、
さ
ら
に
は
閻
若
璩
『
尚
書
古
文
疏
證
』
で
さ
え
も
、
経
書

の
権
威
性
の
全
面
的
な
剥
奪
を
究
極
的
に
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
偶
像
破
壊
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
理
解
す
る
こ
と
は

誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
清
代
考
拠
家
研
究
の
説
を
十
全
に
引
照
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
単
純
な
文
献
批
判
で
は
な
く
、
高

度
に
政
治
的
な
判
断
や
思
想
的
な
色
合
い
を
濃
厚
に
反
映
さ
せ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
と
す
る
伊
東
貴
之
の
指
摘）

11
（

も
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
示
す
清
代
考
証
学
の
全
体
像
と
そ
の
特
徴
に
鑑
み
る
と
、
幕
末
の
考
証
学
者
の
学
問
に
お
い
て
は
、
音
韻
学
に
関
し
て

は
一
堂
に
僅
か
に
反
映
さ
れ
る
以
外
は
継
承
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
第
二
章
で
詳
察
す
る
中
井
履
軒
の
『
尚
書
』
文
献

批
判
に
象
徴
的
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
清
朝
考
証
学
の
恩
恵
を
う
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
度
な
文
献
研
究
を
呈
出
し
、

さ
ら
に
経
書
の
原
典
批
判
に
お
い
て
は
ヨ
リ
徹
底
度
の
高
い
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　

右
に
あ
げ
た
清
学
研
究
の
成
果
を
一
々
に
詳
密
に
精
査
し
、
と
り
わ
け
伊
東
が
包
括
的
か
つ
端
的
に
描
写
す
る
ご
と
く
の
清
代
の

学
問
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
の
特
性
も
適
宜
把
握
し
た
上
で
、
幕
末
考
証
学
と
の
差
異
を
一
々
に
析
出
す
る
作
業
は
重
要
な
研
究
主

題
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
本
書
の
守
備
範
囲
を
超
え
る
。
こ
れ
ら
の
業
績
の
な
か
で
本
書
に
と
く
に
関
連
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、

各
章
に
て
適
宜
言
及
す
る
が
、
本
格
的
な
検
証
は
別
途
の
作
業
と
す
る
。
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ま
た
、
日
本
の
史
学
（
東
洋
史
、
西
洋
史
と
も
）
は
幕
末
漢
学
を
基
盤
と
し
、「
そ
れ
と
西
洋
の
帰
納
法
と
の
抱
合
」
を
通
じ
て
形

成
さ
れ
た
と
述
べ
る
の
は
久
米
邦
武
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
ど
う
包
摂
さ
れ
た
の
か
。
東
大
史
学
が
Ｌ
・

リ
ー
ス
を
通
じ
て
齎
さ
れ
た
Ｌ
・
ｖ
・
ラ
ン
ケ
（
一
七
九
五
～
一
八
八
六
）
の
史
学
を
基
盤
と
す
る
と
い
う
の
は
史
学
世
界
の
定
説
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
一
面
的
な
見
解
で
あ
り
、
リ
ー
ス
の
薫
陶
を
う
け
た
幸
田
成
友
は
若
き
頃
よ
り
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
親
し
ん
で
い
た）

11
（

。

ま
た
、
久
米
や
重
野
が
幕
末
漢
学
の
西
洋
の
史
学
研
究
法
に
対
す
る
優
位
性
す
ら
示
唆
し
て
い
た
の
は
触
れ
た
。
か
よ
う
な
点
の
、

研
究
手
法
の
具
体
的
な
比
較
考
察
を
通
じ
て
の
検
証
も
今
後
重
要
と
な
る
作
業
で
あ
る
が
、
近
代
学
問
の
方
法
の
具
体
的
諸
側
面
と

の
比
較
検
討
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
別
途
企
図
す
る
共
同
研
究
（「
あ
と
が
き
」
参
照
）
の
成
果
を
俟
ち
た
い
。

（
ｃ
）　

言
語
研
究
の
比
較
史
的
考
察

　

徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』
は
外
国
語
と
し
て
の
古
典
中
国
語
の
認
識
、
な
ら
び
に
原
語
序
、
原
音
で
の
語
学
習
得
の
必
要
性
を
主
唱
し

た
、
日
本
に
お
け
る
外
国
語
研
究
の
「
画
期
」
で
あ
り
、
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
は
同
時
代
的
に
世
界
水
準
の
言
語
研
究
書
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
二
書
が
比
較
言
語
研
究
史
、
言
語
学
発
展
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
ら
れ
、
十
分
に
評
価
さ
れ
る
に
は
い
た
っ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
ら
に
宣
長
の
言
語
研
究
も
踏
ま
え
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
研
究
史
と
比
較
検
討
す
る
試
み
も
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い）

11
（

。

　

こ
れ
ら
は
本
書
を
契
機
と
す
る
次
な
る
課
題
で
あ
る
が
、
本
書
の
と
く
に
第
六
章
で
は
、
古
典
漢
文
の
原
語
序
、
原
音
、
原
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
の
習
得
を
首
唱
し
た
徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』
の
「
題
言
十
則
」
を
発
展
的
に
継
承
し
た
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
に
呈
出

さ
れ
る
、「
原
語
の
学
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
徂
徠
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
「
徂
徠
学
案
」）

11
（

、
田
尻
祐
一
郎
「〈
訓
読
〉
問
題

と
古
文
辞
学
」）

11
（

が
あ
り
、
さ
ら
に
は
戸
川
芳
郎
「
解
題
」）

11
（

、
黒
住
眞
「『
訳
文
筌
蹄
』
を
め
ぐ
っ
て
」）

1（
（

も
日
本
儒
者
と
言
語
／
外
国
語

の
問
題
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
知
見
を
提
供
す
る
。
春
臺
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
訓
読
と
翻
訳

─
太
宰
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
を
中
心

に
」）

11
（

、
岡
田
袈
裟
男
「
太
宰
春
臺
と
言
語
の
学
」）

11
（

が
あ
る
が
、
第
六
章
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
原
語
の
体
系
的
理
解
手



34

総論編

法
」
の
一
端
と
し
て
の
『
倭
讀
要
領
』
を
考
察
す
る
。

　

春
臺
『
倭
讀
要
領
』
は
、
徂
徠
の
問
題
意
識
を
継
承
し
、
語
音
、
音
韻
の
説
明
、
訳
読
の
深
さ
を
「
当
時
と
し
て
比
肩
す
る
も
の

の
な
い
水
準
」
に
進
化
さ
せ
た
書
（
戸
川
、
前
掲
「
解
題
」）
で
あ
る
。
ま
た
、「
漢
文
ノ
条
理
、
血
脈
ヲ
識
得
」
す
（『
倭
讀
要
領
』
中

巻
、
四
十
九
）
べ
く
従
頭
直
下
で
、
そ
し
て
華
音
で
読
み
、
読
む
に
四
声
、
七
音
、
清
濁
、
開
合
な
ど
を
精
微
に
稽
え
（
同
、
巻
上
、

十
五
～
）、「
助
語
辞
マ
デ
ニ
目
ヲ
属（

つ
）ケ

」（
同
、
巻
中
、
三
十
八
、
四
十
九
）、「
句
法
、
字
法
」（
同
、
巻
中
、
四
十
九
）、「
編
法
、
章
法
」

（
同
、
巻
中
、
四
十
）
の
倭
・
華
で
の
異
同
、
変
化
を
考
え
、「
句
読
」
に
も
意
を
注
ぎ
、「
倭
訓
」
で
大
略
を
お
さ
え
る
の
で
は
な
く
、

「
文
義
ノ
差
誤
」（
同
、
巻
中
、
四
十
）
に
意
を
用
い
て
執
拗
に
古
書
、
古
聖
賢
の
一
言
一
句
を
識
得
す
る
に
む
け
た
知
的
努
力
の
体

現
と
し
て
の
書
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
故
に
、「
言
語
の
学
」
と
し
て
の
精
密
を
追
究
す
る
書
で
あ
り
、
音
韻
、
文
法
を
中
心
に

「
す
ぐ
れ
て
方
法
的
」
な
書
で
あ
る
。

　

岡
田
袈
裟
男
が
評
す
る
ご
と
く
、『
倭
讀
要
領
』
は
、「
言
語
の
学
と
し
て
の
精
密
」
の
飽
く
な
き
追
究
に
基
づ
く
、「
言
語
そ
れ

自
体
に
潜
む
個
々
の
事
象
」
を
個
々
に
処
理
し
、「
包
括
的
な
意
味
」
を
析
出
す
る
学
術
的
努
力
の
到
達
点
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、

方
法
的
に
も
徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』
の
意
図
を
継
承
、
格
段
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

か
よ
う
な
性
質
の
書
で
あ
る
『
倭
讀
要
領
』
に
お
い
て
す
す
め
ら
れ
る
読
法
・
読
解
法
の
言
語
の
学
と
し
て
の
吟
味
、
言
語
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
方
法
的
独
創
性
の
考
察
は
、
江
戸
中
期
に
お
け
る
、
そ
の
思
想
環
境
「
場
」
に
胚
胎
す
る
／
言
語
研
究
の
遂

行
に
よ
り
醸
成
さ
れ
る
思
想
的
発
展
へ
の
我
々
の
注
意
を
喚
起
し
、
そ
の
思
想
史
的
考
察
の
対
象
と
し
て
の
重
要
性
を
呈
示
し
よ
う
。

　

徂
徠
と
春
臺
と
の
相
違
点
は
、
①
徂
徠
も
、『
譯
文
筌
蹄
』
の
考
案
初
期
段
階
と
さ
れ
る
頃
（
二
十
五
、
六
歳
）
か
ら
、「
崎
陽
の

学
」
に
非
常
に
こ
だ
わ
る
が
、
そ
の
刊
行
時
（
四
十
五
、
六
歳
）
ぐ
ら
い
ま
で
に
は
、「
第
二
等
の
法
」
と
し
て
の
「
此
法
ノ
読
法
」

の
併
用
を
唱
え
る
。
そ
し
て
、（
徂
徠
の
）『
学
則
』
段
階
（
六
十
一
歳
）
ま
で
に
は
、
直
読
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
は
後
退
し
た
。
こ
れ

に
対
し
春
臺
は
、
相
当
な
水
準
で
の
原
語
の
直
読
を
基
盤
と
し
た
「
倭
語
ノ
読
」
み
を
主
唱
。「
原
語
」
へ
の
意
識
の
高
さ
は
、
最
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終
的
に
は
徂
徠
に
お
い
て
よ
り
も
春
臺
に
お
い
て
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
②
徂
徠
が
古
文
辞
の
「
習
熟
」
を
唱
え
、
言
語
の
体
系
的
理
解
を
あ
え
て
止
め
、
読
者
（
作
者
）
自
身
を
古
文
辞
に

「
投
げ
込
む
」
方
向
に
進
ん
だ
の
に
対
し
、
春
臺
は
、「
習
熟
」
を
基
盤
と
し
た
辞
の
「
聯
綴
」
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
体

系
的
・
方
法
的
理
解
へ
の
こ
だ
わ
り
を
保
持
し
続
け
て
い
た）

11
（

。

　

十
八
世
紀
以
来
の
儒
学
研
究

0

0

の
進
展
に
お
い
て
発
達
を
み
た
上
述
の
ご
と
く
の
方
法
的
・
技
能
的
特
徴
、
さ
ら
に
は
言
語
の
学
と

0

0

0

0

0

し
て
の
格
段
の
進
展

0

0

0

0

0

0

0

0

の
具
体
相
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
幕
末
以
降
本
格
化
す
る
洋
学
受
容
を
考
え
る
上
で
重
要
と
い
え
よ
う
。

四　

幕
末
の
「
知
識
層
」
に
お
け
る
漢
学
の
素
養
の
効
用

　

以
上
に
お
い
て
論
じ
た
の
は
、
人
口
属
性
的
に
は
、
い
わ
ば
〝
思
想
家
次
元
〟（
あ
る
い
は
儒
者
／
学
者
次
元
）
に
お
い
て
醸
成
さ

れ
た
知
的
基
盤
の
問
題
と
い
え
る
。
こ
れ
に
加
え
、
一
定
の
「
知
識
層
」
に
お
け
る
、
江
戸
後
期
よ
り
の
知
的
連
続
／
屈
折
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
た
「
知
的
素
養
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
〝
表
出
さ
れ
た
思
想
〟
の
基
底
を
な
す
〝
暗
黙
の
信
念
〟、「
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
と
（
そ
の
）
集
合
的
意
味
」
と
い
っ
た

側
面
を
、「
知
的
制
度
一
般
を
外
側
か
ら
対
象
視
す
る
姿
勢
」
を
も
っ
て
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る）

11
（

が
、
リ
ン
ガ
ー
、
シ
ャ
ル

チ
ェ
ら
に
よ
る
著
作
を
援
用
し
な
が
ら
、
こ
の
面
の
／
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
儒
学
的
／
漢
学
的
素
養
の
も
つ
意
味
の
重
要
性
に

注
意
を
振
り
向
け
た
の
は
、
前
出
の
中
村
春
作
で
あ
る）

11
（

。
中
村
は
と
く
に
、「
素
読
」
が
醸
成
す
る
と
こ
ろ
の
知
的
習
慣
を
あ
げ
、

「
制
度
」
と
し
て
の
素
読
と
い
う
「
読
書
体
験
」
の
醸
成
す
る
「
近
代
の
素
養
」
を
描
く）

11
（

が
、
中
村
の
関
心
、
着
地
点
は
「
近
代
」

の
「
国
民
国
家
論
」
の
中
で
の
教
養
で
あ
る）

11
（

。
一
方
、
中
村
の
問
題
提
起
を
起
点
に
、
江
戸
後
期
～
幕
末
に
醸
成
さ
れ
、
明
治
初
期

の
知
的
活
動
を
下
支
え
し
た
「
知
的
基
盤
」「
知
的
習
慣
」
そ
の
も
の
の
詳
察
と
、
ど
の
よ
う
な
根
底
的
素
養
が
培
わ
れ
た
か
に
つ

い
て
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
考
察
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
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ま
た
、
リ
ン
ガ
ー
、
シ
ャ
ル
チ
ェ
、
Ｄ
・
Ｆ
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
な
ど
に
よ
る
歴
史
社
会
学
的
研
究
は
、
特
定
の
理
論
的
枠
組
の
う

ち
に
史
実
／
史
料
を
〝
埋
め
込
む
〟
か
た
ち
の
研
究
が
多
く）

11
（

、
こ
れ
ら
の
知
見
を
援
用
し
た
日
本
思
想
史
研
究
も
、
理
論
枠
組
を
分

析
視
角
と
し
て
思
想
分
析
に
援
用
す
る
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
強
い
。
筆
者
は
、
社
会
学
・
心
理
学
・
言
語
学
等
の
知
見
、
理
論
的
・

分
析
的
枠
組
を
勘
案
し
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
、
思
想
史
外
在
的
な
方
法
を
も
っ
て
き
て
の
思
想
分
析
で
は
な
く

0

0

0

0

、
研
究
題
材
自
体
、

史
料
に
即
し
た
研
究

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
を
通
じ
て
分
析
視
角
を
獲
得
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、
逆
に
、
た
と
え
ば
詳
密
な

実
証
研
究
を
旨
と
す
る
「
近
世
教
育
事
実
史
」
の
諸
研
究
（
後
述
）
は
、
上
述
の
ご
と
く
の
歴
史
社
会
学
の
視
座
、
分
析
視
角
を

ま
っ
た
く
欠
如
さ
せ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
漢
学
の
学
問
方
法
で
注
目
す
べ
き
は
、
必
ず
し
も
中
村
春
作
が
指
摘
す
る
「
素
読
」

「
会
読
」
の
み
で
は
な
い
。「
会
読
」
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
討
論
」
力
を
醸
成
す
る
の
み
の
教
育
手
法
で
は
な
い
。

　

こ
の
点
の
解
明
に
は
、
江
戸
後
期
～
幕
末
の
藩
学
、
郷
学
、
漢
・
洋
学
の
私
塾
な
ど
に
お
け
る
、「
下
見
」「
聴
講
・
聞
書
（
含
、

質
講
）」「
返
り
視
（
復
習
）」
と
い
っ
た
、
習
熟
を
十
全
た
る
も
の
と
す
る
た
め
の
細
か
い
学
習
手
法
と
そ
の
制
度
化
、
実
践
に
つ
い

て
の
考
察
が
有
効
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ⓐ
石
川
謙
、
武
田
勘
治
ら
の
「
近
世
教
育
事
実
史
」
に
分
類
さ
れ
る
教
育
史
研
究
、
す

な
わ
ち
、「
下
見
」「
聴
講
・
聞
書
（
含
、
質
講
）」「
返
り
視
（
復
習
）」
を
包
含
す
る
素
読
課
程
、
会
読
課
程
（
す
な
わ
ち
当
時
の
「
知

的
制
度
一
般
」）
の
詳
察
、
幕
末
─
明
治
初
期
の
知
識
層
に
「
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
と
（
そ
の
）
集
合
的
意
味
」
の
「
醸
成
の

さ
れ
方
」
を
詳
細
に
物
語
る
教
育
過
程
を
描
き
出
す
研
究）

1（
（

、
さ
ら
に
は
、
ⓑ
茂
住
實
男
の
諸
研
究）

11
（

が
明
ら
か
に
す
る
、
素
読
課
程
、

会
読
課
程
の
実
相
、
な
ら
び
に
そ
れ
が
蘭
語
、
英
語
学
習
の
場
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
様
相
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、

知
的
基
盤
醸
成
の
し
く
み
の
制
度
面
、
実
際
の
効
用
面
で
の
考
察
を
行
な
う
の
が
有
用
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
五
章
の
課
題
で
あ
る
。

〔
注
〕

＊
本
書
で
は
、
引
用
の
原
文
（
含
、
書
名
、
人
名
）
の
字
句
が
正
字
体
の
場
合
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
他
は
原
則
略
字
体
を
用
い
た
。
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（
1
）

齋
藤
希
史
は
、『
福
澤
諭
吉
全
集
』「
緒
言
」（
同
第
一
巻
所
収
）
の
、「
俗
文
中
に
漢
語
を
挿
み
」「
雅
俗
め
ち
や
〳
〵
に
混
合
せ
し
め
」

て
、「
恰
も
漢
文
社
会
の
霊
場
を
犯
し
て
其
文
法
を
紊
乱
し
」、
こ
れ
も
っ
て
「
世
間
の
洋
学
者
を
磊
落
放
膽
に
導
き
漢
学
を
蔑
視
せ
し
め
ん

と
」
す
る
福
澤
諭
吉
の
企
図
を
指
摘
（
引
用
の
文
言
は
慶
應
義
塾
編
纂
『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
〈
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
〉、
五
～

六
頁
）、
か
よ
う
な
試
み
は
、
漢
学
的
素
養
の
優
劣
を
根
拠
と
す
る
抑
圧
的
階
層
性
、
あ
る
い
は
知
的
〝
階
梯
性
〟
の
破
壊
を
目
的
と
し
た

福
澤
一
流
の
「
臨
機
一
時
の
」
戦
略
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
齋
藤
「
文
体
と
思
考
の
自
由

─
福
澤
諭
吉
の
射
程
」〈『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』

〈
福
澤
諭
吉
協
会
〉
第
三
七
号
〈
二
〇
一
〇
年
〉、
八
二
頁
〉）。『
福
翁
百
話
』（『
全
集
』
第
六
巻
所
収
）
に
お
い
て
福
澤
は
、「
古
來
我
国
に

行
は
れ
た
る
漢
学
は
学
問
と
し
て
視
る
可
ら
ず
」
と
断
罪
、
そ
れ
は
「
陰
陽
五
行
の
空
を
談
じ
て
万
物
を
包
羅
し
」、「
現
在
の
ま
ゝ
を
妄
信

し
て
改
む
る
を
知
ら
ず
」、「
多
言
に
し
て
実
証
に
乏
し
」
い
も
の
と
罵
倒
す
る
。
漢
学
は
学
問
で
は
な
い
と
す
る
が
、
こ
こ
で
の
批
判
の
根

拠
は
「
陰
陽
五
行
」
に
つ
い
て
空
談
し
、「
妄
信
」
的
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
西
田
幾
多
郎
が
幕
末
漢
学
（
考
証
学
）
の
特

質
と
し
て
あ
げ
た
「
事
物
」「
深
い
真
理
」
の
把
握
へ
の
強
い
志
向
性
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
章
本
文
の
後
段
に
て
言
及
）
と
は
真
逆
で
あ

る
の
は
注
意
し
た
い
。

（
2
）

中
村
「
漢
学
不
可
廃
論
」（
一
八
八
七
年
）（
二
）
漢
学
者
ノ
弊
ヲ
論
ズ
（
木
平
譲
編
『
敬
宇
中
村
先
生
演
説
集
』〈
松
井
忠
兵
衛
、
一
八

八
八
年
〉
所
収
）。

（
3
）

『
敬
宇
文
集
』
巻
之
一
所
収
。

（
4
）

「
百
学
連
環
」（『
西
周
全
集
』
第
一
巻
〈
日
本
評
論
社
、
一
九
四
五
年
〉。

（
5
）

中
村
、
前
掲
注（
2
）「
漢
学
不
可
廃
論
」。

（
6
）

『
学
芸
志
林
』
七
〇
冊
所
収
。

（
7
）

森
田
「
日
本
文
章
の
将
来
」
は
山
本
正
秀
（
編
著
）『
近
代
文
体
形
成
史
料
修
正

─
発
生
編
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
）
所
収
。

（
8
）

同
演
説
は
『
早
稲
田
文
学
』
七
、
九
号
所
収
。
森
田
「
翻
訳
の
心
得
」「
翻
訳
の
苦
心
」（
日
本
近
代
思
想
大
系
十
五
『
翻
訳
の
思
想
』

〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
〉
所
収
）、「
作
家
苦
心
談
」
に
も
同
様
の
主
張
あ
り
。
詳
し
く
は
本
書
第
七
章
参
照
。

（
9
）

各
氏
の
森
田
評
価
に
つ
い
て
は
本
書
第
七
章
参
照
。

（
10
）

幸
徳
秋
水
「
兆
民
先
生
」（『
中
江
兆
民
全
集
』
別
巻
〈
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
〉
所
収
）。

（
11
）

『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）、
二
一
三
頁
。
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（
12
）

同
前
、
二
一
八
～
一
九
頁
。

（
13
）

同
前
、
二
一
八
～
二
〇
頁
。

（
14
）

同
前
、
二
一
八
頁
。

（
15
）
同
前
、
二
一
九
～
二
〇
頁
。

（
16
）
宣
長
学
を
仁
斎
、
徂
徠
の
「
集
大
成
」
と
す
る
の
は
吉
川
「『
古
事
記
伝
』
の
た
め
に
」、
そ
れ
を
「
一
種
の
古
義
学
」
と
形
容
す
る
の
は

同
「
伊
藤
東
涯
」、「
宣
長
の
学
問
、
そ
れ
は
実
証
学
で
あ
る
」
と
は
同
「
本
居
宣
長

─
世
界
的
日
本
人
」
に
お
け
る
吉
川
の
言
で
あ
る
。

す
べ
て
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
七
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
）
所
収
。
こ
れ
と
は
別
の
問
題
意
識
か
ら
徂
徠
学
→
宣
長
学
の
発
展

の
系
譜
を
呈
出
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
一
九
四
〇
～
四
四
年
に
書
か
れ
、
の
ち
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
五
二
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
丸
山
眞
男
の
一
連
の
論
文
で
あ
り
、
と
く
に
そ
の
第
一
論
文
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学
の
特
質

並
に
そ
の
国
学
と
の
関
連
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』、
一
九
四
〇
年
）
で
あ
る
。
吉
川
「
伊
藤
東
涯
」
は
一
九
四
二
年
十
月
に
行
っ
た
講
演
の

記
録
で
あ
り
、「
本
居
宣
長
」
は
そ
の
一
年
前
（
一
九
四
一
年
）
に
『
新
風
土
』
に
所
収
さ
れ
た
も
の
。
丸
山
第
一
論
文
は
こ
れ
に
先
立
つ
。

た
だ
、
丸
山
論
文
は
吉
川
の
右
の
諸
作
品
の
主
題
、
そ
し
て
本
書
の
主
要
論
点
、
研
究
手
法
と
も
少
し
異
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら

な
い
。
ま
た
、
徂
徠
学
→
宣
長
学
の
学
問
系
譜
の
指
摘
に
お
い
て
、
ど
の
側
面
に
お
い
て
ど
ち
ら
が
〝
先
〟
か
云
々
は
特
定
し
が
た
く
、
ま

た
本
書
の
課
題
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。

（
17
）

吉
川
「
受
容
の
歴
史
」（
同
前
、『
全
集
』
第
十
七
巻
所
収
）。

（
18
）

と
く
に
思
想
史
学
に
お
け
る
資
料
の
批
判
的
考
証
、
す
な
わ
ち
資
料
の
真
偽
、
制
作
の
時
代
・
場
所
の
考
証
方
法
の
確
立
、
そ
し
て
「
所

謂
訓
詁
注
釈
」、
す
な
わ
ち
「
語
句
の
意
義
の
解
明
」
に
出
発
、
帰
納
的
・
文
法
的
基
礎
を
も
っ
て
の
考
証
の
確
立
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は

村
岡
『
続
・
日
本
思
想
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
第
一
部
三
「
日
本
思
想
史
の
研
究
法
に
つ
い
て
」（
引
用
箇
所
は
三
七
、
三

九
、
四
三
頁
）、
伴
信
友
の
実
証
学
に
つ
い
て
は
同
『
日
本
思
想
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
）「
近
世
史
学
史
上
に
於
け
る
国
学

の
貢
献
」。『
日
本
思
想
史
研
究　

第
三
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
八
年
）
所
収
の
「
徂
徠
学
と
宣
長
学
と
の
関
係
」
も
こ
の
方
法
的
発
展
系

譜
の
具
体
例
を
祖
述
す
る
。

（
19
）

久
米
『
歴
史
著
作
集
』
第
三
巻
「
史
学
・
史
学
方
法
論
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、
第
一
編
「
史
学
の
独
立
と
研
究
」
第
七
「
余

が
見
た
る
重
野
博
士
」、
重
野
『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
上
・
下
（
雄
山
閣
、
一
九
三
八
～
三
九
年
）、
大
久
保
『
日
本
近
代
史
学
の
成
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立
』（
著
作
集
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）。

（
20
）

た
と
え
ば
松
沢
『
近
代
日
本
の
形
成
と
西
洋
経
験
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
の
ほ
か
、
安
西
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想

─
自
然

法
・
功
利
主
義
・
進
化
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）、
井
田
進
也
『
中
江
兆
民
の
フ
ラ
ン
ス
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）、

宮
村
治
雄
『
理
学
者　

兆
民

─
あ
る
開
国
経
験
の
思
想
史
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
）、
同
『
開
国
経
験
の
思
想
史

─
兆
民
と
時

代
精
神
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）、
さ
ら
に
は
松
本
三
之
介
「
新
し
い
学
問
の
形
成
と
知
識
人

─
阪
谷
素
・
中
村
敬
宇
・
福

沢
諭
吉
を
中
心
に
」（
日
本
近
代
思
想
大
系
十
『
学
問
と
知
識
人
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
〉「
解
説
」）
な
ど
は
、
各
々
異
な
る
方
向
性

の
思
想
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
基
本
的
か
つ
枢
要
な
問
題
と
し
て
「
儒
学
」「
漢
学
」
と
「
近
代
知
識
人
」
の
知
的
基
盤
の
関
係
性
に
着
目

す
る
、
こ
の
方
面
で
の
必
読
文
献
で
あ
ろ
う
。
安
西
『
明
治
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
』（
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）、
井
田
『
歴
史

と
テ
ク
ス
ト

─
西
鶴
か
ら
諭
吉
ま
で
』（
光
芒
社
、
二
〇
〇
一
年
）
も
示
唆
に
富
む
。

（
21
）

中
村
春
作
『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
第
三
章
に
お
け
る
整
理
。
ま
た
同
章
注
三
四
の
諸
文
献
も

参
照
。

（
22
）

松
本
、
前
掲
注（
20
）「
新
し
い
学
問
の
形
成
と
知
識
人
」「
二　

儒
学
の
展
開
と
洋
学
の
受
容

─
阪
谷
素
の
場
合
」、
と
く
に
四
三
二
、

四
三
五
頁
。

（
23
）

同
前
、「
三　

洋
学
を
め
ぐ
る
伝
統
と
近
代

─
中
村
敬
宇
の
学
問
観
」、
と
く
に
四
三
八
～
四
五
頁
。
引
用
の
文
言
は
同
四
三
九
、
四
四

一
頁
。

（
24
）

同
前
、
四
四
三
～
四
八
頁
。
引
用
の
文
言
は
四
四
七
～
四
八
頁
。

（
25
）

中
村
、
前
掲
注（
21
）『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』、
と
く
に
第
二
、
三
章
。

（
26
）

前
田
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
第
一
編
。

（
27
）

中
村
、
前
掲
注（
21
）『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』、
七
〇
頁
の
指
摘
。

（
28
）

飛
鳥
井
『
中
江
兆
民
』（
吉
川
弘
文
館
〈
人
物
叢
書
〉、
一
九
九
九
年
）、
一
五
四
頁
。

（
29
）

中
村
春
作
「
訓
読
、
あ
る
い
は
書
き
下
し
文
と
い
う
〈
翻
訳
〉」（『
文
学
』
第
一
二
巻
第
三
号
〈
二
〇
一
一
年
五
、
六
月
〉、
岩
波
書
店
）、

六
〇
頁
。

（
30
）

同
前
、
五
八
頁
。
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（
31
）

同
前
、
六
〇
頁
。

（
32
）

森
岡
『
近
代
語
の
成
立
』
三
部
作
は
と
も
に
明
治
書
院
よ
り
刊
行
。「
語
彙
編
」
は
一
九
九
三
年
、「
文
体
編
」
は
一
九
九
一
年
。
た
だ
し

こ
れ
ら
の
書
は
、
過
去
三
十
年
以
上
の
蓄
積
に
よ
っ
た
業
績
で
、
早
期
の
論
考
、
た
と
え
ば
「
明
治
期
語
彙
編
」
は
一
九
六
九
年
の
も
の
。

森
岡
「『
自
由
之
理
』
の
訳
語

─
そ
の
英
華
字
典
と
の
関
係
」（『
日
本
文
学
』〈
東
京
女
子
大
学
〉
第
一
八
号
〈
一
九
六
二
年
〉）
も
有
用

で
あ
る
。

（
33
）

と
く
に
進
藤
「
文
章
が
近
代
化
す
る
と
い
う
こ
と

─
福
沢
諭
吉
と
二
葉
亭
四
迷
と
を
中
心
に
（
一
九
八
〇
年
度
始
業
講
演
─
短
期
大
学

部
）」（『
東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集
』〈
東
京
女
子
大
学
論
集
編
集
委
員
会
編
〉
第
三
一
号
〈
一
九
八
〇
年
〉）、
同
「
漢
語
・
漢
字
の
実
態

（
明
治
）」（『
季
刊
文
学
・
語
学
』〈
日
本
古
典
文
学
会
／
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
編
〉
第
四
一
号
〈
一
九
六
七
年
〉）、
栗
島
紀
子
「
訳
語

の
研
究

─
西
周
を
中
心
に
」（『
日
本
文
学
』〈
東
京
女
子
大
学
〉
第
二
七
号
〈
一
九
六
六
年
〉、
の
ち
森
岡
、
前
掲
注
32
『
近
代
語
の
成
立

（
語
彙
編
）』
所
収
）。

（
34
）

斎
藤
毅
『
明
治
の
こ
と
ば

─
東
か
ら
西
へ
の
架
け
橋
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）。
の
ち
副
題
を
「
文
明
開
化
と
日
本
語
」
と
し
二
〇

〇
五
年
に
発
行
。

（
35
）

山
田
孝
雄
『
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
』（
宝
文
館
、
一
九
三
五
年
）。

（
36
）

小
森
陽
一
「
行
動
す
る
「
実
境
」
中
継
者
の
一
人
称
文
体

─
森
田
思
軒
に
お
け
る
「
周
密
体
」
の
形
成
」
一
（『
成
城
文
芸
』〈
成
城
大

学
文
芸
学
部
〉
第
一
〇
三
号
〈
一
九
八
三
年
〉）。



同
「「
局
外
」「
傍
観
者
」
の
認
識

─
森
田
思
軒
に
お
け
る
「
周
密
体
」
の
形
成
」
二
（『
成
城
文
芸
』〈
成
城
大
学
文
芸
学
部
〉
第
一
〇

四
号
〈
一
九
八
三
年
〉）。
た
だ
し
こ
の
二
論
文
と
も
、
日
本
語
の
「
漢
語
か
ら
の
脱
却
」
を
標
榜
す
る
姿
勢
、
思
軒
が
漢
語
と
は
別
個
の

「
独
自
な
文
学
表
現
の
獲
得
」
を
模
索
し
て
い
た
と
す
る
論
が
過
剰
で
、
た
と
え
ば
思
軒
が
一
八
九
二
年
以
降
こ
と
さ
ら
漢
語
／
漢
文
の

体
・
法
・
語
勢
、
語
彙
を
重
視
す
る
に
い
た
っ
た
点
な
ど
が
看
過
さ
れ
、
結
果
、
偏
っ
た
見
解
の
提
示
に
陥
っ
て
い
る
。



ま
た
、
余
談
だ
が
、
思
軒
は
漢
学
の
素
養
を
「
拉
丁
学
の
上
位
に
拠
り
て
占
坐
」
す
る
も
の
と
、
最
大
限
重
視
す
る
に
い
た
る
も
、
漢
文

に
あ
る
常
套
句
、
と
く
に
典
語
、
文
語
の
訳
語
と
し
て
の
無
制
限
な
採
用
は
原
文
の
所
与
の
状
況
に
ひ
き
ず
ら
れ
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
に
対
し
極
め
て
慎
重
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
井
上
哲
次
郎
『
哲
学
字
彙
』
の
漢
文
訳
に
お
い
て
、
ふ
ん
だ
ん
に
儒
学
に
常
套
的
な

字
・
句
、
概
念
が
採
用
さ
れ
、
極
め
て
そ
の
色
彩
を
帯
び
た
西
洋
哲
学
用
語
訳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
朱
子
学
か
漢
唐
の
学
か
、
陽
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明
学
か
等
々
に
は
無
頓
着
な
訳
と
な
っ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
37
）

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。
ま
た
、
同
「
翻
訳
の
思
想

─
福
澤
諭
吉
と
中
江
兆
民
」（『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』〈
福
澤
諭
吉
協

会
〉
第
三
七
号
〈
二
〇
一
〇
年
〉）。

（
38
）
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
年
。

（
39
）
齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
の
近
代

─
清
末
＝
明
治
の
文
学
圏
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
、
前
掲
注（
1
）「
文
体
と
思
考

の
自
由
」、
な
ど
。

（
40
）

『
近
代
日
本
語
の
思
想
』
は
法
政
大
学
出
版
局
刊
、
二
〇
〇
四
年
、『
翻
訳
と
は
な
に
か
』
は
同
出
版
局
刊
、
一
九
八
五
年
、『
翻
訳
語
成

立
事
情
』
は
岩
波
書
店
刊
、
一
九
八
二
年
。

（
41
）

法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
。

（
42
）

『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』
は
学
文
社
刊
、
一
九
八
九
年
、「
適
塾
の
教
育
」
は
『
学
校
教
育
研
究
所
年
報
』〈
学
校
教
育
研
究
所
編
〉
第
三

八
号
〈
一
九
九
四
年
〉
所
収
。
同
「
蕃
書
調
所
の
英
語
教
育
」（『
英
学
史
研
究
』
第
一
六
号
〈
一
九
八
三
年
〉）
も
有
益
な
知
見
を
提
供
す

る
。

（
43
）

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

（
44
）

大
久
保
、
前
掲
注（
19
）『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』、
三
五
頁
。

（
45
）

久
米
、
前
掲
注（
19
）『
歴
史
著
作
集
』
第
三
巻
「
史
学
・
史
学
方
法
論
」
第
一
編
「
史
学
の
独
立
と
研
究
」
第
七
「
余
が
見
た
る
重
野
博

士
」、
一
一
七
頁
。

（
46
）

同
前
。

（
47
）

中
山
『
近
世
日
本
の
儒
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）
所
収
。

（
48
）

源
了
圓
編
著
『
江
戸
後
期
の
比
較
文
化
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
。

（
49
）

大
久
保
、
前
掲
注（
19
）『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』
三
四
、
三
五
頁
。

（
50
）

雄
山
閣
、
一
九
三
八
～
三
九
年
。

（
51
）

白
揚
社
、
一
九
四
〇
年
。

（
52
）

『
讀
史
廣
記
』（
章
華
社
、
一
九
三
三
年
）
所
収
。
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（
53
）

た
と
え
ば
宝
月
圭
吾
、
高
橋
正
彦
（
編
集
担
当
）『
日
本
古
文
書
学
の
展
開
』（『
日
本
古
文
書
学
論
集
』
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六

年
）、
今
井
登
志
喜
「
西
洋
史
学
の
本
邦
史
学
に
与
え
た
る
影
響
」（
史
学
会
編
『
本
邦
史
学
史
論
叢
』
下
〈
冨
山
房
、
一
九
三
九
年
〉）、
栗

田
元
次
「
書
誌
学
の
発
達
」（
同
、
下
）、
大
久
保
「
近
世
に
於
け
る
歴
史
教
育
」（
同
、
上
）
な
ど
。

（
54
）
大
久
保
『
日
本
近
代
史
学
史
』（
白
揚
社
、
一
九
四
〇
年
）、
第
五
章
「
歴
史
的
認
識
の
諸
問
題
」、
七
四
～
七
五
頁
。

（
55
）
前
掲
注（
19
）『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
上
、「
国
史
汎
論
」。

（
56
）

武
内
『
論
語
之
研
究
』
初
版
は
一
九
三
九
年
刊
（
岩
波
書
店
）。
の
ち
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻
「
論
語
篇
」（
同
、
一
九
七
八
年
）
に

再
録
。
同
『
支
那
學
研
究
法
』
初
版
は
一
九
四
九
年
刊
（
同
）。
の
ち
『
全
集
』
第
十
巻
（
同
、
一
九
七
九
年
）
に
再
録
。

（
57
）

和
辻
『
孔
子
』
付
録
「
武
内
博
士
の
『
論
語
之
研
究
』」。
和
辻
『
孔
子
』
初
版
は
一
九
三
八
年
（
岩
波
書
店
）
だ
が
、
付
録
の
初
出
は
植

村
書
店
版
（
一
九
四
八
年
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
の
ち
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
に
再
録
。

（
58
）

狩
野
直
喜
「
山
井
鼎
と
七
經
孟
子
考
文
補
遺
」（
狩
野
『
支
那
學
文
藪
』〈
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
七
年
〉）、
武
内
、
前
掲
注（
56
）『
支
那

學
研
究
法
』、
他
。

（
59
）

中
山
、
前
掲
注（
47
）『
近
世
日
本
の
儒
学
』、
と
く
に
「
考
証
学
概
説
」、
大
久
保
、
前
掲
注（
19
）『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』。

（
60
）

濱
口
『
清
代
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』（
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
）、
近
藤
『
清
朝
考
証
学
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
七

年
）
参
照
。

（
61
）

小
島
『
宋
学
の
形
成
と
展
開
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
62
）

伊
東
「
明
清
思
想
を
ど
う
捉
え
る
か

─
研
究
史
の
素
描
に
よ
る
考
察
」（
奥
崎
裕
司
〈
編
著
〉『
明
清
は
い
か
な
る
時
代
で
あ
っ
た
か
』

〈
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
〉）。

（
63
）

大
谷
『
清
代
政
治
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）、
同
『
清
代
の
政
治
と
文
化
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。
木
下
『「
清

朝
考
証
学
」
と
そ
の
時
代
』（
創
文
社
〈
中
国
学
芸
叢
書
〉、
一
九
九
六
年
）。
吉
田
『
清
朝
考
証
学
の
群
像
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）、

同
「『
尚
書
古
文
疏
證
』
と
そ
の
時
代
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
〇
号
、
一
九
八
八
年
）。
井
上
進
『
明
清
学
術
変
遷
史

─
出
版
と
伝

統
学
術
の
臨
界
点
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
64
）

と
く
に
吉
田
、
前
掲
注（
63
）「『
尚
書
古
文
疏
證
』
と
そ
の
時
代
」。

（
65
）

伊
東
貴
之
「
清
朝
考
証
学
の
再
考
の
た
め
に

─
中
国
・
清
代
に
お
け
る
『
尚
書
』
を
め
ぐ
る
文
献
批
判
と
そ
の
位
相
、
あ
る
い
は
、
伝
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統
と
近
代
、
日
本
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
」（
笠
谷
和
比
古
編
著
『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』〈
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
〉）。

（
66
）

宮
田
純
「
日
本
史
学
史
に
お
け
る
幸
田
成
友
（
一
八
七
三
～
一
九
五
四
）
の
意
義
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
「
考
証
学
・
言
語
の
学
、

そ
し
て
近
代
知
性
」〈
研
究
代
表
：
筆
者
〉
第
二
回
全
体
研
究
会
合
〈
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
三
日
〉
報
告
）。

（
67
）
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
出
発
点
に
筆
者
は
、「
徂
徠
、
春
臺
の
言
語
研
究
→
本
居
宣
長
の
和
語
研
究
、
こ
れ
ら
と
洋
語
研
究
と
の
関

連
」
と
題
す
る
研
究
に
着
手
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』、
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
の
筆
者
主
導
で
の
精
査
に
加
え
、
言

語
学
発
展
史
、
言
語
研
究
史
の
専
門
研
究
者
で
あ
る
江
藤
裕
之
東
北
大
学
教
授
と
の
共
同
研
究
を
も
っ
て
す
す
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
本
書

「
序
論
」
の
注
で
も
触
れ
た
が
、A

nthonyGrafton

（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）、H

einrichvonStaden

（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
院
）、

M
ichaelLackner

（
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
）、M
ichaelW

itzel

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
と
い
っ
た
欧
米
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ャ
古
典
籍
研

究
を
専
修
す
る
諸
学
、
さ
ら
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
の
大
家SheldonPollock

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）、
日
本
古
典
学
研
究
者D

avid
Lurie

（
同
）
ら
と
の
共
同
研
究
も
す
で
に
開
始
し
て
い
る
。

（
68
）

岩
波
日
本
思
想
大
系
『
荻
生
徂
徠
』
第
三
十
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
所
収
。
と
く
に
「
二　

第
一
の
時
期　

幼
期
か
ら
四
十

ま
で　

語
学
者
と
し
て
」。

（
69
）

中
村
春
作
、
田
尻
ほ
か
編
『
訓
読
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
。

（
70
）

『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
）
第
二
巻
（
言
語
編
、
戸
川
芳
郎
、
神
田
信
夫
編
）
所
収
。

（
71
）

黒
住
『
近
世
日
本
社
会
と
儒
教
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

（
72
）

『
二
十
一
世
紀
ア
ジ
ア
学
紀
要
』（
国
士
舘
大
学
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
。

（
73
）

『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』（
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
一
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。

（
74
）

同
前
、
四
七
、
五
二
頁
。

（
75
）

詳
し
く
は
第
六
章
に
て
論
じ
る
。

（
76
）Ringer,FritzK

.,Fields of know
ledge: French academ

ic culture in com
pera- tive perspective, 1890-1920,Cam

bridge
U

niversityPress,1992

（
邦
訳
：
Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
著
、
筒
井
清
忠
ほ
か
訳
『
知
の
歴
史
社
会
学

─
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
養
、

一
八
九
〇
─
一
九
二
〇
』〈
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
〉）。
引
用
箇
所
は
日
本
語
版
、
一
二
頁
。

（
77
）

中
村
、
前
掲
注（
21
）『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』、
と
く
に
第
三
章
。
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（
78
）

も
っ
と
も
素
読
と
近
代
知
性
の
関
係
に
つ
い
て
中
村
以
前
に
指
摘
し
た
の
は
前
田
愛
『
近
代
読
者
の
成
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

年
）
で
あ
る
。

（
79
）

中
村
、
前
掲
注（
21
）『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』、
第
四
、
五
章
。

（
80
）
た
と
え
ばChartier,Roger,Pratiques de la lecture,M

arseilles,Rivages,1985

（
邦
訳
：
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
著
、
水
林
章
ほ
か

訳
『
書
物
か
ら
読
書
へ
』〈
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
〉）、
同
、Lectures et lecteurs dans la France d’A

ncien R
egim

e,Paris,
EditionsduSeuil,1987

（
邦
訳
：
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
著
、
長
谷
川
輝
夫
、
宮
下
志
朗
共
訳
『
読
書
と
読
者

─
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー

ム
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
』〈
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
〉）、
同
（
福
井
憲
彦
訳
）『
読
書
の
文
化
史

─
テ
ク
ス
ト
・
書
物
・
読
解
』

（
新
曜
社
、
一
九
九
二
年
。
シ
ャ
ル
チ
ェ
一
九
九
一
年
来
日
時
に
行
っ
た
講
演
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
翻
訳
。
内
容
的
に
は
、
シ
ャ
ル
チ
ェ
前

掲
書
、
な
ら
び
に
同
、Cultural history: Betw

een practices and representations,Cam
bridge,PolityPressandIthaca,

CornellU
niversityPress,1988

と
の
共
通
点
多
し
）
な
ど
。
ま
た
、M

cK
enzie,D

.F.,Bibliography and the sociology of texts,
Cam

bridgeU
niversityPress,Cam

bridge,1999,Ringer,FritzK
.,T

ow
ard a social history of know

ledge: collected essays,
BerghahnBooks,N

Y
,2000.

さ
ら
に
は
Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
、
前
掲
注（
76
）『
知
の
歴
史
社
会
学
』。
た
だ
し
、Ringer

のT
he decline of 

the G
erm

an m
andarins: T

he G
erm

an academ
ic com

m
unity, 1890-1933,H

arvardU
niversityPress,Cam

bridge,M
ass.,

1969

は
例
外
で
あ
る
こ
と
は
注
記
し
た
い
が
、
し
か
し
こ
れ
も
、「
近
世
教
育
事
実
史
」
の
諸
研
究
の
よ
う
な
、
詳
密
な
実
証
研
究
と
は
性

質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
81
）

武
田
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
六
九
年
）、
同
「
近
世
日
本
に
お
け
る
学
習
方
法
の
発
達
」（
日
本
教
育
学
会
編

『
教
育
学
論
集
』
第
一
〈
目
黒
書
店
、
一
九
五
一
年
〉）。
石
川
謙
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
傾
向

─
会
津
藩
教
育
を
例
と
し
て
』（
講

談
社
、
一
九
六
六
年
）、
同
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』（
青
史
社
、
一
九
七
六
年
。
初
版
は
一
九
三
八
年
）、
同
『
近
世
の
学
校
』

（
高
陵
社
書
店
、
一
九
五
七
年
）。

（
82
）

茂
住
『
洋
語
教
授
法
史
研
究

─
文
法
＝
訳
読
法
の
成
立
と
展
開
を
通
し
て
』（
学
文
社
、
一
九
八
九
年
）、
と
く
に
第
二
、
四
章
。
ま
た
、

同
「
適
塾
の
教
育

─
教
育
方
法
と
教
授
組
織
を
中
心
に
」（『
学
校
教
育
研
究
所
年
報
』〈
学
校
教
育
研
究
所
編
〉
第
三
八
号
〈
一
九
九
四

年
〉）、
同
「
蕃
書
調
所
の
英
語
教
育
」（『
英
学
史
研
究
』
第
一
六
号
〈
一
九
八
三
年
〉）。



各
論
編
Ⅰ　

古
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研
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相
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第
二
章　

十
八
世
紀
日
本
儒
者
の
『
尚
書
』
原
典
批
判

─
中
井
履
軒
『
七
經
雕
題
畧（
書
）』、
同
収
「
雕
題
附
言（
書
）」
を
題
材
に

は
じ
め
に

　

中
井
履
軒
（
名
・
積
徳
、
字
・
処
叔
、
通
称
・
徳
二
、
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）
は
懐
徳
堂
第
二
代
学
主
中
井
甃
庵
（
名
・
誠
之
、
字
・
叔

貴
、
一
六
九
三
～
一
七
五
八
）
の
第
二
子
、
第
四
代
学
主
竹
山
（
名
・
積
善
、
字
・
子
慶
、
一
七
三
〇
～
一
八
〇
四
）
の
弟
で
あ
り
、
緻
密

な
経
学
的
業
績
を
残
し
た
懐
徳
堂
の
重
要
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
武
内
義
雄
以
来
そ
の
業
績
へ
の
評
価
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
と

く
に
経
書
へ
の
自
注
の
直
接
書
入
れ
で
あ
る
『
七
經
雕
題
』、
そ
の
概
要
を
ま
と
め
別
に
一
群
の
著
作
と
し
て
ま
と
め
た
『
七
經
雕

題
畧
』、
そ
れ
ら
の
晩
年
の
集
大
成
で
あ
る
『
七
經
逢
原
』
は
彼
の
生
涯
を
か
け
作
成
さ
れ
た
主
著
群
で
あ
る
。

　

履
軒
が
自
身
の
『
雕
題
畧
』
緒
言
に
お
い
て
、「
新
奇
を
好
む
」
に
忙
し
い
徂
徠
、「
故
常
に
安
ん
ず
る
」
林
家
、「
剛
戻
」
を
好

み
「
物
敵
」
と
な
る
崎
門
各
々
を
批
判
す
る
の
は
武
内
義
雄
な
ど
に
よ
る
指
摘
が
あ
る）

1
（

が
、
こ
の
批
判
文
に
つ
づ
く
、「
唯
平
心
書

を
読
み
て
愛
憎
を
新
故
に
生
ぜ
ず
、
深
く
古
経
の
未
だ
瞭あ

き
らか

な
ら
ざ
る
を
慨
き
て
、
聖
人
の
心
後
世
に
伸
び
ざ
る
を
痛
み
、
憤
る
が

如
く
悶
ゆ
る
が
如
く
、
寝
を
忘
れ
食
を
忘
れ
、
毀
誉
得
喪
を
度
外
に
お
き
、
矻
矻
鑽
攻
し
て
老
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
、

然
る
後
始
め
て
与
に
経
を
論
ず
べ
き
の
み
」
と
の
文
言）

2
（

も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

履
軒
は
三
十
六
歳
の
時
に
懐
徳
堂
を
離
れ
水
哉
館
と
い
う
私
塾
を
ひ
ら
き
、
住
ま
い
も
転
々
と
し
な
が
ら
経
学
研
究
に
没
頭
し
た
。

懐
徳
堂
に
「
反
旗
」
を
ひ
る
が
え
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
や
や
も
す
れ
ば
右
に
引
い
た
語
は
、
日
頃
か
ら
大
坂
学
界
に
て
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華
々
し
く
活
躍
し
、
あ
る
い
は
表
立
っ
て
の
論
争
を
好
む
儒
者
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
置
き
、
粛
々
と
経
書
の
研
究
に
没
頭
す
る

こ
と
の
宣
言
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
語
は
、
中
井
履
軒
と
い
う
儒
者
の
重
要
な
側
面
へ
の
我
々
の
注
意
を
促
そ
う
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
宋
末
～
元
初

の
諸
儒
に
お
い
て
は
、「
一
方
で
事
物
の
理
を
探
究
す
る
深
入
の
道
」
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
「
博
学
の
風
潮
」、

「
古
書
の
真
偽
を
明
ら
か
に
し
て
正
し
い
も
の
を
伝
え
よ
う
と
す
る
学
術
精
神
」
が
顕
出
し
た）

3
（

ご
と
く
、
履
軒
に
お
い
て
も
、
当
代

の
学
問
の
精
密
化
が
反
映
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
と
さ
ら
彼
に
お
い
て
そ
れ
が
先
鋭
的
に
推
し
進
め
ら
れ
、
彼
自
身
が
、
そ
の
後
半

生
に
隆
盛
を
み
た
考
証
学
的
学
問
の
体
現
者
の
一
人
と
し
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
章
は
、
懐
徳
堂
に
お
け
る
履
軒
の
位
置
づ
け
、
彼
の
『
中
庸
』
重
視
、
あ
る
い
は
「
朱
子
学
者
」
と
し
て
の
彼
の
思
想
に
つ
い

て
云
々
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い）

4
（

。
そ
う
で
は
な
く
、
彼
が
「
孔
子
の
功
を
見
る
な
」
し
と
結
果
的
に
は
遠
ざ
け
た

「
五
経
」）

5
（

の
、
と
く
に
『
尚
書
』
研
究
の
「
や
り
方
」
の
微
細
の
検
討
を
つ
う
じ
て
、
彼
の
学
問
態
度
、
と
り
わ
け
原
典
批
判
の
姿

勢
の
一
端
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
彼
の
研
究
を
、
中
国
に
お
け
る
原
典
批
判
に
も
鑑
み
な

が
ら
位
置
づ
け
る
。

一　

履
軒
の
『
尚
書
』
研
究

　

履
軒
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
経
書
の
研
究
に
専
心
し
た
が
、
そ
の
方
法
は
、
ま
ず
既
存
の
経
書
の
版
本
の
上
部
空
欄
に
み
ず
か
ら
の

注
釈
を
直
接
書
入
れ
、
そ
の
や
り
方
か
ら
こ
の
段
階
の
研
究
を
「
雕

ち
よ
う

題だ
い

」
と
名
付
け
た
。
易
・
書
・
詩
・
左
伝
・
礼
記
・
論
語
・
孟

子
の
七
書
に
お
い
て
す
す
め
ら
れ
た
こ
の
作
業
を
ま
と
め
た
の
が
『
七
經
雕
題
』
で
あ
る
。
書
き
込
み
が
煩
雑
に
な
る
と
そ
の
概
要

を
ま
と
め
た
『
雕
題
畧
』
を
編
集
、
こ
れ
ら
を
晩
年
に
い
た
る
ま
で
編
集
を
重
ね
、
集
大
成
し
た
も
の
を
、
根
源
に
溯
る
（
逢
う
）

と
の
意
味
合
い
を
こ
め
て
「
逢
原
」
と
し
た
。
履
軒
の
『
書
』
研
究
は
『
七
經
雕
題
』、『
七
經
雕
題
畧
』、『
七
經
逢
原
』
に
お
さ
め
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ら
れ
て
い
る
（『
書
逢
原
』
は
「
夏
書
」
の
み
）。

　
『
雕
題
』『
畧
』『
逢
原
』
の
執
筆
順
序
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
『
逢
原
』
が
最
後
で
、
そ
の
前
段
階
の
作
業
と
し
て
『
雕

題
』、
さ
ら
に
は
同
『
畧
』
の
執
筆
が
あ
っ
た
が
、『
畧
』「
書
」「
詩
」
の
末
に
収
め
ら
れ
、
各
々
に
関
す
る
履
軒
の
独
自
の
見
解
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
「
雕
題
附
言
」
の
成
立
時
期
の
特
定
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
、『
尚
書
雕
題
』
の
頭
注
に
は
「
附
言
」
の
説
と

深
く
関
連
す
る
文
言
が
ま
ま
見
ら
れ
、
こ
れ
の
み
か
ら
判
断
す
れ
ば
、『
雕
題
』
の
頭
注
は
「
附
言
」
の
前
提
的
書
入
れ
で
あ
っ
た

と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う）

6
（

。
し
か
し
頭
注
群
の
な
か
に
は
「
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
附
言
」
を
み
よ
」
と
の
注
も
あ
る）

7
（

。
こ
れ
は
履
軒

が
『
畧
』
な
ら
び
に
「
附
言
」
を
ま
と
め
る
段
階
で
『
雕
題
』
に
戻
っ
て
付
し
た
頭
注
で
あ
る
と
の
見
方
も
で
き
よ
う
が
、「
附

言
」
の
少
な
く
と
も
あ
る
部
分
に
関
し
て
は
『
雕
題
』
と
同
時
に
考
案
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
そ
の
要
諦
が
す
で
に
考
え
ら
れ
て

い
た
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

今
ひ
と
つ
注
意
し
た
い
の
は
、『
尚
書
雕
題
』
が
蔡
沈
（
字
・
仲
黙
、
一
一
六
七
～
一
二
三
〇
）『
書
經
集
傳
』
に
書
入
れ
を
施
す
も

の
で
あ
る
こ
と
。『
集
傳
』
は
後
述
す
る
「
偽
書
」
と
さ
れ
る
諸
編
に
も
分
け
隔
て
な
く
注
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
『
尚
書
雕

題
』
と
「
偽
古
」（
後
世
の
偽
作
）
箇
所
の
徹
底
的
糾
弾
を
展
開
す
る
「
雕
題
附
言
」
に
お
い
て
呈
出
さ
れ
る
認
識
と
の
間
に
は
隔
た

り
が
あ
り
、
今
後
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
『
伏
生
尚
書
』、「
偽
書
目
録
」
で
は
じ
ま
り
「
偽
書
終
」
で
終
わ
り
、
後
出
箇
所
の
み
を
分

出
し
て
「
自
抄
並
注
解
」
を
施
す
同
文
庫
蔵
『
梅
賾
古
文
尚
書
』
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
作
成
開
始
・
終
了
時
期
の
特

定
が
必
要
で
あ
ろ
う）

8
（

。

　

ま
た
、
履
軒
の
『
尚
書
』
研
究
に
は
ほ
か
に
、「
堯
典
」
編
・「
皐
陶
謨
」
編
の
本
文
に
注
解
を
付
し
た
「
典
謨
接
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
『
書
』
典
・
謨
編
の
経
文
を
朱
字
で
記
し
、
そ
の
前
後
に
同
サ
イ
ズ
の
黒
字
の
語
を
補
っ
て
解
釈
を
付
す
も
の
で
、
懐
徳
堂
文

庫
蔵
（
現
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
『
七
經
雕
題
畧
』（
日
本
中
井
積
徳
撰　

手
稿
本　

水
哉
館
遺
書
）
の
易
三
巻
の
末
に
付
さ
れ
て
お

り
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
跋
が
あ
る）

9
（

。
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本
章
で
は
七
八
～
七
九
頁
の
付
録
1
に
て
詳
説
す
る
と
お
り
、『
雕
題
畧
』「
書
」
な
ら
び
に
「
雕
題
附
言
」
に
つ
い
て
は
東
京
大

学
駒
場
図
書
館
所
蔵
本
（
旧
第
一
高
等
学
校
所
蔵
、
桑
名
文
庫
、
白
河
文
庫
の
印
あ
り
）
を
懐
徳
堂
文
庫
本
と
校
合
の
上
利
用
、『
夏
書
逢

原
』
は
懐
徳
堂
文
庫
本
を
利
用
、
さ
ら
に
同
文
庫
蔵
『
伏
生
尚
書
』『
梅
賾
古
文
尚
書
』
を
閲
読
、
履
軒
の
尚
書
研
究
を
辿
っ
た
。

本
章
で
は
ま
ず
、（
1
）十
八
世
紀
日
本
に
お
け
る
『
尚
書
』
研
究
に
つ
い
て
、
当
時
の
日
本
儒
者
が
入
手
し
得
た
宋
～
明
の
諸
書
も

踏
ま
え
な
が
ら
整
理
を
試
み
る
。
そ
の
上
で
、（
2
）履
軒
『
雕
題
』『
畧
』『
逢
原
』
に
引
か
れ
る
宋
～
元
の
『
尚
書
』
研
究
諸
書
を

勘
案
し
な
が
ら
、
履
軒
が
『
尚
書
』
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
依
拠
し
得
た
書
物
群
を
特
定
し
、
ま
た
彼
の
私
塾
で
あ
っ
た
水
哉
館

の
蔵
書
群
の
『
書
』
関
連
諸
書
も
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、（
3
）『
畧
』「
書
」
末
の
「
雕
題
附
言
」
に
展
開
さ
れ
る
彼
の
原
典
批
判

自
体
を
検
討
す
る
。

（
ａ
）　

十
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
日
本
の
『
尚
書
』
研
究
と
宋
・
元
・
明
の
『
尚
書
』
研
究

　

履
軒
は
、
東
晋
以
降
通
行
の
『
尚
書
』
に
混
在
す
る
伏
生
「
今
文
」
尚
書
部
分
を
除
き
、「
孔
氏
真
古
文
」
と
さ
れ
る
も
の
も
含

め
す
べ
て
を
「
偽
書
」
と
断
定
し
た
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
後
半
日
本
に
お
け
る
原
典
批
判
の
水
準
の
一
例
を
呈
示
す
る）

（1
（

。

　

で
は
彼
以
前
の
日
本
に
お
け
る
研
究
水
準
は
と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
、
十
八
世
紀
前
半
で
は
あ
る
が
、
詩
・
書
を
と
り
わ
け
重
視

し
た
荻
生
徂
徠
（
字
・
茂
卿
、
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
に
お
い
て
も
、「
古
文
」
の
諸
系
統
本
へ
の
意
識
は
も
と
よ
り
、
今
／
古
文
の

相
違
へ
の
意
識
も
希
薄
で
あ
り
、「
偽
古
文
」
諸
編
か
ら
の
引
用
も
散
見
さ
れ
る
。
徂
徠
の
絶
賛
す
る
太
宰
春
臺
（
字
・
徳
夫
、
一
六

八
〇
～
一
七
四
七
）『
詩
書
古
傳
』
は
詩
・
書
両
書
か
ら
他
書
へ
の
引
用
を
周
到
に
蒐
集
し
た
も
の
だ
が
、
の
ち
に
「
偽
書
」
と
断
定

さ
れ
る
編
か
ら
の
文
言
も
分
け
隔
て
な
く
引
い
て
い
る）

（（
（

。

　

偽
作
箇
所
へ
の
疑
念
、
あ
る
い
は
す
く
な
く
と
も
〝
気
づ
き
〟
は
す
で
に
宋
の
朱
熹
『
語
類
』
の
「
書
」、
呉
棫
（
字
・
才
老
、
生

没
年
不
詳
、
一
一
二
四
年
の
進
士
）『
書
裨
傳
』（
佚
書
、『
朱
子
語
類
』
他
に
多
く
引
用
）、
同
・
呂
祖
謙
（
字
・
伯
恭
、
一
一
三
七
～
八
一
）
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『
書
説
』、
同
・
陳
大
猷
（
東
陽
の
人
。『
宋
代
尚
書
学
案
』
に
あ
る
東
斎
陳
氏
と
は
別
人
）『
書
集
傳
或
問
』
な
ど
に
も
明
ら
か
で
、
宋
末
・

王
柏
（
号
・
魯
齋
、
一
一
九
七
～
一
二
七
四
）『
書
疑
』
は
「
今
文
」
の
再
検
討
も
提
言
し
た
書
、
宋
末
～
元
初
・
呉
澄
（
字
・
幼
清
、
草

廬
、
一
二
四
九
～
一
三
三
一
）『
今
文
尚
書
纂
言
』（
以
下
、『
書
纂
言
』）
は
、「
偽
書
」
の
断
定
を
試
み
る
書
で
あ
る
（
後
述
））

（1
（

。
ま
た
同
・

郭
守
敬
（
字
・
若
思
、
一
二
三
一
～
一
三
一
六
）
に
も
『
書
』
の
研
究
が
あ
る
が
、
一
六
六
六
年
生
ま
れ
の
徂
徠
、
一
六
八
〇
年
生
ま

れ
の
春
臺
に
関
す
る
限
り
、
こ
れ
ら
重
要
な
尚
書
研
究
に
別
段
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
一
六
九
四
年
生
ま
れ
、
春
臺
よ
り
十
四
歳
年
少
の
伊
藤
蘭
嵎
（
名
・
長
堅
、
字
・
才
蔵
、
～
一
七
七
八
）
に
よ
る
『
書

反
正
』
に
は
、
呉
棫
『
書
裨
傳
』
の
語
、『
書
疑
』、『
書
纂
言
』、
さ
ら
に
は
こ
れ
も
尚
書
研
究
の
重
要
な
書
で
あ
る
明
・
梅
鷟

（
字
・
致
齊
、
生
没
年
不
詳
、
一
五
〇
六
～
二
一
年
の
進
士
）『
尚
書
考
異
』
が
引
か
れ
て
い
る）

（1
（

。
ま
た
、
蘭
嵎
の
長
兄
東
涯
（
名
・
長
胤
、

字
・
元
蔵
、
一
六
七
〇
～
一
七
三
六
）
は
徂
徠
の
四
つ
下
、
春
臺
の
十
歳
年
上
だ
が
、
彼
の
『
辨
疑
録
』
巻
之
四
（
宝
永
五
年
〈
一
七
〇

八
〉）
に
は
「
古
文
尚
書
其
書
晩
出
（
す
な
わ
ち
東
晋
梅
賾
に
よ
る
も
の

─
筆
者
）。
可
疑
者
最
多
矣
。
先
儒
宋
呉
才
老
（
棫
）
朱
子
趙

南
塘
元
呉
臨
川
（
澄
）
梅
鷟
郝
敬
帰
有
光
呉
延
翰
徐
興
喬
等
。
皆
言
其
可
疑
。
最
可
信
也
」
と
あ
る）

（1
（

。
こ
こ
に
は
「
偽
古
」
箇
所
の

断
定
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
呉
棫
、
朱
子
、
呉
澄
、
梅
鷟
、
郝
敬
（
字
・
仲
輿
、
一
五
五
八
～
一
六
三
九
）
ら
の
書
が
縦
横
に
引
か
れ
、

こ
れ
は
ま
た
蘭
嵎
『
書
反
正
』「
序
説
」
に
そ
の
ま
ま
長
々
と
書
写
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。『
書
反
正
』
の
「
堅
（
長
堅
＝
蘭
嵎

─
筆
者
）
也

何
人
而
敢
議
此
。
今
奉
承
朱
呉
之
餘
論
。
紹
續
父
兄
之
遺
志
。
併
其
不
當
分
。
去
後
之
僞
誤
。
復
伏
生
舊
本
」
と
の
言）

（1
（

に
も
、
十
七

世
紀
末
～
十
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
伊
藤
家
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
宋
～
明
の
最
先
端
の
『
尚
書
』
研
究
と
、
そ
れ
を
継
承
発
展

さ
せ
ん
と
す
る
蘭
嵎
の
意
志
が
読
み
取
れ
る
。

　

東
涯
が
こ
れ
ら
の
書
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
閲
覧
す
る
に
い
た
っ
た
か
の
特
定
は
容
易
で
は
な
い
が
、『
古
義
堂
文
庫
目
録
』

上
の
「
東
涯
書
誌
略
」「
慥
庵
詩
艸
」
の
項
に
あ
る
、「
通
志
堂
經
解
ヲ
模
セ
シ
原
稿
用
紙
ヲ
用
ヒ
二
册
ヲ
合
綴
セ
シ
モ
ノ
ヽ
全
部
ヲ

通
ジ
テ
元
祿
五
年
ヨ
リ
正
徳
元
年
ニ
イ
タ
ル
作
ヲ
収
ム
」
と
の
文
言）

（1
（

は
、
彼
が
一
六
八
〇
年
刊
の
同
『
經
解
』
を
、
一
六
九
二
年
を
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迎
え
る
ま
で
に
す
で
に
目
に
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
同
『
經
解
』
の
日
本
へ
の
載
来
年
や
特
定
の
儒
者
が
い
つ
閲
覧
し
た

か
の
確
定
は
困
難
だ
が
、
こ
れ
は
、『
尚
書
全
解
』『
書
疑
』『
書
纂
言
』
な
ど
を
収
め
る
。
加
え
て
上
述
の
ご
と
く
東
涯
は
履
軒
が

引
い
て
い
な
い
梅
鷟
、
郝
敬
ら
の
書
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』
は
、
明
代
ま
で
の
尚
書
研
究
の
重
要
な

到
達
点
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
播
磨
の
出
で
京
都
に
も
長
く
定
住
、
蓮
池
藩
（
佐
賀
支
藩
）
の
藩
儒
な
ど
を
つ
と
め
、
岡
島
冠
山
な
ど
と
も
交
流
の
あ
っ

た
岡
（
ま
た
は
岡
田
）
白
駒
（
字
・
千
里
、
一
六
九
二
～
一
七
六
七
）
に
は
『
尚
書
解
』
が
あ
り）

（1
（

、
こ
れ
も
さ
き
に
あ
げ
た
呉
棫
、
朱
子
、

呉
澄
、
梅
鷟
、
郝
敬
ら
の
『
書
』
研
究
へ
の
造
詣
を
示
す
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
下
郷
次
郎
八
（
字
・
學
海
、
一
七
四
二
～
九
〇
）『
尚

書
去
病
』
は
「
呉
澄
尚
書
纂
言
目
録
」（
十
一
オ
～
）
が
付
さ
れ
た
、『
書
纂
言
』
か
ら
多
く
を
引
く
書
で
あ
る）

（1
（

。
ま
た
、
赤
穂
藩
校

教
授
も
つ
と
め
た
赤
松
蘭
室
（
字
・
大
業
、
一
七
四
三
～
九
七
）
は
『
書
疑
』
に
訓
点
を
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
に
湯
浅
常
山
（
元
禎
、
字
・
之
祥
、
一
七
〇
八
～
八
一
）
の
跋
が
付
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

　
『
尚
書
』
研
究
と
い
え
ば
清
儒
の
研
究
、
と
り
わ
け
閻
若
璩
（
字
・
百
詩
、
一
六
三
六
～
一
七
〇
四
）『
尚
書
古
文
疏
證
』、
王
鳴
盛

（
字
・
鳳
喈
、
一
七
二
〇
～
九
七
）『
尚
書
後
案
』、
江
聲
（
字
・
叔
澐
、
一
七
二
一
～
九
九
）『
尚
書
集
注
音
疏
』
が
夙
に
著
名
で
あ
る
が
、

上
に
略
述
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
十
八
世
紀
日
本
に
お
け
る
『
尚
書
』
研
究
を
考
え
る
に
は
、
宋
～
明
ま
で
の
諸
々
の
『
尚

書
』
研
究
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
と
り
わ
け
履
軒
に
お
い
て
は
、
元
・
呉
澄
『
書
纂
言
』
が
重
要
な
書
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考

え
る
（
後
述
）。
ま
た
、
こ
こ
に
略
述
し
た
事
例
か
ら
は
、
や
や
も
す
れ
ば
看
過
さ
れ
が
ち
な
こ
の
時
代
の
日
本
に
お
け
る
『
尚
書
』

研
究
の
活
況
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
も
付
記
し
た
い
。

（
ｂ
）　

宋
・
元
・
明
の
『
尚
書
』
研
究
と
履
軒

　

さ
て
、
履
軒
に
も
ど
る
が
、
彼
が
い
つ
頃
よ
り
「
偽
作
」
箇
所
に
関
す
る
確
信
を
も
っ
て
い
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
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前
述
し
た
よ
う
に
『
尚
書
雕
題
』
は
「
偽
古
」
箇
所
も
分
け
隔
て
な
く
収
め
る
蔡
沈
『
書
經
集
傳
』
に
注
釈
を
付
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
『
典
謨
接
』
に
お
い
て
は
「
舜
典
」
の
編
首
二
十
八
字
が
削
除
さ
れ
「
堯
典
」
に
接
続
せ
ら
れ
、「
大
禹
謨
」
は
梅
賾

の
偽
作
と
し
て
削
除
さ
れ
、「
皐
陶
謨
」
は
「
益
稷
」
と
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
れ
に
は
安

永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
跋
が
あ
る
。『
尚
書
雕
題
』、『
雕
題
畧
』
と
同
「
附
言
」、
こ
れ
ら
と
『
典
謨
接
』
各
々
の
成
立
時
期
の
特

定
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
履
軒
に
お
い
て
は
す
で
に
一
七
七
〇
年
代
前
半
ま
で
に
「
偽
古
」
箇
所
に
関
す
る
一
定
の
認
識
が
形
成
さ

れ
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

さ
き
に
徂
徠
、
春
臺
、
伊
藤
東
涯
・
蘭
嵎
兄
弟
に
お
け
る
『
尚
書
』
へ
の
意
識
と
、
と
く
に
伊
藤
兄
弟
の
目
に
し
て
い
た
文
献
に

つ
い
て
触
れ
た
が
、
翻
っ
て
履
軒
自
身
は
、
ど
の
よ
う
な
水
準
の
尚
書
研
究
に
触
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、『
雕
題

畧
』「
書
」（
巻
之
二
─
一
、
二
）
に
引
か
れ
て
い
る
、
の
ち
の
「
偽
書
」
部
分
の
特
定
に
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
本
格
的
な
検
証
を

行
な
っ
た
人
物
、
書
物
を
列
挙
す
る
と
、
さ
き
の
宋
・
呉
棫
『
書
裨
傳
』、
同
・
林
之
奇
（
字
・
少
穎
、
一
一
一
二
～
七
六
）『
尚
書
全

解
』、
呂
祖
謙
『
書
説
』、『
朱
子
語
類
』「
尚
書
」（
巻
七
十
八
）、
陳
大
猷
『
書
集
傳
或
問
』、
王
柏
『
書
疑
』、
郭
守
敬
、
呉
澄
『
書

纂
言
』、
さ
ら
に
は
清
・
呂
治
平
（
号
・
愚
庵
、
海
寧
の
人
。
書
名
が
特
定
で
き
な
い
が
恐
ら
く
『
五
經
辨
訛
』
の
「
書
」）
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
『
書
』
研
究
を
残
し
た
人
物
で
は
な
い
が
、
蘇
頌
（
字
・
子
容
、
一
〇
二
〇
～
一
一
〇
一
）
な
ど
が

『
書
』
の
天
文
・
地
理
関
連
の
記
述
に
関
連
し
て
引
か
れ
る
ほ
か
、
楊
升
菴
（
字
・
用
修
、
一
四
八
八
～
一
五
五
九
）、
陳
新
安
（
字
・
壽

翁
、
休
寧
の
人
）
の
お
そ
ら
く
は
『
書
集
傳
纂
疏
』、
王
炎
（
字
・
晦
叔
、
一
一
三
八
～
一
二
一
八
）、
呉
蘇
原
（
字
・
崇
伯
、
生
没
年
不
詳
、

一
五
二
一
年
の
進
士
）、
薛
敬
軒
（
文
清
、
字
・
徳
温
、
一
三
八
九
～
一
四
六
四
）、
さ
ら
に
は
蘇
東
坡
（
字
・
子
瞻
、
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）、

陳
新
安
な
ど
の
名
も
み
ら
れ
る
。

　

単
純
に
引
用
回
数
で
み
る
と
、
呉
棫
『
書
裨
傳
』、
王
魯
齋
『
書
疑
』
が
多
く
（
四
回
）、
つ
い
で
林
之
奇
『
尚
書
全
解
』、
呉
澄

『
書
纂
言
』、
呂
治
平
も
複
数
回
引
か
れ
る
。
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さ
ら
に
履
軒
の
『
尚
書
』
研
究
の
基
盤
の
特
定
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
が
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
「
中
井
積
徳
（
履
軒
）
手
抄　

水
哉
館
遺
書
『
經
解
目
録
』
一
巻
」
で
あ
る
。『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
『
通
志
堂
經
解
』
の
目
録
で

あ
る
が
、
こ
れ
の
「
書
」
の
項
目
と
『
通
志
堂
經
解
』
の
目
録
と
は
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
手
抄
さ

れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
履
軒
が
『
書
』
を
考
究
す
る
に
あ
た
っ
て
み
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
さ
き
に
示
し
た
よ
う
に
、

『
書
裨
傳
』『
尚
書
全
解
』『
朱
子
語
類
』『
書
疑
』『
書
纂
言
』
な
ど
は
履
軒
『
七
經
雕
題
畧
』
の
「
書
」
に
傍
捜
博
引
さ
れ
て
い
る
。

　

呉
棫
『
書
裨
傳
』
は
佚
書
な
の
で
『
經
解
』
に
も
な
い
が
、
こ
の
書
は
最
も
早
い
段
階
で
「
増
多
之
書
。
皆
文
従
字
順
。
非
若
伏

生
之
書
。
詰
曲
聱
牙
。
夫
四
代
之
書
。
作
者
不
一
」）

1（
（

と
、
宋
代
に
行
な
わ
れ
て
い
た
『
尚
書
』
が
の
ち
に
複
数
の
者
に
よ
る
付
加
が

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
字
・
句
、
文
体
の
異
質
性
に
基
づ
い
て
指
摘
し
た
書
で
あ
り
、『
朱
子
語
類
』
に
も
多
く
が
引
か

れ
て
い
る
。

　
『
尚
書
全
解
』
は
後
学
に
よ
っ
て
「
偽
古
」
と
さ
れ
る
編
も
含
め
す
べ
て
に
周
到
な
注
を
施
す
大
部
の
書
、『
書
疑
』
は
伏
生
口
伝

の
経
と
さ
れ
る
も
の
に
疑
義
を
呈
し
た
最
初
の
書
で
あ
り）

11
（

、
抜
本
的
な
「
今
文
」
の
再
検
討
も
提
言
し
た
書
で
あ
る）

11
（

。「
有
宋
諸
儒
。

始
疑
古
文
後
出
。
非
尽
孔
壁
之
舊
。
然
於
今
文
。
固
未
有
擬
議
也
。
其
并
今
文
而
疑
之
。
則
自
公
（
王
魯
齋

─
筆
者
）
始
」
と
の
納

蘭
成
徳
に
よ
る
序）

11
（

も
そ
れ
を
示
す
。『
通
志
堂
經
解
』
は
こ
れ
ら
を
収
め
る
。

　

一
方
、『
雕
題
畧
』
の
「
書
」、
そ
の
「
附
言
」
な
ど
に
清
儒
に
よ
る
名
だ
た
る
尚
書
研
究
が
引
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
履
軒
の
旧

蔵
書
な
ら
び
に
懐
徳
堂
の
蔵
書
を
み
て
も
、
彼
が
こ
れ
ら
を
見
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い）

11
（

。
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持

渡
書
の
研
究
』
を
み
る
限
り
、
閻
若
璩
『
尚
書
古
文
疏
證
』
の
載
来
は
案
外
遅
く
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
王
鳴
盛
『
尚
書
後
案
』

は
刊
行
（
乾
隆
四
五
年
〈
一
七
八
〇
〉）
か
ら
十
一
年
後
の
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
で
あ
る）

11
（

。
両
書
と
も
履
軒
が
晩
年
に
み
て
い
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
彼
の
『
典
謨
接
』
が
一
七
七
三
年
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
彼
の
尚
書
研

究
の
根
幹
の
形
成
に
寄
与
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
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一
七
三
六
年
に
山
井
鼎
『
七
經
孟
子
考
文
』
が
清
に
も
た
ら
さ
れ
て
以
来
、
東
シ
ナ
海
を
は
さ
ん
で
の
書
物
の
往
来
は
め
ざ
ま
し

い
が
、
同
時
に
、
わ
ず
か
な
生
没
年
や
生
活
領
域
の
差
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
た
江
戸
儒
者
た
ち
の
間
で
の
〝
情
報
量
〟
に
決
定

的
な
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
末
時
点
で
の
邦
儒
に
よ
る
尚
書
研
究
で
最
も
注
目
す
べ
き
人
物
の
一
人
は
大
田
錦
城

（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）
で
あ
る
。
履
軒
は
一
七
三
二
年
生
ま
れ
、
錦
城
よ
り
三
十
三
歳
年
長
だ
が
没
年
は
八
年
早
い
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
錦
城
は
履
軒
が
み
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
清
儒
の
著
述
物
、
す
な
わ
ち
顧
炎
武
（
字
・
忠
清
、
一
六
一
三
～
八
二
）『
日
知
録
』、

胡
渭
（
字
・
朏
明
、
一
六
三
三
～
一
七
一
七
）『
洪
範
正
論
』、
毛
奇
齢
（
字
・
大
可
、
一
六
二
三
～
一
七
一
六
）『
西
河
合
集
』、
江
聲
『
尚

書
集
注
音
疏
』、
そ
し
て
さ
き
の
閻
、
王
鳴
盛
の
著
書
を
、
多
紀
家
の
蔵
書
の
恩
恵
に
よ
り
み
て
い
る）

11
（

。
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
書
に

対
す
る
同
時
代
的
評
価
に
関
し
て
も
敏
感
で
あ
っ
た
の
は
、
た
と
え
ば
『
西
河
合
集
』
を
引
く
に
あ
た
っ
て
全
謝
山
（
字
・
紹
衣
、

一
七
〇
五
～
五
五
）『
經
史
問
答
』
の
「
西
河
好
作
偽
。
毎
自
捏
造
以
欺
人
如
此
」
な
ど
と
い
っ
た
語
を
援
引
し
て
い
る
の
に
現
れ
て

い
る）

11
（

。

　

い
う
ま
で
も
な
く
清
儒
の
尚
書
研
究
は
そ
の
今
・
古
、
真
偽
を
論
定
す
る
に
お
い
て
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
、
と
り
わ
け

閻
『
疏
證
』
が
「
増
多
」
部
分
が
東
晋
以
降
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周
到
に
証
明
し
、
王
『
尚
書
後
案
』、
江
聲
『
尚

書
集
注
音
疏
』
は
『
疏
證
』
も
含
め
た
清
初
よ
り
の
清
儒
の
尚
書
研
究
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る）

11
（

。『
尚
書
後
案
』
は
、
冒
頭
の

「
尚
書
後
案
。
何
爲
作
也
。
所
以
発
揮
鄭
氏
康
成
一
家
之
學
也
」
と
の
語
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
鄭
注
を
軸
に
『
尚
書
』
を
読
む
こ

と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
の
み
な
ら
ず
王
鳴
盛
は
、
吉
川
幸
次
郎
ら
が
指
摘
す
る
鄭
注
の
特
性
、
す
な
わ
ち
当
代
（
後
漢
）

儒
者
の
傾
向
の
反
映
で
も
あ
る
彼
の
呪
術
的
注
釈
、
さ
ら
に
は
と
り
わ
け
鄭
注
特
有
の
法
則
的
・
数
理
的
解
釈）

11
（

を
適
宜
取
捨
し）

1（
（

、

「
案
曰
」
と
し
て
王
注
、
孔
伝
と
疏
へ
の
反
論
・
修
正
を
施
し
、
さ
ら
に
「
辨
曰
」
と
し
て
諸
論
の
博
捜
に
基
づ
く
持
論
を
展
開
す

る
。
こ
の
書
と
『
尚
書
集
注
音
疏
』、
そ
し
て
『
疏
證
』
は
尚
書
研
究
の
最
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

王
鳴
盛
、
江
聲
と
履
軒
は
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ
り
、
履
軒
が
『
後
案
』『
音
疏
』『
疏
證
』
を
み
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
彼
に
お
け
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る
『
尚
書
』
研
究
と
清
代
尚
書
研
究
の
達
成
と
の
比
較
も
重
要
な
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
履
軒
よ
り
一
世
紀
以
上
前
に
生
ま
れ
た
閻

若
璩
（
一
六
三
六
生
）
は
、「
天
下
の
学
術
は
真
と
偽
な
る
の
み
。
偽
な
る
者
苟
も
存
す
れ
ば
、
則
ち
真
な
る
者
必
ず
蝕
む
所
と
為
ら

ん
」
と
、
そ
の
旺
盛
な
る
原
典
批
判
の
精
神
を
吐
露
す
る
（『
尚
書
古
文
疏
證
』
第
百
二
十
二
章
）。
履
軒
も
実
に
辛
辣
な
「
偽
書
」
批

判
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
点
の
比
較
も
興
味
深
い
。

　

さ
て
、
尚
書
研
究
に
お
け
る
清
儒
の
意
義
に
つ
い
て
は
す
で
に
諸
研
究
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
八
の

「
尚
書
注
并
序
、
某
疑
非
孔
安
國
所
作
」
と
の
語
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
書
序
」
な
ら
び
に
孔
安
国
「
伝
」、
さ
ら
に
は
注
へ
の

疑
義
は
早
く
宋
儒
に
よ
っ
て
呈
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
呉
棫
『
書
疑
』
は
今
文
／
古
文
の
差
異
に
着
目
、
さ
ら
に
は
の
ち
に
「
偽

古
」
と
断
定
さ
れ
る
に
い
た
る
諸
編
に
対
し
具
体
的
に
疑
義
を
呈
す
る
も
の
で
、『
書
纂
言
』
は
古
文
尚
書
の
「
偽
古
」
部
分
を

「
断
定
」
し
た
最
初
の
書
と
い
え
、
と
く
に
彼
に
よ
る
①
経
文
「
増
多
」
箇
所
二
十
五
編
が
東
晋
梅
賾
に
よ
る
偽
作
で
あ
る
と
の
指

摘
（
呉
澄
『
今
文
尚
書
纂
言
』
五
ウ
～
六
ウ
）、
②
孔
安
国
（
孔
子
十
一
世
の
孫
）
の
「
真
古
文
」
は
伝
わ
ら
ず
、
の
ち
に
張
覇
が
「
偽

作
」
し
た
も
の
と
混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と
（「
孔
壁
眞
古
文
書
不
傳
。
後
有
張
覇
僞
作
」〈
同
、
六
ウ
〉、「
古
經
十
六
巻
者
。
即
張
覇
僞
古
文
書

二
十
四
篇
也
」〈
同
、
七
オ
〉）、
さ
ら
に
③
伏
生
か
ら
欧
陽
生
、
大
・
小
夏
侯
（
夏
侯
勝
・
夏
侯
建
）
に
伝
わ
っ
た
「
今
文
」（
こ
れ
す
な

わ
ち
「
真
古
文
」
と
ほ
ぼ
同
一
な
の
は
の
ち
に
王
鳴
盛
、
大
田
錦
城
な
ど
が
指
摘
）
が
漢
代
以
降
途
絶
え
た
こ
と
（「
漢
世
大
小
夏
侯
歐
陽
氏
所

傳
尚
書
。
止
有
二
十
九
篇
者
。
廃
不
復
行
」〈
同
、
七
ウ
〉）
の
指
摘
は
注
目
さ
れ
よ
う）

11
（

。

　

さ
き
に
あ
げ
た
呉
棫
『
書
裨
傳
』、
林
之
奇
『
尚
書
全
解
』、『
朱
子
語
類
』「
尚
書
」、
王
柏
『
書
疑
』
も
重
要
だ
が
、『
書
纂
言
』

に
よ
る
こ
れ
ら
の
指
摘
、
経
文
も
含
め
た
偽
書
の
「
断
定
」
は
重
要
で
、
大
田
錦
城
に
よ
る
「
尚
書
増
多
二
十
五
篇
ノ
僞
書
タ
ル
ハ

（
中
略
）
元
ノ
呉
澄
カ
纂
言
ニ
テ
刊

（
け
ず
）リ

去
タ
リ
」
と
の
指
摘
（『
梧
窓
漫
筆
』
後
編
・
下
、
三
十
六
ウ
）
が
象
徴
的
で
あ
る）

11
（

。
履
軒
は
こ
の

書
を
、
晩
年
の
作
で
あ
る
『
逢
原
』
で
は
な
く
『
雕
題
畧
』
の
段
階
で
引
用
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
は
履
軒
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
王
『
尚
書
後
案
』、
さ
ら
に
は
閻
『
疏
證
』
な
ど
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
履
軒
の
説
を
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検
討
す
る
。

二　

履
軒
の
古
文
経
「
原
典
」
批
判

（
ａ
）　
『
尚
書
』
の
生
成
過
程
、
諸
系
統
本
に
つ
い
て
の
基
本
認
識

　

王
鳴
盛
と
履
軒
は
見
解
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
注
目
す
べ
き
相
違
点
も
散
在
す
る
。「
尚
書
後
辨
」
は
『
尚
書
後

案
』
の
末
尾
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
、「
孔
序
」、『
漢
書
』「
藝
文
志
」（「
漢
志
」）
な
ら
び
に
「
儒
林
傳
」
等
の
誤
り
を
適
宜
正
し
、

「
辨
曰
」
と
し
て
展
開
す
る
自
説
に
お
い
て
は
「
偽
古
」
箇
所
も
忌
憚
な
く
摘
発
す
る
も
の
で
、
位
置
づ
け
と
し
て
は
履
軒
の
『
雕

題
畧
』
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
雕
題
附
言
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
も
い
え
よ
う
。
以
下
、
こ
の
「
後
辨
」
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
履
軒

の
見
解
を
み
る
。

　

ま
ず
、
履
軒
の
『
尚
書
』
諸
系
統
の
相
違
に
関
す
る
基
本
的
な
認
識
に
つ
い
て
だ
が
、
彼
は
『
尚
書
』
今
・
古
文
の
相
違
、
さ
ら

に
は
現
在
通
行
の
「
古
文
尚
書
」
が
司
馬
遷
、
班
固
、
馬
融
ら
が
み
た
漢
代
の
も
の
と
異
な
る
、
東
晋
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。

（
又
）
按
。
孔
氏
古
文
尚
書
。
班
馬
皆
言
之
。
蓋
非
虚
妄
。
但
所
謂
古
文
。
又
與
梅
賾
古
文
殊
。
夫
史
遷
既
問
安
國
入
其
書
。

而
其
書
所
記
録
與
梅
賾
古
文
。
大
不
同
。
可
以
見
巳
。
自
梅
賾
古
文
行
于
世
。
而
歐
陽
夏
侯
之
尚
書
廃
矣
。
故
堯
典
微
子
諸
篇

之
異
同
。
今
不
可
考
。
但
金
縢
一
篇
。
本
紀
次
序
解
説
。
大
與
梅
賾
殊
。
而
班
史
稱
史
記
金
縢
用
古
文
之
説
。
是
不
亦
明
證
乎
。



（「
雕
題
附
言
」、
二
ウ
）

（
ま
た
思
う
に
、
孔
安
國
の
「
古
文
尚
書
」
に
つ
い
て
は
、
班
固
、
馬
融
と
も
ど
も
皆
な
こ
れ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
け
っ
し
て

虚
妄
な
ど
で
は
な
い
。
但
し
所
謂
「
古
文
」
と
い
う
も
の
は
、
梅
賾
の
（
偽
作
し
た
）
古
文
と
は
殊
な
る
も
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
、
彼
が
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『
史
記
』
に
『
書
』
を
引
く
に
あ
た
っ
て
は
、
安
國
か
ら
既
に
直
接
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
記
事
（『
史
記
』
に
引
く
『
尚
書
』
か
ら
の
引

用
文
）
と
梅
賾
の
古
文
と
は
大
い
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
梅
賾
に
よ
る
古
文
尚
書
が
世
に
通
行
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
欧
陽
、
夏
侯
ら
の
み
て
い
た
『
尚
書
』
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
故
に
「
堯
典
」
や
「
微
子
」
と
い
っ
た
諸
編
の
異

同
に
つ
い
て
、
今
日
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
「
金
縢
」
編
に
関
し
て
は
、（『
史
記
』）「
本
紀
」
の
次
・
序
に
あ
る
も
の
と
梅
賾

の
そ
れ
と
は
殊
な
る
。『
漢
書
』
に
あ
る
、『
史
記
』
に
は
「
金
縢
」
の
古
文
の
説
を
用
い
た
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
も
、
こ
れ
ま
た
そ
の
確
か

な
証
左
と
な
ろ
う
）

　

た
だ
し
漢
代
通
行
の
古
文
と
現
行
の
そ
れ
と
の
違
い
は
『
書
疑
』
や
『
書
纂
言
』
に
も
明
言
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
『
通
志

堂
經
解
』
を
み
て
い
た
で
あ
ろ
う
履
軒
に
お
け
る
こ
れ
の
認
識
は
別
段
特
記
に
は
値
し
な
い
。
一
方
、
右
の
語
に
は
明
言
さ
れ
て
い

な
い
が
、「
金
縢
」
編
を
「
偽
書
」
と
す
る
の
は
管
見
で
は
履
軒
た
だ
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
検
証
を
試
み
た
い
。

　

つ
ぎ
に
履
軒
に
お
け
る
諸
系
統
本
の
伝
承
経
緯
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
だ
が
、「
附
言
」
冒
頭
で
『
史
記
』「
儒
林
傳
」、『
漢

書
』「
儒
林
傳
」
を
引
い
た
あ
と
曰
く
、

按
尚
書
論
古
今
文
。
莫
先
於
史
遷
。
而
言
之
可
據
。
亦
莫
若
史
遷
也
。
史
遷
言
伏
生
壁
蔵
後
亡
数
十
篇
（
但
し
「
今
文
二
十
九

編
」
は
存
在

─
筆
者
）。
然
則
孔
序
所
云
。
伏
生
失
本
經
而
口
授
。
及
衛
宏
所
云
伏
生
使
其
女
傳
言
教
錯
。
皆
横
加
詆
誣
耳
。

（「
雕
題
附
言
」、
二
オ
）

（
思
う
に
、『
尚
書
』
の
古
文
、
今
文
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
司
馬
遷
が
最
初
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
言
は
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

遷
は
伏
生
が
（『
書
』
を
）
壁
に
隠
し
た
後
、
そ
の
な
か
の
数
十
編
を
失
っ
た
こ
と
を
言
う
。
し
か
れ
ば
（
こ
れ
は
、「
し
か
し
な
が
ら
」
で
あ

る
の
は
後
述
）「
孔
序
」
の
い
う
よ
う
に
、
伏
生
は
本
経
を
（
す
べ
て
）
失
い
、
伝
承
は
口
伝
え
の
み
に
よ
っ
た
と
の
説
、
及
び
衛
宏
が
（
伏
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生
の
）
娘
に
伝
え
せ
し
め
た
と
す
る
説
は
、
皆
な
で
た
ら
め
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
）

　

伏
生
か
ら
の
『
尚
書
』
二
十
九
編
（
履
軒
が
こ
れ
を
二
十
八
編
＋
偽
太
誓
一
編
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
は
の
ち
に
触
れ
る
）
伝
承
に
つ
い

て
の
記
述
は
、『
史
記
』「
儒
林
傳
」、『
漢
書
』「
晁
錯
傳
」、「
儒
林
傳
」、『
論
衡
』
正
説
編
、
さ
ら
に
は
『
漢
書
』「
儒
林
傳
」
注
引

の
衛
宏
「
尚
書
序
」
な
ら
び
に
「
楚
元
王
傳
」
に
引
か
れ
る
劉
歆
「
移
太
常
博
士
書
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
履
軒
は
、

『
史
記
』
の
、
伏
生
が
「
壁
蔵
」
後
に
書
数
十
編
を
失
っ
た
も
の
の
、
二
十
九
編
が
残
っ
た
と
の
説
（「
伏
生
求
其
書
。
亡
数
十
篇
。
獨

得
二
十
九
篇
」「
列
傳
」
第
六
十
一
）
に
鑑
み
な
が
ら
、「
孔
伝
」（
孔
安
国
の
「
真
古
文
」）
の
本
経
が
す
べ
て
失
わ
れ
口
授
さ
れ
た
と
す

る
説
、
衛
宏
の
口
伝
説
を
み
な
「
横
加
詆
誣
耳
」
と
否
定
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
履
軒
が
批
判
す
る
の
は
、「
濟
南
伏
生
。
年
過

九
十
。
失
其
本
經
。
口
以
伝
授
」
と
の
「
孔
安
國
尚
書
序
」（
偽
書
）
の
語
、
な
ら
び
に
そ
の
「
疏
」
の
「
伏
生
壁
内
得
二
十
九
篇
。

而
云
失
其
本
經
。
口
以
傳
授
者
（
中
略
）
傳
教
既
久
。
誦
文
則
熟
。
至
其
末
年
。
因
其
習
誦
。
或
亦
目
暗
。
至
年
九
十
晁
錯
往
受
之

時
。
不
執
經
而
口
授
之
故
也
」
で
あ
る）

11
（

。

　

本
経
亡
佚
説
は
陸
徳
明
（
？
～
六
三
〇
）『
經
典
釋
文
』
に
も
「
伏
生
失
其
本
經
。
口
誦
二
十
九
篇
傳
授
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
巻

之
一
）。
王
鳴
盛
は
、
徳
明
が
東
晋
梅
賾
の
『
尚
書
』（
梅
本
）
を
「
古
文
」
と
す
る
「
無
識
」
を
批
判
す
る
（「
後
辨
」〈『
後
案
』
巻
八
、

十
四
ウ
〉）
が
、
徳
明
が
本
経
を
「
亡
」
と
し
た
の
は
梅
本
の
「
孔
安
國
伝
」（「
孔
伝
」）
を
無
批
判
に
と
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
「
附
言
」
の
語
に
戻
る
と
、
続
け
て
履
軒
は
「
夫
伏
生
以
尚
書
教
授
于
齋
魯
之
間
。
固
無
本
經
不
録
之
理
」（
伏
生
は
『
尚
書
』
を

も
っ
て
齋
・
魯
の
国
で
教
え
て
い
た
の
だ
。
本
経
が
「
録そ

な

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
の
「
理
」
が
あ
り
得
よ
う
か
）
と
述
べ
、「
孔
序
衛
宏
之

欺
」
の
甚
だ
し
き
が
批
判
さ
れ
る
（
二
オ
）。
こ
の
、
履
軒
に
よ
る
「
本
經
亡
佚
」
説
の
否
定
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
履
軒

が
み
た
『
尚
書
』
研
究
は
、
既
述
の
と
お
り
元
・
呉
澄
『
書
纂
言
』
ま
で
で
、『
書
纂
言
』
は
「
錯
所
不
知
凡
十
二
三
。
略
以
其
意

屬
讀
而
己
」
と
の
「
孔
伝
」
ほ
か
に
あ
る
語
を
そ
の
ま
ま
引
き
、
さ
ら
に
「
夫
此
二
十
八
篇
。
伏
生
口
授
。
而
晁
錯
以
意
屬
讀
者
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也
」）

11
（

と
、
今
文
は
あ
く
ま
で
「
口
伝
え
」
さ
れ
た
の
み
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
「
亡
佚
」
説
の
批
判
は
あ
く
ま

で
清
儒
の
研
究
を
俟
ち
、
履
軒
の
同
世
代
の
日
本
儒
者
の
説
に
も
「
亡
佚
」
説
批
判
は
み
あ
た
ら
な
い）

11
（

。

　

さ
て
、
履
軒
の
説
を
王
鳴
盛
「
後
辨
」
と
比
較
す
る
と
、「
本
経
を
失
っ
た
」
と
の
孔
伝
説
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
点
で
履
軒
と

王
は
見
解
の
一
致
を
み
る
が
、
逆
に
衛
宏
説
に
つ
い
て
は
、
王
は
是
と
し
て
い
る
。「
後
辨
」
所
収
の
「
孔
安
國
序
」
に
、
顔
師
古

の
引
く
衛
宏
「
尚
書
序
」
の
言
も
含
め
て
曰
く
、

孝
文
使
朝

（
晁
）錯

往
受
伏
生
書
。
顔
注
引

（
マ
マ
）衛

宏
尚
書
序
云
。
伏
生
老
不
能
正
言
。
使
其
女
傳
教
錯
。
齋
人
語
與
潁
川
異
。
錯
所
不
知

十
二
三
。
畧
以
意
讀
。
宏
此
言
是
也
。

（
二
ウ
～
三
オ
）

（
孝
文
帝
は
、
晁
錯
を
し
て
伏
生
に
『
尚
書
』
に
つ
い
て
学
び
に
行
か
せ
た
。
顔
師
古
の
引
く
「
衛
宏
尚
書
序
」
に
は
、「
伏
生
は
年
老
い
て
い

て
正
言
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
娘
を
し
て
晁
錯
に
教
え
せ
し
め
た
が
、
斉
人
の
語
と
潁

（
え
い
せ
ん
）

川
の
言
葉
に
は
違
い
が
あ
り
、
晁
錯
が
理
解
で
き

な
い
言
葉
が
十
に
二
、
三
あ
っ
た
の
で
、
憶
測
も
交
え
な
が
ら
読
ん
だ
」
と
あ
る
。
宏
の
こ
の
言
は
正
鵠
を
射
て
い
よ
う
）

　
「
後
辨
」
で
は
こ
の
よ
う
に
、
伏
生
の
年
齢
、
斉
語
と
潁
川
語
と
の
差
異
か
ら
よ
く
伝
わ
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
す
る
「
宏
此

説
」
を
「
是
」
と
す
る
が
、
し
か
し
そ
の
上
で
王
鳴
盛
は
、「
僞
孔
則
意
謂
。
伏
生
失
其
本
經
。
口
以
傳
授
。
生
縦
耄
。
何
至
家
無

本
經
。
僞
孔
特
誤
会
衛
宏
之
言
。
遂
妄
造
此
語
。
其
實
不
然
」（
同
、
三
オ
）
と
、「
縦た

と

え
伏
生
が
耄お

い
て
」
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ

故
「
本
経
が
亡
佚
」
し
た
と
す
る
の
は
衛
宏
説
の
誤
解
（
あ
る
い
は
曲
解
）
に
起
因
す
る
誤
り
、
偽
説
の
「
妄
造
」
だ
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
れ
は
「
作
僞
者
。
特
欲
抑
伏
以
自
伸
」
ゆ
え
で
あ
り
、
今
文
諸
派
を
排
斥
す
べ
く
偽
孔
伝
の
作
者
が
講
じ
た
策
略
で
あ
る

と
、
富
永
仲
基
「
加
上
説
」
を
彷
彿
さ
せ
る
ご
と
く
論
難
す
る
（
三
オ
）。

　

履
軒
は
、『
書
』
の
編
数
に
つ
い
て
も
以
下
の
見
解
を
示
す
。
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按
經
二
十
九
巻
者
。
謂
伏
生
書
二
十
八
篇
。
與
僞
泰
誓
一
篇
也
。
篇
各
為
巻
。
故
二
十
九
巻
也
。
古
文
經
四
十
六
巻
。
即
孔
氏

家
書
。
與
伏
生
合
有
二
十
九
篇
。
而
憎

（
増
）多

逸
書
十
六
篇
。
及
百
篇
之
序
者
一
篇
。
亦
篇
各
為
巻
。
故
四
十
六
巻
也
。
顔
師
古
孔

穎
達
。
皆
泥
梅
賾
之
書
。
以
此
四
十
六
巻
。
為
五
十
八
篇
之
書
。
謬
甚
。

（「
雕
題
附
言
」、
六
ウ
）

（
思
う
に
、
経
二
十
九
巻
と
は
、
伏
生
（
今
文
尚
）
書
二
十
八
編
に
偽
書
「
泰
誓
」
編
一
編
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
各
編
が
各
々
各
巻
を
為

す
の
で
、
二
十
九
巻
と
な
る
。「
古
文
経
」
四
十
六
巻
と
は
即
ち
孔
氏
の
家
書
で
あ
り
、
伏
生
の
二
十
九
編
と
合
す
る
に
増
多
の
逸
書
十
六
編
、

さ
ら
に
は
「
百
編
の
序
」
な
る
も
の
一
編
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
ま
た
各
々
巻
を
為
す
故
に
、
四
十
六
巻
で
あ
る
。
顔
師
古
や
孔
穎
達
は
、
皆
な

梅
賾
の
書
に
泥な

ず

ん
で
し
ま
い
、
そ
の
四
十
六
巻
を
も
っ
て
五
十
八
編
の
書
と
し
て
い
る
の
は
大
変
な
謬
り
で
あ
る
）

　

こ
こ
で
履
軒
よ
り
三
十
三
歳
下
、
十
八
世
紀
末
日
本
に
お
け
る
『
尚
書
』
研
究
の
泰
斗
、
大
田
錦
城
の
説
を
み
よ
う
。
錦
城
は
ま

ず
、『
史
記
』
に
引
か
れ
る
の
は
伏
生
今
文
二
十
九
編
と
安
国
古
文
三
十
四
編
か
ら
の
み
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

遷
已
從
安
國
受
書
。
而
其
作
史
記
。
具
載
書
文
。
然
皆
伏
生
二
十
九
篇
安
國
三
十
四
篇
之
文
耳
。
不
載
今
之
増
多
一
言
一
句
。

則
今
之
増
多
二
十
五
篇
。
非
後
人
僞
作
而
何
也
。

（『
九
經
談
』
巻
之
七
「
尚
書
」、
八
オ
）

（
司
馬
遷
は
す
で
に
安
国
に
従
い
な
が
ら
『
尚
書
』
に
つ
い
て
教
授
さ
れ
、
そ
し
て
『
史
記
』
を
作
り
、『
書
』
の
文
を
載
せ
て
い
る
。
よ
っ
て

（『
史
記
』
に
あ
る
）
文
は
皆
な
伏
生
（
今
文
）
の
二
十
九
編
と
安
國
（
古
文
）
の
三
十
四
編
か
ら
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
現
行
の
「
増
多
」
諸

編
か
ら
は
一
言
も
ま
っ
た
く
引
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
れ
ば
、
現
行
「
増
多
」
二
十
五
編
が
後
人
に
よ
る
偽
作
で
な
い
わ
け
が
な
い
）

　

こ
の
編
数
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
王
鳴
盛
『
後
案
』
に
も
、「
三
十
四
篇
者
。
即
二
十
九
篇
」
と
あ
り
、「
安
國
得
古
文
。（
中
略
）

其
中
分
盤
庚
太
誓
各
爲
三
分
。
顧
命
爲
康
王
之
誥
。
故
三
十
四
也
」（
巻
之
一
、
一
オ
）
と
相
違
の
根
拠
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
王
は
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さ
ら
に
、「
至
杜
林
衛
宏
賈
逵
及
馬
鄭
。
則
用
歐
陽
本
」（「
後
辨
」
四
ウ
）
と
、
鄭
玄
ら
が
用
い
た
も
の
が
「
欧
陽
本
」
系
統
で
あ
っ

た
と
特
定
し
て
い
る
。
ま
た
、『
後
案
』
に
先
立
つ
彼
の
『
十
七
史
商
榷
』
で
は
、「
經
二
十
九
巻
。
班
氏
自
注
云
。
大
小
夏
侯
二
家
。

此
則
指
伏
生
今
文
也
」（
巻
二
十
二
、
漢
書
十
六
、
一
オ
）
と
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
王
鳴
盛
は
、
欧
陽
生
→
大
・
小
夏

侯
に
伝
わ
っ
た
も
の
は
「
今
文
」
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

錦
城
に
戻
る
が
、
ま
た
曰
く
、

安
國
之
得
古
文
。
蓋
多
不
能
讀
。
然
其
三
十
四
篇
。
與
伏
生
二
十
九
篇
同
。
故
得
比
校
以
讀
之
。
其
佗
二
十
四
篇
。
及
零
碎
文

字
。
皆
不
明
辨
。
故
附
載
之
耳
。

（『
九
經
談
』
巻
之
七
「
尚
書
」、
十
ウ
～
十
一
オ
）

　

安
国
の
古
文
尚
書
は
読
み
難
い
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
中
の
三
十
四
編
は
伏
生
の
二
十
九
編
と
同
じ
な
の
で
、
こ
れ
と
比
較
し
て

読
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
他
の
二
十
四
編
に
関
し
て
は
解
読
不
可
能
な
の
で
、
付
載
す
る
の
み
に
と
ど
め
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
今
文
」
に
は
な
い
真
古
文
十
六
編
（
逸
書
）
に
関
し
て
は
、

史
記
殷
本
紀
。
載
湯
征
文
五
十
七
字
。
載
湯
誥
文
百
二
十
六
字
。
劉
歆
三
統
暦
。
載
武
成
文
八
十
二
字
。
載
伊
訓
文
二
十
四
字
。

是
皆
安
國
古
文
。
眞
増
益
逸
書
十
六
篇
二
十
四
篇
。
而
其
湯
誥
武
成
。
與
今
之
増
多
湯
誥
武
成
。
迥
然
不
同
。
則
今
之
増
多
二

十
五
篇
。
非
後
人
偽
造
而
何
也

（
同
）

（『
史
記
』「
殷
本
紀
」
に
は
、「
湯
征
」
の
文
か
ら
五
十
七
字
、「
湯
誥
」
の
文
か
ら
百
二
十
六
字
、
劉
歆
「
三
統
暦
」、
さ
ら
に
は
「
武
成
」
の

文
か
ら
八
十
二
字
、「
伊
訓
」
の
文
か
ら
二
十
四
字
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
皆
な
安
國
の
「
古
文
」
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
失
わ

れ
た
「
真
書
」（
十
六
編
。「
九
共
」
を
九
編
に
分
け
る
と
二
十
四
編
）
で
あ
る
。
し
か
し
、（『
史
記
』
に
引
か
れ
る
と
こ
ろ
の
「
湯
誥
」
な
ら
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び
に
「
武
成
」
の
文
と
、
現
行
の
「
増
多
」
編
の
「
湯
誥
」「
武
成
」
の
文
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
（
迥
然
不
同
）。
よ
っ
て
現
行
の

「
増
多
」
二
十
五
編
が
後
人
に
よ
る
「
偽
造
」
で
な
い
わ
け
が
な
い
）

と
、『
史
記
』
に
引
く
各
編
の
語
と
同
じ
編
名
の
現
行
「
増
多
」
の
語
の
相
違
か
ら
、
後
者
が
後
人
に
よ
る
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る）

11
（

。

　

ま
た
、
現
行
の
（
増
多
）「
湯
誓
」
の
辞
は
「
安
国
の
見
ざ
る
所
」
で
あ
り
（
九
オ
）、
同
じ
く
「
泰
誓
」
も
ま
た
然
り
で
あ
る

（
同
）
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
ら
を
根
拠
に
、
現
行
古
文
の
「
増
多
」
十
六
編
が
、
逸
書
で
あ
る
安
国
古
文
十
六
編
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
魏
徴
曰
。
晉
世
秘
府
所
存
有
古
文
尚
書
經
文
安
國
眞
古
文
附
眞
増
益
者
。
今
無
有
傳
者
」
と
の

『
隋
書
』「
經
籍
志
」
の
言
を
引
い
た
あ
と
、「
於
是
乎
王
粛
之
徒
。
贋
造
今
之
増
多
二
十
五
篇
。
以
廃
鄭
玄
所
傳
増
益
二
十
四
篇
。

又
僞
作
孔
傳
。
以
破
鄭
玄
所
注
矣
」（
同
、
十
一
オ
）
と
し
、
王
粛
を
偽
作
者
と
断
定
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
鄭
玄
を
「
廃
る
」
の
が
目

的
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
錦
城
、『
梧
窓
漫
筆
』
で
は
偽
作
者
を
皇
甫
謐
だ
と
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
（「
後
編
」
下
、
三

十
八
オ
）
の
は
、
王
鳴
盛
「
後
辨
」
の
「
僞
書
。
非
王
粛
作
。
即
皇
甫
謐
作
。
大
約
不
外
二
人
手
」（『
後
案
』
巻
八
、
十
三
オ
）
と
の

説
、
さ
ら
に
は
「
撰
孔
傳
。
蓋
出
皇
甫
謐
」（『
後
案
』
巻
一
、
一
ウ
）
と
の
説
に
の
ち
に
首
肯
す
る
に
い
た
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

さ
き
に
み
た
よ
う
に
、「
斉
魯
の
間
」
に
「
本
経
」
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
立
場
の
表
明
に
お
い
て
は
『
史
記
』
の
説
を
是
と

す
る
履
軒
だ
が
、
後
段
で
は
、「
古
文
」
尚
書
に
関
す
る
限
り
、
司
馬
遷
も
「
偽
書
」
し
か
見
て
い
な
い
と
し
て
い
る
（
五
オ
、
後
述
）。

こ
の
点
に
関
し
、
宋
・
王
柏
『
書
疑
』
は
、『
史
記
』
に
引
か
れ
る
と
こ
ろ
の
『
書
』
に
は
い
く
つ
か
の
系
統
の
も
の
が
混
在
す
る

も
、
伏
生
「
今
文
」
の
も
の
も
少
な
く
な
い
と
す
る
立
場
を
と
る
（「
観
史
記
所
載
。
雅
俚
雑
糅
。
雖
多
太
史
公
妄
加
點
竄
。
而
伏
生
本
語
。

亦
不
爲
少
」〈
巻
一
、
三
オ
〉）。
た
だ
、
今
文
尚
書
そ
の
も
の
は
亡
佚
と
し
て
い
る
（「
予
欲
獨
求
伏
生
尚
書
。
已
不
可
得
」〈
同
、
二
ウ
～
三
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オ
〉）。

　

い
わ
ゆ
る
「
張
覇
百
両
編
本
」
に
関
し
て
は
、
す
で
に
『
漢
書
』「
儒
林
傳
」
に
、
こ
れ
が
前
漢
の
東
莱
張
覇
に
よ
る
別
系
統
の

も
の
で
、
取
る
に
足
ら
ぬ
拙
文
が
混
在
し
た
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る
（「
世
所
傳
百
両
篇
者
。
出
東
莱
張
覇
。
分
析
合
二
十
九
篇
。
以
爲
数

十
。（
中
略
）
爲
作
首
尾
。
凡
百
二
篇
。
篇
或
数
簡
。
文
意
浅
陋
」）。
履
軒
は
こ
れ
を
引
い
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

按
劉
向
所
校
中
書
。
即
安
國
所
獻
之
古
文
矣
。
孔
穎
達
乃
謂
。
劉
向
班
固
之
徒
。
不
見
安
國
古
文
。
而
以
張
覇
之
書
爲
古
文
。

蓋
孔
穎
達
以
梅
賾
之
書
爲
眞
古
文
。
遂
以
劉
向
所
校
中
書
。
爲
張
覇
之
書
。
誣
甚
。
孔
穎
達
又
稱
。
張
覇
之
書
。
為
五
十
八
篇
。

與
儒
林
傳
不
合
。
亦
不
知
何
所
據
。

（「
雕
題
附
言
」、
六
オ
、
現
代
語
訳
は
省
略
）

　

孔
穎
達
に
よ
る
、
劉
向
、
班
固
ら
の
み
た
「
古
文
」
が
実
は
張
覇
の
別
本
で
あ
っ
た
と
の
批
判
を
覆
し
、
孔
穎
達
こ
そ
が
梅
賾
の

偽
書
を
「
真
古
文
」
と
誤
解
し
た
張
本
人
で
あ
る
と
論
難
し
て
い
る
。
さ
ら
に
穎
達
に
よ
る
編
数
の
認
識
に
も
間
違
い
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

履
軒
は
、
伏
生
よ
り
欧
陽
生
、
張
生
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
児
寛
、
大
・
小
夏
侯
な
ど
三
家
に
伝
え
ら
れ
た
所
謂
「
今
文
」
尚
書

と
「
古
文
」
の
相
違
の
み
な
ら
ず
、「
孔
安
国
」
古
文
、
壁
中
本
（
魯
恭
王
本
）、
中
古
文
（
中
書
）
本
、
河
間
献
王
本
、
張
覇
百
両
編

本
、
そ
し
て
杜
林
漆
書
古
文
本
を
識
別
し
て
い
る
（「
雕
題
附
言
」
八
オ
、
十
オ
の
図
な
ど
）。

　

一
方
、
諸
系
統
本
が
各
々
特
定
の
時
代
に
ど
う
認
識
さ
れ
、
ま
た
、
真
本
が
い
つ
、
誰
に
よ
り
偽
書
と
さ
れ
、
翻
っ
て
は
偽
書
が

真
本
と
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
図
式
の
呈
示
に
お
い
て
は
、
十
九
世
紀
初
頭
の
大
田
錦
城
の
慧
眼
に
一
日
の
長
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

少
し
長
い
が
、『
九
經
談
』「
尚
書
」
に
お
け
る
彼
の
持
論
を
以
下
に
掲
げ
る
。



65

第二章　十八世紀日本儒者の『尚書』原典批判

賈
馬
鄭
王
。
古
文
宗
師
也
。
後
漢
書
三
國
志
。
皆
有
明
文
。
而
馬
鄭
王
三
家
注

（
マ
マ
）。

唐
初
猶
存
。
隋
志
唐
志
釋
文
皆
有
之
。
至
于
唐
初
。

以
今
之
梅
本
増
多
及
傳
爲
真
本（

マ
マ
）。

而
立
學
官
。
無
奈
三
家
古
文
儼
乎
存
世
焉
。
於
是
孔
穎
達
作
正
義
。
以
鄭
氏
之
書
爲
張
覇
百

兩
僞
書
。
徴
作
隋
志
。
以
三
家
之
書
爲
杜
林
漆
書
僞
本
。
陸
徳
明
作
釋
文
。
以
三
家
之
書
爲
伏
生
今
文
。
三
書
皆
成
于
同
時
。

其
言
各
殊
。
是
謂
後
漢
古
文
三
冤
矣
。
以
假
爲
真
。
以
真
爲
假

（
マ
マ
）。

其
勢
不
得
不
然
。
夫
子
曰
（『
易
』
繋
辭
下

─
筆
者
）。
誣
善

之
言
。
其
辭
游
焉
。
唐
初
三
子
之
謂
乎
。

杜
林
以
漆
書
古
文
傳
衛
宏
徐
巡
。
見
于
後
漢
書
。
夫
杜
林
漆
書
古
文
。
即
安
國
科
斗
古
文
。
後
漢
古
文
。
即
前
漢
古
文
。
本
無

別
本
。
又
非
異
學
。
自
隋
志
欲
排
賈
馬
鄭
王
古
文
。
而
僞
以
漆
書
爲
別
本
。
名
儒
如
王
伯
厚
。
誤
取
焉
。
近
世
朱
彝
尊
排
梅
本

増
多
者
也
。
毛
奇
齢
佞
梅
本
増
多
者
也
。
其
見
大
殊
。
然
爲
隋
志
所
誤
。
皆
以
賈
馬
鄭
王
之
學
為
漆
書
異
學
者
。
則
一
也
。

（
十
二
オ
）

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
錦
城
は
王
粛
の
「
贋
造
」（
十
一
オ
）、
梅
賾
に
よ
る
経
文
「
増
多
」
部
分
と
「
伝
」
の
偽
造
を
指
摘
す
る
が
、

こ
こ
で
は
、『
隋
書
經
籍
志
』『（
新
）唐
書
藝
文
志
』『
釋
文
』
の
記
述
も
斟
酌
し
な
が
ら
唐
初
期
ま
で
は
馬
融
、
鄭
玄
の
注
が
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
梅
本
が
「
真
本
」
と
さ
れ
学
官
に
立
て
ら
れ
た
の
は
こ
の
時
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
孔
穎
達
に
よ
り

鄭
玄
の
も
の
が
「
張
覇
偽
書
」
と
さ
れ
、
魏
徴
に
よ
り
賈
・
馬
・
鄭
・
王
の
古
文
尚
書
の
排
斥
が
謀
ら
れ
る
な
か
、
彼
ら
の
も
の
は

す
べ
て
「
杜
林
本
」
の
「
偽
書
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
『
釋
文
』
に
お
い
て
は
王
粛
本
も
含
め
「
伏
生
今
本
」
と
看
做
さ
れ
、「
以
假

為
真
。
以
真
為
假
」
ご
と
く
の
混
沌
と
し
た
状
況
に
い
た
っ
た
と
批
判
す
る
。

　

さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
錦
城
は
主
た
る
清
代
尚
書
研
究
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
、
自
分
の
「
増
多
」
箇
所
の
摘
発
に
つ

い
て
、「
後
数
年
。
得
清
人
尚
書
集
注
尚
書
後
案
。
皆
略
得
吾
意
者
也
」（
十
三
オ
）
と
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
自
分
の
独
創
的
発
見

で
あ
っ
て
、
王
鳴
盛
ら
の
知
見
は
「
吾
が
意
を
得
た
る
者
」
と
す
ら
語
っ
て
い
る
の
は
金
谷
治
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

11
（

。
上
の
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見
立
て
に
つ
い
て
も
、
彼
の
独
創
か
、
は
た
ま
た
清
儒
の
知
見
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
も
の
か
に
つ
い
て
は
、『
尚
書
後
案
』
の

舶
来
が
『
九
經
談
』
成
立
の
十
三
年
前
で
あ
っ
た
こ
と
（
寛
政
三
年
〈
一
七
九
一
〉）
を
考
え
る
と
如
何
と
も
断
定
し
難
い
が
、
た
と

え
ば
さ
き
の
錦
城
の
「
湯
誥
」「
武
成
」
編
の
異
同
に
つ
い
て
も
、「
武
成
」
編
が
「
建
武
之
際
」
に
亡
佚
と
な
っ
た
の
は
す
で
に
閻

が
指
摘
、
そ
れ
を
王
も
『
尚
書
後
案
』
よ
り
前
の
作
で
あ
る
『
十
七
史
商
榷
』
に
て
引
い
て
い
る
（
巻
二
十
二
、
二
オ
）。

（
ｂ
）　
「
大
序
」
の
虚
偽
性
に
つ
い
て
の
基
本
認
識

　

書
「
大
序
」
が
安
国
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
魏
・
晋
間
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
清
儒
の
指
摘
を
俟
つ
ま
で
も
な

く
、
す
で
に
呉
才
老
、
朱
熹
ら
に
よ
る
指
摘
が
あ
り
、「
伝
」
に
つ
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
履
軒
も
『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
八
「
尚

書
」
の
語
を
以
下
の
よ
う
に
略
挙
す
る
。

（
朱
子

─
筆
者
）
又
曰
。
書
序
。
必
不
是
安
國
倣
（
做

─
筆
者
、
後
掲
注
39
参
照
）。
漢
文
粗
枝
大
葉
。
今
書
序
細
膩
。
只
似
六

朝
時
文
字
。
小
序
断
不
是
孔
子
倣
（
做

─
筆
者
、
同
前
）。

又
曰
。
書
序
。
細
弱
。
只
是
魏
晉
人
文
字
。
陳
同
父
亦
如
此
説
。

又
曰
。
尚
書
註
并
序
。
疑
非
孔
安
國
所
作
。
蓋
文
字
善
因
。
不
類
西
漢
人
文
章
。
亦
非
後
漢
之
文
（
中
略
）
書
傳
。
恐
是
魏
晉

間
人
所
作
。
托
安
國
爲
名
。

（「
雕
題
附
言
」
十
ウ
～
十
一
オ）

11
（

）

　

ま
た
、「
大
序
」
が
後
学
に
よ
る
偽
作
で
あ
る
こ
と
は
宋
末
の
王
柏
『
書
疑
』「
書
大
序
」
に
三
つ
の
根
拠
が
示
さ
れ
、
呉
澄
『
書

纂
言
』
に
て
も
「
偽
作
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
履
軒
が
「
大
序
」
を
偽
作
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
宋
儒
の
説
も
念
頭
に
、
さ

ら
に
は
錦
城
の
説
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
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ま
ず
錦
城
だ
が
、『
九
經
談
』「
尚
書
」
に
お
い
て
、「
大
序
」
に
「
巫ふ

蠱こ

事
」
が
述
べ
ら
れ
る
（「
書
疏
」
で
は
十
六
オ
）
が
、
こ
の

巫
蠱
の
乱
は
征
和
二
年
（
Ｂ
Ｃ
九
一
）、
つ
ま
り
は
安
国
の
死
（
錦
城
は
「
武
帝
中
年
」
と
推
定
〈
七
オ
〉、
実
際
は
Ｂ
Ｃ
一
四
〇
と
さ
れ
る
）

よ
り
後
で
あ
り
、
こ
の
一
点
か
ら
だ
け
で
も
「
大
序
」
が
安
国
の
作
で
は
な
い
こ
と
明
白
で
あ
る
と
論
じ
る
（『
九
經
談
』
巻
七
、
六

ウ
～
七
オ
）。
孔
穎
達
『
正
義
』
に
い
た
る
ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
過
ち
の
元
凶
が
、
恭
王
「
懐
宅
」
と
『
書
』
の
献
上
に
関
す
る

『
漢
書
』
の
説
の
誤
謬
に
は
じ
ま
り
、
と
く
に
班
固
に
よ
る
「
劉
歆
傳
」
の
誤
引
が
そ
の
主
因
で
あ
る
こ
と
を
、『
漢
紀
』、『
文
選
』、

王
鳴
盛
「
後
辨
」、
朱
彝
尊
（
字
・
錫
鬯
、
号
・
竹
垞
、
一
六
二
九
～
一
七
〇
九
）『
經
義
考
』
の
諸
説
を
適
宜
引
き
な
が
ら
論
証
す
る
。

曰
く
、荀

悦
漢
紀
云
。
武
帝
末
（『
漢
紀
』
な
ら
び
に
そ
れ
を
引
く
朱
彝
尊
『
經
義
考
』「
古
文
尚
書
考
」
で
は
「
時
」

─
筆
者
）。
孔
安
國
家

獻
之
。
會
巫
蠱
事
。
未
列
于
（『
漢
紀
』
で
は
「
於
」

─
筆
者
）
學
官
。
朱
彝
尊
古
文
尚
書
考
。
宋
版
文
選
劉
歆
書
云
。
天
漢
之
後
。

孔
安
國
（
家
）
獻
之
。
遭
誣
蠱
倉
卒
之
難
。
未
及
施
行
王
鳴
盛
尚
書
後
辨
。
藝
文
志
劉
歆
傳
誤
脱
一
家
字
耳
。
蓋
安
國
已
死
。
天

漢
之
後
獻
書
者
。
安
國
家
人
也
。
此
説
自
朱
竹
垞
發
之
。
足
以
證
大
序
之
僞
造
矣
。

（
六
ウ
～
七
オ
）

（
荀
悦
『
漢
紀
』
に
、「
武
帝
末
年
に
お
い
て
、
孔
安
國
の
家
人
が
こ
れ
を
献
上
し
た
が
、
巫
蠱
の
一
件
が
あ
っ
た
の
で
、
い
ま
だ
学
官
に
列
せ

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
宋
版
『
文
選
』
所
収
の
「
劉
歆
書
」
に
、「
天
漢
の
乱
の
後
、
孔
安
國
（
の
家
人
）
が
こ
れ
を
献
上
し

た
が
、
誣
蠱
倉
卒
之
難
に
遭
っ
て
施
行
さ
れ
る
に
は
及
ば
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。「
漢
志
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
劉
歆
伝
」
に
は
、「
家
」
の

一
字
が
誤
っ
て
脱
落
し
て
い
る
。
安
國
は
す
で
に
没
し
て
お
り
、「
天
漢
之
後
」
に
『
書
』
を
献
じ
た
の
は
彼
の
末
裔
で
あ
る
。
こ
の
説
は
朱

竹
垞
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
で
も
、「
大
序
」
が
「
偽
造
」
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
十
分
で
あ
る
）

　

続
け
て
、「
大
序
云
。
既
畢
會
國
有
誣
蠱
事
。（
中
略
）
夫
誣
蠱
之
亂
征
和
二
年
也
。
天
漢
四
年
大
始
四
年
。
然
後
爲
征
和
。
安
國



68

各論編Ⅰ　古典テクスト研究の諸相

没
後
不
知
其
經
幾
年
。
獻
書
而
遭
誣
蠱
者
。
安
國
死
後
家
人
之
事
也
。
今
安
國
口
中
乍
為
此
言
。
非
鬼
語
而
何
。
大
序
僞
造
之
述
。

至
此
昭
然
」（
七
オ
）
と
す
る
。

　

錦
城
は
、
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
を
手
が
か
り
に
、『
漢
紀
』
と
宋
版
『
文
選
』
所
収
の
劉
歆
「
移
太
常
博
士
書
」
文
言
中
の
「
家
」

の
一
字
に
着
目
、
こ
の
、
安
国
の
「
家
人
」
を
意
味
す
る
一
字
が
、
そ
れ
を
引
く
『
漢
書
』「
藝
文
志
」
に
お
い
て
は
脱
落
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
、
さ
き
に
触
れ
た
「
誣
蠱
の
乱
」
の
勃
発
時
期
（「
天
漢
」
年
間
〈
一
〇
〇
～
Ｂ
Ｃ
九
七
〉
よ
り
後
の
「
征
和
」
年
間
〈
Ｂ

Ｃ
九
二
～
Ｂ
Ｃ
八
九
〉）
が
、
錦
城
の
推
測
す
る
安
国
の
没
年
（
前
述
）
か
ら
遥
か
に
隔
た
る
こ
と
を
も
っ
て
、
安
国
「
自
身
」
が

『
書
』
を
献
じ
た
と
す
る
「
漢
志
」
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
。

　

た
だ
し
宋
版
『
文
選
』、
そ
の
六
臣
註
版
、
李
善
注
、
そ
し
て
「
尚
書
後
辨
」
所
引
「
劉
歆
傳
」（
十
九
オ
～
二
十
オ
）
い
ず
れ
に

所
収
の
劉
歆
書
に
も
こ
の
「
家
」
の
字
は
な
く
、
よ
っ
て
上
に
引
用
し
た
文
の
訳
に
は
括
弧
を
付
し
た
。
管
見
の
限
り
唯
一
、『
漢

紀
』
孝
成
皇
帝
紀
二
巻
・
河
平
三
年
（
Ｂ
Ｃ
二
六
）
の
記
事
と
そ
れ
を
引
く
朱
彝
尊
「
古
文
尚
書
考
」
に
「
家
」
の
字
を
み
る
の
み

で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
漢
紀
』
と
『
經
義
考
』
で
は
「
献
上
」
が
「
武
帝
時0

」
と
な
っ
て
い
る
が
、
錦
城
は

「
武
帝
末0

」
と
し
て
い
る
。
も
し
『
漢
紀
』
の
記
述
が
正
し
く
、
さ
ら
に
錦
城
の
推
測
す
る
安
国
没
年
（「
武
帝
中
年
」）
も
是
と
す
れ

ば
、
安
国
「
自
身
」
に
よ
る
「
献
上
」
の
可
能
性
も
残
す
こ
と
と
な
る
が
、
や
は
り
「
誣
蠱
の
乱
」
が
征
和
二
年
で
、
そ
れ
故
「
未

列
于
學
官
」
と
の
事
実
は
動
か
な
い
の
で
、
こ
の
可
能
性
は
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
ま
た
、
朱
彝
尊
『
集
外
詩
文
』
第
三
十
九

「
與
閻
百
詩
論
理
古
文
尚
書
」
に
も
「
誣
蠱
の
乱
」
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、「
當
依
『
漢
紀
』
増
家
字
為
是
」
と
あ
る
）。

　

と
も
あ
れ
、
錦
城
は
朱
竹
垞
の
知
見
を
勘
案
し
な
が
ら
、
安
国
が
有
し
て
い
た
『
書
』
の
献
上
は
彼
の
「
家
人
」、
末
裔
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、「
安
国
そ
の
人
」
と
す
る
こ
と
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
。

　

そ
し
て
、
現
在
通
行
の
大
序
「
伝
」、『
孔
叢
子
』、『
孔
子
家
語
』
の
文
の
比
較
検
討
を
も
っ
て
、
大
序
の
「
伝
」、
そ
し
て
「
大

序
」
そ
の
も
の
が
王
粛
一
人
に
よ
る
偽
造
で
あ
る
と
す
る
。
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蓋
今
之
大
序
僞
傳
及
孔
叢
子
家
語
附
録
。
皆
出
於
一
人
之
手
。
故
其
事
與
言
。
往
往
相
符
。
則
王
粛
之
徒
僞
造
何
疑
之
有
。
學

者
比
校
三
書
。
則
知
予
言
之
不
僞
矣
。

（『
九
經
談
』
巻
之
七
、
七
ウ
）

（
け
だ
し
現
行
『
尚
書
』
の
「
大
序
」
と
「
伝
」、
及
び
『
孔
叢
子
』『
孔
子
家
語
』
の
「
附
録
」
は
、
皆
な
一
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
事
と
言
は
往
々
に
し
て
相
符
合
す
る
。
こ
れ
則
ち
王
粛
ら
に
よ
る
偽
造
で
な
い
わ
け
が
な
い
。
学
者
は
、
こ
れ
ら
三
書

を
比
校
す
れ
ば
、
私
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
嘘
で
は
な
い
の
が
よ
く
わ
か
ろ
う
）

　

一
方
、
履
軒
は
「
大
序
」
の
偽
作
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
二
つ
あ
げ
る
。
ま
ず
、

按
孔
子
序
書
者
。
次
第
之
謂
也
。
雅
頌
各
得
其
所
之
類
也
。
非
序
跋
之
序
。
若
夫
序
跋
之
序
。
孔
子
之
時
無
有
也
。
僞
撰
家
謬

爲
序
跋
之
序
。
詩
書
皆
爲
之
序
。
以
托
名
孔
子
。
可
笑
之
甚
。

（「
雕
題
附
言
」、
七
オ
）

　

つ
ま
り
孔
子
の
時
代
と
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、「
序
」
と
は
「
次
第
の
謂
ひ
」
の
こ
と
で
あ
り
、
今
日
意
味
す
る
と
こ
ろ
の

「
序
」
で
は
な
い
と
し
、
さ
ら
に
「
大
序
」
は
『
史
記
』
の
文
か
ら
の
剽
窃
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
「
大
序
」
が
安

国
真
古
文
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
と
す
る
。
曰
く
、

梅
賾
之
書
叙
。
是
剽
窃
（
於

─
筆
者
）
史
記
而
作
也
。
故
其
字
句
同
者
。
不
足
爲
疑
。
亦
不
特
書
。
凡
梅
賾
之
書
。
有
合
于

史
記
者
。
皆
剽
窃
於
史
記
也
（
中
略
）
梅
賾
之
書
。
非
安
國
家
書
古
文
。
明
矣
。

（
同
、
七
ウ
）

（
梅
賾
に
よ
る
「
書
叙
（
序

─
筆
者
）」
は
、『
史
記
』
か
ら
剽
窃
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
字
・
句
が
同
じ
で
あ
る
の
は
、

疑
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、『
尚
書
』
の
み
な
ら
ず
、
お
お
よ
そ
、
梅
賾
の
書
い
た
も
の
で
『
史
記
』
の
文
と
合
す
る
も
の
は
、
皆
な
こ
の
書
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か
ら
剽
窃
し
て
偽
作
し
た
も
の
で
あ
る
（
中
略
）
梅
賾
の
『
書
』
は
、
安
國
が
所
持
し
て
い
た
「
古
文
」
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
）

　

さ
ら
に
は
、「
安
國
作
書
傳
。
絶
無
左
證
。
今
梅
賾
書
傳
。
其
解
古
文
與
解
今
文
處
。
往
々
矛
盾
。
是
梅
賾
書
傳
。
亦
不
出
于
一

手
」（
同
、
八
オ
）
と
す
る
。
か
く
、
梅
賾
の
作
っ
た
「
書
叙
」
す
な
わ
ち
「
大
序
」
は
『
史
記
』
か
ら
の
剽
窃
で
あ
る
こ
と
、
安
國

が
「
伝
」
を
作
っ
た
証
拠
な
ど
存
在
し
な
い
こ
と
を
あ
げ
、
こ
れ
す
な
わ
ち
「
梅
賾
本
」
と
「
孔
安
國
本
」
が
別
個
で
あ
る
こ
と
の

証
左
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
梅
賾
古
文
」
中
の
「
今
文
」
箇
所
の
解
釈
と
「
古
文
」
箇
所
の
そ
れ
と
に
ま
ま
矛
盾
が
多
い
こ

と
を
も
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
『
ホ
メ
ー
ロ
ス
』
よ
ろ
し
く
梅
賾
古
文
尚
書
の
「
伝
」
が
複
数
の
者
の
手
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

（
ｃ
）　
「
壊
宅
」
説
と
伏
生
「
真
本
」
の
存
在
に
関
す
る
見
解

─
劉
歆
に
よ
る
偽
作
性
の
指
摘

　

さ
て
、
伏
生
か
ら
の
伝
承
説
に
お
い
て
は
、「
壁
蔵
」「
壊
宅
」
説
の
真
偽
、
晁
錯
へ
の
伝
承
の
「
さ
れ
方
」
の
二
点
が
常
に
問
題

と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
漢
初
に
伏
生
の
「
本
経
」
を
含
め
「
真
本
」
が
存
在
し
た
か
否
か
の
問
題
に
直
結
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
重
要
で
あ
る
。

　

履
軒
は
ま
ず
、
恭
王
に
よ
る
壊
宅
説
は
『
史
記
』
に
は
な
か
っ
た
（「
史
遷
之
時
。
本
無
是
語
〈
壊
宅

─
筆
者
〉」〈「
雕
題
附
言
」、
四

ウ
〉）
と
し
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
劉
歆
に
よ
る
捏
造
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
漢
書
』
に
も
無
批
判
に
引
か
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。「
雕

題
附
言
」
に
曰
く
、

夫
恭
王
懐
宅
之
事
。
創
見
於
劉
歆
移
書
。
而
班
史
取
之
又
載
之
藝
文
。
遂
慒
（
懐
徳
堂
版
は
「
増
」

─
筆
者
）
入
魯
恭
王
傳
。

蓋
史
遷
之
時
。
本
無
是
語
也
。
治
古
文
者
之
誇
言
也
。

（
四
ウ
）
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（
恭
王
が
孔
子
宅
を
壊
し
〈
て
『
書
』『
論
語
』
な
ど
の
書
物
を
得
〉
た
と
の
説
は
、
劉
歆
の
「
移
太
常
博
士
書
」
に
お
い
て
創は

じ

め
て
み
え
る
。

班
固
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
『
漢
書
』「
芸
文
志
」
に
載
せ
、
遂
に
「
魯
恭
王
伝
」
に
も
採
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
け
だ
し
『
史
記
』
に
は
も
と

も
と
こ
の
よ
う
な
語
は
存
在
し
な
い
。
古
文
を
治
め
る
者
の
誇
言
と
い
え
よ
う
）

　

た
し
か
に
『
史
記
』「
儒
林
傳
」
に
は
「
秦
時
焚
書
。
伏
生
壁
蔵
之
。
其
後
兵
大
起
流
亡
。
漢
定
。
伏
生
求
其
書
。
亡
數
十
篇
。

獨
得
二
十
九
篇
」
と
、
伏
生
が
秦
の
梵
書
の
時
に
壁
に
隠
し
た
書
物
を
の
ち
に
取
り
出
し
た
と
き
に
は
二
十
九
篇
の
み
だ
っ
た
こ
と

を
伝
え
る
だ
け
（
儒
林
列
傳
第
六
十
一
）
で
、
恭
王
に
よ
る
「
懐
宅
」
が
あ
っ
た
と
の
語
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
『
漢
書
』「
儒
林
傳
」

に
は
「
恭
王
懐
宅
」
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
十
八
世
紀
後
半
の
段
階
で
「
劉
歆
に
お
い
て
創
め
て
見
ゆ
」
と
断
定
し

て
い
る
の
は
管
見
の
限
り
履
軒
よ
り
ほ
か
に
な
い
。

　

そ
し
て
実
は
こ
の
劉
歆
、
の
ち
に
「
本
経
亡
佚
」
説
の
端
緒
と
な
る
こ
と
も
「
移
書
」
に
書
い
て
い
た
。
履
軒
と
王
鳴
盛
が
「
本

経
を
失
っ
た
」
と
す
る
「
孔
伝
」
の
誤
り
を
指
摘
し
た
こ
と
は
「
第
二
節（
ａ
）」
で
述
べ
た
。『
漢
書
』「
楚
元
王
傳
」
に
引
か
れ
る

「
移
書
譲
太
常
博
士
」（「
移
書
」）
を
み
る
と
、「
孝
文
皇
帝
。
始
使
掌
故
晁
錯
。
從
伏
生
受
尚
書
。
尚
書
初
出
於
屋
壁
。
朽
折
散
絶
。

今
其
書
見
在
。
時
師
伝
讀
而
巳

（
マ
マ
）」
）
1（
（

と
、「
屋
壁
よ
り
出
」
た
『
尚
書
』
は
朽
ち
折
れ
て
散
絶
の
憂
き
目
に
あ
い
、
こ
れ
は
「
時
師
」

が
「
伝
読
す
る
の
み
」
で
あ
っ
た
と
明
言
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

　

履
軒
は
劉
歆
が
「
本
経
亡
佚
」
説
ま
で
偽
作
し
た
と
は
語
っ
て
い
な
い
が
、「
偽
作
」
の
端
緒
を
新
～
後
漢
の
歆
に
求
め
る
の
は
、

清
末
の
康
有
為
（
字
・
廣
廈
、
一
八
五
八
～
一
九
二
七
）、
呂
思
勉
（
字
・
誠
之
、
一
八
八
四
～
一
九
六
七
）
と
い
っ
た
常
州
学
派
の
諸
家
を

俟
つ
。
と
り
わ
け
康
有
為
『
新
學
僞
經
考
』
に
お
い
て
歆
が
徹
底
的
に
糾
弾
さ
れ
る
の
だ
が
、
康
は
、
秦
の
焚
書
や
東
晋
に
お
け
る

偽
作
よ
り
も
歆
に
よ
る
偽
作
を
重
く
み
、
さ
ら
に
『
漢
書
』
が
こ
れ
を
し
ば
し
ば
無
批
判
に
引
く
こ
と
を
批
判
、
た
と
え
ば
『
漢

書
』「
律
暦
志
」
は
、「
漢
書
律
暦
志
。
全
用
劉
歆
三
統
暦
。
其
引
武
成
以
逸
周
書
考
之
。
即
世
俘
解
也
」
と
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
劉
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歆
「
三
統
暦
」
は
ま
さ
に
『
逸
周
書
』「
世
俘
解
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
列
挙
す
る）

11
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
清
末
に
お
け
る
か
よ
う
な
動
向
の
ほ
ぼ
百
年
前
、
十
八
世
紀
末
日
本
に
お
い
て
、
履
軒
が
劉
歆
を
偽
作
者
と
指
摘

し
、
さ
ら
に
は
班
固
に
よ
る
そ
の
無
批
判
な
引
用
を
「
班
固
の
謬
、
彰
ヽ
明
な
る
哉
」
と
手
厳
し
く
批
判
し
た
点
は
、
特
記
に
値
す

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

大
田
錦
城
も
壊
宅
説
に
関
し
持
論
を
展
開
、
主
に
『
漢
書
』「
恭
王
傳
」、
王
充
『
論
衡
』
を
引
き
な
が
ら
、『
漢
書
』「
藝
文
志
」

の
誤
り
を
述
べ
て
い
る
。

恭
王
初
好
治
宮
室
。
壊
孔
子
舊
宅
。
以
廣
其
宮
。
於
其
壁
中
。
得
古
文
經
傳
。
恭
王
在
位
二
十
八
年
。
其
十
五
年
在
景
帝
之
世
。

而
其
十
三
年
。
在
武
帝
之
世
。（
中
略
）
藝
文
志
誤
言
。
武
帝
末
魯
恭
王
壊
孔
子
宅
。
欲
廣
其
宮
。
而
得
古
文
尚
書
。
武
帝
末
年
。

距
共
（
恭

─
筆
者
）
王
之
死
四
十
年
矣
。
四
十
年
後
壊
孔
子
宅
者
。
恭
王
之
鬼
乎
。
将
再
生
乎
。
可
笑
之
甚
。
特
王
充
論
衡
云
。

孝
景
帝
時
。
魯
共
王
壊
孔
子
教
授
堂
。
得
百
篇
尚
書
。
于
墻
壁
中
。
此
言
得
之
。
然
則
藝
文
志
武
帝
。
景
帝
之
誤
。
不
辨
而
明
。



（『
九
經
談
』
巻
之
七
「
尚
書
」、
五
ウ
～
六
オ
、
現
代
語
訳
は
省
略
）

　
「
武
帝
末
年
」
は
恭
王
の
死
か
ら
隔
た
る
こ
と
四
十
年
あ
ま
り
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
壊
宅
」
が
武
帝
時
に
行
な
わ
れ
た
と
す
る

「
漢
志
」
の
説
を
、
主
に
王
充
『
論
衡
』
に
依
り
な
が
ら
批
判
す
る
。
た
だ
錦
城
は
、
本
経
が
存
在
し
た
か
否
か
、
口
授
さ
れ
る
の

み
で
あ
っ
た
か
に
は
言
及
せ
ず
、
劉
歆
の
介
在
に
も
一
切
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。

　

つ
ぎ
に
、
欧
陽
生
、
大
・
小
夏
侯
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
伏
生
が
伝
え
た
も
の
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す
る
王
鳴
盛
『
後
辨
』
の

説
に
も
ど
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
履
軒
も
「
歐
陽
生
親
受
業
于
伏
生
。
而
授
児
寛
及
大
小
夏
侯
。
非
歐
陽
夏
侯
。
徑
晁
錯
之
傳

也
」
と
、
少
々
曖
昧
な
が
ら
晁
錯
経
由
で
の
伝
承
も
否
定
し
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
る
（
二
オ
～
ウ
）。
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（
ｄ
）　
「
古
文
書
」
の
全
面
批
判

　

こ
れ
ま
で
『
七
經
雕
題
畧
』「
書
」
の
末
に
付
さ
れ
た
「
雕
題
附
言
」
を
中
心
に
、
日
中
の
同
時
代
の
『
尚
書
』
研
究
と
の
比
較

を
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
が
、
履
軒
は
、
以
下
の
ご
と
く
決
定
的
な
断
定
を
行
な
っ
て
い
る
。

按
安
國
所
獻
古
文
尚
書
。
今
無
其
書
。
然
亦
僞
書
耳
。
劉
向
劉
歆
司
馬
遷
班
固
之
所
見
。
此
僞
書
也
。
茲
諸
人
所
援
引
稱
説
。

可
以
見
矣
。

（「
雕
題
附
言
」、
五
オ
）

（
思
う
に
、
安
國
が
献
上
し
た
〈
と
さ
れ
る
〉「
古
文
尚
書
」
は
、
今
は
存
在
し
な
い
も
の
だ
が
、
や
は
り
こ
れ
も
ま
た
偽
書
で
あ
る
。
従
っ
て

劉
向
、
劉
歆
、
司
馬
遷
、
班
固
ら
の
見
た
も
の
も
、
や
は
り
偽
書
で
あ
る
。
よ
っ
て
彼
ら
の
〈「
古
文
尚
書
」
か
ら
と
さ
れ
る
〉
言
を
援
引
し

て
諸
人
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
言
説
も
ま
た
然
り
で
あ
る
）

　

ま
こ
と
に
大
胆
な
指
摘
で
あ
る
が
、
同
時
に
大
き
な
論
争
も
よ
ぼ
う
。
す
な
わ
ち
、
履
軒
は
、
東
晋
以
降
通
行
の
偽
書
（
あ
る
い

は
偽
古
諸
編
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
孔
安
国
」
の
「
古
文
」
尚
書
も
「
偽
書
」
と
断
定
、
現
行
古
文
に
混
在
す
る
「
今
文
」
諸
編

を
除
き
、
劉
向
、
司
馬
遷
ら
が
み
て
い
た
「
古
文
」
も
す
な
わ
ち
贋
も
の
で
あ
っ
た
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
右
に
引
用
し
た
語
の

あ
と
に
、
孔
氏
の
系
譜
が
不
確
か
で
あ
り
、『
孝
経
』『
孔
子
家
語
』『
孔
叢
子
』
と
い
っ
た
書
の
「
紕
繆
」
も
す
で
に
先
儒
に
よ
っ

て
指
摘
済
み
で
あ
り
、『
逸
礼
』
な
ど
に
つ
い
て
も
そ
の
「
伝
」
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
（
同
、
五
オ
）。
あ
ま
り
確
固
た
る

根
拠
と
も
い
え
な
い
が
、
そ
の
上
で
、「
孔
氏
子
孫
。
及
齊
魯
鄙
儒
。
以
孔
子
宅
爲
奇
貨
。
杜
撰
妄
論
。
自
托
孔
氏
。
以
售
其
詐
耳
。

然
古
文
尚
書
。
亦
不
得
以
其
出
於
孔
氏
而
信
之
」（
同
、
五
ウ
）
と
、
か
な
り
手
厳
し
い
語
調
で
「
古
文
尚
書
」
の
信
憑
性
の
な
き
さ

ま
を
糾
弾
す
る
。

　

あ
る
面
に
お
い
て
こ
れ
は
、
呉
澄
『
書
纂
言
』
の
「
孔
壁
眞
古
文
不
傳
」（
六
ウ
、
前
出
）
も
う
け
て
の
判
断
で
あ
ろ
う
が
、
錦
城
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の
見
解
、
あ
る
い
は
康
有
為
が
「
児
寛
受
業
於
安
國
。
歐
陽
大
小
夏
侯
學
。
皆
出
於
寛
。
則
皆
安
國
之
傳
也
。
司
馬
遷
亦
縱
安
國
」

と
し
、「
則
今
古
文
實
無
異
本
矣
」（『
新
學
僞
經
考
』
巻
三
上
、
十
三
オ
～
ウ
）
と
す
る
と
こ
ろ
と
大
い
に
隔
た
る
。

　

本
章
で
み
た
よ
う
に
、
錦
城
『
九
經
談
』「
尚
書
」
も
「
偽
作
」
箇
所
の
析
出
を
詳
密
な
考
証
を
も
っ
て
行
な
う
も
の
だ
が
、「
偽

作
」
箇
所
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
履
軒
と
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
立
場
を
異
に
す
る
。

古
書
引
書
之
語
。
大
抵
湊
集
此
二
十
五
篇
中
善
言
嘉
語
。
尽
収
不
漏
。（
中
略
）
故
無
違
於
道
義
者
。
蓋
其
精
巧
。
非
佗
僞
書

之
比
。
其
作
之
者
。
卓
然
名
家
。
非
王
粛
爲
之
。
則
粛
之
徒
高
足
者
爲
之
耳
。
古
尚
書
逸
語
。
皆
在
此
書
。
則
此
書
。
豈
可
廃

乎
。
予
故
論
増
多
諸
篇
。
云
其
鼎
則
贋
而
其
肉
則
美
。
豈
不
亦
信
乎
。

（『
九
經
談
』「
尚
書
」、
十
オ
～
ウ
、
下
の
考
察
を
も
っ
て
現
代
語
訳
は
省
略
）

　

さ
ら
に
続
け
て
、

眞
僞
之
論
與
用
不
用
殊
。
或
曰
。
増
多
諸
篇
。
多
載
嘉
言
。
有
裨
補
於
治
理
。
何
以
知
其
僞
乎
。（
中
略
）
辨
眞
僞
與
論
用
不

用
殊
。
増
多
之
僞
可
辨
。
而
其
書
之
用
不
可
廃
。
是
天
下
萬
歳
之
公
論
也
。

（
同
、
十
ウ
）

　

金
谷
治
「
日
本
考
証
学
派
の
成
立
」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
錦
城
は
、「
道
義
」
を
教
え
る
「
実
用
性
」
の
側
面
で
の
有
用

性
の
有
無
を
基
準
に
、「
偽
書
」
の
全
否
定
を
忌
避
し
て
い
る
。
履
軒
と
の
見
解
の
相
違
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

　

実
は
こ
れ
は
、
両
者
に
お
け
る
「
古
書
」
の
意
味
づ
け
、
価
値
判
断
の
基
準
の
差
異
を
呈
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
錦
城

は
、
後
付
け
の
文
言
で
あ
っ
て
も
、「
真
の
古
文
」
の
教
説
を
敷
衍
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
限
り
有
用
で
あ
り
、「
偽
文
」
は
、
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「
此
の
数
語
を
用
ひ
て
以
て
法
と
為
」
し
、「
統
治
の
補
助
」
と
な
り
、「
其
の
鼎
は
則
ち
贋
」
で
あ
っ
て
も
「
其
の
肉
」
は
「
美
」

と
す
ら
語
る
。
対
し
履
軒
は
、「
原
典
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
」
に
こ
と
さ
ら
こ
だ
わ
る
。

　

錦
城
が
偽
書
の
有
用
な
面
を
説
く
に
あ
た
っ
て
例
示
す
る
の
は
、「
有
人
引
古
舜
典
云
。
堯
曰
。
咨
。
爾
舜
。
爲
君
則
仁
。
爲
臣

則
敬
。
爲
父
則
慈
。
爲
子
則
孝
。
誰
不
知
其
僞
乎
」（
同
、
十
ウ
）
と
い
っ
た
「
原
典
」
の
意
味
を
敷
衍
す
る
言
で
あ
り
、
偽
作
箇
所

や
偽
作
者
の
割
出
し
と
は
次
元
の
違
う
意
味
で
の
正
当
化
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
難
し
い
問
題
で
、『
史

記
』『
論
語
』『
左
傳
』
あ
た
り
に
引
か
れ
る
『
書
』『
易
』
な
ど
の
語
、
と
く
に
原
典
を
明
記
し
て
の
引
用
と
は
ま
っ
た
く
別
次
元

の
こ
と
で
、
錦
城
は
右
の
説
明
を
、
王
粛
ら
の
偽
作
に
つ
い
て
語
る
な
か
で
弁
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
か

よ
う
な
偽
作
の
正
当
化
は
最
も
忌
避
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。
新
～
後
漢
初
の
劉
歆
、
あ
る
い
は
王
粛
、
さ
ら
に
は
東
晋
の

梅
賾
ら
の
作
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
、「
其
の
鼎
は
則
ち
贋
」
で
あ
っ
て
も
「
其
の
肉
」
は
「
美
」
と
し
て
し
ま
う
の
は
憚
ら
れ
よ
う）

11
（

。

　

こ
れ
と
関
連
す
る
が
、
吉
川
幸
次
郎
も
、「
孔
氏
伝
」（
孔
安
國
伝
」）
は
「
魏
晋
の
常
識
的
解
釈
」
を
も
っ
て
「
彼
此
折
衷
」
し
た

結
果
で
あ
り
、
ま
た
、『
尚
書
』
と
い
う
書
物
の
解
釈
に
最
も
適
し
た
そ
の
時
代
の
解
釈
の
産
物
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
こ
の
書
は

「
漢
儒
の
『
尚
書
』
研
究
の
集
大
成
で
あ
」
り
、「
集
注
」
に
あ
た
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
極
め
て
適
確
な
「
孔
氏
伝
」
の
位

置
づ
け
と
い
え
よ
う
が
、
増
多
諸
編
の
扱
い
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
す
る
余
地
が
あ
ろ
う）

11
（

。

　

履
軒
に
も
ど
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
劉
歆
「
移
太
常
博
士
書
」
記
載
の
「
壁
中
」
本
、「
漢
志
」
に
言
及
さ
れ
る
「
中
古

文
」
本
も
含
め
、「
古
文
」
に
関
す
る
限
り
、
こ
れ
ら
は
「
偽
書
」
だ
と
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
張
覇
百
両
編
本
の
覇
に
よ

る
「
序
」
は
「
空
造
」（「
雕
題
附
言
」、
九
オ
）、
安
国
が
「
書
伝
」
を
作
し
た
と
の
説
は
「
絶
無
左
證
」（
同
、
八
オ
）、
こ
れ
ら
は
み

な
、「
大
抵
小
人
之
趨
於
利
。
猶
蛾
之
趨
於
火
」
の
行
為
で
あ
り
、「
僞
文
贋
書
。
歴
代
不
断
」
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
い
わ
ゆ
る

「
古
文
」
と
さ
れ
る
も
の
は
経
文
、
注
文
と
も
偽
物
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
筆
鋒
鋭
く
糾
弾
す
る
（
同
、
八
オ
）。
ま
た
、
孔
穎
達
ら

孔
子
の
子
孫
、
そ
し
て
斉
・
魯
間
の
「
鄙
儒
」
ら
が
「
杜
撰
」
を
な
し
、「
妄
論
」
を
好
き
放
題
に
展
開
す
る
の
を
手
厳
し
く
断
罪
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（
同
、
五
オ
～
ウ
、
前
出
）
し
、『
尚
書
』
に
関
し
て
は
た
だ
一
つ
、
現
行
『
尚
書
』
に
混
在
す
る
伏
生
の
「
今
文
」
の
み
を
真
と
し
て

い
る
。

　

総
じ
て
、「
偽
古
」
編
の
「
断
定
」
は
元
・
呉
澄
を
端
緒
と
し
、「
偽
古
文
」
箇
所
の
事
例
の
具
体
的
な
列
挙
を
も
っ
て
の
断
定
は

閻
若
璩
『
疏
證
』
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
後
の
清
代
諸
儒
も
こ
れ
を
基
盤
と
す
る
。
王
鳴
盛
『
後
案
』
も
「
若
僞
孔
。
則
非
古
文
。

亦
非
今
文
也
」
と
明
言
（『
尚
書
後
辨
』
十
六
ウ
）、「
偽
孔
本
」
は
「
東
晋
」
に
突
如
あ
ら
わ
れ
た
も
の
（
突
出
）
と
の
明
・
梅
鷟
『
尚

書
考
異
』
の
表
現
も
借
り
た
見
解
を
示
す
が
、『
史
記
』
引
用
の
「
古
文
尚
書
」
も
含
め
「
偽
書
」
と
断
言
す
る
の
は
、
履
軒
に
お

い
て
特
異
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

小　

括　

忌
憚
な
き
「
原
典
批
判
」
─
中
国
の
文
献
批
判
と
比
較
し
て

　

本
章
に
て
考
察
し
た
履
軒
、
あ
る
い
は
す
こ
し
前
の
伊
藤
蘭
嵎
、
履
軒
の
懐
徳
堂
の
先
輩
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
～
四
六
）
ら
に
お

け
る
辛
辣
な
原
典
批
判
は
、
水
田
紀
久
の
言
葉
を
借
り
て
い
え
ば
、「
斯
道
の
始
祖
、
聖
人
を
絶
対
視
せ
ず
、
こ
れ
ら
を
、
た
だ
後

の
立
論
者
が
権
威
と
仰
ぐ
偶
像
と
断
じ
、
そ
の
超
人
格
を
も
、
思
想
発
達
の
原
則
に
よ
り
、
ひ
と
し
く
相
対
的
地
位
に
定
位
し
去
」

る
知
的
営
み
で
あ
る
と
い
え
よ
う）

11
（

。
本
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
履
軒
は
、
王
粛
、
梅
賾
ら
に
よ
る
「
捏
造
」「
剽
窃
」「
誇
言
」
の
横

行
、
孔
伝
な
ど
に
お
け
る
「
詆て

い

誣ふ

の
横
加
」
を
指
摘
す
る
の
み
な
ら
ず
、
前
節
に
て
み
た
よ
う
に
、
蘭
嵎
、
錦
城
ら
も
言
及
し
な

か
っ
た
前
漢
末
～
新
の
劉
歆
に
よ
る
偽
作
と
そ
の
班
固
に
よ
る
無
批
判
な
引
用
な
ど
も
析
出
し
て
い
る
。

　

履
軒
の
こ
れ
ら
の
営
為
は
、
単
な
る
「
漢
・
魏
回
帰
」
と
か
「
漢
学
の
復
興
」
で
は
な
い
。
な
に
よ
り
、
彼
の
劉
歆
批
判
は
、
の

ち
の
康
有
為
に
よ
る
そ
れ
が
多
分
に
政
治
色
の
強
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
価
値
中
立
的
に
一
切
の
偏
り
を
排
し
、

純
粋
に
文
献
的
に
「
最
適
」
と
判
断
さ
れ
た
「
古
典
」
と
そ
の
「
原
解
」
の
み
を
適
宜
客
観
的
に
析
出
、
吟
味
・
考
究
す
る
営
み
で

あ
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
ま
さ
し
く
「
文
献
批
判
の
方
法
」
で
あ
る
。
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か
よ
う
な
原
典
批
判
、
そ
れ
を
裏
支
え
す
る
客
観
性
、
批
判
精
神
は
、「
自
由
な
学
問
」
と
い
っ
た
生
易
し
い
言
葉
で
形
容
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
再
び
水
田
の
言
葉
を
借
用
し
て
い
え
ば
、「
実
証
主
義
を
も
っ
て
基
本
的
条
件
と
な
す
近
代
科

学
研
究
と
等
質
」
の
学
問
姿
勢）

11
（

で
あ
り
、
西
欧
の
歴
史
家
、
そ
し
て
科
学
者
が
長
期
に
わ
た
り
、
命
が
け
で
獲
得
し
て
い
っ
た
知
的

基
盤
と
比
肩
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
と
く
に
大
谷
敏
夫
、
木
下
鉄
矢
、
濱
口
富
士
雄
、
井
上
進
、
吉
田
純
ら
に
よ
る
、
注
目
す
べ
き
清
代
の
経
書
研
究）

11
（

に
関

し
、
と
く
に
本
論
と
関
連
す
る
限
り
に
お
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
谷
の
業
績
は
こ
の
時
代
の
経
世
論
を
詳
述
す
る
も
の
で
、
木

下
の
も
の
も
慧
眼
鋭
く
こ
れ
を
論
じ
、
さ
ら
に
は
音
韻
の
学
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
濱
口
の
著
作
は
音
韻
に
関
す
る
同
氏
の
専
論

を
収
録
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
ま
た
、
清
朝
考
証
学
に
底
流
す
る
儒
学
的
な
形
而
上
学
、
明
代
学
問
の
継
承
の
様
相
な
ど
に
も
着
目
、

こ
れ
ら
各
々
の
労
作
の
詳
察
は
本
章
の
射
程
を
遥
か
に
超
え
る
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
吉
田
純
の
著
作
は
、
本
章
が
主
題
と
す
る
『
尚
書
』
批
判
の
姿
勢
に
関
す
る
こ
と
に
も
鋭
意
言
及
、
と
り
わ

け
清
代
考
拠
家
の
多
く
に
お
い
て
み
ら
れ
る
、
い
わ
ば
留
保
的
と
も
形
容
し
得
る
学
問
態
度
に
着
目
、
彼
ら
に
お
け
る
、
極
端
な

「
弁
偽
」
的
姿
勢
へ
の
批
判
的
傾
向
を
指
摘
す
る）

11
（

。
吉
田
は
、
清
初
の
顧
炎
武
、
あ
る
い
は
本
章
で
し
ば
し
ば
言
及
し
た
王
鳴
盛
、

さ
ら
に
は
閻
若
璩
ら
も
含
め
、
彼
ら
が
経
書
の
権
威
の
全
面
的
な
剥
奪
を
目
指
し
た
と
理
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ

ら
清
代
考
拠
家
研
究
の
説
を
十
全
に
引
照
し
な
が
ら
、
清
儒
の
営
み
が
単
純
な
文
献
批
判
で
は
な
く
、
高
度
に
政
治
的
な
判
断
や
思

想
的
な
色
合
い
を
濃
厚
に
反
映
さ
せ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
と
す
る
伊
東
貴
之
の
指
摘）

11
（

も
重
要
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
履
軒
の
忌
憚
な
き
原
典
批
判
は
、「
総
て
の
」
経
書
の
権
威
の
全
面
否
定
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。
彼
が

『
論
語
』・『
孟
子
』、
そ
し
て
『
中
庸
』
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
が
あ
り）

1（
（

、
現
行
『
尚
書
』
の
「
今
文
」
箇
所

を
偽
書
と
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
全
面
的
な
経
書
の
否
定
が
目
的
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
そ
れ
が
目

的
な
ら
経
学
の
精
緻
な
考
究
と
い
う
営
為
自
体
が
自
己
矛
盾
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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し
か
し
、「
真
書
」
の
確
定
へ
の
努
力
の
否
定
、
経
書
の
「
無
批
判
な
」
尊
崇
こ
そ
、
一
方
で
は
妄
信
、
排
他
性
、
自
浄
作
用
の

排
除
を
胚
胎
さ
せ
る
要
因
と
は
な
る
ま
い
か
。
無
論
、
木
下
、
伊
東
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
で
指
摘
す
る
ご
と
く
の
中
国
の
学
問
環

境
に
お
け
る
社
会
＝
政
治
的
状
況
が
無
制
限
な
原
典
批
判
を
許
さ
な
か
っ
た
事
実
は
看
過
で
き
ず
、
本
論
冒
頭
に
て
引
い
た
履
軒

『
雕
題
畧
』
緒
言
の
、「
毀
誉
得
喪
を
度
外
に
お
」
き
、「
愛
憎
を
新
故
に
生
ぜ
ず
」
し
て
「
古
経
の
未
だ
瞭
か
な
ら
ざ
る
」
を

「
開（

マ
マ
）明

」
す
る
営
み
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
異
な
る
社
会
＝
政
治
的
状
況
下
に
あ
っ
た
十
八
世
紀
日
本
に
お
い
て
の
み
あ
る
程
度
可

能
で
あ
っ
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　

も
う
一
点
、
江
戸
儒
者
に
お
け
る
文
献
研
究
を
考
え
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ま
ず
履
軒
や
蘭
嵎
ら
の
仕
事
は
、
宋
末

～
元
・
王
魯
齋
、
同
・
呉
草
廬
、
明
・
梅
鷟
、
郝
敬
ら
の
批
判
的
『
書
』
研
究
を
適
宜
参
酌
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

少
し
あ
と
の
錦
城
の
研
究
に
は
確
実
に
清
の
閻
若
璩
『
尚
書
古
文
疏
證
』、
王
鳴
盛
『
尚
書
後
案
』、
江
聲
『
尚
書
集
注
音
疏
』
が
反

映
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
こ
こ
に
、「
東
ア
ジ
ア
海
域
」
を
ま
た
い
だ
実
証
主
義
的
学
問
の
発
展
的
継
承
の
足
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
い

え
よ
う
。

■
付
録
1　

本
章
で
利
用
の
中
井
履
軒
『
尚
書
』
関
連
著
作
・
注
釈
書

◯『
尚
書
雕
題
』（
履
軒
自
筆
、
七
經
ノ
内
）。
蔡
沈
『
書
經
集
傳
』
に
頭
注
を
中
心
と
す
る
書
入
れ
を
施
し
た
も
の
で
、
初
頁
の
頭
注
に
「
尚
書

雕
題
」
と
あ
り
。
六
冊
、
二
七
・
五
セ
ン
チ
×
一
九
セ
ン
チ
、1-09-01

日
本SH

I-C

（2

）。
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。
成
立
年
未
詳
（
以
下
、
履
軒

の
著
作
に
つ
い
て
は
「
典
謨
接
」
を
除
き
未
詳
）。

◯『
尚
書
雕
題
畧
』（
履
軒
手
稿
、
七
經
ノ
内
）
二
冊
、
二
三
・
〇
セ
ン
チ
×
一
六
・
二
セ
ン
チ
、1-09-01

日
本SH

I-R

（2

）。
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。

第
二
冊
の
末
に
「
雕
題
附
言
」
あ
り
。

◯『
尚
書
雕
題
畧
』（
七
經
雕
題
畧
二
ノ
一
～
二
）
二
冊
、
二
二
・
三
セ
ン
チ
×
一
六
・
二
セ
ン
チ
、
旧
一
高
文
庫
（
現
東
京
大
学
附
属
駒
場
図
書

館
）
蔵
。「
第
一
高
等
学
校
図
書
館
」
の
印
の
ほ
か
、「
桑
名
文
庫
」「
白
河
文
庫
」
の
印
あ
り
。
第
二
冊
の
末
に
「
雕
題
附
言
」
あ
り
。
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◯『
尚
書
雕
題
附
言
』（「
雕
題
附
言
」
の
み
独
立
の
冊
）
一
冊
、
二
四
・
〇
セ
ン
チ
×
一
六
・
〇
セ
ン
チ
。「
雕
題
附
言
」
と
の
内
題
の
次
行
に

「
尚
書
」
と
あ
る
以
外
は
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
、
一
高
文
庫
蔵
『
雕
題
畧
』「
書
」
の
第
二
冊
末
に
あ
る
も
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
。
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。

◯「
典
謨
接
」（
履
軒
手
稿
『
七
經
雕
題
畧
』
一
「
易
」
三
巻
の
末
に
収
め
る
。『
懐
徳
堂
文
庫
目
録
』
に
は
「
尚
書
二
巻
付
典
謨
接
一
巻
」
と
あ

る
が
、
実
際
に
は
「
易
」
の
第
三
巻
の
末
に
収
め
る
。
二
四
・
〇
セ
ン
チ
×
一
六
・
一
セ
ン
チ
。1-09-01

日
本SH

I-R

（1

）。
懐
徳
堂
文
庫

蔵
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）。

◯『
梅
賾
古
文
尚
書
』（
中
井
積
徳
〈
履
軒
〉
自
抄
並
傍
注　

水
哉
館
遺
書
）
一
巻
。1-03-00

正
文BA

I

。
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。

◯『
尚
書
』（
中
井
積
徳
〈
履
軒
〉
訓
点　

安
永
年
間
刊
本　

皇
都
松
梅
軒
蔵
版　

水
哉
館
遺
書
）
一
巻
。
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。

◯『
伏
生
尚
書
』（
中
井
積
徳
〈
履
軒
〉
自
抄
並
考
定
・
訓
点　

水
哉
館
遺
書
）
一
巻
。1-03-00

前
漢FU

K

。
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。

■
付
録
2　

そ
の
他
の
日
本
儒
者
に
よ
る
『
尚
書
』
関
連
著
作
・
注
釈
書

◯
伊
藤
蘭
嵎
『
書
反
正
』
二
冊
、「
序
説
」「
堯
典
」
の
み
。
本
章
で
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
版
の
蘭
嵎
手
稿
本
（
懐
徳
堂
文
庫
蔵
）
を
、

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
平
安
書
林
等
版
刊
本
（
早
稲
田
大
学
古
典
籍
資
料
室
蔵
）
と
校
合
の
上
利
用
。
な
お
、
享
保
二
十
年
写
本
と
明
和

二
年
版
の
双
方
に
「
序
説
」
が
あ
る
が
、
前
者
巻
之
一
巻
首
に
あ
る
「
書
反
正
序
」（「
序
説
」
巻
の
「
書
反
正
序
説
」
と
は
別
）
が
後
者
に
は

な
い
。

◯
大
田
錦
城
『
九
經
談
』
十
巻
（
四
冊
）。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
須
原
屋
茂
兵
衛
等
版
の
刊
本
と
、
秋
田
屋
多
右
衛
門
等
版
（
著
者
蔵
）

と
を
校
合
の
上
利
用
。

◯
同
『
梧
窓
漫
筆
』
前
・
後
編
上
下
（
四
冊
）。
玉
嚴
堂
（
和
泉
屋
金
右
衛
門
梓
）
刊
本
（
著
者
蔵
）
を
利
用
。

◯
同
『
梅
本
増
多
原
』
四
冊
。
写
本
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
室
蔵
、
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
蔵
の
も
の
を
利
用
。

◯
同
『
壁
經
辨
正
』
三
冊
。
写
本
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
の
も
の
を
利
用
。

◯
岡
白
駒
『
尚
書
解
』
一
冊
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
版
（
懐
徳
堂
文
庫
蔵
）
刊
本
を
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
版
（
早
稲
田
大
学
古
典
籍

資
料
室
蔵
）
刊
本
と
校
合
の
上
利
用
。

◯
下
郷
次
郎
八
（
學
海
）『
尚
書
去
病
』
一
冊
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
写
本
（
懐
徳
堂
文
庫
蔵
）
を
利
用
。

◯
赤
松
蘭
室
（
訓
点
、
序
）『
書
疑
』
三
冊
。
平
安
書
林
等
版
本
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
資
料
室
蔵
。
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〔
注
〕

（
1
）

『
七
經
雕
題
畧
』
緒
言
。
書
誌
情
報
は
付
録
1
参
照
。
武
内
義
雄
「
懐
徳
堂
と
大
坂
の
儒
学
」（『
武
内
義
雄
全
集
』
第
十
巻
〈
角
川
書
店
、

一
九
八
四
年
〉）、
三
五
四
頁
に
引
用
。

（
2
）
同
前
。

（
3
）
金
谷
治
「
疑
古
の
歴
史

─
元
・
明
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
九
巻
〈
一
九
九
三
年
五
月
〉、
中
国
文
史
哲
研
究
会
）。
の
ち
『
金
谷
治
中

国
思
想
論
集
』
下
巻
「
批
判
主
義
的
学
問
観
の
形
成
」（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
。
引
用
の
文
言
は
後
者
の
七
五
頁
。

（
4
）

こ
れ
に
関
し
て
は
『
懐
徳
』
所
収
の
湯
浅
邦
弘
、
陶
徳
民
ら
に
よ
る
研
究
論
文
を
は
じ
め
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

（
5
）

武
内
、
前
掲
注（
1
）「
懐
徳
堂
と
大
坂
の
儒
学
」。

（
6
）

た
と
え
ば
『
雕
題
』
十
ウ
の
頭
注
に
あ
る
「
劉
向
劉
歆
班
固
之
徒
所
見
。
與
司
馬
遷
所
見
同
。
蓋
安
國
家
書
十
六
篇
古
文
是
也
。
與
梅
賾

之
古
文
。
張
覇
之
百
両
異
。
而
其
書
今
亡
」
は
、
本
章
第
二
節
で
も
引
用
す
る
「
附
言
」
六
オ
の
「
按
劉
向
所
校
中
書
。
即
安
國
所
獻
之
古

文
矣
。
孔
穎
達
乃
謂
。
劉
向
班
固
之
徒
。
不
見
安
國
古
文
。
而
以
張
覇
之
書
爲
古
文
。
蓋
孔
穎
達
以
梅
賾
之
書
爲
眞
古
文
。
遂
以
劉
向
所
校

中
書
。
爲
張
覇
之
書
。
誣
甚
。
孔
穎
達
又
稱
。
張
覇
之
書
。
爲
五
十
八
篇
。
與
儒
林
傳
不
合
。
亦
不
知
何
所
據
」（
六
オ
）
の
「
原
案
」
と

い
え
る
も
の
で
あ
り
、『
雕
題
』
十
一
オ
頭
注
の
「
伏
生
書
。
無
伊
訓
畢
命
。
乃
疑
口
受
屬
讀
者
非
」
と
の
文
言
の
、「
本
経
」
が
伏
生
に
よ

る
伝
授
の
際
に
存
在
し
て
い
た
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
も
、「
附
言
」
二
オ
の
「
夫
伏
生
以
尚
書
教
授
于
齋
魯
之
間
。
固
無
本
經
不
録
之

理
」
と
し
、「
然
則
孔
序
所
云
。
伏
生
失
本
經
而
口
授
。
及
衛
宏
所
云
伏
生
使
其
女
傳
言
教
錯
。
皆
横
加
詆
誣
耳
」
と
の
説
、
す
な
わ
ち

「
本
経
」
は
「
亡
佚
」
と
す
る
「
孔
序
」、
衛
宏
の
説
の
「
欺
」
の
甚
だ
し
き
こ
と
を
批
判
す
る
の
と
関
連
す
る
。『
雕
題
』
十
オ
の
「
安
國

作
伝
。
絶
無
左
證
」
と
の
文
言
も
「
安
國
作
書
傳
。
絶
無
左
證
。
今
梅
賾
書
傳
。
其
解
古
文
與
解
今
文
處
。
往
々
矛
盾
。
是
梅
賾
書
傳
。
亦

不
出
于
一
手
」
と
の
「
附
言
」
に
発
展
的
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）

た
と
え
ば
『
雕
題
』
七
オ
頭
注
。

（
8
）

こ
れ
ら
履
軒
の
諸
書
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
付
録
1
参
照
。

（
9
）

同
前
。

（
10
）

詳
細
は
本
章
第
二
節
以
降
に
て
考
察
。

（
11
）

た
と
え
ば
『
辨
道
』
第
四
条
の
「
伏
羲
神
農
黄
帝
。
亦
聖
人
也
。
其
所
作
爲
。
猶
且
止
於
利
用
厚
生
之
道
」
と
の
語
の
「
利
用
厚
生
」、
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第
五
条
の
「
乃
聖
乃
文
」
と
の
語
は
「
偽
書
」
と
さ
れ
る
「
大
禹
謨
」
の
語
で
あ
り
、『
辨
名
』
に
「
書
曰
」
と
し
て
引
か
れ
る
語
は
、
上

巻
に
あ
る
も
の
は
「
堯
典
」（
四
ウ
）、「
皐
陶
謨
」（
八
ウ
、
十
七
オ
、
二
十
八
ウ
）
等
「
真
書
」
と
さ
れ
る
編
か
ら
の
引
用
が
多
い
が
、

「
咸
有
一
徳
」「
説
命
」
編
あ
た
り
の
文
言
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、『
書
』
に
限
ら
ず
「
孔
安
国
注
」
の
引
用
が
め
だ
つ
。
春
臺
『
詩
書
古

伝
』
は
諸
々
の
書
に
引
用
さ
れ
る
「
偽
古
」
諸
編
の
文
言
も
分
け
隔
て
な
く
含
め
る
。

（
12
）
本
章
で
は
、『
朱
子
語
類
』
は
大
全
和
刻
本
（
万
暦
三
十
二
年
刊
本
の
翻
刻
の
寛
文
八
年
版
、
第
五
冊
に
巻
七
十
八
「
尚
書
」
を
収
め
る
）、

『
尚
書
全
解
』『
書
説
』『
書
集
傳
或
問
』『
書
纂
言
』
各
々
の
書
は
『
通
志
堂
經
解
』
所
収
版
、『
書
疑
』
は
『
通
志
堂
經
解
』
所
収
版
に
加

え
、
付
録
2
に
掲
げ
た
赤
松
蘭
室
が
訓
点
を
施
し
た
和
刻
本
を
あ
わ
せ
用
い
た
。

（
13
）

た
だ
し
前
掲
の
平
安
書
林
版
刊
本
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
刊
本
と
も
「
堯
典
」
ま
で
を
収
め
る
の
み
で
、
こ
れ
以
降
の
諸
編
に
つ
い
て
は
未
読
。

（
14
）

関
儀
一
郎
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
十
一
巻
所
収
の
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
刻
本
。
同
巻
「
例
言
」
に
、
自
序
に
「
寳
永
五
年
（
一

七
〇
八
）
に
稿
本
成
り
、
享
保
十
七
年
に
刪
定
追
補
」
し
た
と
あ
り
。

（
15
）

同
上
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
十
一
巻
所
収
『
辨
疑
録
』、
八
一
～
八
三
頁
。
付
録
2
の
蘭
嵎
『
書
反
正
』
七
オ
～
十
一
ウ
に
引
く
。
た
だ

し
『
辨
疑
録
』
に
引
く
郝
敬
の
語
は
引
か
ず
。

（
16
）

同
前
『
書
反
正
』、
十
一
ウ
～
十
二
オ
。

（
17
）

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
、
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
五
六
年
。

（
18
）

書
誌
情
報
は
付
録
2
参
照
。

（
19
）

同
前
。

（
20
）

注（
12
）参
照
。

（
21
）

こ
の
語
は
『
朱
子
語
類
』「
尚
書
」（
巻
七
十
八
）
に
あ
り
、
履
軒
「
附
言
」
十
一
オ
～
ウ
に
も
引
く
。
な
お
、
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
で

は
、「
増
多
之
書
」
で
は
な
く
、「
安
國
増
多
之
書
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
是
と
す
れ
ば
、「
詰
曲
聱
牙
」
な
「
今
文
」
諸
編
の
み
な
ら

ず
、「
文
従
字
順
」
な
諸
編
も
含
め
す
べ
て
孔
安
国
古
文
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、
東
晋
以
降
通
行
の
も
の
も
含
め
す
べ
て
「
真
書
」
と
し
て

い
る
こ
と
と
な
る
。
馬
端
臨
の
父
馬
廷
鸞
は
林
之
奇
『
尚
書
全
解
』
も
引
く
が
、
こ
の
書
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
偽
古
」
箇
所
も
分
け

隔
て
な
く
注
釈
を
付
す
も
の
で
あ
る
。『
文
献
通
考
』
は
こ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
文
献
通
考
』
に
お
け
る
「
安
國
」
の

語
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
研
究
室
の
尾
崎
順
一
郎
氏
に
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。
氏
に
は
他
に
も
ご
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批
正
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。



ま
た
、
古
文
の
「
真
贋
」
の
問
題
と
は
別
に
、
文
体
の
異
質
性
指
摘
の
端
緒
は
い
う
ま
で
も
な
く
韓
愈
『
進
學
解
』
で
あ
る
。

（
22
）

た
だ
し
王
柏
の
主
張
に
は
多
分
に
主
観
的
判
断
が
含
ま
れ
る
の
は
、
金
谷
、
前
掲
注（
3
）「
疑
古
の
歴
史

─
元
・
明
」
に
も
指
摘
が
あ

り
（
同
論
文
一
二
「
書
を
以
て
伝
わ
り
書
を
以
て
晦
矣
し

─
王
柏
」）、
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。
一
方
、
野
村
茂
夫
は
、『
書
疑
』
こ
そ
が

古
文
の
「
経
」
本
文
の
批
判
の
端
緒
で
あ
る
と
す
る
。
野
村
「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
」
上
（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
三
四
号

〈
一
九
八
五
年
二
月
〉）、
三
七
頁
。

（
23
）

「
伏
生
之
所
有
。
恐
孔
壁
亦
未
必
尽
存
。
若
以
有
無
互
相
較
数
。
密
意
所
増
者
。
未
必
果
二
十
五
篇
也
」（『
書
疑
』「
書
大
序
」）。

（
24
）

『
書
疑
』「
王
魯
齊
書
疑
序
」。

（
25
）

た
と
え
ば
懐
徳
堂
文
庫
に
『
尚
書
後
案
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
皇
清
経
解
版
で
あ
り
、
し
か
も
昭
和
二
六
年
に
同
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

（
26
）

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年
。

（
27
）

金
谷
治
「
日
本
考
証
学
の
成
立

─
大
田
錦
城
」（
源
了
圓
〈
編
著
〉『
江
戸
後
期
の
比
較
文
化
研
究
』〈
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
〉、

四
九
～
五
〇
頁
）。

（
28
）

大
田
錦
城
『
九
經
談
』
巻
之
七
「
書
」、
五
ウ
。

（
29
）

清
儒
の
『
尚
書
』
研
究
、
と
り
わ
け
『
疏
證
』
に
つ
い
て
は
野
村
茂
夫
「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
」
の
と
く
に
「
中
」（『
愛
知
教
育
大
学

研
究
報
告
』
第
三
五
号
〈
一
九
八
六
年
二
月
〉）
に
詳
し
い
。『
尚
書
古
文
疏
證
』
は
『
皇
清
經
解
續
篇
』
所
収
版
（
一
八
八
八
年
）、『
尚
書

後
案
』
は
乾
隆
四
五
年
（
一
七
八
〇
）
の
禮
堂
蔵
版
（
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）、『
尚
書
集
注
音
疏
』
は
『
皇
清
經
解
』
所
収
版
（
一

八
二
九
年
）
を
利
用
。

（
30
）

吉
川
「
尚
書
孔
氏
伝
解
題
」（『
東
方
学
報
京
都
』
第
十
一
冊
第
一
分
冊
〈
一
九
四
〇
年
四
月
〉）。
の
ち
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
七
巻

（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）
所
収
、
引
用
箇
所
は
『
全
集
』
の
二
七
二
～
七
六
頁
。

（
31
）

こ
の
典
型
例
と
し
て
は
、
吉
川
前
掲
書
の
二
七
三
～
七
五
頁
に
も
引
か
れ
る
「
益
稷
」
編
の
「
萬
邦
黎
献
。
共
惟
帝
臣
」
に
関
す
る
鄭
注

で
あ
る
。
吉
川
も
指
摘
す
る
ご
と
く
、「
孔
氏
伝
」
が
「
万
国
の
賢
者
た
ち
」
と
の
穏
当
な
解
釈
を
与
え
る
の
に
対
し
、
鄭
注
は
実
際
に

「
一
万
の
国
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
煩
雑
極
ま
る
説
明
を
与
え
る
。『
尚
書
後
案
』
は
ほ
ぼ
毎
条
「
鄭
曰
」
と
し
て
鄭
注
を
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付
し
、
他
の
注
を
付
し
、
そ
の
上
で
案
語
を
付
す
体
裁
を
保
つ
が
、「
益
稷
」
編
の
こ
の
条
の
ご
と
く
の
、
ほ
と
ん
ど
『
聖
書
』
の
叙
述
を

無
批
判
に
前
提
し
、
も
っ
て
世
界
人
口
を
一
兆
三
千
億
と
し
た
り
、
ア
ダ
ム
の
寿
命
を
九
三
〇
歳
と
し
て
い
た
「
普
遍
史
的
」
聖
書
解
釈
を

彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
鄭
注
は
ほ
と
ん
ど
採
ら
な
い
。

（
32
）
金
谷
、
前
掲
注（
3
）「
疑
古
の
歴
史

─
元
・
明
」
に
も
王
柏
、
呉
澄
が
宋
末
～
元
初
の
博
学
の
風
潮
、
古
書
の
真
偽
へ
の
意
識
を
象
徴

す
る
儒
者
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
33
）

近
年
の
研
究
で
は
金
谷
治
、
野
村
茂
夫
が
「
尚
書
の
古
文
經
そ
の
も
の
を
偽
と
し
た
」
最
初
の
人
物
と
し
て
呉
澄
を
あ
げ
る
。
金
谷
、
同

前
論
文
書
の
と
く
に
第
十
四
節
。
野
村
、
前
掲
注（
22
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
上
）」、
三
七
頁
。

（
34
）

『
尚
書
正
義
』（
阮
元
『
十
三
經
註
疏
附
校
勘
記
』、
書
疏
一
、
十
ウ
、
十
一
オ
）。

（
35
）

前
掲
注（
12
）『
書
纂
言
』（『
通
志
堂
經
解
』
所
収
版
）、
二
ウ
。

（
36
）

日
本
の
儒
者
で
も
、
た
と
え
ば
久
米
邦
武
は
幕
末
の
儒
者
で
あ
る
が
、
彼
に
お
い
て
も
「
亡
佚
」
と
は
し
て
い
な
い
（
本
書
第
四
章
「
久

米
邦
武
と
『
尚
書
』
研
究
」）。

（
37
）

こ
の
点
に
関
し
て
は
王
鳴
盛
『
尚
書
後
案
』「
後
辨
」
に
も
「
孔
壁
眞
古
文
。
原
有
武
成
篇
。
至
建
武
之
際
亡
」（
八
十
四
オ
。
同
様
の
言

が
八
十
四
ウ
に
も
）
と
あ
る
。

（
38
）

金
谷
、
前
掲
注（
27
）「
日
本
考
証
学
の
成
立

─
大
田
錦
城
」。

（
39
）

原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

「
書
序
恐
不
是
孔
安
國
做
。
漢
文
麤
枝
大
葉
。
今
書
序
細
膩
。
只
似
六
朝
時
文
字
。
小
序
斷
不
是
孔
子
做
。
義
剛
。
論
孔
序
。
漢
人
文

字
也
不
喚
做
好
、
卻
是
麤
枝
大
葉
。
書
序
細
弱
、
只
是
魏
晉
人
文
字
。
陳
同
父
亦
如
此
說
。」

「
尚
書
注
并
序
、
某
疑
非
孔
安
國
所
作
。
蓋
文
字
善
困
、
不
類
西
漢
人
文
章
、
亦
非
後
漢
之
文
。」

「
尚
書
孔
安
國
傳
、
此
恐
是
魏
晉
間
人
所
作
、
托
安
國
為
名
。」

（
40
）

『
漢
紀
』
は
中
華
書
局
版
『
両
漢
紀
』
評
点
本
（
二
〇
〇
二
年
）
を
利
用
。
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
巻
七
十
六
（「
尚
書
十
四
巻
」）、
九
ウ
に

『
漢
紀
』
の
こ
の
語
が
引
か
れ
、
つ
づ
け
て
「
則
知
安
國
巳
逝
。
而
其
家
献
之
」、「
脱
去
家
字
爾
」
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
漢
紀
』
に
お

け
る
「
家
」
の
字
の
所
在
は
前
出
の
尾
崎
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
た
い
。

（
41
）

「
移
譲
太
常
博
士
書
」
は
『
文
選
』「
上
書
類
」
に
も
収
め
る
。
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（
42
）

ち
な
み
に
『
文
選
』「
六
臣
注
」
の
こ
の
語
の
注
を
み
て
も
、「
翰
曰
。
古
書
以
竹
簡
為
用
。
縄
連
之
。
故
云
。
朽
折
散
絶
」
と
孔
疏
を
敷

衍
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
43
）

『
新
學
偽
經
考
』
全
十
四
巻
、
巻
三
上
、
十
四
ウ
（
康
氏
萬
木
草
堂
版
、
光
緒
十
七
年
〈
一
八
九
一
〉
刊
〈
著
者
蔵
〉）。

（
44
）
ち
な
み
に
こ
の
た
と
え
を
も
っ
て
の
「
偽
古
」
箇
所
の
評
価
は
、
若
き
日
の
著
作
で
あ
る
『
梅
本
増
多
原
』
に
も
あ
り
、
ま
た
『
梧
窓
漫

筆
』
後
編
下
、
三
十
九
ウ
に
も
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）

吉
川
、
前
掲
注（
30
）「
尚
書
孔
氏
伝
解
題
」、
と
く
に
『
全
集
』
第
七
巻
の
二
七
二
～
二
七
三
、
二
七
五
、
二
七
六
頁
。
た
だ
、
朱
子
の

「
後
漢
人
作
孔
叢
子
者
。
好
作
僞
書
」、
あ
る
い
は
ま
た
「
孔
安
國
解
經
。
最
亂
道
」
と
の
指
摘
（『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
八
「
尚
書
」）
も
注

目
に
値
し
よ
う
。
か
よ
う
な
批
判
も
ま
た
朱
子
あ
る
い
は
南
宋
と
い
う
時
代
に
お
け
る
旺
盛
な
経
学
的
批
判
精
神
の
反
映
と
の
み
か
た
も
あ

ろ
う
が
、
や
は
り
、
新
、
後
漢
、
さ
ら
に
は
魏
・
晋
～
唐
初
の
『
尚
書
』
増
多
諸
編
を
め
ぐ
る
諸
々
の
こ
と
は
安
易
に
肯
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
は
考
え
難
い
。

（
46
）

水
田
「
富
永
仲
基
と
山
片
蟠
桃

─
そ
の
懐
徳
堂
と
の
関
係
な
ど
」（
日
本
思
想
大
系
『
富
永
仲
基
・
山
片
蟠
桃
』
岩
波
書
店
、
一
九
七

三
年
）、
六
六
四
頁
。
六
四
六
～
六
四
七
、
六
七
一
～
六
七
二
頁
ほ
か
に
も
同
様
の
主
張
あ
り
。

（
47
）

同
前
、
六
五
〇
頁
。

（
48
）

大
谷
敏
夫
『
清
代
政
治
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）、
同
『
清
代
の
政
治
と
文
化
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。
濱
口

富
士
雄
『
清
代
考
據
學
の
思
想
史
的
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
）。
木
下
鉄
矢
『「
清
朝
考
証
学
」
と
そ
の
時
代
』（
創
文
社
・
中

国
学
芸
叢
書
、
一
九
九
六
年
）。
吉
田
純
『
清
朝
考
証
学
の
群
像
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「『
尚
書
古
文
疏
證
』
と
そ
の
時
代
」

（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
〇
号
、
一
九
八
八
年
）。
井
上
進
『
明
清
学
術
変
遷
史

─
出
版
と
伝
統
学
術
の
臨
界
点
』（
平
凡
社
、
二
〇
一

一
年
）。

（
49
）

と
く
に
吉
田
、
前
掲
「『
尚
書
古
文
疏
證
』
と
そ
の
時
代
」。

（
50
）

伊
東
貴
之
「
清
朝
考
証
学
の
再
考
の
た
め
に

─
中
国
・
清
代
に
お
け
る
『
尚
書
』
を
め
ぐ
る
文
献
批
判
と
そ
の
位
相
、
あ
る
い
は
、
伝

統
と
近
代
、
日
本
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
」（
笠
谷
和
比
古
編
『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』〈
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
〉）。

（
51
）

履
軒
が
と
り
わ
け
『
中
庸
』
を
最
重
視
し
、
さ
ら
に
こ
れ
も
っ
て
忠
・
孝
を
宣
揚
、
誠
に
よ
る
こ
れ
ら
二
倫
の
実
行
を
標
榜
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
武
内
、
前
掲
注（
1
）「
懐
徳
堂
と
大
坂
の
儒
学
」（『
武
内
義
雄
全
集
』
第
十
巻
）、
三
五
五
～
三
五
八
頁
に
も
指
摘
が
あ
る
。
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第
三
章　

東
條
一
堂
の
『
論
語
』
研
究
─
權
、
道
義
と
業
務

は
じ
め
に

　

東
條
一
堂
（
一
七
七
八
～
一
八
五
七
、
名
は
弘
、
字
は
子
毅
。
通
称
は
文
蔵
。
一
堂
は
号
）
は
上
総
長
生
郡
に
生
ま
れ
、
十
二
歳
で
京
に

出
て
以
降
十
年
間
、
皆
川
淇
園
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
七
）
に
学
び
、
帰
府
後
は
亀
田
鵬
斎
（
一
七
五
二
～
一
八
二
六
）
に
師
事
し
た
。

二
十
六
歳
で
弘
前
藩
督
学
と
な
る
も
一
年
足
ら
ず
で
江
戸
に
戻
り
、
駒
込
、
つ
い
で
お
玉
が
池
端
に
私
塾
「
瑶
池
塾
」
を
開
き
、
門

下
の
教
育
と
経
書
の
考
拠
を
主
と
す
る
著
述
に
専
心
し
た
。
そ
の
一
方
で
老
中
首
座
阿
部
正
弘
に
月
三
回
進
講
し
た
他
、
沼
津
、
盛

岡
、
庄
内
、
敦
賀
、
長
島
各
藩
諸
侯
に
も
講
説
を
行
っ
て
い
た）

1
（

。

　

波
多
野
太
郎
は
「
老
子
王
注
に
対
す
る
東
条
一
堂
の
文
献
学
的
研
究
の
価
値
批
判
」
に
て
、
一
堂
は
、
王
注
を
完
全
に
復
元
す
る

た
め
に
ま
ず
『
釋
文
』
を
整
序
、
そ
の
前
作
業
と
し
て
『
永
樂
大
典
』、『
文
選
』
の
李
善
注
等
を
も
っ
て
点
勘
を
行
な
い
、
そ
の
上

で
王
注
の
義
例
を
擬
定
、
さ
ら
に
そ
の
完
全
復
元
版
に
拠
っ
て
王
弼
の
拠
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
整
理
、
さ
ら
に
は
広
く
王
注
を
引
用
す

る
文
献
を
渉
猟
し
、
訂
補
す
る
と
い
う
周
到
な
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
と
す
る
。「
そ
の
精
而
確
た
る
こ
と
、
易
順
鼎
、
陶
鴻
慶
に

相
比
肩
し
、
簡
而
截
た
る
論
理
の
進
め
方
と
透
徹
さ
は
、
む
し
ろ
一
堂
が
勝
る
」
と
、
そ
の
考
証
の
手
続
き
、
周
到
さ
を
激
賞
す
る）

2
（

。

　

ま
た
、『
詩
經
標
識
』
は
「
両
漢
以
来　

唐
・
宋
・
元
・
明
に
わ
た
る
諸
書
を
渉
猟
」
し
、「
あ
ま
ね
く
先
秦
両
漢
の
古
書
に
関
係

資
料
を
求
め
、
傍
捜
博
引
、
證
左
羅
列
し
て
以
て
適
解
を
得
よ
う
と
し
、
名
物
訓
詁
は
必
ず
こ
れ
を
爾
雅
及
び
説
文
に
本
づ
け
」、
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「
正
に
清
朝
乾
嘉
の
学
風
を
受
け
る
も
の
」
と
嵯
峨
寛
氏
は
評
す
る）

3
（

。

　
『
論
語
知
言
』［

1

［
補
注

も
先
秦
両
漢
の
文
献
、
と
く
に
『
爾
雅
』、『
説
文
』、『
釋
文
』、『
國
語
』（
と
く
に
齋
語
）、『
尚
書
大
傳
』
等
の
博

引
に
加
え
、
毛
奇
齢
、
閻
若
璩
、
顧
炎
武
、
呉
英
、
劉
台
拱
ら
の
清
朝
前
期
～
中
期
の
考
拠
家
の
説
、
さ
ら
に
は
乾
嘉
（
一
七
三
六

～
一
八
二
〇
）
の
銭
大
昕
『
潜
研
堂
文
集
』、
阮
元
『
皇
清
經
解
』
ま
で
も
引
き
、
適
解
を
得
ん
と
努
め
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

『
論
語
知
言
』
に
限
っ
て
い
え
ば
、
清
代
考
証
、
と
く
に
乾
嘉
に
お
け
る
そ
の
隆
盛
の
方
法
論
的
屋
台
骨
が
文
字
学
と
音
韻
学
に

あ
っ
た）

4
（

の
に
対
し
、
一
堂
の
学
（
そ
し
て
恐
ら
く
は
淇
園
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
江
戸
後
期
～
幕
末
の
儒
者
の
学
）
に
音
韻
学
は
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
文
字
学
の
面
で
も
、
字
義
研
究
が
一
堂
学
の
重
要
な
基
盤
の
一
で
あ
る
も
、
字
句
の
用
例
の
羅
列
か
ら
帰
納
的
に

字
義
を
導
く
姿
勢
が
圧
倒
的）

5
（

で
、
説
文
に
よ
る
傍
証
を
行
な
っ
て
も
、
そ
れ
に
あ
る
字
形
や
音
声
関
連
の
記
述
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及

せ
ず
、
古
代
の
字
音
、
字
形
の
吟
味
を
通
じ
て
古
人
の
考
え
に
い
た
る
と
い
っ
た
学
的
態
度
は
希
薄
で
あ
る
。
清
代
説
文
学
の
到
達

点
と
目
さ
れ
る
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
の
引
用
も
な
い
。
一
堂
の
著
述
の
周
密
無
比
な
考
証
の
さ
ま
は
す
で
に
先
学
が
指
摘
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
清
代
考
証
学
、
と
く
に
乾
嘉
期
の
そ
れ
と
の
差
異
に
も
注
意
し
た
い
。

　

水
上
雅
晴
は
、
江
戸
後
期
の
考
証
学
の
祖
と
さ
れ
る
大
田
錦
城
（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）
の
学
に
み
え
る
折
衷
的
傾
向
を
実
証
す

る
一
方
、
同
学
が
考
証
を
末
、
義
理
を
本
と
す
る
点
を
指
摘
、
こ
の
よ
う
な
錦
城
の
学
が
、
表
面
的
に
は
義
理
の
優
位
性
を
説
く
も

訓
詁
考
証
を
圧
倒
的
に
重
視
す
る
銭
大
昕
、
戴
震
、
方
東
樹
ら
乾
嘉
の
諸
学
と
趣
き
を
異
に
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る）

6
（

。
た
だ
、
乾
嘉

に
お
い
て
も
銭
大
昕
ら
の
呉
派
は
求
詁
の
傾
向
が
強
く
、
戴
段
二
王
（
戴
震
、
段
玉
裁
、
王
念
孫
・
王
引
之
）
ら
皖
派
の
求
是
、
哲
学

志
向
と
は
異
な
る
と
の
見
解
も
あ
り
、
ま
た
清
学
を
文
字
と
音
韻
・
訓
詁
の
考
証
に
専
心
す
る
学
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
古
代
漢
語

の
文
字
や
音
韻
原
理
の
客
観
的
で
精
細
な
考
察
の
中
に
思
想
史
的
意
義
を
読
み
込
ま
ん
と
す
る
学
と
み
る
か
も
い
ま
だ
論
争
過
程
に

あ
る）

7
（

。
錦
城
の
学
の
位
置
づ
け
も
、
か
よ
う
な
論
争
に
鑑
み
て
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

翻
っ
て
一
堂
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
没
の
錦
城
と
異
な
り
、『
皇
清
經
解
』
に
も
通
じ
、
字
義
の
考
証
に
関
し
て
は
、
錦
城
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に
比
し
て
乾
嘉
の
文
字
学
を
多
少
継
承
す
る
面
も
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
、
一
堂
の
学
は
考
証
の
み
を
専
一
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
関
し
て
、『
論
語
知
言
』
の
、
一
堂
が
と
く
に
重
視
し
た
「
學
而
篇
」「
子
罕
篇
」
に
お
い
て
特
徴
的
な
一
堂
に
よ
る
論

旨
の
展
開
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、「
子
罕
篇
」
の
末
に
て
權
と
は
孔
子
が
「
極
み
を
建
つ
る
の
所
以
」
と
し
た
「
學
の
功
」
の
、
さ

ら
に
そ
の
「
極
み
」
と
論
定
し
、
さ
ら
に
「
權
」
が
「
非
聖
人
不
可
用
」
と
す
る
朱
子
語
を
「
尤
非
也
」
と
す
る
仁
斎
語
を
用
い
、

權
を
格
別
賞
揚
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
「
三
人
行
」
章
に
て
「
各
人
の
行
事
に
就
き
て
、
其
の
事
の
善
な
る
処
を
択
び
て
こ
れ
に

従
」
う
べ
し
と
、
各
人
の
「
択
定
」
を
重
視
、
ま
た
、「
国
家
を
裨
益
し
む
る
の
技
術
」
と
し
て
の
「
業
務
」
は
、「
世
運
に
従
っ
て

私
を
以
て
革
易
す
べ
き
所
あ
り
」（
た
だ
し
こ
の
語
は
一
堂
の
子
息
に
付
さ
れ
た
論
注
）
と
す
る
な
ど
、
独
特
の
自
律
的
判
断
の
賞
揚
を

み
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
、
と
く
に
權
、
道
義
・
業
務
と
い
っ
た
概
念
に
着
目
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

『
論
語
知
言
』
の
權
、
道
義
と
業
務

　

ま
ず
、『
論
語
知
言
』
子
罕
編
「
可
與
共
學
」
章
に
お
け
る
一
堂
の
權
論
の
特
徴
を
み
よ
う
。

子
曰
可
與
共
學
章

按
共
。
同
也
。
共
学
同
為
此
學
也
。
是
與
適
道
対
言
。
程
朱
皆
不
知
與
共
之
別
。

按
公
羊
伝
曰
。
權
者
何
。
權
者
反
乎
經
者
也
。
反
乎
經
然
後
有
善
也
。
反
乎
經
。
蓋
基
於
孟
子
反
經
而
已
矣
之
辞
。

韓
詩
外
伝
巻
二
。
夫
道
二
。
常
之
謂
經
。
變
之
謂
權
。
懷
其
常
道
而
挟
其
變
權
。
乃
得
為
賢
。

茂
卿
曰
。
經
者
以
持
緯
言
。
是
道
之
大
綱
處
。
如
為
天
下
国
家
有
九
經
是
也
。

原
佐
曰
漢
儒
以
經
対
權
。
謂
反
經
合
道
為
權
。
非
也
。
權
字
当
以
禮
字
対
。
不
可
以
經
字
対
。

孟
子
曰
。
男
女
授
受
不
親
。
禮
也
。
嫂
溺
援
之
以
手
者
。
權
也
。
蓋
禮
有
一
定
之
則
。
而
權
制
其
宜
者
也
。
故
孟
子
以
權
対
禮
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而
言
。
不
対
經
而
言
。
漢
儒
蓋
以
湯
武
之
放
伐
為
權
。
故
謂
反
經
合
道
。
殊
不
知
經
即
道
也
。
既
反
經
焉
能
合
道
。
天
下
之
所

同
然
之
謂
道
。
制
一
時
之
宜
之
謂
權
。
湯
武
之
放
伐
。
蓋
順
天
下
之
心
而
行
之
。
誅
一
夫
紂
矣
。
非
殺
君
也
。
及
仁
之
至
。
義

之
尽
。
而
非
制
一
時
之
宜
者
也
。
故
当
謂
之
道
。
而
不
可
謂
之
權
也
。
先
儒
又
謂
權
非
聖
人
不
可
用
。
尤
非
也
。
夫
權
学
問
之

至
要
。
道
之
不
可
無
權
也
。
猶
臨
敵
之
将
。
應
變
制
勝
。
操
舟
之
工
。
随
風
転
柁
。
若
否
則
必
覆
師
而
致
溺
矣
。
故
謂
權
不
可

輙
用
。
則
可
矣
。
謂
非
聖
人
不
可
用
。
則
不
可
也
。
孟
子
曰
。
執
中
無
權
。
猶
執
一
也
。
言
学
之
不
可
無
權
也
。

（
按
ず
る
に
共
、
同
な
り
。
共
に
學
ぶ
は
同
じ
く
此
の
學
を
為
す
な
り
。
是
れ
道
に
適
う
と
対
し
て
言
う
。
程
朱
皆
な
與
と
共
の
別
を
知
ら
ず
。

按
ず
る
に
公
羊
伝
に
曰
く
、「
權
と
は
何
か
。
權
と
は
經
に
反
す
る
者
な
り
。
經
に
反
し
、
然
る
後
、
善
有
る
な
り
。」
經
に
反
す
と
は
、
蓋
し

孟
子
の
經
に
反
す
る
の
み
の
辞
に
基
づ
く
。

韓
詩
外
伝
巻
の
二
に
、「
夫
れ
道
は
二
（
あ
り
）、
常
を
こ
れ
經
と
謂
ひ
、
變
を
こ
れ
權
と
謂
う
。
其
の
常
道
を
懷
き
て
其
の
變
權
を
挟
す
。
乃

ち
賢
と
為
し
得
る
。」

茂
卿
（
荻
生
徂
徠
）
曰
く
、「
經
と
は
緯
を
持
す
る
を
以
て
言
う
。
是
れ
道
の
大
綱
の
處
な
り
。
天
下
国
家
を
為
む
る
に
九
經
有
る
が
如
き
、

是
れ
な
り
。」（『
論
語
徴
』

─
筆
者
）

原
佐
（
伊
藤
仁
斎
）
曰
く
、
漢
儒
は
經
を
以
て
權
に
対
す
。
經
に
反
し
て
道
に
合
う
を
以
て
權
と
為
す
と
謂
ふ
は
、
非
な
り
。
權
の
字
は
當
に

禮
の
字
に
対
す
べ
し
。
經
の
字
を
以
て
対
す
可
か
ら
ず
。

孟
子
曰
く
、
男
女
授
受
す
る
に
親み

づ
から

せ
ざ
る
は
、
禮
な
り
。
嫂よ

め

溺
れ
、
之
を
援た

す

け
る
に
手
を
以
て
す
る
は
、
權
な
り
。
蓋
し
禮
に
一
定
之
則
有

り
。
而
し
て
權
（
と
は
）
其
の
宜
し
き
を
制
す
る
者
な
り
。
故
に
孟
子
權
を
以
て
禮
に
対
し
て
言
う
、
經
に
対
し
て
言
わ
ず
。
漢
儒
蓋
し
湯
武

の
放
伐
を
以
て
權
を
為
す
。
故
に
經
に
反
し
道
に
合
う
と
謂
う
。
殊
に
知
ら
ず
、
經
即
道
な
り
。（
漢
儒
は
）
既
に
經
に
反
す
る
は
、
焉
ぞ
能

く
道
に
合
は
ん
。
天
下
の
同
然
と
す
る
所
、
こ
れ
を
道
と
謂
う
。
一
時
の
宜
し
き
を
制
す
、
こ
れ
權
と
謂
う
。
湯
武
之
放
伐
、
蓋
し
天
下
之
心

に
順
じ
而
し
て
こ
れ
を
行
う
。
一
夫
紂
を
誅
す
る
矣
、
君
を
殺
す
に
非
ざ
る
な
り
。
仁
の
至
り
、
義
の
尽
に
及
び
て
、
一
時
の
宜
し
き
を
制
す
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者
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
當
に
こ
れ
を
道
と
謂
う
べ
し
。
而
し
て
こ
れ
權
と
謂
う
可
ら
ず
。
先
儒
ま
た
謂
う
、
權
は
聖
人
に
非
ず
ん
ば
用
う
可

ら
ず
。
尤
も
非
な
り
。
夫
れ
權
は
学
問
の
至
要
に
し
て
道
こ
れ
權
無
か
る
可
ら
ず
。
猶
ほ
敵
の
将
に
臨
む
が
如
く
、
變
に
応
じ
勝
ち
を
制
す
。

舟
を
操
る
の
工
、
風
に
随
き
て
柁
を
転
ず
る
が
如
し
。
若
し
否
な
れ
ば
則
ち
必
ず
や
師
を
覆
し
て
溺
れ
る
を
致
さ
ん
や
。
故
に
權
、
輙
ち
〈
た

や
す
く
〉
用
う
べ
か
ら
ざ
る
と
謂
は
ば
、
則
ち
可
な
ら
ん
。
聖
人
に
非
ざ
れ
ば
用
う
べ
か
ら
ざ
る
と
謂
は
ば
、
則
ち
不
可
な
り
。
孟
子
曰
く
、

中
を
執
り
て
權
無
し
。
猶
ほ
一
を
執
る
が
如
し
。
学
こ
れ
權
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
を
言
う
な
り
）［

2

［
補
注

　

ま
ず
、
程
朱
の
「
與
共
之
別
」
の
不
認
識
を
批
判
し
た
の
ち
、『
公
羊
傳
』
權
説
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
れ
は
「
桓
公
十
一
年
九

月
」
の
伝
文
、「
權
者
何
。
權
者
反
於
經
然
後
有
善
者
也
」
で
あ
る）

8
（

（「
伝
」
原
文
で
は
「
乎
」
の
字
が
「
於
」
で
あ
る
）。
一
堂
は
つ
づ

け
て
『
韓
詩
外
傳
』
を
引
き
、
徂
徠
を
引
い
た
の
ち
、『
孟
子
』
離
婁
章
句
上
の
淳
于
髠
章
か
ら
の
引
用
文
を
含
む
伊
藤
仁
斎
の
語

を
長
々
と
引
く
。
そ
れ
を
も
っ
て
、
ま
ず
反
経
合
道
を
權
と
し
た
漢
儒
に
対
し
、「
孟
子
以
權
対
禮
而
言
。
不
対
經
而
言
」
と
論
駁

し
、
さ
ら
に
漢
儒
が
経
に
反
し
て
道
に
合
う
と
す
る
理
由
は
、
こ
と
に
経
が
す
な
わ
ち
道
で
あ
る
と
認
識
し
な
い
故
と
の
仁
斎
説
を

付
す）

9
（

。
い
う
ま
で
も
な
く
反
経
合
道
は
、
伊
川
を
は
じ
め
宋
儒
の
多
く
が
非
を
唱
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る）

（1
（

。『
公
羊
傳
』
は
權
に
他
の

経
伝
に
な
い
積
極
的
評
価
を
付
与
す
る
と
は
日
原
利
國
の
指
摘）

（（
（

だ
が
、
一
堂
も
こ
の
章
を
、「
夫
權
學
問
之
至
要
。
道
之
不
可
無
權

也
」
と
の
仁
斎
の
語
を
用
い
、
こ
の
点
、
両
者
は
一
致
を
み
る
が
、
同
「
伝
」
に
お
い
て
權
が
道
に
「
反
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
点

に
は
仁
斎
と
違
い
非
を
唱
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
一
堂
は
、「
湯
武
放
伐
」
は
「
天
下
之
心
」
に
準
じ
た
行
為
で
あ
り
、
君
殺
し
で
は
な
く
、「
一
時
之
宜
し
き
を
制
す
」

行
為
で
も
な
い
と
し
、
そ
れ
は
「
経
」
で
は
な
く
「
道
」
で
あ
る
と
す
る
仁
斎
語
を
採
用
す
る
が
、
仁
斎
は
「
一
時
の
宜
し
き
を
制

す
、
こ
れ
權
と
謂
う
」
と
し
た
一
方
、
後
段
に
て
は
「
将
こ
れ
敵
に
臨
み
、
變
に
応
じ
勝
ち
を
制
す
。
舟
を
操
る
の
工
、
風
に
随
て

柁
を
転
ず
」
る
を
權
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
明
ら
か
に
、
一
時
の
緊
急
避
難
的
措
置
で
は
な
く
随
時
の
適
宜
判
断
で
あ
る
。
な
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お
「
湯
武
放
伐
」
と
も
異
な
る
と
い
え
よ
う
が
、
こ
の
点
の
權
の
位
置
づ
け
の
曖
昧
さ
を
無
批
判
に
引
い
た
一
堂
は
、
權
の
行
為
範

型
の
措
定
に
不
明
瞭
な
点
を
残
す）

（1
（

。

　

徂
徠
は
「
湯
武
聖
人
也
。
聖
人
者
。
道
之
所
出
也
」（
湯
武
は
聖
人
な
り
。
聖
人
と
は
、
道
の
出
づ
る
所
な
り
）
と
し
、
道
の
制
作
者
の

行
な
い
を
道
と
す
る
は
「
大
い
に
然
ら
ず
」
と
し
、「
漢
儒
以
為
權
。
仁
斎
以
為
道
。
皆
僭
妄
已
」（
漢
儒
は
權
を
以
て
為
し
、
仁
斎
道

を
以
て
為
す
。
皆
な
僭
妄
な
る
の
み
）
と
、『
論
語
徴
』
に
て
痛
罵
す
る
。

　

こ
の
徂
徠
説
の
是
非
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
、「
先
儒
又
謂
權
非
聖
人
不
可
用
。
尤
非
也
」
と
の
仁
斎
の
語
の
採
用
に
注
目
し

た
い
。
こ
こ
で
の
批
判
の
対
象
は
、「
權
則
非
聖
賢
不
能
行
也
」（
聖
賢
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
權
を
行
な
う
こ
と
能
わ
ず
な
り
）
と
の
『
朱
子

語
類
』
巻
第
三
十
七
の
語
と
思
わ
れ
る）

（1
（

。
一
堂
は
、
權
は
「
反
経
合
道
」
に
非
ず
と
い
う
点
で
は
程
朱
に
違
わ
な
い
。
し
か
し
、
一

堂
が
、
仁
斎
語
を
も
っ
て
「
權
非
聖
人
不
可
用
。
尤
非
也
」
と
す
る
は
、
朱
子
に
真
っ
向
か
ら
異
を
唱
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

か
く
、
一
堂
は
「
可
與
共
學
」
章
に
て
、
程
朱
、
公
羊
伝
、
韓
詩
外
伝
、
徂
徠
、
孟
子
語
に
あ
る
權
説
を
羅
列
す
る
。
し
か
し
、

『
論
語
知
言
』
の
他
の
箇
所
や
、
波
多
野
が
詳
析
し
た
ご
と
く
の
『
老
子
王
注
標
識
』
に
お
け
る
傍
捜
博
引
の
本
格
的
展
開
、
爾
雅
、

説
文
等
の
傍
引
を
も
っ
て
の
証
左
の
作
業
な
ど
は
こ
こ
で
は
影
を
潜
め
、
諸
説
を
め
ぐ
っ
た
の
ち
、
仁
斎
説
を
長
々
と
引
き
、
個
々

人
の
自
律
的
判
断
と
し
て
の
權
を
賞
揚
す
る
。
こ
れ
は
、
経
学
史
上
の
權
説
か
ら
の
逸
脱
で
は
な
い
に
せ
よ
、
独
自
の
權
説
の
展
開

へ
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
で
は
一
堂
は
、
各
人
の
自
律
的
判
断
を
無
制
限
に
宣
揚
し
た
の
か
。
何
を
主
張
す
べ
く
仁
斎
説
を
用
い

て
聖
人
に
非
ず
と
も
權つ

か

う
べ
し
と
し
た
か
。
こ
れ
に
関
し
、
増
補
本
に
所
収
の
學
而
編
「
欲
學
孔
子
有
道
」
と
題
さ
れ
る
論
注
に
着

目
し
た
い
。

按
道
義
宇
宙
人
事
之
祖
也
。
奉
天
處
人
。
孔
子
之
所
主
唱
。
然
則
可
不
稱
孔
子
曰
宇
宙
道
義
之
師
哉
。
然
人
為
有
二
義
焉
。
一

則
道
義
。
是
也
。
一
則
業
務
。
是
也
。
道
義
検
束
身
心
之
規
矩
。
而
使
與
禽
獣
異
之
標
的
。
是
也
。
業
務
建
立
衣
食
住
之
事
。
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而
使
身
有
稗
益
於
國
家
之
技
術
。
是
也
。
故
道
義
不
可
以
私
意
變
。
而
業
務
従
世
運
有
所
可
以
私
革
易
。
然
欲
以
孔
子
言
行
悉

倣
之
。
却
非
學
孔
子
之
道
。
徒
擬
之
者
也
。
與
偶
人
何
擇
焉
。
所
謂
千
羽
之
舞
。
為
可
以
解
平
城
之
圍
者
。
欲
無
扞
格
。
可
得

乎
。
要
之
。
務
本
不
走
末
。
基
於
之
仁
義
。
對
於
修
身
齋
家
治
國
安
民
。
而
施
諸
言
行
不
差
。
則
是
以
孔
子
道
義
之
心
為
心
者
。

則
是
孔
子
拡
張
之
本
意
也
。
況
三
人
行
必
有
我
師
。
擇
其
善
者
従
之
乎
。
若
夫
基
於
其
道
行
權
義
。
亦
不
妨
也）

（1
（

。

（
按
ず
る
に
、
道
義
は
宇
宙
人
事
の
祖
な
り
。
天
を
奉
じ
て
人
を
處
す
る
は
、
孔
子
の
主
唱
す
る
所
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
孔
子
を
稱
し
て
宇
宙

道
義
の
師
と
は
曰
わ
ざ
る
べ
き
な
り
。
然
る
に
人
為
る
に
二
義
有
ら
ん
や
。
一
則
ち
道
義
、
是
れ
な
り
。
一
則
ち
業
務
、
是
れ
な
り
。
道
義
は

身
心
検
束
の
規
矩
に
し
て
、
禽
獣
と
異
な
ら
し
む
る
の
標
的
、
是
れ
な
り
。
業
務
は
衣
食
住
建
立
の
事
に
し
て
、
身
に
國
家
を
稗
益
し
む
る
の

技
術
有
ら
し
む
る
、
是
れ
な
り
。
故
に
道
義
は
私
意
を
以
て
變
ず
べ
か
ら
ず
し
て
、
業
務
は
世
運
に
従
い
て
私
を
以
て
革
易
す
べ
き
所
あ
り
。

然
ら
ば
孔
子
の
言
行
、
以
て
悉
く
こ
れ
を
傚ま

な

ぶ
を
欲
し
て
も
、
却
っ
て
孔
子
の
道
を
學
ぶ
に
非
ざ
り
。
徒
ら
に
こ
れ
を
擬
す
〈
の
み
の
〉
も
の

な
り
。
偶
人
と
何
ぞ
擇た

が

わ
ん
や
。
所
謂
千
羽
の
舞
、
以
て
平
城
之
圍
を
解
く
べ
し
と
為
す
と
は
、
扞
格
無
き
を
欲
す
。
得
る
べ
け
ん
や
。
こ
の

要
、
本
を
務
め
て
末
に
走
ら
ざ
る
。
こ
れ
仁
義
に
基
づ
き
、
修
身
齋
家
治
國
安
民
に
対
し
て
而
し
て
諸
の
言
行
を
施
し
て
、
差

あ
や
ま
らず

。
則
ち
是
れ

孔
子
の
道
義
の
心
を
以
て
心
と
為
す
と
は
、
則
ち
是
れ
孔
子
の
拡
張
の
本
意
な
り
。
況
や
三
人
行
な
へ
ば
必
ず
や
我
が
師
あ
り
。
其
の
善
な
る

者
を
擇
び
て
か
こ
れ
に
従
わ
ん
。
若
し
夫
れ
其
の
道
に
基
づ
き
て
權
義
を
行
な
う
は
、
亦
た
妨
げ
ず
な
り
）

　
「
人
為
る
に
二
義
有
」
る
と
し
た
後
、「
宇
宙
人
事
の
祖
」「
身
心
検
束
の
規
矩
」
と
は
あ
く
ま
で
「
道
義
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
、「
私
意
を
以
て
變
ず
べ
か
ら
ず
」
も
の
と
す
る
。
そ
の
上
で
、「
衣
食
住
建
立
の
事
」「
身
に
國
家
を
稗
益
し
む
る
の
技

術
」
で
あ
る
「
業
務
」
は
、「
世
運
に
従
い
て
」、
そ
し
て
「
私
を
以
て
革
易
す
べ
き
所
あ
」
る
と
論
定
す
る
。
さ
ら
に
孔
子
個
人
を

「
宇
宙
道
義
の
師
と
は
曰
は
ざ
る
べ
し
」
と
、
個
人
崇
拝
を
否
定
、「
孔
子
の
言
行
」
を
「
悉
く
傚
ぶ
」、
あ
る
い
は
そ
れ
を
「
擬

す
」
の
み
で
は
「
偶
人
」
と
違
わ
ず
、
そ
れ
は
「
却
っ
て
孔
子
の
道
を
學
ぶ
に
非
ざ
る
」
も
の
と
、
強
く
否
定
す
る
。
学
び
の
対
象



92

各論編Ⅰ　古典テクスト研究の諸相

を
聖
人
、
孔
子
に
限
定
せ
ず
、
続
け
て
述
而
の
「
三
人
行
な
へ
ば
必
ず
や
我
が
師
あ
り
」
の
語
を
ひ
き
、「
其
の
善
な
る
者
を
擇
び

て
か
こ
れ
に
従
」
う
べ
し
と
敷
衍
し
て
い
る
。

　

そ
の
「
三
人
行
」
章
に
関
す
る
『
論
語
知
言
』
の
論
注
を
み
る
と
、「
各
人
の
行
事
に
就
き
て
、
其
の
事
の
善
な
る
処
を
擇
び
て

こ
れ
に
従
」
う
べ
し
と
、
各
人
の
「
擇
定
」
を
重
視
、
さ
ら
に
「
其
の
善
を
擇
ぶ
と
は
、
必
ず
し
も
一
人
を
定
む
る
に
非
ざ
り
」

「
善
を
擇
ぶ
に
主
在
り
」
と
敷
衍
す
る
。
つ
ま
り
、
学
ぶ
対
象
の
全
能
性
の
否
定
と
と
も
に
、
各
人
の
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
の
択

定
能
力
、
さ
ら
に
は
そ
の
選
択
す
る
主
体
の
側
の
選
択
能
力
の
重
視
を
論
じ
る
。

　

こ
こ
で
さ
ら
に
増
補
本
所
収
の
學
而
編
「
學
習
字
義
及
其
變
転
」
を
み
る
と
、
学
の
階
梯
の
み
な
ら
ず
学
ぶ
「
対
象
」
選
択
に
お

け
る
一
堂
の
思
惑
が
看
取
で
き
る
。

按
伏
生
之
尚
書
大
伝
。
學
效
也
。
可
取
。
學
善
人
所
為
。
即
其
為
文
爻
手
□
子
。
可
知
也
。
今
又
考
之
。
學
之
為
言
。
效
也
。

習
之
為
言
重
也
。
效
係
依
彼
得
。
修
道
之
名
也
。
習
係
独
得
之
。
練
熟
之
名
也
。
凡
為
子
弟
者
。
效
父
兄
之
善
言
美
行
。
是
子

弟
入
時
之
效
也
。
已
就
師
正
焉
。
汎
接
天
下
之
人
。
又
效
其
言
行
。
是
子
弟
出
時
之
效
也
。
故
總
謂
之
學
。
已
學
之
。
又
不
可

不
熟
之
。
於
是
。
数
重
襲
所
效
。
故
謂
之
習
。

（
伏
生
の
『
尚
書
大
傳
』
を
按
ず
る
に
、
学
と
は
效
な
り
。
取
る
べ
し
。
善
人
の
為
す
と
こ
ろ
を
学
ぶ
。
即
ち
其
の
手
□
子
に
爻な

ら

い
て
文
（
か

た
ち
／
す
じ
み
ち
）
と
為
す
。
知
る
べ
き
な
り
。
今
又
た
こ
れ
を
考
ふ
。
学
の
言
為
る
效
な
り
。
習
の
言
為
る
重
な
り
。
效
と
は
彼
の
得
る
に

依
る
に
係
る
。
道
を
修
め
る
の
名
な
り
。
習
と
は
独
り
に
て
こ
れ
を
得
る
に
係
る
。
練
熟
の
名
な
り
。
凡
そ
子
弟
為
る
者
、
父
兄
の
善
言
美
行

を
效
す
。
是
れ
子
弟
入
（
門
）
時
の
效
な
り
。
已
に
師
に
就
き
て
正
す
。
汎
く
天
下
の
人
に
接
し
、
又
た
其
の
言
行
を
效
す
。
是
れ
子
弟
出
で

た
る
時
の
效
な
り
。
故
に
總
じ
て
こ
れ
を
学
と
謂
う
。
す
で
に
こ
れ
学
び
て
、
又
こ
れ
に
熟
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
こ
に
於
い
て
数
を
效
す
所

を
重
ね
て
襲
う
。
故
に
こ
れ
を
習
う
と
謂
う
）
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一
堂
が
こ
こ
で
、
誰
に
学
ぶ
べ
き
と
論
じ
て
い
る
か
に
注
目
し
た
い
。「
父
兄
」
も
学
び
の
対
象
と
し
、
そ
の
「
善
言
美
行
」
を

效い
た

し
、「
汎
く
天
下
の
人
」
の
「
言
行
を
效
す
」
を
主
唱
す
る
。
な
お
大
伝
の
「
學
と
は
效
」
に
対
し
「
善
人
の
為
す
と
こ
ろ
を
學

ぶ
」
と
敷
衍
し
、
子
弟
た
る
も
の
は
ま
ず
、「
父
兄
の
善
言
美
行
を
效
」
し
、
そ
し
て
「
汎
く
」
天
下
の
人
に
接
し
效
す
べ
し
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
学
ぶ
「
対
象
」
の
多
様
を
言
い
、
さ
き
の
「
欲
學
孔
子
有
道
」
で
は
「
善
な
る
者
」
を
「
選
定
」
す
る
を
言
い
、

「
道
に
基
づ
き
て
權
義
を
行
う
」
べ
し
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
一
堂
の
主
張
を
整
理
す
る
と
、
彼
に
お
い
て
、
道
義
は
「
宇
宙
人
事
之
祖
」、
不
可
変
の
「
規
矩
」
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
道
義
を
学
ぶ
に
際
し
て
個
別
崇
拝
は
排
除
し
、
学
ぶ
対
象
の
「
択
定
」
に
お
け
る
個
々
人
の
裁
量
性
を
厳
然
と
主
張
す
る
。

さ
ら
に
は
「
國
家
を
稗
益
し
む
る
の
技
術
」
と
し
て
の
「
業
務
」
を
「
道
義
」
の
対
概
念
と
し
て
設
定
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
私
」

を
も
っ
て
「
革
易
す
べ
き
」、「
權
義
」
す
べ
し
と
、
各
人
の
自
律
性
を
賞
揚
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
一
堂
の
策
定
す
る
と
こ
ろ
の
各

人
の
「
自
律
的
判
断
」
の
及
ぶ
範
囲
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
点
を
意
識
し
な
が
ら
、「
可
與
共
學
」
章
に
続
く
「
唐と

う

棣て
い

之
華
」
章
の
考
察
に
移
ろ
う
。
こ
の
章
、
朱
子
は
「
先
儒
誤
以
此

章
連
下
文
偏
其
反
而
為
一
章
」（
先
儒
、
誤
り
て
此
の
章
を
以
て
下
文
に
連
な
る
一
片
〈
か
た
が
わ
〉
と
し
、
其
れ
反
っ
て
一
章
と
為
す
）
と
し
、

あ
ら
た
め
て
二
章
と
し
、
別
々
に
注
を
付
し
た
。
こ
れ
は
、「
朱
子
従
笵
蘇
二
氏
。
分
唐
棣
以
下
為
別
章
。
是
也
」（
朱
子
は
笵
蘇
二

氏
に
従
っ
て
唐
棣
以
下
を
分
ち
、
別
章
と
為
す
。
是
な
り
）
と
安
井
息
軒
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
朱
子
は
笵
蘇
両
氏
に
な
ら
い
、

こ
の
よ
う
に
構
じ
た
（『
論
語
集
説
』
子
罕

案
語
。
息
軒
も
二
章
に
分
け
て
注
を
付
す
が
、
こ
の
案
語
に
関
し
て
は
、
息
軒
は
二
章
に
一
括
し
て

付
す
）。
こ
れ
に
一
堂
は
批
判
的
で
あ
り
、
古
注
に
な
ら
い
、「
唐
棣
之
華
」
章
の
考
察
を
前
章
と
一
括
で
行
う
。
こ
れ
は
、
一
堂
が

朱
子
説
を
と
ら
な
い
こ
と
を
示
そ
う
が
、
根
本
的
な
理
由
は
、
た
と
え
ば
皇
疏
（
南
朝
梁
・
皇
侃
『
論
語
義
疏
』）
の
「
此
章
明
權
道
之

難
也
」（
此
の
章
、
權
道
の
難
き
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
）
と
の
語
の
ご
と
く
、
古
注
は
「
唐
棣
之
華
」
章
を
前
章
の
權
論
の
続
き
と
し
、

一
堂
も
そ
の
立
場
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
曰
く
、
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前
章
説
學
至
於
可
與
立
。
未
可
與
權
而
止
。
權
也
者
學
問
之
極
耳
。
夫
既
可
與
立
矣
。
尚
未
可
與
權
。
則
學
之
至
於
其
極
。



（『
論
語
知
言
』「
唐
棣
之
華
」
章
）

（
前
章
は
學
を
説
く
に
、
與
に
立
つ
可
く
に
於
て
至
る
も
、
未
だ
與
に
權つ

か

う
可
ら
ず
、
而
し
て
止
む
。
權
也
る
者
、
學
問
の
極
み
な
る
の
み
。

夫
れ
既
に
與
に
立
つ
可
か
ら
ん
。
尚
ほ
未
だ
與
に
權
う
可
ら
ず
。
則
ち
學
こ
れ
に
於
て
其
の
極
み
に
至
る
）

　

し
か
し
、
た
と
え
ば
皇
疏
の
「
樹
木
之
花
。
皆
先
合
而
後
開
。
唐
棣
之
花
。
則
先
開
而
後
合
。
譬
如
正
道
則
行
之
有
次
而
權
之
為

用
。
先
反
後
至
於
大
順
」（
樹
木
の
花
は
皆
、
先
に
合
し
て
〈
蕾
に
な
り

─
筆
者
〉
後
、
開
く
。
唐
棣
の
花
は
則
ち
先
に
開
き
て
後
、
合
す
。

正
道
は
則
ち
、
こ
れ
を
行
う
に
、
次
有
り
て
、
權
こ
れ
を
用
と
為
す
が
如
く
に
譬
ふ
。
先
ず
反
し
て
後
、
大
順
に
至
る
）
と
の
語
の
よ
う
に
、
古

注
は
「
反
経
合
道
」
の
立
場
を
と
る
。
何
晏
『
集
解
』
は
「
唐
棣
栘
也
。
華
反
而
後
合
。
賦
此
詩
者
。
以
言
權
道
反
而
後
至
於
大

順
」（
唐
棣
と
は
「
に
わ
う
め
」
な
り
。
華
ひ
る
が
え
っ
て
後
、
合
う
。
此
の
詩
に
賦
さ
れ
る
は
、
以
て
權
と
は
道
に
反
し
て
後
、
大
順
に
於
い
て

至
る
を
言
う
）
と
付
す
。

　

一
堂
は
前
章
で
、「
經
即
道
」
と
し
、
反
経
合
道
と
す
る
漢
儒
説
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
古
注
の
權
説
と
相
容
れ
な
い

こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
翻
っ
て
仁
斎
『
論
語
古
義
』
は
朱
注
と
同
じ
く
、
二
章
を
別
々
に
注
し
、
ま
た
、「
唐
棣
之
華
」
章
を
前

章
の
權
論
の
続
き
と
し
て
論
じ
る
こ
と
は
し
な
い
。
前
章
で
仁
斎
を
長
々
と
引
用
し
た
一
堂
で
あ
っ
た
が
、「
唐
棣
之
華
」
章
で
は

仁
斎
と
は
立
場
を
異
に
す
る
。

　

安
井
息
軒
『
論
語
集
説
』
を
み
る
と
、
そ
の
「
可
與
共
學
」
章
、「
唐
棣
之
華
」
章
に
お
い
て
も
、
公
羊
の
「
反
於
經
而
後
有

善
」
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
嫂
論
を
展
開
し
權
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
。
各
々
の
章
に
つ
い
て
の
『
集
解
』、『
集
疏
』
の
各
説
を
付

し
た
あ
と
、
両
章
に
つ
い
て
一
括
し
て
論
じ
る
「
案
」
を
設
け
、
以
下
を
論
じ
て
い
る
。
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犯
男
女
不
授
受
之
過
軽
。
立
視
嫂
死
之
罪
重
。
權
其
軽
重
援
之
以
手
。
所
謂
反
經
合
道
也
。
故
權
不
可
預
設
。
而
亦
不
可
廃
。

唯
能
通
常
道
。
然
後
可
臨
変
以
制
權
。
乃
學
問
之
極
功
也
。
故
載
之
編
末
。
以
終
孔
子
盛
徳
之
事
焉
。

（
男
女
授
受
せ
ず
の
過
ち
を
犯
す
は
軽
し
。
立
ち
て
嫂
死
す
を
視
ゆ
、
こ
の
罪
重
し
。
其
の
軽
重
を
權は

か

り
、
こ
れ
を
援
く
る
に
手
を
以
て
す
。

い
わ
ゆ
る
經
に
反
し
道
に
合
う
な
り
。
故
に
權
、
か
ね
て
設
け
る
べ
か
ら
ず
。
而
れ
ど
も
亦
た
廃
す
べ
か
ら
ず
。
唯
だ
能
く
常
道
に
通
じ
、
然

る
後
、
変
に
臨
み
て
以
て
權
を
制
す
べ
し
。
乃
ち
こ
れ
學
問
の
極
功
な
り
。
故
に
こ
の
編
の
末
に
載
せ
、
以
て
孔
子
、
盛
徳
の
事
を
終
わ
ら
ん

や
）

　

息
軒
は
こ
こ
で
、「
男
女
不
授
受
」
を
犯
す
は
「
軽
し
」
と
し
、
嫂
瀕
死
の
状
態
に
お
い
て
こ
れ
を
看
過
す
る
は
「
罪
重
」、
よ
っ

て
權つ

か

う
べ
し
と
説
く
。
し
か
し
、
嫂
に
対
し
「
援
之
以
手
」
を
「
反
經
合
道
也
」
と
す
る
。
こ
の
点
、
息
軒
の
見
解
は
一
堂
と
異
な

る
し
、
よ
っ
て
宋
儒
の
「
反
經
合
道
」
説
の
是
非
に
つ
い
て
も
、
両
者
は
袂
を
分
か
つ
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
か
し
、
息
軒
は
「
唯
能
く
常
道
に
通
じ
、
然
し
て
後
」、「
変
に
臨
み
て
以
て
權
を
制
す
〈
つ
か
う
〉
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
一
堂
が
『
韓
詩
外
傳
』
の
語
を
も
っ
て
「
其
の
常
道
を
懷
き
て
其
の
變
權
を
挟
す
」
と
説
い
た
の
に
相
同
的
と
い
え
よ
う
。
さ

ら
に
一
堂
が
「
可
與
」
章
に
お
い
て
「
權
は
聖
人
に
非
ず
ん
ば
用
い
る
可
か
ら
ず
」
を
「
尤
非
也
」
と
す
る
仁
斎
語
を
採
用
し
て
い

た
の
は
述
べ
た
。
実
は
息
軒
も
、
右
に
引
用
し
た
案
語
の
後
半
に
お
い
て
、「
或
至
有
云
自
非
聖
人
權
不
可
行
者
」（
或
は
聖
人
に
非

ず
ん
ば
自
ず
か
ら
權
を
行
う
可
か
ら
ず
を
云
う
者
有
る
に
至
る
）
と
前
置
き
し
、
こ
れ
に
対
し
、「
若
常
人
不
得
行
權
。
是
嫂
溺
而
立
視
其

死
也
。
而
可
乎
」（
若
し
常
人
權
を
行
う
を
得
ず
ん
ば
、
是
れ
嫂
溺
れ
而
し
て
立
ち
て
其
の
死
ぬ
る
を
視
る
〈
の
み
〉
な
り
。
而
る
べ
き
か
）
と
、

一
堂
と
同
様
の
主
張
を
す
る
（『
論
語
集
説
』
子
罕
）。
さ
ら
に
、
一
堂
の
「
權
也
者
學
問
之
極
耳
」
と
の
主
張
と
同
様
に
、
息
軒
も
權

を
政
治
と
は
切
り
離
し
、「
学
問
之
極
功
也
」
と
し
て
い
る
点
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
程
朱
の
説
へ
の
見
解
に
お
い
て
両
者
は
微

妙
な
違
い
を
み
せ
る
が
、「
可
與
共
學
」
章
な
ら
び
に
「
唐
棣
之
華
」
章
に
お
け
る
權
の
位
置
づ
け
、
そ
の
賞
揚
に
お
い
て
は
、
一
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致
し
た
見
解
を
も
つ
と
い
え
よ
う）

（1
（

。

　

さ
て
、
聖
人
と
は
学
ん
で
成
る
べ
き
と
明
言
し
た
の
は
大
田
錦
城
で
あ
る
。『
九
經
談
』
巻
之
五
「
論
語
凡
七
十
七
条
」
に
曰
く
、

「
近
世
古
学
の
言
の
、
古
へ
に
学
び
て
聖
人
と
成
れ
る
も
の
の
無
き
と
の
説
、
此
の
言
最
も
愚
謬
な
り
」
と
、
聖
人
は
学
ん
で
な
る

も
の
に
非
ず
と
の
徂
徠
の
説
を
痛
罵
す
る）

（1
（

。
た
だ
、
錦
城
は
こ
の
痛
言
の
前
段
に
て
、「
制
作
と
は
聖
知
の
事
に
し
て
聖
は
作
者
の

称
に
非
ず
」
と
し
、
そ
の
証
左
と
し
て
中
庸
、
左
伝
、
孟
子
、
梵
語
、
尚
書
、
史
記
、
韓
非
子
に
お
け
る
用
例
を
羅
列
、「
皆
な
禮

楽
制
作
の
人
に
非
ざ
り
て
、
聖
を
以
て
称
す
。
則
ち
聖
は
作
者
の
称
に
非
ざ
る
な
り
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
作
者
」
た
る
聖
人
に

学
ん
で
成
る
べ
し
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
顔
子
、
孟
子
、
荀
子
の
語
を
ひ
い
て
、
孟
・
荀
の
説
に
は
一
定
の
距
離
を
置
き
な
が

ら
も
、「
是
れ
皆
な
学
び
て
聖
人
を
造
す
の
明
證
な
り
」
と
し
、
さ
ら
に
「
学
び
て
聖
人
を
造
す
は
是
れ
夫
子
の
為
す
所
な
り
。
後

の
夫
子
を
学
ぶ
者
、
又
何
ぞ
夫
子
の
為
す
所
を
為
さ
ざ
ら
ん
や
」
と
強
弁
す
る
。

　

一
堂
と
異
な
る
点
は
、
錦
城
は
「
夫
子
の
為
す
所
を
為
」
す
べ
し
と
す
る
点
。
錦
城
が
こ
れ
を
、
前
段
の
「
學
び
て
聖
人
た
る
」

孔
子
の
行
為
の
み
に
限
定
し
て
、
こ
れ
を
ま
ね
る
べ
き
と
し
た
の
か
、
孔
子
の
言
動
を
周
く
效
す
べ
き
と
の
意
を
示
唆
せ
ん
と
し
た

の
か
は
判
断
し
か
ね
る
。
後
者
の
意
で
あ
れ
ば
、
徒
ら
に
擬
す
る
の
み
で
は
「
却
っ
て
孔
子
の
道
を
学
ぶ
に
非
ざ
る
」
と
し
た
一
堂

と
袂
を
分
か
つ
。
い
ま
一
つ
は
、
錦
城
が
聖
人
を
「
作
者
に
非
ざ
る
」
と
し
た
の
に
対
し
、
一
堂
は
そ
れ
を
「
道
義
の
出
ず
る
所
」

と
す
る
の
は
指
摘
し
た
（「
総
説
」
最
終
章
、
前
出
。
諸
写
本
に
は
こ
の
論
注
な
し
）。
彼
に
お
い
て
「
道
義
」
と
は
す
な
わ
ち
「
身
心
検

束
の
規
矩
」
で
あ
り
「
宇
宙
人
事
之
祖
」
で
あ
る
。
一
堂
は
徂
徠
の
如
く
学
ん
で
聖
人
と
な
る
を
不
可
と
明
言
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、「
道
義
の
出
ず
る
所
」
た
る
べ
く
を
主
張
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
二
点
に
お
い
て
、
両
者
の
見
解
に
は
違
い
が
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
は
、
詳
密
な
る
考
証
を
も
っ
て
念
慮
、
練
熟
し
、
そ
れ
を
積
ん
で
至
高
に
い
た
る
べ
し
と
し
た
点
は
、
両
考
証
学
者

に
共
通
の
基
盤
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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小　

括

　

一
堂
は
『
論
語
知
言
』「
可
與
共
學
」
章
に
て
、
程
朱
、
公
羊
伝
、
韓
詩
外
伝
、
徂
徠
、
孟
子
語
な
ど
に
あ
る
權
説
を
引
用
す
る

が
、
他
の
多
く
の
章
に
お
け
る
よ
う
な
概
念
の
周
到
な
考
証
、
傍
証
と
そ
の
経
学
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
い
っ
た
作
業
に
は
む
か

わ
ず
、「
敵
の
将
に
臨
」
ん
で
「
變
に
応
じ
勝
ち
を
制
す
」、「
舟
を
操
る
の
工
、
風
に
随
き
て
柁
を
転
ず
」
と
い
っ
た
仁
斎
語
を
媒

介
に
、
個
々
人
の
自
律
的
判
断
の
賞
揚
と
し
て
の
權
論
を
展
開
す
る
。
無
論
、
個
々
の
判
断
を
無
制
限
に
賞
揚
す
る
こ
と
は
な
く
、

自
律
的
に
權
義
さ
れ
る
べ
き
は
、
ⓐ
学
ぶ
「
対
象
」
ⓑ
学
ぶ
べ
き
人
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
、
そ
し
て
ⓒ
上
述
の
対
概
念
の
う
ち
「
業

務
」
の
範
疇
の
こ
と
と
限
定
し
て
い
る
の
は
十
分
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
聖
人
の
迹
へ
の
盲
目
的
固
執
は
強
く
拒

否
し
、「
汎
く
天
下
の
人
」
の
「
言
行
を
效
す
」
こ
と
、「
父
兄
の
善
言
美
行
」
を
效
す
こ
と
を
提
唱
す
る
。
一
堂
の
こ
の
主
張
は
、

師
の
鵬
斎
、
吉
田
篁
墩
、
そ
し
て
懇
意
で
あ
っ
た
朝
川
善
庵
の
師
山
本
北
山
の
三
者
の
共
通
の
師
で
あ
っ
た
井
上
金
峨
の
、「
学
問

の
道
は
自
得
に
在
り
」（『
師
辨
』）
と
の
言
と
も
共
鳴
し
よ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
緻
密
な
考
証
を
身
の
上
と
す
る
一
堂
に
お
け
る
權
説
の
〝
飛
躍
〟
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
こ
れ
は
本
章
の
守

備
範
囲
を
超
え
る
設
問
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
後
期
よ
り
幕
末
に
か
け
て
の
知
的
気
候
は
そ
の
要
因
の
一
端
を
物
語
ろ
う
。
た
と
え
ば

三
浦
秀
一
は
、
一
堂
の
師
で
あ
る
淇
園
は
、
学
問
勧
奨
で
は
な
く
民
衆
統
治
の
必
要
か
ら
、
牧
民
論
の
な
か
で
性
論
を
展
開
し
た
と

す
る
。
仁
斎
、
徂
徠
ら
に
よ
り
「
中
国
伝
統
の
性
論
か
ら
自
由
な
思
考
を
展
開
さ
せ
う
る
素
地
が
、
学
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
形
成
さ

れ
」
て
い
た
上
に
、
か
よ
う
な
淇
園
に
よ
る
性
論
の
展
開
が
あ
っ
た
と
す
る）

（1
（

。
前
田
勉
は
、
朱
子
学
本
来
の
「
理
」
を
逸
脱
す
る
意

味
転
換
が
横
井
小
楠
や
尾
藤
二
洲
、
古
賀
侗
庵
ら
の
思
想
に
み
ら
れ
、
基
準
と
し
て
の
「
理
」
の
問
い
直
し
、
そ
の
産
物
と
し
て
の

万
国
公
法
と
し
て
の
「
理
」
の
鼎
立
を
指
摘
す
る）

（1
（

。

　

こ
れ
ら
「
定
準
」
自
体
の
問
い
直
し
、
読
み
替
え
を
可
能
せ
し
め
た
基
礎
的
要
素
が
、「
問
い
直
し
」
を
可
能
に
す
る
豊
穣
な
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「
知
識
」
で
あ
り
、
概
ね
徂
徠
以
来
発
展
を
続
け
、
十
八
世
紀
後
半
に
大
い
な
る
発
展
を
み
た
考
証
・
文
献
研
究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
と
く
に
天
保
期
以
降
は
対
外
情
勢
の
変
化
に
対
す
る
認
識
の
増
大
、
そ
れ
と
相
俟
っ
て
の

社
会
秩
序
の
動
揺
な
ど
も
加
わ
り
、
儒
者
の
世
界
も
、
こ
れ
ら
に
よ
る
既
定
の
判
断
基
準
の
再
考
、
世
界
観
の
変
化
を
強
い
ら
れ
た

と
い
え
よ
う
。
経
学
史
上
の
權
の
位
置
づ
け
よ
り
、
応
機
応
変
を
夙
に
賞
揚
す
る
一
堂
の
權
論
も
、
彼
一
流
の
豊
穣
な
考
証
学
的
素

養
と
幕
末
の
社
会
変
化
と
思
想
世
界
の
動
揺
の
化
合
的
産
物
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
補
注
1
〕　
『
論
語
知
言
』
は
、
一
堂
の
曾
孫
東
條
卯
作
氏
の
所
蔵
本
を
底
本
に
、
内
藤
湖
南
博
士
の
所
蔵
本
を
も
っ
て
安
井
小
太
郎
氏
が
校
訂

し
た
刊
本
が
『
日
本
名
家
四
書
註
釋
全
書
』
論
語
部
六
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
橋
轍
次
氏
を
校
訂
顧
問
に
原
田
種
成
氏
に
よ
っ

て
校
訂
が
施
さ
れ
た
も
の
が
『
東
條
一
堂
著
作
集
』（
書
籍
文
物
流
通
会
）
の
一
と
し
て
一
九
六
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
刊
本

は
、
無
窮
會
圖
書
館
蔵
の
二
写
本
、
青
淵
論
語
文
庫
、
大
分
県
臼
杵
市
立
図
書
館
蔵
の
写
本
、
そ
し
て
、
茂
原
市
立
美
術
館
蔵
の
東
條
家
か
ら

の
寄
贈
本
、
関
西
大
学
蔵
の
旧
内
藤
博
士
所
蔵
の
写
本
と
比
較
す
る
と
、
と
く
に
緒
言
の
部
分
（
刊
本
で
は
「
總
説
」
と
題
さ
れ
る
箇
所
）、

「
學
而
篇
」「
子
罕
篇
」
を
中
心
に
、
一
堂
の
子
息
哲
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
大
幅
な
増
補
が
施
さ
れ
て
い
る
。
増
補
は
、『
論
語
字
義
』

『
一
堂
助
字
新
釈
』『
助
字
解
』
と
い
っ
た
一
堂
の
字
義
研
究
の
周
到
さ
を
呈
出
す
る
彼
の
他
著
書
か
ら
の
引
用
文
の
ほ
か
、『
五
辨
』『
字
義

考
』『
論
語
筆
記
』
な
ど
、
弟
子
が
一
堂
の
口
述
を
と
ど
め
た
書
に
あ
る
文
言
に
酷
似
す
る
も
の
も
多
い
。
逆
に
上
の
諸
写
本
間
に
は
、
引
用

諸
書
か
ら
の
文
言
の
位
置
と
一
堂
の
按
語
に
多
少
の
出
入
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
違
い
は
な
い
の
を
筆
者
は
校
合
を
も
っ
て
確
認
し
た
。
こ

の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
著
『
武
士
／
士
族
の
責
任
意
識
と
行
為

─
武
人
性
と
儒
学
の
相
生
的
素
養
と
そ
の
転
回
』（
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
〇
八
年
刊
行
）
第
九
章
と
し
て
所
収
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
章
は
こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し
、
引
用
は
特
記
の
な
い
限
り
東
條
家
か

ら
の
寄
贈
本
を
使
用
し
、
安
井
氏
が
「
家
蔵
本
」
と
す
る
写
本
（
す
な
わ
ち
大
幅
な
増
補
が
施
さ
れ
た
も
の
）
と
内
藤
本
と
の
対
校
の
の
ち
翻

刻
さ
れ
た
刊
本
は
「
増
補
本
」
と
称
し
、
引
用
の
折
に
は
そ
の
旨
を
適
宜
注
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
章
で
は
引
用
原
文
と
訓
読
文
、
漢
籍
書
名
、
さ
ら
に
「 

」『 

』
を
も
っ
て
の
短
い
引
用
字
句
等
に
は
正
字
体
を
、
そ
の
他
に
は
略
字
体

を
用
い
た
。
た
だ
し
本
章
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
權
」
は
、
す
べ
て
正
字
体
と
し
た
。



99

第三章　東條一堂の『論語』研究

〔
補
注
2
〕　

本
章
に
限
り
、
一
堂
の
主
張
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
よ
り
重
視
す
る
た
め
、
現
代
語
訳
で
は
な
く
読
み
下
し
を
付
し
た
。

〔
注
〕

（
1
）
老
中
阿
部
へ
の
講
説
は
、
同
『
事
蹟
』
に
記
述
あ
り
。
一
堂
の
家
は
長
生
郡
の
豪
農
で
あ
っ
た
が
、
父
親
は
医
を
生
業
と
し
、
江
戸
に
出

た
。
一
堂
の
著
述
物
は
多
く
、『
論
語
知
言
』
十
巻
、『
論
語
字
義
』
一
巻
、『
大
学
知
言
』
一
巻
、『
大
学
講
義
』
一
巻
、『
中
庸
知
言
』
一

巻
、『
中
庸
講
義
』
一
巻
、『
孟
子
知
言
』
七
巻
、『
孟
子
字
義
』、『
易
経
解
』、『
書
経
解
』、『
詩
経
解
』、『
春
秋
左
氏
伝
解
』、『
古
文
孝
経

弁
偽
』、『
孝
経
孔
伝
弁
偽
』、『
今
文
孝
経
鄭
氏
解
補
証
』、『
孝
経
両
造
簡
孚
』、『
漢
以
降
訓
詁
説
』、『
宋
名
臣
言
行
録
標
箋
』（
す
べ
て
一

巻
）
の
ほ
か
、『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』、『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』、『
日
本
教
育
史
資
料
』
巻
二
に
計
五
十
八
種
の
著
書
名
が

確
認
さ
れ
る
。

（
2
）

同
論
文
は
『
東
洋
学
論
集
』（
内
野
熊
一
郎
博
士
還
暦
記
念
論
集
、
漢
魏
文
化
研
究
会
編
、
一
九
六
四
年
）
所
収
、
引
用
箇
所
は
一
一
四
、

一
二
一
頁
。

（
3
）

前
掲
補
注
1
『
東
條
一
堂
著
作
集
』『
詩
經
標
識
』
解
題
。

（
4
）

清
代
考
証
学
の
方
法
論
と
理
念
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
濱
口
富
士
雄
『
清
代
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』（
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
四

年
）
の
第
一
編
「
考
拠
学
の
形
成
お
よ
び
解
釈
理
念
の
思
想
的
背
景
」
が
詳
し
い
。

（
5
）

『
論
語
知
言
』
の
と
く
に
「
學
而
篇
」
に
お
け
る
縦
横
無
尽
な
傍
捜
博
引
の
さ
ま
は
一
堂
学
の
特
徴
と
い
え
る
。

（
6
）

錦
城
学
を
江
戸
後
期
～
幕
末
期
考
証
学
の
祖
と
位
置
づ
け
る
代
表
は
金
谷
治
「
日
本
考
証
学
派
の
成
立

─
大
田
錦
城
を
中
心
と
し
て
」

（
源
了
圓
編
著
『
江
戸
後
期
の
比
較
文
化
研
究
』〈
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
〉）。
こ
れ
に
対
し
水
上
「
大
田
錦
城
の
経
学
に
つ
い
て

─

江
戸
の
折
衷
学
と
清
代
の
漢
宋
兼
採
の
学
」（
日
韓
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
18
─
19
Ｃ
東
ア
ジ
ア
思
想
空
間
の
再
発
見
報
告
レ
ジ
ュ
メ
」
は
、

金
谷
の
日
本
考
証
学
の
祖
と
し
て
の
錦
城
学
の
位
置
づ
け
に
同
意
し
つ
つ
も
、
清
朝
考
証
学
と
の
違
い
を
強
調
、
そ
の
折
衷
的
傾
向
を
指
摘

す
る
。

（
7
）

近
藤
光
男
『
清
朝
考
証
学
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
七
年
）
は
呉
派
と
皖
派
の
明
確
な
違
い
を
提
示
す
る
。
濱
口
、
前
掲
注（
4
）

『
清
代
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』
は
、
と
く
に
乾
嘉
期
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
る
清
学
は
、
古
代
漢
語
の
文
字
や
音
韻
原
理
、
と
く
に
古
音

分
部
と
、
儒
学
の
原
理
の
道
と
の
相
関
に
注
目
、
明
学
の
主
観
的
思
弁
偏
重
を
批
判
し
つ
つ
も
そ
の
理
義
尊
重
の
姿
勢
を
継
承
し
、
精
密
な
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経
書
の
考
察
の
う
ち
に
思
想
史
的
意
義
を
析
出
せ
ん
と
す
る
学
問
で
あ
る
と
す
る
。

（
8
）

［
経
［
九
月
宋
人
執
鄭
祭
仲

［
伝
［
祭
仲
者
何
、
鄭
相
也
。
何
以
不
名
、
賢
成
。
何
賢
乎
祭
仲
、
以
為
知
權
也
。
其
為
知
權
奈
何
。
古
者
鄭
國
處
于
留
、
先
鄭
伯
有

善
于
（
檜
）
公
者
、
通
乎
夫
人
、
以
取
其
國
而
遷
鄭
焉
、
而
野
留
。
荘
公
死
、
已
葬
、
祭
仲
奨
往
省
于
留
、
塗
出
于
宋
、
宋
人
執
之
。

謂
之
曰
、
為
我
出
忽
而
立
突
。
祭
仲
不
従
其
言
、
則
君
必
死
、
國
必
亡
。
従
其
言
、
則
君
可
以
生
易
死
、
國
可
以
存
易
亡
。
則
突
可
故

出
而
忽
可
故
反
。
然
後
有
鄭
國
。
古
人
之
有
權
者
、
祭
仲
之
權
是
也
。
權
者
何
。
權
者
反
於
経
然
後
有
善
者
也
。

（
9
）

仁
斎
は
『
孟
子
古
義
』
巻
の
四
に
「
先
儒
謂
反
經
合
道
為
權
。
或
謂
權
以
済
經
之
所
不
及
。
倶
非
也
。
據
此
章
。
權
当
以
禮
対
之
。
而
不

可
以
經
対
之
也
。
蓋
禮
有
時
而
窮
。
則
權
以
通
之
。
及
其
合
于
道
。
即
一
也
。
豈
反
經
而
有
道
之
可
言
哉
」
と
付
す
。
荻
生
徂
徠
も
『
弁

名
』「
經
・
權　

四
則
」
權
論
の
冒
頭
で
、「
權
。
漢
儒
以
經
対
言
。
程
子
非
之
。
是
矣
」
と
し
て
お
り
、
両
者
と
も
權
を
「
反
經
」
と
す
る

を
否
定
す
る
立
場
を
共
有
、
し
か
し
徂
徠
は
、
伊
川
が
さ
ら
に
「
聖
人
則
是
權
衡
也
」、「
權
只
是
經
也
」
と
す
る
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
相
容

れ
な
い
（
た
と
え
ば
『
辨
名
』『
論
語
徴
』）。

（
10
）

『
集
注
』
論
語
「
子
罕
」「
可
与
立
、
未
可
与
權
」
章
に
引
用
の
諸
説
参
照
。

（
11
）

日
原
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
）。

（
12
）

仁
斎
は
『
語
孟
字
義
』
權
第
四
条
に
お
い
て
も
、
伊
尹
、
湯
武
の
営
為
に
つ
い
て
同
様
の
見
解
を
示
す
（「
如
湯
武
放
伐
。
可
謂
之
道
。

不
可
謂
之
權
」）。
こ
れ
に
対
し
徂
徠
は
、「
湯
武
放
伐
」
は
道
の
「
出
づ
る
處
」
そ
の
も
の
で
あ
る
「
聖
人
の
事
」
と
し
、
權
で
も
道
で
も

な
い
と
し
、
仁
斎
説
を
「
妄
な
る
か
な
」
と
痛
罵
す
る
（『
辨
名
』）。
徂
徠
の
「
權
」
の
位
置
づ
け
は
、『
辨
名
』「
經
・
權　

四
則
」
第
四

条
の
「
經
者
国
家
立
制
度
大
綱
領
。
夫
經
而
可
反
。
豈
可
以
為
經
乎
。
礼
節
目
甚
繁
。
故
至
其
末
節
。
則
変
而
従
宜
已
」（
經
な
る
者
は
国

家
を
立
つ
る
制
度
の
大
綱
領
な
り
。
夫
れ
経
に
反
す
可
き
は
、
豈
に
以
て
経
と
為
す
可
け
ん
乎
。
礼
は
節
目
甚
だ
繁
し
。
故
に
其
の
末
節
に

至
り
て
は
、
則
ち
変
じ
て
宜
し
き
に
従
う
已
み
）
と
の
言
、
さ
ら
に
（
權
と
は
）「
如
舜
不
告
而
娶
是
也
」（
舜
が
告
げ
ず
し
て
娶
り
し
が
如

き
是
れ
の
み
）
と
の
言
に
集
約
さ
れ
る
。




こ
れ
は
『
孟
子
』
離
婁
章
句
上（
26
）「
孟
子
曰
、
不
孝
有
三
。
無
後
為
大
。
舜
不
告
而
娶
、
為
無
後
也
。
君
子
以
為
猶
告
也
」、
な
ら
び

に
萬
章
上（
2
）を
孟
子
新
釈
が
同
書
の
「
權
」
論
と
位
置
づ
け
た
こ
と
（
こ
れ
は
内
野
熊
一
郎
が
『
新
釈
漢
文
大
系
』
四
、
二
七
四
頁
で
指

摘
）
に
首
肯
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
徂
徠
に
お
い
て
「
不
告
而
娶
」
と
は
「
末
節
」
の
こ
と
に
過
ぎ
ず
、「
權
」
と
は
そ
こ
で
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「
変
じ
て
宜
し
き
に
従
う
」
行
為
を
指
す
に
過
ぎ
な
い
。




桓
公
十
一
年
の
公
羊
の
「
伝
」
が
、「
國
可
以
存
易
亡
」
す
べ
く
、
国
家
の
安
危
と
君
主
の
生
命
（
あ
る
い
は
「
利
害
」）
の
二
者
択
一
の

極
限
状
況
で
の
判
断
を
「
權
」
と
し
た
（
注
8
参
照
）
の
と
は
ま
っ
た
く
次
元
の
異
な
る
「
權
」
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
公
羊
伝
に
は
「
君

可
以
生
易
死
」
と
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
最
優
先
事
項
は
国
家
存
続
で
あ
り
、「
然
後
有
鄭
國
」
に
結
実
す
る
行
為
、
そ
の
た
め
の
例
外
的

措
置
の
実
行
が
、
權
を
経
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
（
日
原
、
前
掲
注（
11
）『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』、
二
一
六
、
二
一
七
、
二
三
〇
頁
）
で
あ

り
、「
末
節
」
の
臨
機
応
変
の
み
を
「
權
」
と
し
な
い
。

（
13
）

問
。「
經
權
不
同
。
而
程
子
云
經
即
權
也
。
曰
固
是
不
同
。
經
是
万
世
常
行
之
道
。
權
是
不
得
巳
而
用
之
。
大
概
不
可
用
時
多
。
又
曰
。

權
是
時
中
。
不
中
則
無
以
為
權
。
賜
或
問
。
反
經
合
道
之
説
。
程
先
生
不
取
乃
云
。
不
必
説
權
。
權
即
是
經
如
何
。
曰
某
常
以
為
。
程
先
生

不
必
如
此
説
是
多
説
了
。
經
者
道
之
常
也
。
權
者
道
之
變
也
。
道
是
箇
統
体
貫
乎
。
經
與
權
。
如
程
先
生
之
説
。
鶻
突
了
。
所
謂
經
衆
人
與

学
者
。
皆
能
循
之
。
至
於
權
則
非
聖
賢
。
不
能
行
也
。」（『
朱
子
語
類
』
巻
第
三
十
七
）

　

こ
れ
に
対
し
て
「
權
非
聖
人
不
可
用
。
尤
非
也
」
と
明
言
し
た
の
は
、
管
見
の
限
り
、
仁
斎
が
最
初
で
あ
る
。
仁
斎
は
さ
ら
に
「
夫
權
学

問
之
至
要
。
道
之
不
可
無
權
也
」
と
『
論
語
古
義
』
に
お
い
て
極
言
し
て
い
る
。
た
だ
、「
權
非
聖
人
不
可
用
」
と
の
文
言
は
、『
語
類
』
に

は
あ
る
が
、『
晦
庵
先
生
語
録
類
要
』
に
は
な
い
。
仁
斎
は
こ
の
『
語
録
類
要
』
し
か
読
ん
で
い
な
い
と
の
貝
塚
茂
樹
の
説
を
是
と
す
る
と
、

仁
斎
は
『
語
類
』
そ
の
も
の
か
ら
こ
の
説
を
と
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
説
を
引
用
し
た
『
性
理
大
全
』、
そ
の
他
の
書
よ
り
得
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
。
な
お
、
仁
斎
の
「
權
」
論
に
つ
い
て
は
、
荻
生
徂
徠
研
究
会
の
丸
谷
晃
一
氏

（
故
人
）
の
報
告
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
こ
と
を
こ
こ
に
表
記
し
た
い
。

（
14
）

『
學
範
初
編
』
は
一
堂
の
口
述
を
弟
子
の
佐
藤
簡
元
、
瀬
山
益
子
が
筆
録
（
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
筆
と
奥
書
き
あ
り
）
し
た
も
の

で
、
こ
こ
に
「
始
終
本
末
カ
ハ
ル
ヽ
ナ
シ
。
是
ヲ
經
ト
云
（
中
略
）
聖
人
タ
ヾ
其
經
ノ
ミ
ヲ
説
キ
タ
マ
ヒ
テ
。
緯
ヲ
語
ラ
ズ
。
故
ニ
經
ト
云

フ
テ
緯
ト
イ
ハ
ズ
。
何
ト
ナ
レ
バ
。
天
下
ノ
博
キ
。
古
今
ノ
異
ナ
ル
。
是
ヲ
織
物
に
譬
ヘ
バ
。
ソ
ノ
藻
カ
ラ
ノ
区
ニ
シ
テ
別
ル
。
千
品
萬
彙

ニ
シ
テ
一
定
ナ
シ
。
荀
モ
經
ニ
従
テ
緯
ヲ
施
サ
バ
。
縦
ジ
マ
ナ
リ
。
横
ジ
マ
ナ
リ
。
格
子
ジ
マ
。
碁
盤
ジ
マ
。
唐
草
。
花
形
。
ス
ベ
テ
織
人

ノ
意
匠
ヲ
以
テ
文
ヲ
成
ス
」
と
あ
る
。
道
義
を
「
不
変
」
と
す
る
は
『
學
範
初
編
』
の
「
始
終
本
末
カ
ハ
ル
ヽ
ナ
シ
。
是
ヲ
經
」
と
の
語
、

そ
し
て
業
務
は
「
世
運
に
従
」
っ
て
「
革
易
す
べ
き
」
と
は
、
同
「
天
下
ノ
博
キ
。
古
今
ノ
異
ナ
」
り
、「
千
品
萬
彙
ニ
シ
テ
一
定
ナ
」
き

中
、「
ス
ベ
テ
織
人
ノ
意
匠
ヲ
以
テ
文
ヲ
成
ス
」
と
の
語
に
相
応
、
か
よ
う
な
対
置
的
論
法
を
も
っ
て
、
変
ず
べ
か
ら
ず
も
の
と
各
人
が
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「
意
匠
」
を
も
っ
て
変
ず
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
一
堂
が
弟
子
に
語
っ
て
い
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。
た
だ
、『
論
語
知
言
』
刊
本
以
外
で

「
欲
學
孔
子
有
道
」
と
ま
っ
た
く
同
一
の
語
は
未
見
で
あ
る
。

（
15
）

も
っ
と
も
息
軒
は
、
程
朱
を
奉
ず
る
も
、
そ
の
「
權
只
是
經
也
」
と
の
説
に
は
正
反
対
の
主
張
を
も
つ
。

（
16
）
徂
徠
は
『
辨
名
』
聖
四
則
に
て
「
古
之
學
而
為
聖
人
者
。
唯
湯
武
孔
子
耳
」
と
し
、「
仁
四
則
」
に
て
「
聖
人
也
者
不
可
得
而
學
矣
」
と

明
言
す
る
。
こ
の
ス
タ
ン
ス
は
、『
辨
道
』
ほ
か
諸
著
に
お
い
て
も
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）

三
浦
「
皆
川
淇
園
『
名
疇
』
の
『
牧
民
』
論
と
そ
の
射
程
」（
日
本
思
想
史
研
究
会
〈
東
北
大
学
〉
四
月
特
別
例
会
報
告
〈
二
〇
〇
七
年

四
月
七
日
〉
報
告
用
レ
ジ
ュ
メ
）。

（
18
）

前
田
『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
）、
同
『
兵
学
と
朱
子
学
・
蘭
学
・
国
学
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

〔
付
記
〕　

本
章
の
一
部
は
、
日
本
中
國
學
會
第
五
十
八
回
全
國
大
會
（
二
〇
〇
六
年
十
月
九
日
）
に
て
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
会
報
告
前

に
は
荻
生
徂
徠
研
究
会
の
末
木
恭
彦
氏
、
丸
谷
晃
一
氏
（
故
人
）
に
、
大
会
報
告
に
お
い
て
は
司
会
の
土
田
健
次
郎
氏
、
近
藤
正
則
氏
に
多
く

の
有
益
な
る
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
研
究
会
（
二
〇
〇
七
年
三
月
十
日
）
で
も
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
末
木
、
丸
谷

両
氏
な
ら
び
に
高
山
大
毅
氏
、
相
原
耕
作
氏
、
ケ
イ
ト
・
ナ
カ
イ
氏
に
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
両
会
出
席
の
諸
学
に
対
し
、
こ
こ
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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第
四
章　

久
米
邦
武
と
『
尚
書
』
研
究
─
清
代
考
証
学
と
宋
・
元
・
明
経
学
の
兼
採
の
様
相

は
じ
め
に
─
久
米
と
『
尚
書
』
研
究

　

近
代
日
本
の
歴
史
学
、
国
史
学
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
～
一
九
三
一
））

1
（

は
、
佐
賀
城
下
八
幡
小
路
に
、
佐

賀
藩
士
久
米
邦
郷
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
時
よ
り
文
武
の
教
育
を
う
け
た
の
ち
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
十
六
歳
で
藩

学
弘
道
館
入
学
、
首
席
の
成
績
を
残
し
、
同
館
を
訪
問
し
た
藩
主
鍋
島
直
大
に
『
論
語
』
の
御
前
講
義
も
行
な
っ
た）

2
（

。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
に
は
江
戸
に
出
て
、
昌
平
校
に
て
同
郷
の
儒
者
古
賀
謹
一
郎
、
そ
し
て
安
井
息
軒
、
吉
野
金
陵
ら
に
学
ん
だ
。

　

久
米
の
昌
平
校
で
の
就
学
の
様
子
、
彼
が
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
た
か
に
つ
い
て
は
『
久
米
博
士
九
十
年
回
顧
録
』（
以
下
、

『
回
顧
録
』）
上
に
記
述
が
あ
る）

3
（

。
久
米
の
漢
学
の
素
養
に
つ
い
て
も
い
く
人
か
の
研
究
者
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
が
、
彼
の
漢
学
が
ど

の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
の
ち
の
史
学
の
研
究
手
法
の
確
立
の
基
盤
と
し
て
の
意
義
も
含
め
、
そ
の
具
体
相
に
立
ち

入
っ
て
研
究
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ
る）

4
（

。
本
章
は
こ
の
点
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
回
顧
録
』
上
に
は
彼
が
小
学
（
文
字
学
）、
音
韻
学
に
造
詣
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
基
盤
に
昌
平
校
で
の
字
義
に
関
す
る
輪
講

で
の
論
戦
を
優
位
に
す
す
め
た
こ
と）

5
（

、
そ
れ
を
支
え
る
学
問
的
基
盤
と
し
て
、
弘
道
館
時
代
に
お
け
る
清
代
考
証
学
の
学
習
が
あ
っ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
久
米
み
ず
か
ら
「
考
證
復
古
學
の
權
威
で
あ
つ
た
」
と
言
及
す
る
阮
元
（
一
七
六
四
～
一
八
四
九
）
に

よ
る
「
千
八
百
二
十
九
年
に
這
般
の
新
著
百
八
十
餘
種
千
四
百
巻
」、
す
な
わ
ち
『
皇
清
經
解
』
が
佐
賀
藩
に
よ
っ
て
天
保
初
年
（
一
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八
三
〇
）
に
購
入
さ
れ
、
そ
れ
を
久
米
が
、「
萬
延
年
中
（
一
八
六
〇

─
筆
者
）
閑
叟
公
の
文
題
に
、
尚
書
今
古
文
の
是
非
を
問
は
れ
、

彼
の
書
（『
皇
清
經
解
』
所
収
『
尚
書
注
疏
校
勘
記
』

─
筆
者
）
に
依
つ
て
尚
書
か
ら
讀
み
始
め
た
」）

6
（

の
だ
が
、
こ
れ
を
詳
ら
か
に
語
る

史
料
が
久
米
美
術
館
に
あ
る
。
彼
に
よ
る
書
入
れ
が
多
数
な
さ
れ
た
元
弘
道
館
蔵
、
の
ち
久
米
家
蔵
の
蔡
沈
『
書
經
集
傳
』
で
あ
る）

7
（

。

　

い
う
ま
で
も
な
く
『
書
集
傳
』
と
は
蔡
沈
に
よ
る
注
が
付
さ
れ
た
『
書
經
』、
す
な
わ
ち
朱
子
学
徒
の
用
い
る
『
書
』
で
あ
り
、

清
代
考
拠
家
の
ご
と
く
「
増
多
」
部
分
の
真
偽
に
つ
い
て
辛
辣
に
糾
弾
す
る
こ
と
は
な
く
、
注
も
朱
子
の
解
釈
を
基
調
と
す
る
。
久

米
家
蔵
の
『
書
集
傳
』
は
、
こ
れ
に
古
注
の
み
な
ら
ず
、
宋
・
元
代
の
、
偽
書
に
疑
義
を
呈
す
る
端
緒
と
な
っ
た
諸
説
、
そ
し
て
明

末
清
初
～
乾
嘉
期
の
考
拠
家
の
説
が
ふ
ん
だ
ん
に
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

書
入
れ
は
と
く
に
「
堯
典
」「
舜
典
」「
大
禹
謨
」「
皋
陶
謨
」「
禹
貢
」
に
お
い
て
綿
密
に
施
さ
れ
、
引
か
れ
る
の
は
鄭
玄
、
馬
融

ら
の
注
、
伏
生
『
尚
書
大
傳
』
の
語
、
の
み
な
ら
ず
劉
向
、
王
充
（『
論
衡
』）、
元
・
呉
澄
、
明
・
梅
鷟
、
さ
ら
に
は
清
の
顧
炎
武
、

閻
若
璩
、
毛
奇
齢
、
銭
大
昕
、
恵
棟
、
朱
彜
尊
、
戴
震
、
段
玉
裁
、
王
引
之
、
王
念
孫
ら
考
拠
家
の
諸
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
述

の
よ
う
に
久
米
は
自
身
に
お
け
る
清
代
考
証
学
の
受
容
を
い
う
が
、
清
学
に
と
ど
ま
ら
な
い
彼
に
よ
る
諸
説
の
傍
捜
博
引
を
も
っ
て

の
考
証
学
的
・
書
誌
学
的
研
究
の
様
相
を
如
実
に
物
語
る
の
が
、
こ
の
史
料
で
あ
る
。

　

久
米
の
弘
道
館
入
学
は
十
六
歳
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
『
尚
書
注
疏
校
勘
記
』
に
依
り
つ
つ
清
代
考
証
学
を
学
び
は
じ
め
た
の
は
そ

の
約
五
年
後
、
二
十
一
歳
頃
よ
り
で
あ
る
。『
皇
清
經
解
』
は
、
天
保
初
期
（
一
八
三
〇
年
代
）
よ
り
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四

四
）、
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
ら
昌
平
校
中
の
考
証
学
の
大
家
の
み
な
ら
ず
、
市
井
の
儒
者
、
た
と
え
ば
東
條
一
堂
（
一

七
七
八
～
一
八
五
七
）
ら
も
ふ
ん
だ
ん
に
引
照
し
て
お
り
、
そ
れ
に
遡
る
『
十
三
經
注
疏
』
に
も
所
収
の
阮
元
『
尚
書
注
疏
校
勘
記
』

は
化
政
期
の
大
田
錦
城
（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）、
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
～
一
八
三
五
）
ら
の
業
績
に
も
す
で
に
大
い
に
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら）

8
（

、
万
延
元
年
時
点
で
の
久
米
に
よ
る
受
容
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
学
、
日
本
史
学
の
学
的
基

盤
と
し
て
大
き
か
っ
た
と
久
米
み
ず
か
ら
語
る
幕
末
考
証
学
の
、
久
米
に
お
け
る
受
容
の
様
相
の
考
察
は
、
岩
倉
遣
米
欧
使
節
団
の
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一
員
と
し
て
随
行
す
る）

9
（

以
前
に
培
わ
れ
た
知
的
基
盤
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
久
米
に
お
け
る
考
証
学
的
素
養
が

ど
の
よ
う
に
実
証
史
学
の
方
法
と
関
連
す
る
か
の
解
明
に
む
け
て
極
め
て
重
要
な
基
盤
研
究
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一　
「
尚
書
日
知
禮
記
」
に
み
る
久
米
の
『
尚
書
』
理
解

　
『
久
米
邦
武
文
書
』「
四
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
尚
書
日
知
禮
記
」
も
、
久
米
の
『
尚
書
』
理
解
を
呈
出
す
る
重
要
な
史
料
で
あ

る
。
本
章
は
、
久
米
の
書
入
れ
の
あ
る
久
米
美
術
館
蔵
『
書
集
傳
』、
と
く
に
そ
の
冒
頭
の
「
古
今
文
聚
訟
」
の
考
察
に
力
点
を
お

く
が
、
ま
ず
、「
尚
書
日
知
禮
記
」
に
み
え
る
久
米
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
基
本
理
解
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

同
書
の
前
半
部
分
で
は
、
偽
古
文
へ
の
疑
義
の
端
緒
、
真
偽
の
峻
別
過
程
と
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
歴
代
儒
者
の
説
に
つ
い
て
の
整

理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

晩
出
古
文
。
余
竟
不
能
信
。
此
書
大
行
。
實
昉
於
隋
劉
焯
劉
鉉
。
成
於
孔
穎
達
等
正
義
。
穎
達
本
学
鄭
注
尚
書
。
而
於
撰
正
義
。

遂
排
鄭
氏
。
回
獲
孔
伝
。
亦
可
以
見
。
当
時
之
勢
。
不
得
主
孔
伝
也
。
其
後
宋
呉
機
（
呉
棫

─
筆
者
）
始
疑
孔
書
。
然
不
過

言
古
文
平
易
。
今
文
聱
牙
。
朱
子
亦
疑
之
。
猶
為
調
停
之
説
。
以
越
元
至
明
。
蔡
氏
集
伝
盛
行
。
呉
澄
郝
敬
梅
鷟
二
三
輩
。
雖

不
信
之
。
百
口
解
説
者
甚
多
。
至
清
。
閻
若
璩
出
。
作
古
文
疏
八
巻
。
明
細
辨
孔
之
妄
贋
。
同
時
有
惠
棟
古
文
疏
證
二
巻
。
単

刀
刺
偽
孔
之
心
腹
。
於
是
尚
書
三
十
四
篇
。
外
篇
非
帝
王
之
言
。
遂
暴
著
於
世
。
独
奈
其
書
之
行
。
既
歴
千
歳
。
而
蔡
氏
集
伝
。

為
官
閣
之
（

─
筆
者
）
定
本
。
世
聞
排
偽
孔
之
説
。
即
以
為
斥
朱
子
嫉
憎
怒
恚
。
是
以
（

─
筆
者
）
至
今
。
売
欺
豈
可
勝
嘆

乎
。

古
文
之
偽
。
惠
閻
二
家
之
書
詳
矣
。
眞
古
文
之
消
息
。
與
漢
儒
世
伝
之
古
文
説
。
則
江
聲
音
疏
。
王
鳴
盛
後
案
。
孫
星
衍
今
古

文
注
疏
。
段
玉
裁
撰
異
焉
。
已
尽
矣）

（1
（

。
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ま
ず
、
梁
・
費
氏
の
『
尚
書
義
疏
』
が
隋
・
劉
鉉
ら
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
、
一
方
、
一
部
の
考
証
学
的
業
績
を
残
し
て
い
た

碩
儒
以
外
に
は
あ
ま
り
疑
義
を
呈
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』
は
鄭
注
を
排
し
て
偽
孔
伝
に
依
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
い
わ
れ
、
偽
古
文
に
は
じ
め
て
疑
義
を
呈
し
た
人
物
と
し
て
呉
棫
（
才
老
、
生
没
年
不
詳
、
一
一
一
八
～
一
九
年
の
進
士
）
の
名

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
の
ち
宋
／
元
・
呉
澄
（
草
廬
、
一
二
四
九
～
一
三
三
一
）
の
『
書
纂
言
』、
明
・
梅
鷟
（
致
斎
、
生
没

年
不
詳
、
一
五
〇
六
～
二
一
年
の
進
士
）
の
『
尚
書
考
異
』
に
も
最
も
早
い
段
階
で
偽
作
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
引
か
れ
、『
文
献
通

考
』
に
も
あ
る
『
書
裨
傳
』
の
著
者
の
こ
と
で
あ
る）

（（
（

。
後
述
す
る
が
『
朱
子
語
類
』
の
と
く
に
巻
七
十
八
「
尚
書
」
一
に
も
呉
棫
の

こ
の
書
が
頻
繁
に
引
か
れ
、
胡
氏
の
「
才
老
於
考
究
上
。
極
有
工
夫
」
と
の
語
も
付
さ
れ
て
い
る
（
同
十
二
ウ
）。
た
だ
、
右
の
「
尚

書
日
知
禮
記
」
で
は
呉
に
よ
る
疑
義
は
今
古
文
間
の
文
体
の
難
易
の
み
に
よ
っ
た
判
断
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
閻
若
璩
『
尚

書
古
文
疏
證
』
第
一
百
十
三
言
「
疑
古
文
自
是
才
老
始
」
の
、
同
様
の
趣
旨
の
説
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う）

（1
（

。

　

次
に
「
朱
子
亦
疑
之
」
も
、「
猶
為
調
停
之
説
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
閻
『
尚
書
古
文
疏
證
』
第
一
百
十
四
言
「
朱
子
於
古
文

猶
為
調
停
之
説
」
と
の
小
題
そ
の
も
の
で
あ
る）

（1
（

。
ま
た
、「
越
元
至
明
」
と
元
代
が
等
閑
視
さ
れ
る
が
、
実
は
元
・
呉
澄
『
書
纂

言
』
が
、
久
米
の
尚
書
研
究
の
、
少
な
く
と
も
あ
る
段
階
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
。
続
け

て
蔡
沈
『
書
集
傳
』
の
明
代
に
お
け
る
盛
行
、
元
・
呉
澄
、
明
・
郝
敬
、
梅
鷟
ら
の
偽
書
へ
の
疑
義
が
触
れ
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
尚

書
日
知
禮
記
」
上
で
彼
ら
に
積
極
的
評
価
は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
久
米
は
、
同
書
に
お
い
て
は
、
偽
古
文
の
本
格
的
な
摘
発
は
あ

く
ま
で
清
代
考
拠
家
の
登
場
を
ま
つ
と
の
立
場
を
と
る
。

　

清
儒
へ
の
言
及
で
は
、「
閻
若
璩
出
。
作
古
文
疏
八
巻
。
明
細
辨
孔
之
妄
贋
。
同
時
有
惠
棟
古
文
疏
證
」
と
、
考
拠
家
の
名
と
そ

の
著
作
名
が
少
々
誤
っ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
整
理
す
る
と
、
こ
こ
で
「
古
文
疏
」
と
い
う
の
は
閻
『
尚
書
古
文
疏
證
』、
惠
棟

「
古
文
疏
證
」
と
は
『
古
文
尚
書
考
』
の
こ
と
、
久
米
が
「
古
文
疏
」
と
す
る
の
は
後
段
に
て
触
れ
て
い
る
孫
星
衍
の
大
著
『
尚
書

今
古
文
注
疏
』
で
あ
ろ
う
。
久
米
美
術
館
蔵
『
書
集
傳
』
の
本
文
へ
の
久
米
の
書
入
れ
は
、
閻
、
惠
、
孫
ら
の
書
に
加
え
、
江
聲
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『
尚
書
集
注
音
疏
』、
王
鳴
盛
『
尚
書
後
案
』、
段
玉
裁
『
古
文
尚
書
撰
異
』『
説
文
解
字
注
』
な
ど
か
ら
の
も
の
が
多
い
。

　

さ
て
、「
増
多
」
の
真
偽
に
つ
い
て
は
第
二
章
に
お
い
て
も
略
述
し
た
ご
と
く
宋
の
呉
棫
、
朱
熹
ら
に
は
じ
ま
り
、
元
・
呉
澄
、

明
・
梅
鷟
ら
の
具
体
的
な
論
証
を
経
て
閻
、
孫
、
王
鳴
盛
ら
の
緻
密
な
考
証
を
み
る
に
い
た
っ
た）

（1
（

。
本
章
の
後
半
で
精
査
を
試
み
る

元
・
呉
澄
は
、
野
村
茂
夫
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
東
晋
・
梅
賾
を
「
増
多
」
の
端
緒
と
し
、
明
・
梅
鷟
は
皇
甫
謐
を
「
偽
作

者
」
と
断
定
す
る）

（1
（

。
ち
な
み
に
阮
元
『
校
勘
記
』
は
、「
増
多
」
二
十
五
編
の
梅
賾
偽
作
説
を
付
す
に
と
ど
ま
り
、
大
田
錦
城
は

『
九
經
談
』
の
時
点
（
一
八
〇
四
年
）
で
は
魏
の
王
粛
を
偽
作
者
と
し
た）

（1
（

が
、
の
ち
『
悟
窓
漫
筆
』
に
い
た
っ
て
清
代
考
拠
家
の
説
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
多
分
皇
甫
謐
ノ
作
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
し
た）

（1
（

。

　

野
村
は
、
偽
書
の
論
定
に
決
定
的
で
あ
っ
た
閻
若
璩
『
尚
書
古
文
疏
證
』
は
、
必
ず
し
も
特
定
の
偽
作
者
を
あ
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、

「
魏
晉
の
間
に
何
人
か
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
が
作
ら
れ
、
鄭
沖
に
よ
っ
て
後
代
に
伝
え
ら
れ
、
五
十
数
年
を
経
て
東
晉
の
初
め
に
梅

賾
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
」
た
と
の
立
場
で
あ
っ
た
と
す
る）

（1
（

。
そ
れ
を
端
的
に
語
る
の
は
、
同
書
第
二
十
三
言
の
「
余
然
後
知
。
此
晩

出
於
魏
晉
間
之
書
。
蓋
不
古
不
今
非
伏
非
孔
。
而
欲
別
為
一
家
之
學
者
也
。
嗚
呼
。
悠
悠
千
年
。
學
者
如
林
。
乃
復
曾
無
一
人
焉
」

と
の
文
言
で
あ
ろ
う）

（1
（

。
閻
『
尚
書
古
文
疏
證
』
の
第
一
言
「
両
漢
書
載
古
文
篇
數
與
今
異
」
に
も
、「
東
晉
元
帝
時
。
豫
章
内
史
梅

賾
忽
上
古
文
尚
書
」）

11
（

と
あ
る
の
み
で
、
梅
賾
を
「
偽
作
者
」
と
特
定
し
て
は
お
ら
ず
、
野
村
の
説
は
頷
け
よ
う
。

　

野
村
は
さ
ら
に
、
黄
宗
羲
が
閻
若
璩
の
影
響
で
偽
古
文
の
偽
を
認
識
し
た
こ
と
、
顧
炎
武
が
「
泰
誓
」
編
を
魏
晋
間
の
成
立
と
し

た
こ
と
、
朱
彝
尊
は
逆
に
二
十
五
編
も
「
古
典
籍
に
散
在
す
る
尚
書
の
断
片
を
集
め
」「
も
と
の
形
に
復
元
を
試
み
た
」
も
の
で
あ

り
、
棄
却
す
べ
き
に
非
ず
と
し
た
こ
と
な
ど
、
清
代
諸
家
の
偽
古
文
観
の
整
序
を
試
み
る）

1（
（

。

　

久
米
「
尚
書
日
知
禮
記
」
に
戻
ろ
う
。
上
に
引
い
た
文
言
の
あ
と
、「
尚
書
諸
家
解
」
と
題
さ
れ
伏
生
『
尚
書
大
傳
』、
馬
融
『
書

伝
』、
鄭
玄
「
注
」、
王
粛
「
注
」
が
あ
げ
ら
れ
、「
右
四
書
曾
亡
失
。
清
人
拾
之
」
と
付
さ
れ
る
。
つ
づ
け
て
『
尚
書
正
義
』、
さ
ら

に
は
蘇
軾
『
書
伝
』、
林
之
奇
『
尚
書
全
解
』
な
ど
の
宋
代
諸
家
の
著
作
が
列
挙
さ
れ
、
清
代
考
拠
家
の
諸
作
ま
で
あ
げ
ら
れ
る
。
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『
尚
書
』
に
関
す
る
歴
代
の
著
作
を
列
挙
し
た
あ
と
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

馬
廷
鸞
曰
。
林
氏
謂
。
昔
在
者
。
篇
首
起
語
之
辭
。
書
序
。
自
為
一
篇
。
故
以
昔
在
帝
堯
起
於
篇
首
。
今
案
。
堯
典
之
後
。
接

舜
典
則
曰
。
虞
舜
側
微
云
云
。
接
禹
謨
則
云
。
皋
陶
失
（
矢

─
筆
者
）
厥
謨
。
禹
成
厥
功
云
云
。
益
足
證
。
古
序
。
自
為
一
篇
。

而
相
續
之
辭
。
如
此
。
蓋
史
氏
。
旧
文
也
。
又
案
。
維
昔
黄
帝
法
。
天
則
地
（

─
筆
者
）
云
云
。
此
太
史
公
五
帝
本
紀
序
文
。

與
書
序
堯
典
之
説
一
也
。
邦
武
案
。
此
説
極
是
。
試
貫
書
序
一
篇
。
見
之
言
厥
言
。
●
虚
字
承
接
。
脈
絡
貫
通
。
不
可
離
析
。



（
四
オ
）

　

馬
廷
鸞
（
一
二
二
二
～
八
九
）
に
は
『
碧
梧
玩
芳
集
』『
六
經
集
傳
』
等
の
著
書
が
あ
り
、
前
者
は
『
四
庫
全
書
』
集
部
別
集
類
に

収
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
に
右
の
語
は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
亡
佚
の
『
六
經
集
傳
』（『
四
庫
提
要
』
の
記
述
）
に
あ
る
語
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
「
篇
首
起
語
」
に
関
し
て
馬
氏
が
引
く
の
は
、
林
之
奇
（
一
一
一
二
～
七
六
）『
尚
書
全
解
』「
堯
典
」
に
あ

る
記
述
で
あ
る
。「
相
續
之
辭
」
に
関
す
る
馬
氏
の
按
語
に
も
林
氏
「
舜
典
」「
皋
陶
謨
」
の
説
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
堯
典
」「
舜

典
」
の
成
立
・
改
廃
過
程
の
問
題
は
複
雑
で
あ
る
が
、「
虞
舜
側
微
」
以
下
「
歴
試
諸
難
。
作
舜
典
」
ま
で
の
二
十
字
は
後
代
に
付

加
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
と
「
愼
徽
五
典
」
以
下
の
語
と
の
間
に
あ
る
「
若
曰
稽
古
」
か
ら
「
乃
命
以
位
」
ま
で
の
二
十
八
字

に
つ
い
て
は
、
前
半
の
十
二
字
、
後
半
の
十
六
字
の
真
偽
の
問
題
も
含
め
判
断
が
分
か
れ
る）

11
（

。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
馬
廷
鸞

の
引
く
林
氏
語
を
考
え
よ
う
。

　

之
奇
は
一
一
二
四
年
の
進
士
で
あ
る
呉
棫
の
少
し
後
、
朱
子
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
少
し
前
の
人
物
。『
尚
書
全
解
』
は
全

四
十
巻
で
『
四
庫
全
書
』
經
部
二
「
書
類
」
第
五
十
五
冊
を
占
有
す
る
、
こ
の
時
代
の
尚
書
の
注
釈
書
と
し
て
は
突
出
し
て
大
部
の

書
で
あ
り
、『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
八
「
尚
書
」
一
に
も
言
及
さ
れ
る）

11
（

。
四
庫
提
要
に
こ
の
書
は
「
舛
誤
」
が
多
く
、「
眞
贋
錯
雑
」
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す
る
と
さ
れ
る
一
方
、「
頗
多
異
説
」
と
さ
れ
、「
如
以
陽
鳥
為
地
名
。
三
俊
為
常
伯
常
任
準
人
。
皆
未
嘗
依
傍
前
人
」
と
、
独
創
性

の
一
例
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
至
其
辨
析
異
同
。
貫
穿
史
事
。
覃
思
積
悟
。
實
卓
然
。
成
一
家
言
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

　

さ
て
、
馬
廷
鸞
に
よ
る
林
氏
語
の
引
用
は
僅
少
で
あ
る
が
、『
尚
書
全
解
』
を
み
る
と
、
偽
作
箇
所
の
特
定
の
基
盤
と
な
る
指
摘

も
含
め
、
一
考
に
値
す
る
説
が
散
見
さ
れ
る
。
右
に
あ
る
「
篇
首
起
語
之
辭
」
の
問
題
に
加
え
、「
舜
典
」
で
は
「
終
始
相
因
之

辭
」
の
問
題
に
つ
い
て
語
り
、
さ
ら
に
は
「
若
曰
稽
古
」
か
ら
「
乃
命
以
位
」
ま
で
の
二
十
八
字
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

伏
生
以
舜
典
合
於
堯
典
。
愼
徽
五
典
而
下
合
於
堯
典
帝
曰
欽
哉
之
文
。
共
為
一
篇
。
至
孔
安
國
纂
壁
中
書
。
始
釐
而
為
二
。
加

乃
命
以
位
上
二
十
八
字
。
由
是
始
為
二
篇
。
雖
釐
為
二
篇
。
然
慎
徽
五
典
之
文
與
帝
曰
欽
哉
之
文
。
辭
意
相
接
。
其
實
一
也
。



（『
尚
書
全
解
』
巻
二
、
四
ウ
）

　

こ
こ
で
之
奇
は
、「
舜
典
」
に
分
け
ら
れ
た
編
に
あ
る
「
愼
徽
五
典
」
に
は
じ
ま
る
文
と
、「
堯
典
」
末
尾
の
「
帝
曰
欽
哉
」
で
結

ば
れ
る
文
と
の
文
・
辭
の
性
質
に
着
目
し
、「
意
、
相
接
し
」
て
「
そ
の
實
一
篇
な
り
」
と
明
言
、
伏
生
の
伝
え
た
「
今
文
」
の
体

裁
を
示
す
。
続
け
て
、
二
十
八
字
（「
帝
曰
欽
哉
」
と
「
愼
徽
五
典
」
と
の
間
）
に
つ
い
て
は
、
梅
賾
な
ど
個
人
名
に
は
言
及
せ
ぬ
も
の

の
、「
至
孔
安
國
纂
壁
中
書
」、
す
な
わ
ち
古
文
尚
書
出
現
に
い
た
っ
て
「
釐あ

ら
ため

て
」
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
っ
て
「
為

二
」、
す
な
わ
ち
新
た
に
「
舜
典
」
が
立
て
ら
れ
た
と
す
る
。
青
木
洋
司
は
『
尚
書
』
の
「
編
題
」
の
付
加
が
後
代
の
史
官
に
よ
る

も
の
と
す
る
之
奇
の
見
立
て
を
論
証
す
る）

11
（

が
、「
舜
典
」
分
離
の
問
題
は
こ
れ
と
の
整
合
性
も
有
す
る
。

　

閻
も
『
尚
書
古
文
疏
證
』
第
六
十
五
言
に
て
、「
舜
典
」
は
「
魏
晉
間
始
析
為
二
。
然
愼
徽
五
典
。
直
接
帝
曰
欽
哉
之
下
」
と
し

て
い
る）

11
（

。
し
か
も
直
後
に
、
こ
れ
ら
を
連
続
さ
せ
る
と
「
文
氣
連
注
如
水
之
流
」
と
、
文
・
辞
の
視
点
か
ら
の
整
合
性
を
あ
げ
る
の

は
、
之
奇
の
説
と
も
相
通
じ
よ
う
が
、
閻
は
自
説
と
し
て
こ
れ
を
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
皮
錫
瑞
は
、『
經
學
通
論
』
で
『
尚
書
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古
文
疏
證
』
の
十
三
の
誤
り
を
指
摘
、
そ
の
な
か
で
、「
謂
伏
生
時
。
未
得
小
序
。
其
誤
十
二
也
」
と
閻
の
説
を
批
判
、
さ
ら
に
二

十
八
字
が
「
魏
晉
間
」
に
出
現
し
た
と
す
る
点
も
批
判
す
る）

11
（

。

　

之
奇
『
尚
書
全
解
』
は
、「
堯
典
」
と
「
舜
典
」、
さ
ら
に
は
「
大
禹
謨
」
を
独
立
さ
せ
て
考
察
を
加
え
て
お
り
、
の
ち
の
清
代
考

拠
家
の
よ
う
に
偽
作
箇
所
や
編
目
の
改
変
の
告
発
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
青
木
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
自
己
の

意
を
も
っ
て
聖
人
の
経
を
改
変
す
る
の
は
孔
子
の
「
愼
言
闕
疑
」
に
も
悖
る
行
為
で
あ
る
と
の
之
奇
の
基
本
的
立
場
故
で
あ
ろ
う）

11
（

。

し
か
し
、「
増
多
」
の
指
摘
、
さ
ら
に
は
文
体
、
文
意
の
相
同
性
に
立
脚
し
て
の
「
其
實
一
」
と
の
明
言
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て

は
随
一
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
「
皐
陶
謨
」
に
関
し
て
は
、
之
奇
は
『
史
記
』
の
「
帝
舜
朝
。
禹
皐
陶
相
與
語
帝
前
」
と
の
語
、
揚
子
雲
の
「
皐
陶
以
之
為
帝
謨
。

不
曰
為
禹
謨
也
」
と
の
語
を
引
き
、
こ
の
謨
は
「
雖
與
禹
相
答
問
。
其
實
陳
於
帝
舜
之
前
。
此
其
所
以
謂
之
謨
」
と
の
説
を
た
て
て

い
る）

11
（

。
蔡
注
の
「
典
。
主
記
事
。
故
堯
舜
皆
載
其
實
。
謨
。
主
記
言
。
故
禹
皋
陶
則
載
其
謨
」
と
の
説）

11
（

に
比
し
て
も
、
之
奇
の
説
は

口
述
す
る
主
体
が
誰
か
、
言
説
の
や
り
と
り
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
な
ど
を
踏
ま
え
た
説
を
採
り
な
が
ら
自
説
を
展
開
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

久
米
が
『
尚
書
全
解
』
を
頻
繁
に
引
か
な
い
の
は
、
四
庫
提
要
の
「
眞
贋
錯
雑
」
と
の
評
価
の
故
か
、
あ
る
い
は
清
儒
・
皮
錫
瑞

『
經
學
通
論
』
の
「
據
宋
人
以
斥
孔
伝
。
則
不
可
」
と
の
言）

1（
（

に
象
徴
的
な
清
代
考
拠
家
の
基
本
姿
勢
を
尊
奉
す
る
た
め
か
、
い
く
つ

か
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
に
み
た
よ
う
に
馬
氏
、
林
氏
ら
の
語
を
適
宜
採
用
し
、
彼
ら
の
説
を
も
っ
て
編
目
ど
う
し
が

「
脈
絡
貫
通
。
不
可
離
析
」
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
久
米
は
「
尚
書
日
知
禮
記
」
で
「
漢
唐
」
と
「
宋
明
」
の
「
両
者
固
不

可
廃
」
を
い
う
（
一
オ
～
ウ
）
が
、
適
解
を
兼
採
す
る
に
分
け
隔
て
の
な
い
彼
の
姿
勢
の
証
左
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二　

元
・
明
代
『
尚
書
』
研
究
と
久
米
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「
尚
書
日
知
禮
記
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
久
米
は
偽
書
の
論
定
に
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
清
代
考
拠
家
の
諸
説
を
高
く
評
価

す
る
と
同
時
に
、
林
之
奇
、
馬
廷
鸞
と
い
っ
た
宋
代
諸
家
の
説
も
適
宜
採
用
し
て
い
た
。
久
米
は
、
元
・
明
代
の
諸
説
も
採
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
を
示
す
の
が
、
久
米
美
術
館
蔵
『
書
集
傳
』
冒
頭
の
、『
書
經
』
と
題
さ
れ
た
表
紙
の
裏
に
貼
付
け
ら
れ
る
か
た
ち
で

付
さ
れ
た
「
古
今
文
聚
訟
」
と
題
さ
れ
る
書
入
れ
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、『
尚
書
』
今
文
・
古
文
に
つ
い
て
、
孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』
の
正
・
伝
文
、
伏
生
『
大
傳
』
の
説
、
朱
子
説
な
ど
を
引

き
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
元
・
呉
澄
、
明
・
梅
鷟
の
説
、
さ
ら
に
は
『
校
勘
記
』
に
引
か
れ
る
清
代
考
拠
諸
家
の
説
を
も
っ
て
正
す

と
い
う
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
る
。
清
代
嘉
慶
期
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
『
尚
書
』
今
古
文
間
、
真
偽
古
文
間
の
差
異
に
関
す
る
諸
見
解

を
、
久
米
自
身
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
「
古
今
文
聚
訟
」
は
、
諸
説
を
雑
多
に
書
き
留
め
た
も
の
で
、
典
拠
を

明
示
し
な
い
も
の
が
混
在
す
る
。
そ
し
て
実
は
、
典
拠
不
明
の
も
の
も
含
め
、
元
・
呉
澄
『
今
文
尚
書
纂
言
』（
以
下
、『
書
纂
言
』）

11
（

）

か
ら
多
く
を
引
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
つ
き
と
め
た
。
本
節
で
は
こ
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
、「
古
今
文
聚
訟
」
の
文
言
と

諸
説
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。

　

ま
ず
、
八
行
目
の
「
東
晉
元
帝
時
。
豫
章
内
史
梅
賾
。
増
多
伏
生
書
二
十
五
篇
。
稱
為
孔
氏
壁
中
古
文
」
と
の
語
は
、
元
・
呉
澄

『
書
纂
言
』
の
「
至
晉
。
梅
賾
始
増
多
伏
生
書
二
十
五
篇
。
稱
為
孔
氏
壁
中
古
文
」）

11
（

と
比
べ
、「
古
今
文
聚
訟
」
が
「
東
晉
」
と
限
定

し
て
い
る
こ
と
、「
古
今
文
」
に
は
呉
氏
語
に
あ
る
「
始
」
が
な
い
こ
と
を
の
ぞ
け
ば
相
同
的
で
あ
る
。
な
お
、
閻
若
璩
は
、「
東
晉

元
帝
時
」
に
い
た
っ
て
梅
賾
が
偽
古
文
を
「
奏
上
」
し
た
と
の
指
摘
は
、
元
・
呉
澄
に
よ
る
孔
穎
達
『
正
義
』
の
疏
（
孔
疏
）
に

従
っ
た
も
の
と
す
る
（「
又
按
。
東
晉
元
帝
時
。
梅
賾
上
書
者
。
草
廬
之
言
。
實
従
穎
達
舜
典
疏
」））

11
（

。
閻
は
続
け
て
、「
但
穎
達
又
於
虞
書
下
。

引
晉
書
云
。
前
晉
奏
上
其
書
而
施
行
焉
。
前
字
疑
譌
」
と
、『
晉
書
』
の
「
前
晉
」
と
の
記
述
に
疑
義
を
呈
し
、
こ
れ
を
引
く
孔
疏

の
不
適
当
を
指
摘
す
る）

11
（

。

　

梅
賾
を
も
っ
て
偽
作
者
と
明
言
し
た
の
は
呉
澄
に
は
じ
ま
る
と
い
う
の
は
野
村
茂
夫
の
研
究
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ）

11
（

だ
が
、
久
米
も
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呉
澄
に
な
ら
っ
て
梅
賾
を
偽
作
の
端
緒
と
断
定
し
て
い
た
か
は
、
右
に
あ
げ
た
呉
氏
語
の
「
始
」
の
字
が
意
図
的
に
外
さ
れ
た
か
否

か
の
確
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
文
を
み
る
限
り
、
彼
が
こ
の
時
点
で
、
呉
澄
の
説
に
依
り
な
が
ら
、
二
十
五
編
を

「
壁
中
古
文
」
と
「
為
し
た
」
の
は
梅
賾
で
あ
っ
た
と
の
立
場
を
と
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
偽
作
は
「
東
晉
か
ら
」
と
断
定
し
た
の
は
明
・
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』
で
あ
る
。
た
だ
し
前
述
の
よ
う
に
、
彼
は
皇
甫
謐

を
偽
作
者
と
し
て
い
る
（「
東
晉
之
古
文
。
乃
自
皇
甫
謐
而
突
出
」））

11
（

。

　

ま
た
、
久
米
「
古
今
文
聚
訟
」
後
段
に
は
、「
伏
生
時
」
に
「
書
序
無（

マ
マ
）し

」（
十
六
行
目
）、
そ
し
て
「
孔
伝
」
も
ま
た
「
魏
晉
間
人

作
」
と
す
る
記
述
が
引
か
れ
て
い
る
（
十
七
～
十
八
行
目
）
が
、
こ
れ
は
さ
き
に
偽
作
が
出
た
の
を
「
東
晉
」
と
限
定
し
た
の
と
少
し

く
矛
盾
し
、
さ
ら
に
は
彼
が
こ
れ
を
呉
澄
あ
た
り
か
ら
と
っ
た
の
か
、
清
の
考
拠
家
の
説
か
は
明
記
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
問
題
も
含
め
、
今
古
文
尚
書
の
真
偽
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
詳
密
な
考
証
を
試
み
た
日
本
儒
者
は
中
井
履
軒
、
山
本
北

山
、
そ
し
て
大
田
錦
城
で
あ
る）

11
（

が
、
錦
城
も
こ
の
問
題
を
「
是
疑
案
也
」
と
し
、
以
下
の
ご
と
く
述
べ
る
。

（
尚
書
は

─
筆
者
）
於
前
晉
奏
上
。
而
施
行
焉
。
前
晉
似
是
西
晉
。
是
疑
案
也
。
然
考
之
荀
□
伝
。
偽
書
孔
伝
。
建
學
官
者
。

東
晉
元
帝
之
時
也
。
其
書
之
出
。
則
在
于
西
晉
。
故
皇
甫
謐
郭
璞
。
在
于
東
西
晉
間
。
皆
引
用
之
。
西
晉
方
出
而
東
晉
立
學
者
。

有
證
驗
之
可
據
者
焉）

11
（

。

　

錦
城
は
す
な
わ
ち
、
偽
書
の
出
現
は
西
晋
（
前
晋
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
奏
上
」
さ
れ
た
の
は
「
學
官
」
が
建
て
ら
れ
た
東
晋
元

帝
の
時
点
で
あ
る
が
、「
奏
上
」
以
前
か
ら
皇
甫
謐
ら
が
引
い
て
い
た
と
し
て
い
る
。
錦
城
は
こ
の
『
九
經
談
』
で
は
皇
甫
謐
ら
が

偽
書
を
「
引
用
」
し
た
と
し
、
偽
書
を
出
回
ら
せ
た
張
本
人
は
王
粛
の
徒
ら
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、
の
ち
『
悟
窓
漫
筆
』
の

段
階
に
い
た
っ
て
は
（
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』
の
説
を
と
っ
た
た
め
か
）
皇
甫
謐
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
す
で
に
触
れ
た
。
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三　
『
書
纂
言
』
序
文
と
「
古
今
文
聚
訟
」

　

さ
て
、
実
は
久
米
「
古
今
文
聚
訟
」
は
、
呉
澄
『
書
纂
言
』
の
序
文
か
ら
多
く
を
引
く
。
ま
た
、
と
く
に
文
体
の
相
違
に
基
づ
く

偽
作
へ
の
疑
義
に
関
す
る
指
摘
は
『
朱
子
語
類
』、
さ
ら
に
は
宋
・
呉
棫
の
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
は
後
述
す
る
。
た
と
え
ば

「
古
今
文
聚
訟
」
の
六
行
目
か
ら
の
文
言
は
、『
書
纂
言
』
の
「
書
今
文
」
と
題
さ
れ
た
編
目
の
直
後
に
あ
る
総
論
的
な
序
文
で
あ
り
、

そ
の
三
分
の
二
強
を
引
く
。
以
下
に
照
合
す
る
と
、

漢
考
文
（
時
）。
求
能
治
尚
書
（
者
）。
天
下
無
有
欲
召
生
時
。
年
九
十
餘
（
矣
）。
不
能
行
詔
太
常
。
常
救）

11
（

晁
錯
往
受
（
之
）

生
老
言
。
不
可
暁
使
其
女
伝
言
。（
教
錯
）
齊
人
語
多
。
與
穎
川
異
錯
所
。
不
知
凡
十
二
三
。
略
以
（
其
）
意
屬
讀
而
巳
。

〔（　

）
内
の
字
は
『
書
纂
言
』
に
あ
っ
て
「
古
今
文
聚
訟
」
に
な
い
も
の
。
以
下
同
じ
〕

　

こ
の
あ
と
『
書
纂
言
』
に
は
存
在
す
る
「
夫
此
二
十
八
篇
。
伏
生
口
授
而
晁
錯
以
意
屬
讀
者
也
」
の
十
九
字
を
欠
き
、「
其
間
闕

誤
顛
倒
固
多
。
然
不
害
其
為
古
書
也
。
漢
魏
數
百
年）

1（
（

間
。
諸
儒
所
治
。
不
過
此
耳
」
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
二
十
一
字
を
欠
い
た
あ
と
、

さ
き
に
示
し
た
よ
う
に
「
東
晉
元
帝
時
」
と
限
定
の
上
、「
梅
（
賾
）
増
多
伏
生
書
二
十
五
篇
。
稱
為
孔
氏
壁
中
古
文
」
の
文
が
引

か
れ
る
。

　

こ
の
あ
と
偽
古
文
伝
承
の
経
路
を
語
る
文
言
、
す
な
わ
ち
鄭
沖
か
ら
蘇
愉
、
梁
柳
を
経
て
皇
甫
謐
に
わ
た
っ
た
一
方
、
柳
か
ら
臧

曹
を
経
て
梅
賾
に
わ
た
り
、
こ
こ
に
お
い
て
元
帝
に
奏
上
さ
れ
た
と
す
る
語
が
引
か
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
古
今
文
聚
訟
」
に
は
、『
書
纂
言
』
の
「
真
古
文
」
と
題
さ
れ
る
編
目
の
後
の
序
文
三
五
七
字
の
う
ち
、
一
部
上

に
示
し
た
よ
う
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
計
二
五
三
字
が
引
か
れ
て
い
る
。
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『
書
纂
言
』
に
は
右
の
序
文
の
あ
と
に
梅
賾
増
多
の
二
十
五
編
の
編
目
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
総
論
的
な
序
文
が
つ
づ
く
。
こ
の
第

二
序
文
か
ら
も
多
く
が
引
か
れ
る
。
以
下
に
照
合
す
る
と
、

書
有
古
今
文）

11
（

之
異
。
何
哉
。
晁
錯
所
受
（
伏
生
書
）。
以
隷
冩
之
。
隷
者
當
今）

11
（

通
行
之
字
（
也
）。
故
曰
今
文
。
魯
恭）

11
（

王
壊
孔
子

宅
。
得
壁
中
所
蔵
。
皆
科
斗
書
。
科
斗
者
。
蒼
頡
所
制
之
字
也
。
故
曰
古
文
。
然
孔
壁
中
眞
古
文
（
書
）。
不
伝
後
有
張
覇
偽
作
。

　
『
書
纂
言
』
に
は
こ
れ
に
続
け
て
『
尚
書
』
の
編
目
の
具
体
的
統
廃
合
の
事
例
を
あ
げ
る
三
十
九
字
が
あ
る
が
、「
古
今
文
聚
訟
」

で
は
こ
れ
が
省
略
さ
れ
、「
二
十
四
篇
目
。
為
古
文
（
書
）」
と
の
み
引
か
れ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、

漢
藝
文
志
云
。
尚
書
經
二
十
九
篇
（
古
經
十
六
巻
二
十
九
篇
者
）。
即
伏
生
今
文
書
（
二
十
八
篇
）。
及
武
帝
時
（
増
）
偽
泰
誓

一
篇
也
。
古
經
十
六
巻
（
者
）。
即
張
覇
偽
古
文
（
書
二
十
四
篇
也
）。
漢
儒
所
治
。
不
過
（
伏
生
書
及
偽
泰
誓
共
）
二
十
九
篇
。

而
）
11
（

張
覇
偽
古
文
雖
在
。
而
辭
義
蕪
鄙
不
足
取
。
重
於
世
以
售
其
欺
。
及
梅
賾
（
二
十
五
篇
）
之
書
出
。（
則
）
凡
伝
記
所
引
書

語
。
諸
家
指
為
逸
書
者
。
収
拾
無
遺
。
既
有
證
驗
。
而
言
率
依
於
理
比
張
覇
偽
書
。
遼
絶
矣
。

　

こ
の
あ
と
伏
氏
の
二
十
八
編
に
新
出
の
三
十
三
編
が
付
加
さ
れ
、
書
序
の
追
加
と
統
廃
合
を
も
っ
て
五
十
九
編
と
さ
れ
た
旨
の
四

十
一
字
が
略
さ
れ
た
の
ち
、「
世
遂
以
為
眞
孔
壁
所
蔵
也
」
と
さ
れ
、「
唐
初
諸
儒
。
従
而
為
之
疏
義
」、
そ
し
て
、「
有
二
十
九
篇
者
。

廢
不
復
行
」
に
い
た
っ
た
こ
と
が
引
か
れ
る
。

　

総
じ
て
、
唐
代
以
降
は
真
偽
混
然
一
体
と
な
っ
た
も
の
が
疑
わ
れ
る
こ
と
な
く
注
疏
が
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
あ
と
に
清
代
考
拠

家
に
よ
っ
て
よ
り
緻
密
に
実
証
さ
れ
糾
弾
さ
れ
る
事
象
の
端
緒
と
な
っ
た
呉
澄
『
書
纂
言
』
に
呈
さ
れ
た
説
が
引
か
れ
て
い
る
。
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第
二
序
文
か
ら
さ
ら
に
引
か
れ
る
の
は
、
呉
澄
に
よ
る
文
体
の
相
違
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
が
、
以
下
の
ご
と
く
、
こ
れ
に
関
す

る
呉
澄
の
語
、
さ
ら
に
彼
が
引
く
朱
子
語
は
、
ほ
と
ん
ど
漏
ら
さ
ず
引
用
さ
れ
て
い
る
。

密
嘗
讀
之
。
伏
氏
書
。
雖
難
尽
通
。
然
辭
義
古
奥
。
其
所）

11
（

上
古
之
書
無
疑
。
梅
賾
（
所
増
）
二
十
五
篇
。
體
製
如
出
一
手
。
采

集
補
綴
。
雖
無
一
字
無
所
本
。
而
平
緩
卑
弱
。
殊
不
類
先
漢
以
前
之
文
。
夫
千
年
古
書
最
晩
（
乃
）
出
。
而
字
畫
略
。
無
所
脱

誤
。
文
勢
略
。
無
齟
齬
。
不
亦
大
可
疑
乎
。
呉
氏
（
棫
、
才
老

─
筆
者
）
曰
。
増
多
之
書
。
皆
文
従
字
順
。
非
若
伏
生
之
書
。

桔
屈）

11
（

聱
牙
。
夫
四
代
之
書
。
作
者
不
一
乃
至
一
人
之
手）

11
（

。
而
定
為
二
體
。
其
亦
難
言
矣
。
朱
子
曰
。
書
凡
易
讀
者
。
皆
古
文
。

豈
有
數
百
年
壁
中
之
物
。
不
訛
損
一
字
者
。
又
曰
。
伏
生
記
所）

11
（

。
難
而
易
者
。
全
不
能
記
也
。
又
曰
。
孔
書
。
至
東
晉
方
出
。

前
此
。
諸
儒
（
皆
）
未
見
。
可
疑
之
甚
。
又
曰
。
書
序
。
伏
生
時
無
之
。
其
文
甚
卑
弱
。
亦
不
是
前
漢
人
（
文
字
）。
只
似
後

漢
（
末
）
人
。
又
曰
。
小
序
。
決
非
孔
門
之
舊
。
安
國
序
。
亦
非
西
漢
文
（
章
）。
又
曰
。
先
漢
文
字
。
重
厚
。
今
大
序
。
格

致
極
輕
。
又
曰
。
尚
書
孔
伝
。
是
魏
晉
間
人
作
。
托
（
孔
）
安
國
。
為
名
耳
。
又
曰
。
孔
伝
（
并
）
序
。
皆
不
類
西
京）

11
（

。
文
字

氣
象
。
與
孔
叢
子
同
是
一
手）

1（
（

。
偽
書
蓋
其
言
（
多
相
）
表
裏
。
而
訓
詁
亦
多
出
小
（
爾
）
雅
也
。
夫
以
呉
氏
及
朱
子
之
所
疑
者
。

如
此）

11
（

。

　

そ
し
て
、『
書
纂
言
』
に
あ
る
「
顧
澄
何
敢
質
斯
疑
而
斷
」
の
九
字
を
略
し
た
あ
と
、「
斷
然
不
敢
信
（
此
二
十
五
篇
之
為
）
古

書
」
と
の
語
の
引
用
を
も
っ
て
終
わ
る
。

　
「
朱
子
曰
」
以
下
は
『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
八
「
尚
書
一
」
か
ら
の
引
用
だ
が
、
以
下
照
合
す
る
と
、「
書
凡
易
讀
者
。
皆
古
文
」

と
の
見
解
は
『
語
類
』「
尚
書
一
」
の
第
五
項
ほ
か
頻
出
、「
字
畫
略
。
無
所
脱
誤
。
文
勢
略
。
無
齟
齬
。
不
亦
大
可
疑
乎
」「
豈
有

數
百
年
壁
中
之
物
。
不
訛
損
一
字
者
」
と
の
疑
義
も
同
第
五
項
に
あ
る
。
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そ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
孔
書
。
至
東
晉
方
出
。
前
此
。
諸
儒
（
皆
）
未
見
。
可
疑
之
甚
」「
尚
書
孔
伝
。
是
魏
晉
間
人
作
。

托
（
孔
）
安
國
。
為
名
耳
」
と
の
語
で
あ
る
。『
語
類
』
で
は
各
々
第
三
十
三
、
第
二
十
八
項
の
語
。
後
者
に
は
「
尚
書
孔
安
國
伝
。

此
恐
是
魏
晉
間
人
所
作
」
と
あ
り
、
別
人
に
よ
る
偽
作
を
断
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
出
現
の
時
期
を
「
東
晉
」
と
し
た
り

「
魏
晉
間
」
と
し
た
り
曖
昧
だ
が
、
孔
安
國
に
よ
る
伝
文
に
関
し
て
は
後
代
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
偽
作
箇
所
は
「
其
文
甚

卑
弱
。
亦
不
是
前
漢
人
（
文
字
）。
只
似
後
漢
（
末
）
人
」
と
か
、「
非
西
漢
文
（
章
）」、
さ
ら
に
は
「
先
漢
文
字
。
重
厚
。
今
大
序
。

格
致
極
輕
」
と
、
文
体
の
問
題
か
ら
疑
義
を
呈
示
す
る
と
こ
ろ
は
、
朱
子
と
呉
澄
は
軌
を
一
に
す
る
。

　

し
か
し
、
両
者
の
決
定
的
な
違
い
は
、
朱
子
が
偽
作
と
疑
っ
て
い
た
の
が
「
書
序
」
と
伝
文
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
（
た
と
え
ば

「
尚
書
注
并
序
」
は
「
不
類
西
漢
人
。
文
章
亦
非
後
漢
之
文
」〈
第
二
十
六
項
〉）、
呉
澄
は
経
文
を
も
疑
っ
て
い
た
こ
と
で
、
さ
き
の
野
村
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
彼
が
端
緒
で
あ
っ
た
と
す
る）

11
（

。
ま
た
朱
子
は
、
梅
賾
な
ど
個
人
名
を
あ
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
偽
作
者
の
特
定
に
は

及
ん
で
い
な
い
。

　
「
古
今
文
聚
訟
」
と
『
書
纂
言
』
の
関
係
に
話
を
戻
そ
う
。
さ
き
に
引
い
た
第
一
序
文
を
あ
わ
せ
る
と
、「
古
今
文
聚
訟
」
の
全
文

の
約
四
分
の
三
弱
が
、『
書
纂
言
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
は
『
朱
子
語
類
』
か
ら
も
多
く
が
引
か
れ
る
も
の

で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
梅
賾
を
偽
作
者
と
し
た
の
は
呉
澄
で
あ
っ
た
の
は
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

呉
澄
は
、
伏
生
の
も
の
は
、
難
読
で
通
じ
難
い
も
の
が
あ
る
が
、
辞
義
が
「
古
奥
」
で
あ
り
、
上
古
の
書
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
く
、
逆
に
梅
賾
二
十
五
編
は
、
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
、
文
章
も
「
平
緩
卑
弱
」
で
、「
先
漢
以
前
」
の
文
と
は

か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

前
頁
に
も
引
い
た
「
古
今
文
聚
訟
」
十
五
行
目
の
「
呉
氏
曰
。
増
多
之
書
。
皆
文
従
字
順
。
非
若
伏
生
之
書
。
桔
屈
聱
牙
。
夫
四

代
之
書
。
作
者
不
一
乃
至
二
人
之
手
。
而
定
為
二
體
。
其
亦
難
言
矣
」
は
、『
書
纂
言
』
に
引
か
れ
る
呉
棫
の
言
だ
が
、
こ
れ
は

明
・
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』
古
文
二
十
五
編
に
も
引
か
れ
る
。
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安
國
所
増
多
之
書
。
今
篇
目
具
在
。
皆
文
従
字
順
。
非
若
伏
生
之
書
。
佶
曲
聱
牙
。
至
有
不
可
讀
者
。
夫
四
代
之
書
。
作
者
不

一
乃
至
二
人
之
手
。
而
遂
定
為
二
體
乎
。
其
亦
難
言
矣）

11
（

。

　

今
古
文
の
「
文
体
」
の
相
違
、
難
易
か
ら
の
真
贋
の
判
断
、
上
古
の
書
物
の
作
者
が
一
人
や
二
人
で
は
な
か
っ
た
と
の
指
摘
は
、

呉
棫
が
そ
の
端
緒
で
あ
っ
た
と
の
野
村
の
見
解
は
ふ
れ
た
が
、
野
村
は
、
こ
れ
は
韓
愈
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
（
佶
曲

聱
牙
─
も
と
は
「
周
誥
殷
盤
。
佶
屈
聱
牙
」
と
の
韓
愈
の
語

─
筆
者
））

11
（

。
久
米
が
「
尚
書
日
知
禮
記
」
で
は
「
不
過
言
古
文
平
易
。
今
文

聱
牙
」
と
、
疑
義
の
根
拠
を
文
の
難
易
の
み
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
呉
澄
、
梅
鷟
ら
も
「
百
口
解
説
者
」

に
過
ぎ
な
い
と
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、「
古
今
文
聚
訟
」
で
呉
澄
を
多
く
引
く
の
は
指
摘
し
た
。
た
だ
、
い
ず

れ
に
お
い
て
も
呉
棫
へ
の
韓
愈
の
影
響
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
古
今
文
聚
訟
」
に
も
ど
る
と
、
呉
澄
『
書
經
叙
録
』
の
「
略
」
か
ら
「
略
曰
。
書
二
十
八
篇
。
漢
伏
生
所
口
授
者
。
所
謂
今
文

書
也
」
と
の
語
が
引
か
れ
（
六
行
目
）、「
今
文
多
難
渋
而
古
文
反
平
易
。
或
者
以
為
今
文
自
伏
生
女
子
口
授
」
と
さ
れ
る
（
三
行
目
）。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
錦
城
も
偽
二
十
五
編
は
「
文
辞
ハ
魏
晉
人
四
六
ノ
体
ニ
テ
讀
メ
易
ク
解
シ
易
ク
、
人
事
治
道
ニ
切
實
ナ
ル
コ
ト

多
ク
、
人
君
ナ
ト
ノ
學
問
心
得
ニ
奇
妙
ナ
リ
。
真
書
ハ
讀
ミ
難
ク
解
シ
難
シ
」
と
す
る）

11
（

一
方
、「
サ
テ
偽
書
モ
初
ノ
内
ハ
力
ヲ
用
タ

ル
故
、
禹
謨
五
子
之
歌
ナ
ト
ハ
大
出
来
ナ
リ
。
周
書
ノ
末
ニ
至
テ
ハ
文
章
卑
俗
ヲ
露
シ
」、「
西
漢
人
ノ
文
章
ニ
モ
入
カ
タ
シ
」
と
す

る
）
11
（

。
偽
古
文
が
、
魏
晋
交
代
期
の
文
と
す
る
の
は
閻
若
璩
、
顧
炎
武
ら
の
指
摘
で
も
あ
る）

11
（

が
、
逆
に
偽
古
文
二
十
五
編
中
の
文
辞
の

差
異
の
指
摘
を
根
拠
と
す
る
批
正
は
清
代
考
拠
家
に
も
あ
ま
り
な
く
、
今
古
文
の
文
体
の
違
い
を
指
摘
し
た
の
は
宋
～
元
代
の
前
出

の
諸
儒
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

野
村
は
、
顧
炎
武
『
日
知
録
』
が
「
五
子
之
歌
」
を
偽
作
と
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
彼
の
真
偽
に
対
す
る
「
あ
い
ま
い
な
態
度
」

を
あ
ら
わ
す
と
す
る）

11
（

の
に
対
し
、
錦
城
は
「
五
子
之
歌
」
を
含
む
『
書
』
前
半
部
の
編
を
「
偽
作
」
と
断
定
し
た
上
で
、
然
れ
ど
も
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こ
れ
ら
は
「
大
出
来
」
で
「
大
ニ
後
代
ノ
亀
鑑
ニ
ナ
」
る
も
の
と
し
て
お
り）

1（
（

好
対
照
で
あ
る
。
錦
城
の
ス
タ
ン
ス
は
、
さ
き
の
朱
彝

尊
が
偽
古
文
も
散
逸
し
た
尚
書
の
断
片
の
復
元
と
し
、
尊
重
す
べ
き
と
し
た
の
に
も
通
じ
よ
う
。

小　

括
─
幕
末
考
証
学
と
実
証
史
学
の
「
基
底
的
態
度
」

　

右
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
久
米
「
古
今
文
聚
訟
」
は
、『
尚
書
古
文
疏
證
』『
尚
書
今
古
文
注
疏
』
と
い
っ
た
清
代
の
書
の
み
な
ら

ず
、
宋
・
元
・
明
・
清
初
と
発
展
し
て
き
た
偽
古
文
論
定
の
枢
要
で
あ
っ
た
諸
書
の
周
到
な
渉
猟
を
基
盤
と
す
る
、
久
米
に
お
け
る

考
証
学
的
知
見
を
蓄
え
る
様
相
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
後
期
ま
で
の
『
尚
書
』
研
究
の
代
表
は
第
二
章
に
て
考
察
し
た
中
井
履

軒
に
よ
る
『
雕
題
』、
そ
し
て
大
田
錦
城
『
九
經
談
』
で
あ
り
、
金
谷
治
は
錦
城
の
こ
の
書
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
考
証
の
精
密
、

と
く
に
「
五
経
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
網
羅
的
に
し
か
も
細
密
な
突
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
た
も
の
は
従
来
皆
無
で
あ
」
り
、「
な

か
で
『
尚
書
』
の
考
証
が
最
も
精
密
」
で
あ
る
と
評
価
す
る）

11
（

。
こ
れ
以
降
は
松
崎
慊
堂
、
狩
谷
掖
斎
、
松
沢
老
泉
、
安
井
息
軒
、
東

條
一
堂
ら
に
お
い
て
も
、
清
代
諸
説
を
引
き
な
が
ら
の
精
緻
な
検
証
が
あ
る
程
度
一
般
化
す
る
。

　

久
米
の
『
尚
書
』
研
究
は
、
か
よ
う
な
幕
末
考
証
学
の
緻
密
さ
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
積
年
の
中
国
に
お
け
る
『
尚
書
』
研
究
も

適
宜
兼
採
す
る
と
い
う
彼
の
姿
勢
を
示
そ
う
。
国
史
学
者
久
米
が
、
歴
史
学
的
研
究
手
法
を
確
立
す
る
に
あ
た
り
、『
尚
書
』
研
究

の
ど
の
手
法
を
具
体
的
に
ど
う
応
用
し
た
か
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
章
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
久
米
が
右
に
回
想
し
た
ご
と
く
の
思
想
空
間
に
お
い
て
、
宋
・
元
・
明
諸
儒
の
説
を
兼
採
す
る
姿
勢

の
も
つ
意
味
で
あ
る
。
特
定
の
説
に
偏
る
こ
と
の
な
い
兼
採
の
姿
勢
は
、
と
も
す
れ
ば
無
味
乾
燥
と
し
た
事
実
主
義
、
主
義
主
張
を

欠
い
た
学
問
姿
勢
と
も
誤
解
さ
れ
得
る
。
し
か
し
、
考
証
学
を
奉
じ
る
一
方
で
久
米
は
、「
史
学
考
証
の
弊
」
と
題
さ
れ
る
論
に
て
、

「
た
ゞ
考
証
に
止
ま
」
り
、「
只
後
世
の
朱
子
の
新
注
を
破
る
ば
か
り
」
の
、「
一
向
に
精
神
の
な
い
」、「
自
分
の
見
解
と
云
ふ
も
の

が
磨
き
出
さ
れ
」
る
も
の
の
な
い
学
問
は
「
極
く
下
劣
」
な
、「
い
け
す
か
な
い
学
問
」
と
批
判
し
て
い
る）

11
（

。
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そ
の
上
で
久
米
は
、「
儒
学
が
宗
教
の
模
擬
の
様
に
落
込
ん
で
」
い
た
時
勢
に
お
い
て
は
、「
考
証
学
と
い
へ
ば
学
問
の
謀
反
人
の

様
に
な
つ
て
居
」
り）

11
（

、
か
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
久
米
自
身
が
考
証
学
的
研
究
を
遂
行
す
る
こ
と
は
、
尋
常
な
ら
ぬ
自
律
性
と
抵

抗
精
神
が
必
要
で
あ
っ
た
と
述
懐
す
る
。
曰
く
、「
私
も
其
宋
学
の
中
で
育
ち
、
随
分
老
輩
の
呵
責
も
う
け
、
公
然
と
道
徳
を
離
れ

て
独
立
に
歴
史
を
論
ず
る
口
を
嵌
制
せ
ら
れ
た
こ
と
も
久
し
」
く）

11
（

、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、
宋
・
元
・
明
・
清
諸
説
の
「
兼

採
」
を
実
践
す
る
に
は
、
強
固
な
意
思
力
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
客
観
的
真
実
、
公
平
性
へ
の
矜
持
を
保
持
す
る
こ
と
が
必
須
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

田
中
彰
は
、「
い
わ
ゆ
る
久
米
事
件）

11
（

を
ひ
き
お
こ
し
た
久
米
の
論
文
に
み
ら
れ
る
合
理
主
義
的
発
想
は
、
明
ら
か
に
明
治
初
年
に

米
欧
各
国
回
覧
の
体
験
を
も
」
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る）

11
（

、
つ
ま
り
は
「
西
洋
経
験
」
が
久
米
の
学
問
の
「
合
理
性
」「
客
観
性
」
の

基
盤
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
そ
の
前
に
、「
實
事
求
是
」
の
学
問
方
法
の
実
践
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
筆
者
は
強
調
し
た
い
。

こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
、
単
に
事
実
を
追
う
こ
と
を
自
己
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
真
理
の
追
究
の
た
め
の
客
観
的
実
証
主
義
の
精

髄
で
あ
り
、
近
代
歴
史
学
の
確
立
に
お
け
る
精
神
面
で
の
屋
台
骨
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

〔
注
〕

（
1
）

久
米
の
他
、
日
本
の
近
代
的
歴
史
学
、
国
史
学
発
展
の
先
駆
け
と
さ
れ
る
人
物
に
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）、
星
野
恒
（
一

八
三
九
～
一
九
一
七
）
ら
が
あ
り
、
と
も
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
設
置
の
史
料
編
輯
国
史
校
正
局
、
そ
の
後
は
同
局
内
修
史
館
に
お
い

て
実
証
主
義
史
学
の
確
立
に
尽
力
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
重
野
、
星
野
は
と
も
に
清
代
考
拠
学
・
幕
末
漢
学
の
泰
斗
で
あ
る
。
久
米
の
漢

学
へ
の
造
詣
に
つ
い
て
は
未
だ
専
論
は
な
く
、
本
章
が
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
注
4
参
照
）。
永
原
慶
二
は
清
朝
考
証
学
派
と
ラ
ン

ケ
流
西
洋
史
学
の
「
あ
る
程
度
の
共
通
性
」
を
指
摘
す
る
（『
20
世
紀
日
本
の
歴
史
学
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
〉、
三
五
頁
）。
久
米

も
、
清
学
と
そ
れ
を
摂
取
し
た
幕
末
漢
学
の
実
証
性
、
客
観
性
と
ラ
ン
ケ
史
学
と
の
共
通
性
を
い
う
が
、
む
し
ろ
前
者
、
と
り
わ
け
幕
末
漢

学
に
お
け
る
書
誌
学
的
、
文
献
学
的
精
度
の
高
さ
、
実
証
の
精
密
さ
を
主
唱
し
て
い
た
の
は
、
第
一
章
に
て
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。
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（
2
）

久
米
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
久
米
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
實
記
』（
初
版
は
博
聞
社
、
一
八
七
八
年
）
の
、
田
中
彰
に
よ
る
校
注
が

付
さ
れ
た
岩
波
書
店
版
（
一
九
七
七
年
）
の
田
中
に
よ
る
「
解
説
」、
田
中
『
岩
倉
使
節
団
「
米
欧
回
覧
実
記
」』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四

年
、
二
〇
〇
二
年
再
版
）
な
ど
を
参
照
。

（
3
）
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
四
年
。
た
だ
し
「
例
言
」
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
は
久
米
の
口
述
を
中
野
禮
四
郎
が
筆
録
し
ま
と
め
た

も
の
で
、
史
料
と
し
て
の
利
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
昌
平
校
で
の
勉
学
の
様
相
に
つ
い
て
は
「
第
一
〇
二
項　

文
久
頃
の
江
戸
聖
堂

書
生
寮
」、
と
く
に
五
二
八
～
五
四
九
頁
に
記
述
あ
り
。

（
4
）

杉
谷
昭
「
久
米
邦
武
と
佐
賀
藩
」（
大
久
保
利
謙
編
『
久
米
邦
武
の
研
究
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
〉）
は
、
久
米
の
「
漢
学
の
素

養
」
こ
そ
が
彼
を
し
て
「
西
欧
文
化
の
理
解
」
を
可
能
せ
し
め
、「
実
証
的
歴
史
学
者
」
と
し
て
の
基
盤
を
培
っ
た
と
し
（
七
、
九
六
頁
）、

大
久
保
は
、
久
米
の
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」（
モ
ラ
ル
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に
対
す
る
）
へ
の
関
心
の
高
さ
は
、「
正
統
派
的
な
漢

学
者
」
と
し
て
の
規
範
を
有
し
た
者
に
よ
る
西
洋
受
容
の
象
徴
と
指
摘
す
る
（
同
書
「
は
じ
め
に
」、
八
頁
）。
芳
賀
徹
は
、『
米
欧
回
覧
実

記
』
の
記
述
の
「
簡
に
し
て
要
を
え
る
」
様
は
久
米
の
漢
学
の
素
養
故
で
あ
り
、「
西
洋
文
明
の
導
入
・
摂
取
に
際
し
て
、
漢
学
が
い
か
に

効
率
の
高
い
用
具
」
で
あ
り
、
久
米
の
記
述
は
「
徳
川
末
日
本
に
お
け
る
漢
学
教
育
の
水
準
の
高
さ
」
を
示
す
と
す
る
（「
久
米
邦
武
と

『
米
欧
回
覧
実
記
』」〈
同
書
〉
一
五
五
頁
）。
し
か
し
い
ず
れ
の
論
考
も
、
久
米
の
漢
学
の
素
養
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
ど
う

役
立
っ
た
か
、
史
料
的
典
拠
を
も
っ
て
分
析
的
に
解
明
し
て
い
な
い
。

（
5
）

小
学
（
文
字
学
）
へ
の
通
暁
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
3
）『
久
米
博
士
九
十
年
回
顧
録
』
上
、
五
四
二
～
五
四
三
頁
、
音
韻
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
そ
れ
に
疎
い
朱
子
学
者
を
批
判
す
る
さ
ま
は
同
五
三
四
～
五
三
九
頁
に
記
述
が
あ
る
。
た
だ
し
前
述
の
よ
う
に
こ
の
資
料
は
久
米
の

口
述
を
筆
記
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
彼
の
小
学
、
音
韻
学
の
水
準
に
つ
い
て
は
別
途
精
査
し
た
い
。

（
6
）

同
前
、
五
四
五
～
五
四
六
頁
。『
回
顧
録
』
に
は
「
天
保
初
年
」
の
購
入
と
あ
る
が
、『
久
米
邦
武
歴
史
著
作
集
』
第
三
巻
「
史
学
・
史
学

方
法
論
」
第
一
編
「
史
学
の
独
立
と
研
究
」
第
七
「
余
が
見
た
る
重
野
博
士
」
に
は
『
皇
清
經
解
』
が
は
じ
め
て
「
長
崎
に
舶
来
」
し
た
の

は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
と
あ
る
。
ど
ち
ら
が
事
実
か
要
検
討
で
あ
る
が
、
本
章
の
主
題
は
一
八
六
〇
年
以
降
に
お
け
る
久
米
の
同
書
を

介
し
て
の
『
尚
書
』
研
究
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
入
ら
な
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
年
の
購
入
に
せ
よ
、
佐
賀
藩
に
よ
る
購
入
は
全

国
で
も
最
も
早
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
7
）

現
在
は
久
米
美
術
館
蔵
。
嘉
定
二
年
（
一
二
〇
九
）
己
巳
の
序
文
が
付
さ
れ
た
二
六
×
一
八
セ
ン
チ
の
一
冊
本
。
旧
弘
道
館
蔵
。
後
述
す
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る
よ
う
に
、
裏
表
紙
の
「
古
今
文
聚
訟
」
も
含
め
久
米
の
書
入
れ
が
多
数
付
さ
れ
た
も
の
。
な
お
、
こ
の
書
な
ら
び
に
「
尚
書
日
知
禮
記
」

（
久
米
美
術
館
編
『
久
米
邦
武
文
書
』〈
全
四
巻
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
一
年
〉
第
四
巻
所
収
）
の
原
本
の
閲
覧
、
さ
ら
に
は
久
米
家
蔵
の
漢

籍
全
般
の
閲
覧
に
は
、
久
米
美
術
館
の
伊
藤
史
湖
学
芸
員
に
便
宜
を
お
図
り
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
8
）
日
中
間
の
書
物
流
通
、
学
術
交
流
の
視
点
か
ら
こ
れ
と
関
連
す
る
が
、
狩
谷
棭
斎
や
吉
田
篁
墩
の
説
が
書
入
れ
ら
れ
た
掛
川
文
庫
（
慊
堂

の
書
庫
）
旧
蔵
の
山
井
鼎
『
七
經
孟
子
考
文
』
が
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
諸
橋
文
庫
に
あ
る
（
諸
橋123-M

W
-85

）。
こ
れ
は
、
嘉
慶

二
年
に
『
四
庫
全
書
』
に
採
入
さ
れ
た
刊
本
で
あ
る
。
阮
元
の
『
校
勘
記
』
が
山
井
の
『
考
文
』
な
し
に
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
の
は
、
す

で
に
狩
野
直
喜
（『
支
那
學
文
藪
』〈
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
五
年
〉）、
吉
川
幸
次
郎
ら
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
版
が
語
る
の
は
、

山
井
の
校
勘
の
清
代
考
拠
学
者
に
よ
る
評
価
、
そ
の
発
展
へ
の
寄
与
と
、
日
本
考
証
学
者
に
よ
る
そ
の
再
評
価
、
つ
ま
り
は
十
八
世
紀
東
ア

ジ
ア
海
域
、
と
く
に
日
本
海
両
岸
の
交
流
を
と
お
し
て
展
開
さ
れ
た
学
術
発
展
の
重
大
な
一
面
で
あ
る
。

（
9
）

一
八
七
一
～
七
三
年
の
二
年
弱
に
わ
た
る
米
・
欧
歴
訪
の
記
録
が
、
前
掲
注（
2
）『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
實
記
』
で
あ
る
。
田
中
彰

に
よ
る
解
説
、
注
が
付
さ
れ
た
前
掲
の
岩
波
書
店
版
の
ほ
か
、Graham

H
ealey(editors-in-chief),M

artinCollcutt,PeterK
ornicki

ら
の
共
訳
に
よ
る
英
訳
版
も
、T

he Iw
akura E

m
bassy : 1871-73 : A

 true account of the am
bassador extraordinary &

 
plenipotentiary's journey of observation through the U

nited States of A
m

erica and E
urope

と
題
さ
れ
、T

heJapan
D

ocum
ents

よ
り
二
〇
〇
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）

引
用
箇
所
は
「
尚
書
日
知
禮
記
」
久
米
美
術
館
所
蔵
原
本
、
一
ウ
。『
久
米
邦
武
文
書
』
四
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
は
略
字
体
を
用
い

る
が
、
本
稿
で
は
原
文
の
と
お
り
正
字
体
に
改
め
た
。
以
下
、
こ
の
書
か
ら
の
引
用
時
に
は
本
文
に
（　

）
付
け
で
原
本
に
お
け
る
丁
数
を

示
す
。
ま
た
、『
久
米
邦
武
文
書
』
四
の
翻
刻
版
は
句
読
の
誤
り
が
多
く
、
誤
っ
た
漢
字
も
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
の
修
正
も
行

な
っ
た
。
な
お
、
句
読
に
つ
い
て
は
無
窮
会
図
書
専
門
委
員
の
三
澤
勝
己
先
生
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
久
米
の
漢
籍
研
究
の
足
跡
を
語
る
史
料
に
、「
讀
漢
書
筆
記
」（
久
米
美
術
館
目
録
に
は
「
讀
漢
書
手
記
」
と
あ
る
が
「
筆
記
」

の
間
違
い
）、「
雑
考
稿
」
が
あ
る
。
前
者
は
『
史
記
』『
漢
書
』
等
か
ら
の
久
米
に
よ
る
抜
粋
、
後
者
は
助
語
辞
、
実
字
に
つ
い
て
『
説

文
』『
顔
氏
家
訓
』『
公
羊
傳
』
な
ど
の
用
例
を
用
い
て
整
理
、
文
字
の
象
形
に
つ
い
て
は
段
玉
裁
の
注
を
多
く
引
く
。

（
11
）

『
書
裨
傳
』
は
亡
書
だ
が
、
朱
子
『
語
類
』
巻
七
十
八
に
引
か
れ
る
ほ
か
、『
宋
元
学
案
』『
宋
史
藝
文
志
』、
そ
し
て
『
書
集
傳
』
に
多
く

引
か
れ
る
。
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（
12
）

第
一
百
十
三
言
に
て
閻
は
、
呉
（
そ
し
て
朱
子
）
に
よ
る
今
・
古
文
間
の
文
体
の
難
易
に
の
み
依
っ
た
真
偽
の
峻
別
を
、
未
だ
十
全
で
は

な
い
と
し
て
い
る
（「
観
其
體
制
之
迴
殊
。
則
可
疑
其
彼
何
独
難
。
而
此
何
独
易
矣
。
若
是
者
。
自
朱
子
呉
才
老
固
已
獻
疑
」〈
一
ウ
〉）。
本

章
で
は
『
皇
清
經
解
續
編
』
所
収
版
を
利
用
。『
續
編
』
で
は
第
一
百
十
三
言
は
巻
第
三
十
六
に
所
収
。
上
の
丁
数
は
こ
の
版
で
の
も
の
。

（
13
）
第
一
百
十
四
言
は
同
前
、
三
ウ
～
十
オ
。
引
用
の
語
は
三
ウ
。

（
14
）
ち
な
み
に
清
代
考
証
学
の
知
見
を
踏
ま
え
、
王
粛
に
よ
る
偽
作
を
主
唱
、
日
本
に
お
い
て
偽
古
文
の
摘
発
と
そ
の
是
正
の
流
れ
を
体
系
的

に
祖
述
し
た
最
初
は
大
田
錦
城
『
九
經
談
』
と
い
わ
れ
る
（
た
と
え
ば
金
谷
治
「
日
本
考
証
学
の
成
立

─
大
田
錦
城
」〈
源
了
圓
編
著

『
江
戸
後
期
の
比
較
文
化
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
〉）。
し
か
し
、
錦
城
に
先
ん
じ
る
先
進
的
『
尚
書
』
研
究
が
中
井
履
軒
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
十
八
世
紀
後
半
に
は
幾
つ
か
の
注
目
す
べ
き
研
究
が
存
在
す
る
の
は
第
二
章
に
て
論
じ
た
。

（
15
）

野
村
茂
夫
「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
上
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
三
四
号
〈
人
文
科
学
編
〉、
一
九
八
五
年
）。
こ
れ
と
野

村
「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
中
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
三
七
号
〈
人
文
科
学
編
〉、
一
九
八
八
年
）
は
、
偽
古
文
が
「
偽
で

あ
る
こ
と
」
が
定
論
と
な
る
ま
で
、
ど
の
時
代
の
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
説
を
も
っ
て
ど
こ
ま
で
特
定
し
た
か
に
つ
い
て
事
細
か
に
実
証
す
る
。

『
全
釋
漢
文
大
系
』
版
『
尚
書
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
）
の
池
田
末
利
「
解
説
」
以
降
あ
ま
り
な
か
っ
た
諸
説
の
整
序
を
正
面
か
ら
試

み
た
、
有
用
な
論
考
で
あ
る
。

（
16
）

錦
城
『
九
經
談
』
巻
七
収
「
尚
書
」。

（
17
）

後
編
・
下
、
三
十
八
オ
。
た
だ
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
代
の
梅
鷟
が
す
で
に
皇
甫
謐
を
偽
古
文
経
文
の
作
者
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、

野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
中
）」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
三
五
頁
）。
錦
城
の
見
解
の
変
化
が
、
彼
が
『
尚
書
考
異
』

を
見
た
た
め
で
あ
る
の
か
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
18
）

野
村
、
同
前
、
三
二
～
三
四
頁
。

（
19
）

前
掲
注（
12
）『
皇
清
經
解
續
編
』
所
収
版
巻
二
十
九
、
二
十
七
オ
。

（
20
）

同
前
、
巻
二
十
八
、
一
ウ
。

（
21
）

野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
中
）」、
三
六
～
四
〇
頁
。

（
22
）

ち
な
み
に
『
書
集
傳
』
の
蔡
注
に
も
二
十
八
字
の
増
減
の
曲
折
が
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、「
堯
典
」「
舜
典
」
を
「
其
實
一
也
」
と
は
断
定

せ
ず
、
別
の
編
で
あ
っ
た
根
拠
で
も
あ
る
二
十
八
字
に
つ
い
て
は
「
其
の
僞
を
疑
ふ
は
過
論
な
り
」
と
結
ぶ
。『
書
集
傳
』
は
著
者
蔵
の
六
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巻
本
（
慶
安
初
頃
の
写
本
）
を
、
久
米
美
術
館
蔵
の
『
書
集
傳
』
と
校
合
の
上
利
用
。
こ
こ
で
引
用
の
文
言
は
「
虞
書
巻
一
」「
舜
典
」
冒

頭
の
注
。

（
23
）

た
と
え
ば
同
巻
二
ウ
、
五
ウ
、
十
三
ウ
な
ど
。
ま
た
、
朱
子
に
よ
る
引
用
と
も
関
連
し
よ
う
が
、
蔡
注
に
も
林
氏
語
の
引
用
が
散
見
さ
れ

る
。

（
24
）
本
章
で
は
『
四
庫
全
書
』
版
を
利
用
。

（
25
）

青
木
「
林
之
奇
『
尚
書
全
解
』
初
探

─
史
官
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
」（『
東
洋
文
化
』〈
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
〉
第
一
〇
八

号
、
七
七
～
八
一
頁
）。
な
お
、
こ
の
論
文
も
含
め
た
『
宋
代
に
お
け
る
『
尚
書
』
解
釈
の
基
礎
的
研
究
』
が
二
〇
一
四
年
に
明
徳
出
版
社

よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
氏
か
ら
は
宋
代
経
学
研
究
に
関
す
る
有
用
な
学
術
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
す
る
。

（
26
）

前
掲
注（
12
）『
皇
清
經
解
續
編
』
所
収
本
巻
三
十
一
、
一
ウ
。

（
27
）

「
論
偽
孔
經
傳
前
人
辨
之
已
明
閻
若
毛
奇
齡
兩
家
之
書
互
有
得
失
當
分
別
觀
之
」。

（
28
）

青
木
、
前
掲
注（
25
）「
林
之
奇
『
尚
書
全
解
』
初
探
」、
八
一
～
八
三
頁
。

（
29
）

『
尚
書
全
解
』
全
四
十
巻
、「
皋
陶
謨
」
の
注
語
。
本
章
で
は
『
四
庫
全
書
』
經
部
二
「
書
類
」
第
五
十
五
冊
所
収
版
を
利
用
。

（
30
）

「
虞
夏
書
（
蔡
伝
で
は
「
虞
書
」）
巻
一
」「
皋
陶
謨
」
の
注
語
、
三
十
二
ウ
。

（
31
）

皮
錫
瑞
、
前
掲
注（
27
）「
論
偽
孔
經
傳
前
人
辨
之
已
明
閻
若
毛
奇
齡
兩
家
之
書
互
有
得
失
當
分
別
觀
之
」。

（
32
）

『
書
纂
言
』
は
四
巻
本
、
呉
澄
（
草
廬
）
の
揖
。『
四
庫
全
書
』『
通
志
堂
經
解
』
な
ど
に
収
む
。『
四
庫
全
書
』
は
久
米
が
在
籍
し
た
佐
賀

弘
道
館
に
あ
り
（
現
在
は
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
）、
さ
ら
に
は
こ
れ
に
収
め
ら
れ
る
閻
若
璩
『
古
文
尚
書
疏
證
』、
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』
に
も

本
章
で
引
用
の
『
書
纂
言
』
の
語
を
含
め
多
く
が
引
か
れ
る
。
本
章
で
は
『
通
志
堂
經
解
』
所
収
の
も
の
を
利
用
。

（
33
）

『
通
志
堂
經
解
』
版
、
巻
之
一
、
三
オ
。

（
34
）

『
尚
書
古
文
疏
證
』
第
二
言
「
古
文
亡
於
西
晉
亂
故
無
以
證
晩
出
之
偽
」
の
按
語
、
巻
之
一
（
前
掲
『
皇
清
經
解
續
篇
』
巻
之
二
十
八
所

収
）。

（
35
）

『
尚
書
古
文
疏
證
』
第
一
言
の
按
語
、
巻
之
一
（
前
掲
『
皇
清
經
解
續
篇
』
巻
之
二
十
八
所
収
、
四
ウ
）。

（
36
）

野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
上
）」、
三
七
頁
。

（
37
）

注（
15
）で
あ
げ
た
野
村
「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
上
）」
の
指
摘
。
引
用
の
文
言
は
『
尚
書
考
異
』「
孔
安
國
尚
書
註
十
三
巻
」
の
項
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（
巻
之
一
、
二
十
ウ
）。
ま
た
「
伏
生
今
文
書
二
十
九
篇
」
の
項
（
十
一
ウ
）
に
も
同
様
の
指
摘
。
本
章
で
は
四
庫
全
書
珍
本
九
集
所
収
の
も

の
を
利
用
。

（
38
）

金
谷
、
前
掲
注（
14
）「
日
本
考
証
学
の
成
立

─
大
田
錦
城
」
参
照
。

（
39
）
『
九
經
談
』
巻
之
七
、
三
オ
～
ウ
。

（
40
）
『
書
纂
言
』
で
は
「
常
救
」
が
「
遺
掌
故
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
久
来
が
な
ぜ
「
常
救
」
と
記
し
た
か
は
後
日
検
討
し
た
い
。

（
41
）

『
書
纂
言
』
で
は
「
數
百
年
」
が
「
四
百
年
」。

（
42
）

同
前
、「
古
今
文
」
が
「
今
文
古
文
」。

（
43
）

同
前
、「
當
今
」
が
「
當
世
」。

（
44
）

同
前
、「
恭
」
が
「
共
」。

（
45
）

同
前
、「
而
」
が
「
爾
」。

（
46
）

同
前
、「
所
」
が
「
為
」。

（
47
）

同
前
、「
屈
」
が
「
曲
」。

（
48
）

「
不
一
乃
至
一
人
之
手
」
は
の
ち
に
引
く
よ
う
に
『
尚
書
考
異
』
に
は
「
二
人
之
手
」
と
あ
り
、
こ
の
誤
り
で
あ
ろ
う
（
同
書
十
二
ウ
～

十
三
オ
）。

（
49
）

『
書
纂
言
』
で
は
「
伏
生
」
と
「
記
所
」
の
間
に
「
所
伝
皆
難
讀
如
何
伏
生
偏
」
が
入
り
、「
記
其
所
」
と
す
る
。

（
50
）

『
書
纂
言
』
で
は
「
西
京
」
が
「
西
漢
」。

（
51
）

「
古
今
文
聚
訟
」
で
は
「
同
是
一
手
」
が
「
一
般
之
」
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
虫
食
い
で
判
別
不
能
。

（
52
）

こ
こ
に
引
い
た
『
書
纂
言
』
の
語
は
、
多
少
の
字
の
異
同
は
あ
る
が
、
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』「
古
文
二
十
五
篇
」
に
も
ほ
ぼ
全
文
が
引
か

れ
て
い
る
。

（
53
）

野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
上
）」、
三
七
頁
。

（
54
）

引
用
箇
所
は
十
二
ウ
～
十
三
オ
。
な
お
、『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
八
「
尚
書
一
」
第
八
項
に
も
「
大
概
伏
生
所
伝
。
許
多
皆
牙
。
難
暁
」

と
あ
る
（
四
ウ
）。
ち
な
み
に
閻
も
、『
尚
書
古
文
疏
證
』
第
一
百
十
三
言
に
て
、「
夫
四
代
之
書
。
作
者
不
一
乃
至
二
人
之
手
。
而
遂
定
為

二
體
乎
。
其
亦
難
矣
」（
一
オ
～
ウ
）
と
の
呉
棫
の
語
を
引
く
。
し
か
し
、
呉
氏
が
あ
く
ま
で
文
体
の
相
違
の
み
に
依
っ
て
今
古
文
を
峻
別
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し
た
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
。

（
55
）

野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
上
）」、
三
四
頁
。

（
56
）

『
悟
窓
漫
筆
』
後
編
・
下
、
三
十
六
ウ
～
三
十
七
オ
。

（
57
）
同
前
、
三
十
八
オ
。

（
58
）
野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
中
）」。

（
59
）

野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
上
）」、
三
四
頁
。

（
60
）

野
村
、
前
掲
注（
15
）「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考
（
中
）」、
三
八
頁
。

（
61
）

前
掲
注（
56
）『
悟
窓
漫
筆
』
後
編
・
下
、
三
十
七
ウ
、
三
十
八
オ
。

（
62
）

金
谷
、
前
掲
注（
14
）「
日
本
考
証
学
の
成
立

─
大
田
錦
城
」。

（
63
）

大
久
保
利
謙
（
編
）『
久
米
邦
武
歴
史
著
作
集
』
第
三
巻
「
史
学
・
史
学
方
法
論
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
、
第
一
編
「
史

学
の
独
立
と
研
究
」
第
四
「
史
学
考
証
の
弊
」、
六
五
頁
。

（
64
）

同
前
、
六
二
～
六
三
頁
。

（
65
）

同
前
、
第
一
「
史
学
の
独
立
」、
六
頁
。

（
66
）

一
八
九
一
年
『
史
学
会
雑
誌
』
に
掲
載
の
「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
」
論
文
の
『
史
海
』
へ
の
転
載
を
契
機
に
、
こ
れ
を
神
道
家
、
国
体
論

者
が
難
詰
、
久
米
の
帝
大
教
授
辞
職
に
つ
な
が
っ
た
事
件
。

（
67
）

田
中
「
岩
倉
使
節
団
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」（『
思
想
』
七
〇
九
〈
一
九
八
三
年
七
月
〉）。
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第
五
章　

思
考
様
式
醸
成
要
素
と
し
て
の
儒
学
テ
ク
ス
ト
読
解
の
作
法

─
「
練
熟
」「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
醸
成
装
置
と
し
て

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
儒
学
／
漢
学
の
学
習
と
近
代
日
本
の
知
識
層
に
お
け
る
知
的
基
盤
と
の
相
関
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

1
（

が
、
と
く
に
江
戸
後
期
以
降
の
儒
学
の
学
習
過
程〕

1

〔
補
注

で
実
践
さ
れ
た
「
素
読
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
、
Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
な
ど
の
提
唱
す
る
近
代
知
性
と
読
書
人
論
な
ど
を
援
用
し
、
明
治
知
識

層
の
学
習
過
程
に
関
す
る
回
想
な
ど
と
相
関
さ
せ
な
が
ら
指
摘
し
た
の
が
中
村
春
作
で
あ
る）

2
（

。
素
読
の
効
用
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り

異
論
の
余
地
は
な
い
が
、
本
章
で
は
さ
ら
に
、
素
読
も
含
め
た
近
世
の
儒
学
学
習
過
程
の
諸
相
に
注
意
を
払
い
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
教
育
施
策
の
諸
々
が
、
い
か
な
る
効
用
を
も
た
ら
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

特
定
の
専
門
儒
者
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
人
口
層
に
お
い
て
幕
末
ま
で
に
醸
成
さ
れ
た
「
知
的
基
盤
」、
あ
る
い
は
「
共
有
さ

れ
て
い
る
知
的
習
慣
」
と
そ
の
「
集
合
的
意
味）

3
（

」
の
考
察
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
だ
ろ
う
か
。
歴
史
社
会
学
的
研
究
の
多

く
は
、
一
定
の
人
口
層
に
お
い
て
「
慣
習
・
制
度
に
よ
り
恒
久
化
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
慣）

4
（

」
へ
の
注
意
を
促

す
も
、
学
習
過
程
の
諸
側
面
の
詳
細
な
実
証
的
考
察
を
と
も
な
わ
な
い
も
の
が
多
い
印
象
を
う
け
る）

5
（

。
一
方
、
日
本
教
育
史
の
研
究

に
、
藩
学
、
郷
学
の
教
育
制
度
、
学
規
な
ど
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
の
教
育
機
関
に
お
け
る
学
習
課
程
、
と
り
わ
け
儒
学
学
習
の
実
際

に
お
け
る
素
読
、
聴
講
学
習
、
会
業
（
会
読
）、
試
業
お
の
お
の
の
実
相
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
が
あ
る）

6
（

。
と
り
わ
け
武
田
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勘
治
の
研
究
は
、
醸
成
さ
れ
た
知
的
習
慣
の
特
定
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
聴
講
学
習
、
具
体
的
に
は
「
下
見
」
す
な
わ
ち
予
習
、

「
聴
講
・
聞
書
」、
さ
ら
に
は
「
返
り
視
」
す
な
わ
ち
復
習
、
質
講
と
い
っ
た
、
習
熟
を
十
全
た
る
も
の
と
す
る
た
め
の
細
か
い
学
習

手
法
の
考
察
に
傾
注
す
る）

7
（

。
翻
っ
て
は
学
習
課
程
の
一
つ
で
あ
る
会
読
に
水
平
的
討
論
機
会
の
萌
芽
を
認
め
、
幕
末
の
処
士
横
議
、

さ
ら
に
は
明
治
の
自
由
民
権
の
議
論
の
下
地
と
な
っ
た
可
能
性
を
見
い
だ
す
研
究
も
あ
る）

8
（

。

　

し
か
し
、
教
育
史
研
究
の
多
く
は
、
藩
学
教
育
の
培
っ
た
共
有
の
知
的
習
慣
の
、
後
世
に
有
用
な
知
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
づ
け

が
一
面
的
に
お
わ
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り）

9
（

、
ま
た
、
儒
学
諸
学
派
の
思
想
的
差
異
、
特
徴
に
関
す
る
専
門
研
究
の
知
見
に
も
あ
ま
り

注
意
を
払
わ
ず
、
結
果
、
ど
の
学
派
の
思
想
的
、
学
問
方
法
的
特
徴
が
、
ど
の
よ
う
に
教
育
過
程
に
影
響
し
た
か
等
の
記
述
に
お
い

て
雑
駁
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い）

（1
（

。
一
定
の
人
口
層
に
お
け
る
「〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
慣
」
を
考
え
る
に
は
、
右

に
あ
げ
た
教
育
制
度
・
規
則
に
関
す
る
諸
研
究
の
成
果
も
適
宜
勘
案
し
な
が
ら
、
学
習
者
が
、
何
を
、
ど
う
学
習
す
べ
き
か
に
つ
い

て
具
体
的
に
語
る
史
料
の
綿
密
な
考
察
を
行
な
い
、
そ
の
上
で
有
効
な
方
法
的
枠
組
を
も
っ
て
史
料
を
照
射
す
る
こ
と
が
必
要
と
筆

者
は
考
え
る
。

　

本
章
は
、
歴
史
社
会
学
的
教
育
史
の
多
く
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
思
想
史
外
在
的
な
方
法
を
〝
下
敷
き
〟
に
史
実
・
史
料
を
読
み

解
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
史
料
に
則
し
て
の
考
察
を
主
と
す
る
が
、
そ
の
上
で
、
然
る
べ
き
知
見
、
視
角
を

も
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
知
的
習
慣
が
醸
成
さ
れ
た
か
を
読
み
解
く
こ
と
も
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
章
で
は
ま
ず
、
①
下
見
、
講
釈
、
輪
講
、
後
見
と
い
っ
た
学
習
課
程
に
お
け
る
学
習
の
仕
方
を
事
細
か
に
論
じ
た

書
を
、
先
行
研
究
に
も
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
、
そ
の
上
で
②「
被
」
教
育
者
の
か
よ
う
な
学
習
課
程
に
つ
い
て
の
記
述
を
検
討
、
こ

れ
を
も
っ
て
、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
の
知
力
、
知
的
習
慣
の
醸
成
に
寄
与

し
た
か
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、
③
儒
学
学
習
の
方
法
は
幕
末
～
明
治
初
期
の
英
学
学
習
の
課
程
に
も
大
い
に
反
映
さ
れ
て
お
り）

（（
（

、

平
沼
淑
郎
が
洋
学
の
学
習
過
程
は
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
で
あ
っ
た
と
す
る
（
第
三
節
に
て
考
察
）
の
も
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
が
、
漢
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学
学
習
の
ど
の
よ
う
な
側
面
が
洋
学
学
習
に
継
承
さ
れ
、
そ
れ
が
い
か
な
る
知
的
基
盤
の
醸
成
に
寄
与
し
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
す

る
。

　

歴
史
と
い
う
分
野
に
お
け
る
教
育
過
程
の
実
際
の
考
察
は
、
資
料
的
な
制
約
を
と
も
な
う
。
す
な
わ
ち
、
教
育
学
研
究
に
お
け
る

教
育
実
習
調
査
に
あ
た
る
検
証
作
業
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
藩
学
、
郷
学
の
教
育
制
度
、
学
規
の
記
述
を
、『
日
本
教
育
史
資
料
』

の
記
述
あ
た
り
か
ら
拾
う
作
業
も
、「〝
隠
然
た
る
〟
知
的
習
慣
」
の
形
成
要
素
の
一
側
面
の
特
定
に
の
み
有
効
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

一
方
、
江
戸
中
～
後
期
の
学
習
過
程
の
実
相
を
呈
示
あ
る
い
は
示
唆
す
る
史
料
が
存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
特
記

す
べ
き
も
の
に
、
布
施
維
安
（
蟹
養
斎
）『
読
書
路
径
』〕

2

〔
補
注

、
平
山
潜
兵
『
実
用
館
讀
例
』、
古
賀
侗
庵
『
讀
書
矩
』、
林
述
斎
（
撰
）
佐

藤
一
斎
（
編
）『
初
学
課
業
次
第
』、
市
野
迷
庵
『
讀
書
指
南
』、
平
賀
晋
民
（
撰
）『
学
問
捷
径
』、
江
村
北
海
『
授
業
編
』、
鈴
木
善

教
『
經
世
学
論
』、
田
中
知
周
『
讀
書
準
縄
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う）

（1
（

。

　

そ
の
中
で
も
、
ど
の
書
を
、
ど
う
読
む
べ
き
か
を
事
細
か
に
指
南
す
る
の
は
『
讀
書
準
縄
』『
学
問
捷
径
』『
授
業
編
』
で
あ
る
。

と
り
わ
け
崎
門
儒
者
で
上
州
伊
勢
崎
藩
儒
で
あ
っ
た
田
中
知
周
（
浦
野
神
村
、
一
七
四
四
～
一
八
二
三
）
に
よ
る
『
讀
書
準
縄
』（
一
八

一
三
年
）
は
、
聴
講
前
の
予
習
（
下
見
）
の
仕
方
、
聴
講
時
の
聞
き
取
り
に
お
け
る
要
点
の
押
さ
え
方
に
つ
い
て
、
大
枠
の
方
法
か

ら
注
意
点
の
微
細
ま
で
記
し
、
復
習
（
返
り
視
）、
質
問
（
質
講
）、
さ
ら
に
は
講
釈
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
も
細
か
く
指
南
す
る
。

江
村
北
海
（
一
七
一
三
～
八
八
）
に
よ
る
『
授
業
編
』（
一
七
八
三
年
）
は
、
こ
れ
に
比
す
れ
ば
大
雑
把
で
は
あ
る
が
、
受
講
、
復
習
の

要
点
を
綴
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
武
田
勘
治
、
石
川
謙
ら
の
教
育
過
程
に
関
す
る
諸
研
究
（
注（
6
）の
文
献
参
照
）
で
も
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

一　

田
中
知
周（
述
）『
讀
書
準
縄
』

　

山
崎
闇
斎
を
始
祖
と
す
る
崎
門
派
の
厳
格
な
学
習
方
法
は
夙
に
有
名
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
講
学
の
実
際
に
お
け
る
学
習
方
法
に
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つ
い
て
綴
っ
た
の
が
『
讀
書
準
縄
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
州
伊
勢
崎
藩
藩
儒
を
つ
と
め
た
田
中
知
周
の
口
述
を
門
人
宮
崎
有
成
が

刊
行
（
梓
行
）
し
た
も
の
。
田
中
は
村
士
玉
水
に
学
び
、
藩
校
学
習
堂
教
授
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
村
士
は
崎
門
三
傑
の
一
、

佐
藤
直
方
に
師
事
し
た
稲
葉
迂
斎
の
弟
子
で
、
伊
勢
崎
藩
儒
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
図
書
館
に
は
、
文
化
十
二
年
版
の
、「
讀
論
語
孟

子
法
」
が
巻
頭
に
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
（
以
下
、「
慶
應
本
」
と
す
る）

（1
（

）。

　

武
田
勘
治
が
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』
で
利
用
し
た
筆
写
本
に
は
以
下
の
小
目
録
（
項
目
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
下
見

（
予
習
）、
聴
講
・
聞
書
、
返
り
視
、
質
講
、
講
釈
の
仕
方
、
講
釈
七
則
で
あ
る
。
最
後
の
「
講
釈
七
則
」
と
は
、
知
周
の
師
、
村
士

玉
水
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
慶
應
本
に
も
「
七
則
」
と
題
さ
れ
、
後
半
部
に
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
上
に
あ
げ

た
小
題
目
は
、
筆
者
が
利
用
す
る
慶
應
本
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
両
者
の
間
に
は
字
句
の
異
同
も
存
在
、
慶
應
本
に
は
判

読
不
明
な
箇
所
が
あ
り
、
引
用
箇
所
の
不
明
字
句
に
関
し
て
は
武
田
の
用
い
た
筆
写
本
を
も
っ
て
筆
者
が
適
宜
校
合
の
上
、
用
い
た
。

以
下
、
こ
の
双
方
の
版
の
異
同
に
も
注
意
し
な
が
ら
、
知
的
習
慣
醸
成
に
関
連
す
る
事
項
の
検
討
を
試
み
る
。

　
『
讀
書
準
縄
』
を
と
り
あ
げ
る
理
由
は
、
第
一
に
、
こ
の
書
が
、
学
習
「
制
度
」
の
み
な
ら
ず
、
学
習
課
程
の
諸
側
面
、
学
習
の

「
仕
方
」
を
事
細
か
に
綴
っ
た
史
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
と
に
検
討
す
る
江
村
北
海
『
授
業
編
』、
さ
ら
に
は
先
行
研
究
に
例
証
さ

れ
る
ご
と
く
の
い
く
つ
か
の
藩
学
の
教
則
に
説
か
れ
る
内
容
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
同
時
代
に
お
け
る
学
習
の
「
仕
方
」
の
具

体
相
を
集
約
的
に
呈
示
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
本
章
は
あ
く
ま
で
「
共
通
の
知
的
基
盤
の
醸
成
要
素
」
が
何
で
あ
っ
た

か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
こ
の
書
に
着
目
し
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
崎
門
の
学
問
性
向
云
々
と
こ
の
書
と
の
関
係
の
検
討
は
射

程
外
で
あ
る
。

　

第
二
に
、『
讀
書
準
縄
』
に
綴
ら
れ
る
学
習
の
「
仕
方
」
の
諸
側
面
は
、
幕
末
～
明
治
初
期
の
英
学
塾
の
学
習
課
程
の
実
際
に
も

相
通
じ
る
面
を
多
く
も
つ
。
本
章
の
後
半
に
て
論
じ
る
が
、『
讀
書
準
縄
』
に
提
唱
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
学
習
法
は
、「
闇
斎
学
派
」
の

学
問
的
教
義
的
特
性
と
は
別
次
元
で
、「
学
派
」「
儒
学
」
と
い
う
枠
を
超
え
た
汎
用
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
学
習



130

各論編Ⅰ　古典テクスト研究の諸相

の
第
一
段
階
で
あ
る
「
下
見
」
に
関
す
る
記
述
か
ら
検
討
す
る
。

（
ａ
）　
「
下
見
」（
予
習
）の
方
法

　

崎
門
の
教
授
法
を
綴
っ
た
『
讀
書
準
縄
』
を
み
る
と
、
講
釈
そ
の
も
の
以
外
の
学
習
課
程
に
つ
い
て
も
仔
細
な
指
南
が
施
さ
れ
て

い
る
の
が
う
か
が
え
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
同
書
の
小
目
録
の
諸
事
項
は
そ
れ
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
聴
講
前
の
予
習
段
階
で

の
指
示
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
み
る
。

偖（
さ
て
）、

師
ノ
講
釈
ヲ
聞
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
講
日
一
両
日
前
ヨ
リ
下
見
ヲ
ス
ベ
シ
。
其
シ
カ
タ
ハ
講
セ
ラ
ル
ヽ
章
ヲ
數
遍
復
讀
シ
、
先

ツ
一
字
云
云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ
某
ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某

ノ
字
ト
照
應
ス
ル
ヲ
看
。
偖
一
章
ノ
大
意
ノ
ア
ル
所
ヲ
求
メ
、
後
、
全
躰
ノ
文
意
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
文
意
ト
ハ
聖
人
ノ
思
召
ニ
テ

一
章
全
躰
ノ
意
味
氣
象
ヲ
認
得
ル
、
尤
大
切
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
集
註
ヲ
看
ル
モ
亦
此
通
リ
。
集
註
ニ
テ
ハ
、
是
迄
ハ
文
義
ヲ
解
キ
、

是
ヨ
リ
ハ
章
旨
ヲ
解
ス
ル
ヲ
先
ツ
見
ワ
カ
ウ
ヘ
シ
。
某
ノ
字
ハ
經
文
某
ノ
字
ヨ
リ
来
ル
ヲ
考
ヘ
、
經
文
ノ
字
ノ
軽
重
ヲ
ワ
カ
ツ

テ
後
、
集
註
ノ
字
ノ
軽
重
ヲ
分
ツ
ヘ
シ
。
集
註
ノ
中
、
何
レ
ノ
句
カ
緊
要
ナ
ル
カ
ヲ
認
得
テ
、
集
註
全
躰
ノ
説
キ
マ
ハ
シ
カ
タ

ヲ
領
會
ス
ベ
シ
。

（
四
ウ
～
五
オ
）

　

上
で
は
ま
ず
、「
一
字
云
云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
」
る
こ
と
、「
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
」
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
す
べ
て

の
字
義
に
通
ず
べ
し
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
特
定
の
字
同
士
の
照
応
関
係
に
細
か
く
目
配
せ
を
す
る
べ
し
と
指
示
す
る
。
つ
づ
け
て

圏
外
語
（
注
釈
）
の
経
文
に
対
す
る
位
置
づ
け
（「
正
意
ナ
ル
カ
正
意
ニ
違
カ
」
／
「
經
文
ノ
評
論
ヲ
ナ
シ
タ
ル
カ
、
經
文
ノ
由
テ
来
ル
処
ヲ
説

タ
ル
カ
」
な
ど
）
の
特
定
、
何
条
か
の
注
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
軽
重
の
吟
味
が
必
要
な
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
る
（
五
オ
）。
こ
の
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あ
と
受
講
の
際
に
携
帯
す
べ
き
筆
記
用
具
に
つ
い
て
の
細
か
な
指
定
が
つ
づ
き
（
五
ウ
）、
さ
ら
に
、

二
三
條
挙
タ
ル
ト
キ
ハ
、
第
一
條
ハ
何
ノ
コ
ト
ヲ
説
、
第
二
條
ハ
何
ノ
コ
ト
ヲ
説
、
第
三
條
目
ハ
何
ノ
コ
ト
ヲ
説
ナ
ド
ヲ
能
看

分
ツ
ベ
シ
。
又
二
三
ケ
條
ノ
前
後
ノ
次
序
ア
ル
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
又
緊
要
ハ
何
ノ
條
、
何
ノ
句
ニ
ア
ル
ヲ
認
得
テ
、
經
文
集
註
ヲ

ク
ヽ
リ
ア
ゲ
テ
其
意
味
氣
象
ヲ
領
會
ス
ベ
シ
。

（
五
オ
～
ウ
）

と
、
読
解
に
お
け
る
注
意
事
項
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
下
見
」
に
つ
い
て
の
細
か
い
指
南
の
前
に
は
、「
素
読
ノ
法
」
と
し
て
『
小
学
』
外
篇
「
嘉
言
第
五
」
よ
り
呂
舍
人
の
言

が
引
か
れ
る
。「
學
業
則
須
是
嚴
立
課
程
。
不
可
一
日
放
慢
」「
讀
取
二
三
百
遍
。
字
字
句
句
須
要
分
明
」
と
い
っ
た
、『
讀
書
準

縄
』
に
お
い
て
敷
衍
さ
れ
る
類
の
指
導
の
ほ
か
、
こ
の
『
小
学
』
外
篇
「
嘉
言
第
五
」
に
は
読
書
法
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
、『
讀
書
準
縄
』
で
は
さ
ら
に
事
細
か
な
読
書
の
方
法
が
述
べ
ら
れ
る
。

読
声
ハ
高
ク
ナ
ク
低
ク
ナ
ク
、
早
カ
ラ
ス
遅
カ
ラ
ス
、
声
ノ
臍
ノ
下
ヨ
リ
出
ル
様
ニ
読
ム
ヘ
シ
。
字
指
ヲ
用
テ
、
文
字
ノ
真
ン

中
ヲ
ツ
イ
テ
ヨ
ミ
、
一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
字
々
々
、
一
句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様
ニ
ヨ
ム
ベ
シ
。
一
句
ノ
末
ノ
字

ハ
、
シ
ツ
カ
リ
ト
読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ヘ
シ
。
也
ノ
字
ナ
ル
タ
ケ
読
ヘ
シ
。
而
ノ
字
シ
ッ
カ
リ
ト
字
ヲ
ツ
ク
ベ
シ
。
其
外
助
字
ハ

意
ヲ
以
読
ミ
、
是
モ
ナ
ル
タ
ケ
ハ
字
ヲ
ツ
イ
テ
読
ベ
シ
。
遍
数
ハ
暗
誦
ノ
ナ
ル
迄
ヲ
度
ト
ス
ベ
シ
。
假
令
暗
誦
能
出
来
タ
リ
ド

モ
、
必
此
準
則
ヲ
ハ
ヅ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
中
略
）
書
ハ
、
其
読
ン
ト
思
フ
書
斗
リ
一
冊
出
シ
、
外
ノ
書
ハ
堅
ク
禁
ジ
テ
出
ス
ヘ
カ

ラ
ス
。

（
二
オ
～
ウ
）
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音
読
に
お
け
る
抑
揚
等
の
要
領
の
細
か
い
指
示
に
つ
づ
い
て
、
こ
こ
で
も
、「
一
字
モ
略
」
す
こ
と
な
く
、「
一
字
々
々
、
一

句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ
ル
様
ニ
」
読
む
べ
き
と
、
す
べ
て
の
字
へ
の
意
識
の
集
中
が
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
「
句
末
ノ
字
」、「
助

字
」
す
な
わ
ち
「
也
ノ
字
」「
而
ノ
字
」
な
ど
も
「
シ
ッ
カ
リ
ト
読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ヘ
シ
」
と
、
助
語
辞
へ
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
る
。

（
ｂ
）　
「
聴
講
学
習
」
に
つ
い
て

　

講
学
課
程
の
大
枠
が
「
素
読
」
と
「
聴
講
」
で
あ
り
、
こ
と
に
十
九
世
紀
を
迎
え
る
ま
で
に
は
多
く
の
藩
校
が
こ
れ
に
準
じ
た
学

習
課
程
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
は
教
育
史
諸
研
究
に
明
ら
か
で
あ
る
。
会
津
藩
な
ど
は
さ
ら
に
「
素
読
」
課
程
を
四
等
か
ら
一
等
ま

で
四
分
類
し
、
制
度
的
に
、
年
齢
、
習
熟
度
に
応
じ
た
学
習
を
奨
励
す
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て
い
る）

（1
（

。

　

ま
た
、
こ
の
時
代
の
「
講
釈
」
と
は
、
今
日
の
「
講
義
」
と
は
異
な
り
、「
読
む
書
の
意
味
内
容
を
講
究
（
考
究
）
す
る
こ
と
」、

「
経
史
等
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
学
習
す
る
（
義
を
講
ず
る
）」
と
い
っ
た
意
味
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た）

（1
（

。
こ
れ
に
は
、
質
講
（
質
疑
）、

会
講
（
あ
る
い
は
輪
講
、
会
読
）
を
含
み
、
そ
れ
ら
は
、（
ａ
）で
示
し
た
よ
う
な
師
の
授
講
の
前
に
聴
講
者
が
行
な
う
予
習
作
業
（
下

見
）、
受
講
後
各
自
が
習
得
し
た
題
材
を
持
ち
帰
っ
て
す
る
作
業
（
復
読
、
返
り
視
、（
ｃ
）で
考
察
）
と
一
体
で
考
え
ら
れ
る
性
質
の
も

の
で
あ
っ
た
の
は
、
武
田
勘
治
ほ
か
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、『
讀
書
準
縄
』
の
聴
講
に
関
す
る
記
述
を
考
え
る
。「
聴
講
・
聞
書
」
の
項
に
曰
く
、

師
ノ
講
席
ニ
就
ヲ
待
テ
、
静
ニ
拝
シ
、
講
釈
ス
ル
処
一
々
録
ス
ベ
シ
。
師
ノ
講
ズ
ル
処
ヲ
少
シ
ツ
ヽ
巳

（
マ
マ
）ノ

書
ヘ
カ
キ
入
ル
レ
ハ
、

巳（
マ
マ
）ノ

意
ヲ
録
ス
ル
ニ
ナ
ル
シ
大
ニ
宜
シ
カ
ラ
ズ
。
禁
ズ
ベ
シ
。
講
終
リ
得
ト
考
ヘ
見
テ
後
、
静
ニ
問
ヘ
シ
。
遽
然
ト
シ
テ
騒
ナ

ル
ベ
カ
ラ
ス
。
知
レ
ザ
ル
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
、
得
ト
呑
込
カ
子
タ
ル
コ
ト
迄
問
テ
質タ

ダ

ス
ベ
シ
。
其
章
ノ
緊
要
ニ
ア
ヅ
カ
ル
コ

ト
ハ
心
ニ
能
合
点
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
モ
問
テ
正
ス
ベ
シ
。
苟
且
ニ
シ
テ
其
儘
ニ
サ
シ
ヲ
ケ
ハ
、
巳

（
マ
マ
）ノ

氣
質
ナ
リ
ニ
聞
受
ル
故
、
學
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術
ノ
大
本
ニ
於
テ
違
フ
コ
ト
ア
リ
。
恐
ル
ベ
シ
。

（
五
ウ
）

　

静
粛
に
洩
れ
な
く
師
の
講
述
を
記
録
し
会
得
す
べ
き
こ
と
を
説
く
の
み
で
は
な
い
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、「
講
釈
ス
ル
処

一
々
録
ス
ベ
」
き
理
由
、「
師
ノ
講
ズ
ル
処
」
を
「
少
シ
ツ
ヽ
巳
ノ
書
ヘ
カ
キ
入
レ
」
る
こ
と
を
厳
し
く
戒
め
る
理
由
を
、
そ
れ
が

す
な
わ
ち
私
意
を
入
れ
る
（「
巳
ノ
意
ヲ
録
ス
ル
」）
こ
と
と
な
る
か
ら
と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
、
自
己
判
断
の
忌
避
の
強
調
は
『
讀

書
準
縄
』
の
枢
要
で
あ
り
、
学
習
課
程
の
指
南
の
各
論
に
入
る
前
段
階
で
「
素
読
」
に
お
け
る
注
意
点
を
論
じ
る
と
こ
ろ
で
は
以
下

が
い
わ
れ
る
。

文
義
ヲ
済
ス
ハ
書
ニ
ヒ
ツ
タ
リ
ト
引
付
テ
、
今
日
巳

（
マ
マ
）ノ

ナ
ス
ベ
キ
當
然
ヲ
求
ム
ベ
シ
。
書
ヲ
以
テ
我
身
ニ
引
付
ル
様
ニ
ス
ベ
シ
。

如
此
ナ
レ
ハ
、
書
カ
主
ニ
ナ
リ
準
縄
ニ
ナ
リ
テ
、
此
身
ニ
定
規
ヲ
ア
テ
ル
コ
ト
ガ
ナ
シ
、
吾
心
吾
身
ヲ
書
ニ
引
付
ル
様
ニ
ス
ベ

カ
ラ
ズ
。
如
此
ナ
レ
ハ
、
巳

（
マ
マ
）ノ

氣
質
ガ
主
ト
ナ
リ
テ
ク
ル
故
、
自
分
ハ
是
テ
道
ノ
ナ
リ
ト
思
フ
テ
モ
、
他
人
ヨ
リ
見
レ
バ
大
ニ

道
ニ
背
ク
モ
ノ
ア
リ
。
厳
ニ
恐
レ
謹
ム
ベ
シ
。

（
四
オ
）

　

素
読
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
あ
く
ま
で
「
書
」
が
「
主
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
準
縄
」「
定
規
」
と

し
て
「
我
身
ニ
引
付
ル
」
こ
と
が
肝
要
と
の
訓
戒
で
あ
る
。
崎
門
の
学
習
方
法
が
、
し
ば
し
ば
「
鋳
型
に
は
め
る
」
学
習
性
向
を
助

長
し
、
自
律
的
思
考
を
阻
害
す
る
強
圧
的
か
つ
紋
切
り
型
の
知
識
の
強
要
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
る
の
は
す
で
に
多
く
の
論
者

に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
こ
の
訓
戒
は
、
十
分
な
習
熟
を
経
な
い
初
学
に
よ
る
私
意
／
恣
意
の
強
弁
を
忌
避
せ
し
め
、
独

り
よ
が
り
の
暴
論
を
戒
め
る
も
の
で
も
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
テ
ク
ス
ト
の
精
確
な
理
解
と
い
う
、
学
問
の
根
本
を
支
え
る
要
諦

で
あ
っ
た
こ
と
も
注
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
別
の
箇
所
で
は
、「
其
看
ル
書
ノ
外
、
堅
ク
禁
シ
テ
傍
ニ
置
ベ
カ
ラ
ズ
。
参
考
シ
タ
キ
書
ア
ラ
ハ
、
其
所
斗
リ
ヲ
看
ル
ベ
シ
。

外
ヲ
見
テ
心
ヲ
分
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
。
凡
テ
論
孟
讀
法
ニ
少
モ
背
カ
ヌ
様
ニ
心
ガ
ク
ベ
シ
」（
三
ウ
～
四
オ
）
と
あ
る
。
こ
の
語
も
、
と
に

か
く
私
意
を
棄
却
す
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
学
習
法
の
一
端
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

（
ｃ
）　
「
復
読
」「
帰
り（
返
り
）視
」

　

さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
聴
講
・
聞
書
」
と
は
時
間
的
に
講
義
時
間
そ
の
も
の
、
行
為
と
し
て
講
義
を
受
け
る
こ
と
の
み
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
讀
書
準
縄
』
で
は
、
聴
講
と
復
習
が
学
習
事
項
の
習
熟
に
む
け
た
作
業
と
し
て
一
体
的
に
捉
え

ら
れ
て
い
る
の
は
、
聴
講
に
関
す
る
上
述
の
ご
と
く
の
指
南
に
続
け
て
、
以
下
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

扨（
さ
て
）私

舍
ニ
返
リ
、
其
夜
ヘ
カ
ケ
テ
帰
リ
視
ヲ
ス
ベ
シ
。
其
シ
カ
タ
ハ
録
ス
ル
処
ノ
筆
記
ヲ
読
ン
テ
、
文
字
ノ
誤
リ
ヲ
改
メ
録

シ
、
誤
リ
ト
慥
ニ
覺
ヘ
タ
ル
所
ヲ
ナ
ヲ
シ
、
浄
写
シ
テ
、
他
日
師
ノ
朱
批
ヲ
請
フ
ベ
シ
。
偖
下
タ
視
ノ
時
、
我
存
寄
ト
師
ノ
講

ス
ル
処
ト
違
タ
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
、
其
侭
捨
テ
置
ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
何
処
デ
違
タ
ト
得
ト
心
ニ
反
リ
求
テ
、
爰
デ
違
タ
ル
処
ヲ
慥
ニ

極
メ
ヲ
ク
ベ
シ
。
一
章
ノ
肝
要
ニ
ア
ヅ
カ
ル
コ
ト
ハ
別
ニ
シ
テ
謹
ン
デ
右
ノ
如
ク
ス
ベ
シ
。
疑
シ
キ
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
、
得

ト
呑
込
兼
タ
ル
処
モ
別
ニ
一
小
冊
子
ニ
録
シ
テ
再
問
シ
テ
理
會
セ
ズ
ン
バ
、
三
度
モ
四
度
モ
問
テ
止
マ
ザ
ル
ヘ
シ
。
扨
又
師
友

ニ
請
テ
質
講
ヲ
精
出
ス
ベ
シ
。

（
六
オ
～
ウ
）

　

ま
ず
、
講
義
当
日
の
夜
ま
で
に
復
読
を
開
始
す
る
こ
と
、「
録
ス
ル
処
ノ
筆
記
」
の
誤
字
脱
字
を
丁
寧
に
訂
正
す
る
こ
と
が
指
示

さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
個
人
レ
ベ
ル
で
の
習
得
の
十
全
性
確
保
の
た
め
の
努
力
の
指
南
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
訂
正
浄
写
し
た

も
の
の
批
正
を
師
に
請
う
こ
と
が
い
わ
れ
、
疑
問
点
を
「
其
侭
捨
テ
置
ク
ベ
カ
ラ
ズ
」、「
何
処
デ
違
タ
ト
得
ト
心
ニ
反
リ
求
」
め
る
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こ
と
、
す
な
わ
ち
ま
ず
自
省
的
に
間
違
い
を
問
い
詰
め
、
そ
の
上
で
、
疑
問
に
思
う
点
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
得
ト
呑
込
兼
タ
ル

処
」、
す
な
わ
ち
十
全
に
体
得
し
て
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
も
「
別
ニ
一
小
冊
子
ニ
録
シ
テ
再
問
」
す
べ
し
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
復

読
」
過
程
は
す
な
わ
ち
、「
輪
講
」
で
の
質
疑
応
答
と
一
体
の
、
有
機
的
な
学
習
課
程
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
聴
講
」
の
項
で

も
「
呑
込
カ
子
タ
ル
コ
ト
」
を
「
問
テ
質タ

ダ

ス
ベ
シ
」
と
あ
り
（
六
オ
、
前
出
）、
こ
こ
で
も
「
再
問
」
が
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
「
理

會
セ
ズ
ン
バ
、
三
度
モ
四
度
モ
問
テ
止
マ
ザ
ル
ヘ
シ
」
と
さ
れ
る
。
直
後
に
「
質
講
セ
ザ
レ
バ
」「
学
問
ニ
力
ラ
ノ
付
コ
ト
甲
斐
ナ

シ
」、（
質
講
は
）「
大
切
ニ
敬
ミ
重
ン
シ
テ
」「
激
励
奮
發
シ
テ
精
神
ヲ
尽
ス
ベ
シ
」
と
こ
と
さ
ら
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
師
友
」

へ
の
「
質
講
」
も
推
奨
さ
れ
る
（
六
ウ
）。

　

質
講
へ
の
「
激
励
奮
發
」
は
「
婦
女
ノ
衣
ヲ
洗
フ
」
こ
と
に
譬
え
ら
れ
、「
灰
汁
ヲ
煎
ジ
テ
コ
レ
ニ
漬
シ
、
足
ヲ
以
蹈
ミ
ニ
ヂ
リ

手
ヲ
以
数
度
捼
」
み
、「
垢
ヲ
去
リ
汚
水
ヲ
絞
リ
テ
後
、
再
三
清
水
ヲ
以
洗
ヒ
濯ス

ヽ

ギ
テ
、
垢
ノ
氣
ノ
ナ
キ
ヲ
度
ト
ス
」
べ
く
専
心
す

べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
。
続
け
て
「
是
ト
同
ク
我
腸
ヲ
師
友
ノ
前
ヘ
マ
ケ
出
シ
テ
、
腸
胃
ノ
臓
垢
ヲ
尽
ク
除
キ
去
テ
潔
々
浄
々
タ
ラ
ン

ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
眞
劔
勝
負
ニ
ナ
リ
テ
、
巳

（
マ
マ
）ノ

病
ヲ
遺
サ
ズ
暴
シ
出
シ
、
師
友
ニ
痛
ク
戒
メ
ラ
ル
ヽ
様
ニ
ス
ベ
シ
」
と
述
べ

ら
れ
る
（
六
ウ
～
七
オ
）。「
灰
汁
」
を
も
っ
て
足
で
踏
み
つ
け
揉
み
し
ご
き
、「
垢
ヲ
去
リ
」
清
水
で
濯
ぐ
ご
と
き
要
領
で
、
己
の

「
腸
胃
ノ
臓
垢
ヲ
尽
ク
除
キ
去
」
る
べ
く
「
師
友
ニ
痛
ク
戒
メ
」
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
極
め
て
激
烈
な
譬
え
を
も
っ
て
学
問
努
力
が

力
説
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
質
講
」
の
や
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
逆
に
「
人
ノ
聴
ヲ
飾
ル
」
よ
う
な
質
講
、

「
師
友
ノ
批
誨
少
モ
ナ
キ
様
ニ
読
ヲ
ヽ
セ
タ
イ
ト
思
心
ニ
テ
講
ジ
テ
ハ
、
大
ニ
宜
カ
ラ
ズ
」（
七
オ
）
と
、
批
判
を
避
け
、
事
勿
れ
主

義
に
陥
る
こ
と
を
訓
戒
す
る
。

　

か
よ
う
な
激
烈
な
表
現
を
も
っ
て
の
学
習
指
南
は
崎
門
門
弟
な
ら
で
は
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
質
講
が
「
眞
劔
勝
負
ニ

ナ
」
る
の
は
崎
門
の
専
売
特
許
で
は
な
く
、
幕
末
期
の
藩
学
、
漢
学
塾
、
さ
ら
に
は
洋
学
塾
に
お
け
る
学
習
指
南
の
特
徴
で
も
あ
る

の
は
後
述
す
る
。
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二　

江
村
北
海
『
授
業
編
』
と
『
讀
書
準
縄
』
─
学
習
方
法
の
相
同
性
と
差
異

　
『
讀
書
準
縄
』
に
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
学
習
指
南
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
節
で
は
江
村
北
海
『
授
業
編
』（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）

を
検
討
す
る）

（1
（

。
こ
れ
は
、「
幼
學
」「
學
書
」（
以
上
、
巻
之
一
所
収
）、「
讀
書
」（
三
則
、
同
巻
之
二
所
収
）、「
訓
點
」「
四
聲
五
音
」「
唐

音
」（
同
巻
之
三
所
収
）、「
教
授
」「
講
釋
」（
二
則
）「
講
談
」（
同
巻
之
四
所
収
）、「
歴
史
學
」（
同
巻
之
五
所
収
）、「
作
文
」（
七
則
、
同

巻
之
六
所
収
）、「
詩
學
」（
十
四
則
、
同
巻
之
七
、
八
所
収
）、「
壽
賀
」「
地
名
」（
同
巻
之
九
所
収
）、「
姓
氏
」「
稱
呼
」「
臧
書
」（
同
巻
之

十
所
収
）
か
ら
な
る
十
巻
本
で
、
本
章
の
問
題
と
す
る
学
習
過
程
の
実
際
、
読
書
習
慣
の
醸
成
と
関
連
す
る
記
述
は
、「
學
書
」「
讀

書
」「
教
授
」「
講
釋
」「
講
談
」
と
い
っ
た
項
に
、
比
較
検
討
す
べ
き
記
述
が
多
い
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』「
題
言
十

則
」
を
念
頭
に
置
い
た
記
述
、
太
宰
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
へ
の
言
及
も
、
と
く
に
「
學
書
」「
讀
書
」、
そ
し
て
「
訓
點
」「
四
聲
五

音
」「
唐
音
」（
同
巻
三
収
）
な
ど
の
項
に
多
く
み
ら
れ
、
彼
ら
の
古
文
辞
主
唱
へ
の
北
海
の
見
解
も
こ
の
書
全
般
に
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
、
春
臺
の
原
語
へ
の
視
線
、
言
語
研
究
に
関
す
る
論
と
関
係
づ
け
な
が
ら
別
に
検
討
し
た
い
。
以

下
、『
授
業
編
』
に
お
け
る
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
の
記
述
を
考
察
す
る
。

（
ａ
）　

精
確
な
筆
録
の
重
視

　
『
授
業
編
』
に
「
下
見
」「
予
習
」
と
の
項
目
は
な
い
が
、
ま
ず
「
讀
書
第
三
則
」
に
以
下
が
あ
る
。

（
サ
ル
ニ
テ
モ
）
書
ヲ
ヨ
ム
ニ
聲
ヲ
ア
ゲ
テ
ヨ
ム
ガ
ヨ
キ
ヤ
、
黙
シ
テ
ヨ
ム
ガ
ヨ
ロ
シ
キ
ヤ
ト
問
フ
人
ア
リ
。
コ
レ
ハ
各
得
失

ア
リ
テ
一
方
ニ
定
テ
ハ
イ
ヒ
難
シ
。
聲
ヲ
揚
テ
ヨ
ム
ナ
ラ
バ
、
字
音
ヲ
正
シ
、
句
讀
ヲ
分
チ
ヨ
ム
ベ
シ
。
字
音
ノ
疑
ハ
シ
キ
ハ
、

打
ス
テ
ヽ
オ
カ
ズ
、
ソ
ノ
マ
ヽ
字
書
ニ
テ
吟
味
ス
ベ
シ
。（
中
略
）
既
ニ
一
二
扁
モ
ヨ
ミ
タ
ル
書
ヲ
ク
リ
返
シ
テ
讀
、
意
義
ヲ
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ク
ハ
シ
ク
求
ム
ル
ニ
ハ
、
黙
シ
テ
書
ヲ
ミ
ル
ガ
ヨ
シ
。
何
レ
ニ
モ
一
部
ノ
書
ヲ
ヨ
マ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
其
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
一

字
ヲ
モ
殘
サ
ズ
、
一
句
ヲ
モ
略
セ
ズ
、
讀
テ
讀
シ
マ
イ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
ル
シ
ヲ
ツ
ケ
テ
、
叉

（
マ
マ
）其

次
ヨ
リ
讀
ベ
シ
。
此
ヲ
讀
カ

シ
コ
ヲ
讀
、
コ
ノ
書
ヲ
見
カ
ノ
書
ヲ
見
ル
コ
ト
セ
サ
ル
ガ
ヨ
シ
。
左
ナ
ケ
レ
バ
ア
シ
ク
癖
付
、
卑
諺
ニ
イ
フ
喰
サ
シ
學
文
ト
云

ニ
ナ
リ
テ
、
一
部
ノ
書
ヲ
通
シ
テ
讀
事
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
。

（
巻
之
二
、
五
オ
～
ウ
）

　

音
読
、
黙
読
各
々
の
効
用
に
触
れ
、
前
者
は
句
節
・
文
節
の
理
解
の
た
め
に
重
視
さ
れ
、
後
者
は
「
意
義
」
の
詳
細
の
理
解
に
有

効
と
す
る
。
ま
た
、
い
く
つ
も
の
書
の
併
読
は
「
ア
シ
ク
癖
付
」
き
「
卑
諺
ニ
イ
フ
喰
サ
シ
學
文
」
に
陥
る
と
批
判
す
る
。
一
書
の

通
読
を
力
説
し
、
一
字
の
遺
漏
も
な
い
読
み
込
み
を
い
う
が
、
こ
れ
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
讀
書
準
縄
』
の
「
読
ン
ト
思
フ
書
斗

リ
一
冊
出
シ
、
外
ノ
書
ハ
堅
ク
禁
ジ
テ
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」（
二
ウ
）
と
相
通
じ
る
。
ま
た
、「
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
一
字
ヲ
モ
殘
サ
ズ
、

一
句
ヲ
モ
略
セ
ズ
」
読
め
と
の
記
述
も
、『
讀
書
準
縄
』
の
「
一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
字
々
々
、
一
句
々
々
ノ
慥
カ
ニ
聞
ワ
カ

ル
様
ニ
ヨ
ム
ベ
シ
」（
二
オ
）
と
の
指
南
と
同
じ
で
あ
る
。『
讀
書
準
縄
』
は
「
句
末
ノ
字
」、「
也
」「
而
」
も
含
め
た
助
字
へ
の
意

識
も
い
う
が
、『
授
業
編
』
に
は
こ
れ
ら
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

つ
ぎ
に
聴
講
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、「
講
釋
第
二
則
」
の
冒
頭
に
、「
前
條
（「
講
釋
第
一
則
」）
ハ
講
釋
ヲ
ス
ル
事
ヲ
論
ス
。

此
章
ハ
講
釋
ヲ
聽
事
ヲ
論
ズ
」
と
あ
り
、
専
ら
効
果
的
な
聴
講
の
仕
方
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。

サ
テ
講
釋
ヲ
キ
ク
ニ
ハ
、
一
冊
子
ヲ
携
エ
テ
席
ヘ
出
、
其
師
ノ
一
言
一
句
ト
イ
ヘ
ト
モ
遺
脱
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ガ
ヨ

シ
。
今
ニ
テ
モ
書
生
輩
ノ
中
ニ
聽
書
ヲ
シ
ツ
ケ
タ
ル
ハ
、
一
語
ヲ
モ
殘
サ
ズ
、
達
者
ニ
書
モ
ア
リ
。
聽
書
ヲ
セ
ン
ト
ス
レ
バ
、

書
ニ
心
ユ
キ
テ
聞
ク
事
ソ
マ
ツ
ニ
ナ
ル
ト
云
人
ア
リ
。
是
ハ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ヲ
メ
ン
ド
ウ
ニ
思
フ
ヨ
リ
言
ヲ
カ
ザ
リ
テ
説
ヲ
ナ

ス
ニ
テ
、
左
様
ノ
理
ハ
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。（
中
略
）
遅
筆
不
達
者
ニ
テ
悉
ク
書
ト
ル
事
ナ
リ
ガ
タ
シ
ト
思
ハ
ヽ
、
心
ヲ
ト
メ
テ
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遺
忘
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
聽
取
、
講
釋
ス
ギ
テ
宿
ニ
カ
ヘ
ラ
バ
他
事
ヲ
サ
シ
置
、
其
マ
ヽ
書
付
置
ベ
シ
。
此
二
ツ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
講

釋
ヲ
キ
ヽ
テ
モ
益
ス
ク
ナ
シ
。

（
巻
之
四
、
十
二
ウ
）

　
「
其
師
ノ
一
言
一
句
ト
イ
ヘ
ト
モ
遺
脱
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
キ
ヽ
書
ヲ
ス
ル
ガ
ヨ
シ
」、「
一
語
ヲ
モ
殘
サ
ズ
」
に
筆
録
す
べ
し
と
は
、『
讀

書
準
縄
』
の
「
講
釈
ス
ル
処
一
々
録
ス
ベ
シ
。
師
ノ
講
ズ
ル
処
ヲ
少
シ
ツ
ヽ
巳

（
マ
マ
）ノ

書
ヘ
カ
キ
入
ル
レ
ハ
、
巳

（
マ
マ
）ノ

意
ヲ
録
ス
ル
ニ
ナ
ル

シ
大
ニ
宜
シ
カ
ラ
ズ
。
禁
ズ
ベ
シ
」（
五
ウ
）
と
の
訓
戒
に
通
じ
る
。
無
論
こ
れ
は
、『
讀
書
準
縄
』
後
半
に
記
載
の
村
士
玉
水
に
よ

る
読
法
「
七
則
」、
な
ら
び
に
「
辯
終
十
忌
」
に
象
徴
的
な
、
聖
人
説
の
絶
対
視
と
先
学
の
指
導
へ
の
盲
従
、
ほ
と
ん
ど
求
道
的
次

元
と
も
い
え
る
精
緻
な
読
書
・
筆
記
の
要
求
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
十
分
な
習
熟
を
経
な
い
初
学
に
よ
る
私
意
／
恣
意
の
暴
走
を

お
さ
え
る
た
め
の
精
確
な
学
習
の
奨
励
は
、
北
海
『
授
業
編
』
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
精
確
な
筆
録
を
重
視
す
る
姿
勢
は
共
通
す
る
。

そ
の
場
で
の
逐
字
筆
録
が
難
し
い
場
合
は
「
宿
ニ
カ
ヘ
ラ
バ
他
事
ヲ
サ
シ
置
、
其
マ
ヽ
書
付
置
ベ
シ
」
と
、
事
細
か
に
指
示
す
る
。

（
ｂ
）　

多
読
を
重
視

　

北
海
が
複
数
の
書
を
同
時
に
読
み
進
め
る
の
を
「
喰
サ
シ
學
文
」
と
し
て
退
け
、「
開
巻
ヨ
リ
終
リ
マ
デ
」「
讀
シ
マ
イ
タ
ル
」
こ

と
を
推
奨
し
た
の
は
指
摘
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、「
腹
中
ニ
文
字
ノ
蓄
」
え
を
す
べ
く
多
読
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
。「
作
文
第

二
則
」
に
曰
く
、

腹
中
ニ
文
字
ノ
蓄
出
来
ル
時
ハ
、
詩
ニ
テ
モ
文
ニ
テ
モ
自
然
ト
書
ル
ヽ
モ
ノ
ナ
リ
。
其
時
ヲ
マ
チ
テ
、
詩
ヲ
モ
文
ヲ
モ
作
リ
習

フ
ベ
シ
。
イ
マ
ダ
腹
中
ニ
其
蓄
出
来
ヌ
ウ
チ
ハ
、
タ
ヽ
ヒ
タ
ス
ラ
書
ヲ
讀
ヲ
以
テ
業
ト
シ
テ
、
詩
文
ヲ
作
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
腹
中

ニ
文
字
ノ
無
ウ
チ
ニ
詩
文
章
ヲ
無
理
ニ
作
ラ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
畢
竟
無
益
ノ
暇
ヲ
費
シ
、
讀
書
ノ
業
ヲ
廃
ス
。
大
イ
ナ
ル
損
ナ
リ
。
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（
中
略
）
詩
文
章
ヲ
早
ク
作
リ
オ
ホ
エ
ン
ト
ス
ル
事
、
初
學
ニ
ア
リ
テ
大
イ
ナ
ル
損
ナ
リ
。
今
ノ
書
生
輩
、
僅
カ
ニ
四
書
ノ
素

讀
ヲ
仕
舞
フ
ト
、
ハ
ヤ
唐
詩
選
ナ
ド
ヲ
ト
リ
マ
ワ
シ
テ
、
詩
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン
ト
シ
、
僅
ニ
詩
ノ
作
リ
カ
タ
ヲ
オ
ボ
ユ
ル
ニ
、

ハ
ヤ
文
章
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン
ト
ス
ル
。
是
詩
文
章
ノ
出
来
ヌ
基
ナ
リ
。

（
巻
之
六
、
三
ウ
～
四
ウ
）

　

読
書
量
が
飽
和
点
に
達
す
る
ま
で
は
「
タ
ヽ
ヒ
タ
ス
ラ
書
ヲ
讀
ヲ
以
テ
業
ト
」
す
べ
き
だ
と
説
き
、
四
書
の
読
了
後
た
だ
ち
に
詩

づ
く
り
に
励
む
の
を
批
判
す
る
。
で
は
北
海
は
、
ど
の
程
度
の
読
書
が
適
切
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
讀
書
第
二
則
」
に

曰
く
、太

宰
春
臺
ノ
和

（
倭
）讀

要
領
ニ
、
ヨ
ム
ベ
キ
ホ
ド
ノ
書
目
ヲ
擧
、
コ
レ
ヲ
ヨ
ム
前
後
ヲ
モ
次
第
セ
リ
。
見
合
ス
ベ
シ
。

（
巻
之
二
、
五
オ
）

　

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
太
宰
春
臺
（
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
に
よ
る
『
倭
讀
要
領
』
の
「
書
目
」
と
は
、
同
「
學
則
」（『
倭
讀
要
領
』

巻
下
所
収
の
も
の
で
、
徂
徠
『
學
則
』
で
は
な
い
）
に
列
挙
さ
れ
る
も
の
で
あ
る）

（1
（

。
こ
こ
で
春
臺
は
、
ま
ず
、『
孝
經
』『
論
語
』『
毛
詩
』

『
尚
書
』
の
四
部
の
書
の
、
訓
点
に
頼
ら
な
い
句
読
を
推
奨
す
る
。
続
い
て
「
四
部
ノ
書
既
ニ
誦
讀
習
熟
シ
テ
、
暗
記
ス
ル
ニ
至
ラ

バ
、
古
註
ノ
三
禮
、
周
易
、
并
ニ
春
秋
ノ
三
伝
、
國
語
ヲ
取
テ
讀
コ
ト
四
五
遍
ス
ベ
シ
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
孝
經
』『
論
語
』

『
毛
詩
』『
尚
書
』
に
は
じ
ま
り
、
続
い
て
古
註
三
禮
（
儀
禮
、
周
禮
、
禮
記
）、『
周
易
』、『
春
秋
』
三
伝
（
左
伝
、
公
羊
、
穀
梁
）、『
國

語
』
す
な
わ
ち
春
秋
外
伝
、
さ
ら
に
『
文
選
』
の
十
三
の
書
物
の
徹
底
し
た
通
読
、
し
か
も
「
直
読
」
に
よ
る
そ
れ
を
要
求
す
る
。

さ
ら
に
『
史
記
』『
漢
書
』
の
熟
読
が
必
須
と
さ
れ
、
加
え
て
『
資
治
通
鑑
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
書
物
が
推
奨
さ
れ
る
（『
倭

讀
要
領
』
巻
下
）。
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北
海
が
、
春
臺
の
よ
う
に
こ
れ
ら
す
べ
て
の
完
璧
な
読
了
を
厳
格
に
要
求
し
た
か
は
、
北
海
門
下
に
お
け
る
指
導
の
様
相
を
記
録

し
た
史
料
な
ど
を
使
っ
て
の
解
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
書
く
」
こ
と
に
い
た
る
以
前
に
、「
文
字
」
を
「
腹
中
」
に
貯
め

る
べ
く
、
相
当
量
の
読
書
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
、「
其
看
ル
書
ノ
外
、
堅
ク
禁
シ
テ
傍
ニ
置
ベ
カ
ラ
ズ
。
参
考
シ
タ
キ
書
ア
ラ
ハ
、

其
所
斗
リ
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
外
ヲ
見
テ
心
ヲ
分
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
し
、
さ
ら
に
は
原
則
と
し
て
「
凡
テ
論
孟
讀
法
ニ
少
モ
背
カ
ヌ
様
ニ

心
ガ
ク
ベ
シ
」（『
讀
書
準
縄
』
三
ウ
～
四
オ
、
前
出
）
と
、
読
む
べ
き
書
物
、
そ
し
て
読
み
方
ま
で
も
厳
格
に
限
定
す
る
崎
門
の
教
え

と
は
些
か
異
な
る
主
張
で
あ
る
。

　

さ
き
に
引
用
の
「
作
文
第
二
則
」
の
「
ハ
ヤ
唐
詩
選
ナ
ド
ヲ
ト
リ
マ
ワ
シ
テ
」「
文
章
ヲ
作
リ
オ
ボ
エ
ン
ト
」
す
る
こ
と
は
、「
詩

文
章
ノ
出
来
ヌ
基
ナ
リ
」
と
の
批
判
に
続
け
て
曰
く
、

學
徒
ノ
カ
ヽ
ル
志
ヲ
窺
ヒ
テ
、
書
肆
ノ
賈
人
、
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
ニ
相
謀
リ
テ
唐
詩
礎
、
明
詩
礎
、
詩
筌
、
詩
聯
、
何
ノ
カ
ノ

ト
詩
ノ
キ
リ
ツ
ギ
ヲ
ス
ル
小
冊
子
、
近
年
ニ
至
リ
テ
ハ
、
イ
ヤ
カ
上
ニ
ア
リ
テ
、
ソ
レ
ラ
ノ
書
ヲ
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
詩
ト

云
フ
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
出
来
ル
ユ
ヘ
、
文
章
モ
左
様
ノ
仕
方
ア
ル
ベ
シ
。
時
師
ニ
問
ヒ
尋
ネ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
利
口
ナ
ル
捷
径
モ
ア
ラ

ン
。

（
巻
之
六
、
四
ウ
～
五
オ
）

　

詩
作
の
参
考
書
が
出
回
り
、
そ
れ
ら
の
「
書
ヲ
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
」「
詩
ノ
キ
リ
ツ
ギ
」
を
行
な
う
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
蘐
園
の
諸
学
に
よ
る
古
文
辞
つ
ぎ
は
ぎ
批
判
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
春
臺
が
同
学
の
こ
の
営
み

を
執
拗
に
批
判
し
た
の
と
軌
を
一
に
す
る）

（1
（

。

　

こ
の
文
に
続
け
て
「
書
肆
ノ
賈
人
、
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
ニ
相
謀
リ
テ
」
参
考
書
を
乱
造
、
結
果
「
手
引
ニ
ス
ベ
キ
小
冊
子
頗
ル
多

ク
、
コ
レ
ラ
ヲ
便
リ
ニ
ワ
ケ
モ
聞
エ
ヌ
尺
牘
ナ
ド
ツ
ヾ
リ
テ
時
師
ニ
潤
色
ヲ
乞
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ハ
カ
バ
カ
シ
ク
正
削
モ
出
来
ズ
」
と
、
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詩
作
を
試
み
る
も
遂
げ
ず
に
い
る
滑
稽
を
揶
揄
す
る
。「
尺
牘
」
の
流
行
に
つ
い
て
も
触
れ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
『
滄
溟
先
生
尺

牘
』
は
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
～
一
七
五
九
）
の
校
訂
に
よ
る
も
の
が
多
く
出
回
っ
た
。
上
の
文
章
の
「
此
カ
シ
コ
ノ
先
生
」「
時
師
」

の
一
人
は
南
郭
で
あ
っ
た
ろ
う
。
北
海
は
、「
キ
リ
ツ
ギ
」「
ア
チ
コ
チ
ト
リ
合
セ
テ
」
の
詩
作
を
忌
避
し
、
作
詩
、
作
文
に
か
か
る

以
前
に
、「
腹
中
ニ
其
（
文
字
、
文
章

─
筆
者
）
蓄
出
来
」
る
ま
で
周
到
な
読
書
に
従
事
す
る
こ
と
を
主
唱
し
た
。

　
「
作
文
第
四
則
」
で
北
海
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
、
漢
土
ノ
文
ニ
ナ
ラ
ヒ
テ
書
カ
ラ
ハ
、
漢
土
ノ
人
コ
レ
ヲ
見
テ
モ
カ
ヽ
ル
事
ト
合
點
ス
ル
ニ
テ
ナ
ク
テ
ハ
、
本
意
ナ
ラ
ザ
ル

ニ
似
タ
リ
。
然
レ
バ
我
邦
ノ
假
名
又
俗
文
ナ
ラ
バ
、
箇
様
ニ
書
ク
事
ナ
レ
ド
モ
、
漢
土
ノ
文
ニ
テ
ハ
カ
ヤ
ウ
ニ
書
ト
イ
フ
、
其

カ
キ
方
ヲ
覺
ユ
ル
ヲ
、
文
章
ノ
地
ヲ
學
ブ
ト
云
ナ
リ
。
其
地
ヲ
書
覺
ユ
ル
マ
デ
ハ
何
レ
ノ
書
、
イ
ツ
レ
ノ
文
ニ
テ
モ
去
嫌
ヒ
ナ

ク
漢
土
人
ノ
書
タ
ル
ニ
テ
サ
ヘ
ア
ラ
バ
、
其
書
カ
タ
ハ
皆
吾
ガ
文
ヲ
學
ブ
手
本
ナ
リ
ト
思
ヒ
テ
書
ナ
ラ
フ
ガ
ヨ
シ
。



（
巻
之
六
、
七
オ
～
ウ
）

　
「
漢
土
ノ
文
」
の
「
カ
キ
方
ヲ
覺
ユ
ル
ヲ
、
文
章
ノ
地
ヲ
學
ブ
ト
云
」、「
去
嫌
ヒ
ナ
ク
漢
土
人
ノ
書
タ
ル
」
を
「
皆
吾
ガ
文
ヲ
學

ブ
手
本
」
と
す
べ
し
と
は
、
北
海
に
お
け
る
原
語
へ
の
意
識
の
高
さ
を
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
つ
づ
け
て
「
両
漢
ノ
散
文
ノ
四
六
ノ

韓
柳
（
中
略
）
李
王
ノ
古
文
ノ
古
文
辞
ノ
何
ノ
カ
ノ
ト
イ
フ
」
こ
と
に
は
頓
着
す
る
な
と
述
べ
て
お
り
（
巻
之
六
、
七
ウ
～
八
オ
）、
特

定
の
時
代
の
特
定
の
文
筆
家
の
文
体
・
文
法
へ
の
固
執
は
忌
避
す
べ
し
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ま
た
一
方
で
は
、『
授
業
編
』
に
は
「
四
聲
五
音
」「
唐
音
」
と
の
項
目
が
あ
る
の
は
触
れ
た
（
巻
三
所
収
）。
こ
れ
ら
の

項
目
も
含
め
、
徂
徠
『
譯
文
筌
蹄
』「
題
言
十
則
」、
そ
し
て
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
な
ど
の
吟
味
を
通
じ
て
の
、
外
国
語
と
し
て
の
古

代
中
国
語
の
認
識
、
原
音
、
原
語
序
に
通
暁
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
指
摘
が
散
見
さ
れ
る
。『
授
業
編
』
は
一
七
八
三
年
の
刊
で
あ
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り
、
す
で
に
徂
徠
学
が
敬
遠
さ
れ
て
久
し
い
時
期
の
書
と
い
え
る
。
ま
た
、
徂
徠
、
春
臺
以
降
は
蘐
園
の
諸
学
の
間
で
も
原
語
そ
の

も
の
に
迫
る
「
言
語
研
究
」
が
振
興
し
た
と
は
い
え
な
い
。
か
よ
う
な
時
代
に
北
海
は
、
一
七
一
一
年
刊
の
『
譯
文
筌
蹄
』、
一
七

二
八
年
刊
の
『
倭
讀
要
領
』
に
あ
ら
わ
れ
る
原
語
重
視
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

三　
『
讀
書
準
縄
』『
授
業
編
』、
そ
し
て
洋
学
学
習
の
実
相

　

前
節
、
前
々
節
で
み
た
よ
う
に
、
田
中
知
周
『
讀
書
準
縄
』
と
北
海
『
授
業
編
』
に
お
け
る
諸
々
の
指
導
要
領
は
、「
何
を
」
読
む

か
、
参
照
す
べ
き
か
の
み
な
ら
ず
、
読
み
方
の
「
形
式
」、
議
論
の
内
容
、
さ
ら
に
そ
の
「
仕
方
」、「
形
式
」
を
規
定
す
る
。
こ
れ
ら

の
書
は
、
学
習
者
に
広
汎
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
知
的
習
慣
と
そ
の
集
合
的
意
味
を
呈
示
す
る
も
の
で
あ
る）

（1
（

。「
本
を
読
む
」
過
程
で
実

現
さ
れ
る
「
意
味
の
創
出
作
用
」
は
「
本
そ
の
も
の
と
は
別
」
で
あ
り
、「
読
み
手
」
に
備
わ
る
理
解
の
「
形
式
」「
形
態
」
は
特
定

の
時
間
、
場
所
、
そ
し
て
集
団
の
性
質
に
よ
り
「
歴
史
的
に
」
決
定
さ
れ
る
と
は
Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
の
言
で
あ
る）

11
（

が
、『
讀
書
準
縄
』

に
指
南
さ
れ
る
「
独
看
」
に
お
け
る
精
確
な
読
み
の
要
求
、「
会
読
」「
質
講
」
に
お
け
る
精
緻
で
辛
辣
な
討
議
は
、
相
乗
的
有
機
的

に
個
々
の
読
み
手
の
読
書
習
慣
を
醸
成
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
武
田
勘
治
、
石
川
謙
ら
の
研
究
が
示
す
と
こ
ろ

の
藩
学
の
諸
学
規
に
あ
ら
わ
れ
る
素
読
、
聴
講
、
質
講
、
会
業
の
仕
方
と
も
大
い
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
素
読
か
ら
輪
講
（
会
読
）
ま
で
の
教
授
法
は
、
そ
の
ま
ま
幕
府
の
洋
学
学
問
所
、
す
な
わ
ち
蕃
書
調
所
、
そ

の
後
の
開
成
所
の
教
授
法
と
な
っ
て
い
る
事
実
は
、
茂
住
實
男
の
一
連
の
研
究
に
詳
細
に
実
証
さ
れ
て
い
る）

1（
（

。
茂
住
の
研
究
を
要
約

す
る
と
、「
先
ず
句
読
教
授
に
つ
き
、
個
人
教
授
で
、
文
法
教
科
書
の
句
読
＝
読
み
方
を
学
」
び
、
続
い
て
「
英
文
を
素
読
」、「
何

十
回
と
な
く
反
復
練
習
」
し
、
文
法
、
訳
読
の
力
を
蓄
積
し
た
後
「
会
読
課
程
」
に
す
す
む
。
こ
の
課
程
は
、
独
力
で
の
英
文
理
解

の
た
め
の
入
念
な
下
調
べ
→
輪
講
に
お
け
る
発
表
→
質
疑
へ
の
回
答
→
間
違
い
の
訂
正
と
復
読
を
含
む
課
程
で
あ
る）

11
（

。
こ
の
、
茂
住

に
よ
っ
て
描
か
れ
る
学
習
課
程
は
、
ま
さ
し
く
『
讀
書
準
縄
』、
藩
学
の
「
学
規
」
に
あ
る
学
習
の
「
仕
方
」
に
関
す
る
規
定
そ
の
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も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
江
戸
後
期
の
宇
田
川
塾
、
安
懐
堂
、
象
先
堂
と
い
っ
た
蘭
学
塾
、
さ
ら
に
は
箕
作
秋
坪
の
三
叉
学
舎
、
萌

芽
期
の
慶
應
義
塾
な
ど
英
学
塾
に
お
け
る
教
授
法
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た）

11
（

。

　

江
戸
後
期
の
蘭
学
塾
、
幕
末
の
洋
学
塾
の
教
授
課
程
の
具
体
相
の
こ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
茂
住
、
そ
し
て
一
部
は
森
岡
健

二
の
諸
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い）

11
（

。
こ
こ
で
は
、
学
習
者
の
知
的
習
慣
醸
成
に
つ
な
が
る
当
時
の
学
習
の
「
仕
方
」、
企
図
さ
れ
た
学

習
方
法
が
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
、
知
的
習
慣
の
醸
成
に
寄
与
し
て
い
た
か
を
語
る
史
料
、
と
く
に
「
被
」
教
育
者
側
の
教
育
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
記
述
を
史
料
と
し
て
注
目
し
て
み
た
い
。
と
く
に
平
沼
淑
郎
『
鶴
峯
漫
談）

11
（

』、
菊
池
（
箕
作
）
大
麓
の
講
演
録）

11
（

、
さ

ら
に
は
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉
伝）

11
（

』
な
ど
は
、
右
の
目
的
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
ず
、
三
叉
学
舎
に
お
け
る
教
授
の
仕
方

の
実
相
に
つ
い
て
描
い
た
『
鶴
峯
漫
談
』
を
み
る
。

意
義
の
解
釋
に
は
師
弟
共
に
渾
身
の
力
を
入
れ
て
、
微
細
の
點
も
輕
々
看
過
し
な
か
つ
た
。
こ
れ
が
や
は
り
漢
學
修
習
の
遺
風

を
そ
の
ま
ゝ
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
當
時
外
國
語
を
習
ふ
の
に
兩
様
の
法
が
あ
つ
て
、
こ
れ
を
正
則
變
則
と
い
つ
た
。
正
則
と

い
ふ
の
は
、
先
づ
綴
字
發
音
か
ら
精
確
に
し
て
進
む
の
で
あ
つ
た
、
變
則
と
い
ふ
の
は
發
音
は
第
二
位
に
置
い
て
、
意
義
の
解

釋
を
專
ら
に
す
る
の
で
あ
る
。
三
叉
学
舍
や
慶
應
義
塾
の
教
授
法
は
後
者
に
属
す
る
。
そ
の
優
劣
は
今
日
の
人
を
し
て
言
は
し

む
れ
ば
、
甚
だ
明
瞭
で
あ
ら
う
が
、
當
時
に
在
つ
て
は
、
變
則
の
方
が
讀
書
力
を
養
成
す
る
上
に
於
い
て
遥
か
に
優
つ
て
ゐ
る

と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
た）

11
（

。

　

こ
の
後
段
に
は
「
こ
れ
（
輪
講

─
筆
者
）
に
よ
つ
て
讀
書
力
が
非
常
に
進
ん
だ
こ
と
は
爭
は
れ
ぬ
。
近
来
の
や
う
に
一
教
室
に

多
人
数
を
詰
め
込
ん
で
大
量
教
授
を
す
る
場
合
に
は
と
て
も
こ
ん
な
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
得
な
い
が
（
中
略
）
こ
れ
（
輪
講

─

筆
者
）
を
斟
酌
し
た
何
等
か
の
法
を
講
じ
た
な
ら
ば
學
生
の
讀
書
力
を
進
む
る
上
に
大
い
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ら
う
か
と
思
つ
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て
い
る
」
と
あ
る）

11
（

。
実
用
英
語
の
習
得
、
発
音
の
学
習
は
い
ざ
し
ら
ず
、
と
り
わ
け
「
読
書
力
」
の
向
上
に
は
、「
輪
講
」
を
軸
と

す
る
「
變
則
」
の
読
書
機
会
が
、「
當
時
」
の
み
な
ら
ず
、
時
を
超
え
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
平
沼
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示

そ
う
。

　
『
鶴
峯
漫
談
』
に
は
「
輪
講
」
の
仕
方
に
関
す
る
具
体
的
叙
述
が
あ
り
、「
白
點
」「
黒
點
」
を
用
い
て
学
力
の
優
劣
を
明
示
す
る

こ
と
を
常
と
す
る
「
輪
講
」
は
、
参
加
者
を
し
て
「
戰
場
に
出
る
眞
劍
味
を
以
て
教
室
に
出
」
る
こ
と
、「
ロ
ン
ド
ン
條
約
案
」
検

討
の
「
委
員
會
に
於
け
る
首
相
外
相
海
相
の
席
に
出
る
前
」
の
ご
と
き
の
「
苦
労
」
を
強
い
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
平
沼
自
身

「
質
問
攻
め
で
泣
い
た
こ
と
が
廔
あ
つ
た
」
と
述
懐
す
る）

11
（

。「
輪
講
」
と
い
う
「
制
度
」
の
実
相
を
描
写
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
制

度
が
、
ど
の
よ
う
な
水
準
の
知
的
「
習
慣
」
を
醸
成
し
得
た
か
を
も
示
唆
し
よ
う
。

　

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
伝
』
に
は
、
永
田
健
助
に
よ
る
慶
應
義
塾
萌
芽
期
、
新
銭
座
時
代
の
英
学
学
習
の
様
子
の
描
写
も
載
せ
る

が
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

輪
講
と
く
る
と
、
な
か
〳
〵
一
時
間
や
二
時
間
で
は
済
ま
ぬ
、
大
抵
午
前
が
素
読
講
義
時
間
で
、
午
後
に
輪
講
を
始
め
る
例
で
、

必
ず
夕
刻
ま
で
掛
る
。
学
力
を
錬
磨
し
た
の
は
即
ち
輪
講
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
漢
学
伝
来
の
輪
講
と
同
一
の
方
法
で
あ
つ
て
、

同
級
生
一
同
集
ま
り
、
各
生
一
ペ
ー
ジ
な
り
、
半
ペ
ー
ジ
な
り
受
持
を
定
め
、
其
文
義
を
解
釈
す
る
の
で
、
甲
が
受
持
を
誤
解

す
れ
ば
乙
に
迴
は
し
、
乙
が
こ
れ
を
正
解
す
れ
ば
、
甲
は
黒
点
、
乙
は
白
点
を
取
る
仕
組
で
あ
る
。
若
し
乙
も
亦
誤
れ
ば
丙
に

迴
は
し
、
丙
も
否
な
れ
ば
丁
に
、
終
に
末
席
者
ま
で
迴
は
り
、
其
者
が
首
尾
よ
く
遂
行
す
れ
ば
、
一
同
が
黒
点
を
付
せ
ら
れ
て
、

其
者
独
り
白
点
を
取
る
の
で
、
優
勝
劣
敗
覿
面
に
判
明
し
、
其
の
結
果
は
学
級
の
昇
降
は
勿
論
の
こ
と
、
月
末
寄
宿
席
を
換
ゆ

る
と
き
の
良
席
先
取
権
に
ま
で
関
係
を
及
ぼ
す
か
ら
、
会
読
の
た
め
に
惰
生
さ
へ
も
勉
強
し
た
。
こ
れ
が
た
め
深
夜
寝
静
り
た

る
頃
窃
か
に
書
を
繙
き
思
を
凝
ら
す
徒
も
随
分
あ
つ
た）

1（
（

。
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こ
こ
で
も
、
黒
点
白
点
に
よ
る
競
争
原
理
を
内
包
し
た
輪
講
の
様
子
が
語
ら
れ
る
が
、
と
く
に
、「
輪
講
」
が
「
文
義
解
釈
」
の

精
微
を
目
指
し
た
独
力
で
の
入
念
な
下
準
備
を
前
提
と
す
る
点
に
い
ま
一
度
着
目
し
た
い
。
箕
作
の
「
三
叉
学
舎
」
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
っ
た
様
子
が
、『
鶴
峯
漫
談
』
に
語
ら
れ
て
い
る
。

今
日
行
は
れ
て
い
る
教
育
教
授
の
方
法
を
觀
る
と
、
教
授
は
多
數
學
生
の
興
味
を
惹
く
こ
と
を
主
と
し
、
學
生
は
學
校
の
教
室

で
學
ん
だ
こ
と
を
、
そ
の
場
限
り
に
放
擲
し
去
つ
て
、
更
ら
に
復
習
を
し
な
い
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
小
生
ど
も
は
そ
の
日

そ
の
日
の
課
業
を
了
へ
て
家
に
帰
る
と
、
必
ら
ず
先
づ
復
習
を
し
た
。
復
習
は
業
餘
の
業
で
は
な
く
て
、
日
課
の
一
つ
に
定
ま

つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
翌
日
教
授
を
受
く
べ
き
學
科
に
就
い
て
は
下
見
を
缺
か
さ
な
か
つ
た
。
下
見
と
い
ふ
の

は
今
日
の
語
で
い
ふ
と
豫
習
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
豫
習
を
し
て
教
場
に
臨
ま
な
い
と
非
常
な
後
れ
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
つ
た
。（
中
略
）
箕
作
塾
の
項
で
、
輪
講
の
こ
と
を
い
つ
て
置
い
た
が
、
そ
の
席
に
出
る
前
に
は
必
ら
ず
豫
習
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
豫
習
と
い
つ
て
も
た
ゞ
尋
常
一
様
の
豫
習
に
止
ら
ず
し
て
、
か
く
質
問
の
矢
を
放
た
れ
る
ば
か
う
答
辯
し
や
う
、

あ
ゝ
難
詰
さ
る
れ
ば
、
ど
う
突
破
し
よ
う
と
い
ふ
こ
と
に
腐
心
焦
慮
し
た
の
で
あ
つ
た
。
幾
遍
と
な
く
字
書
を
繙
閲
す
る
。
何

回
と
な
く
語
句
の
解
釋
を
考
へ
直
す
。
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
日
夕
倦
怠
な
く
従
事
し
た）

11
（

。

　

こ
こ
で
上
の
述
懐
を
、
と
く
に
第
一
節
で
検
討
し
た
『
讀
書
準
縄
』
に
お
け
る
学
習
指
南
に
鑑
み
て
考
察
し
よ
う
。
平
沼
は
、
下

見
（
予
習
）
は
「
た
ゞ
尋
常
一
様
の
豫
習
」
で
は
な
く
、「
難
詰
」
に
適
宜
対
応
す
べ
く
「
腐
心
焦
慮
」、
周
到
な
字
句
・
語
句
の
意

味
の
精
査
、
解
釈
が
不
可
欠
の
課
程
で
あ
っ
た
と
述
懐
す
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
『
讀
書
準
縄
』「
下
見
」
の
項
に
お
け
る
「
一
字
云

云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
ノ
句
ハ
某
ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス

ル
ヲ
看
」
る
べ
し
と
の
指
南
と
通
じ
る
。
平
沼
が
怠
ら
ず
行
な
っ
た
と
す
る
「
復
習
」
は
「
日
課
の
一
つ
」
で
、「
業
餘
の
業
で
は
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な
」
か
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
も
、
自
省
的
に
間
違
い
を
問
い
詰
め
る
復
習
を
講
義
当
日
の
夜
に
行
な
う
こ
と
を
指
南
す
る
『
讀
書

準
縄
』
の
「
復
読
」
に
通
じ
る
。

　

そ
し
て
、「
輪
講
」
で
あ
る
。
平
沼
の
い
う
「
戰
場
に
出
る
眞
劍
味
」、「
首
相
外
相
海
相
の
席
に
出
る
前
」
の
ご
と
き
の
「
苦

労
」
を
強
い
る
性
質
の
輪
講
は
、『
讀
書
準
縄
』
に
て
質
講
が
「
婦
女
ノ
衣
ヲ
洗
フ
」
ご
と
き
の
鍛
錬
に
譬
え
ら
れ
、
足
で
踏
み
つ

け
揉
み
し
ご
き
、「
垢
ヲ
去
リ
」
清
水
で
濯
ぐ
ご
と
き
要
領
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
質
講
が
「
師
友
ニ
痛
ク
戒
メ
ラ
ル
ヽ
」「
眞
劔

勝
負
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
に
相
通
じ
よ
う
。

　

平
沼
は
、
箕
作
秋
坪
、
菊
池
大
麓
ら
と
同
じ
津
山
藩
出
身
、
石
河
は
水
戸
藩
士
で
あ
る
。
津
山
藩
「
修
道
館
」
の
「
教
則
」
二

「
授
業
方
法
」
に
は
、「
素
讀
會
讀
復
讀
獨
見
等
ノ
法
ヲ
定
メ
秩
然
進
學
ノ
序
ヲ
紊
サ
ス
其
學
力
ノ
進
ム
モ
ノ
ハ
復
講
輪
講
等
ヲ
ナ
サ

シ
ム
」
と
あ
り
、
そ
の
後
段
に
「
階
級
ヲ
立
テ
名
札
ヲ
掲
ケ
勤
惰
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
上
下
シ
競
進
セ
シ
メ
倦
マ
サ
ラ
ン
」
と
記
さ
れ
て
い

る
）
11
（

。
津
山
藩
で
『
讀
書
準
縄
』
が
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
管
見
の
限
り
な
く
、
右
の
「
教
則
」
も
同
書
の
ご
と
く
読
法
、
会
講
の
や
り

方
を
事
細
か
に
説
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
平
沼
の
回
顧
は
、
津
山
藩
藩
学
に
お
け
る
周
到
な
学
習
の
奨
励
装
置
と
し
て
の
競
争

的
会
読
課
程
の
存
在
を
推
知
さ
せ
る
に
十
分
と
い
え
よ
う
。

　

か
よ
う
な
、「
競
争
」
を
介
在
さ
せ
た
会
読
、
輪
講
、
復
講
と
い
っ
た
学
習
課
程
が
、
北
は
仙
台
、
米
沢
、
会
津
の
諸
藩
か
ら
、

松
代）

11
（

、
前
橋
、
関
宿
、
掛
川
、
浜
松
、
加
賀
、
大
野
（
越
前
）、
淀
、
神
戸
（
伊
賀
）、
竜
野
、
松
江
、
さ
ら
に
は
九
州
の
福
岡
、
佐
賀
、

熊
本
な
ど
、
日
本
全
国
の
多
く
の
藩
学
の
学
習
課
程
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
田
勉
の
研
究
で
も
例
証
さ
れ
て
い

る
）
11
（

。
備
中
井
原
の
「
興
譲
館
」
は
明
治
初
期
の
民
権
運
動
家
を
多
く
輩
出
し
た
一
橋
領
の
郷
校
で
あ
る
が
、
初
代
塾
長
阪
谷
朗
廬
の

手
に
よ
る
学
規
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
「
家
塾
生
ニ
示
ス
心
得
書
」「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
が
あ
り）

11
（

、
後
者
に
は
以
下
が
あ
る
。

席
上
、
題
ヲ
発
ス
ル
モ
亦
、
宿
題
ノ
数
ノ
如
ク
シ
韻
分
ノ
字
ヲ
ト
ル
、
詩
家
、
文
ヲ
為
リ
、
文
家
、
詩
ヲ
為
ル
、
唯
、
興
ノ
適
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ス
ル
所
、
必
ズ
シ
モ
拘
束
セ
ズ
。
既
ニ
成
リ
、
輪
観
ノ
後
、
各
人
携
ヘ
帰
リ
、
推
敲
錬
磨
、
後
会
ノ
期
ニ
至
リ
テ
宿
題
ト
与
ニ

連
写
シ
、
再
ビ
携
ヘ
テ
席
ニ
上
リ
、
之
ヲ
会
幹
ニ
付
ス
。（
中
略
）
宿
題
詩
文
成
ラ
ザ
ル
者
ハ
、
贖
フ
ニ
茶
菓
、
或
ハ
下
物
一

品
ヲ
以
テ
シ
、
会
ニ
当
リ
テ
親
シ
ク
携
ヘ
テ
以
テ
歓
ヲ
助
ケ
、
其
ノ
会
セ
ズ
シ
テ
、
専
价
鳴
謝
セ
ザ
ル
者
ハ
、
同
社
督
責
シ
、

罰
ハ
其
ノ
宜
シ
キ
ニ
随
ヒ
、
席
上
ノ
作
成
ラ
ザ
ル
者
ハ
、
罰
ス
ル
ニ
、
一
大
盃
ヲ
以
テ
シ
…
…）

11
（

　

こ
れ
は
特
定
の
書
物
の
「
会
読
」
で
は
な
く
、
各
々
の
作
品
の
「
輪
観
」
に
関
す
る
規
約
で
あ
る
が
、
参
加
者
全
員
で
の
作
品
の

論
評
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
の
「
帰
り
視
」、「
推
敲
錬
磨
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。『
讀
書
準
縄
』
の
激
烈
な
学
習
指
導
に
比

べ
る
と
、
詩
文
の
宿
題
を
忘
れ
た
者
が
そ
れ
を
「
贖
フ
ニ
茶
菓
」、「
鳴
謝
」
の
な
い
者
に
対
し
て
は
「
督
責
シ
」
と
あ
る
も
「
罰
ハ

其
ノ
宜
シ
キ
ニ
随
ヒ
」、「
罰
ス
ル
ニ
、
一
大
盃
ヲ
以
テ
」
す
る
な
ど
、
随
分
と
ゆ
る
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
、
作
品
を

会
員
の
間
で
「
輪
観
」
し
、「
帰
り
視
」
に
て
「
推
敲
錬
磨
」
し
、「
後
会
ノ
期
ニ
至
リ
テ
宿
題
ト
与
ニ
連
写
」、「
再
ビ
携
ヘ
テ
席
ニ

上
」
る
こ
と
が
規
約
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
田
も
引
く
掛
川
藩
の
「
經
誼
館
掲
示
」
に
「
問
難
論
究
」「
問
難
討
論
」
が
標
榜
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
腐
心
焦
慮
」
を
強
要
す

る
「
質
問
の
矢
」「
難
詰
」
を
日
常
と
す
る
平
沼
の
学
習
環
境
を
思
い
起
こ
さ
せ
、「
疑
ヒ
有
ラ
バ
必
ズ
問
ヒ
、
問
ヒ
有
ラ
バ
必
ズ
窮

メ
、
窮
メ
ザ
レ
バ
措
カ
ザ
ル
ナ
リ
」（
同
「
掲
示
」）
と
の
文
言
は
、
こ
れ
が
幕
末
考
証
学
の
大
家
松
崎
慊
堂
の
手
に
よ
る
に
お
い
て

は
必
然
と
も
い
え
る
が
、「
窮
メ
ザ
レ
バ
措
カ
ザ
ル
」
学
習
態
度
は
「
意
義
の
解
釋
」
に
「
渾
身
の
力
を
入
れ
」、「
微
細
の
點
も

輕
々
看
過
し
な
か
つ
た
」
と
の
平
沼
の
述
懐
に
相
通
じ
る
。
さ
ら
に
は
、
第
一
節
で
検
討
し
た
『
讀
書
準
縄
』
で
力
説
さ
れ
る
学
習

法
と
軌
を
一
に
す
る
。
幕
末
の
漢
学
学
習
は
、
崎
門
、
徂
徠
、
折
衷
、
考
証
と
い
っ
た
学
統
学
派
を
問
わ
ず
、
密
度
の
濃
い
考
究
、

討
究
を
必
須
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
知
的
習
慣
に
注
意
を
払
い
た
い
。
た
し
か
に
、
平
沼
自
身
「
正
則
式
の
方
面
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に
於
い
て
は
」「
小
生
は
い
つ
も
劣
等
の
地
位
に
在
つ
た
」
と
吐
露
す
る）

11
（

よ
う
に
、「
漢
学
修
習
の
遺
風
」
で
あ
る
「
變
則
」
の
英
語

学
習
は
、
実
用
的
英
語
の
習
得
に
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
言
語
習
得
の
方
法
と
し
て
の
意

味
よ
り
も
、
も
っ
と
根
底
的
な
知
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
に
着
目
し
た
い
。
た
と
え
ば
以
下
の
西
周
の
論
は
、
本
章
で
考
察
し
た
ご

と
き
の
儒
学
（
そ
し
て
の
ち
に
は
英
学
）
の
学
習
過
程
に
培
わ
れ
る
素
養
が
い
か
な
る
意
味
で
重
要
か
を
考
え
る
に
示
唆
的
で
あ
る
。

余
近
日
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
性
理
書
ヲ
読
ミ
、
感
ズ
ル
所
ア
リ
。（
中
略
）
旅
客
佐
兵
官
ワ
ル
ポ
ー
ル
ノ
言
ニ
、
三
維
斯
（
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ

─
筆
者
）
島
ノ
住
民
ニ
就
テ
其
授
業
師
ノ
発
見
セ
ル
事
ア
リ
。
其
土
人
ノ
教
育
、
早
歳
ニ
在
テ
ハ
固
ヨ
リ
高
上
ノ
学

問
ニ
非
ズ
シ
テ
、
唯
記
性
ノ
好
キ
ト
暗
誦
復
読
等
ノ
事
ニ
止
ル
ト
雖
モ
、
其
進
歩
甚
ダ
速
カ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
是
ニ
継
テ
思

慮
ノ
能
力
ヲ
練
熟
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
。
是
、
其
人
単
素
ナ
ル
念
ハ
容
易
ニ
受
ケ
得
ル
ト
雖
モ
、
組
織
セ
ル
念
慮
ハ
之
ヲ
作
ル
コ

ト
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。（
中
略
）
黒
児
ハ
白
児
ニ
比
ス
ル
ニ
智
ノ
前
進
敏
捷
ナ
リ
ト
。
然
ル
ニ
後
来
ニ
至
リ
心
意
開
発
セ
ズ
、
是

唯
樹
ニ
シ
テ
能
実
ヲ
結
ベ
ド
モ
熟
セ
ザ
ル
ガ
如
シ
ト
。
又
ア
ン
ダ
マ
ン
島
ノ
児
童
ノ
事
ヲ
記
セ
ル
書
ニ
モ
、
其
児
童
言
語
ヲ
覚

エ
テ
之
ヲ
反
復
ス
ル
ハ
速
カ
ニ
且
容
易
ナ
レ
ド
モ
、
此
語
ヲ
相
通
ジ
タ
ル
観
念
ヲ
以
テ
結
合
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
。（
中
略
）

新
西
蘭
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

─
筆
者
）
人
ノ
如
キ
、
発
明
ノ
才
智
ナ
ク
概
括
ノ
観
念
ナ
シ
。
然
ル
ニ
初
学
ニ
ハ
差
支
ア
ル
ニ

非
ズ
。
十
歳
許
ノ
小
児
ハ
英
ノ
小
児
ヨ
リ
一
層
敏
捷
ナ
レ
ド
モ
、
唯
高
キ
能
力
ヲ
発
達
ス
ル
ニ
ハ
英
児
ト
均
シ
ク
教
授
ス
可
ラ

ザ
ル
ナ
リ
。
凡
テ
此
等
ノ
事
並
ニ
瑣
細
ナ
ル
事
ニ
就
テ
精
微
ナ
ル
理
ヲ
穿
鑿
ス
ル
論
弁
ヲ
理
会
ス
ル
ハ
我
々
ニ
テ
モ
力
ノ
及
バ

ザ
ル
コ
ト
屡
コ
レ
ア
ル
ガ
如
ク
、
其
理
由
ハ
智
力
単
素
ナ
ル
ヲ
以
テ
知
覚
ス
ベ
キ
関
係
ノ
夾
雑
組
織
セ
ル
者
ニ
相
応
給
ス
ル
コ

ト
能
ハ
ザ
ル
ニ
在
リ）

1（
（

。

　

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
る
民
族
ご
と
の
「
能
力
」
の
特
徴
と
そ
の
優
劣
に
関
す
る
十
九
世
紀
的
見
解
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
西
の
理
解
に
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つ
い
て
、
今
は
そ
の
是
非
は
問
わ
な
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
現
地
人
（〝
土
人
〟）
の
特
徴
と
し
て
、「
思
慮
ノ
能
力
ヲ
練
熟
ス
ル
コ

ト
ナ
」
き
こ
と
、「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
欠
如
、「
後
来
ニ
至
」
っ
て
の
「
心
意
開
発
」
な
き
こ
と
、
実
を
結
べ
ど
も
熟
せ
ざ
る
こ
と
、

「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
」
す
る
に
能
わ
ぬ
こ
と
、「
概
括
ノ
観
念
」
な
き
こ
と
等
が
、
負
の
特
徴
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

西
は
右
の
論
に
続
け
て
、〝
創
造
発
明
の
源
〟（
中
国
と
ギ
リ
シ
ャ
）
と
辺
境
諸
国
家
（
西
欧
と
日
本
）
と
の
知
的
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、

辺
境
諸
国
家
は
〝
発
明
源
〟
国
を
「
師
と
せ
ざ
る
を
得
ず
」
と
雖
も
、「
唯
踏
襲
模
倣
」
を
そ
の
責
務
と
す
べ
き
で
は
な
く
、「
前
段

ニ
云
ヘ
ル
早
歳
能
語
ヲ
記
ス
レ
ド
モ
結
合
ノ
力
乏
シ
キ
者
」（
す
な
わ
ち
西
の
い
う
と
こ
ろ
の
〝
土
人
〟
の
国
の
人
び
と
）
に
対
し
、
辺
境

諸
国
の
人
び
と
の
責
務
と
し
て
の
、
応
用
段
階
、
高
等
な
次
元
で
の
知
的
営
為
へ
の
従
事
を
示
唆
し
、
そ
の
中
で
右
の
タ
ー
ム
が
想

起
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
西
の
、
中
国
・
ギ
リ
シ
ャ
＝
「
早
歳
能
語
を
記
す
」
／
日
本
・
西
欧
＝
「
結
合
ノ
力
乏
シ
キ
者
ニ
非
ル
」
と
す
る
比
喩

は
、
か
な
り
の
飛
躍
と
い
え
、
誤
謬
と
す
ら
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
実
ヲ
結
」
ぶ
の
み
と
「
熟
」
す
こ
と
の
差
異
、
初
等
教
育
段

階
で
の
暗
誦
、
反
復
能
力
と
「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
」
す
る
能
力
の
違
い
を
明
瞭
に
示
し
、「
早
歳
ニ
在
テ
」「
其
進
歩
甚
ダ
速
カ
ナ
」

る
こ
と
、「
単
素
ナ
ル
念
」
へ
の
対
置
概
念
と
し
て
各
々
「
思
慮
ノ
能
力
」
の
「
練
熟
」、「
組
織
セ
ル
念
慮
」
の
語
彙
を
用
い
て
対

比
さ
せ
た
点
は
重
要
で
あ
る
。

　

平
沼
ら
の
述
懐
に
話
を
戻
そ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
平
沼
は
、「
讀
書
力
を
養
成
す
る
」
に
お
い
て
は
「
漢
學
修
習
の
遺

風
」
を
「
継
承
」
す
る
学
習
法
が
「
遥
か
に
優
つ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
英
語
の
実
用
性
は
さ
て
お
き
、
文
義
、
字
義
の
精
微
な

理
解
に
む
け
て
は
、
漢
学
の
「
修
習
」
課
程
に
一
般
的
で
あ
っ
た
学
習
の
「
仕
方
」
が
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
す
な
わ

ち
周
到
な
字
句
、
語
句
理
解
な
ど
の
下
準
備
の
辛
苦
の
過
程
に
お
い
て
培
わ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
石
河
も
、「
深
夜
寝
静
り
た

る
頃
窃
か
に
書
を
繙
き
思
を
凝
ら
す
」
ま
で
の
周
到
な
準
備
の
常
態
化
を
い
う
が
、
こ
れ
も
漢
学
世
界
で
の
「
輪
講
」
と
い
う
「
制

度
」
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
「
師
弟
共
に
渾
身
の
力
を
入
れ
て
、
微
細
の
點
も
輕
々
看
過
し
な
」
い
「
漢
學
修
習
の
遺
風
」
で
あ
り
、
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「
共
有
」
の
「
知
的
習
慣
」
醸
成
の
慣
習
的
側
面
と
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
菊
池
（
箕
作
）
大
麓
も
同
様
の
見
解
を

示
す
。月

六
回
輪
講
が
あ
つ
て
、
其
輪
講
に
は
或
一
人
か
讀
ん
て
其
意
味
を
講
ず
る
。
さ
う
す
る
と
其
他
の
者
が
そ
れ
に
問
を
か
け
る
。

そ
れ
で
其
講
じ
た
者
の
言
ふ
こ
と
と
説
が
違
へ
ば
反
對
の
説
を
述
べ
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
其
人
に
白
點
を
つ
け

て
講
し
た
人
に
黒
點
が
つ
く
。（
中
略
）
動
詞
に
付
い
て
總
て
の
變
化
を
聞
く
、
此
不
定
法
は
何
で
あ
る
か
、
半
過
去
の
二
人

稱
の
單
數
は
何
ん
で
あ
る
か
と
い
ふ
や
う
な
風
に
一
々
問
を
か
け
る
と
い
ふ
や
り
方
で
あ
り
ま
し
た
。（
中
略
）
此
等
の
方
法

は
今
日
の
方
法
よ
り
は
或
る
點
に
於
て
は
良
い
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
兎
に
角
今
日
の
教
へ
方
は
極
く
淺
い
教
へ
方
で
あ

る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す）

11
（

。

　

菊
池
は
続
け
て
「
生
徒
に
十
分
書
物
を
讀
ま
」
せ
る
こ
と
、「
其
書
物
の
意
味
」
の
吟
味
、「
讀
書
に
依
て
智
識
を
得
る
」、「
力
を

養
成
す
る
や
う
な
方
法
（
輪
講
）」
の
必
要
性
を
説
く
。「
輪
講
」
が
効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
が
、
な
ぜ
効
果
的
で
あ
っ
た
か
。

「
十
分
書
物
を
読
ま
」
せ
る
こ
と
、「
一
々
問
を
か
け
」
る
こ
と
が
、「
智
識
」、「
力
を
養
成
す
る
」
と
し
、「
極
く
深
く
教
へ
込
む
」

こ
の
学
習
方
法
が
、
平
沼
と
同
様
に
「
今
日
の
方
法
よ
り
は
或
る
點
に
於
て
は
良
い
」
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、

『
讀
書
準
縄
』
の
、「
朋
友
に
も
質
問
せ
よ
」「
三
度
モ
四
度
モ
質
講
セ
ヨ
」
と
の
指
南
に
通
じ
る
。

小　

括

　

前
田
勉
に
よ
る
会
読
と
い
う
学
習
課
程
の
も
つ
意
義
、
そ
の
幕
末
期
に
お
け
る
本
格
化
と
処
士
横
議
の
活
発
化
と
の
関
連
に
つ
い

て
の
指
摘
は
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
会
読
が
蘭
学
学
習
、
幕
末
の
英
学
学
習
の
学
習
課
程
の
中
枢
に
位
置
づ
い
て
い
た
こ
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と
に
関
す
る
茂
住
の
指
摘
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
等
級
制
、
学
級
制
の
寛
政
期
以
降
の
藩
学
教
育
に
お
け
る
普
及
も
教

育
史
諸
研
究
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
会
読
が
、
前
田
勉
の
主
張
す
る
「
処
士
横
議
」
の
前
提
と
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
前
田
が

援
用
す
る
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
性
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
が
前
提
と
す
る
共
同
体
の
在
り
方
の
再
検
討
も
含

め
、
今
後
、
別
次
元
で
の
論
証
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

し
か
し
、
周
到
な
字
句
、
語
句
理
解
な
ど
の
下
準
備
を
前
提
と
す
る
下
見
（
予
習
）、
容
赦
の
な
い
質
疑
応
答
を
旨
と
す
る
輪
講

課
程
、
そ
し
て
返
り
見
（
復
習
）
も
含
め
た
競
争
的
勉
学
を
奨
励
し
た
〝
旧
来
の
〟
漢
学
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
、
修
学
す
る
者
を
し

て
た
だ
安
穏
と
師
の
後
を
追
っ
て
読
誦
す
る
、
師
に
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
い
わ
れ
た
と
お
り
に
丸
覚
え
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
を

許
さ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
字
義
、
文
意
を
鋭
意
探
索
し
、
十
全
な
る
根
拠
を
基
盤
に
「
観
念
ヲ
以
テ
」「
結
合
」、

「
概
括
」
す
る
と
い
っ
た
作
業
も
内
包
し
た
、
演
繹
と
帰
納
と
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
合
理
的
に
総
合
す
る
能
力
を
必
須
と
す
る
知

的
営
み
へ
の
従
事
を
と
も
な
う
、「
練
熟
」、「
念
慮
」、「
熟
せ
」
る
思
考
力
と
い
っ
た
も
の
を
内
包
す
る
「
隠
然
た
る
知
的
習
慣
」

を
醸
成
す
る
装
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
は
、『
讀
書
準
縄
』『
授
業
編
』、
そ
し
て
い
く
つ
か
の
藩
学
の
学
習
規
定
に
顕

わ
れ
る
知
的
方
法
は
、
こ
の
よ
う
な
側
面
に
お
い
て
、
慶
應
義
塾
、
三
叉
学
舎
な
ど
の
英
学
塾
に
お
い
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
が
、
明
治
初
期
知
識
層
の
知
性
的
特
性
を
規
定
し
、
知
的
基
盤
を
醸
成
し
て
い
っ
た
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

〔
補
注
1
〕　

本
章
で
は
、
学
術
・
教
育
機
関
に
お
け
る
一
定
の
学
習
・
作
業
の
順
序
や
内
容
に
言
及
す
る
場
合
、
と
り
わ
け
特
定
の
教
育
機
関
・

場
所
、
学
習
・
作
業
の
範
囲
・
順
序
に
言
及
す
る
場
合
は
「
課
程
」
を
、
ひ
ろ
く
物
事
の
発
展
、
変
化
の
進
行
あ
る
い
は
様
相
に
つ
い
て
言
及

す
る
場
合
、
ま
た
は
概
括
的
な
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
・
内
容
に
言
及
す
る
場
合
は
「
過
程
」
を
用
い
る
。
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二

版
、
二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
は
、「
過
程
」
と
は
「
物
事
の
生
成
、
変
化
、
発
展
の
進
行
し
つ
つ
あ
る
様
相
。
ま
た
、
経
過
す
る
一
連
の
道
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す
じ
や
現
象
」、「
物
事
の
、
連
関
的
で
合
法
的
な
進
行
」
と
さ
れ
、「
課
程
」
は
「
学
校
な
ど
で
、
あ
る
一
定
期
間
に
割
り
当
て
て
行
わ
せ
る
、

学
習
・
作
業
の
範
囲
」
な
ど
と
、
特
定
の
学
術
・
教
育
機
関
に
お
け
る
限
定
的
な
学
習
・
範
囲
を
示
す
。
本
章
は
こ
れ
に
準
じ
て
こ
れ
ら
の
語

を
用
い
る
。

〔
補
注
2
〕　

他
章
と
同
様
に
本
章
に
お
い
て
も
原
則
、
原
文
の
字
句
が
正
字
体
の
場
合
は
そ
れ
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は
略
字
体
を
用
い
た
が
、
本

章
の
引
用
文
に
は
引
用
テ
ク
ス
ト
に
正
・
略
字
双
方
併
出
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
テ
ク
ス
ト
に
用
い
ら
れ
た
字
体
を
そ
の
ま
ま
引
用

し
た
（
例
：『
讀
書
準
縄
』「
シ
ッ
カ
リ
ト
読
切
ル
様
ニ
讀
ム
ベ
シ
」〈
二
ウ
〉）。
句
読
点
の
な
い
引
用
文
に
関
し
て
は
筆
者
が
適
宜
そ
れ
を
付

し
た
。
ま
た
、
原
文
に
「
漢
字
送
り
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
そ
の
ま
ま
引
用
し
（
例
：『
讀
書
準
縄
』
に
は
た
び
た
び
「
云
々
」
を

「
云
云
」
と
記
す
が
、
こ
れ
の
引
用
は
原
典
の
ま
ま
と
す
る
）、
か
な
文
字
も
原
則
原
文
の
ま
ま
用
い
た
（
例
：『
讀
書
準
縄
』
に
は
「
シ
ツ
カ

リ
ト
」
と
「
シ
ッ
カ
リ
ト
」
を
併
用
す
る
箇
所
あ
り
）。

〔
注
〕

（
1
）

こ
れ
に
関
し
て
は
多
方
面
か
ら
の
議
論
が
あ
る
。
た
と
え
ば
前
田
愛
『
近
代
読
者
の
成
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
初
出
は
一
九

七
三
年
）、
中
村
春
作
『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
、
と
く
に
第
三
章
）
は
、
明
治
初
期
知
識
層
が
幕
末

期
に
う
け
た
素
読
の
訓
練
の
も
た
ら
す
知
的
素
地
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
辻
本
雅
史
『「
学
び
」
の
復
権

─
模
倣
と
習
熟
』（
角
川
書
店
、

一
九
九
九
年
、
二
〇
一
二
年
に
岩
波
現
代
文
庫
版
刊
行
）
は
、
と
く
に
江
戸
中
期
以
降
の
学
習
方
法
の
特
徴
を
詳
察
、
同
『
思
想
と
教
育
の

メ
デ
ィ
ア
史

─
近
世
日
本
の
知
の
伝
達
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
）
も
示
唆
に
富
む
書
で
あ
る
。
前
田
勉
は
、
漢
学
学
習
課
程
の

枢
要
で
あ
っ
た
「
会
読
」
が
「
水
平
的
」
議
論
の
場
と
し
て
機
能
し
、
参
加
者
の
「
討
論
」
力
を
醸
成
、
さ
ら
に
は
会
読
の
場
に
お
け
る
議

題
が
経
書
解
釈
に
関
す
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
政
治
、
外
交
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
幕
末
の
会
読
が
、
学
習
者
を
し
て
「
処
士
横

議
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
盤
と
な
っ
た
と
す
る
。
前
田
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
金
沢
藩
明
倫

堂
の
学
制
改
革

─
会
読
に
着
目
し
て
」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
人
文
・
社
会
科
学
編
〈
愛
知
教
育
大
学
〉、
第
五
八
号
〈
二
〇
〇

九
年
〉）。

　

な
お
、
本
章
は
こ
れ
ら
の
前
田
の
会
読
の
意
義
に
関
す
る
論
考
に
大
い
に
刺
激
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
い
ま
一
度

会
読
課
程
も
含
め
た
漢
学
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
の
詳
細
を
具
体
的
に
語
る
史
料
を
考
察
し
、
そ
の
意
義
を
筆
者
な
り
の
視
座
で
捉
え
直
す
こ
と
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が
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

　

茂
住
實
男
は
、
洋
学
塾
の
学
習
課
程
の
実
相
に
着
目
、
と
く
に
漢
学
学
習
方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
会
読
」
が
そ
の
ま
ま
蘭
学
、
英
学
学
習

に
も
採
用
さ
れ
る
の
を
実
証
す
る
（
茂
住
『
洋
語
教
授
法
史
研
究

─
文
法
＝
訳
読
法
の
成
立
と
展
開
を
通
し
て
』〈
学
文
社
、
一
九
八
九

年
〉）。
ま
た
、
洋
語
の
習
得
に
漢
学
の
素
養
が
役
立
っ
た
と
す
る
の
は
中
村
正
直
、
西
周
ら
、
同
時
代
の
諸
学
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
2
）
中
村
、
前
掲
注（
1
）『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』。

（
3
）

い
う
ま
で
も
な
く
「
知
的
基
盤
」「
共
有
さ
れ
て
い
る
知
的
習
慣
」
と
い
っ
た
問
題
は
、
第
一
章
の
注
80
で
も
あ
げ
た

Ｆ
・
リ
ン
ガ
ー
ら

の
歴
史
社
会
学
（
と
く
にRinger,FritzK

.,Fields ofknow
ledge: French academ

ic culture in com
perative perspective, 

1890-1920,Cam
bridgeU

niversityPress,1992

〈
邦
訳
：
Ｆ
・
Ｋ
・
リ
ン
ガ
ー
著
、
筒
井
清
忠
ほ
か
訳
『
知
の
歴
史
社
会
学

─
フ

ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
養　

一
八
九
〇
～
一
九
二
〇
』〔
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
〕〉）
の
主
題
で
あ
り
、
中
村
、
前
掲

注（
1
）『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』
も
、
分
析
視
角
の
策
定
に
こ
れ
ら
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。

（
4
）

リ
ン
ガ
ー
、
前
掲
注（
3
）『
知
の
歴
史
社
会
学
』、
一
四
頁
。

（
5
）

筆
者
の
念
頭
に
あ
る
の
は
、
第
一
章
注（
80
）に
お
い
て
も
列
挙
し
た
ロ
ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
、
フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ン
ガ
ー
ら
の
著
作
群
で
あ

る
の
で
、
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
そ
の
な
か
で
、Ringer,T

he decline of the G
erm

an m
andarins: T

he G
erm

an 
academ

ic com
m

unity, 1890-1933,Cam
bridge,M

ass.,H
arvardU

niversityPress,1969

は
緻
密
な
調
査
に
基
づ
く
論
考
で
あ

り
、
例
外
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
も
、「
近
世
教
育
事
実
史
」
の
諸
研
究
の
よ
う
な
、
詳
密
な
実
証
研
究
と
は
性
質
の
異
な
る
も
の
で

あ
る
。

（
6
）

石
川
謙
『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向

─
会
津
藩
教
育
を
例
と
し
て
』（
講
談
社
、
一
九
六
六
年
）、
同
『
近
世
日
本
社
会
教
育

史
の
研
究
』（
青
史
社
、
一
九
七
六
年
。
初
版
は
一
九
三
八
年
）、
同
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』（
小
学
館
、
一
九
六
〇
年
）。
ま
た
、
武
田
勘

治
『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
六
九
年
）、
同
「
近
世
日
本
に
お
け
る
学
習
方
法
の
発
達
」（
日
本
教
育
学
会
編
『
教

育
学
論
集
』
第
一
〈
目
黒
書
店
、
一
九
五
一
年
〉）
な
ど
。

（
7
）

武
田
、
前
掲
注（
6
）『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』。

（
8
）

前
田
、
前
掲
注（
1
）『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』、
と
く
に
第
二
章
。

（
9
）

石
川
、
前
掲
注（
6
）『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
』
は
、
そ
の
主
題
が
示
す
と
こ
ろ
を
解
明
す
る
意
図
が
あ
ろ
う
。
こ
の
研
究
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に
お
い
て
石
川
は
、「
競
争
原
理
」
の
導
入
、
質
疑
応
答
を
旨
と
す
る
「
会
読
」
の
積
極
的
導
入
等
、「
制
度
」
面
で
の
「
近
代
化
」
を
例
示

す
る
こ
と
に
お
い
て
は
成
功
を
収
め
て
い
よ
う
。
他
方
、
石
川
に
お
い
て
リ
ン
ガ
ー
ら
の
教
育
の
歴
史
社
会
学
的
業
績
、
知
見
は
反
映
さ
れ

て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
、
教
育
「
さ
れ
た
側
」
の
学
習
過
程
に
関
す
る
記
述
を
検
討
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
企
図
さ
れ
た
学
習
方
法
が
ど
の

程
度
知
的
習
慣
の
醸
成
に
寄
与
し
た
か
を
検
討
す
る
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

（
10
）
た
と
え
ば
「
学
問
を
使
っ
て
民
を
安
か
ら
し
め
、
世
を
救
う
」
の
が
徂
徠
学
の
「
ね
ら
い
」
と
す
る
よ
う
な
記
述
（
石
川
、
前
掲
注
6

『
日
本
学
校
史
の
研
究
』、
三
三
六
頁
）。「
安
民
」「
経
世
済
民
」
な
ど
は
、
学
統
を
問
わ
ず
等
し
く
儒
学
の
目
的
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
学

統
学
派
に
よ
る
差
異
は
ま
っ
た
く
別
の
次
元
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
と
く
に
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
儒
学
世
界
に
お

い
て
は
、
程
朱
学
を
奉
じ
る
も
古
注
、
清
代
考
証
学
へ
の
一
定
程
度
の
通
暁
を
欠
如
さ
せ
て
は
こ
の
時
期
の
学
は
成
り
立
た
ず
、
逆
に
こ
の

時
期
の
考
証
学
者
に
、
詳
密
な
考
証
を
身
上
と
す
る
も
、
た
と
え
ば
林
家
の
儒
者
と
は
少
し
異
な
る
次
元
で
の
社
会
的
能
動
性
を
標
榜
す
る

も
の
も
い
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
拙
著
『
幕
末
期
武
士
／
士
族
の
思
想
と
行
為

─
武
人
性
と
儒
学
の
相
生
的
素
養
と
そ
の
転
回
』（
御
茶

の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、
と
く
に
第
八
章
、
結
論
を
参
照
願
い
た
い
。

（
11
）

茂
住
、
前
掲
注（
1
）『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』。

（
12
）

こ
れ
ら
の
う
ち
本
章
で
考
察
す
る
『
讀
書
準
縄
』、
備
中
井
原
の
郷
学
興
譲
館
の
「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
を
除
い
て
は
、
長
澤
規
矩
也

編
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
』
全
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）

本
章
で
利
用
す
る
こ
の
「
慶
應
本
」
は
、
タ
テ
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
一
七
・
七
セ
ン
チ
の
和
綴
本
。
外
題
に
「
讀
書
準
縄
」
と
あ
り
、

直
後
に
「
讀
論
語
孟
子
法
」（
二
丁
分
）
が
あ
る
。
こ
の
あ
と
内
題
に
「
讀
書
準
縄　

上
毛
伊
勢
崎
藩
田
中
知
周
述　

崇
禮
田
中
先
生
述　

門
人
宮
崎
有
成
梓
行
」
と
付
さ
れ
、
本
文
が
続
く
。
本
章
に
掲
げ
る
丁
数
は
こ
の
版
の
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
讀
書
準
縄
』
の
存
在
に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
か
ら
把
握
し
て
い
た
が
、
こ
の
書
の
詳
察
は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
に
訪
問
教

授
と
し
て
在
籍
し
、
同
書
の
所
蔵
場
所
で
あ
る
旧
館
地
下
書
庫
へ
の
立
入
り
も
含
め
た
自
由
な
閲
覧
環
境
を
得
る
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
可

能
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
同
大
学
経
済
学
部
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
14
）

石
川
、
前
掲
注（
6
）『
近
世
教
育
に
お
け
る
近
代
化
的
傾
向
』。

（
15
）

武
田
、
前
掲
注（
6
）『
近
世
日
本
学
習
方
法
の
研
究
』、
一
五
八
頁
。

（
16
）

本
章
で
は
長
澤
、
前
掲
注（
12
）『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
』
第
三
集
所
収
の
五
車
楼
（
京
都
）
版
の
刊
本
（
天
明
三
年
〈
一
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七
八
三
〉）
を
利
用
。

（
17
）

『
倭
讀
要
領
』（
一
七
二
八
年
）
に
つ
い
て
は
著
者
蔵
の
嵩
山
房
刊
本
に
、
戸
川
芳
郎
校
訂
・
解
説
『
漢
語
文
典
叢
書
』（
吉
川
幸
次
郎
ほ

か
編
）
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
所
収
の
も
の
を
校
合
の
上
利
用
。

（
18
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
く
に
白
石
眞
子
「
太
宰
春
臺
の
思
想
に
お
け
る
詩
文
論
の
意
義
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
〇
集
〈
二
〇
〇
八

年
〉）、
同
「
徂
徠
學
『
文
論
』
に
於
け
る
韓
愈
・
柳
宗
元
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
一
集
〈
一
九
九
九
年
〉）、
本
書
第
六
章
「
太
宰
春

臺
に
お
け
る
古
文
の
「
體
」「
法
」
重
視

─
古
文
辞
「
習
熟
」
論
に
鑑
み
て
」
を
参
照
願
い
た
い
。

（
19
）

前
述
の
ご
と
く
読
み
方
の
「
形
式
」、
議
論
の
「
仕
方
」、
共
有
さ
れ
る
べ
き
知
的
習
慣
と
そ
の
集
合
的
意
味
な
ど
は
無
論
、
リ
ン
ガ
ー
、

前
掲
注（
3
）『
知
の
歴
史
社
会
学
』
の
提
唱
す
る
視
点
で
あ
る
。

（
20
）

Ｒ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
著
、
福
井
憲
彦
訳
『
読
書
の
文
化
史

─
テ
ク
ス
ト
・
書
物
・
読
解
』（
新
曜
社
、
一
九
九
二
年
）。

（
21
）

蕃
書
調
所
で
の
英
語
教
育
の
様
相
に
つ
い
て
は
茂
住
「
蕃
書
調
所
に
お
け
る
英
語
教
育
」（『
英
学
史
研
究
』
第
一
六
号
〈
一
九
八
三
年
〉）、

開
成
所
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
同
、
前
掲
注（
1
）『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』
附
録
Ⅱ
に
詳
し
い
。

（
22
）

茂
住
、
前
掲
注（
21
）「
蕃
書
調
所
に
お
け
る
英
語
教
育
」、
一
一
〇
頁
。

（
23
）

茂
住
、
前
掲
注（
1
）『
洋
語
教
授
法
史
研
究
』。

（
24
）

茂
住
に
つ
い
て
は
右
に
あ
げ
た
著
作
・
論
文
、
森
岡
に
つ
い
て
は
と
く
に
『
欧
文
訓
読
の
研
究

─
欧
文
脈
の
形
成
』（
明
治
書
院
、
一

九
九
九
年
）、
同
編
著
『
近
代
語
の
成
立
（
語
彙
編
）』（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
。
と
く
に
第
四
～
七
章
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）

入
交
好
脩
編
、
平
沼
淑
郎
『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
五
七
年
）
に
附
録
と
し
て
所
収
。

（
26
）

田
所
美
治
編
纂
、
菊
池
大
麓
『
九
十
九
集
』（
大
日
本
図
書
、
一
九
〇
三
年
）。

（
27
）

石
河
幹
明
『
福
澤
諭
吉
伝
』
一
～
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
の
と
く
に
第
一
巻
の
新
銭
座
時
代
、
三
田
移
転
当
初
に
つ
い
て
の

記
述
に
、
慶
應
義
塾
で
の
学
習
課
程
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
28
）

平
沼
、
前
掲
注（
25
）『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
八
三
～
二
八
四
頁
。

（
29
）

同
前
、
二
八
四
頁
。

（
30
）

同
前
。

（
31
）

石
河
、
前
掲
注（
27
）『
福
澤
諭
吉
伝
』
第
一
巻
、
第
十
五
編
「
新
銭
座
時
代
」
第
五
「
新
銭
座
時
代
の
塾
」
に
引
用
。
ま
た
、『
福
澤
諭
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吉
伝
』
第
一
巻
、
第
十
八
編
「
塾
を
三
田
に
移
す
」
第
四
「
義
塾
当
時
の
教
職
員
」
は
、
初
期
慶
應
義
塾
に
お
け
る
「
会
読
」
の
規
則
に
つ

い
て
論
じ
る
。

（
32
）

平
沼
、
前
掲
注（
25
）『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
九
五
頁
。

（
33
）
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
分
冊
所
収
「
舊
津
山
藩
學
校
」。

（
34
）
と
く
に
松
代
藩
学
に
関
し
て
は
稲
垣
忠
彦
「
藩
校
に
お
け
る
学
習
内
容
・
方
法
の
展
開
」（『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要　

教
育
学
』
第
二
七

号
〈
二
〇
〇
二
年
〉）
が
、
学
校
の
規
模
、
教
科
科
目
に
つ
い
て
の
考
察
を
中
心
に
包
括
的
に
描
く
。
さ
ら
に
、
北
海
『
授
業
編
』（
一
七
八

三
年
）
と
一
斎
（
述
斎
）『
初
学
課
業
次
第
』（
一
八
三
二
年
）
と
の
比
較
考
察
を
行
な
い
、
五
十
年
後
刊
行
の
後
者
に
は
会
読
規
定
の
拡

充
・
明
確
化
な
ど
も
含
め
教
育
さ
れ
る
側
の
よ
り
強
い
主
体
性
を
求
め
る
規
定
が
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、『
初
学
課
業
次
第
』
の
主
眼
は
必

読
文
献
の
列
挙
と
そ
の
階
梯
を
示
す
こ
と
に
あ
り
、『
授
業
編
』
と
は
そ
も
そ
も
意
図
の
異
な
る
書
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
読
み
方
」
に
つ

い
て
、
た
と
え
ば
会
読
に
つ
い
て
「
左
伝
既
ニ
春
秋
ノ
條
ニ
著
ス
レ
ド
モ
、
専
ラ
会
読
ニ
ス
ヘ
キ
書
ナ
リ
」（
七
オ
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、

『
初
学
課
業
次
第
』
は
各
々
の
書
物
の
特
性
に
最
も
適
し
た
読
み
方
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
読
と
い
う
手
法
も
そ
の
書
物
の
特
性
に

鑑
み
適
宜
指
南
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
初
学
課
業
次
第
』
は
『
讀
書
準
縄
』
の
よ
う
な
事
細
か
な
学
習
指
導
書
で
は
な
い
。

（
35
）

前
田
、
前
掲
注（
1
）『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』、
と
く
に
第
一
編
第
一
章
、
第
二
章
に
多
く
の
事
例
を
あ
げ
る
。

（
36
）

山
下
敏
鎌
編
著
『
興
譲
館
百
二
十
五
年
史
』（
学
校
法
人
興
譲
館
内
「
興
譲
館
百
二
十
五
年
史
」
記
念
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）
所
収
。

「
家
塾
生
ニ
示
ス
心
得
書
」
は
二
六
～
三
一
頁
、「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」
は
六
四
～
六
七
頁
に
所
収
。

（
37
）

同
前
、
六
四
～
六
五
頁
。

（
38
）

た
だ
し
『
讀
書
準
縄
』
の
以
下
の
よ
う
な
〝
心
身
一
体
的
〟
習
熟
の
提
唱
は
、
崎
門
に
お
い
て
の
み
特
徴
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
曰
く
、

「
巳

（
マ
マ
）ノ

私
舍
ニ
返
リ
テ
復
読
ス
ル
ト
キ
ハ
、
先
ツ
巳

（
マ
マ
）ノ

行
儀
ヲ
検
束
シ
、
脊
骨
ヲ
真
ツ
ス
グ
ニ
立
、
肩
ヲ
開
キ
小
腹
ヲ
張
リ
、
屹
然
ト
シ
テ

端
坐
シ
、
手
足
迄
モ
少
シ
モ
欹
側
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。（
中
略
）
扨
、
心
ノ
タ
モ
チ
方
ハ
、
机
ニ
向
ン
ト
ス
ル
前
ニ
、
巳

（
マ
マ
）ノ

心
ノ
妄
動
ヲ
鎮
メ
静

ニ
シ
、
氣
ヲ
胆
下
ヘ
収
メ
我
心
ヘ
一
鞭
ア
テ
ヽ
鞭
策
激
昂
シ
、
精
神
ヲ
興
起
シ
、
志
ヲ
立
ツ
ヘ
シ
。
玉
水
先
生
嘗
テ
学
徒
ヲ
警
ム
、
書
ニ
向

ハ
ヽ
先
ツ
巳

（
マ
マ
）レ

ノ
志
ヲ
奮
発
奥
起
シ
テ
、
其
書
ノ
紙
ノ
裏
迄
吾
精
神
ノ
通
リ
ヌ
ケ
テ
穴
ノ
ア
ク
ホ
ト
ニ
見
ツ
メ
テ
読
ム
ベ
シ
ト
」（
二
ウ
～

三
オ
）。
こ
の
前
段
に
て
は
、「
一
字
モ
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」、「
一
字
々
々
、
一
句
々
々
」、「
シ
ッ
カ
リ
ト
読
切
ル
」（
二
ウ
）
と
い
っ
た
指
導

が
な
さ
れ
、
こ
れ
は
、「
下
見
」
の
項
で
引
い
た
「
先
ツ
一
字
云
云
ノ
文
義
ヲ
明
ラ
メ
、
能
語
勢
ヲ
看
テ
一
字
一
句
ノ
軽
重
ヲ
認
得
テ
、
某
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ノ
句
ハ
某
ノ
句
ヨ
リ
生
シ
、
某
ノ
字
ハ
某
ノ
字
ト
照
應
ス
ル
ヲ
看
」
る
べ
き
（
四
ウ
）
と
の
指
南
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上

の
よ
う
な
、
読
書
時
の
姿
勢
、
身
体
で
注
力
す
る
部
位
、
発
声
の
要
諦
と
い
っ
た
、
心
法
あ
る
い
は
心
身
一
体
的
鍛
錬
を
地
で
ゆ
く
ご
と
く

の
指
南
は
、
崎
門
に
特
徴
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
『
讀
書
準
縄
』
の
後
半
部
で
は
、
崎
門
派
の
真
面
目
が
十
全
に
語
ら
れ
る
村
士
玉
水
の
「
七
則
」
が
掲
げ
ら
れ
る
。
第
三
則
「
功

用
發
越
」
で
は
、「
功
ハ
功
効
ニ
シ
テ
、
用
ハ
躰
ニ
対
シ
テ
云
働
ノ
コ
ト
ニ
シ
テ
、
其
章
ニ
付
テ
聖
賢
ノ
功
用
ノ
盛
大
高
明
ナ
ル
所
ヲ
十
分

尽
頭
ニ
究
メ
説
出
ス
ベ
キ
」
と
説
か
れ
、「
聖
人
ノ
御
心
ニ
具
リ
タ
ル
渾
然
タ
ル
一
理
ヘ
帰
着
ス
ル
ニ
シ
テ
統
躰
ノ
太
極
」、「
天
地
ノ
大
徳

ヲ
生
ジ
テ
其
物
ヲ
生
ズ
ル
天
地
ノ
心
ヲ
全
ク
受
テ
、
人
ノ
心
ト
ス
ル
」
こ
と
、「
御
心
ノ
一
理
渾
然
ガ
生
々
シ
テ
燦
然
ト
□
應
曲
當
」
し
、

「
其
御
心
全
躰
カ
滋
味
親
切
ニ
絞
レ
ハ
、
汁
ノ
タ
ル
ヽ
様
ニ
ジ
ミ
〃
〃
ト
シ
テ
ニ
ツ
ト
リ
ト
潤
ヒ
渡
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
愛
之
理
、
心
之

徳
」
云
々
と
説
か
れ
る
。
続
く
「
研
精
顕
妙
」
で
は
、
そ
の
営
み
が
「
致
知
格
物
」
と
一
体
的
に
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
崎
門
朱

子
学
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
唯
一
第
七
則
「
明
證
事
實
」
で
は
、「
凡
異
同
ヲ
弁
ズ
ル
ハ
、
事
実
ヲ
挙
テ
證
據
ト
ス
ル
ヲ
要
ト
ス
。

然
ラ
ザ
レ
ハ
、
其
論
公
共
ニ
非
ス
、
或
ハ
私
意
ニ
陥
ン
ヲ
恐
ル
。
事
実
ヲ
以
證
據
ト
ス
レ
バ
、
獨
リ
異
同
ノ
ミ
ニ
非
ス
其
章
全
躰
ノ
論
定
リ
、

規
模
立
チ
テ
ク
ル
」
と
、「
公
共
」「
私
意
」
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
「
實
事
求
是
」
の
学
を
彷
彿
さ
せ
る
実
証
性
の
高
さ

に
つ
い
て
の
賞
揚
を
も
っ
て
終
わ
る
。

（
39
）

平
沼
、
前
掲
注（
25
）『
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
』
附
録
、
二
九
一
頁
。

（
40
）

内
村
鑑
三
も
、
変
則
の
学
習
法
は
「
不
調
不
諧
の
言
語
」
を
学
ば
せ
し
め
る
も
の
で
、「
楽
み
得
べ
き
所
以
な
」
く
、
よ
っ
て
人
び
と
を

し
て
英
語
を
「
殆
ど
全
く
之
を
忘
却
」
せ
し
む
る
、
不
適
切
な
学
習
法
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
に
依
っ
て
い
た
「
旧
時
の
慶
應
義
塾

的
訳
読
法
」
も
こ
の
理
由
を
も
っ
て
批
判
す
る
。
内
村
「
外
国
語
の
研
究
」「
外
国
語
研
究
の
方
法
」（『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年
所
収
、
三
四
六
頁
）。

（
41
）

西
周
「
学
問
ハ
淵
源
ヲ
深
ク
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
論
」（『
学
芸
志
林
』
二
冊
〈
一
八
七
七
年
〉
所
収
。
日
本
近
代
思
想
大
系
十
『
学
問
と
知
識

人
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
〉、
二
九
～
三
〇
頁
）。

（
42
）

菊
池
大
麓
、
前
掲
注（
26
）『
九
十
九
集
』「
帝
國
教
育
會
に
於
け
る
演
説
」（
一
九
〇
四
年
十
二
月
八
日
）。
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第
六
章　

太
宰
春
臺
に
お
け
る
古
文
の
「
體
」「
法
」
重
視

─
古
文
辞
「
習
熟
」
論
に
鑑
み
て

は
じ
め
に

　

太
宰
春
臺
（
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
の
『
文
論
』
五
に
曰
く
、

後
之
修
辞
家
。
見
韓
氏
之
末
弊
而
欲
改
之
。
於
是
努
擇
古
辞
。
李
獻
吉
首
倡
此
道
。
汪
伯
玉
李
于
鱗
王
元
美
継
作
。
然
後
大
行

于
世
。
夫
四
子
者
。
豪
傑
也
。
于
鱗
之
竒
崛
。
元
美
之
宏
博
。
皆
一
世
之
儁
也
。
今
観
四
子
之
文
。
無
非
古
辞
。
然
其
行
文
。

獻
吉
伯
玉
尚
遵
古
人
之
法
。
于
鱗
元
美
則
用
今
法
。
獻
吉
時
去
陳
言
。
猶
退
之
也
。
元
美
好
變
用
古
辞
。
以
見
其
巧
。
于
鱗
伯

玉
即
用
古
辞
。
不
敢
裁
割
。
于
鱗
又
好
險
其
語
。
以
為
古
文
辞
當
如
是
。
嗚
呼
。
古
文
固
難
讀
。
不
亦
有
易
讀
者
哉
。

（『
紫
芝
園
後
稿
』
巻
七
所
収）

1
（

）

　

春
臺
は
、
上
の
明
代
四
家
（
李
獻
吉
・
汪
伯
玉
・
李
于
鱗
・
王
元
美
）
の
文
は
「
古
辞
に
非
ざ
る
は
無
」
く
、
皆
な
「
豪
傑
な
り
」

と
評
し
、
と
く
に
于
鱗
は
「
竒
崛
」、
元
美
は
「
宏
博
」
と
評
価
す
る
一
方
、
こ
の
二
者
、「
文
を
行
な
う
」
に
お
い
て
「
今
法
を

用
」
い
て
い
る
と
指
摘
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
が
「
明
の
李
・
王
二
公
、
古
文
辞
を
倡
へ
、
亦
た
法
を
古
に
取
る
」

（「
答
屈
景
山
」）
と
す
る）

2
（

の
と
異
な
る
見
解
を
示
す
。
と
り
わ
け
李
于
鱗
に
つ
い
て
春
臺
は
、
彼
が
古
辞
を
紡
ぐ
に
「
今
法
」
を
用
い
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る
の
に
加
え
、「
語
を
險
に
す
る
を
好
」
み
、
そ
の
文
は
「
未
だ
全
く
古
な
ら
ざ
」
る
と
し
、
直
後
の
段
に
て
山
県
周
南
の
「
于
鱗

の
文
は
俳
に
似
る
」
と
の
見
解
も
紹
介
し
て
批
判
（『
文
論
』
五
）、『
讀
李
于
鱗
文
』
で
は
さ
ら
に
、
于
鱗
が
「
多
く
古
人
の
成
語
を

摭（
あ
つ
）め

て
連
合
成
章
し
、
是
れ
以
て
言
に
條
理
無
く
、
語
に
貫
串
無
し
。
こ
れ
を
猶
ほ
童
子
の
爭
闘
す
る
が
ご
と
く
に
譬
ふ
」
と
弾
劾

す
る
（『
紫
芝
園
後
稿
』
巻
十
所
収
）。
こ
の
直
後
に
「
先
師
徂
来

（
マ
マ
）先

生
は
、
中
年
に
古
文
辞
を
好
み
、
最
も
于
鱗
氏
を
悦
」
び
、「
以

て
學
者
に
示
し
、
名
づ
け
て
「
文
矩
」
と
曰
ふ
」
と
述
べ
、
も
っ
て
徂
徠
の
于
鱗
評
価
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
春
臺
は
と
く
に
、

李
・
王
の
両
者
が
古
文
の
法
・
體
に
対
し
て
無
頓
着
で
あ
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

　

本
章
で
は
ま
ず
、
春
臺
の
模
倣
、
剽
窃
批
判
に
つ
い
て
先
行
研
究
も
参
考
に
し
な
が
ら
整
理
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
春
臺
に
お
け

る
古
文
の
「
體
」
と
「
法
」
重
視
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
識
得
に
お
い
て
枢
要
で
あ
る
諸
書
と
そ
の
特
質
に
関
す
る
最
新
研
究
の
知

見
も
参
照
し
、
さ
ら
に
は
他
の
蘐
園
諸
学
の
「
體
」「
法
」
に
つ
い
て
の
見
解
と
も
比
較
し
な
が
ら
考
察
す
る
。

一　

春
臺
『
紫
芝
園
稿
』
に
み
え
る
模
倣
・
剽
窃
批
判

　

春
臺
が
唐
の
韓
愈
・
柳
宗
元
、
明
の
李
于
鱗
・
王
元
美
の
四
家
の
詩
に
つ
い
て
、
後
者
二
家
、
す
な
わ
ち
明
代
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
復
古
の
役
割
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
そ
の
詩
に
お
け
る
「
生
色
」
の
な
さ
、
そ
れ
と
不
可
分
で
あ

る
「
剽
窃
」
と
い
う
技
法
を
批
判
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
白
石
眞
子
の
一
連
の
研
究
に
指
摘
さ
れ）

3
（

、
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
～
一

七
五
九
）、
山
県
周
南
（
一
六
八
七
～
一
七
五
二
）、
春
臺
各
々
の
作
詩
文
論
、
韓
・
柳
、
李
・
王
に
つ
い
て
の
彼
ら
に
お
け
る
ウ
エ
イ

ト
の
相
違
、
體
・
法
に
つ
い
て
の
見
解
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
は
そ
の
前
段
階
の
論
考
で
整
理
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
三
者

各
々
の
韓
・
柳
と
李
・
王
の
四
家
評
の
う
ち
本
論
と
関
連
す
る
事
項
を
要
約
す
る
と
、
南
郭
は
、
李
・
王
が
韓
・
柳
よ
り
さ
ら
に
古

の
格
調
を
求
め
た
と
明
代
の
こ
の
二
家
を
高
く
評
価
（『
燈
下
書
』、
白
石
、
注
4
論
文
二
四
二
～
五
頁
）
す
る
に
対
し
、
周
南
は
「
模

擬
」
が
過
ぎ
「
牽
強
」
な
于
鱗
よ
り
韓
・
柳
を
評
価
す
る
（『
作
文
初
問
』、
同
二
四
六
頁）

5
（

）。
ち
な
み
に
徂
徠
「
與
竹
春
庵
」
に
は
「
六
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經
」「
先
秦
西
京
」
の
文
が
あ
げ
ら
れ
、
続
い
て
「
明
の
李
・
王
・
汪
の
三
家
」
は
「
亦
た
古
を
師
」
と
し
、「
其
の
文
、
辞
を
主
と

す
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
る
の
に
対
し
、
そ
の
前
段
に
て
「
韓
柳
八
家
之
文
」（
唐
宋
八
大
家
）
は
「
理
勝
り
て
辞
病
」
み
、「
議
論

長
く
し
て
叙
事
短
」
く
、
風
雅
に
あ
ら
ず
と
批
判
さ
れ
る）

6
（

。

　

體
・
法
に
対
し
周
南
は
（
古
の
）「
文
章
ニ
定
體
ナ
シ
」、「
法
亦
定
論
ナ
シ
」（『
作
文
初
問
』、
同
二
四
五
頁
に
引
用
）
と
す
る
。
韓
・

柳
を
尊
崇
す
る
点
で
は
春
臺
と
軌
を
一
に
す
る
周
南
だ
が
、
古
文
に
定
体
・
定
法
「
ナ
シ
」
と
す
る
点
は
異
な
る
立
場
を
呈
す
る
。

こ
の
点
は
本
章
の
主
要
論
点
に
関
わ
る
故
、
の
ち
に
検
討
す
る
。
本
節
で
は
、
一
連
の
白
石
の
春
臺
『
文
論
』『
詩
論
』
を
中
心
と

す
る
研
究
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
春
臺
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
剽
窃
批
判
を
、
後
述
す
る
彼
の
古
代
中
国
語
理
解
に
お
け
る
、
そ
の

方
法
的
・
体
系
的
理
解
を
目
指
す
姿
勢
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
考
え
る
。

　
『
紫
芝
園
稿
』
の
「
後
稿
」
巻
七
、
八
は
、
春
臺
の
「
論
」
を
収
め
る
。
巻
七
所
収
の
『
文
論
』
一
～
七
は
、
春
臺
の
文
章
に
関

す
る
諸
説
を
開
陳
、
と
く
に
『
文
論
』
三
～
六
で
は
、「
古
人
の
成
語
」
の
「
剽
窃
」
が
執
拗
に
批
判
さ
れ
る
。

予
観
今
之
為
古
文
辞
者
。
努
剽
窃
古
人
之
成
語
。
雖
云
擇
之
特
舎
東
漢
以
後
。
而
取
西
漢
以
上
耳
。
苟
語
出
先
秦
西
漢
者
。
不

問
所
出
之
家
。
不
審
其
所
専
與
其
與
衆
共
。
而
随
得
混
用
。
甚
至
於
取
詩
書
之
文
以
為
己
語
。
何
其
妄
也
。

（『
文
論
』
三
）

　
「
古
文
辞
を
為つ

く

る
者
」
は
西
漢
以
上
の
語
を
採
る
こ
と
に
努
め
る
も
、
そ
の
語
の
「
出
づ
る
所
」
に
は
無
頓
着
で
「
古
人
の
成
語

を
剽
窃
す
る
を
努
」
め
、
専
語
と
通
用
語
を
混
用
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
批
判
の
対
象
は
時
に
盗
作
と
も
い
え
る
無
手
勝
流
の
つ

ぎ
は
ぎ
を
思
う
が
ま
ま
に
展
開
す
る
者
で
あ
り
、
特
に
『
詩
』『
書
』
の
辞
の
剽
窃
が
糾
弾
さ
れ
る）

7
（

。『
文
論
』
四
で
も
「
古
文
辞
之

患
。
在
用
古
人
成
語
」（
古
文
辞
の
患
は
、
古
人
の
成
語
を
用
い
る
に
あ
り
）
と
し
、『
文
論
』
二
で
は
古
人
の
成
語
を
抄
す
る
の
み
の
詩

作
は
「
糞
雑
衣
」
と
痛
罵
、「
其
の
衣
た
る
や
、
数
十
百
片
の
布
巾
を
断
じ
合
せ
て
成
る
」（
同
前
）
と
批
判
す
る
。
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な
ぜ
彼
は
、
同
志
を
批
判
し
、
剽
窃
に
か
わ
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
法
を
提
唱
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前
に
彼
が
「
剽
窃
」
と

弾
劾
す
る
行
為
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
さ
き
に
引
い
た
『
文
論
』
三
の
文
言
の
前
に
、
以
下
が
あ
る
。

且
如
為
詩
。
自
風
雅
而
下
。
歴
漢
魏
六
朝
以
至
於
唐
詩
。
各
有
其
辞
。
不
可
相
乱
。
相
乱
則
失
體
。
不
成
家
数
。
然
詩
辞
又
有

二
焉
。
有
獨
用
之
辞
。
有
通
用
之
辞
。
如
風
雅
之
辞
。
不
可
以
入
漢
魏
以
降
詩
。
六
朝
辞
。
不
可
以
入
唐
詩
。
是
獨
用
之
辞
也

（
中
略
）
然
古
人
之
辞
。
有
一
家
所
専
者
焉
。
有
與
衆
共
者
焉
。
後
之
作
者
。
唯
取
其
與
衆
共
者
而
用
之
可
也
。
若
古
人
所
専
者
。

後
人
取
之
。
謂
之
剽
窃
。
唯
倣
其
體
者
得
用
之
。
否
則
不
得
汎
用
。

（
た
と
え
ば
詩
を
為
る
に
お
い
て
は
、
風
雅
か
ら
漢
・
魏
・
六
朝
を
歴
て
唐
詩
に
至
る
ま
で
、
各
々
そ
の
時
代
特
有
の
辞
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
相
乱
す
べ
き
で
は
な
い
。
相
乱
せ
ば
則
ち
體
を
失
い
、
家
数
も
成
ら
な
い
。
よ
っ
て
詩
の
辞
も
ま
た
各
々
特
有
の
も
の
が
あ
り
、
獨
用
の
辞

も
あ
れ
ば
、
通
用
の
辞
も
あ
る
。
風
雅
の
辞
の
ご
と
き
は
漢
・
魏
以
降
の
詩
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
六
朝
の
辞
は
唐
詩
に
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
の
は
、
こ
れ
各
々
が
獨
用
の
辞
だ
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
さ
す
れ
ば
古
人
の
辞
は
、
一
家
の
専
ら
に
す
る
所
の
者
が
あ
り
、
一
般
に

通
用
の
も
の
と
の
混
同
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
後
の
作
者
は
、
唯
だ
た
だ
一
般
に
通
用
の
も
の
の
み
を
使
う
べ
き
で
あ
る
。
古
人
が

使
っ
て
い
た
辞
を
使
う
の
は
、
こ
れ
ま
さ
に
剽
窃
で
あ
る
。
唯
だ
其
の
文
体
に
倣
う
の
は
可
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
も
不
可
で
あ
れ
ば
、
人
が
詩

を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
）

　

春
臺
は
こ
こ
で
、
ま
ず
、「
剽
窃
」
と
は
、
種
々
の
古
へ
の
文
・
辞
、
各
々
に
「
専
な
る
所
の
」
辞
を
無
手
勝
流
に
取
っ
て
使
う

行
為
だ
と
明
言
し
て
い
る
。
逆
に
通
用
の
辞
に
関
し
て
は
用
い
る
こ
と
を
不
可
と
し
な
い
が
、
固
有
の
辞
の
使
用
は
各
々
に
独
自
の

「
體
を
失
し
」、
さ
ら
に
は
「
家
数
」
す
な
わ
ち
各
々
の
詩
に
内
在
す
る
独
自
の
卓
越
し
た
技
法
を
壊
す
に
至
る
ゆ
え
、
批
判
す
る
。

で
は
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
春
臺
は
な
に
を
重
視
し
た
か
。
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為
文
者
。
要
在
了
古
法
。
法
在
字
句
篇
章
。
故
今
之
作
者
。
立
言
行
辞
。
苟
取
法
於
古
人
。
而
歩
趨
不
失
矩
矱
。
則
雖
言
古
人

所
未
始
言
可
矣
。（
中
略
）
古
文
辞
之
患
。
在
用
古
人
成
語
。
不
其
然
乎
。
李
王
尚
以
是
取
敗
。
況
其
他
乎
。
大
抵
古
文
中
有

奇
辞
奇
語
難
讀
。
後
儒
不
得
其
解
者
。
彼
豈
必
有
所
本
哉
。
恐
亦
多
出
其
自
撰
耳
。
韓
文
公
蓋
窺
此
秘
。
故
努
去
陳
言
而
撰
新

言
。
豈
不
可
哉
。
要
在
不
失
法
耳
。

（『
文
論
』
四
）

（
文
を
為
る
に
お
け
る
要
諦
は
、「
古
法
」
を
会
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。
法
は
字
・
句
・
篇
・
章
に
あ
る
。
し
か
ら
ば
今
の
作
者
が
言
を
立
て
て

辞
を
行
な
う
に
お
い
て
、
苟
く
も
法
を
古
人
よ
り
会
得
し
、
歩
を
趨
め
る
に
お
い
て
矩
矱
を
失
わ
な
い
で
い
る
限
り
、
そ
れ
が
古
人
の
も
の
と

異
な
る
言
辞
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。（
中
略
）
古
文
辞
（
派
の
人
々
）
の
避
難
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
彼
ら
が
古
人
の
成
語
を
用
い
て

い
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
も
っ
て
忌
避
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
李
・
王
は
こ
れ
（
剽
窃
）
を
行
な
う
が
ゆ
え
に
だ
め
な
の
で
あ
る
。

其
の
他
（
の
古
文
辞
派
の
人
々
）
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
大
抵
、
古
文
中
に
は
必
ず
奇
な
る
辞
や
語
、
そ
し
て
讀
み
難
き
言
辞
が
あ

る
。
そ
れ
を
理
解
で
き
な
い
で
い
る
後
儒
は
、
そ
の
根
本
と
な
る
原
理
（
法
や
体
）
の
理
解
に
疎
く
、（
よ
っ
て
）
恐
ら
く
は
多
く
の
場
合
、

独
断
を
も
っ
て
自
撰
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
韓
文
公
は
蓋
し
こ
の
秘
を
窺
い
、
陳
言
を
用
い
る
こ
と
を
忌
避
す
る
に
つ
と
め
、
新
言
を
撰
ん
で

い
る
。
こ
れ
は
適
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
事
な
の
は
、
法
を
失
わ
な
い
で
い
る
こ
と
の
み
に
あ
る
）

　

作
文
・
辞
は
四
法
（
字
・
句
・
篇
・
章
）
と
い
う
規
矩
に
よ
っ
て
行
な
う
を
「
要
」
と
す
る
と
言
い
、
こ
の
前
段
に
て
は
「
古
人
の

成
語
」
を
用
い
る
は
「
破
綻
を
免
れ
ざ
」
る
こ
と
が
数
度
繰
り
返
さ
れ
、
さ
き
の
文
言
で
は
「
體
を
失
」
す
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
て

い
る
。
春
臺
は
、
こ
の
「
體
」
そ
し
て
「
法
」
を
も
っ
て
の
作
辞
に
こ
と
さ
ら
こ
だ
わ
る
。
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二　

春
臺
に
お
け
る
「
體
」「
法
」
重
視

（
ａ
）　

な
に
を
批
判
し
た
か

　

春
臺
『
倭
讀
要
領
』
の
「
學
則
」
に
曰
く
、

詩
ヲ
作
ラ
ン
ト
オ
モ
ハ
ヾ
、
先
體
裁
ヲ
辨
知
ス
ベ
シ
。
體
ト
ハ
、
ス
ガ
タ
ナ
リ
。
裁
ト
ハ
、
ツ
ク
リ
ナ
リ
。
詩
ニ
種
種
ノ
體
ア

リ
。（
中
略
）
其
體
ニ
随
テ
、
修
辞
ノ
法
各
別
ナ
リ
。
混
用
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
サ
テ
古
詩
ニ
テ
モ
、
近
體
ニ
テ
モ
、
辞
ニ
出
處
モ

無
ク
、
来
歴
モ
無
ク
、
自
己
ノ
口
ヨ
リ
出
ス
ヲ
杜
撰
ト
イ
フ
。
是
詩
ノ
大
禁
ナ
リ
。
慎
テ
犯
ス
コ
ト
ナ
カ
レ
。

　
『
文
論
』
五
に
曰
く
、

夫
文
有
三
要
。
一
曰
體
。
二
曰
法
。
三
曰
辞
。
體
者
何
也
。
曰
體
者
。
裁
也
。
制
也
。
經
伝
子
史

（
マ
マ
）。

體
之
大
分
也
。
誓
誥
訓
命

序
記
銘
誄
之
等
。
體
之
細
分
也
。
然
斯
数
隊
者
。
文
之
經
也
。
猶
詩
有
国
風
雅
頌
也
。
又
有
二
體
。
曰
。
叙
事
也
。
議
論
也
。

斯
二
體
者
。
文
之
緯
也
。
猶
詩
有
賦
比
興
也
。
法
者
何
也
。
曰
。
字
法
也
。
句
法
也
。
章
法
也
。
篇
法
也
。
斯
四
法
者
。
諸
家

皆
有
。（
中
略
）
諸
子
各
有
其
法
。
決
不
可
混
用
也
。（
中
略
）
修
辞
家
専
務
擇
古
辞
。
而
不
擇
行
辞
之
法
。
故
得
於
辞
而
不
得

於
法
。
行
古
辞
以
今
法
者
有
之
矣
。
其
病
在
好
用
古
人
成
語
。
夫
古
人
成
語
。
必
有
所
以
出
之
。
今
修
辞
家
但
用
古
人
成
語
。

而
不
問
其
所
以
。
故
辞
雖
典
雅
。
而
文
理
不
属
。

（
文
に
は
「
三
要
」
と
称
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
一
に
は
體
と
い
い
、
二
に
は
法
と
い
い
、
三
に
は
辞
と
い
う
。
體
と
は
何
か
。
體
と
は
「
裁
」

で
あ
り
、「
制
」
で
あ
る
。
經
・
伝
・
子
・
史
は
、
體
の
大
分
で
あ
る
。
誓
・
誥
・
訓
・
命
・
序
・
記
・
銘
・
誄
の
等
は
、
體
の
細
分
で
あ
る
。
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つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
體
は
即
ち
文
の
經
で
あ
る
。
詩
に
「
国
風
」「
雅
頌
」
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
二
體
あ
る
。

そ
れ
ら
は
「
叙
事
」
で
あ
り
、「
議
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
體
は
、
文
の
緯
で
あ
る
。
詩
に
「
賦
」「
比
」「
興
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
が

ご
と
き
で
あ
る
。
法
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
字
法
」「
句
法
」「
章
法
」「
篇
法
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
法
に
つ
い
て
は
、
諸
家
皆
な
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
も
の
が
あ
る
。（
中
略
）
諸
子
は
み
な
各
々
独
自
の
法
を
も
つ
の
で
、
こ
れ
ら
を
決
し
て
混
用
し
て
は
な
ら
な
い
。（
中
略
）
修
辞
家

（
の
多
く
）
は
古
辞
を
擇
ぶ
こ
と
だ
け
に
集
中
し
、
辞
を
行
な
う
に
お
け
る
法
を
（
適
確
に
）
擇
ぶ
こ
と
を
し
な
い
。
故
に
辞
に
は
精
通
す
る

も
法
に
疎
い
ま
ま
で
あ
る
。（
そ
の
結
果
、）
今
の
時
代
に
は
古
辞
を
行
な
う
に
お
い
て
今
法
を
以
っ
て
す
る
人
々
が
あ
り
、
こ
れ
は
憂
う
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
古
人
の
「
成
語
」
を
用
い
る
こ
と
を
好
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
古
人
の
「
成
語
」
は
、

必
ず
そ
れ
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
由
緒
、
根
拠
が
あ
る
。
今
の
修
辞
家
は
、
た
だ
古
人
の
「
成
語
」
を
用
い
る
の
み
で
、
而
し
て
そ
の
根
源
を

問
う
こ
と
を
し
な
い
。
よ
っ
て
彼
ら
の
辞
は
典
雅
で
あ
る
が
、
文
の
理
が
属
わ
っ
て
い
な
い
）

　

批
判
さ
れ
る
の
は
、「
辞
を
擇
ぶ
」
を
専
ら
と
し
て
、
そ
の
辞
を
「
行
な
う
の
法
」
に
は
ま
っ
た
く
意
を
用
い
な
い
点
、「
古
人
の

成
語
」
の
切
り
貼
り
に
熱
中
し
て
、「
其
の
所
以
」
に
関
し
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
注
意
し
な
い
が
故
に
、

個
々
の
古
文
辞
に
特
有
の
「
法
」
に
不
案
内
で
あ
り
、
結
果
的
に
典
雅
な
る
も
文
理
の
属
わ
ら
な
い
辞
を
作
る
と
す
る
。
こ
の
論
の

最
後
に
は
、「
以
て
文
辞
を
為
す
に
は
、
当ま

ず
先
に
體
を
辨
じ
、
其
の
次
に
法
を
明
ら
め
、
其
の
次
に
言
を
択
ぶ
」
と
締
め
く
く
ら

れ
る
。

　
『
文
論
』
三
で
は
と
く
に
、
詩
・
書
に
特
有
の
文
の
體
へ
の
注
意
が
い
わ
れ
る
。

至
於
詩
書
之
辞
。
尤
不
可
軽
用
。
以
其
皆
非
平
常
文
辞
也
。
夫
自
漢
魏
而
下
。
為
五
七
言
詩
者
。
猶
不
敢
妄
用
三
百
編
之
辞
。

況
敢
用
諸
文
中
乎
。
唯
於
文
中
作
韻
語
者
。
時
用
之
可
矣
。
書
有
六
體
。
曰
。
典
也
。
謨
也
。
訓
也
。
誥
也
。
誓
也
。
命
也
。
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六
者
辞
各
有
当
。
故
不
可
汎
用
也
。
古
人
文
辞
。
有
用
詩
書
之
辞
者
。
皆
所
以
徴
己
義
也
。
故
首
称
詩
曰
書
曰
。
未
有
取
詩
書

之
成
語
以
為
己
語
者
也
。
以
其
辞
異
於
常
故
也
。

　

詩
・
書
の
辞
は
「
平
常
の
文
辞
に
非
ざ
」
る
故
「
尤
も
軽
用
す
べ
か
ら
ず
」
と
し
、
漢
・
魏
以
降
の
辞
に
つ
い
て
も
妄
り
に
文
中

に
用
い
る
こ
と
を
不
可
と
す
る
。
さ
ら
に
『
書
』（『
尚
書
』）
の
典
・
謨
・
訓
・
誥
・
誓
・
命
の
六
體
に
言
及
、
各
々
異
な
る
文
の
體

を
呈
す
る
こ
れ
ら
の
引
用
に
お
け
る
注
意
を
促
す
。

　

こ
の
よ
う
に
春
臺
は
、
古
文
の
體
と
法
に
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
を
主
唱
す
る
が
、「
法
」
に
つ
い
て
は
『
倭
讀
要
領
』
に
お
い
て
、

字
・
句
・
章
・
篇
の
四
法
に
つ
い
て
、
各
々
具
体
的
に
文
章
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
を
加
え
、「
體
」
に
つ
い
て
の
通
暁
も
力

説
す
る
。
で
は
彼
は
、
ど
の
文
体
、
文
法
関
係
の
書
に
言
及
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
古
文
の
「
體
」「
法
」
を
識
得
す
べ

し
と
考
え
て
い
た
の
か
。
以
下
、
寛
文
～
延
享
（
一
六
六
一
～
一
七
四
八
）
あ
た
り
の
文
範
、
文
章
論
関
連
書
籍
の
流
入
状
況
の
把
握

か
ら
は
じ
め
た
い
。

（
ｂ
）　

文
法
・
文
体
書
関
連
書
籍
の
流
入
状
況

　

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』）

8
（

、
大
庭
、
王
勇
編
『
典
籍
』）

9
（

の
、
と
く
に
大
庭
執
筆
「
江
戸
時
代
の
中
国

典
籍
交
流
」
は
、
十
八
世
紀
以
降
の
長
崎
交
易
を
介
し
て
多
量
の
中
国
典
籍
が
流
入
し
た
様
相
を
描
き
、
藍
弘
岳
「
徳
川
前
期
に
お

け
る
明
代
古
文
辞
派
の
受
容
と
荻
生
徂
徠
の
『
古
文
辞
学
』

─
李
・
王
関
係
著
作
の
招
来
と
荻
生
徂
徠
の
詩
文
論
の
展
開
」）

（1
（

は
、

明
代
古
文
辞
派
の
著
作
の
出
版
状
況
と
そ
れ
ら
の
日
本
へ
の
到
来
、
そ
の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
の
徂
徠
の
明
代
古
文
辞
へ
の
傾
倒

に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
う
。

　

大
庭
『
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
の
資
料
編
「
唐
船
持
渡
書
」
書
目
を
み
る
と
、
宋
・
眞
徳
秀
撰
『
文
章
正
宗
』（
二
十
巻
、
続
集
二
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十
巻
、
享
保
四
年
〈
一
七
一
九
〉
九
月
入
）、
明
・
張
自
烈
撰
『
正
字
通
』（
十
二
巻
、
同
年
入
）、
明
・
徐
師
曾
『
詩
體
明
辨
』（
二
十
六
巻
、

享
保
二
十
年
〈
一
七
三
五
〉
十
一
月
入
）、『
文
體
明
辨
』（
八
十
四
巻
、
宝
暦
十
三
年
〈
一
七
六
三
〉
入
）、『
文
章
辨
體
式
』（
安
永
八
年
〈
一

七
七
九
〉
入
）
な
ど
の
到
来
が
散
見
さ
れ
る
。

　

こ
の
大
庭
の
ま
と
め
た
書
目
を
見
る
限
り
で
は
、
徂
徠
生
前
に
舶
来
の
も
の
は
眞
徳
秀
撰
『
文
章
正
宗
』
と
『
正
字
通
』
だ
け
だ

が
、
た
と
え
ば
『
文
體
明
辨
』
は
、
筆
者
が
調
査
し
得
た
範
囲
だ
け
で
も
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
京
都
の
版
元
よ
り
出
た
も
の

が
四
点
確
認
で
き
（
現
在
は
同
志
社
大
学
、
関
西
大
学
他
蔵
）、
印
年
が
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
の
も
の
が
他
に
二
点
あ
る）

（（
（

。
寛
文
六

年
の
刊
本
で
林
家
旧
蔵
本
（
一
点
）、
同
昌
平
校
旧
蔵
本
（
印
年
は
寛
文
十
三
年
、
三
点
）
の
同
書
が
現
在
内
閣
文
庫
に
も
あ
る
ほ
か
、

周
南
『
作
文
初
問
』（
刊
行
は
没
後
の
宝
暦
五
年
〈
一
七
五
五
〉）
の
後
半
部
分
の
法
に
関
す
る
議
論
が
、
宋
・
謝
枋
得
揖
『
文
章
軌
範
』

（
七
巻
）、
元
・
陳
繹
曾
揖
『
文
章
歐
冶
』（
一
巻
）、
明
・
呉
訥
揖
『
文
章
辨
體
』（
四
十
六
巻
、
外
集
五
巻
）
か
ら
抄
出
し
た
法
に
関
す

る
記
述
で
あ
る
の
は
、
早
く
白
石
の
指
摘
が
あ
る）

（1
（

。「
呉
文
恪
公
訥
が
纂
す
る
所
の
『
文
章
辨
體
』
を
主
と
為
し
て
こ
れ
を
損
益
」

し
て
成
っ
た
の
が
『
文
體
明
辨
』（
同
「
序
」）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
が
こ
の
時
期
す
で
に
出
回
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
上
編
で
文
の
体
裁
を
論
じ
る
梁
・
劉
勰
撰
『
文
心
雕
龍
』（
十
巻
）、
宋
・
李
塗
撰
『
文
章
精
義
』（
一
巻
）
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
『
内
閣
文
庫
漢
籍
目
録
』
を
み
る
と
、『
文
章
軌
範
』
に
関
す
る
『
正
文
章
軌
範
評
林
註
釋
』（
七
巻
、
続
七
巻
、
寛
文
六
年
）、

『
文
章
辨
體
』、
さ
き
の
『
文
體
明
辨
』
が
確
認
で
き
る
。

　
『
文
選
』
の
江
戸
期
舶
来
の
も
の
、
そ
の
和
刻
本
の
流
通
に
関
し
て
は
芳
村
弘
道
「
和
刻
本
の
『
文
選
』
に
つ
い
て

─
版
本
か

ら
見
た
江
戸
・
明
治
期
の
『
文
選
』
受
容
」
に
詳
し
い）

（1
（

。
こ
れ
を
み
る
と
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
印
行
の
『
六
臣
註
文
選
』

（
直
江
版
、
宋
の
明
州
刊
本
を
も
と
に
銅
版
活
字
で
印
行
の
も
の
、
寛
永
二
年
〈
一
六
二
五
〉
に
重
刻
。
現
内
閣
文
庫
蔵

─
筆
者
）、
慶
安
五
年

（
一
六
五
二
）
の
明
・
呉
勉
学
本
に
も
と
づ
く
六
臣
註
も
の
（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
に
重
刻
）、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
印
行
の
『
文

選
正
文
』
な
ど
が
あ
る
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
は
『
文
選
字
引
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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南
郭
の
校
訂
、
片
山
兼
山
点
が
付
さ
れ
た
『
正
文
』
が
十
八
世
紀
後
半
以
降
に
多
数
出
回
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
李
善
註
、
六
臣

註
以
外
に
も
こ
の
書
の
註
、
評
の
類
い
が
出
回
っ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
舶
来
・
倭
刻
の
年
月
の
不
明
な
も
の
が
多
い
が
、
宋
・
陳

仁
子
撰
『
文
選
補
遺
』（
四
十
巻
）
を
は
じ
め
、
明
代
の
も
の
で
『
文
選
』
に
も
れ
た
作
品
を
補
う
性
質
の
張
鳳
翼
補
『
文
選
纂
註
』

（
十
二
巻
）、
明
・
陸
弘
祚
編
『
文
選
纂
註
評
苑
』（
二
集
二
十
六
巻
）、
明
・
陳
與
郊
撰
『
文
選
章
句
』（
二
十
八
巻
）、
明
・
郭
正
域
『
文

選
批
評
』（
前
集
十
四
巻
、
音
釋
一
巻
、
後
集
十
一
巻
）、
さ
ら
に
明
・
劉
節
撰
『
広
文
選
』（
六
十
巻
）
な
ど
が
前
掲
『
内
閣
文
庫
漢
籍

目
録
』
に
も
確
認
で
き
、
音
韻
に
関
す
る
も
の
に
『
文
選
音
註
』、『
文
選
音
義
』
が
あ
る）

（1
（

。

　

こ
こ
で
蘐
園
諸
氏
に
よ
る
校
訂
、
執
筆
の
文
範
書
、
文
章
論
の
類
に
目
を
む
け
る
と
、
宋
・
陳
騤
撰
の
『
文
則
』
二
巻
の
上
巻
は

文
法
を
論
じ
、
下
巻
は
句
法
、
文
体
を
論
じ
る
が
、
山
井
鼎
の
校
訂
本
が
あ
る
（
享
保
十
三
年
）。
文
章
論
で
は
古
文
の
助
字
、
句
の

不
定
性
を
論
じ
る
南
郭
『
文
筌
小
言
』（
一
巻
）、
前
出
の
周
南
『
作
文
初
問
』
が
あ
る
。
春
臺
以
降
の
蘐
園
門
下
の
も
の
で
は
、
彼

の
「
秘
蔵
の
門
人
」
松
崎
観
海
の
文
集
の
編
者
で
も
あ
る
熊
阪
臺
洲
（
一
七
三
九
～
一
八
〇
三
）
の
『
文
章
緒
論
』
は
『
文
則
』
の
四

法
論
を
批
判）

（1
（

、
の
ち
に
徂
徠
学
批
判
に
転
じ
る
片
山
兼
山
（
一
七
三
〇
～
八
二
）
は
南
郭
校
訂
の
文
選
『
正
文
』
に
点
を
付
す
。
徂
徠

「
物
子
書
示
木
公
達
書
目
」
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
『
文
選
』（
李
善
註
）、『
文
選
章
句
』、『
文
章
辨
體
』、『
文
體
明
辨
』、『
正
字
通
』

で
あ
り
、「
右
吾
黨
學
者
必
須
備
座
右
不
可
缺
一
種
」
と
さ
れ
る）

（1
（

。

　

か
く
、
文
の
體
・
法
、
あ
る
い
は
「
軌
範
」
に
関
し
て
参
考
と
な
る
諸
書
の
流
入
が
、
舶
来
時
期
の
確
定
に
限
界
が
あ
る
も
の
の
、

す
で
に
多
数
存
在
し
、
蘐
園
内
で
も
山
井
校
訂
の
『
文
則
』、
南
郭
、
周
南
、
熊
阪
臺
洲
ら
の
文
章
論
が
あ
り
、「
物
子
書
示
木
公
達

書
目
」
に
も
五
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
春
臺
が
重
視
し
た
も
の
は
ど
の
書
で
あ
っ
た
か
。

（
ｃ
）　

春
臺
が
重
視
し
た
書

　
『
倭
讀
要
領
』「
学
則
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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文
ニ
ハ
體
ア
リ
法
ア
リ
。
體
ナ
ケ
レ
バ
文
ト
イ
ハ
ズ
、
法
ナ
ケ
レ
バ
文
ヲ
成
サ
ズ
。
體
ト
ハ
體
裁
ナ
リ
。
體
ハ
文
選
ニ
分
タ
ル

ガ
如
シ
。
其
文
ヲ
熟
讀
シ
テ
、
體
裁
ノ
各
別
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ベ
シ
。
明
ノ
呉
訥
ガ
文
章
辨
體
、
徐
師
曾
ガ
文
體
明
辨
ニ
是
ヲ
辨

ズ
ル
コ
ト
甚
詳
ナ
リ
。
文
ヲ
學
ブ
者
ハ
、
必
是
ヲ
看
ル
ベ
シ
。
法
ト
ハ
、
法
度
ナ
リ
。
何
レ
ノ
體
ニ
モ
、
一
篇
ノ
内
ニ
、
篇
章

句
字
ノ
四
法
ア
リ
。
又
起
伏
、
照
應
、
抑
揚
、
関
鎖
、
轉
換
、
波
瀾
、
頓
挫
等
ノ
法
ア
リ
。（『
倭
讀
要
領
』
下
、
三
十
九
オ
～
ウ
）

　

こ
の
記
述
に
は
、
梁
の
『
文
選
』
の
ほ
か
、
さ
き
に
み
た
明
代
儒
者
に
よ
る
『
文
章
辨
體
』『
文
體
明
辨
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
文
選
ニ
分
タ
ル
ガ
如
」
く
の
文
の
體
と
は
、
賦
・
詩
・
騒
・
七
・
詔
・
冊
・
令
・
教
・
策
問
・
表
・
上
書
・
啓
・
弾
事
・
牋
・
奏

記
・
書
・
移
・
檄
・
難
・
対
（
問
）・
設
論
・
辞
・
序
か
ら
碑
文
・
墓
誌
・
行
状
・
弔
文
・
祭
文
ま
で
の
三
十
九
類
で
あ
る
。『
文

選
』
は
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
、
紀
元
前
五
世
紀
東
周
の
「
毛
詩
序
」（
卜
子
夏
の
撰
）
か
ら
紀
元
五
世
紀
梁
朝
中
期
の
「
廣
絶
交
論
」（
劉

孝
標
の
撰
）
ま
で
、
時
代
順
に
百
三
十
余
名
の
作
家
の
四
八
一
篇
七
六
二
首
の
詩
文
を
類
集
す
る
も
の
で
あ
る
。
詩
と
賦
が
全
巻
の

過
半
数
を
占
め
（
詩
四
四
三
首
、
賦
五
六
篇
）、
詩
は
圧
倒
的
多
数
が
五
言
詩
で
あ
る
が
、
時
代
別
に
み
る
と
、
後
漢
末
ま
で
の
分
量

は
賦
、
詩
、
書
の
順
、
そ
の
他
の
文
体
は
極
め
て
少
な
く
、
魏
で
は
書
が
比
較
的
多
く
、
南
斉
か
ら
梁
ま
で
は
詩
が
激
増
し
た
一
方
、

賦
が
少
な
く
な
る）

（1
（

。

　

中
で
も
晋
代
の
詩
文
が
全
収
録
作
品
の
四
分
の
一
以
上
に
当
た
る
一
二
六
篇
二
五
一
首
に
の
ぼ
り
、
と
り
わ
け
『
文
選
』
収
録
年

限
全
体
の
七
％
に
過
ぎ
な
い
西
晋
時
代
（
五
十
一
年
間
〈
二
六
五
～
三
一
六
〉）
の
作
品
が
全
収
録
作
品
の
二
二
％
、
六
十
年
に
満
た
な

い
南
朝
宋
代
の
作
品
が
二
一
％
を
占
め
、『
文
選
』
の
撰
者
が
西
晋
、
そ
し
て
宋
代
、
次
い
で
斉
・
梁
の
詩
文
を
重
視
し
て
い
た
こ

と
が
近
年
の
研
究
で
実
証
さ
れ
た）

（1
（

が
、
か
よ
う
な
現
代
の
知
見
に
鑑
み
れ
ば
、「
文
質
」「
骨
力
」
を
特
徴
と
す
る
と
さ
れ
る
漢
代
の

詩
文
で
は
な
く
、
麗
・
艶
麗
を
各
々
特
徴
と
す
る
、
あ
る
い
は
「
華
」・「
糲
」（
粗
さ
）
が
加
味
さ
れ
た
（
西
）
晋
・
梁
代
の
詩
（
注

17
参
照
）
を
多
数
採
用
し
た
『
文
選
』
を
、
漢
代
の
文
、
さ
ら
に
は
唐
代
の
韓
愈
、
柳
宗
元
ら
の
詩
文
を
尊
崇
し
た
春
臺
が
、
な
ぜ



172

各論編Ⅱ　古代言語への意識／接近

「
暗
記
ス
ル
ニ
至
」
る
ま
で
「
誦
讀
習
熟
」
す
る
こ
と
を
求
め
た
（『
倭
讀
要
領
』「
學
則
」）
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
春
臺
は
同
「
學
則
」
に
て
、『
文
選
』
に
は
「
東
漢
以
後
ノ
文
モ
多
ク
入
タ
レ
ド
モ
、
古
文
ノ
竒
特
ナ
ル
者
ヲ

多
ク
載
」
る
故
に
、「
後
世
是
ヲ
以
テ
文
學
ノ
模
範
ト
ス
」
べ
し
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
同
「
倭
讀
例
」
に
お
い
て
全
文
を
掲
げ
て
訓

点
を
付
し
、
読
み
方
の
実
例
を
示
す
の
は
、
司
馬
相
如
（
長
卿
、
前
漢
）
の
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」
で
あ
る
。
春
臺
は
、
あ
く
ま
で

『
文
選
』
所
収
の
作
品
中
「
古
文
ノ
竒
特
ナ
ル
者
」
の
み
を
選
択
し
、「
是
ヲ
以
テ
文
學
ノ
模
範
ト
ス
ル
」
べ
し
と
考
え
、
詩
と
文
の

限
定
的
選
択
的
利
用
を
念
頭
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
賦
」
に
つ
い
て
、
春
臺
は
上
述
の
ご
と
く
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」
全
文
を
『
倭
讀
要
領
』「
倭
讀
例
」（
第
十
四
）
に

掲
げ
て
、
訓
点
を
付
し
読
み
方
の
実
例
を
示
す）

（1
（

。

　

一
方
、「
賦
聖
」
揚
雄
（
子
雲
、
前
漢
）、
賦
の
名
家
と
う
た
わ
れ
た
張
衡
（
平
子
、
後
漢
）
ら
の
賦
は
あ
げ
て
い
な
い
。
と
く
に
揚

雄
に
関
し
、
高
橋
章
則
は
、「
夫
れ
古
を
学
ぶ
者
、
必
ず
千
載
の
子
雲
を
竢
つ
こ
と
疑
は
ず
」（
與
竹
春
庵
第
二
書
）
と
の
徂
徠
の
揚

雄
評
、
熊
阪
臺
洲
の
揚
雄
羨
望
、
さ
ら
に
は
周
・
文
王
以
降
の
道
統
が
揚
雄
に
継
受
さ
れ
た
と
ま
で
す
る
韓
愈
の
揚
雄
評
の
徂
徠

『
四
家
雋
』
へ
の
採
用
（
巻
之
二
）
な
ど
を
列
挙
し
、
蘐
園
に
お
け
る
揚
雄
の
賞
揚
を
指
摘
す
る）

11
（

。

　

こ
れ
に
対
し
春
臺
は
、「
倭
讀
例
」
以
外
で
も
揚
雄
の
賦
・
詩
に
は
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
こ
れ
は
な

ぜ
か
。
高
橋
が
同
稿
で
論
じ
る
よ
う
に
、
揚
雄
が
李
于
鱗
と
の
関
連
の
中
で
隠
逸
と
の
親
和
性
を
も
っ
て
提
示
さ
れ）

1（
（

、
こ
れ
を
、
学

問
の
経
世
済
民
と
の
連
続
を
堅
持
せ
ん
と
す
る
春
臺
が
忌
避
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

し
か
し
一
方
で
揚
雄
は
、
賦
を
作
す
は
「
童
子
の
雕
蟲
篆
刻
に
し
て
、
壮
夫
は
為
さ
ず
」（『
揚
子
法
言
』「
吾
子
編
」）
と
し
、
翻
っ

て
は
『
太
玄
録
』『
揚
子
法
言
』
を
著
し
、
春
臺
が
一
貫
し
て
尊
崇
し
た
韓
愈
、
班
固
も
賛
意
を
示
し
た
人
物
で
あ
り
、
柳
宗
元
は

『
法
言
』
に
註
を
付
す
。
ま
た
、
徂
徠
『
經
子
史
要
覧
』
は
「
讀
書
の
要
訣
」（
同
書
「
序
」）
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
之
下
「
子
要
覧
」

で
も
揚
雄
が
あ
げ
ら
れ
（
注
20
参
照
）、「
前
漢
ノ
英
傑
」
に
し
て
そ
の
「
文
章
駿
發
」
と
賞
賛
さ
れ
る
が
、
と
く
に
「
法
言
太
玄
ノ
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二
書
」
が
「
讀
ズ
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
さ
れ
る
。
揚
雄
の
詩
・
賦
よ
り
も
、『
太
玄
録
』『
揚
子
法
言
』
を
評
価
し
て
の
記
載
と

も
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。
さ
ら
に
は
朱
子
が
『
後
漢
書
』（
巻
八
十
五
）、『
典
引
』
の
記
事
な
ど
に
則
り
、「
莽
大
夫
揚
雄
」
を

「
眞
是
一
腐
儒
」
と
痛
罵
し
た
の
に
対
し
、
司
馬
光
は
「
文
公
の
云
ふ
所
も
亦
た
未
だ
以
て
定
論
と
為
す
べ
か
ら
ず
」
と
し
（『
揚
子

法
言
集
註
』「
序
」）、
明
代
の
『
焦
氏
筆
乗
』「
揚
子
雲
始
末
辨
」、
張
燧
『
千
百
年
眼
』「
揚
雄
始
末
辨
」
は
揚
雄
を
「
劇
秦
美
新
」

の
作
者
に
非
ず
と
す
る
（
作
者
は
同
字
〈
子
雲
〉
の
谷
永
で
あ
っ
た
と
す
る
）。
春
臺
が
、『
經
子
史
要
覧
』、
柳
氏
、
焦
・
張
両
氏
の
揚

雄
評
を
ど
う
見
た
か
に
つ
い
て
の
精
査
も
踏
ま
え
て
、
彼
の
揚
雄
観
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

　

賦
は
『
文
選
』
の
首
篇
に
置
か
れ
、
前
述
の
ご
と
く
後
漢
末
ま
で
の
も
の
に
関
し
て
は
収
録
数
も
多
い
が
、
対
し
春
臺
『
紫
芝
園

稿
』
所
収
の
賦
は
「
鎌
倉
賦
」
の
み
で
あ
る
。
春
臺
の
著
述
物
全
体
の
傾
向
（
詩
文
が
少
な
く
、
経
学
・
歴
史
関
係
が
多
い
）
と
と
も
に
、

留
意
す
べ
き
点
で
あ
る）

11
（

。

　

一
方
、
こ
の
「
鎌
倉
賦
」、
春
臺
の
用
辞
と
作
文
へ
の
意
識
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
賦
で
春
臺
は
、

倹
約
、
素
朴
、
恭
し
さ
の
表
徴
と
し
て
洛
陽
を
賞
揚
し
、
華
美
、
奢
侈
が
特
徴
の
西
都
（
長
安
）
に
対
置
さ
せ
る
班
固
「
東
都
賦
」、

張
衡
「
東
京
賦
」
に
倣
い
、
鎌
倉
人
を
「
躬
恭
儉
而
良
圖
」
と
表
現
、
か
よ
う
な
類
型
の
人
び
と
を
擁
す
る
本
邦
の
「
東
都
」
鎌
倉

の
特
徴
を
洛
陽
の
そ
れ
に
準
え
る
。

　

こ
の
賦
に
は
ま
た
、「
方
平
氏
之
臨
朝
兮
。
寔
牝
雞
之
晨
鳴
」（
平
氏
の
臨
朝
す
る
に
方あ

た

る
兮
、
寔ま

さ

に
牝
雞
の
晨
鳴
な
り
）
と
の
辞
句
が

あ
る
。『
尚
書
』「
牧
誓
」
の
「
古
人
有
言
、
曰
、
牝
雞
無
晨
。
牝
雞
之
晨
、
惟
家
之
索
」（
古
人
言
へ
る
有
り
、
曰
く
、『
牝
雞
は
晨あ

し
たす

る

こ
と
無
し
。
牝
雞
の
晨
す
る
は
、
惟
れ
家
こ
れ
索つ

き
ん
』
と
）
と
の
言
に
準
え
、
平
家
の
臨
朝
＝
源
氏
の
危
機
を
、
古
言
の
辞
句
に
準
え

て
表
現
す
る
。

　

短
い
詩
語
の
用
例
で
は
、「
覧
黙
土
（
鎌
倉

─
筆
者
）
之
芒
芒
」
は
『
詩
』「
商
頌
」
玄
鳥
の
「
宅
殷
土
之
芒
芒
」
に
典
故
を
有
し
、

『
文
選
』
所
収
の
詩
は
じ
め
多
く
に
引
か
れ
る
語
で
あ
り
、
こ
の
語
を
も
っ
て
殷
墟
と
江
戸
中
期
の
鎌
倉
の
様
相
を
重
ね
る
。
こ
れ
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ら
も
含
め
、
古
文
辞
の
つ
ぎ
は
ぎ
で
は
な
い
、
古
辞
と
そ
の
意
を
斟
酌
し
な
が
ら
の
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
の
賦
は
、
春
臺
の
用
辞
と

作
文
へ
の
意
識
を
呈
出
す
る
。
井
上
蘭
臺
が
こ
の
賦
は
「
古
賦
也
」
と
し
、「
字
ノ
キ
リ
ヤ
ウ
全
ク
文
選
ノ
體
ナ
リ
」
と
絶
賛
す
る

の
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る）

11
（

。

　

春
臺
は
次
い
で
、『
文
章
辨
體
』、『
文
體
明
辨
』
の
二
書
は
、『
文
選
』
に
つ
い
て
「
辨
ズ
ル
コ
ト
甚
詳
ナ
」
る
故
、「
文
ヲ
學
ブ

者
ハ
、
必
是
ヲ
看
ル
ベ
シ
」
と
す
る
（『
倭
讀
要
領
』「
學
則
」）。
こ
の
『
文
體
明
辨
』
は
ま
た
、「
文
章
の
體
は
詩
・
書
よ
り
起
こ
り
」、

六
辞
と
は
「
祠
（
辞
）・
命
・
誥
・
会
（
誓
）・
壽
・
誄
な
り
」（『
文
體
明
辨
』
序
）
と
し
て
い
る
。
初
巻
の
「
文
章
綱
領
」
に
て
古
今

の
文
章
、
詩
、
賦
に
つ
い
て
の
議
論
、
文
体
と
詩
格
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、『
文
選
』
よ
り
さ
ら
に
細
か
い
区
分
の
文
体
に
類
別
さ

れ
た
上
、
文
章
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

春
臺
は
前
出
の
『
文
論
』
五
に
て
、「
文
の
經
」
と
し
て
の
「
體
」
に
言
及
、
さ
ら
に
「
體
の
細
分
」
と
し
て
の
「
誓
・
誥
・

訓
・
命
・
序
・
記
・
銘
・
誄
」、「
文
の
緯
」
と
し
て
の
「
叙
事
」「
議
論
」
を
あ
げ
、『
文
論
』
三
に
て
は
『
書
』
の
「
六
體
」
と
し

て
典
・
謨
・
訓
・
誥
・
誓
・
命
を
あ
げ
る
。『
六
經
略
説
』
で
は
こ
の
「
六
體
」
に
つ
い
て
、
典
は
法
、
謨
は
謀
、
訓
は
教
訓
、
誥

は
「
衆
人
ニ
告
ル
」
も
の
、
誓
は
「
軍
旅
ニ
誓
フ
」
言
葉
、
命
は
「
臣
ニ
命
ジ
テ
官
人
ト
シ
、
或
ハ
諸
侯
ト
ス
ル
命
令
ノ
詞
」
と
規

定
す
る）

11
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
計
十
體
以
外
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、『
文
選
』
は
文
の
體
を
三
十
九
に
類
別
、
そ
れ
ぞ
れ
典
型
と
さ
れ
る
文
を
載
せ
る
。『
文
體
明
辨
』
に

至
っ
て
は
『
文
選
』
が
さ
ら
に
細
か
く
類
別
さ
れ
、
た
と
え
ば
「
詩
」
は
四
言
古
詩
・
五
言
古
詩
・
七
言
古
詩
、
近
體
律
詩
、
和
韻

詩
、
聯
句
詩
・
集
句
詩
な
ど
九
類
に
分
け
ら
れ
、「
策
」
も
策
と
策
問
に
、
碑
文
も
墓
碑
文
が
分
け
ら
れ
、
全
九
十
の
體
に
類
別
さ

れ
、
各
々
に
関
し
て
例
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
附
録
」
と
し
て
雑
句
詩
、
雑
言
詩
、
表
本
、
宣
答
な
ど
二
十
五
の
體
が
示

さ
れ
、
各
々
例
文
が
付
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、『
文
論
』『
倭
讀
要
領
』
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
春
臺
は
上
述
の
三
書
に
あ
る
ご
と
く
の
細
か
い
文
體
の
分
類
に
こ
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と
ご
と
く
言
及
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
例
を
と
り
、
解
説
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
実

際
問
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
三
書
は
い
ず
れ
も
膨
大
な
著
で
あ
り
、「
暗
記
ス
ル
ニ
至
」
る
ま
で
「
誦
讀
習
熟
」
す
る
こ
と
は
困
難
な

書
で
あ
る
。
春
臺
が
ど
の
レ
ベ
ル
で
の
習
得
を
目
指
す
べ
し
と
考
え
て
い
た
の
か
、
彼
自
身
の
習
熟
度
の
検
証
も
含
め
、
こ
の
点
の

検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
文
の
法
に
関
す
る
春
臺
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
よ
う
。
字
・
句
・
章
・
編
の
四
法
に
関
す
る
用
例
の
羅
列
に
よ
る
説
明

が
、『
倭
讀
要
領
』
の
「
倭
語
正
誤
第
八
」「
倭
讀
正
誤
第
九
」
に
お
い
て
試
み
ら
れ
て
い
る）

11
（

。『
文
論
』
六
に
お
い
て
は
左
丘
明
の

『
春
秋
左
氏
傳
』、
司
馬
遷
『
史
記
』
に
各
々
特
有
の
辞
、
字
の
法
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
詩
・
書
・
易
に
特
有
の
字
法
が
具
体
例
を

も
っ
て
説
か
れ
る
。『
左
傳
』『
史
記
』
各
々
の
文
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

左
氏
之
文
。
簡
而
整
齋
。
必
添
數
字
。
然
後
其
義
纔
通
。
司
馬
之
文
。
詳
而
變
化
。
不
可
拘
以
一
定
之
法
。
要
之
百
三
十
篇
文
。

百
三
十
法
矣
。
此
二
家
之
大
體
也
。
左
氏
之
文
自
一
法
。
前
無
古
人
。
司
馬
之
文
亦
自
一
法
。
其
紀
漢
興
以
来
。
乃
其
自
撰
。

其
紀
五
帝
以
降
。
至
秦
楚
之
際
。
則
採
摭
經
伝
及
諸
家
遺
文
。
以
為
本
紀
世
家
列
伝
之
言
。（
中
略
）
夫
六
經
無
眞
字
。
尚
書

無
也
字
。
尚
書
之
辞
。
朕
台
皆
我
也
。
攸
。
所
也
。
若
。
順
也
。
乂
。
治
也
。
克
。
能
也
。
肆
。
故
也
。
届
。
至
也
。
兪
。
然

也
。
充
。
信
也
。
誕
。
大
也
。
底
。
致
也
。
逆
。
迎
也
。
罔
。
無
也
。
卑
。
使
也
。
作
。
為
也
。
邁
。
行
也
。
紹
。
継
也
。
檀
。

誠
也
。
曷
。
何
也
。
矧
。
況
也
。
敉
。
撫
也
。
畀
。
予
也
。
越
。
於
也
。
厥
。
其
也
。
諸
如
此
類
。
尚
書
所
用
。
詩
易
亦
用
之
。

而
他
書
所
罕
用
也
。

（〈
右
の
文
に
関
し
て
は
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
識
得
を
尊
重
す
べ
く
、
以
下
、
訓
釋
を
載
せ
る
〉
左
氏
の
文
は
、
簡
に
し
て
整
齋
な
り
。
必
ず
數

字
を
添
へ
、
然
る
後
其
の
義
纔
に
通
す
。
司
馬
の
文
は
、
詳
か
に
し
て
變
化
す
。
一
定
の
法
以
て
拘
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
百
三
十
篇
の
文
に
百

三
十
法
を
要
せ
ん
矣
。
此
れ
二
家
の
大
體
な
り
。
左
氏
の
文
は
自
ず
か
ら
一
法
な
り
て
、
前
に
古
人
な
し
。
司
馬
の
文
も
亦
た
自
ず
か
ら
一
法
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な
る
も
、
其
の
漢
の
興
り
て
以
来
を
紀
す
る
は
、
乃
ち
其
れ
自
撰
、
其
の
五
帝
以
降
秦
・
楚
の
際
に
至
る
ま
で
を
紀
す
る
は
、
則
ち
經
伝
及
び

諸
家
の
遺
文
を
採
摭
し
て
、
以
て
本
紀
・
世
家
・
列
伝
の
言
を
為
る
。（
中
略
）
夫
れ
六
經
に
眞
の
字
な
し
。
尚
書
に
也
の
字
な
し
。
尚
書
の

辞
は
、
朕
・
台
は
皆
な
我
な
り
。
攸
は
所
な
り
。
若
は
順
な
り
。
乂
は
治
な
り
。
克
は
能
な
り
。
肆
は
故
な
り
。
届
は
至
な
り
。
罔
は
然
な
り
。

充
は
信
な
り
。
誕
は
大
な
り
。
底
は
致
な
り
。
逆
は
迎
な
り
。
兪
は
無
な
り
。
卑
は
使
な
り
。
作
は
為
な
り
。
邁
は
行
な
り
。
紹
は
継
な
り
。

檀
は
誠
な
り
。
曷
は
何
な
り
。
矧
は
況
な
り
。
敉
は
撫
な
り
。
畀
は
予
な
り
。
越
は
於
な
り
。
厥
は
其
な
り
。
諸
れ
此
の
ご
と
く
の
類
は
、
尚

書
の
用
ふ
る
所
、
詩
・
易
亦
た
こ
れ
を
用
ふ
。
而
し
て
他
書
の
罕
用
す
る
所
な
り
）

　

こ
の
前
段
に
お
い
て
、
左
氏
の
辞
は
周
人
の
語
で
あ
り
、
司
馬
遷
の
辞
は
戦
国
、
秦
、
漢
の
人
の
語
で
あ
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
文

辞
、
用
い
る
字
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
あ
と
、
右
の
ご
と
く
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
『
左
傳
』
と
『
史
記
』
の
、
文
の
法
の
決
定

的
な
相
違
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
と
く
に
『
史
記
』
の
五
帝
時
代
以
降
の
記
述
に
お
け
る
諸
家
の
遺
文
の
採
用
と
、
そ
れ
に

従
っ
て
の
文
の
法
の
変
化
を
指
摘
す
る
。
も
っ
と
も
こ
の
行
文
の
後
段
に
お
い
て
、
司
馬
氏
は
た
だ
原
文
を
採
用
す
る
こ
と
を
せ
ず
、

そ
の
「
隱
括
」
の
仕
方
に
一
定
の
「
家
法
」
を
も
っ
て
行
な
っ
て
お
り
、「
夫
れ
子
長
が
能
く
一
家
を
成
し
て
百
世
に
高
き
所
以
」

と
絶
賛
し
て
い
る
。

　

続
け
て
『
書
』
に
お
け
る
特
有
の
字
法
に
つ
い
て
、
用
字
の
事
例
の
羅
列
を
も
っ
て
右
に
あ
げ
た
ご
と
く
論
じ
る
。
し
か
し
、
た

と
え
ば
春
臺
は
「
台
は
皆
な
我
」
と
す
る
が
、「
高
宗
肜
日
」
の
「
正
厥
徳
乃
曰
其
如
台
」
の
「
台
」
は
「
何
」
で
「
如
何
」、
ま
た
、

「
若
」
は
「
順
」
の
ほ
か
「
若
し
」
等
常
套
の
用
法
も
あ
る
。

　

以
下
、
全
釋
版
『
尚
書
』
の
語
釈
に
よ
っ
て
字
法
を
み
た
だ
け
で
も
、「
肆
」
は
「
故
」（
た
と
え
ば
、「
大
誥
」
の
「
肆
、
予
告
我
友

邦
君
…
…
」。
前
文
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
っ
て
「
い
ま
」
と
も
読
む
）、「
牧
誓
」
の
「
昏
棄
厥
肆
祀
」（
そ
の
祀
る
肆と

こ
ろを

昏
棄
し
）
と
の
用
法

（
楊
向
時
の
指
摘
）
の
ほ
か
、
鄭
注
で
は
こ
こ
で
の
「
肆
」
は
祭
名
と
さ
れ
、『
詩
』
鄭
箋
で
は
「
陳
」
の
意
と
さ
れ
る
。「
紹
」
は
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「
継
」（『
爾
雅
』
釋
詁
）
の
ほ
か
「
助
け
る
」（「
王
来
紹
上
帝
」〈
王
来つ

と

め
て
上
帝
を
紹た

す

く
、「
召
誥
」〉）
の
意
が
あ
り
、「
矧
」
は
「
況
」
の

ほ
か
「
ま
た
」
の
意
も
あ
る
。「
攸
」
は
「
所
」
以
外
に
、
た
と
え
ば
「
洪
範
」
第
一
条
の
「
彙
倫
攸
敍
」
は
「
彙
倫
の
敍
す
る

攸と
こ
ろ」

と
読
む
が
、
直
後
の
同
句
中
の
「
攸
」
を
『
經
伝
釋
詞
』
は
「
所
以
」、『
集
釋
』
は
「
由
」、
屈
氏
は
「
乃
」
と
す
る
。『
書
』

の
か
よ
う
な
用
字
法
の
様
相
に
対
し
『
文
則
』
は
、「
五
行
を
威
侮
し
三
正
を
怠
棄
す
」「
賢
を
佑
け
徳
を
輔
け
」
等
『
書
』
の
用
字

例
を
あ
げ
、「
此
れ
皆
な
渾
然
と
し
て
成
る
」
と
し
、
字
法
の
不
定
を
い
う
。
こ
と
に
『
詩
』『
書
』
の
用
字
法
は
注
意
を
要
し
、
こ

の
意
味
で
、
南
郭
『
文
筌
小
言
』
第
五
、
六
、
七
、
九
言
で
の
助
字
、
句
の
不
定
性
の
指
摘
は
妥
当
と
い
え
よ
う
。

小　

括
─
古
文
辞
の
「
習
熟
」
／
「
體
」「
法
」
の
分
析
的
識
得

　

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
春
臺
は
ま
ず
、『
文
選
』『
文
章
辨
體
』『
文
體
明
辨
』
の
三
書
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
に
鑑
み
て
文
の
體
・

法
の
識
得
を
提
唱
、
華
美
な
る
文
辞
の
つ
ぎ
は
ぎ
と
そ
の
や
り
方
の
技
量
を
競
い
、「
古
人
の
成
語
」
の
、
こ
と
に
「
専
語
」
の

「
剽
窃
」
に
終
始
す
る
を
非
難
す
る
。
古
文
辞
を
も
っ
て
み
ず
か
ら
を
「
化
す
る
」
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
古
へ
の
法
、
體

の
体
系
的
把
握
、
理
解
に
基
づ
い
た
「
自
我
作
古
」
が
力
説
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
定
体
、
定
法
を
も
っ
て
の
文
の
識
得
、

と
く
に
春
臺
が
も
っ
と
も
上
位
に
置
い
た
『
詩
』『
書
』
の
字
法
に
お
け
る
法
則
性
の
特
定
に
つ
い
て
は
限
界
を
露
呈
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
古
の
）「
文
章
ニ
定
體
ナ
シ
」、「
法
亦
定
論
ナ
シ
」
と
『
作
文
初
問
』
で
指
摘
す
る
周
南
は
、
同
書
で
さ
ら
に
、
明
・
唐
順
之

（
荊
川
）
の
「
漢
以
前
之
文
未
嘗
無
法
而
法
寓
於
無
法
之
中
。
故
其
為
法
也
。
密
而
不
可
窺
」
と
の
説
を
引
き
こ
れ
も
否
定
、「
古
人

ハ
文
法
ノ
沙
汰
ハ
ナ
シ
ト
心
得
ベ
シ
」
と
説
く
。
さ
ら
に
は
、「
文
法
ノ
沙
汰
ナ
」
き
の
み
な
ら
ず
、「
歐
冶
軌
範
」
や
『
文
章
一

貫
』
な
ど
に
「
眼
染
バ
習
氣
二
等
ニ
落
」
ち
る
と
警
戒
、
文
範
へ
の
過
度
の
拘
泥
は
「
古
文
ヲ
學
ブ
ニ
害
ア
」
る
と
ま
で
批
判
す
る
。

春
臺
が
一
貫
し
て
「
體
」「
法
」
重
視
の
姿
勢
を
と
る
の
と
好
対
照
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、
周
南
は
文
範
書
の
「
編
法
章
法
句
法
」
を
も
っ
て
「
其
法
ヲ
悟
ル
ベ
シ
」
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
み
な
「
韓
柳
以
降
ノ

文
法
ナ
リ
」
て
、「
秦
漢
以
上
ノ
古
文
ニ
附
會
シ
テ
論
ズ
ル
者
ハ
非
ナ
リ
」
と
、
あ
く
ま
で
上
代
の
文
に
お
け
る
法
の
存
在
を
否
定

す
る
。
対
し
て
春
臺
は
、『
詩
』『
書
』
の
「
六
體
」
を
あ
げ
（『
文
論
』
三
）、
同
「
字
法
」
を
羅
列
し
（『
文
論
』
六
）、
秦
漢
以
前
の

文
も
含
め
「
要
は
、
法
を
失
わ
ざ
る
に
あ
る
の
み
」（『
文
論
』
三
）
と
し
、「
當ま

ず
先
に
體
を
辨
じ
、
其
の
次
に
法
を
明
ら
め
、
其
の

次
に
言
を
擇
ぶ
」
べ
し
（『
文
論
』
五
）
と
の
立
場
を
堅
持
す
る
の
は
、
両
者
の
決
定
的
な
立
場
の
違
い
を
呈
出
し
よ
う
。

　

徂
徠
が
、
文
法
的
に
重
要
な
働
き
を
す
る
助
字
（
辞
）
の
分
析
を
含
む
言
語
研
究
か
ら
、
助
字
の
少
な
い
古
文
辞
に
向
か
う
に
従

い
、「
分
析
」
よ
り
「
習
熟
」、
言
語
「
研
究
」
よ
り
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
に
至
っ
た
と
、
そ
の
学
的
変
遷
を
要
約
す
る
の
は

相
原
耕
作
で
あ
る）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
春
臺
が
、
一
貫
し
て
言
語
「
分
析
」
を
も
っ
て
の
体
系
的
言
語
（
華
言
）
理
解
を
目
指
し
て
い
た

姿
勢
は
、
彼
の
四
十
八
歳
時
の
作
で
あ
る
『
倭
讀
要
領
』、
そ
し
て
六
十
一
歳
時
の
『
文
論
』
の
双
方
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
剽
窃

を
批
判
し
、
古
へ
の
法
と
體
の
「
識
得
」
を
強
く
標
榜
す
る
姿
勢
は
『
文
論
』
段
階
で
も
明
白
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
析
的
、

体
系
的
言
語
理
解
を
目
指
し
た
彼
の
姿
勢
の
一
側
面
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
文
論
』
二
で
は
、
こ
れ
ら
の
識
得
を
も
っ
て
す
る
作
辞

の
営
み
が
比
喩
的
に
語
ら
れ
る
。

善
属
辞
者
。
猶
織
工
也
。
取
法
於
古
而
機
抒
由
己
。
不
善
属
辞
者
。
猶
縫
人
也
。
以
聯
綴
為
努
也
。
今
試
使
縫
人
聯
綴
数
百
断

錦
。
以
成
一
匹
錦
。
雖
極
其
裁
縫
之
工
。
何
及
新
織
下
機
之
一
匹
錦
哉
。
此
何
以
然
。
無
理
属
也
。

（
善
な
る
辞
を
属つ

づ

る
人
は
、
織
工
の
ご
と
く
の
人
で
あ
る
。（
文
・
辞
の
）
法
を
古
へ
か
ら
得
て
、
そ
の
上
で
そ
れ
に
則
り
な
が
ら
各
々
独
自
の

才
覚
を
用
い
て
文
章
を
つ
く
る
。
善
な
る
辞
を
属
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
縫
人
の
ご
と
く
の
人
で
あ
る
。
た
だ
た
だ
（
文
章
を
）
聯
綴
す

る
だ
け
で
あ
る
。
今
、
試
み
に
縫
人
に
数
百
断
の
錦
を
聯
綴
し
、
以
っ
て
一
匹
の
錦
を
つ
く
ら
せ
る
と
す
る
。
そ
の
裁
縫
の
技
術
自
体
は
妙
な

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
て
一
匹
の
錦
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
の
理
由
は
ま
さ
に
、「
理
」
を
も
つ
こ
と
な
く
属
ろ
う
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と
す
る
か
ら
で
あ
る
）

　

古
人
の
「
法
」
に
よ
っ
た
仕
事
を
織
工
に
よ
る
織
り
機
を
使
っ
た
仕
事
に
た
と
え
、
こ
れ
を
縫
人
の
手
仕
事
と
対
置
、
産
物
の
質

の
差
を
い
う
。「
其
の
裁
縫
の
工
、
極
ま
る
と
雖
も
」、
つ
ま
り
ど
れ
ほ
ど
の
腕
を
も
っ
た
裁
縫
人
で
あ
っ
て
も
、
機
械
を
用
い
て
の

作
業
に
及
ば
ざ
り
と
し
、
古
へ
よ
り
の
規
矩
に
準
じ
た
作
辞
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
。
機
抒
と
は
す
な
わ
ち
ヨ
コ
糸
、
古
人
の

「
體
」「
法
」
と
い
う
普
遍
の
、
よ
る
に
足
る
タ
テ
糸
を
軸
に
、
そ
の
規
矩
を
十
全
に
熟
知
し
た
「
織
工
」
に
よ
っ
て
ヨ
コ
糸
が
組
ま

れ
る
が
ご
と
き
辞
づ
く
り
が
提
唱
さ
れ
る
。
明
ら
か
に
こ
れ
は
、
古
文
辞
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
批
判
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
作
辞
は
文
理

が
備
わ
る
こ
と
も
、
意
義
が
通
じ
る
こ
と
も
な
い
も
の
と
否
定
す
る
。

　

し
か
し
徂
徠
も
、「
安
積
澹
泊
に
復
す
」
第
三
書
に
お
い
て
は
、
宋
儒
の
紕
繆
の
原
因
の
一
が
「
古
へ
の
文
の
體
・
勢
を
識
ら

ざ
」
る
こ
と
で
、「
凡
そ
文
章
を
學
ぶ
に
、
要
は
體
を
識
る
こ
と
な
り
」
と
明
言
し
て
い
る
。
続
け
て
「
故
に
左
氏
の
文
を
學
ぶ
は

則
ち
左
氏
の
法
を
用
い
、
孟
子
を
學
ぶ
は
則
ち
孟
子
の
法
を
用
ふ
。
若
し
混
じ
て
こ
れ
を
用
ふ
は
則
ち
錦
を
緝
め
て
以
て
布
と
す
る

者
の
類
な
り
」
と
す
る
。
こ
の
文
言
の
直
前
に
は
、
澹
泊
か
ら
の
、『
譯
文
筌
蹄
』
に
載
る
「
尚
」「
猶
」
と
の
二
字
の
字
法
に
つ
い

て
の
質
問
へ
の
徂
徠
の
応
答
が
あ
り
、
澹
泊
が
得
た
『
譯
筌
』
は
、「
題
言
十
則
」
が
巻
頭
に
付
さ
れ
、
二
十
年
あ
ま
り
に
渉
る
周

到
な
改
訂
が
重
ね
ら
れ
た
「
現
今
印
行
」
の
も
の
と
比
し
て
頗
る
粗
雑
な
「
舊
稿
」
の
「
寫
本
」
で
あ
る
と
の
弁
解
の
前
置
き
の
後
、

そ
れ
に
答
え
て
い
る
。
そ
の
『
譯
筌
』
の
「
題
言
十
則
」
の
第
五
則
に
は
「
如
し
他
書
を
讀
ま
ば
、
但
だ
其
の
書
の
體
・
格
を
指
授

せ
ん
こ
と
を
要
す
。『
詩
』
に
詩
の
體
格
あ
り
。『
易
』
に
易
の
體
格
あ
り
。
一
た
び
體
格
を
知
れ
ば
、
思
ひ
則
ち
半
ば
に
過
ぐ
矣
」

と
あ
り
、
同
則
で
は
字
詁
、
句
意
へ
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
も
説
か
れ
る
。

　

こ
の
澹
泊
へ
の
復
書
は
、
さ
き
の
模
倣
・
剽
窃
重
視
を
力
説
し
た
「
屈
景
山
に
答
ふ
」（
注
2
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
（『
年
譜

考
』
に
よ
る
と
「
復
安
澹
泊
」
第
三
書
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
八
月
十
三
日
、「
答
屈
景
山
」
は
そ
の
ほ
ぼ
三
週
間
前
の
七
月
二
十
一
日
の
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付
書
）
で
、
徂
徠
六
十
一
歳
時
の
書
牘
で
あ
る
。「
題
言
十
則
」
が
付
さ
れ
た
刊
本
『
譯
筌
』
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
刊
で
、
四

十
六
歳
当
時
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
徂
徠
に
お
い
て
も
、
各
々
の
書
に
固
有
の
「
體
」
の
認
識
と
個
々
に
適
切
な
「
法
」
を
用
い
る
こ

と
が
、
一
定
程
度
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
が
、
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
の
「
讀
書
法
」「
學
則
」
に
あ
る
よ
う
な
、

十
全
と
は
い
え
な
い
な
が
ら
も
具
体
的
に
参
考
と
な
る
諸
書
も
あ
げ
な
が
ら
體
と
法
の
識
得
に
む
け
た
学
習
法
が
説
か
れ
る
こ
と
は

な
く
、
模
倣
・
剽
窃
が
学
の
基
盤
と
さ
れ
た
。

　

一
方
、
春
臺
も
、『
倭
讀
要
領
』「
學
則
」
第
七
則
に
て
、「
始
ハ
只
古
人
ノ
語
ヲ
剽
窃
シ
テ
抄
寫
ス
」
れ
ば
、「
積
累
ノ
功
ニ
ヨ
リ

テ
、
イ
ツ
ト
ナ
ク
佳
境
ニ
入
」
る
と
、
の
ち
の
『
文
論
』
段
階
で
の
剽
窃
批
判
と
は
反
対
の
、
徂
徠
の
模
倣
⇒
「
化
す
る
」
と
何

ら
異
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
さ
き
の
白
石
は
、『
倭
讀
要
領
』
段
階
の
春
臺
は
、
文
の
法
を
古
に
求
め
る
も
修

辞
偏
重
の
六
朝
へ
の
対
抗
か
ら
修
辞
を
唱
え
な
い
韓
・
柳
に
よ
り
文
法
を
、
さ
ら
に
李
・
王
を
も
っ
て
修
辞
を
学
ぶ
の
を
初
学
の
必

須
と
し
て
お
り）

11
（

、
徂
徠
の
古
語
剽
窃
提
唱
に
疑
義
を
呈
さ
ず
、
春
臺
自
身
の
古
詩
理
解
が
深
ま
っ
た
『
文
論
』
段
階
（
六
十
一
歳
）

に
お
い
て
は
じ
め
て
、
明
詩
の
生
色
の
無
さ
、
人
工
的
な
様
相
を
看
取
す
る
に
至
り
、
徂
徠
の
継
承
者
、
そ
し
て
李
・
王
の
剽
窃
批

判
に
転
じ
た
と
す
る）

11
（

。

　

さ
ら
に
は
『
倭
讀
要
領
』「
學
則
」
で
は
、「
昌
黎
柳
州
ハ
、
古
文
ノ
名
家
」
で
あ
る
も
「
陳
言
ヲ
厭
テ
新
奇
ヲ
好
メ
ル
故
ニ
、
其

文
辞
古
調
ニ
入
ラ
ザ
ル
處
ア
」
る
と
、
韓
・
柳
二
者
に
関
し
て
も
批
判
的
な
こ
と
を
述
べ
る
一
方
、
逆
に
「
李
獻
吉
・
何
景
明
（
ら

明
儒
に
お
い
て

─
筆
者
）
ヨ
リ
、
此
弊
ヲ
改
テ
」「
修
辞
ノ
學
大
ニ
興
レ
リ
」（「
學
則
」）
と
、
修
辞
に
お
け
る
明
代
儒
者
の
優
位
を

明
言
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

春
臺
の
明
代
古
文
辞
の
模
倣
・
剽
窃
批
判
の
本
格
的
展
開
は
『
文
論
』
に
至
っ
て
か
ら
と
の
白
石
の
説
に
は
異
論
の
余
地
が
な
い
。

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
春
臺
の
「
修
辞
」
へ
の
意
識
だ
け
で
な
く
、『
倭
讀
要
領
』
段
階
で
の
春
臺
の
「
體
」「
法
」
へ
の
意

識
で
あ
る
。
同
書
「
學
則
」
第
九
則
に
て
、
李
・
王
も
含
め
た
八
大
家
を
あ
げ
る
も
、「
此
八
大
家
ノ
中
ニ
、
法
度
ノ
森
厳
ナ
ル
ハ
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韓
柳
二
子
ノ
文
ニ
如
ハ
ナ
シ
」
と
さ
れ
、「
只
韓
柳
ヲ
以
テ
文
學
ノ
入
門
ト
ス
ベ
シ
。
韓
柳
ヲ
學
テ
、
文
法
ニ
通
達
」
す
べ
し
と
、

唐
代
の
二
家
が
文
の
法
学
習
に
お
い
て
別
格
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
「
韓
柳
ヲ
學
テ
、
文
法
ニ
通
達
セ
バ
、
明
ノ
李
滄
溟
王
弇
州
ガ

集
ヲ
讀
テ
、
修
辞
ヲ
學
ブ
ベ
シ
」
と
す
る
。
こ
の
論
、
春
臺
が
あ
く
ま
で
修
辞
を
「
本
」
と
し
、
入
門
段
階
と
し
て
法
の
学
習
を
位

置
づ
け
て
い
る
と
読
む
（
た
と
え
ば
白
石
、
前
掲
注
3
二
〇
〇
八
論
文
）
か
、「
法
」
の
識
得
を
修
辞
に
優
先
さ
せ
て
い
る
と
読
む
か
は

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
學
則
」
第
七
則
の
「
始
ハ
只
古
人
ノ
語
ヲ
剽
窃
」
せ
よ
と
す
る
点
と
、
第
九
則
の

「
文
學
ノ
入
門
」
と
す
べ
き
「
韓
柳
」
の
「
文
法
ニ
通
達
」
す
る
を
先
と
し
て
い
る
点
、
す
な
わ
ち
学
習
の
初
期
段
階
に
お
け
る
優

先
事
項
に
つ
い
て
の
春
臺
の
論
の
整
合
性
も
問
題
で
あ
る
。

　

だ
が
、
韓
・
柳
の
法
度
が
「
森
厳
」
と
さ
れ
、
そ
の
「
文
法
ニ
通
達
」
す
べ
し
と
の
論
は
、「
似
習
」
を
先
、
習
法
を
後
と
す
る

南
郭
（
前
出
『
燈
下
書
』〈
第
八
条
〉）、「
古
文
ハ
法
無
」
し
と
す
る
周
南
の
主
張
と
は
異
な
り
、
文
の
法
重
視
の
視
点
に
立
っ
た
持
論

の
展
開
と
い
え
よ
う
。
翻
っ
て
は
『
倭
讀
要
領
』「
學
則
」
第
七
則
に
は
「
其
體
ニ
随
テ
、
修
辞
ノ
法
各
別
ナ
リ
。
混
用
ス
ベ
カ
ラ

ズ
」
と
あ
る
。『
文
論
』
に
お
け
る
、
各
々
の
古
へ
の
辞
に
固
有
の
體
・
法
の
識
得
を
基
盤
に
作
辞
を
す
べ
し
と
の
主
張
に
通
じ
る

も
の
だ
が
、
春
臺
の
主
唱
す
る
学
習
階
梯
に
お
け
る
優
先
事
項
を
あ
ら
わ
し
、
さ
ら
に
は
『
文
論
』
五
の
「
夫
れ
文
に
は
三
要
あ
り
。

一
に
曰
く
、
體
。
二
に
曰
く
、
法
。
三
に
曰
く
、
辞
」
と
の
言
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

か
く
、『
文
論
』
で
夙
に
強
調
さ
れ
る
古
へ
の
體
・
法
の
識
得
は
、『
倭
讀
要
領
』
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

『
文
論
』
六
で
は
「
模
擬
は
則
ち
可
な
り
。
吾
其
の
努
め
て
古
人
の
成
語
を
摭ひ

ろ

ひ
て
、
之
を
緝
す
る
に
今
法
を
以
て
す
る
を
悪に

く

む
」

と
明
言
さ
れ
る）

11
（

。
ま
た
、『
倭
讀
要
領
』
全
体
に
あ
ら
わ
れ
る
「
言
語
の
学
」
と
し
て
の
精
密
の
追
究
の
姿
勢
は
、
剽
窃
に
関
す
る

彼
の
見
解
の
変
遷
と
は
別
の
、
も
う
一
つ
の
面
で
あ
る
言
語
の
方
法
的
、
体
系
的
理
解
と
作
辞
法
確
立
へ
の
春
臺
の
一
貫
し
た
真
摯

な
姿
勢
を
呈
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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〔
注
〕

（
1
）

春
臺
『
文
論
』
は
『
紫
芝
園
稿
』
所
収
本
を
利
用
。『
紫
芝
園
稿
』
前
・
後
稿
は
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
六
巻
（
編
集
・
解
説
小
島

康
敬
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
）
本
を
利
用
。
な
お
、
春
臺
『
文
論
』
に
訓
読
、
註
、
補
記
を
付
し
た
も
の
に
白
石
眞
子
「
太
宰
春
臺

『
文
論
』
訓
釋
」（『
漢
文
學　

解
釋
與
研
究
』〈
上
智
大
学
〉
第
一
揖
〈
一
九
九
八
年
〉）
が
あ
る
。

（
2
）
徂
徠
「
答
屈
景
山
」（『
徂
徠
集
』
巻
二
十
七
所
収
。
徂
徠
『
學
則
』
附
録
「
先
生
書
五
道
」
に
も
所
収
）
の
語
。『
徂
徠
集
』
に
つ
い
て

は
著
者
蔵
の
松
本
新
六
版
刊
本
に
、『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
三
巻
（
編
集
・
解
説
平
石
直
昭
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
）
本
を

も
っ
て
校
合
の
上
利
用
。
な
お
、
本
章
は
徂
徠
『
學
則
』
な
ら
び
に
太
宰
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
終
章
「
學
則
」
双
方
に
言
及
す
る
が
、
原
則

と
し
て
前
者
を
『　

』、
後
者
を
「　

」
で
標
記
す
る
。

（
3
）

と
く
に
白
石
「
太
宰
春
臺
の
『
詩
論
』」（『
東
方
學
』
第
一
一
四
揖
〈
二
〇
〇
七
年
〉）、「
太
宰
春
臺
の
思
想
に
お
け
る
詩
文
論
の
意
義
」

（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
〇
集
〈
二
〇
〇
八
年
〉）。

（
4
）

白
石
「
徂
徠
學
『
文
論
』
に
於
け
る
韓
愈
・
柳
宗
元
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
一
集
〈
一
九
九
九
年
〉）。

（
5
）

『
作
文
初
問
』
は
服
部
南
郭
考

（
マ
マ
）訂

、
仙
鶴
堂
蔵
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
版
（
現
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
）
を
利
用
。『
燈
下
書
』
は
藤

山
詩
論
が
付
さ
れ
た
版
（
国
会
図
書
館
蔵
）
を
利
用
。

（
6
）

『
徂
徠
集
』
巻
之
二
十
七
所
収
。
ち
な
み
に
「
文
淵
」（
徂
徠
口
授
、
吉
田
有
鄰
編
）
に
も
、「
唐
文
は
議
論
」、「
韓
柳
の
倡
ふ
る
」
は

「
古
文
辞
」
で
は
な
く
「
古
文
」
と
あ
る
。「
文
淵
」
は
吉
川
幸
次
郎
、
丸
山
眞
男
監
修
『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三

年
）
第
一
巻
（
島
田
虔
次
編
揖
）
所
収
の
も
の
を
利
用
。

（
7
）

明
ら
か
に
春
臺
は
蘐
園
諸
学
の
み
な
ら
ず
、
明
代
古
文
辞
派
を
批
判
す
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
明
に
お
い
て
も
こ
の
運
動
が
奇
矯
な
も

の
と
批
判
さ
れ
て
い
た
の
は
、
た
と
え
ば
青
木
正
兒
『
支
那
文
学
思
想
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
）
な
ど
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
八
一
年
（
初
版
は
一
九
六
七
年
）。

（
9
）

日
中
文
化
交
流
史
叢
書
9
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

（
10
）

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
三
号
（
二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
11
）

こ
の
う
ち
筆
者
が
検
分
し
た
も
の
は
同
志
社
大
学
本
、
関
西
大
学
本
の
み
で
あ
る
。

（
12
）

白
石
、
前
掲
注（
4
）「
徂
徠
學
『
文
論
』
に
於
け
る
韓
愈
・
柳
宗
元
」。
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（
13
）

『
學
林
』
第
三
四
号
（
中
国
芸
文
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）
所
収
。
な
お
、
こ
の
論
文
で
は
と
く
に
慶
長
本
、
寛
永
本
を
は
じ
め
江

戸
前
半
期
の
版
に
お
け
る
相
当
数
の
誤
字
が
指
摘
さ
れ
、
大
い
に
改
善
が
み
ら
れ
た
南
郭
校
訂
、
山
子
点
本
『
正
文
』
で
も
未
だ
改
訂
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
狩
野
充
徳
「
太
宰
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
の
「
發
音
法
」
と
『
文
選
音
決
』
の
音
註
」（『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
第
四
五
号
〈
中
國
中
世
文

學
會
〉、
二
〇
〇
四
年
）
は
、
春
臺
『
倭
讀
要
領
』
の
音
韻
研
究
が
『
文
選
音
決
』
の
水
準
に
比
肩
す
る
こ
と
を
論
じ
る
。

（
15
）

臺
洲
『
文
章
緒
論
』
に
は
「
文
則
は
唯
だ
字
法
句
法
を
麤
論
す
る
の
み
に
し
て
、
未
だ
章
法
篇
法
に
及
ば
ず
」
と
あ
る
。
春
臺
『
倭
讀
要

領
』
の
「
倭
讀
正
誤
第
九
」
も
「
四
法
」
の
重
視
を
う
た
う
も
、
読
み
方
の
事
例
と
し
て
あ
げ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
字
法
、
わ
ず
か
に
句
法

の
例
が
あ
る
の
み
、『
文
論
』
は
文
章
論
で
、
章
・
編
法
の
具
体
例
は
あ
げ
な
い
。『
文
章
緒
論
』
が
暗
に
春
臺
を
も
批
判
し
た
も
の
か
の
検

討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
文
章
論
、
文
範
に
関
す
る
諸
書
、
江
戸
知
識
層
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
進
展
に
つ
い
て
、
成
城
大
学
の
宮

崎
修
多
教
授
に
多
大
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

（
16
）

吉
川
、
丸
山
監
修
、
前
掲
注（
6
）『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一
巻
（
島
田
編
揖
）
所
収
。
た
だ
し
『
文
體
明
辨
』
は
『
文
章
辨
體
』
の
次
に
、

一
字
下
げ
て
「
亦
好
」
と
し
て
小
文
字
で
掲
載
さ
れ
る
。

（
17
）

新
釈
漢
文
大
系
一
四
『
文
選
』（
詩
篇
上
、
明
治
書
院
、
一
九
六
三
年
）「
解
説
」。
同
「
解
説
」
は
、
詩
経
風
の
作
は
前
漢
初
期
の
も
の

で
諷
諌
詩
・
在
鄒
詩
な
ど
の
み
で
、
魏
以
降
は
五
言
詩
が
盛
行
、
翻
っ
て
は
賦
は
後
漢
末
か
ら
魏
の
終
わ
り
ま
で
重
ん
じ
ら
れ
た
と
す
る
。

ま
た
、「
漢
・
魏
の
詩
は
文
質
を
兼
ね
備
え
て
骨
力
が
あ
」
る
の
に
対
し
、
晋
・
宋
以
降
は
、
陶
淵
明
な
ど
を
除
き
「
一
路
、
麗
に
む
か
い
、

骨
力
も
ま
た
失
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
梁
・
陳
に
い
た
っ
て
は
、
そ
の
勢
い
が
極
ま
り
艶
麗
に
な
る
」
と
す
る
（
五
頁
）。

（
18
）

清
水
凱
夫
『
新
文
選
學

─
文
選
の
新
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）、
第
一
章
。

（
19
）

こ
の
二
賦
は
個
別
作
品
と
し
て
は
最
も
多
く
李
善
注
に
引
か
れ
る
。
春
臺
が
数
値
的
に
こ
れ
を
知
る
由
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
が

「
倭
讀
例
」
に
採
用
し
た
の
は
か
よ
う
な
傾
向
を
看
取
し
た
故
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
賦
の
語
彙
の
の
ち
の
作
品
に
お
け
る
利

用
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
は
富
永
一
登
「『
文
選
』
李
善
注
引
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」「
西
京
賦
」」（『
中
国
古
典
文
学
研
究
』〈
広
島
大
学
中

国
古
典
文
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
〉
第
三
号
〈
二
〇
〇
五
年
十
二
月
〉）
に
詳
し
い
。

（
20
）

高
橋
「
蘐
園
古
文
辞
学
と
揚
雄

─
熊
阪
台
州
・
大
田
南
畝
を
端
緒
と
し
て
」（『
文
芸
研
究
』〈
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
芸
研
究
会
〉

第
一
四
一
集
〈
一
九
九
六
年
〉）。
ま
た
、『
經
子
史
要
覧
』（
吉
川
、
丸
山
監
修
、
前
掲
注
6
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一
巻
〈
島
田
編
揖
〉
所
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収
）
巻
之
下
「
子
要
覧
」
で
も
「
揚
子
」
が
あ
げ
ら
れ
、「
前
漢
ノ
英
傑
」
に
し
て
そ
の
「
文
章
駿
發
」
と
賞
賛
さ
れ
る
。『
經
子
史
要
覧
』

は
徂
徠
口
授
、
三
浦
竹
渓
の
筆
記
。
刊
本
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
だ
が
流
布
本
は
そ
れ
以
前
に
存
在
。
口
授
の
時
期
は
『
學
則
』
完
成

以
降
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
島
田
「
解
題
」）。

（
21
）
高
橋
、
同
前
論
文
、
九
頁
。

（
22
）
春
臺
の
著
述
物
全
体
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
前
掲
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
六
巻
所
収
の
小
島
康
敬
「
解
説
」、
一
三
頁
に

も
指
摘
あ
り
。
な
お
、
春
臺
の
賦
が
一
点
の
み
と
い
う
事
実
と
、
本
文
で
あ
げ
た
揚
雄
の
、
賦
は
「
童
子
の
雕
蟲
篆
刻
に
し
て
、
壮
夫
は
為

さ
ず
」
と
の
言
と
の
直
接
の
相
関
関
係
の
検
証
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
蘐
園
諸
学
徒
の
多
く
と
は
異
な
る
彼
の
学
問
へ
の
態
度
の
一
端
を
示

そ
う
。

（
23
）

湯
浅
常
山
『
文
會
雑
記
』
巻
之
二
上
記
載
の
蘭
臺
の
「
鎌
倉
賦
」
評
価
は
小
島
康
敬
「
解
説
」（
前
掲
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
六
巻

所
収
）
に
指
摘
済
み
。
た
だ
し
こ
の
賦
、
揚
雄
、
張
衡
、
さ
ら
に
は
班
固
「
両
都
賦
」
な
ど
の
叙
事
詩
と
は
趣
き
が
異
な
り
、
ま
た
字
の
区

切
り
も
異
な
る
。

（
24
）

本
章
で
は
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
自
跋
の
あ
る
版
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
を
利
用
。
な
お
、『
經
子
史
要
覧
』
巻
之
上
「
尚
書
」
に
も

「
六
體
」
関
連
の
記
述
が
あ
る
が
、『
六
經
略
説
』
の
記
事
は
こ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
。

（
25
）

と
く
に
「
倭
讀
正
誤
」
は
分
量
的
に
も
六
二
・
五
丁
（
二
〇
・
七
％
）
を
占
め
（
音
韻
を
論
じ
る
「
倭
音
正
誤
」〈
七
六
・
五
丁
〔
二

五
・
三
％
〕〉
に
次
ぐ
分
量
）、「
倭
語
正
誤
」（
三
・
八
％
）
と
あ
わ
せ
文
の
四
法
を
開
陳
、『
倭
讀
要
領
』
の
枢
要
を
な
す
。
分
量
計
算
は

岡
田
袈
裟
男
「
太
宰
春
臺
と
言
語
の
学

─
『
倭
讀
要
領
』
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
」（『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』〈
立
正
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
〉
第
一
六
号
〈
二
〇
〇
〇
年
〉）。

（
26
）

相
原
「
古
文
辞
学
と
徂
徠
学
の
政
治
思
想

─
荻
生
徂
徠
『
弁
道
』『
弁
名
』
に
即
し
て
」（『
法
学
会
雑
誌
』〈
東
京
都
立
大
学
〉
第
四
六

巻
第
二
号
〈
二
〇
〇
六
年
〉）。
ま
た
相
原
「
助
字
と
古
文
辞
学

─
荻
生
徂
徠
政
治
論
序
説
」（『
法
学
会
雑
誌
』〈
東
京
都
立
大
学
〉
第
四

四
巻
二
号
〈
二
〇
〇
四
年
〉）。

（
27
）

白
石
、
前
掲
注（
4
）「
徂
徠
學
『
文
論
』
に
於
け
る
韓
愈
・
柳
宗
元
」。

（
28
）

白
石
、
前
掲
注（
3
）「
太
宰
春
臺
の
『
詩
論
』」。

（
29
）

こ
の
言
、「
豈
に
模
擬
剽
窃
、
是
れ
を
為
さ
ん
乎
」「
且
つ
學
の
道
は
、
倣
倣
を
本
と
為
す
」（
答
屈
景
山
第
一
書
）
と
の
徂
徠
の
言
と
の
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相
違
を
示
す
。
た
だ
し
前
述
の
よ
う
に
、
春
臺
も
学
習
の
初
期
段
階
で
の
模
倣
は
推
奨
し
て
お
り
、
こ
れ
は
徂
徠
、
そ
し
て
服
部
南
郭
『
燈

下
書
』
第
八
条
の
「
始
學
入
時
」
に
は
「
其
文
ノ
通
ニ
似
習
」
す
べ
し
と
の
言
と
も
軌
を
一
に
す
る
。
そ
れ
で
も
、『
燈
下
書
』
が
「
似

習
」（
模
倣
）
の
後
で
古
人
の
法
を
取
り
入
れ
よ
と
す
る
（
第
八
条
）
の
に
対
し
、
春
臺
は
『
倭
讀
要
領
』『
文
論
』
双
方
の
段
階
で
一
貫
し

て
體
・
法
重
視
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
の
は
徂
徠
、
南
郭
と
大
い
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
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第
七
章　

理
解
力
・
翻
訳
力
・
外
国
語
習
熟
力

─
な
ぜ
明
治
の
知
識
層
は
漢
学
廃
止
に
反
対
し
た
か

は
じ
め
に
─
漢
学
的
素
養
の
両
義
性

　

齋
藤
希
史
は
、「
近
代
以
前
の
日
本
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
特
徴
は
、
文
字
が
読
め
る
／
読
め
な
い
と
い
う
区
分
で
は
な
く
、

仮
名
が
読
め
る
／
漢
字
が
読
め
る
／
漢
籍
が
読
め
る
と
い
う
よ
う
な
階
層
性
を
強
く
有
し
て
い
」
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
、

「
識
字
率
」
と
い
っ
た
単
純
な
尺
度
を
幕
末
／
明
治
初
期
日
本
の
知
的
発
展
度
理
解
に
当
て
は
め
る
こ
と
の
不
適
当
を
、
い
ま
一
つ

に
は
「
一
定
の
能
力
と
修
練
」
を
必
要
と
す
る
漢
語
を
駆
使
し
た
文
章
作
成
能
力
、
漢
籍
に
由
来
す
る
漢
語
を
自
在
に
操
る
能
力
の

如
何
に
よ
る
知
的
「
階
層
性
」
を
中
心
と
す
る
問
題
を
的
確
に
指
摘
す
る）

1
（

。
齋
藤
は
つ
づ
け
て
、
次
の
福
澤
諭
吉
（
一
八
三
五
～
一

九
〇
一
）
の
『
全
集
』「
緒
言
」
に
あ
る
言
を
引
く
。

著
訳
者
は
原
書
の
文
法
を
讀
碎
き
て
文
意
を
解
す
る
は
容
易
な
れ
ど
も
穩
當
の
譯
字
を
得
る
こ
と
難
く
し
て
、
學
者
の
苦
み
は

専
ら
此
邉
に
在
る
の
み
。
其
事
情
を
丸
出
し
に
云
へ
ば
、
漢
學
流
行
の
世
の
中
に
洋
書
を
譯
し
洋
説
を
説
く
に
文
の
俗
な
る
は

見
苦
し
と
て
、
云
は
ゞ
漢
學
者
に
向
て
容
を
装
ふ
も
の
ヽ
如
し）

2
（

。

　

齋
藤
は
こ
の
言
を
も
っ
て
、
時
の
洋
学
者
／
翻
訳
家
が
彼
ら
の
仕
事
の
知
的
重
要
性
を
呈
示
す
る
に
、「
ま
ず
漢
籍
を
頂
点
と
す
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る
読
み
書
き
の
世
界
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
の
姿
を
見
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
」
知
的
気
候
と
の
対
峙
／
そ
の
克
服
が
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
、
福
澤
の
「
平
易
な
文
章
」
の
試
み
は
こ
れ
へ
の
挑
戦
で
、「
俗
文
中
に
漢
語
を
挿
み
」「
雅
俗
め
ち
や
く
ち
や
に
混
合

せ
し
め
」
て
「
恰
も
漢
文
社
会
の
霊
場
を
犯
し
て
其
文
法
を
紊
乱
し
」、
こ
れ
も
っ
て
「
世
間
の
洋
學
者
を
磊
落
放
膽
に
導
き
漢
學

を
蔑
視
せ
し
め
ん
と
し
た
」
試
み
は
、
漢
学
的
素
養
の
優
劣
を
根
拠
と
す
る
抑
圧
的
階
層
性
、
あ
る
い
は
知
的
〝
階
梯
性
〟
の
破
壊

を
目
的
と
し
た
福
澤
一
流
の
「
臨
機
一
時
の
」
戦
略
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る）

3
（

。

　

他
に
も
、
福
地
桜
痴
（
一
八
四
一
～
一
九
〇
六
）
が
「
文
論
」（
一
八
七
五
年
）、「
文
章
論
」（
一
八
八
一
年
）
に
お
い
て
、
少
し
遅
れ

て
森
鷗
外
（
一
八
六
二
～
一
九
二
二
）
が
言
文
一
致
体
の
提
唱
の
立
場
（「
言
文
論
」〈
一
八
九
〇
年
〉）
か
ら
、
福
澤
の
ご
と
き
対
抗
を
試

み
た
者
が
あ
る
が
、
総
じ
て
、
中
江
兆
民
（
一
八
四
七
～
一
九
〇
一
）『
民
約
譯
解
』
か
ら
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
～
一
九
四
四
）『
哲

学
字
彙
』
ま
で
、
主
要
な
思
想
・
哲
学
関
連
書
の
翻
訳
は
漢
語
、
ま
た
は
「
漢
文
脈
」
と
称
さ
れ
る
文
体
を
も
っ
て
な
さ
れ
た）

4
（

。

　

岸
田
知
子
は
、
江
戸
中
期
の
蘭
学
者
が
す
で
に
こ
れ
に
似
た
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る）

5
（

。
福
地
桜
痴
も
「
文
章

論
」
に
お
い
て
、「
今
日
ノ
如
ク
ニ
支
那
人
ス
ラ
普
通
ニ
用
イ
ザ
ル
古
文
家
ノ
熟
語
ナ
ド
ヲ
引
来
テ
、
我
ガ
文
章
ニ
雑
ゼ
綴
ル
」
明

治
知
識
人
の
行
な
い
を
「
痛
ク
廃
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
」
と
批
判）

6
（

、
福
澤
が
「
漢
學
者
に
向
て
容
を
装
」
わ
ん
と
す
る
（
前
出
「
緒
言
」）

と
論
難
す
る
の
に
同
じ
く
、
偏
狭
な
知
的
風
潮
を
痛
罵
す
る
。
こ
れ
ら
の
言
論
は
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
漢
学
を

基
盤
と
す
る
権
威
主
義
的
知
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
例
証
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

か
よ
う
な
知
的
気
候
の
「
足
枷
」
は
、
洋
学
受
容
に
従
事
す
る
者
を
し
て
、
洋
語
の
文
法
、
文
意
の
理
解
云
々
よ
り
も
、「
漢
文

と
し
て
の
正
雅
の
度
合
」
に
必
要
以
上
の
目
配
せ
を
知
識
人
た
る
基
盤
と
し
て
強
要
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
中
江
兆
民
が
高
谷
龍
洲

（
一
八
一
八
～
九
五
）
の
斉
美
校
、
岡
松
甕
谷
（
一
八
二
〇
～
九
五
）
の
紹
成
書
院
、
さ
ら
に
は
三
島
中
州
（
一
八
三
一
～
一
九
一
九
）
の

二
松
学
舎
に
て
漢
学
修
業
に
没
頭
し
た
の
は
留
学
か
ら
帰
国
し
た
後
、
三
一
～
三
三
歳
の
間
、
す
な
わ
ち
『
民
約
譯
解
』
巻
之
一
刊

行
の
五
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た）

7
（

が
、
こ
れ
な
ど
も
か
よ
う
な
知
的
気
候
故
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
そ
の
一
方
で
、
さ
き
の
福
澤
「
緒
言
」
に
お
い
て
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、（
英
文
の
）「
原
書
の
文
法
」
を
「
読
碎

き
」
て
「
文
意
を
解
す
る
」
作
業
は
「
容
易
」
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
は
、
蘭
学
受
容
が
す
で
に
当
時
、
百
年

以
上
の
蓄
積
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
本
書
第
五
章
に
て
詳
察
し
た
ご
と
く
の
「
下
見
」（
予
習
）、「
聴
講
・
聞

書
」、「
返
り
視
」（
復
習
）、
質
講
と
い
っ
た
、
習
熟
を
十
全
た
る
も
の
と
す
る
た
め
の
細
か
い
学
習
手
法
を
含
む
、
当
時
の
藩
学
、

郷
学
、
さ
ら
に
は
私
塾
に
お
け
る
儒
学
テ
ク
ス
ト
の
徹
底
し
た
学
習
過
程
に
よ
り
醸
成
さ
れ
た
「
知
的
習
慣
」
が
大
き
な
意
味
を

も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

8
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
外
国
語
の
文
法
、
文
意
の
理
解
を
当
時
の
知
識
層
を
し
て
「
容
易
」
せ
し
め
た
の
で
あ
る

が
、
明
治
初
期
時
点
に
お
け
る
、
福
澤
も
含
め
た
当
時
の
「
知
識
層
」
に
お
け
る
漢
学
的
素
養
を
基
盤
と
す
る
「
知
的
素
地
」
が
、

洋
語
／
洋
学
受
容
、
こ
と
に
英
語
／
英
学
の
習
得
に
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
中
村
敬
宇
も
力
説
す
る
と
こ
ろ
（
本

章
後
半
に
て
考
察
）
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
は
、
江
戸
中
期
以
降
、
と
く
に
荻
生
徂
徠
、
太
宰
春
臺
ら
を
端
緒
と
す
る
、
古
典
漢
語
理
解
、
作
文
の
方
法
的

進
展
、
彼
ら
の
提
唱
し
た
言
語
の
学
の
進
展
を
起
点
と
す
る
も
の
と
い
え
る）

9
（

。
こ
れ
を
翻
訳
学
の
用
語
で
い
え
ば
、「
起
点
言
語
」

す
な
わ
ち
洋
語
の
文
意
・
文
法
的
水
準
に
見
合
う
水
準
が
、「
目
標
言
語
」（
あ
る
い
は
そ
の
「
言
語
環
境
」）
に
す
で
に
十
分
に
あ
っ

た
こ
と
、
豊
穣
な
る
言
語
的
・
文
学
的
素
地
、
言
語
理
解
の
方
法
が
漢
学
の
素
養
を
も
っ
た
知
識
層
に
存
在
し
て
い
た
事
実
を
示
唆

す
る
。

　

翻
訳
家
森
田
思
軒
（
一
八
六
一
～
九
七
）
は
夙
に
、「
支
那
書
中
の
典
語
經
語
」、
あ
る
い
は
「
格
言
諺
言
の
類
」
が
、
常
に
中
国
古

代
の
文
献
の
記
さ
れ
た
時
空
と
不
可
分
の
「
故
事
あ
り
縁
起
あ
る
熟
語
」
で
あ
り
（「
翻
訳
の
心
得）

（1
（

」）、
よ
っ
て
連
想
せ
ら
れ
る
事
物

と
の
「
切
断
」
に
常
に
苦
労
し
た
と
述
懐
す
る
一
方
、「
支
那
字
は
日
本
語
の
文
章
に
到
底
欠
く
を
得
可
ら
さ
る
も
の
た
り
」（「
日

本
文
章
の
将
来）

（（
（

」）
と
も
論
じ
、
日
本
語
は
「
言
葉
の
不
足
」
が
問
題
で
、「
止
む
を
得
ず
、
多
く
漢
語
に
依
頼
す
る
や
う
に
成
ッ
た
」

（「
作
家
苦
心
談）

（1
（

」）
と
言
い
、
漢
学
は
「
拉
丁
學
の
上
位
に
拠
り
」
て
、「
我
邦
の
文
章
は
全
く
漢
文
の
体
裁
と
句
法
と
を
脱
し
て
其
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外
に
超
然
と
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
」（「
我
邦
に
於
る
漢
学
の
現
在
及
び
将
来）

（1
（

」）
と
す
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
に
て
詳
察
）
が
、
こ

れ
す
な
わ
ち
漢
学
が
明
治
初
期
知
識
層
に
お
い
て
有
し
た
意
味
と
そ
の
水
準
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
学
的
素
養
の
も
つ
両
義
性
に
注
意
し
な
が
ら
、
明
治
初
期
知
識
層
の
面
々
が
、
み
ず
か
ら
語
る
と
こ

ろ
の
根
底
的
知
的
基
盤
と
し
て
の
漢
学
の
素
養
に
関
す
る
所
見
を
整
理
、
勘
案
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一　

森
田
思
軒

　

森
田
思
軒
は
明
治
の
作
家
、
翻
訳
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル

ヌ
ら
の
作
品
の
周
密
な
翻
訳
家
と
し
て
名
を
な
し
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
、
矢
野
竜
渓
や
福
地
ら
と
の
渡
欧
、
中
国
旅
行
の
経
験
は

あ
る
が
、
長
期
に
わ
た
る
欧
語
圏
で
の
留
学
・
滞
在
経
験
は
な
い
。
一
方
、
備
中
の
生
ま
れ
で
、
同
郷
の
阪
谷
朗
廬
が
主
宰
す
る
興

譲
館
で
の
漢
学
修
練
の
期
間
も
含
め
、
一
定
期
間
漢
学
学
習
に
集
中
的
に
従
事
し
た
経
験
を
も
つ
。
柳
田
泉
は
、
思
軒
は
「
明
清
の

漢
文
を
手
本
」
と
し
た
と
す
る）

（1
（

。
徳
富
蘇
峰
は
「
思
軒
の
學
は
漢
七
欧
三
」
と
言
い）

（1
（

、
兆
民
を
し
て
「
翻
訳
は
故
森
田
思
軒
最
も
佳

な
り
」（「
一
年
有
半）

（1
（

」）
と
絶
賛
せ
し
め
た
。
兆
民
が
絶
賛
す
る
理
由
は
、
思
軒
は
「
學
漢
洋
を
兼
て
、
而
し
て
殊
に
漢
学
の
根
底
有

る
者
、
之
人
一
人
也
」
と
の
見
解
に
も
と
づ
く
（
同
）。

　

思
軒
に
関
す
る
研
究
は
文
学
と
翻
訳
学
の
分
野
に
多
い）

（1
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
に
お
い
て
特
に
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、

本
章
で
着
目
す
る
の
は
、
思
軒
の
漢
語
観
、
と
り
わ
け
「
翻
譯
の
心
得
」（
一
八
八
七
年
、
二
十
六
歳
）、「
日
本
文
章
の
将
来
」（
一
八

八
八
年
、
二
十
七
歳
）
時
点
ま
で
の
漢
語
／
漢
文
に
対
す
る
否
定
的
見
解
と
、「
我
邦
に
於
る
漢
学
の
現
在
及
び
将
来
」（
一
八
九
二
年
、

三
十
一
歳
）、「
翻
譯
の
苦
心
」（
一
八
九
七
年
、
三
十
六
歳
）
時
点
に
お
け
る
そ
の
賞
揚
で
あ
る
。

　

小
森
陽
一
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
日
本
文
章
の
将
来
」
に
て
思
軒
は
、「
四
角
張
り
た
る
一
体
」
を
呈
す
る
「
漢
文
臭
気
を
帯

る
」
文
章
は
、「
穢
を
変
し
て
奇
と
な
し
陋
を
変
し
て
雅
と
な
す
の
化
力
を
有
し
読
者
を
し
て
其
実
境
を
知
る
能
は
す
し
て
已
ま
し
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む
」
も
の
と
批
判
、
作
者
は
、
漢
文
の
「
文
典
上
の
法
則
」
に
縛
ら
れ
ぬ
「
詞
の
置
方
」
を
獲
得
し
、
日
本
語
と
し
て
の
語
の
配
列
、

文
節
の
配
列
と
順
序
、
そ
れ
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
文
脈
を
つ
く
る
こ
と
に
腐
心
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た）

（1
（

。
こ
れ
の
一
年
前
の

「
翻
譯
の
心
得
」（『
國
民
之
友
』
所
収
、
一
八
八
七
年
）
に
て
も
、「
一
國
の
文
に
は
一
國
固
有
の
意
趣
精
神
あ
り
て
、
之
を
其
儘
に
他

國
の
文
に
な
ほ
さ
ん
こ
と
は
殆
ど
出
来
可
ら
ざ
る
程
の
も
の
あ
る
が
故
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、「
今
の
文
學
世
界
に
は
種
々
様
々
の

文
体
の
雑
然
と
し
て
並
び
行
は
れ
リ

（
マ
マ
）支

那
の
古
文
辞
を
其
儘
に
讀
む
が
如
き
文
体
あ
り
…
…
日
本
普
通
の
文
章
な
り
と
云
え
る
一
定

の
体
裁
あ
ら
さ
る
な
り
」（「
日
本
文
章
の
将
来
」）
と
さ
れ
、「
支
那
の
文
章
」
は
「
細
密
な
る
脳
髄
よ
り
生
じ
た
る
も
の
」
で
は
な
い

0

0

と
ま
で
い
っ
て
の
け
る
（
同
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、「
余
の
頗
る
不
安
と
す
る
所
也
」
と
の
懸
念
を
示
す
（
同
）。
こ
の
、

思
軒
に
お
け
る
漢
語
忌
避
の
主
張
に
関
し
て
は
、
他
の
翻
訳
学
の
研
究
も
同
一
の
見
解
を
示
す）

（1
（

。

　

し
か
し
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
の
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
講
演
に
て
漢
学
の
不
可
欠
性
を
称
揚
し
て
以
降
、
小
森
ら
の

指
摘
と
相
反
す
る
主
張
を
行
な
う
こ
と
と
な
る
。
以
下
、
と
く
に
「
我
邦
に
於
る
漢
学
の
現
在
及
び
将
来
」（
一
八
九
二
年
）
に
お
け

る
主
張
を
中
心
に
考
察
し
よ
う
。

　

思
軒
は
同
演
説
に
て
、「
従
来
の
漢
文
若
く
は
漢
文
よ
り
生
ま
れ
た
る
一
種
の
俗
文
は
之
を
急
変
す
る
能
は
ず
」
と
、「
日
本
文
章

の
将
来
」
に
て
明
示
し
て
い
た
漢
文
と
そ
の
「
文
典
上
の
法
則
」
に
よ
る
規
定
性
を
忌
避
す
る
姿
勢
を
撤
回
、
続
け
て
福
澤
『
西
洋

事
情
』
に
触
れ
、「
其
序
を
観
れ
ば
な
ほ
依
然
と
し
て
漢
文
の
相
を
現
は
せ
り
」、「
其
の
ス
タ
イ
ル
は
全
く
漢
文
な
り
」
と
す
る）

11
（

。

続
け
て
、

此
の
こ
ろ
は
用
語
も
亦
た
壱
に
漢
学
を
宗
と
せ
り
。
文
明
の
周
易
に
出
で
、
格
物
の
大
学
に
出
で
、
影
響
の
尚
書
に
出
で
、
権

利
の
荀
子
（
歟
）
に
出
で
た
る
た
ぐ
ひ
、
皆
な
謹
で
聖
經
賢
伝
の
例
に
依
ら
ざ
る
な
し
。
権
利
は
、
西
洋
事
情
に
は
通
義
と
せ

る
や
う
に
覚
ゆ
。
通
義
は
即
ち
中
庸
の
用
語
な
り
。
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と
述
べ
る）

1（
（

。「
日
本
文
章
の
将
来
」
に
お
い
て
は
、「
支
那
の
古
文
辞
を
其
儘
に
讀
む
が
如
き
文
体
あ
」
る
こ
と
を
極
め
て
批
判
的
に

論
じ
て
い
た
思
軒
が
、
こ
こ
で
は
枢
要
な
る
字
句
が
經
書
、
史
書
に
淵
源
す
る
こ
と
を
好
意
的
に
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
あ
と
し
ば
ら
く
明
治
初
期
に
お
け
る
漢
語
排
斥
の
思
潮
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
（『
文
体
』
三
二
～
三
六
頁
）、
再
び

翻
っ
て
「
然
れ
ど
も
我
邦
の
学
問
世
界
が
終
に
全
く
漢
書
と
相
離
れ
、
漢
書
は
全
く
学
問
世
界
よ
り
消
失
す
る
こ
と
あ
る
を
得
べ
き

歟
。
是
れ
一
考
す
べ
き
所
な
り
」
と
し
て
、
漢
語
／
漢
学
擁
護
の
論
を
再
開
す
る
。
ま
ず
、「
日
本
の
道
徳
の
標
準
ス
タ
ン
ダ
ル
ド

は
何
の
処
に
定
ま
る
べ
き
や
。
其
の
彙
倫
シ
ス
テ
ム
は
何
様
に
定
ま
る
べ
き
や
」
と
し
、「
標
準
彙
倫
の
中
に
は
必
ず
多
く
か
少
く

か
儒
者
の
教
と
相
一
致
す
る
所
の
も
の
有
」
り
、「
儒
者
の
教
は
必
ず
其
標
準
彙
倫
の
中
」
に
あ
り
、「
国
民
の
コ
ム
モ
ン
セ
ン
ス
」

醸
成
と
不
可
分
と
す
る
（
同
、
三
六
頁
）。
そ
し
て
、「
儒
者
の
言
を
載
せ
た
る
漢
書

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
全
く
我
邦
の
学
問
世
界
よ
り
消
失
す
る
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
無
か
る
べ
き

0

0

0

0

0

0

な
り
」
と
、「
支
那
の
古
文
辞
」
の
混
在
と
そ
の
文
章
（
あ
る
い
は
文
体
）
規
定
性
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て
い
た
の

と
正
反
対

0

0

0

の
主
張
で
締
め
く
く
る
（
同
、
三
六
～
三
七
頁
）。
こ
れ
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。

又
た
文
章
の
う
へ
よ
り
言
ふ
に
、
我
邦
の
文
章
は
全
く
漢
文
の
体
裁
と
句
法

0

0

0

0

0

0

0

0

と
を
脱
し
て
其
外
に
超
然
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ

し
…
…
規
則

0

0

及
び
風
韻

0

0

は
是
非
と
も
漢
文
に
由
り

0

0

0

0

0

て
之
を
手
本

0

0

と
せ
ざ
る
こ
と
能
は
ず
。



（
同
、
三
七
頁
、「
規
則
」「
風
韻
」
の
傍
点
は
マ
マ
）

　

こ
こ
で
主
張
さ
れ
る
の
は
、
文
章
、
文
体
に
お
け
る
漢
文
的
要
素
の
不
可
欠
性
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
十

年
（
一
八
八
七
）、
二
十
一
年
時
点
に
お
い
て
思
軒
は
、「
漢
文
」
の
文
体
も
混
じ
っ
た
雑
然
と
し
た
文
体
を
否
定
し
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
思
軒
は
漢
文
的
素
地
の
駆
逐
に
は
向
か
わ
ず
、「
漢
文
の
体
裁
」、
な
ら
び
に
「
句
法
」
を
不
可
欠
と
す
る
に
至
っ
て

い
る
。
加
え
て
文
の
規
則
、
さ
ら
に
は
「
風
韻
」
に
至
る
ま
で
「
是
非
と
も
漢
文
に
由
」
る
べ
し
と
の
主
張
は
二
度
繰
り
返
さ
れ
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（
三
七
、
三
九
頁
）、
ほ
ぼ
同
様
の
主
張
が
表
現
を
替
え
て
滔
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
。
終
に
は
、「
漢
文
の
口
調
を
用
ひ
ざ
る
を
得
ざ
る

こ
と
を
、
談
じ
て
疑
は
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
是
れ
実
際
自
然

0

0

の
勢
な
れ
ば
也
」（
同
、
三
八
頁
）
と
、「
漢
文
」
を
、
日
本
人
の
文
章

作
成
に
お
い
て
「
自
然
」
な
も
の
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
演
説
を
締
め
く
く
る
に
、
思
軒
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

（
漢
学
は

─
筆
者
）
学
問
世
界
の
一
方
に
燦
然
た
る
光
明
を
放
ち
て
拉
丁
學
と
比
肩
し
、
否
な
我
邦
に
在
て
は
拉
丁
學
の
上
位

に
拠
り
て
占
坐
す
る
の
日
あ
る
べ
し
と
思
ふ
。

（
同
、
四
二
頁
）

　

思
軒
は
す
な
わ
ち
、
道
徳
、
言
語
の
双
方
の
次
元
で
の
漢
語
（
漢
学
）
の
不
可
欠
性
を
力
説
、
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
拉ラ

テ
ン丁

学
と

比
肩
、
あ
る
い
は
匹
敵
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
ま
で
称
揚
す
る
。
思
軒
二
十
七
歳
時
点
ま
で
は
、「
造
句
」「
措
辞
」、
す
な
わ

ち
「
詞
の
置
方
」、
あ
る
い
は
常
套
句
の
駆
逐
、
そ
し
て
、
漢
語
の
「
文
典
上
の
法
則
」
か
ら
の
解
放
を
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
れ

以
降
は
、
右
に
引
い
た
よ
う
に
「
漢
文
の
体
裁
と
句
法
」
を
重
視
、
漢
文
は
「
行
文
用
語
」
の
「
宗
師
」
で
あ
り
、
そ
の
「
文
体
及

び
句
法
を
愛
悦
」
し
て
「
筆
致
を
向
慕
」
す
べ
き
と
す
る
（
同
、
三
四
頁
）。

　

そ
の
一
方
、「
只
だ
従
来
の
研
究
法
に
よ
り
て
漢
学
を
研
究
せ
ば
、
是
れ
敗
軍
の
将
が
兵
を
断
ず
る
な
り
。
徒
ら
に
其
敗
北
を
く

り
返
す
に
過
ぎ
ず
」、「
漢
学
が
是
ま
で
の
漢
学
と
し
て
行
く
間
は
、
ナ
オ
益
す
〳
〵
衰
へ
ゆ
く
の
み
な
ら
む
」（
前
掲
、「
漢
学
の
将

来
」
三
六
頁
）
と
批
判
す
る
。
こ
れ
は
重
要
で
、
思
軒
が
「
従
来
の
研
究
法
」
と
批
判
す
る
と
こ
ろ
は
、
敬
宇
が
「
古
董
ノ
古
物
ヲ

玩
ブ
ガ
如
」
く
の
、
あ
る
い
は
「
文
字
章
句
ノ
論
ニ
止
」
ま
る
ご
と
く
の
営
み
と
批
判
し
た
と
こ
ろ
と
同
じ
で
、
こ
れ
す
な
わ
ち
固

陋
な
漢
学
者
流
の
学
問
へ
の
拘
泥
の
批
判
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
思
軒
が
一
方
で
、
漢
文
の
「
文
体
」
お
よ
び
「
句
法
」
が
、
日
本
文
章
作
成
に
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
措
辞
の
法
は
「
行
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文
用
語
」
の
「
宗
師
」
で
あ
り
、「
筆
致
を
向
慕
」
す
べ
き
と
の
持
論
を
展
開
し
て
い
る
、
こ
の
「
両
義
性
」
も
看
過
す
べ
き
で
は

な
い
。

　

思
軒
は
三
十
六
歳
で
こ
の
世
を
去
る
が
、「
作
家
苦
心
談
」
は
こ
の
没
年
（
一
八
九
七
年
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
第
一

に
（
邦
語
訳
を
試
み
る
に
お
い
て

─
筆
者
）
困
難
を
覺
え
た
の
は
言
葉
の
不
足
な
の
で
す
…
…
そ
こ
で
、
私
は
止
む
を
得
ず
、
多
く

漢
語
に
依
頼
す
る
や
う
に
成
ッ
た
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
思
軒
が
、
中
国
古
典
文
献
の
典
語
、
經
語
、
あ
る
い
は
「
格
言
諺
言

の
類
」
は
、
そ
の
時
代
の
時
空
に
引
き
寄
せ
る
強
い
引
力
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
無
配
慮
な
使
用
が
、「
起
点
」
文
献
の
含
意

を
歪
曲
す
る
可
能
性
を
強
く
意
識
し
て
い
た
の
は
指
摘
し
た
（
前
出
、「
翻
訳
の
心
得
」
の
言
）。
よ
っ
て
典
語
、
經
語
類
に
連
想
せ
ら

れ
る
事
物
と
の
「
切
断
」
に
常
に
苦
労
し
た
と
み
ず
か
ら
回
顧
す
る
一
方
、
日
本
語
は
「
言
葉
の
不
足
」
が
問
題
で
、「
止
む
を
得

ず
、
多
く
漢
語
に
依
頼
」
し
た
と
し
て
い
る
。

二　

中
江
兆
民

　

兆
民
が
「
翻
訳
は
故
森
田
思
軒
最
も
佳
な
り
」
と
高
く
評
価
し
、
そ
の
理
由
は
（
思
軒
が
）「
學
漢
洋
を
兼
て
、
而
し
て
殊
に
漢
学

の
根
底
有
る
者
、
之
人
一
人
也
」
と
の
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
た
。
高
い
漢
学
の
素
養
「
故
に
善
く
文
字
を
駆
使
し
て
左
右
皆

宜
し
」
と
し
、
逆
に
「
今
時
漢
学
振
は
ず
、
人
々
唯
だ
用
に
供
す
る
に
足
る
こ
と
を
求
む
る
の
み
、
故
に
独
修
多
き
に
居
り
、
疎
率

極
て
夥
し
…
…
漢
学
を
修
む
る
の
暇
無
き
に
是
れ
由
る
、
蓋
し
此
誤
無
き
者
は
独
り
思
軒
有
る
の
み）

11
（

」
と
、
思
軒
の
翻
訳
の
秀
逸
と

漢
学
の
素
養
の
高
さ
を
結
び
つ
け
る
。

　

兆
民
自
身
は
土
佐
の
藩
学
致
道
館
で
儒
学
を
学
ん
だ
あ
と
、
福
澤
諭
吉
の
伯
父
で
帆
足
萬
里
に
学
ん
だ
高
谷
龍
洲
、
さ
ら
に
は
岡

松
甕
谷
の
紹
成
書
院
に
も
学
ん
だ
。『
一
年
有
半
』「
再
論
言
論
自
由
」「
全
国
新
聞
雑
誌
並
著
訳
書
批
評 

第
三）

11
（

」
な
ど
は
兆
民
の
漢

学
の
素
養
の
一
端
を
開
陳
す
る
が
、
彼
の
漢
学
の
素
養
を
高
く
評
価
す
る
研
究
が
あ
る
一
方
、
溝
口
雄
三
な
ど
は
、
兆
民
に
お
い
て
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は
漢
学
の
素
養
が
彼
の
思
想
や
心
情
を
深
耕
し
表
出
せ
し
め
た
度
合
は
限
定
的
で
、「
本
質
的
に
は
修
辞
的
世
界
で
あ
っ
た
」
と
す

る
）
11
（

。『
一
年
有
半
』
に
は
兆
民
の
漢
学
（
者
）
観
を
示
す
記
述
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
塩
谷
宕
陰
、
安
井
息
軒
ら
の
文
章
を
「
陳
々

腐
々
、
人
を
し
て
一
誦
頭
痛
を
発
せ
し
む
」
と
痛
罵
す
る
一
方
、
岡
松
甕
谷
を
「
実
に
近
代
の
大
家
」、「
徂
徠
と
雖
も
恐
く
は
筆
を

投
じ
て
膝
前
に
平
伏
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
可
し
」
と
激
賞
す
る）

11
（

。

　

さ
て
、『
民
約
譯
解
』
等
で
彼
は
漢
文
を
用
い
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
「
漢
文
を
以
て
西
洋
の
思
想
を
十
分
に
書
き
顕
し
た
な

ら
ば
完
全
な
る
文
章
が
出
来
る
と
い
ふ
積
り
で
あ
つ
た
」
か
ら
で
あ
り
、「
漢
文
の
長
処
と
い
ふ
も
の
は
簡
潔
な
文
字
の
中
に
多
く

の
意
味
を
含
ま
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
文
章
が
強
く
て
又
余
韻
が
あ
つ
て
人
を
感
動
さ
せ
る
力
が
多）

11
（

」
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
幸

徳
秋
水
「
兆
民
先
生
」）。

　

ま
た
、「
史
記
の
文
章
は
…
…
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
火
が
満
々
て
居
」
り
、「
実
に
神
韻
の
文
章）

11
（

」
で
あ
り
、
漢
語
を
用
い
な

い
で
「
洋
書
を
訳
す
る
者
、
適
当
な
熟
語
な
き
に
苦
し
み
、
妄
り
に
疎
卒
の
文
字
を
製
し
て
紙
上
に
相
つ
ぐ
…
…
是
れ
実
は
適
当
の

熟
語
な
き
に
非
ず
し
て
、
彼
等
の
素
養
足
ら
ざ
る
に
坐
す
る
の
み）

11
（

」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
漢
語
を
も
っ
て
西
洋
思
想
を
書
き
顕

せ
な
い
と
主
張
す
る
者
は
、「
漢
学
を
知
ら
な
い
が
為
め
」
で
、「
三
千
年
来
磨
き
に
磨
い
た
支
那
の
文
字
で
幾
万
と
い
う
文
字
で
適

当
な
言
葉
が
な
い
と
い
う
の
が
間
違
ひ）

11
（

」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
兆
民
は
、
漢
語
を
、
語
彙
の
豊
富
さ
、「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
神
韻
の
文
章
」
の
源
で
あ
る
こ
と
、「
簡
潔
な
文
字

の
中
に
多
く
の
意
味
を
含
ま
せ
る
」
こ
と
が
可
能
な
語
で
あ
る
と
の
理
由
で
評
価
し
て
い
る
。
語
彙
の
豊
富
さ
は
思
軒
も
指
摘
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
神
韻
の
文
章
」
と
は
漢
・
唐
・
宋
代
名
家
が
上
代
の
文
章
を
評
価
す
る
時
に
用
い
る
常
套
句
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、「
簡
潔
な
文
字
の
中
に
多
く
の
意
味
を
含
ま
せ
る
」
と
は
、『
文
則
』
に
お
け
る
古
文
評
、
す
な
わ
ち
『
左
傳
』
の
文
は
「
簡

而
整
」（
上
、
二
十
二
オ
）、「
緩
而
周
」（
同
ウ
）
と
の
評
、
あ
る
い
は
ま
た
「
檀
弓
之
載
事
。
言
簡
而
不
疎
。
旨
深
而
不
晦
」（
下
、
一

オ
）
と
い
っ
た
評
価
に
相
通
じ
よ
う）

1（
（

。
こ
れ
ら
は
ま
た
、
徂
徠
、
春
臺
以
降
の
日
本
儒
者
に
よ
る
漢
代
よ
り
前
の
諸
書
の
評
価
を
踏
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襲
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
兆
民
は
、
長
い
時
間
を
も
っ
て
豊
穣
な
る
こ
れ
ら
の
特
徴
を
備
え
る
に
至
っ
た
漢
文
が
、「
完
全
な
る

文
章
」
作
成
に
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
た
。

三　

中
村
敬
宇

　

敬
宇
は
い
わ
ゆ
る
〈
啓
蒙
思
想
家
〉
と
し
て
名
を
馳
せ
、
み
ず
か
ら
も
英
学
塾
で
洋
書
を
講
じ
、
洋
書
の
翻
訳
に
勤
し
ん
で
い
た

が
、
彼
が
漢
学
を
重
視
し
た
理
由
は
、
彼
が
も
と
も
と
昌
平
校
教
授
か
ら
静
岡
学
問
所
教
授
、
そ
し
て
東
大
教
授
等
を
歴
任
し
た
漢

学
者
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
単
純
な
理
由
か
ら
で
は
な
い
。
す
で
に
第
一
章
に
て
敬
宇
の
「
漢
学
不
可
廃
論
」「（
四
）漢
学
ノ
基
ア
ル

者
ハ
洋
学
ニ
進
ミ
非
常
ノ
効
力
ヲ
顕
ハ
ス
事
」
を
引
い
た
が
、
い
ま
一
度
そ
れ
に
集
約
的
に
語
ら
れ
る
彼
の
漢
学
論
の
確
認
を
こ
こ

で
行
な
う
。
曰
く
、

今
日
洋
学
生
徒
ノ
森
然
ト
シ
テ
頭
角
ヲ
挺

（
ぬ
き
）ン

デ
前
程
万
里
ト
望
ヲ
属
セ
ラ
ル
ヽ
者
ヲ
観
ル
ニ
、
皆
漢
学
ノ
下
地
ア
ル
者
ナ
リ
。

漢
学
ニ
長
ジ
詩
文
ヲ
モ
能
ク
ス
ル
者
ハ
、
英
学
ニ
於
テ
モ
亦
非
常
ニ
長
進
シ
英
文
ヲ
能
シ
、
同
儕
ヲ
圧
倒
セ
リ
。
某
々
哲
学
士

ノ
如
キ
、
余
ガ
大
学
教
授
タ
リ
シ
時
、
其
詩
若
ク
ハ
文
ヲ
閲
シ
其
英
才
ヲ
嘆
賞
シ
タ
リ
シ
ガ
、
今
ハ
或
ハ
哲
学
書
ヲ
著
ハ
シ
、

或
ハ
政
学
書
、
或
ハ
小
説
ヲ
著
ハ
シ
、
儼
然
ト
シ
テ
各
一
家
ヲ
成
セ
リ
。
ソ
ノ
時
コ
ノ
諸
士
ト
同
級
ニ
居
リ
シ
者
モ
、
漢
学
ノ

下
地
ア
ル
等
級
ニ
随
ヒ
、
亦
皆
高
下
ヲ
異
ニ
セ
リ
。
漢
学
ナ
キ
者
ハ
、
固
ヨ
リ
哲
学
科
文
学
科
ニ
入
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。

（
中
略
）
近
ゴ
ロ
外
国
ヨ
リ
帰
朝
シ
俄
ニ
顕
達
ノ
地
位
ニ
登
用
セ
ラ
レ
シ
某
氏
ノ
如
キ
、
哲
学
ノ
書
ヲ
著
ハ
シ
、
並
ニ
ソ
ノ
詩

鈔
ヲ
発
行
シ
、
新
聞
紙
ニ
コ
ノ
二
種
ノ
肩
書
ヲ
並
ベ
テ
公
告
ニ
出
デ
タ
リ
。
コ
ノ
二
氏
ノ
如
キ
ハ
読
書
種
子
ト
称
ス
ベ
キ
少
年

才
子
ナ
リ
。
カ
ク
漢
学
ノ
基
ア
リ
シ
ガ
故
ニ
、
洋
学
ニ
進
ミ
非
常
ノ
好
結
果
ヲ
現
ハ
シ
タ
リ）

11
（

。



196

各論編Ⅱ　古代言語への意識／接近
　
「
古
典
講
習
科
乙
部
開
設
ニ
ツ
キ
感
ア
リ
書
シ
テ
生
徒
ニ
示
ス
」
に
お
い
て
も
、「
夫
レ
方
今
洋
学
ヲ
以
テ
名
家
ト
称
セ
ラ
ル
ヽ
者

ヲ
観
ル
ニ
、
元
来
漢
学
ノ
質
地
ア
リ
テ
洋
学
ヲ
活
用
ス
ル
ニ
非
ル
モ
ノ
ナ
シ
」
と
述
べ
、

漢
学
ノ
素
ナ
キ
モ
ノ
ハ
、
或
ハ
七
八
年
、
或
ハ
十
余
年
、
西
洋
ニ
留
学
シ
帰
国
ス
ル
後
ト
雖
モ
、
頭
角
ノ
嶄
然
タ
ル
ヲ
露
ハ
サ

ズ
、
ソ
ノ
運
用
ノ
力
乏
シ
ク
、
殊
ニ
翻
訳
ニ
至
リ
テ
ハ
決
シ
テ
手
ヲ
下
ス
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
然
レ
バ
則
チ
、
今
日
朝
野
ノ
間
ニ

在
テ
、
卓
然
ト
シ
テ
衆
ニ
顕
ハ
レ
有
用
ノ
人
物
ト
推
サ
ル
ヽ
モ
ノ
、
漢
学
者
ニ
非
ル
ハ
無
シ
ト
断
言
ス
ル
モ
可
ナ
リ）

11
（

。

と
断
言
し
て
い
る
。

　
『
編
年
日
本
外
史
』
の
序
文）

11
（

に
も
、「
余
近
聚
徒
教
授
。
而
深
悟
于
洋
學
者
之
不
可
不
修
漢
學
也
。
無
漢
學
而
従
事
洋
學
者
。
勤
苦

五
六
年
。
尚
不
能
敵
修
漢
學
者
之
一
二
年
」（
余
、
近
ご
ろ
徒
を
聚
め
て
教
授
す
、
而
し
て
深
く
洋
学
者
の
漢
学
を
修
め
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
を

悟
る
な
り
。
漢
学
無
く
し
て
洋
学
に
従
事
す
る
者
は
、
勤
苦
す
る
こ
と
五
、
六
年
に
し
て
、
尚
お
漢
学
を
修
む
る
者
の
一
、
二
年
に
敵
す
る
能
は

ず
）
と
、
さ
き
の
「
古
典
講
習
科
」
の
主
張
と
〈
修
学
期
間
〉
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
同
様
の
主
張
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
土
氏

論
理
学
序
」
は
じ
め
他
の
多
く
の
敬
宇
の
文
に
も
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
論
が
み
ら
れ
る）

11
（

。

　

余
談
に
な
る
が
、
一
世
代
あ
と
の
永
井
荷
風
は
、『
断
腸
亭
日
乗
』
で
敬
宇
の
「
編
年
日
本
外
史
序
」
を
引
き
、
逆
に
「
中
年
以

後
一
旦
漢
文
を
読
ま
む
と
す
る
時
、
洋
学
の
力
大
に
益
あ
る
こ
と
を
悟
る
べ
し
」
と
し
、
さ
ら
に
あ
と
の
世
代
の
漢
学
者
で
あ
る
吉

川
幸
次
郎
も
、「
近
ご
ろ
の
若
い
人
人
で
漢
文
を
読
も
う
と
い
う
人
の
力
は
、
戦
前
よ
り
も
む
し
ろ
上
に
あ
る
と
感
ず
る
こ
と
が
あ

る
。
西
洋
語
学
へ
の
能
力
の
一
般
的
な
向
上
の
、
漢
文
へ
の
反
映
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
る
」
と
、
荷
風
に
同
調
す
る）

11
（

。
こ
れ

は
、
思
軒
、
兆
民
ら
の
主
張
と
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
が
、
高
度
に
発
達
し
た
言
語
の
高
い
レ
ベ
ル
で
の
習
得
が
、
別
の
高
次
元
の

言
語
の
習
得
に
お
い
て
も
ま
た
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
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さ
き
の
「
漢
学
不
可
廃
論（
四
）」
の
文
章
に
戻
ろ
う
。
一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、「
漢
学
ノ
下
地
」「
漢
学
ノ
基
」

が
「
英
学
ニ
於
テ
モ
亦
非
常
ニ
長
進
」
す
る
に
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
、
英
語
あ
る
い
は
洋
学
習
得
に
お
い
て
極
め
て
有
用
な
知
的
基

盤
と
し
て
漢
学
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
で
は
敬
宇
は
、
漢
学
の
素
養
の
如
何
な
る
側
面
が
重
要
と
考
え
て
い
た
か
。

予
倫
敦
ヨ
リ
帰
リ
シ
初
メ
、
児
輩
ヲ
シ
テ
漢
学
ヲ
廃
シ
テ
専
ラ
英
学
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
リ
。
然
ル
ニ
児
輩
ノ
英
学
ノ
業
始
メ
ノ
程

ハ
進
ミ
タ
レ
ド
モ
、
進
ミ
難
キ
所
ニ
至
ツ
テ
止
マ
レ
リ
。
予
是
ニ
於
テ
漢
学
ヲ
廃
セ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
ヲ
悔
ユ
。
曰
ク
、
恨
ム
ラ

ク
ハ
漢
学
ニ
従
事
セ
シ
メ
、
少
シ
ナ
リ
ト
モ
ソ
ノ
魂

（
こ
ん
ぱ
く
）

魄
ヲ
強
カ
ラ
シ
メ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
。
予
又
幼
年
ヨ
リ
洋
行
シ
テ
中
年
ニ
帰

朝
セ
シ
者
ノ
一
両
輩
ヲ
見
タ
リ
。
語
学
ハ
上
達
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
亦
皆
進
ミ
難
キ
所
ニ
至
ツ
テ
止
マ
ル
者
ノ
如
シ
。
之
ヲ

漢
学
ノ
基
ア
リ
テ
洋
行
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
比
ス
レ
バ
、
タ
ヾ
霄

（
し
よ
う
じ
よ
う
）

壤
ノ
差
ノ
ミ
ニ
非
ズ
。

漢
学
ハ
、
ソ
ノ
六
ツ
ケ
敷
且
ツ
数
多
ナ
ル
字
ヲ
覚
ユ
ル
バ
カ
リ
ニ
テ
、
脳
髄
ヲ
労

（
つ
か
）ラ

カ
シ
、
得
失
相
償
ハ
ズ
ト
、
西
洋
人
ガ

往
々
言
フ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
…
…
一
語
ヅ
ヽ
ソ
ノ
字
綴
リ
ヲ
覚
ヘ
、
一
語
ヅ
ヽ
ソ
ノ
音
ヲ
覚
ヘ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
矢
張
脳
髄
ヲ
使

ハ
ザ
レ
バ
出
来
ヌ
事
ナ
リ
。
又
支
那
字
ト
同
様
ニ
、
ソ
ノ
字
ヨ
リ
組
合
セ
タ
ル
語
ノ
形
画
ヲ
目
ニ
テ
覚
ヘ
ル
ナ
リ）

11
（

。

　
「
幼
年
ヨ
リ
洋
行
」
し
た
者
が
学
ん
だ
英
語
と
は
無
論
、
現
地
仕
込
み
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
な
そ
れ
で
あ
り
、
英
国
滞
在
を
通
じ
て
英

語
学
習
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
敬
宇
は
、「
児
輩
ヲ
シ
テ
漢
学
ヲ
廃
シ
テ
専
ラ
英
学
ヲ
為
サ
シ
メ
」
た
と
す
る
が
、
こ
こ
で
敬
宇
が

「
国
内
で
行
な
っ
た
」
と
す
る
教
育
は
「
正
則
英
語
」、
す
な
わ
ち
訳
解
を
目
的
と
し
た
変
則
英
語
教
育
に
対
し
、
発
音
・
会
話
・
直

読
直
解
を
重
視
し
た
英
語
教
育
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

敬
宇
は
、
こ
の
学
習
過
程
を
経
た
者
が
概
ね
「
語
学
ハ
上
達
シ
タ
ル
」
こ
と
は
認
め
て
お
り
、
右
の
言
は
英
語
が
「
し
ゃ
べ
れ

る
」「
聞
け
る
」
と
い
っ
た
能
力
の
面
で
の
問
題
を
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
学
学
習
を
経
ず
に
英
語
を
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学
ん
だ
者
、
最
初
か
ら
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
英
語
に
浸
り
そ
れ
を
身
に
つ
け
た
者
は
、「
進
ミ
難
キ
所
」
に
至
る
と
進
捗
が
止
ま
る
と
難

じ
て
い
る
。

　

敬
宇
の
こ
の
主
張
を
、
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。
一
つ
に
は
、
敬
宇
が
こ
こ
で
「
何
に
」
つ
い
て
論
じ
て
い
る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
彼
は
、
英
語
学
習
と
い
う
「
語
学
」
の
問
題
を
か
た
り
な
が
ら
、
実
際
は
、「
語
学
」
と
「
内
容
」
の
双
方
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
無
論
、
言
語
と
そ
れ
に
表
出
せ
ら
れ
る
意
味
内
容
は
相
即
不
離
で
あ
る
が
、「
進
ミ
難
キ
所
」
と
「
語
学
」

の
対
置
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ら
を
峻
別
し
て
考
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
論
点
と
、
続
け
て
語
ら
れ
る
「
予
是
ニ
於
テ
漢
学
ヲ
廃
セ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
ヲ
悔
」
い
る
と
の
言
葉
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
重
要
で
あ
る
。
漢
学
の
素
養
な
き
者
に
お
け
る
そ
の
「
魂
魄
」
の
強
化
な
き
を
恨
む
る
と
、
い
さ
さ
か
舌
足
ら
ず
の
抽
象
的

表
現
を
も
っ
て
述
べ
る
が
、
敬
宇
は
、
漢
学
の
「
魂
魄
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
重
要
と
考
え
て
い

た
か
。

　

一
つ
に
は
、
漢
語
の
学
習
過
程
に
お
け
る
「
一
語
ヅ
ヽ
」
記
憶
し
、
さ
ら
に
「
ソ
ノ
音
ヲ
覚
ヘ
」
る
学
習
、
大
い
に
「
脳
髄
ヲ

使
」
う
こ
の
過
程
を
通
じ
た
知
的
鍛
錬
、
そ
し
て
そ
れ
に
内
在
す
る
「
字
ヨ
リ
組
合
セ
タ
ル
語
ノ
形
画
ヲ
目
ニ
テ
覚
ヘ
ル
」
学
習
、

す
な
わ
ち
表
意
文
字
の
学
習
過
程
が
、
表
音
文
字
を
用
い
る
言
語
と
は
異
な
る
重
要
な
知
的
鍛
錬
を
内
包
す
る
と
の
認
識
が
み
え
る
。

　

さ
ら
に
後
段
に
お
い
て
は
、「
思
慮
深
キ
人
ハ
」「
数
千
年
ノ
旧
キ
ヲ
経
タ
ル
國
（
中
国
）
ノ
事
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
」
す
と
の
言
葉
を

含
むJam

esLegge

のT
he Chinese Classics

序
言）

11
（

を
引
き
、「
漢
学
不
可
廃
論
」
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

余
ハ
支
那
ノ
經
典
ヲ
譯
ス
ル
ヲ
以
テ
努
ト
為
ス
ト
曰
ヘ
リ
。
レ
ツ
グ
氏
詩
經
ニ
二
譯
ア
リ
。
其
一
ハ
、
支
那
經
典
ノ
中
ニ
在
リ
、

原
文
ニ
依
リ
、
敢
テ
自
ラ
放
マ
ヽ
ニ
セ
ズ
。
其
一
ハ
、
英
詩
ノ
體
裁
ニ
擬
シ
、
自
由
ニ
譯
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
余
近
ゴ
ロ
荘
子

ノ
英
譯
ヲ
購
得
セ
リ
。
漢
学
者
若
シ
英
学
ヲ
為
サ
ン
ト
欲
セ
バ
、
右
等
ノ
諸
書
（
敬
宇
はLegge

の
英
訳
し
た
四
書
、
書
経
、
詩
経
、
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春
秋
な
ら
び
に
左
伝
を
前
段
で
あ
げ
て
い
る

─
筆
者
）
ヲ
漢
英
比
較
シ
テ
讀
ム
ト
キ
ハ
互
ニ
発
明
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
ソ
ノ
有
用
ハ

論
ヲ
俟
タ
ズ
、
楽
趣
亦
限
リ
ナ
カ
ル
ベ
シ
。
余
ハ
児
輩
ヲ
シ
テ
一
時
漢
学
ヲ
廃
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
懲
ル
コ
ト
ア
リ
。
故
ニ
コ
ノ
論

ヲ
為
シ
テ
学
士
諸
君
ニ
質

（
た
だ
）ス

ト
云
フ
爾

（
し
か
）リ

。）
11
（

　

漢
学
者
が
英
学
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
四
書
、
書
経
、
詩
経
、
春
秋
な
ら
び
に
左
伝
、
す
な
わ
ちT

he Chinese Classics

に

訳
出
さ
れ
た
経
書
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
を
「
漢
英
比
較
シ
テ
読
ム
」
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
前
段
に
あ
る
『
詩
經
』

に
「
二
譯
」
あ
っ
て
、「
原
文
」
に
忠
実
で
「
敢
テ
自
ラ
放
マ
ヽ
ニ
」
し
て
い
な
い
訳
と
「
英
詩
ノ
體
裁
ニ
擬
」
し
、「
自
由
ニ
譯
シ

タ
ル
」
訳
と
の
比
較
検
討
が
有
用
と
の
主
張
に
も
注
目
し
た
い
。
ど
ち
ら
も
、
英
語
「
そ
の
も
の
」
の
力
、「
語
学
力
」、
あ
る
い
は

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
よ
う
な
流
暢
な
会
話
力
の
獲
得
と
い
っ
た
方
向
の
話
で
は
な
く
、
字
句
の
微
細
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
識
得
や
そ
の
語
源

に
関
す
る
知
識
、
歴
史
的
な
意
味
変
遷
の
理
解
、
文
の
体
・
法
の
識
得
と
い
っ
た
要
素
を
基
盤
と
す
る
、
ま
さ
に
漢
学
習
得
の
遂
行

0

0

過
程
を
通
じ
て
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

性
質
の
知
的
基
盤
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
主
張
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
敬
宇
は
、
こ
と
日
本
人
の
英
語
の
上
級
編
に
お
け
る
進
捗

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
支
え
る
知
的
基
盤

0

0

0

0

は
、（
ａ
）漢
学
学
習
過
程
の
必
然
と
し
て

の
膨
大
な
数
の
表
意
文
字
の
記
憶
と
い
う
作
業
、（
ｂ
）詳
密
な
字
・
句
の
義
、
そ
の
用
法
の
学
、
訓
詁
、
書
誌
の
学
を
枢
要
と
す
る

学
問
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
伊
藤
仁
斎
、
荻
生
徂
徠
、
伊
藤
東
涯
ら
よ
り
発
展
し
、
幕
末
ま
で

に
結
実
し
た
詳
密
か
つ
体
系
的
な
漢
学
の
学
問
方
法
で
あ
っ
た
の
は
特
記
さ
れ
よ
う
。
敬
宇
が
「
漢
学
ヲ
廃
セ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
ヲ

悔
」
い
た
理
由
は
、
漢
学
学
習
過
程
が
「
知
力
を
鍛
え
る
有
効
な
手
段
」
で
あ
り
、「
数
千
年
ノ
旧
キ
ヲ
経
タ
ル
國
ノ
事
」
を
精
微

な
文
章
を
も
っ
て
綴
っ
た
経
書
、
史
類
へ
の
通
暁
の
機
会
が
ま
さ
に
、「
進
ミ
難
キ
所
」
を
突
破
す
る
知
力
を
養
い
得
る
知
的
プ
ロ

セ
ス
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

漢
学
学
習
と
は
、
単
な
る
「
中
国
語
」
あ
る
い
は
「
古
語
」
の
記
憶
で
は
な
く
、
往
年
の
事
象
を
精
微
に
語
る
修
辞
、
措
辞
の
豊
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穣
な
る
素
養
の
獲
得
作
業
で
あ
り
、
漢
学
の
素
養
の
な
い
児
童
が
、
初
歩
的
言
語
習
得
の
次
元
か
ら
思
想
次
元
と
な
る
に
至
り
学
習

が
滞
る
理
由
は
、
こ
の
素
養
（
あ
る
い
は
敬
宇
の
表
現
を
借
り
れ
ば
漢
学
の
「
魂
魄
」）
の
欠
如
故
で
あ
る
と
敬
宇
は
考
え
て
い
た
と
推
知

で
き
よ
う
。

小　

括

　

第
五
章
で
も
論
じ
た
が
、
西
周
は
、「
学
問
は
淵
源
を
深
く
す
る
に
在
る
の
論
」
に
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
書
に
言
及
し
な
が
ら
知

的
基
盤
、
知
的
習
慣
に
関
す
る
彼
の
論
を
開
陳
す
る
。
そ
こ
で
は
、「
唯
記
性
ノ
好
キ
ト
暗
誦
復
読
等
ノ
事
」
と
、「
思
慮
ノ
能
力
ヲ

練
熟
ス
ル
コ
ト
」、
ま
た
、「
単
素
ナ
ル
念
」
と
「
組
織
セ
ル
念
慮
」
を
明
確
に
峻
別
し
、「
後
来
ニ
至
」
っ
て
の
「
心
意
開
発
」
の

問
題
に
焦
点
を
あ
て
、「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
ス
ル
コ
ト
」、「
精
微
ナ
ル
理
ヲ
穿
鑿
ス
ル
論
弁
ヲ
理
会
ス
ル
」
こ
と
の
重
要
性
に
焦
点

を
あ
て
る）

11
（

。
こ
こ
で
西
が
重
視
す
る
の
は
ま
さ
に
、
言
語
習
得
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
高
度
化
に
と
も
な
い
重
要
と
な
る
知
的
能
力
の

性
質
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
醸
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
知
的
習
慣
と
そ
の
集
合
的
意
味
、
根
底
的
次
元
の
知
的
基
盤
と
し
て
の
意
味
で
あ

る
。

　

西
が
こ
こ
で
「
唯
記
性
ノ
好
キ
ト
暗
誦
復
読
等
ノ
事
」、「
単
素
ナ
ル
念
」、「
言
語
ヲ
覚
エ
テ
之
ヲ
反
復
ス
ル
」
作
業
と
し
て
言
及

す
る
事
象
は
、
敬
宇
の
い
う
「
英
学
ノ
業
始
メ
ノ
程
」
に
あ
た
る
過
程
に
相
応
し
よ
う
。
翻
っ
て
西
の
い
う
「
念
慮
」、「
心
意
」
の

「
開
発
」、「
瑣
細
ナ
ル
事
ニ
就
テ
」
の
「
精
微
ナ
ル
理
」
の
「
穿
鑿
」
は
、
敬
宇
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
脳
髄
ヲ
労
」
れ
せ
し
め
る

「
進
ミ
難
キ
所
」
の
知
的
営
み
／
学
習
過
程
に
相
応
し
よ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
言
語
学
習
の
進
捗
は
否
応
な
く
「
思
想
内
容
」

の
次
元
へ
と
学
習
者
を
向
か
わ
し
め
、
か
よ
う
な
次
元
で
の
言
語
習
得
は
高
度
な
思
惟
能
力
を
必
要
と
す
る
。
敬
宇
は
明
ら
か
に
、

こ
の
能
力
を
下
支
え
す
る
基
盤
と
し
て
漢
学
の
素
養
、
あ
る
い
は
、
彼
の
い
う
と
こ
ろ
の
漢
学
の
「
魂
魄
」
を
位
置
づ
け
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
「
念
慮
」、「
瑣
細
」「
精
微
」
の
「
穿
鑿
」
能
力
を
、
江
戸
後
期
～
幕
末
期
に
教
育
を
受
け
た
明
治
の
知
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識
層
に
植
え
付
け
た
要
素
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
第
五
章
に
て
詳
察
し
た
ご
と
く
の
江
戸
後
期
の
藩
学
、
郷
学
、
私
塾
等
に
お
け

る
学
習
法
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）

齋
藤
「
文
体
と
思
考
の
自
由

─
福
澤
諭
吉
の
射
程
」（『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
第
三
七
号
、
福
沢
諭
吉
協
会
〈
二
〇
一
〇
年
〉）、
八
二
頁
。

（
2
）

福
澤
「
緒
言
」（
慶
應
義
塾
編
『
福
澤
諭
吉
全
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
五
～
六
頁
）
の
文
言
。

（
3
）

福
澤
「
緒
言
」
を
引
き
な
が
ら
の
、
齋
藤
、
前
掲
注（
1
）「
文
体
と
思
考
の
自
由
」
八
二
～
八
六
頁
の
論
説
。

（
4
）

こ
の
点
で
重
要
な
示
唆
を
呈
す
る
の
は
齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
『
漢
文
脈
の
近

代

─
清
末
＝
明
治
の
文
学
圏
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。
ま
た
、
斉
藤
文
俊
『
漢
文
訓
読
と
近
代
日
本
語
の
形

成
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
と
く
に
第
四
章
、
第
五
章
第
三
節
、
第
六
章
第
三
節
も
示
唆
に
富
む
。

（
5
）

岸
田
『
漢
学
と
洋
学

─
伝
統
と
新
知
識
の
は
ざ
ま
で
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
と
く
に
「
漢
学
の
足
か
せ

─
華
夷
思

想
・「
聖
賢
の
学
」
と
の
戦
い
」。

（
6
）

福
地
「
文
章
論
」（『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
六　

文
体
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）、
八
七
頁
。

（
7
）

兆
民
『
年
譜
』。
ま
た
、
山
田
博
雄
「
翻
訳
の
思
想

─
福
沢
諭
吉
と
中
江
兆
民
」（『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
第
三
七
号
、
福
澤
諭
吉
協
会

〈
二
〇
一
〇
年
〉）、
同
『
中
江
兆
民　

翻
訳
の
思
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
兆
民
の
洋
行
後
に
お
け
る
漢
学
修
習

へ
の
努
力
の
様
子
を
考
察
す
る
。

（
8
）

本
書
第
五
章
、
と
く
に
第
一
、
二
節
。

（
9
）

こ
の
点
、
と
く
に
文
章
の
「
体
」「
法
」
へ
の
意
識
に
関
し
て
は
第
六
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）

『
國
民
之
友
』
一
八
八
七
、
一
八
九
一
年
収
。
の
ち
『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
五　

翻
訳
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
所
収
。

（
11
）

『
郵
便
報
知
新
聞
』
一
八
八
八
年
収
。
山
本
正
秀
編
著
『
近
代
文
体
形
式
史
料
集
成　

発
生
編
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
）
所
収
。

（
12
）

『
新
著
月
刊
』
一
八
九
七
年
収
。
一
九
〇
六
年
に
「
翻
譯
の
苦
心
」
と
し
て
『
酔
玉
集
』
収
（『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
五
』
所
収
）。

（
13
）

『
早
稲
田
文
学
』
第
七
・
九
号
（
一
八
九
二
年
）
所
収
。『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
六　

文
体
』（
前
掲
注
6
）所
収
。
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（
14
）

柳
田
『
明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
六
一
年
）。
阪
谷
朗
廬
は
朱
子
学
者
と
さ
れ
る
が
、
朗
廬
の
学
問
、
興
譲
館
で
の

教
則
が
偏
狭
な
朱
子
学
教
義
に
固
執
す
る
も
の
で
は
な
く
、
明
学
、
さ
ら
に
は
清
代
考
証
学
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は
、
同

館
の
「
家
塾
生
ニ
示
ス
心
得
書
」「
興
譲
館
詩
文
会
規
約
」（
山
下
敏
鎌
編
著
『
興
譲
館
百
二
十
五
年
史
』〈
学
校
法
人
興
譲
館
内
「
興
譲
館

百
二
十
五
年
史
」
記
念
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
〉
所
収
）、
さ
ら
に
は
同
館
所
蔵
の
蔵
書
（
現
学
校
法
人
興
譲
館
内
の
建
物
に
収
蔵
）
に
明

ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
閲
覧
に
は
現
校
長
に
便
宜
を
お
図
り
い
た
だ
い
た
。

（
15
）

『
思
軒
全
集
』
第
一
巻
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
七
年
）
所
収
、
徳
富
蘇
峰
言
。

（
16
）

『
中
江
兆
民
全
集
』
第
十
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
所
収
。
同
巻
、
一
八
三
頁
。

（
17
）

文
学
的
見
地
か
ら
の
研
究
で
は
、
小
森
陽
一
「
行
動
す
る
「
実
境
」
中
継
者
の
一
人
称
文
体

─
森
田
思
軒
に
お
け
る
「
周
密
体
」
の
形

成
」
一
（『
成
城
文
芸
』
第
一
〇
三
号
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
〈
一
九
八
三
年
〉）、
同
「「
局
外
」「
傍
観
者
」
の
認
識

─
森
田
思
軒
に
お

け
る
「
周
密
体
」
の
形
成
」
二
（『
成
城
文
芸
』
第
一
〇
四
号
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
〈
一
九
八
三
年
〉）。
翻
訳
学
の
視
点
か
ら
の
研
究
は
、

落
合
陽
子
「T

hePurloinedLetter

と
翻
訳
者
森
田
思
軒

─
翻
訳
作
品
『
秘
密
書
類
』
に
つ
い
て
の
試
論
」（『
聖
徳
大
学
言
語
文
化
研

究
所
論
叢
』
第
一
七
号
〈
二
〇
一
〇
年
〉）、
斉
藤
美
野
「
森
田
思
軒
と
文
学
翻
訳
」（『
通
訳
翻
訳
研
究
』
第
八
号
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
〈
二
〇
〇

八
年
〉）
な
ど
が
あ
る
。

（
18
）

小
森
、
前
掲
注（
17
）「
行
動
す
る
「
実
境
」
中
継
者
の
一
人
称
文
体
」
五
八
～
六
一
頁
。

（
19
）

落
合
、
前
掲
注（
17
）「T

hePurloinedLetter
と
翻
訳
者
森
田
思
軒
」、
斉
藤
、
前
掲
注（
17
）「
森
田
思
軒
と
文
学
翻
訳
」。

（
20
）

『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
六　

文
体
』（
前
掲
注
6
）三
二
頁
。
以
下
、
引
用
箇
所
の
頁
数
は
こ
の
書
の
も
の
を
記
す
。

（
21
）

「
通
義
」
が
『
中
庸
』
で
は
な
く
『
孟
子
』
よ
り
出
る
語
で
あ
る
こ
と
は
、『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
六　

文
体
』（
前
掲
注
6
）三
二
頁

の
頭
注
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。

（
22
）

の
ち
「
翻
譯
の
苦
心
」
と
し
て
『
酔
玉
集
』
収
。
注（
12
）参
照
。

（
23
）

中
江
兆
民
『
一
年
有
半
』（『
中
江
兆
民
全
集
』
第
十
巻
所
収
。
同
巻
一
八
三
、
一
八
五
頁
）。

（
24
）

「
再
論
言
論
自
由
」
は
『
中
江
兆
民
全
集
』
第
十
四
巻
所
収
、「
全
国
新
聞
雑
誌
並
著
訳
書
批
評　

第
三
」（『
東
雲
新
聞
』
明
治
二
十
二
年

二
月
十
日
掲
載
）
は
『
中
江
兆
民
全
集
』
第
十
五
巻
所
収
。

（
25
）

『
中
江
兆
民
全
集
』
第
十
巻
月
報
（
二
〇
〇
一
年
）。
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（
26
）

中
江
『
一
年
有
半
』（『
中
江
兆
民
全
集
』
第
十
巻
所
収
。
同
巻
一
九
九
頁
）。

（
27
）

『
中
江
兆
民
全
集
』
別
巻
、
四
二
一
頁
。

（
28
）

『
中
江
兆
民
全
集
』
別
巻
、
四
二
一
～
四
二
二
頁
。

（
29
）
『
中
江
兆
民
全
集
』
別
巻
、
四
六
五
頁
。

（
30
）
『
中
江
兆
民
全
集
』
別
巻
、
四
二
一
～
四
二
二
頁
。

（
31
）

宋
・
陳
騤
『
文
則
』
山
井
鼎
（
山
井
崑
崙
）
句
讀
、
校
訂
。
本
章
で
は
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
の
吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
版
（
享
保
十
三
年

〈
一
七
二
八
〉）
を
利
用
。

（
32
）

「
漢
学
不
可
廃
論
」
は
『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
六　

文
体
』（
前
掲
注
6
）所
収
。
引
用
箇
所
は
二
三
～
二
四
頁
。
以
下
、
引
用
箇
所

は
こ
の
書
の
も
の
を
記
す
。

（
33
）

『
学
芸
志
林
』
七
〇
冊
（
明
治
十
六
年
〈
一
八
八
三
〉）
所
収
。
の
ち
『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十　

学
問
と
知
識
人
』（
岩
波
書
店
、
一

九
八
八
年
）
所
収
。

（
34
）

『
敬
宇
文
集
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇
三
年
）
巻
之
六
（
第
三
冊
）「
序
」
所
収
。

（
35
）

『
敬
宇
文
集
』
巻
之
十
五
所
収
。「
論
法
原
理
序
」（『
敬
宇
文
集
』
巻
之
十
四
）
な
ど
に
も
同
様
の
主
張
あ
り
。

（
36
）

吉
川
「
荷
風
と
儒
学
」『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
八
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
所
収
。
引
用
の
『
日
乗
』
の
文
は
昭
和
四
年
八

月
廿
三
日
の
条
。

（
37
）

『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
六　

文
体
』（
前
掲
注
6
）二
四
頁
。

（
38
）Legge,Jam

es,D
.D

.,T
he Chinese Classics: W

ith a translation, critical and exegetical notes, prolegom
ena, and 

copious indexes(8vols.),H
ongK

ongandLondon,1861-1872

の
「
第
一
巻　

第
一
冊
」
所
収
の
「
序
文
」
の
語
（
訳
は
敬
宇
）。

（
39
）

『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十
六　

文
体
』（
前
掲
注
6
）二
五
頁
。

（
40
）

『
日
本
近
代
思
想
大
系　

十　

学
問
と
知
識
人
』（
前
掲
注
33
）所
収
。
引
用
箇
所
は
二
九
～
三
〇
頁
。
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結　

論　

日
本
儒
学
に
お
け
る
考
証
学
的
伝
統
と
原
典
批
判

一　

古
く
て
新
し
い
論
点

　

一
九
六
〇
年
刊
行
の
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
（
以
下
、
適
宜
「
Ｍ
─
Ｐ
」
と
の
略
称
も
併
用
）
に
よ
る
論
集
『
シ
ー
ニ
ュ
』

は
、
彼
に
よ
る
『
行
動
の
構
造
』『
知
覚
の
現
象
学
』
と
い
っ
た
緻
密
な
論
理
的
作
業
を
展
開
す
る
書
と
は
一
線
を
画
す
る
、
巨
視

的
な
立
場
か
ら
世
界
の
思
想
・
哲
学
を
解
説
的
に
論
じ
た
論
集
で
あ
る
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
ど
こ
に
も
あ
り
ど
こ
に
も
な

い
」
と
題
さ
れ
る
論
説
に
て
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、「
東
洋
の
思
想
」
を
「
大
ざ
っ
ぱ
に
、
ま
た
遠
く
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
無
駄
な
繰
り
言
、
永
遠
の
解
釈
の
し
直
し
、
偽
善
的
裏
切
り
」
で
あ
り
、
そ
の
学
術
的
営
み
は
、「
幾
世
代
に

も
わ
た
る
中
国
の
文
官
が
身
を
つ
い
や
し
て
き
た
〈
完
璧
を
期
し
た
文
献
調
査
や
照
合
〉
と
い
う
愚
か
な
企
て
」
そ
の
も
の
で
、

「
中
国
の
哲
学
」
は
「
一
つ
一
つ
の
物
や
一
人
一
人
の
人
間
に
対
し
て
、
ス
ト
ア
的
シ
ニ
ズ
ム
に
逃
げ
道
を
求
め
る
こ
と
さ
え
な
く
」、

た
だ
た
だ
「「
礼
」（correction

）
を
最
も
基
本
的
な
徳
と
規
定
し
」、「
知
的
な
意
味
で
の
対
象
の
起
源
を
求
め
る
」
と
か
、「
対
象

を
把
握
し
よ
う
と
は
せ
ず
に
、
た
だ
そ
れ
を
原
初
の
完
全
な
姿
で
呼
び
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
論
じ
て
い
る）

1
（

。

さ
ら
に
は
、「
中
国
や
イ
ン
ド
」
の
「
哲
学
者
」
に
つ
い
て
は
、「
お
の
れ
自
身
や
お
の
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
努
力
が
彼
ら
に
は
あ
ま
り
に
も
欠
け
て
い
る
」
と
断
罪
す
る）

2
（

。

　

こ
の
行
論
の
後
半
で
は
、「
東
洋
の
哲
学
」
に
「
一
種
の
教
育
的
価
値
」
を
認
め
た
り
、「
存
在
を
支
配
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
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ろ
わ
れ
わ
れ
と
存
在
と
の
交
渉
の
反
響
な
い
し
共
鳴
器
た
る
」
も
の
と
し
て
の
意
義
を
論
じ
、〈
存
在
と
の
交
渉
〉
や
そ
の
生
れ
故

郷
と
も
言
う
べ
き
〈
原
初
の
選
択
〉
に
気
づ
き
直
す
術
を
学
」
ぶ
有
効
な
も
の
と
の
評
価
も
与
え
て
い
る）

3
（

が
、
な
ん
と
も
、
辛
辣
の

極
み
と
も
い
え
る
酷
評
を
、
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
中
国
（
あ
る
い
は
東
洋
）
哲
学
（
学
問
）
に
対
し
て
加
え
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
辛
辣
極
ま
る
批
判
は
、
た
と
え
ば
宋
末
～
元
初
の
楊
愼
、
王
柏
、
呉
澄
ら
の
経
書
研
究
の
底
流
に
あ
る
学

問
態
度
の
自
律
性
、
さ
ら
に
は
明
・
梅
鷟
、
郝
敬
ら
の
学
問
の
特
異
性
、
明
末
～
清
初
の
朱
彝
尊
、
顧
炎
武
、
黄
宗
羲
ら
の
学
問
に

み
え
る
網
羅
的
で
体
系
的
な
さ
ま
、
そ
し
て
閻
若
璩
の
周
到
か
つ
批
判
精
神
に
溢
れ
る
『
尚
書
』
研
究
な
ど
は
念
頭
に
な
く
、
ま
た
、

『
シ
ー
ニ
ュ
』
刊
行
か
ら
十
五
年
溯
る
一
九
四
五
年
刊
行
の
丸
山
真
男
の
徂
徠
学
に
お
け
る
思
惟
方
法
に
関
す
る
研
究
も
ま
っ
た
く

頭
に
な
い
状
態
で
の
も
の
で
あ
る
の
は
論
を
俟
た
な
い
。
丸
山
の
「
近
代
的
精
神
」
に
関
す
る
議
論
と
そ
の
前
提
と
し
て
の
「
分
裂

せ
る
意
識
」
の
徂
徠
学
に
お
け
る
萌
芽
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
、
本
郷
隆
盛
ら
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
に
よ
る
解
体
を
み
た
が
、
そ
れ

で
も
、「
東
洋
の
哲
学
」
を
上
述
の
ご
と
き
欠
点
を
有
す
る
も
の
と
み
な
す
断
罪
に
対
す
る
再
論
駁
に
む
け
て
は
、
い
ま
だ
に
有
用

な
論
点
を
提
供
す
る
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
右
の
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
「
遠
く
か
ら
」
の
「
大
ざ
っ
ぱ
」
な
断
罪
は
、
武
内
義
雄
に
よ
る
、
清
代
の

儒
者
に
あ
っ
て
は
「
経
書
を
神
聖
視
し
て
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
」
て
い
た
と
す
る
論
評
、
あ
る
い
は
加
藤
常
賢
を
し
て

江
聲
、
孫
星
衍
、
段
玉
裁
と
い
っ
た
考
拠
家
で
あ
っ
て
も
「
古
代
の
聖
王
思
想
の
信
者
」
に
過
ぎ
ず
、
彼
ら
は
「
近
代
科
学
以
前
の

人
々
で
あ
っ
た
」
と
す
る
見
方
を
彷
彿
さ
せ
、
そ
こ
に
は
、
聖
人
、
聖
典
を
「
客
観
的
考
察
対
象
に
お
し
据
え
る
」
と
い
う
、
知
的

な
意
味
で
の
対
象
の
起
源
を
求
め
、
把
握
し
、
そ
れ
を
も
と
に
己
れ
を
理
解
、
把
握
す
る
と
い
う
、
所
謂
「
哲
学
的
」「
思
想
的
」

作
業
の
大
前
提
と
な
る
精
神
態
度
を
包
摂
し
得
な
い
思
想
主
体
の
存
在
し
か
あ
り
得
な
か
っ
た
ご
と
く
の
状
況
を
認
め
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

　
「
中
国
」
の
「
哲
人
」
が
こ
う
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
力
量
を
、
筆
者
が
も
ち
あ
わ
せ
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
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い
。
し
か
し
、
本
書
の
各
論
編
で
考
察
し
た
十
八
世
紀
～
十
九
世
紀
前
半
の
日
本
儒
者
に
お
い
て
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
知
的
気
風
は
、

メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
「
東
洋
の
哲
学
（
者
）」
の
特
徴
と
し
て
辛
辣
に
批
判
し
た
類
の
も
の
と
は
異
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
の
が
、
本
書
を
通
じ
て
の
主
張
で
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
中
井
履
軒
に
よ
る
『
尚
書
』
原
典
批
判
に
つ
い
て
考
察
、
彼
に
お
け
る
、
単
な
る
「
漢
・
魏
回
帰
」「
漢
学
の
復

興
」
で
は
な
い
、「
実
証
主
義
を
も
っ
て
基
本
的
条
件
と
な
す
近
代
科
学
研
究
と
等
質
」
の
学
問
（
水
田
紀
久
）
の
実
践
の
様
相
の
呈

出
を
試
み
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、「
完
璧
を
期
し
た
文
献
調
査
」
で
あ
っ
た
が
、「
斯
道
の
始
祖
」
や
「
聖
人
」
を
も
「
た
だ
後
の

立
論
者
が
権
威
と
仰
ぐ
偶
像
と
断
じ
、
そ
の
超
人
格
を
も
、
思
想
発
達
の
原
則
に
よ
り
、
ひ
と
し
く
相
対
的
地
位
に
定
位
し
去
」
る

学
問
態
度
を
基
底
と
す
る
知
的
営
み
（
水
田
）
で
あ
り
、
そ
れ
も
っ
て
価
値
中
立
的
に
純
粋
に
「
最
適
」
と
判
断
さ
れ
る
「
古
典
」

と
そ
の
「
原
解
」
を
適
宜
客
観
的
に
析
出
、
吟
味
・
考
究
す
る
営
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
無
駄
な
繰
り
言
」（
前
出
、
Ｍ
─
Ｐ
）
な
ど

と
い
う
表
現
に
は
還
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
ま
さ
に
「
わ
れ
わ
れ
と
存
在
と
の
交
渉
」
や
「
そ
の
生
れ
故
郷
と
も
言
う
べ
き

〈
原
初
の
選
択
〉
に
気
づ
き
直
す
術
を
学
」
ぶ
作
業
（
前
出
、
Ｍ
─
Ｐ
）
そ
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

東
條
一
堂
は
考
証
の
周
到
さ
に
お
い
て
一
つ
の
完
成
型
を
呈
示
す
る
儒
者
で
あ
り
、「
權
」
論
を
展
開
す
る
に
お
い
て
も
個
々
の

判
断
を
無
制
限
に
賞
揚
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
第
三
章
）。
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
聖
人
の
迹
へ
の
盲
目
的
固
執
は
強
く
拒
否

し
、
自
律
的
に
「
汎
く
天
下
の
人
」
の
「
言
行
を
效
」
し
、
こ
れ
も
っ
て
「
お
の
れ
自
身
や
お
の
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
把
握

し
よ
う
と
す
る
努
力
」
の
基
盤
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

　

か
よ
う
な
一
堂
の
説
が
、
一
堂
の
私
塾
に
身
を
置
き
直
接
彼
に
師
事
し
た
臼
杵
藩
藩
学
の
学
頭
武
藤
虎
峯
、
稲
葉
徳
一
郎
ら
に
継

承
さ
れ
、
こ
れ
が
、
臼
杵
藩
藩
儒
の
長
子
で
、
近
代
日
本
の
代
表
的
企
業
家
の
一
人
で
あ
っ
た
荘
田
平
五
郎
に
お
い
て
換
骨
奪
胎
せ

ら
れ
、
明
治
期
の
企
業
倫
理
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
前
著
に
て
実
証
的
に
考
察
し
た
と
お
り
で
あ
る）

4
（

。
特
筆
す
べ
き
は
、〝
儒
教

的
徳
目
〟
の
企
業
倫
理
へ
の
転
化
の
前
提
に
あ
る

0

0

0

0

0

、「
最
適
」
と
判
断
さ
れ
る
「
古
典

0

0

」
と
そ
の

0

0

0

「
原
解

0

0

」
を
適
宜
客
観
的
に
斟
酌

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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し
得
る
知
的
「
素
養
」
の
性
質
で
あ
る
。

　

第
四
章
に
て
考
察
し
た
久
米
邦
武
の
学
問
は
、
特
定
の
説
に
偏
る
こ
と
の
な
い
兼
採
の
姿
勢
、
客
観
的
真
実
、
公
平
性
へ
の
矜
持

が
看
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
み
ず
か
ら
の
学
問
を
、「
考
証
学
と
い
へ
ば
学
問
の
謀
反
人
」（
久
米
「
史
学
考
証
の

幣
」〈
第
四
章
に
て
引
用
〉）
と
目
さ
れ
る
学
問
環
境
に
て
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、「
真
実
の
追
究
」
と
い
う
営
為
は
、

相
当
の
自
律
性
と
抵
抗
精
神
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
い
ま
一
度
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

田
中
知
周
（
述
）『
讀
書
準
縄
』
で
は
「
巳

（
マ
マ
）ノ

意
ヲ
録
ス
ル
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
十
分
な
習
熟
を
経
て
い
な
い
初
学
者
が
私
意
／

恣
意
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
を
戒
め
、
あ
く
ま
で
「
書
」
を
「
準
縄
」
と
し
、「
此
身
ニ
定
規
ヲ
ア
テ
ル
」
ご
と
く
に
テ
ク
ス
ト

に
寄
り
添
う
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
（
第
五
章
）。
し
か
し
そ
の
一
方
、
師
へ
の
飽
く
な
き
質
疑
（「
質
講
」）
が
奨
励
さ
れ
、
ま
さ
に

「
灰
汁
ヲ
煎
ジ
テ
コ
レ
ニ
漬
シ
、
足
ヲ
以
蹈
ミ
ニ
ヂ
リ
手
ヲ
以
数
度
捼
」
み
、「
垢
ヲ
去
リ
汚
水
ヲ
絞
」
る
ご
と
く
に
専
心
す
べ
き
こ

と
が
賞
揚
さ
れ
、
逆
に
「
人
ノ
聴
ヲ
飾
ル
」
よ
う
な
質
講
、「
師
友
ノ
批
誨
少
モ
ナ
キ
様
」
な
事
勿
れ
主
義
が
激
烈
な
言
葉
で
批
難

さ
れ
る
（
同
章
）。『
讀
書
準
縄
』、
そ
し
て
平
沼
淑
郎
『
鶴
峯
漫
談
』
な
ど
に
ま
さ
し
く
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
後
期
の
漢

学
学
習
と
は
、「
難
詰
」
に
適
宜
対
応
す
べ
く
「
腐
心
焦
慮
」
し
、
周
到
な
字
句
・
語
句
の
意
味
の
精
査
、
解
釈
を
必
須
と
す
る
（
以

上
、『
鶴
峯
漫
談
』）、「
思
慮
ノ
能
力
」
の
「
練
熟
」、「
組
織
セ
ル
念
慮
」、「
観
念
ヲ
以
テ
結
合
」
す
る
能
力
、「
概
括
ノ
観
念
」
等

（
以
上
、
西
周
の
語
。
第
五
、
七
章
参
照
）
の
醸
成
に
直
結
す
る
学
習
法
で
あ
っ
た
。

　

か
よ
う
な
真
摯
か
つ
峻
厳
な
学
問
、
そ
し
て
自
律
性
の
賞
揚
を
、
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
批
判
し
た
ご
と
く
「
永
遠
の
解
釈
の

し
直
し
」、「
幾
世
代
に
も
わ
た
る
」「〈
文
献
調
査
や
照
合
〉
と
い
う
愚
か
な
企
て
」
で
し
か
な
か
っ
た
と
過
小
評
価
す
る
の
は
ま
っ

た
く
の
見
当
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
認
識
の
も
と
、
さ
ら
に
は
本
書
「
各
論
編
」
に
て
検
証
・
考
察
し
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、

江
戸
後
期
～
幕
末
に
発
展
を
み
た
日
本
考
証
学
の
も
つ
意
味
を
、
世
界
の
思
想
発
展
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
、
本
書
の
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結
び
と
し
た
い
。

二　

西
欧
に
お
け
る
文
献
学
の
祖

　

西
欧
世
界
に
お
け
る
客
観
的
実
証
主
義
の
勃
興
は
ル
ネ
サ
ン
ス
後
期
に
溯
る
の
は
別
稿
に
て
俯
瞰
し
た
（
本
書
「
序
論
」
の
注
13
に

あ
げ
た
文
献
）
が
、
一
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
問
潮
流
が
大
き
な
流
れ
に
な
る
の
は
随
分
後
の
こ
と
で
、
そ
の
本
格
化
は
十
八
世

紀
後
半
を
俟
つ
と
の
説
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
岡
崎
勝
世
は
、
近
代
歴
史
学
、
あ
る
い
は
独
立
し
た
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
が
バ
ル
ト
ホ
ル
ト
・
ニ
ー
ブ
ー
ル
（
一
七

七
六
～
一
八
三
一
）
や
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
（
一
七
九
五
～
一
八
八
六
）
以
前
に
は
じ
ま
っ
て
い
た）

5
（

が
、
し
か
し
、
西
欧
に

お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
枠
内
で
の
「
普
遍
史
」
か
ら
離
陸
し
、
客
観
的
「
世
界
史
」
が
本
格
的
に
、
あ
る
学
問
潮
流
と

し
て
台
頭
し
て
き
た
の
は
、
ど
ん
な
に
溯
っ
て
も
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
学
派
の
ガ
ッ
テ
ラ
ー
（
一
七
二
七
～
九
九
）、
と
り
わ
け
彼
の
前

半
の
普
遍
史
的
業
績
か
ら
の
脱
却
を
象
徴
す
る
『
世
界
史
』（
一
七
八
五
年
）、『
世
界
史
試
論
』（
一
七
九
二
年
）、
あ
る
い
は
シ
ュ
レ
ー

ツ
ァ
ー
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
九
）
あ
た
り
、
つ
ま
り
は
十
八
世
紀
末
を
そ
の
端
緒
と
す
る）

6
（

。

　

哲
学
に
お
い
て
、
は
る
か
遠
い
昔
の
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡
以
来
、
長
期
に
わ
た
る
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
哲
学
の
支
配
が
覆
え
さ

れ
、
近
代
の
歴
史
哲
学
が
芽
を
ふ
い
て
来
た
の
は
、
よ
う
や
く
十
八
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
は
、
和
辻
哲
郎
（
一

八
八
九
～
一
九
六
〇
）
に
よ
る）

7
（

。
歴
史
哲
学
、
歴
史
学
の
か
よ
う
な
発
展
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
十
七
世
紀
後
半
よ
り
に
わ
か
に
盛
ん

と
な
る
キ
リ
ス
ト
教
経
典
の
原
典
批
判
、
と
り
わ
け
リ
シ
ャ
ー
ル
・
シ
モ
ン
（
一
六
三
八
～
一
七
一
二
）
や
ジ
ャ
ン
・
ア
ス
ト
リ
ュ
ッ

ク
（
一
六
八
四
～
一
七
六
六
）
ら
に
よ
る
『
聖
書
』
の
著
者
の
複
数
性
の
摘
発
、
著
述
の
時
期
と
場
所
の
「
歴
史
性
」
の
析
出
努
力
、

そ
れ
ら
を
基
盤
に
、『
聖
書
』
が
「
異
な
っ
た
時
代
に
書
か
れ
た
諸
書
を
編
集
し
た
『
文
献
』
と
考
え
」
る
に
至
っ
た
知
的
大
変
動

が
寄
与
し
て
お
り）

8
（

、
さ
ら
に
根
源
的
な
次
元
に
お
い
て
は
デ
カ
ル
ト
『
方
法
叙
説
』（
一
六
三
七
年
）、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ア
ル
ノ
ー
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ら
に
よ
る
『
ポ
ー
ル
＝
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
論
理
学
』（
一
六
六
二
年
）
と
い
っ
た
書
に
表
徴
さ
れ
る
ご
と
く
の
知
的
共
通
感
覚
を
も
っ
た

知
識
層
の
勃
興
が
あ
げ
ら
れ
よ
う）

9
（

。
所
謂‘Canon’

と
さ
れ
る
文
典
の
「
考
察
対
象
化
」、〝
客
観
化
〟
は
、
の
ち
に
触
れ
る
Ｇ
─

Ｂ
・

ヴ
ィ
ー
コ
（
一
六
六
八
～
一
七
四
四
）
の
文
献
学
、
そ
し
て
本
章
の
主
題
で
あ
る
十
八
世
紀
日
本
と
中
国
に
お
け
る
「
経
典
」
へ
の
接

近
の
態
度
、
視
線
と
の
比
較
対
象
と
し
て
、
実
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

一
方
、
欧
州
の
「
東
」
に
お
い
て
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
の
伝
統
を
継
承
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
家
が
、
諸
民
族
の
言
語
、

宗
教
、
思
想
の
相
違
、
出
来
事
を
事
実
主
義
的
に
、
か
な
り
「
公
平
に
」
取
り
扱
お
う
と
の
基
本
姿
勢
を
も
っ
て
、
外
国
の
記
録
、

実
地
観
察
、
地
理
学
的
・
民
族
学
的
探
究
の
知
見
等
の
「
材
料
」
に
も
と
づ
い
て
「
客
観
的
に
事
の
真
相
を
捕
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
マ
マ
）、

そ
の
上
で
、「
材
料
の
力
強
い
取
捨
選
択
に
よ
っ
て
」「
時
代
の
肖
像
画
」
を
描
か
ん
と
し
て
い
た
と
す
る
の
は
、
前
述
の
和
辻
で
あ

る
。
逆
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

0

0

0

0

0

0

0

物
語
（
傍
点
マ
マ
）
や
年
代
記
は
、「
そ
の
構
図
と
言
い
、
心
理
的
な
特
性
描
写
と
言
い
、
政
治
的
意
図

や
行
動
の
理
解
と
言
い
、
実
に
幼
稚
で
、
ほ
と
ん
ど
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
」
と
す
る）

（1
（

の
は
、
岡
崎
に
よ
っ
て
描
か
れ

る
ガ
ッ
テ
ラ
ー
ら
に
よ
る
悲
痛
な
普
遍
史
か
ら
の
脱
却
努
力
の
様
相
と
も
相
通
じ
よ
う）

（（
（

。
和
辻
は
、
十
字
軍
遠
征
を
契
機
と
す
る
ビ

ザ
ン
ツ
と
の
接
触
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
サ
ラ
セ
ン
文
化
と
の
接
触
ま
で
千
年
近
く
に
わ
た
っ
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
ビ
ザ
ン
チ
ン
文
化

に
対
し
て
さ
え
も
お
の
れ
を
閉
じ
て
」
お
り
、
こ
の
結
果
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
・
諸
地
域
に
お
け
る
上
述
の
ご
と
き
歴
史
哲
学

の
偏
向
の
元
凶
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る）

（1
（

。

　

サ
ラ
セ
ン
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
攻
略
は
七
世
紀
、
第
一
次
十
字
軍
に
よ
る
遠
征
は
一
〇
九
六
～
九
九
年
で
あ
る
の
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
歴
史
哲
学
は
こ
れ
ら
の
外
部
接
触
の
契
機
以
降
も
長
ら
く
キ
リ
ス
ト
教
的
感
化
の
下
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、「
事
実
」「
史

実
」、
あ
る
い
は
真
の
意
味
で
の
「
原
典
」
を
「
客
観
的
」「
批
判
的
」
に
析
出
し
、
そ
の
他
の
部
分
を
「
虚
妄
」
と
断
定
し
た
り
、

特
定
の
教
義
に
規
定
さ
れ
た
論
述
を
「
妄
論
」
と
す
る
旺
盛
な
批
判
精
神
に
基
づ
き
な
が
ら
歴
史
的
叙
述
を
紡
ぐ
作
業
は
、
ヘ
ロ
ド

ト
ス
『
歴
史
』
の
伝
統
を
継
承
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
家
た
ち
の
よ
う
な
「
例
外
」
は
さ
て
お
き
、
す
く
な
く
と
も
十
八
世
紀
世
界
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と
い
う
時
空
に
お
い
て
は
、
世
界
史
上
極
め
て
「
稀
有
」
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

和
辻
は
、
キ
リ
ス
ト
教
義
に
密
接
し
、
き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
歴
史
観
を
呈
し
た
歴
史
哲
学
は
、「
中
世
を
通
じ
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
心
を
支
配
し
た
」
と
し）

（1
（

、
そ
し
て
、
か
よ
う
な
「
学
界
の
大
勢
に
反
抗
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
マ
マ
）
と
い
う
「
強
い
性
格
、
深
い
確
信
、

明
ら
か
な
独
創
性
」
を
有
し
た
最
初
の
哲
学
者
と
し
て
、『
近
代
歴
史
哲
学
の
先
駆
者
』
の
な
か
で
（
一
九
四
六
年
初
刊
）、
Ｇ
─

Ｂ
・

ヴ
ィ
ー
コ
を
あ
げ
る）

（1
（

。

　

大
勢
に
抵
抗
す
る
精
神
、「
明
ら
か
な
独
創
性
」
を
呈
示
す
る
ヴ
ィ
ー
コ
自
身
の
言
葉
は
、『
新
し
い
学
』
と
略
称
さ
れ
る
彼
の
主

著
、
す
な
わ
ち
『
諸
国
民
の
共
通
の
自
然
本
性
に
つ
い
て
の
新
し
い
学
の
諸
原
理
』）

（1
（

の
序
論
に
あ
る
、「
神
こ
そ
は
自
然
を
自
由
か

つ
絶
対
的
に
支
配
し
て
い
る
知
性
で
あ
」
り
、「
自
然
的
な
か
た
ち
で
わ
た
し
た
ち
に
存
在
を
あ
た
え
」、「
自
然
的
な
か
た
ち
で
わ

た
し
た
ち
を
保
存
し
て
い
る
」
と
の
そ
れ
ま
で
の
認
識
に
対
し
、「
自
然
の
う
ち
に
法
が
存
在
」
し
、「
人
間
は
自
然
本
性
か
ら
し
て

国
家
的
な
存
在
で
あ
る
」
こ
と
が
「
こ
の
著
作
に
お
い
て
は
論
証
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
す
る
宣
言
め
い
た
言
葉）

（1
（

で
あ
る
。
こ
れ
は
紛

れ
も
な
く
、「
諸
国
民
の
世
界
は
た
し
か
に
人
間
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
諸
原
理
は
わ
た
し
た
ち
人
間

の
知
性
自
体
の
諸
様
態
の
う
ち
に
見
い
だ
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
」
と
の
言）

（1
（

を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
本
書
の
論
旨
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
、「
文
献
学

0

0

0

（filologia

）、
す
な
わ
ち
、
諸
民
族
の
言
語
、

習
俗
、
平
時
お
よ
び
戦
時
に
お
け
る
事
蹟
に
つ
い
て
の
歴
史
の
す
べ
て
な
ど
、
人
間
の
選
択
意
志
に
依
存
す
る
こ
と
が
ら
す
べ
て
に

か
ん
す
る
学
問
の
検
査
に
乗
り
だ
」
し
、「
そ
こ
に
諸
国
民
す
べ
て
の
歴
史
が
時
間
の
中
を
経
過
す
る
さ
い
の
根
底
に
存
在
し
て
い

る
永
遠
の
理
念
的
な
歴
史
の
素
描
を
発
見
」
し
、「
そ
れ
を
知
識
の
形
式
に
ま
で
連
れ
戻
す
」
と
の
宣
言
で
あ
る）

（1
（

。

　

か
よ
う
な
基
本
的
学
究
的
態
度
を
基
盤
に
ヴ
ィ
ー
コ
は
、
同
書
の
第
三
編
「
真
の
ホ
メ
ロ
ス
の
発
見
」
に
お
い
て
、『
オ
デ
ュ
ッ

セ
イ
ア
』
を
書
い
た
ホ
メ
ロ
ス
と
『
イ
リ
ア
ス
』
の
作
者
で
あ
っ
た
ホ
メ
ロ
ス
と
は
ま
っ
た
く
の
別
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
く
に

『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
は
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
（
Ｂ
Ｃ
一
二
〇
〇
年
代
中
頃
と
さ
れ
る
）
か
ら
四
百
六
十
年
の
間
隔
を
経
た
、
ほ
ぼ
ヌ
マ
の
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時
代
（
Ｂ
Ｃ
七
五
〇
～
六
七
三
）
に
成
立
し
た
も
の
で
、
数
多
の
場
所
に
お
い
て
多
く
の
人
の
手
を
経
て
形
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
結
論
し
て
い
る）

（1
（

。
さ
ら
に
付
言
す
る
と
、
こ
の
『
新
し
い
学
』
の
初
版
は
一
七
二
五
年
刊
、
文
献
学
的
原
典

批
判
の
様
相
が
全
面
に
で
て
く
る
第
二
版
の
刊
行
は
一
七
三
〇
年
、
つ
ま
り
は
さ
き
に
あ
げ
た
ガ
ッ
テ
ラ
ー
、
シ
ュ
レ
ー
ツ
ァ
ー
ら

に
お
け
る
客
観
的
歴
史
学
の
勃
興
、
シ
モ
ン
や
ア
ス
ト
リ
ュ
ッ
ク
ら
に
よ
る
『
聖
書
』
の
「
考
察
対
象
化
」
に
先
行
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

和
辻
は
、
ヴ
ィ
ー
コ
の
諸
業
績
、
と
り
わ
け
「
真
の
ホ
メ
ロ
ス
の
探
求
」）

11
（

は
、
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
の
重
要
性
を
物
語

る
、
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
の
方
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
同
時
代
に
お
け
る
極
め
て
斬
新
な
学
問
的
成
果
で
あ
り
、
こ
の
成
果
を
し
て

「
ギ
リ
シ
ア
民
族
の
一
定
の
時
代
の
精
神
」、
そ
の
「
人
間
の
共
同
意
識
の
表
現
」
と
し
て
の
ホ
メ
ロ
ス
の
「
発
見
」
を
提
起
し
、
研

究
者
に
「
個
人
」
で
は
な
く
「
人
間
的
な
集
団
心
」「
共
同
意
識
の
働
き
」
へ
の
強
い
意
識
を
も
つ
こ
と
を
喚
起
し
た
、
重
要
な
業

績
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る）

1（
（

。
さ
ら
に
こ
れ
は
、
の
ち
の
Ｆ
・
Ａ
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
一
七
五
九
～
一
八
二
四
）
や
Ａ
・
ベ
ェ
ク
（
一
七
八
五

～
一
八
六
七
）
ら
に
よ
る
古
代
研
究
に
「
一
つ
の
革
命
を
も
た
ら
し
た
」
仕
事
を
、
ヴ
ォ
ル
フ
よ
り
「
六
十
五
年
前
に
す
で
に
大
体

に
お
い
て
成
し
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
も
語
っ
て
い
る）

11
（

。

　

無
論
、
和
辻
の
こ
の
言
葉
を
額
面
通
り
に
承
認
す
べ
き
で
な
い
の
は
、
ベ
ェ
ク
『
文
献
学
的
な
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー

な
ら
び
に
方
法
論
』（
以
下
、
本
論
で
は
『
文
献
学
的
な
諸
学
問
』
と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
の
概
念
の
明
確
さ
と
精
微
さ
、

方
法
論
の
体
系
性
が
ヴ
ィ
ー
コ
の
そ
れ
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
Ｇ
・
Ｐ
・
グ
ー
チ
は
ベ
ェ
ク
の
功

績
が
「
古
典
文
献
学
を
歴
史
科
学
に
変
化
さ
せ
」
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る）

11
（

が
、
こ
れ
を
是
と
す
れ
ば
、
両
者
の
学
問
方
法
が

異
な
る
次
元
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
ヴ
ィ
ー
コ
の
見
解
は
の
ち
ヴ
ィ
ラ
モ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
メ
レ
ン
ド
ル

フ
に
よ
る
そ
の
批
判
と
、「
個
人
ホ
メ
ロ
ス
」
の
再
発
見
を
喚
起
す
る）

11
（

。
そ
し
て
、
和
辻
自
身
、
彼
の
戦
前
期
の
最
重
要
作
品
、
す

な
わ
ち
『
日
本
精
神
史
研
究
』『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』『
孔
子
』
と
い
っ
た
作
品
の
「
す
べ
て
」
に
「
予
想
外
」
の
「
影
響
」
を
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与
え
、
彼
を
し
て
「
倫
理
学
の
体
系
的
思
索
を
試
み
る
に
当
た
っ
て
、
解
釈
学
的
現
象
学
に
傾
」
く
に
至
ら
せ
た
の
も
、
ヴ
ィ
ー
コ

で
は
な
く
ヴ
ィ
ラ
モ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
メ
レ
ン
ド
ル
フ
と
Ｇ
・
マ
レ
ー
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る）

11
（

。

　

し
か
し
和
辻
は
、
ヴ
ィ
ー
コ
の
『
新
し
い
学
』「
真
の
ホ
メ
ロ
ス
発
見
」
に
お
い
て
呈
示
さ
れ
た
「
事
実
」、
す
な
わ
ち
ホ
メ
ロ
ス

の
作
品
が
、「
約
四
六
〇
年
の
年
月
の
間
に
、
数
知
れ
ぬ
吟
唱
詩
人
た
ち
の
手
を
通
じ
て
徐
々
に
形
成
」
さ
れ
た
も
の）

11
（

で
あ
る
事
実

を
論
定
し
た
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
的
営
為
の
一
到
達
地
点
で
あ
り
、
そ
れ
故
そ
こ
に
お
い
て
実
践
さ
れ
る
文

献
の
高
等
批
判
と
そ
の
校
讐
の
作
業
、
と
り
わ
け
「
原
典

0

0

」「
本
文

0

0

（
經
文

0

0

）」
の
訂
正
作
業

0

0

0

0

0

に
格
別
の
評
価
を
与
え
て
い
る
（
傍
点

は
筆
者
）。
ま
た
、
こ
の
論
定
を
も
っ
て
、
ホ
メ
ロ
ス
を
「
ギ
リ
シ
ア
民
族
の
一
定
の
時
代
の
精
神
」、
そ
の
「
人
間
の
共
同
意
識
の

表
現
」
で
あ
る）

11
（

と
措
定
し
得
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、「
古
代
研
究
」
に
「
革
命
を
も
た
ら
し
た
」
も
の
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
よ

う
。

三　

十
八
～
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
「
文
献
学
」

　

本
書
の
主
眼
は
十
八
世
紀
日
本
の
経
学
、
十
九
世
紀
日
本
の
考
証
学
を
、「
文
献
学
」
の
世
界
史
的
発
展
の
な
か
に
位
置
づ
け
る

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
同
時
代
の
西
欧
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
に
お
い
て
確
立
を
み
た
こ
の
学
問
体
系
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ

う
。

　

ド
イ
ツ
文
献
学
と
い
え
ば
、
そ
の
始
祖
と
さ
れ
る
Ｆ
・
Ａ
・
ヴ
ォ
ル
フ
、
そ
の
弟
子
Ｇ
・
ヘ
ル
マ
ン
（
一
七
七
二
～
一
八
四
八
）、

Ａ
・
ベ
ェ
ク
、
彼
の
兄
弟
子
で
も
あ
る
Ｆ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
（
一
七
六
八
～
一
八
三
四
）
ら
の
名
が
あ
が
り
、
前
述
の

と
お
り
和
辻
は
ヴ
ィ
ー
コ
を
こ
の
学
問
体
系
の
先
駆
者
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
文
献
学
の
「
体
系
性
」
を
飛
躍
的
に
高
め

た
人
物
が
ベ
ェ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
体
系
化
を
集
約
し
体
現
す
る
書
は
、
ベ
ェ
ク
の
死
後
、
彼
の
弟
子
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
文
献
学
的
な
諸
学
問
』
で
あ
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る
が
、
村
岡
典
嗣
（
一
八
八
四
～
一
九
四
六
）
は
『
本
居
宣
長
』
で
、
文
献
学
と
し
て
の
宣
長
学
を
呈
示
す
る
に
お
い
て
、「
歐
洲
文

獻
學
の
由
來
と
ベ
エ
ク
の
文
獻
學
」
と
題
す
る
極
め
て
長
い
注
記
を
な
し
、
ベ
ェ
ク
の
書
の
「
序
」
の
一
部
を
訳
出
、
さ
ら
に
こ
の

書
の
「
要
領
」
と
し
て
「
文
獻
學
の
理
念
、
即
ち
概
念
、
範
圍
、
及
び
目
的
」
と
題
し
、
六
項
目
に
わ
け
て
訳
出
し
て
い
る）

11
（

。
こ
れ

は
ベ
ェ
ク
の
文
献
学
の
枢
要
を
語
り
、
加
え
て
他
の
隣
接
あ
る
い
は
一
部
重
複
す
る
学
問
領
域
と
の
兼
ね
合
い
の
な
か
で
文
献
学
を

位
置
づ
け
る
文
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
西
欧
の
文
献
学
の
理
解
に
有
用
な
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
そ
の
原
文
と
村
岡
の
訳
、

安
酸
敏
眞
の
全
訳
、
さ
ら
に
は
江
藤
裕
之
の
研
究
を
勘
案
し
な
が
ら
概
観
す
る
。

　

ベ
ェ
ク
は
、「
在
来
の
説
」
と
し
て
文
献
学
の
比
較
対
象
と
な
る
六
つ
の
学
問
領
域
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
に
鑑
み
な
が
ら
の
「
文
献

学
」
の
位
置
づ
け
を
行
な
う
。
こ
こ
に
お
い
て
ベ
ェ
ク
は
ま
ず
、（
1
）Archaologie

（
考
古
学
、
村
岡
は
「
古
物
学
」
と
訳
す
）
と
比

較
し
て
、
文
献
学
が
こ
れ
よ
り
網
羅
的
か
つ
古
代
に
限
ら
な
い
研
究
で
あ
る
こ
と
、（
2
）Sprachstudium

す
な
わ
ち
言
語
研
究
と

比
べ
、Sprache

がGlossa

で
あ
りLogos

で
は
な
い
の
に
対
し
、「
文
獻
學
は
、
單
に
言
語
の
み
を
取
扱
は
な
い
で
、
内
容
た
る

思
想
を
も
取
扱
ふ
」
も
の
で
あ
り
、「
言
語
の
研
究
は
文
獻
學
の
一
部
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
3
）単
な
る
博
覧

（Polyhistorie

）
あ
る
い
は
多
知
多
識
と
は
異
な
り
、（
4
）‘Kritik’

（
村
岡
は
「
考
証
学
」
と
訳
し
て
い
る
）
と
も
異
な
る
こ
と
、
さ
ら

に
は（
5
）「
書
物
の
形
式
美
の
認
識
」
で
あ
る
文
学
史
は
文
献
学
の
「
主
要
部
」
を
な
す
が
、
文
献
学
が
よ
り
総
合
的
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
さ
い
ご
に（
6
）人
文
学
的
研
究
（H

um
anitatsstudium

）
と
の
違
い
を
述
べ
て
い
る）

11
（

。

　

こ
の
六
つ
の
点
の
な
か
で
と
く
に
本
論
の
問
題
意
識
か
ら
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、（
2
）（
4
）で
あ
る
。
英
語
のphilology

は
主
に
「
言
語
の
歴
史
的
研
究
」
の
意
味
で
使
わ
れ
、
ド
イ
ツ
語Philologie

は
も
っ
ぱ
ら
「
言
語
学
と
文
学
」
の
意
味
で
使
わ
れ

る
の
は
江
藤
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

1（
（

。
ベ
ェ
ク
は
こ
れ
ら
の
既
存
の
用
法
と
彼
の
い
うPhilologie

を
峻
別
す
る
。
Ｍ
・
ミ
ュ

ラ
ー
は
言
語
と
理
性
（
思
考
）
を
同
一
視
し
、logos

が
言
語
と
思
考
を
中
心
と
し
た
人
間
の
知
的
活
動
の
源
泉
で
あ
り
、
人
間
を

人
文
学
的
な
意
味
で
の
「
人
間
」
た
ら
し
め
る
も
の
と
す
る
が
、
ベ
ェ
ク
は
右
の
ご
と
く
文
献
学
を
こ
のlogos

と
相
同
的
な
、「
内
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容
た
る
思
想
」
を
取
り
扱
う
学
問
と
位
置
づ
け
、
言
語
研
究
と
区
別
し
て
い
る）

11
（

。

　
（
4
）のK

ritik

に
関
し
、
英
語
で
はcritique,criticism

の
み
な
ら
ずreview

,censure

等
に
も
訳
さ
れ
、
日
本
語
に
お
い

て
は
凡
そ
批
判
（
学
）
と
訳
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
村
岡
は
こ
れ
に
「
考
証
」
と
の
語
を
あ
て
は
め
て
い
る）

11
（

。
今
道
友
信
は
こ
れ

が
、「
判
断
能
力
の
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語kritikos

、
さ
ら
に
は
「
見
分
け
る
、
区
別
す
る
、
よ
り
よ
い
も
の
を
選

ぶ
」
と
の
意
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
動
詞
（krinein

）
に
溯
る
語
で
、
よ
っ
て
「
批
判
」
よ
り
「
批
評
」
と
の
語
が
的
確
で
あ
る
と
す
る）

11
（

。

ベ
ェ
ク
はK

ritik
を
「
理
智
の
判
斷
に
よ
つ
て
眞
僞
を
鑒
別
」
す
る
学
問
と
規
定
す
る
が
、
そ
の
上
で
こ
れ
が
、「
文
獻
學
の
形
式

的
一
方
面
た
る
に
過
ぎ
ず
」、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
「
術
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
文
献
学
と
区
別
す
る
。
さ
ら
に
文
献
学
は
哲
学
で
は

な
い
が
、
哲
学
的
作
品
の
形
式
の
み
な
ら
ず
そ
の
内
容
を
も
了
解
す
る
こ
と
も
任
務
と
す
る
と
し
て
い
る）

11
（

。

四　

東
西
の
文
献
学
発
展
に
お
け
る
パ
ラ
レ
ル
─
文
献
考
証
と
原
典
批
判
に
お
い
て

　

さ
き
に
引
い
た
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ー
コ
は
「
諸
民
族
の
言
語
、
習
俗
、
平
時
お
よ
び
戦
時
に
お
け
る
事
蹟
に
つ
い
て
の
歴
史
の
す
べ

て
」
な
ど
、「
人
間
の
選
択
意
志
に
依
存
す
る
こ
と
が
ら
す
べ
て
」
を
文
献
学
の
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の

は
、
ホ
メ
ロ
ス
が
孤
高
の
詩
人
（
一
個
人
）
で
は
な
く
、
そ
の
制
作
に
は
複
数
の
人
物
が
か
か
わ
っ
た
と
す
る
こ
と
を
考
証
す
る
文

献
学
史
的
比
較
で
あ
る
。
こ
の
説
に
は
、
清
代
考
証
学
諸
家
に
よ
る
『
尚
書
』
偽
古
文
の
析
出
努
力
の
成
果
と
の
相
同
性
が
み
ら
れ
、

と
り
わ
け
閻
若
璩
（
一
六
三
六
～
一
七
〇
四
）『
尚
書
古
文
疏
證
』
の
、
こ
の
書
が
魏
・
晋
間
の
何
人
か
の
作
者
と
鄭
沖
に
よ
る
増
訂

を
経
て
、
東
晋
の
梅
賾
に
よ
り
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
、
さ
ら
に
は
こ
れ
に
先
立
つ
元
・
呉
澄
『
書
纂
言
』、
明
・
梅
鷟

『
尚
書
考
異
』
に
お
け
る
「
偽
古
」
箇
所
の
摘
発
を
彷
彿
さ
せ
る）

11
（

。
ま
た
、
後
述
す
る
が
ヴ
ィ
ー
コ
の
「
原
典
批
判
」
は
伊
藤
仁
斎

（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）、
山
井
鼎
（
崑
崙
、
一
六
九
〇
～
一
七
二
八
）、
そ
し
て
本
書
第
二
章
に
て
詳
察
し
た
中
井
履
軒
ら
の
經
書
批
判

を
想
起
さ
せ
る
。



216

　

ヴ
ィ
ー
コ
は
一
六
六
八
年
生
ま
れ
、『
新
し
い
学
』
の
第
二
版
は
一
七
三
〇
年
の
刊
行
。『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
上
巻
「
仁
斎
書
誌

略
」
で
は
、『
論
語
古
義
』
初
稿
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
が
初
出
、
第
二
稿
本
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
以
前
の
も
の
と
さ
れ

て
い
る）

11
（

。
山
井
『
七
經
孟
子
考
文
』
初
稿
は
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
、
山
井
、
徂
徠
の
没
年
）、
三
年
後
に
徂
徠
の
弟
、
北
渓
の
補
訂

を
経
た
版
が
で
た）

11
（

。
時
代
下
っ
て
大
田
錦
城
（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）
の
『
九
經
談
』
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）、『
春
草
堂
集
』

は
錦
城
十
九
歳
時
（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）
よ
り
五
十
五
歳
時
（
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉）
ま
で
凡
そ
三
十
六
年
間
に
及
ぶ
彼
に
よ

る
詩
文
の
集
成
で
あ
る）

11
（

。
閻
は
一
六
三
六
年
生
ま
れ
、『
疏
證
』
の
刊
行
は
彼
の
没
後
だ
が
、
こ
の
書
は
著
者
二
十
歳
頃
よ
り
の
研

鑽
の
成
果
で
あ
る
。

　

ベ
ェ
ク
の
功
績
が
「
古
典
文
献
学
を
歴
史
科
学
に
変
化
さ
せ
」
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
グ
ー
チ
に
よ
る
評
価
に
つ
い
て
は
触
れ
た
。

こ
れ
と
深
く
関
連
す
る
言
説
が
、
王
鳴
盛
（
一
七
二
〇
～
九
七
）『
十
七
史
商
榷
』（
乾
隆
丁
未
（
五
十
二
年
〈
一
七
八
七
〉）
刊
）
の
「
序
」

に
あ
る
。

蓋
學
問
之
道
。
求
于
虚
不
如
求
于
實
。
議
論
褒
貶
皆
虚
文
耳
。
作
史
者
之
所
記
録
。
讀
史
者
之
所
考
核
。
總
期
于
能
得
其
實
焉

而
已
矣
。
外
此
又
何
多
求
邪
。（
中
略
）
史
業
摩
研
排
鑽
二
紀
餘
年
始
悟
。
讀
史
之
法
與
讀
經
小
異
而
大
同
。
何
以
言
之
。
經

以
明
道
。
而
求
道
者
。
不
必
空
執
義
理
以
求
之
也
。
但
當
正
文
字
辨
音
。
讀
釋
訓
詁
。
通
伝
注
。
則
義
理
自
見
。
而
道
在
其
中

矣
。（
中
略
）
讀
史
者
。
不
必
以
議
論
求
法
戒
。
而
但
當
考
其
典
制
之
實
。
不
必
以
褒
貶
為
與
奪
。
而
但
當
考
其
事
蹟
之
實
。

亦
猶
是
也
。
故
同
也
。
若
夫
異
者
則
有
矣
。
治
經
。
断
不
敢
駿
經
。
而
史
則
雖
子
長
孟
堅
。
有
所
失
無
妨
箴
而
貶
之
。
此
其
異

也
。

（
）
11
（

二
オ
）

　

こ
こ
で
王
鳴
盛
は
ま
ず
、
経
は
道
を
明
ら
め
る
行
為
だ
が
、
し
か
し
、
道
を
求
め
る
と
は
、
必
ず
し
も
空
に
義
理
を
執
っ
て
も
っ
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て
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
後
段
で
は
文
字
と
音
に
精
通
し
、
訓
詁
に
勤
し
ん
で
伝
注
に
よ
く
通
じ
る
こ
と
が
義

理
を
明
ら
め
、
道
に
至
る
行
為
で
あ
る
と
論
じ
、
か
よ
う
な
「
實
事
求
是
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
学
問
を
暗
に
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に

続
け
て
、
歴
史
研
究
の
枢
要
は
「
典
制
之
實
」「
事
蹟
之
實
」
を
深
く
攻
究
す
る
こ
と
に
あ
り
、
必
ず
し
も
議
論
を
も
っ
て
法
戒
を

求
め
た
り
褒
貶
を
論
じ
る
こ
と
に
逞
し
く
し
て
与
奪
を
な
す
こ
と
で
は
な
い
と
断
ず
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
「
實
事
」
を
基
盤
と
す

る
経
学
が
史
学
と
相
同
的
で
あ
る
と
す
る
。

　

王
鳴
盛
は
「
治
經
」
と
「
讀
史
」
と
の
決
定
的
な
差
と
し
て
、
前
者
に
お
い
て
は
あ
え
て
經
に
対
し
駿

け
わ
し
く

す
る
こ
と
を
忌
避
す
る

こ
と
、
対
し
て
歴
史
研
究
に
お
い
て
は
高
名
な
碩
学
の
書
で
あ
っ
て
も
箴い

ま
しめ

る
こ
と
を
辞
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。
経
を
治
め
る
に
お

い
て
は
只
々
「
漢
人
の
家
法
」
を
「
塁
守
」
す
る
こ
と
、
一
師
を
定
め
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
専
ら
と
し
、
あ
え
て
他
を
と
ら
な
い

こ
と
（
同
、
二
ウ
）
を
い
う
。
こ
れ
は
、
彼
が
『
尚
書
後
案
』
で
鄭
注
を
塁
守
し
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
『
尚
書
後
案
』
は
、「
尚
書
後
案
。
何
為
作
也
。
所
以
発
揮
鄭
氏
康
成
一
家
之
學
也
」）

1（
（

と
示
さ
れ
る
が
ご
と
く
、
鄭

注
を
軸
に
『
尚
書
』
を
読
む
も
の
で
あ
る
が
、
鄭
玄
の
注
が
付
さ
れ
た
編
、
す
な
わ
ち
伏
生
の
今
文
二
十
九
篇
（
す
な
わ
ち
孔
安
國
真

古
文
三
十
四
篇
）
以
外
を
最
初
か
ら
と
ら
ず
、
巻
八
に
収
め
ら
れ
る
『
後
辨
』
に
お
い
て
東
晋
・
梅
賾
に
よ
る
「
増
多
」
箇
所
十
六

編
を
別
だ
て
で
列
挙
し
、
こ
れ
ら
の
編
が
偽
書
で
あ
る
根
拠
を
滔
々
と
綴
っ
て
い
る
。
自
説
を
展
開
す
る
に
お
い
て
は
「
作
偽
者
」

と
の
表
現
を
頻
繁
に
使
い
、「
經
文
」
の
「
偽
古
」
箇
所
を
忌
憚
な
く
摘
発
し
て
い
る）

11
（

。
つ
ま
り
『
後
案
』
と
は
、「
鄭
注
塁
守
」
と

の
口
実
を
も
っ
て
、
東
晋
以
降
通
行
の
「
偽
古
文
尚
書
」
を
最
初
か
ら
否
定
し
て
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
鳴
盛
は
、『
十
七

史
商
榷
』
に
て
「
駿
經
」
を
忌
避
す
る
と
宣
言
し
な
が
ら
、
唐
代
以
降
は
「
經
」
と
さ
れ
た
箇
所
を
実
に
巧
妙
に
「
偽
書
」
と
し
て

棄
却
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
十
七
史
商
榷
』
で
も
、
た
と
え
ば
巻
二
十
二
「
漢
書
十
六
」「
尚
書
古
文
編
数
」
に
お
い
て
は
、「
増
多
」
諸
編
が
偽
書

で
あ
る
根
拠
を
周
到
に
あ
げ
る
閻
『
疏
證
』
を
ふ
ん
だ
ん
に
引
き
（
一
オ
～
ウ
）、
そ
の
上
で
、「
史
記
多
俗
字
漢
書
多
古
字
」（
巻
二
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十
八
所
収
）
で
は
、「
漢
書
。
譲
作
攘
。
漢
藝
文
志
亦
云
。
堯
之
克
攘
。
今
尚
書
堯
典
云
。
充
恭
克
譲
。
此
晉
人
所
改
。
據
此
諸
條
觀

之
。
則
史
記
多
俗
漢
書
多
古
」（
六
ウ
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、『
史
記
』
と
『
漢
書
』
に
使
用
さ
れ
る
字
の
性
質

に
つ
い
て
議
論
す
る
な
か
で
、
今
の
『
尚
書
』
に
あ
る
「
譲
」
は
「
晉
人
」
す
な
わ
ち
東
晋
初
め
の
梅
賾
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
論
じ
て
い
る
。

　

彼
の
学
問
が
「
科
学
的
」
研
究
へ
の
「
変
化
」
の
重
要
な
端
緒
で
あ
っ
た
と
言
い
切
れ
る
も
の
で
あ
る
か
の
判
断
に
は
一
層
の
詳

察
を
要
し
よ
う
が
、
彼
の
歴
史
書
に
対
す
る
、
そ
し
て
一
部
「
經
」
文
に
対
す
る
峻
厳
な
姿
勢
は
、
十
八
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

「
古
典
文
献
学
」
を
基
盤
と
す
る
歴
史
学
の
発
展
に
お
け
る
重
要
な
転
換
点
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
彼
に
先
行
す
る
尚
書
研
究
の
泰
斗
、
閻
若
璩
は
、『
尚
書
古
文
疏
證
』
第
一
二
二
章
に
て
「
天
下
の
学
術
は
真
と
偽
な
る
の

み
。
偽
な
る
者
苟
も
存
す
れ
ば
、
則
ち
真
な
る
者
必
ず
蝕
む
所
と
な
ら
ん
」
と
極
言
し
て
い
る
。

　

文
献
批
判
の
水
準
、
体
系
性
と
客
観
性
の
度
合
に
関
し
て
は
王
『
尚
書
後
案
』、
惠
棟
（
一
六
九
七
～
一
七
五
八
）『
古
文
尚
書
考
』、

江
聲
（
一
七
二
一
～
九
九
）『
尚
書
集
注
音
疏
』、
あ
る
い
は
銭
大
昕
（
一
七
二
八
～
一
八
〇
四
）
の
諸
書
、
さ
ら
に
は
江
戸
後
期
の
中
井

履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）、
吉
田
篁
墩
（
一
七
四
五
～
九
八
）、
大
田
錦
城
（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）、
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
～
一

八
三
五
）、
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四
四
）
ら
の
学
問
方
法
と
、
ベ
ェ
ク‘Encyklopadie’

に
整
理
し
て
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の

文
献
学
的
方
法
が
比
較
対
象
と
な
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
こ
こ
で
峻
別
し
た
い
の
は
、（
1
）文
献
批
判
の
水
準
、
体
系
性
の
度
合
に
関
す
る
問
題
と
、（
2
）原
典
批
判
と
そ
の
客
観

性
の
問
題
で
あ
る
。
後
者
が
前
者
な
し
に
は
成
立
し
得
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
た
と
え
ば
仁
斎
の
原
典
批
判
の
卓
越
性
に

関
し
、
武
内
義
雄
（
一
八
八
六
～
一
九
六
六
）、
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
六
〇
）
ら
が
賞
賛
を
惜
し
ま
な
い
一
方
、
両
者
は
、
当

時
の
学
問
環
境
故
の
仁
斎
の
過
度
の
宋
学
（
あ
る
い
は
「
理
学
」）
批
判
の
姿
勢
、
彼
の
文
献
批
判
の
体
系
性
、
客
観
性
が
十
八
世
紀

後
半
期
の
考
証
学
に
比
し
て
未
だ
十
分
で
は
な
い
様
を
指
摘
す
る
。
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一
方
、
武
内
義
雄
が
力
説
す
る
よ
う
に
、「
伊
藤
氏
家
学
（
仁
斎
・
東
涯
・
蘭
嵎
の
学
）
は
経
典
の
高
等
批
判
に
立
脚
し
て
後
人
の

曲
解
を
排
し
、
た
だ
ち
に
聖
賢
の
古
義
を
闡

（
せ
ん
め
い
）

明
し
よ
う
と
し
た
も
の
」
で
、
徂
徠
の
学
は
「
先
秦
の
古
典
か
ら
用
例
を
捃

（
く
ん
せ
き
）

摭
し
、
こ

れ
を
帰
納
し
て
古
語
の
意
味
を
闡
明
し
」
て
「
古
典
の
示
す
と
こ
ろ
を
知
ろ
う
と
す
る
」、
こ
れ
す
な
わ
ち
「
訓
詁
学
的
の
態
度
」

で
あ
る
と
す
る
。
武
内
は
さ
ら
に
つ
づ
け
て
、「
清
朝
の
学
者
は
、
一
般
に
宋
・
明
の
伝
註
を
す
て
て
漢
・
魏
の
古
註
に
溯
ろ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
漢
学
と
称
し
得
る
が
、
仁
斎
や
徂
徠
は
一
切
の

0

0

0

註
釋
か
ら
離
れ
て

0

0

0

古
典
の
原
解

0

0

を
求
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
漢
学
を
講
ず
る
も
の
と
い
う
評
は
当
た
ら
な
い
」（
傍
点
筆
者
）
と
し
て
い
る）

11
（

。

　

た
だ
し
、
笠
谷
和
比
古
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
徂
徠
は
先
王
ま
た
は
六
經
を
規
矩
と
し
、「
秦
・
漢
」
の
学
問
や
「
唐
詩
」
を
こ

と
さ
ら
重
視
し
て
い
た）

11
（

。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
東
晋
以
降
通
行
の
「
増
多
」
各
編
を
「
偽
書
」
と
忌
憚
な
く
摘
発
し
た
中
井
履
軒
ら

の
学
、
あ
る
い
は
閻
、
王
鳴
盛
ら
清
儒
の
姿
勢
と
は
異
な
る）

11
（

。
実
は
武
内
も
、
右
の
ご
と
く
「
仁
斎
や
徂
徠
」
が
「
一
切
の
註
釋
」

か
ら
「
自
由
に
」
原
典
批
判
を
行
な
っ
て
い
た
と
す
る
一
方
、
彼
ら
の
方
法
は
「
高
郵
の
王
氏
の
態
度
に
似
た
も
の
が
あ
る
」
と
も

論
じ
て
い
る
。
高
郵
の
王
氏
、
す
な
わ
ち
清
代
の
考
証
学
の
代
表
的
碩
学
王
念
孫
・
王
引
之
と
の
類
似
性
の
指
摘
は
、「
原
典
批
判

へ
の
態
度
」
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
鑑
み
る
と
矛
盾
し
た
物
言
い
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
さ
て
お
き
、
武
内
は
徂
徠
以
降
の
日
本
の
諸
儒
に
つ
い
て
以
下
の
ご
と
く
論
じ
る
。
曰
く
、
井
上
金
峨
は
「
一
方
仁
斎

の
学
派
を
汲
み
」
な
が
ら
林
家
の
も
の
と
折
衷
し
た
が
、
錦
城
に
な
る
と
「
清
朝
考
証
学
の
影
響
が
顕
著
に
な
っ
て
、
折
衷
と
い
う

よ
り
も
考
証
と
い
っ
た
方
が
適
当
な
よ
う
な
感
じ
も
す
る
」）

11
（

。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
清
朝
の
考
証
学
が
ひ
た
す
ら
漢
学
の

復
興
を
目
ざ
し
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
周
・
孔
の
精
神
を
握
も
う
と
考
え
て
い
る
」。「
そ
う
し
て
こ
れ
ら
折
衷
派
の
学
者
は
、

文
献
を
基
礎
に
お
い
て
批
判
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
古
学
派
の
態
度
に
接
近
し
や
す
く
、

自
然
考
証
学
と
も
手
を
握
り
や
す
い
」）

11
（

。

　

周
知
の
ご
と
く
、
金
峨
（
一
七
三
二
～
八
四
）、
錦
城
ら
の
学
は
吉
田
篁
墩
（
一
七
四
五
～
九
八
）、
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四



220

四
）、
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
～
一
八
三
五
）、
さ
ら
に
下
っ
て
幕
末
の
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
ら
の
学
問
に
も
継
承
さ
れ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
右
の
武
内
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仁
斎
、
徂
徠
か
ら
江
戸
後
期
に
至
る
ま
で
連
綿
と
存
在
し

た
日
本
儒
者
の
学
問
に
お
い
て
は
、
そ
の
〝
主
語
〟
は
、「
漢
・
魏
回
帰
」「
漢
学
の
復
興
」
で
は
な
く

0

0

、
一
切
の
偏
り
を
排
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
純

粋
に
文
献
的
に

0

0

0

0

「
最
適

0

0

」
と
判
断
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

「
古
典

0

0

」
と
そ
の

0

0

0

「
原
解

0

0

」
の
み
に
依
拠
し

0

0

0

0

0

0

、
吟
味

0

0

・
考
究
す
る

0

0

0

0

こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
特
記
さ
れ
る
べ
き
説
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
か
よ
う
な
学
問
態
度
に
関
す
る
問
題
で
も
う
一
人
注
目
し
た
い
の
は
、
第
三
章
で
も
と
り
あ
げ
た
幕
末
考
証
学
の
泰
斗
、

東
條
一
堂
で
あ
る
。
す
で
に
第
三
章
で
引
い
た
以
下
の
『
論
語
知
言
』「
学
而
編
」
の
文
言
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
学
問
態
度
を
象

徴
す
る
文
言
で
あ
る
故
、
い
ま
一
度
そ
の
一
部
を
ひ
く
。

欲
學
孔
子
有
道

按
道
義
宇
宙
人
事
之
祖
也
。
奉
天
處
人
。
孔
子
之
所
主
唱
。
然
則
可
不
稱
孔
子
曰
宇
宙
道
義
之
師
哉
。
然
人
為
有
二
義
焉
。
一

則
道
義
。
是
也
。
一
則
業
務
。
是
也
。
道
義
検
束
身
心
之
規
矩
。
而
使
與
禽
獣
異
之
標
的
。
是
也
。
業
務
建
立
衣
食
住
之
事
。

而
使
身
有
裨
益
於
國
家
之
技
術
。
是
也
。
故
道
義
不
可
以
私
意
變
。
而
業
務
従
世
運
有
所
可
以
私
革
易
。
然
欲
以
孔
子
言
行
悉

倣
之
。
却
非
學
孔
子
之
道
。
徒
擬
之
者
也
。
與
偶
人
何
擇
焉
。（
中
略
）
以
孔
子
道
義
之
心
為
心
者
。
則
是
孔
子
擴
張
之
本
意
也
。

況
三
人
行
必
有
我
師
。
擇
其
善
者
従
之
乎）

11
（

。

　

一
堂
が
絶
対
普
遍
の
「
身
と
心
を
検
束
す
る
規
矩
」
と
し
て
の
「
道
義
」
と
、
実
際
の
物
質
的
充
実
を
追
求
す
る
「
技
術
」
と
し

て
の
「
業
務
」
を
峻
別
し
、
後
者
の
選
択
と
推
進
に
お
い
て
は
「
世
運
に
従
」
い
、「
私
意
」
を
も
っ
て
主
体
的
に
「
革
易
」
す
べ

き
と
主
張
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
が
幕
末
～
明
治
の
急
激
な
社
会
変
化
に
適
合
的
な
思
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想
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い）

11
（

。
本
論
で
は
、
一
堂
が
こ
こ
で
、「
道
義
」
の
崇
高
性
、
絶
対
性
は

孔
子
が
「
主
唱
」
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
後
学
は
け
っ
し
て
「
孔
子
自
身
」
を
「
宇
宙
道
義
之
師
」
そ
の
も
の
と
称
す
る
べ
き
で
は

な
い
と
し
て
い
る
点
、「
孔
子
の
言
行
」
に
「
悉
く
倣
う
」
こ
と
、「
徒
に
こ
れ
に
擬
す
る
」
こ
と
は
偶
人
形
と
お
な
じ
で
、
却
っ
て

「
孔
子
の
道
」
を
学
ぶ
「
主
体
」
と
な
る
に
は
至
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

　

さ
ら
に
一
堂
が
、「
三
人
行あ

ゆ

め
ば
必
ず
や
我
が
師
あ
り
。
其
の
善
き
者
を
擇
び
て
而
し
て
こ
れ
に
従
」
う
べ
し
と
の
『
論
語
』「
述

而
編
」
の
語
を
、
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
採
用
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
一
堂
の
態
度
の
象
徴
で
あ
り
、
翻
っ
て
は
経
書
の

文
献
研
究
に
お
い
て
聖
人
を
絶
対
視
し
た
り
無
批
判
に
権
威
と
仰
い
だ
り
せ
ず
、
そ
れ
を
相
対
的
地
位
に
定
位
す
る
心
的
態
度
の
顕

現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

武
内
に
も
ど
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
、
師
で
あ
っ
た
内
藤
湖
南
を
通
じ
て
出
会
っ
た
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
～
四
六
）
の
学
問
と
み
ず

か
ら
の
研
究
に
つ
い
て
、
次
の
ご
と
く
語
っ
て
い
る
。

　
「
私
は
清
朝
考
証
学
者
の
や
り
方
を
金
科
玉
条
と
し
て
奉
じ
て
い
た
が
（
中
略
）
こ
う
し
た
方
法
だ
け
で
は
大
き
な
舞
台
が
開
け

が
た
い
感
じ
が
し
て
、
内
心
行
き
づ
ま
り
を
覚
え
て
い
た
際
」、「
考
証
学
の
行
き
方
の
上
に
仲
基
の
方
法
論
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
き
づ
ま
り
の
打
開
が
で
き
る
と
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
」。「
私
の
研
究
に
少
し
で
も
新
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
仲
基

を
学
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
」）

11
（

。

　

無
論
、
こ
の
語
を
額
面
通
り
に
と
る
の
は
拙
速
で
あ
り
、
武
内
の
学
は
「
個
別
特
殊
な
考
証
学
の
研
究
法
か
ら
普
遍
原
則
の
確
立

を
目
指
し
た
仲
基
の
学
に
啓
発
さ
れ
」
た
面
が
あ
る
も
、
基
盤
は
音
韻
訓
詁
を
考
究
し
た
高
郵
王
氏
の
学
問
、
と
り
わ
け
彼
ら
に
お

け
る
古
典
の
「
読
み
」
の
熾
烈
さ
を
色
濃
く
残
す
「
舌
人
の
学
」
で
あ
っ
た
と
す
る
町
田
三
郎
の
見
立
て）

1（
（

が
最
も
適
切
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
武
内
は
、
自
分
の
学
問
の
基
盤
が
高
郵
王
氏
の
学
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
の
、
武
内
が
自
身
の
「
古
典
研
究
」
の
「
尺
度
基
準
」
と
し
て
採
用
し
た
と
す
る
富
永
仲
基
の
「
加
上
法
」
と
は
い
か
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な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

凡
そ
古
よ
り
道
を
説
き
法
を
は
じ
む
る
も
の
、
必
ず
そ
の
か
こ
づ
け
て
祖
と
す
る
と
こ
ろ
あ
り
て
、
我
れ
よ
り
先
に
た
て
る
者

の
上
を
出
で
ん
と
す
る）

11
（

。

　

こ
れ
は
、
諸
子
百
家
の
「
立
論
心
理
」
を
考
え
、
そ
の
必
然
と
し
て
の
「
相
互
論
難
に
よ
る
排
他
性
、
相
対
性
」
の
産
物
と
し
て

思
想
が
積
み
重
な
っ
て
成
立
し
て
い
っ
た
と
の
論
で
あ
る）

11
（

。

　

す
で
に
内
藤
湖
南
に
よ
っ
て
そ
の
実
証
主
義
的
、
近
代
科
学
的
、〝
親
験
実
試
主
義
〟
的
特
徴
が
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
仲
基
だ

が
、
湖
南
は
さ
ら
に
、
仲
基
の
合
理
的
・
実
証
的
批
判
精
神
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
「
加
上
」
説
を
「
思
想
発
達
法
則
」
と
し
て
と
ら

え
、
み
ず
か
ら
の
東
洋
学
研
究
に
も
活
用
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
武
内
ら
門
下
に
も
引
き
継
が
れ
た）

11
（

。
水
田
紀
久
は
さ
ら
に
、
こ
れ
は

富
永
が
属
し
た
「
懐
徳
堂
」
の
気
風
、「
既
成
思
想
の
い
か
な
る
立
場
に
も
拘
ら
ぬ
ひ
や
や
か
な
局
外
者
的
姿
勢

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
も
っ
て
」（
傍
点

筆
者
）、「
聖
賢
の
道
や
諸
子
の
説
を
」「
客
観
的
観
察
対
象
の
位
置
に
押
し
据
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
る0

気
風
（
傍
点
筆
者
）
と
も
相
通
じ
る
も
の
で
あ

る
と
す
る）

11
（

。
五　
「
文
献
学
」
と
し
て
の
十
八
世
紀
日
本
の
儒
学
、
そ
し
て
武
内
支
那
学

　
　

─
和
辻
哲
郎
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
論
に
鑑
み
な
が
ら

　

武
内
義
雄
は
一
八
八
六
年
生
ま
れ
、
主
た
る
業
績
は
す
べ
て
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
京
都
支

那
学
、
そ
し
て
彼
の
学
問
方
法
は
十
八
世
紀
日
本
漢
学
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
そ
れ
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
世
代
の
哲
学
者

和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
生
）
は
、
武
内
『
論
語
之
研
究
』
を
激
賞
す
る）

11
（

が
、
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
や
は
り
、
同
書
に
お
い
て
実
践
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さ
れ
る
文
献
の
高
等
批
判
、
と
り
わ
け
「
原
典
」
批
判
の
手
法
の
精
微
さ
故
で
あ
る
。
和
辻
は
こ
の
視
点
か
ら
さ
ら
に
、
武
内
が
高

く
評
価
す
る
仁
斎
、
山
井
鼎
ら
に
お
け
る
「
原
典
の
自
由
な
批
判
」、「
シ
ナ
に
お
い
て
は
か
つ
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
日
本

特
有
の
論
語
に
対
す
る
見
解
」
を
評
価
し
、
か
よ
う
な
「
原
典
批
判
の
正
道

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
マ
マ
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
ギ
リ
シ
ア
古
典
、
新

旧
約
聖
書
、
イ
ン
ド
の
古
典
に
関
す
る
十
七
～
十
九
世
紀
の
欧
州
の
研
究
者
に
よ
る
原
典
批
判
と
「
大
体
に
お
い
て
同
一
の
方
法
」

で
あ
っ
た
と
述
べ
る）

11
（

。
と
り
わ
け
武
内
の
『
論
語
之
研
究
』
は
、「
わ
が
国
の
先
儒
の
仕
事
を
継
承
し
完
成
す
る
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
な
さ
れ
た
」「
一
時
代
を
画
す
る
出
来
事
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
原
典
批
判
が
遂
行
せ
ら
れ
た
こ
と
を
祝
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
」
と
締
め
く
く
る）

11
（

。

　

か
よ
う
な
和
辻
の
「
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
」
へ
の
意
識
は
、
師
で
も
あ
っ
た
ケ
ー
ベ
ル
の
思
惟
を
よ
く
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る）

11
（

と
同
時

に
、
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
、
武
内
の
研
究
法
、
と
り
わ
け
彼
の
目
録
学
、
文
献
学
の
方
法
を
、
世
界
の
文
献
学
発
展
の
歴
史
の
比
較

対
象
と
し
て
位
置
づ
け
、
十
八
世
紀
以
来
の
日
本
の
学
問
水
準
と
そ
の
到
達
点
の
一
で
あ
る
武
内
の
方
法
を
、
世
界
的
に
み
て
も
い

か
に
高
水
準
の
も
の
で
あ
る
か
を
論
定
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
和
辻
の
武
内
評
価
は
、
武
内
の
学
問
を
、「
中
国
学
」

と
い
う
限
定
的
な
一
地
域
研
究
か
ら
、〝
日
本
に
お
け
る
〟「
古
典
研
究
」
と
し
て
世
界
水
準
の
普
遍
的
研
究
に
位
置
づ
け
直
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

武
内
『
論
語
の
研
究
』「
序
説
」
に
い
わ
く
、「
清
朝
の
考
証
学
者
は
早
く
か
ら
校
勘
学
を
取
り
入
れ
て
そ
の
上
に
精
緻
な
訓
詁
学

を
樹
立
し
た
が
、
書
物
の
原
典
批
判
は
ま
だ
十
分
に
採
択
発
展
せ
ら
れ
て
い
な
い
」。
ま
た
い
わ
く
、「
清
朝
の
校
勘
学
は
我
が
山
井

崑
崙
の
七
經
孟
子
考
文
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
起
こ
っ
た
」
が
、「
支
那
の
学
者
は
経
書
を
神
聖
視
し
て
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
を
遠
慮

し
て
」
お
り
、
こ
れ
に
対
し
、「
我
が
仁
斎
・
春
臺
」
ら
に
よ
る
『
論
語
』
原
典
の
「
高
等
批
判
」、
そ
し
て
山
井
ら
の
「
原
典
」

「
本
文
（
經
文
）」
の
訂
正
は
、「
こ
れ
ま
た
我
が
国
の
学
問
が
本
国
の
支
那
を
刺
戟
し
た
一
例
」
で
あ
っ
た
と
力
説
す
る）

11
（

。

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
武
内
が
尊
崇
し
た
高
郵
王
氏
を
含
め
た
清
の
学
者
が
実
践
す
る
学
問
を
超
え
た
次
元
の
、
学
問
の
「
客
観
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性
」
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
て
、「
わ
が
国
の
先
儒
の
仕
事
を
継
承
し
完
成
す
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
」（
和
辻
、
注
59
論
考
）
武
内
『
支

那
學
研
究
法
』
を
詳
析
し
、
そ
れ
を
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
の
発
展
史
に
位
置
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
十
八
世
紀
以
降

発
展
を
み
た
古
典
研
究
、
そ
こ
で
の
文
献
学
的
達
成
の
世
界
史
的
位
置
づ
け
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
近
代
以
降
の
日
本
の
歴
史
学
、

哲
学
等
の
発
展
の
屋
台
骨
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
面
が
ど
う
寄
与
し
た
の
か
を
精
微
に
検
討
す
る
に
む
け
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。

　

上
述
の
論
旨
に
鑑
み
る
と
、
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
～
一
九
三
一
）、
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）、
田
中
萃
一
郎
（
一
八
七

三
～
一
九
二
三
）
と
い
っ
た
日
本
に
お
け
る
歴
史
学
の
創
始
者
が
し
ば
し
ば
述
べ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
明
治
日
本
」
に
お
け
る
「
史

学
研
究
法
」
の
発
展
は
「
清
代
考
証
学
」
を
基
盤
と
し
て
い
た
、
と
の
論）

1（
（

は
、
当
然
、
再
考
に
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、「
文
献
の
高
等
批
判
」
と
「
そ
の
校
讐
」
の
み
な
ら
清
儒
に
お
い
て
も
旺
盛
に
試
み
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、「
近
代
」
的
、
客
観

的
帰
納
的
な
学
問
成
立
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
知
的
気
候
、
つ
ま
り
は
、
聖
人
を
絶
対
視
せ
ず
に
相
対
的
地
位
に
定
位
し
、
客
観

的
観
察
対
象
と
す
る
知
的
気
候
（
水
田
注
53
「
解
説
」
参
照
）
の
有
無
は
、
江
戸
中
期
以
降
の
儒
者
と
清
儒
の
間
に
隔
た
り
が
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
決
定
的
な
差
異
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う）

11
（

。

〔
注
〕

（
1
）M

erleau-Ponty,M
aurice,Signes,EditionGallim

ard,1960.

邦
訳
：
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
『
シ
ー
ニ
ュ
』
一
、
二
（
竹
内
芳
郎

監
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
〇
年
初
版
）。「
ど
こ
に
も
あ
り
ど
こ
に
も
な
い
」
は
第
一
巻
所
収
。
引
用
箇
所
は
二
一
九
～
二
二
二
頁
。

（
2
）

同
前
、
二
二
二
頁
。

（
3
）

同
前
、
二
二
九
～
二
三
〇
頁
。

（
4
）

拙
著
『
幕
末
期
武
士
／
士
族
の
思
想
と
行
為

─
武
人
性
と
儒
学
の
相
生
的
素
養
と
そ
の
転
回
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）。
と

く
に
第
八
章
に
て
こ
の
点
を
論
じ
た
。
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（
5
）

岡
崎
は
と
く
に
、
十
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義
歴
史
学
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
も
と
づ
く
普
遍
史
か
ら
「
科
学
的

世
界
史
」
へ
の
転
換
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
岡
崎
『
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
史
か
ら
科
学
的
世
界
史
へ

─
ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義
歴
史
学

研
究
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
と
く
に
第
二
編
「
ガ
ッ
テ
ラ
ー
と
啓
蒙
主
義
歴
史
学
の
形
成
」。
ま
た
、
岡
崎
『
科
学
vs
キ
リ
ス
ト

教
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
〈
講
談
社
現
代
新
書
〉）
は
上
記
の
書
を
一
般
読
者
む
け
に
著
し
た
も
の
で
、
と
く
に
第
三
章
が
有
用
で
あ
る
。

（
6
）Gatterer,JohannChristoph,W

eltgeschichte in ihrem
 ganzen U

m
fange,T

heil1,2,Gotttingen,1785,Gatterer,J.C.,
V

ersuch einer allgem
einen W

eltgeschichte,Gottingen,1792.

筆
者
は
岡
崎
、
前
掲
注（
5
）書
な
ら
び
に
後
述
のG.C.Gooch

の
書

を
手
が
か
り
に
、
ガ
ッ
テ
ラ
ー
の
こ
れ
ら
の
書
を
閲
読
し
た
。

（
7
）

和
辻
『
近
代
歴
史
哲
学
の
先
駆
者

─
ヴ
ィ
コ
と
ヘ
ル
ダ
ー
』（『
和
辻
哲
郎
全
集
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
～
六
三
年
〉
第
六
巻
〈
一

九
六
二
年
〉）、
三
六
一
頁
。

（
8
）

岡
崎
、
前
掲
注（
5
）『
科
学
vs
キ
リ
ス
ト
教
』、
一
九
七
～
一
九
八
頁
、
引
用
箇
所
は
一
九
八
頁
。

（
9
）

こ
の
点
に
関
す
る
各
分
野
の
識
者
の
議
論
は
す
で
に
出
尽
く
し
た
感
が
あ
る
が
、
上
村
忠
男
は
、
Ｇ
・
Ｂ
─

ヴ
ィ
ー
コ
（
一
六
六
八
～
一

七
四
四
）
に
よ
る
デ
カ
ル
ト
の
「
方
法
」
な
ら
び
に
『
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
論
理
学
』
の
批
判
、
そ
れ
の
反
省
に
た
っ
て
の
ヴ
ィ
ー
コ
に
お
け
る

知
的
方
法
の
転
回
に
つ
い
て
語
る
（
上
村
「
大
い
な
る
バ
ロ
ッ
ク
の
森

─
ヴ
ィ
ー
コ
『
新
し
い
学
』
へ
の
招
待
」〈
内
山
勝
利
ほ
か
編

『
哲
学
の
歴
史
』〔
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
〕
第
六
巻
『
知
識
・
経
験
・
啓
蒙

─
人
間
の
科
学
に
向
か
っ
て
』
所
収
〉）。
の

ち
上
村
訳
、
ヴ
ィ
ー
コ
『
新
し
い
学
』〈
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
〉
第
三
巻
に
再
録
）。

（
10
）

和
辻
、
前
掲
注（
7
）『
近
代
歴
史
哲
学
の
先
駆
者
』、
三
六
四
～
三
六
五
頁
。

（
11
）

岡
崎
、
前
掲
注（
5
）『
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
史
か
ら
科
学
的
世
界
史
へ
』、
第
二
編
。

（
12
）

和
辻
、
前
掲
注（
7
）『
近
代
歴
史
哲
学
の
先
駆
者
』、
三
六
五
頁
。

（
13
）

同
前
、
三
六
二
頁
。

（
14
）

同
前
、
三
八
二
頁
。

（
15
）

と
く
に
和
辻
が
着
目
す
る
ヴ
ィ
ー
コ
の
『
新
し
い
学
』
と
日
本
語
で
略
称
さ
れ
る
書
は
、Principj di scienza nuova di 

G
iam

battista V
ico d'intorno alla com

une natura delle nazioni.Inquestaterzaim
pressionedalm

edesim
oautorein

grannum
erodiluoghicorretta,schiarita,enotabilm

enteaccresciuta,tom
oIeII(N

apoli:Stam
periaM

uziana,
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M
D

CCX
LIV

（1744

））
で
あ
る
。
こ
の
一
七
四
四
年
版
は
第
三
版
で
、
第
一
版
は
一
七
二
五
年
の
刊
行
。
た
だ
し
、
と
く
に
第
三
巻
「
真

の
ホ
メ
ー
ロ
ス
発
見
」
に
お
け
る
原
典
批
判
の
本
格
的
展
開
の
開
始
は
、
一
七
三
〇
年
刊
行
の
第
二
版
以
降
に
お
い
て
で
あ
る
の
は
和
辻
ら

が
指
摘
す
る
。
本
章
で
は
上
村
忠
男
訳
の
『
諸
国
民
の
共
通
の
自
然
本
性
に
つ
い
て
の
新
し
い
学
の
諸
原
理
』（
前
掲
注
9
『
新
し
い
学
』）

を
利
用
。
こ
れ
は
、
上
の
第
三
版
に
第
二
版
（Giam

battistaV
ico,La Scienza nuova seconda,giustal’edizionedel1744conle

varientidel1730edidueredazioniinterm
edieinedited,acuradiFaustoN

icolini

）
を
併
用
の
上
、
訳
出
さ
れ
た
も
の
（
上

村
訳
書
凡
例
一
）。

（
16
）

『
新
し
い
学
』
第
一
巻
、
六
～
七
頁
。

（
17
）

「
ラ
テ
ン
語
の
起
源
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
人
の
太
古
の
知
恵
」（『
新
し
い
学
』
第
一
巻
「
形
而
上
学
篇
」〈
一
七
一
〇
年
〉）。

（
18
）

『
新
し
い
学
』
第
一
巻
、
一
一
～
一
二
頁
。
同
第
一
三
九
条
目
に
も
「
文
献
学
者
と
は
諸
言
語
お
よ
び
内
に
あ
っ
て
の
習
俗
や
法
律
と
外

に
あ
っ
て
の
戦
争
、
講
和
、
同
盟
、
旅
行
、
通
商
な
ど
の
双
方
を
含
め
た
諸
国
民
の
事
蹟
の
認
識
に
携
わ
っ
て
い
る
文
法
家
、
歴
史
家
、
批

評
家
の
全
体
の
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
る
（
同
第
一
巻
、
一
二
三
頁
）。

　

な
お
、
ヴ
ィ
ー
コ
の
ナ
ポ
リ
大
学
で
の
講
義
録
に
つ
い
て
は
『
学
問
の
方
法
』（
上
村
忠
雄
、
佐
々
木
力
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七

年
）
が
あ
り
、『
自
叙
伝
』
は
西
本
晃
二
に
よ
る
訳
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
り
、『
新
し
い
学
』
も
上
村
の
訳
以
前
に
『
世
界

の
名
著
』
版
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
、
清
水
純
一
、
米
山
喜
晟
訳
）
が
あ
り
、
各
々
の
「
解
説
」
で
は
各
分
野
か
ら
の
ヴ
ィ
ー
コ
の

学
問
的
貢
献
と
そ
の
意
義
が
語
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
注（
17
）「
ラ
テ
ン
語
の
起
源
」
等
も
含
め
彼
の
一
貫
し
た
デ
カ
ル
ト
批
判
、
人
文
主
義

的
教
養
思
想
の
立
場
か
ら
の
「
新
時
代
の
学
問
方
法
論
」
批
判
が
そ
の
真
骨
頂
と
さ
れ
る
一
方
、
松
岡
正
剛
は
、
ヴ
ィ
ー
コ
『
新
し
い
学
』

は
、
知
識
を
「
事
物
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
と
様
式
に
つ
い
て
の
認
識
そ
の
も
の
の
こ
と
」
と
考
え
、「
文
明
の
知
を
そ
の
発
生
時
の
ト
ポ

ス
と
と
も
に
継
承
し
、
そ
の
継
承
の
た
め
に
駆
使
す
る
ト
ピ
カ
の
方
法
を
、
そ
の
ま
ま
新
た
な
科
学
や
学
問
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
て
、
さ
ら

に
新
し
い
文
明
を
用
意
し
よ
う
」
と
の
試
み
だ
っ
た
と
述
べ
る
（
ウ
ェ
ブ
版
「
千
夜
千
冊
」）。
各
々
そ
れ
ぞ
れ
の
ヴ
ィ
ー
コ
観
、
そ
の
学
問

発
展
史
上
の
意
義
を
開
陳
す
る
が
、
本
論
で
は
あ
く
ま
で
文
献
学
的
関
心
か
ら
ヴ
ィ
ー
コ
を
検
討
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

ヴ
ィ
ー
コ
『
わ
れ
ら
の
時
代
』（D

e nostri tem
poris studiorum

 ratione

）
は
彼
の
一
七
〇
八
年
ナ
ポ
リ
大
学
で
の
開
講
講
演
に
加

筆
の
う
え
出
版
さ
れ
た
も
の
（
刊
行
は
翌
年
）。

（
19
）

『
新
し
い
学
』
第
三
巻
、
三
～
一
八
頁
。
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（
20
）

『
新
し
い
学
』
上
村
訳
で
は
「
真
の
ホ
メ
ロ
ス
の
発
見
」
だ
が
、
和
辻
は
「
探
究
」
と
訳
す
。

（
21
）

た
だ
し
和
辻
は
、
刊
行
年
は
同
じ
だ
が
二
十
数
年
前
（
一
九
二
三
～
二
四
年
ご
ろ
）
の
講
義
原
稿
を
も
と
と
す
る
『
ホ
メ
ー
ロ
ス
批
判
』

（
和
辻
、
前
掲
注
7
『
全
集
』
第
六
巻
所
収
）
に
お
い
て
は
、
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
に
描
か
れ
る
英
雄
と
ギ
リ
シ
ャ
人
の
風
習
と
の
重
大
な
相
違

に
関
す
る
ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
指
摘
、
ホ
メ
ロ
ス
の
二
詩
が
別
人
に
よ
る
と
の
ク
セ
ノ
ー
ン
の
説
を
つ
い
だ
ヘ
ラ
ニ
コ
ス
に
も
言
及
、

こ
れ
ら
の
点
が
す
で
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
レ
イ
ア
の
学
者
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
す
る
（
同
、
九
九
～
一
〇
二
頁
）。

（
22
）

一
方
、
前
掲
注（
21
）『
ホ
メ
ー
ロ
ス
批
判
』
一
〇
二
頁
に
は
、
こ
の
「
批
判
の
仕
事
と
し
て
全
然
新
し
い
生
面
を
開
い
た
の
は
、
何
と

言
っ
て
も
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ア
ウ
ク
ス
ト
・
ヴ
ォ
ル
フ
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
前
注
の
こ
と
も
含
め
、
和
辻
自
身
の
ヴ
ィ
ー
コ
評
は
一
定

し
て
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。

（
23
）Boeckh,A

.,E
ncyklopadie u.M

ethodologie der philologischen W
issenschaften.

（1877

）.

改
訂
版
は
一
八
八
六
年
。
こ
の
書
は
、

一
八
〇
九
年
よ
り
続
い
た
ベ
ェ
ク
に
よ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
の
講
義
を
弟
子
が
ま
と
め
た
も
の
。
長
ら
く
日
本
語
へ
の
全
訳
が
な

か
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
刊
行
の
安
酸
敏
眞
「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
『
文
献
学
的
な
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
な
ら
び
に
方
法

論
』

─
翻
訳
・
註
解
」
そ
の
一
（『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
第
四
一
号
）、
同
そ
の
二
（
同
第
四
二
号
）
が
そ
の
初
で
あ
る
。
安
酸

「
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ク
と
文
献
学
」（
同
第
三
七
号
）
は
ベ
ェ
ク
と
文
献
学
の
発
展
を
同
時
代
の
学
者
、
学
問
と
の
関
係
の
な
か
で
論
じ
、

同
「
解
釈
学
と
歴
史
主
義

─
Ａ
・
ベ
ー
ク
と
Ｊ
・
Ｇ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
を
中
心
に
」（
同
第
四
五
号
）
は
歴
史
科
学
の
成
立
の
重
要
な
起
点

／
転
換
点
と
し
て
の
ベ
ー
ク
の
学
問
方
法
を
論
じ
る
。
村
岡
典
嗣
『
本
居
宣
長
』
に
も
ベ
ェ
ク
『
文
献
学
的
な
諸
学
問
』
の
長
い
「
序
」
が

注
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
藤
裕
之
「
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
と
国
学
」
レ
ジ
ュ
メ
（
科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
〈
課
題
番
号
二
五
三
七
〇

〇
九
三
、
代
表
：
筆
者
〉
研
究
会
合
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
二
日
）、
同
「
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
国
学
研
究

─
村
岡
典
嗣
と
芳
賀
矢

一
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
理
解
と
国
学
観
」（『
東
北
大
学
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
第
二
一
号
〈
二
〇
一
三
年
〉）
も
参
照
。

（
24
）Gooch,G.P.,H

istory and historians in the nineteenth century,Longm
ans,Green,&

Co.,London,1930.

他
社
か
ら
の
重
版

が
あ
る
が
、
最
新
版
はBeaconPress,Boston,1959

で
あ
り
、
こ
れ
の
邦
訳
版
は
林
健
太
郎
、
林
孝
子
訳
『
十
九
世
紀
の
歴
史
と
歴
史

家
た
ち
』
上
巻
〈
筑
摩
叢
書
、
一
九
七
一
年
〉）。
本
稿
で
の
引
用
箇
所
は
邦
訳
版
三
二
頁
の
も
の
に
よ
っ
た
。

（
25
）

和
辻
、
前
掲
注（
7
）『
近
代
歴
史
哲
学
の
先
駆
者
』（
前
掲
『
全
集
』
第
六
巻
、
三
八
七
～
三
八
八
頁
）。

（
26
）

和
辻
、
前
掲
注（
21
）『
ホ
メ
ー
ロ
ス
批
判
』
序
言
。
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（
27
）

和
辻
、
前
掲
注（
7
）『
近
代
歴
史
哲
学
の
先
駆
者
』（
前
掲
『
全
集
』
第
六
巻
、
三
八
七
～
三
八
八
頁
）

（
28
）

同
前
、
三
八
八
頁
。

（
29
）

村
岡
『
本
居
宣
長
』（
警
醒
社
書
店
、
一
九
一
一
年
）。

（
30
）
同
前
、
三
五
三
～
三
五
四
頁
。

（
31
）
江
藤
、
前
掲
注（
23
）「
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
と
国
学
」
レ
ジ
ュ
メ
。

（
32
）

江
藤
「
19
世
紀
ド
イ
ツ
フ
ィ
ロ
ロ
ー
グ
の
究
極
的
関
心
」（
土
家
典
生
ほ
か
編
『
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ア
』〈
渡
部
昇
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
〉、

大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
33
）

村
岡
、
前
掲
注（
29
）『
本
居
宣
長
』。

（
34
）

今
道
『
西
洋
哲
学
史
』（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
〈
講
談
社
学
術
文
庫
〉）、
二
九
〇
～
二
九
一
頁
。
江
藤
、
前
掲
注（
23
）「
フ
ィ
ロ
ロ

ギ
ー
と
国
学
」
レ
ジ
ュ
メ
七
頁
注
。

（
35
）

村
岡
、
前
掲
注（
29
）『
本
居
宣
長
』、
三
五
三
～
三
五
四
頁
。

（
36
）

本
論
で
は
、『
尚
書
古
文
疏
證
』
は
『
皇
清
經
解
續
篇
』
所
収
版
（
一
八
八
八
年
）、『
尚
書
後
案
』
は
乾
隆
四
十
五
年
（
一
七
八
〇
）
の

禮
堂
蔵
版
（
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）、『
尚
書
集
注
音
疏
』
は
『
皇
清
經
解
』
所
収
版
（
一
八
二
九
年
）
を
利
用
。
ま
た
、『
尚
書
考

異
』
は
台
湾
商
務
印
書
館
版
（
一
九
七
八
年
）、『
書
説
』『
書
集
傳
或
問
』『
書
纂
言
』
各
々
の
書
は
『
通
志
堂
經
解
』
所
収
版
を
用
い
た
。

閻
『
尚
書
古
文
疏
證
』
に
つ
い
て
は
野
村
茂
夫
「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考（
上
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』〈
人
文
科
学
編
〉
第
三
四

号
〈
一
九
八
五
年
〉）、
野
村
「
疑
「
偽
古
文
尚
書
」
考（
中
）」（
同
第
三
七
号
〈
一
九
八
八
年
〉）
に
詳
し
く
、
ま
た
同
書
の
『
尚
書
』
研
究

に
お
け
る
位
置
に
関
し
て
は
全
釈
漢
文
大
系
11
『
尚
書
』（
集
英
社
、
一
九
七
六
年
）
所
収
の
池
田
末
利
「
解
説
」
を
参
照
。
元
・
呉
澄

『
書
纂
言
』、
明
・
梅
鷟
『
尚
書
考
異
』
に
つ
い
て
は
本
書
第
四
章
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
37
）

『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
は
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
五
六
年
刊
。

（
38
）

『
七
經
孟
子
考
文
』
は
一
九
三
一
年
の
北
渓
補
訂
版
（
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
）
を
利
用
。

（
39
）

『
九
經
談
』
は
文
化
元
年
須
原
屋
茂
兵
衛
、
秋
田
屋
太
右
衛
門
等
版
、『
春
草
堂
集
』
は
旧
前
田
侯
爵
家
蔵
尊
經
閣
叢
刊
第
三
八
二
号
（
双

方
と
も
著
者
蔵
）
を
利
用
。

（
40
）

本
論
で
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
乾
隆
丁
未
年
（
五
十
二
、
一
七
八
七
）
版
を
利
用
。
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（
41
）

前
掲
注（
36
）『
尚
書
後
案
』、
一
オ
。

（
42
）

章
立
て
に
つ
い
て
は
『
尚
書
後
案
』
一
オ
～
二
ウ
。「
偽
書
」「
偽
作
者
」
等
の
表
現
に
つ
い
て
は
「
後
辨
」
の
「
辨
曰
」
と
し
て
論
述
さ

れ
る
王
鳴
盛
の
語
参
照
。
ま
た
、
本
書
第
二
章
に
て
す
で
に
、
こ
れ
と
中
井
履
軒
、
大
田
錦
城
ら
の
『
尚
書
』
研
究
と
を
比
較
検
討
し
た
。

（
43
）
『
武
内
義
雄
全
集
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
第
四
巻
「
儒
教
の
精
神
」
十
五
「
日
本
の
儒
教　

そ
の
四
」、
一
一
八
～
一
一
九
頁
。

（
44
）
笠
谷
「
一
八
世
紀
日
本
の
「
知
」
的
革
命IntellectualRevolution

」（
笠
谷
編
『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
と
く
に
五
～
七
頁
。
な
お
、
徂
徠
が
「
六
經
」
を
規
矩
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ま
さ
ら
論
じ
る
ま
で
も
な
い

が
、
こ
れ
を
、「
一
切
の
偏
り
を
排
す
る
」
に
至
っ
て
い
な
い
根
拠
と
す
る
の
は
管
見
の
限
り
笠
谷
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
同
氏
の
論
考

を
あ
げ
た
。

（
45
）

履
軒
、
錦
城
の
偽
書
批
判
に
つ
い
て
は
本
書
第
二
章
を
参
照
。

（
46
）

武
内
、
前
掲
注（
43
）『
全
集
』
第
四
巻
「
儒
教
の
精
神
」
十
五　

日
本
の
儒
教　

そ
の
四
、
一
二
〇
頁
。

（
47
）

同
前
。

（
48
）

筆
者
の
前
著
『
幕
末
期
武
士
／
士
族
の
思
想
と
行
為
』（
前
掲
注
4
）参
照
。

（
49
）

同
前
、
第
七
、
八
章
。

（
50
）

武
内
『
支
那
學
研
究
法
』（
前
掲
注
43
『
全
集
』
第
九
巻
所
収
）、
四
六
～
四
七
頁
。

（
51
）

町
田
「
舌
人
の
学
」（
武
内
、
前
掲
注
43
『
全
集
』
第
十
巻
附
録
「
月
報
10
」
所
収
）。

（
52
）

「
翁
の
文
」。
本
論
で
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
版
、
大
坂
冨
士
屋
長
兵
衛
刊
本
の
複
製
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
）
を
利
用
。

引
用
箇
所
は
仲
基
『
翁
の
文
』
に
残
る
同
『
説
蔽
』
の
語
と
さ
れ
る
。

（
53
）

日
本
思
想
大
系
四
三
『
富
永
仲
基　

山
片
蟠
桃
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
水
田
紀
久
「
解
説
」、
六
四
七
～
六
四
八
頁
。

（
54
）

同
前
、
六
五
八
～
六
五
九
頁
。

（
55
）

同
前
、
六
四
七
頁
。

（
56
）

和
辻
『
孔
子
』（
和
辻
、
前
掲
注
7
『
全
集
』
第
六
巻
所
収
）
付
録
「
武
内
博
士
の
『
論
語
之
研
究
』」。

（
57
）

同
前
、
三
五
四
頁
。

（
58
）

同
前
、
三
五
六
頁
。
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（
59
）

和
辻
『
ホ
メ
ー
ロ
ス
批
判
』
序
言
（
和
辻
、
前
掲
注
7
『
全
集
』
第
六
巻
所
収
）。

（
60
）

武
内
、
前
掲
注（
43
）『
全
集
』
第
一
巻
所
収
、
四
二
～
四
四
頁
。

（
61
）

た
と
え
ば
久
米
『
歴
史
著
作
集
』
第
三
巻
「
史
学
・
史
学
方
法
論
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、
第
一
編
「
史
学
の
独
立
と
研
究
」

第
七
「
余
が
見
た
る
重
野
博
士
」、
重
野
『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
上
・
下
（
雄
山
閣
、
一
九
三
八
～
三
九
年
）。
ま
た
、
大
久
保
利
謙

『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
著
作
集
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
は
こ
れ
ら
の
論
点
を
俯
瞰
す
る
。

（
62
）

た
だ
し
筆
者
が
王
鳴
盛
の
事
例
を
も
っ
て
呈
示
し
た
よ
う
に
、
徹
底
し
た
客
観
的
姿
勢
を
も
っ
た
清
儒
も
存
在
し
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
い

ま
一
度
追
記
し
て
お
き
た
い
。
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あ
と
が
き

　

本
書
の
構
想
は
お
お
よ
そ
筆
者
の
前
著
の
上
梓
と
相
前
後
す
る
頃
、
す
な
わ
ち
二
〇
〇
八
年
の
後
半
ぐ
ら
い
よ
り
は
じ
め

ら
れ
た
。
拙
著
の
「
結
論
」
の
最
終
節
に
て
記
し
た
と
お
り
、
と
り
わ
け
、
江
戸
後
期
～
幕
末
期
に
発
展
を
み
た
実
証
主
義

的
、
経
験
的
学
問
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
そ
れ
が
い
か
に
儒
学
、
漢
学
以
外
の

0

0

0

多
く
の
近
代
学
問
の

「
礎
」
と
な
っ
て
い
た
か
と
い
っ
た
点
の
解
明
が
次
な
る
研
究
課
題
で
あ
る
と
、
筆
者
の
な
か
で
強
く
認
識
さ
れ
て
き
て
い

た
。

　

研
究
を
は
じ
め
た
当
初
は
、
何
人
か
の
儒
者
に
つ
い
て
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
思
想
史
学
的
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で

十
分
な
成
果
が
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
た
。
だ
が
、
研
究
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
分
析
視
角
、
利
用
史
料
の
双

方
に
お
い
て
再
考
の
必
要
性
に
強
く
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
日
本
」
儒
者
に
と
っ
て
時
間
、
場
所
双
方
の
意
味
で
「
外
国
語
」
で
あ
る
中
国
古
典
テ
ク
ス
ト
の
研
究
に
は
、
必
然
と

し
て
精
緻
な
言
語
／
原
語
研
究
が
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
が
あ
る
。
訓
点
（
語
）
研
究
や
書
物
学

は
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
言
語
へ
の
接
近
な
ど
が
特
定
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
一

方
で
、
実
際
に
正
面
か
ら
当
時
の
儒
者
の
言
語
研
究
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
具
体
的
で
詳
細
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

た
研
究
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

　

ま
た
、
特
定
の
儒
者
の
テ
ク
ス
ト
研
究
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
知
的
性
質
を
決
定
す
る
素
地
と
で
も
い
う
べ
き
、
も
う
少

し
広
い
「
知
識
層
」
に
お
け
る
知
的
鍛
錬
、
そ
し
て
知
的
〝
気
候
〟
と
い
っ
た
も
の
の
実
相
の
考
察
も
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
に
至
っ
た
。
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こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
を
考
え
た
結
果
、（
ａ
）多
様
な
文
書
史
料
の
活
用
と
、（
ｂ
）分
析
手
法
の
拡
幅
が
目
指
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
刊
本
、
写
本
、
あ
る
い
は
手
稿
史
料
も
含
め
た
「
書
物
」
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
思
想
史
学
的
考
察
の
ほ
か
、

た
と
え
ば
本
書
第
五
章
に
て
用
い
た
『
読
書
準
縄
』
の
よ
う
な
学
習
の
「
や
り
方
」
を
語
る
口
述
史
料
を
用
い
、
そ
れ
を
後

代
の
学
徒
が
語
る
と
こ
ろ
の
教
育
経
験
と
突
き
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ン
カ
ー
や
ロ

ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
ら
教
育
思
想
史
家
の
観
点
／
論
点
を
も
っ
て
新
た
な
視
点
か
ら
再
解
釈
す
る
こ
と
な
ど
が
試
み
ら
れ
た
。

　
「
学
際
的
」
と
い
う
と
浅
薄
で
時
代
遅
れ
に
響
く
だ
ろ
う
が
、
複
数
の
学
問
分
野
に
お
い
て
各
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
固

有
の
分
析
視
角
・
方
法
を
適
切
に
接
合
／
交
錯
さ
せ
る
試
み
は
、
と
く
に
本
書
が
主
題
と
す
る
こ
と
の
解
明
に
は
極
め
て
有

効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
は
、（
ｃ
）江
戸
後
期
儒
者
の
研
究
の
「
特
質
」
を
客
観
化
す
る
た
め
の
比
較
検
討
の
必
要
性
も
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
中
国
、
西
欧
に
お
け
る
文
献
研
究
（
ま
た
は
「
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
」）
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
比

較
思
想
史
的
視
野
の
な
か
に
日
本
儒
者
の
「
古
代
テ
ク
ス
ト
と
の
向
き
あ
い
方
」
を
客
観
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
目
指
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、
一
部
の
研
究
者
に
お
い
て
は
た
と
え
ば
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
『
王
の
奇
跡
』
に
呈
出
さ
れ
る
歴
史

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
無
論
、
本
書
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
要
諸
著
作
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
壮
大
な
構
想
力
や
総
合
性
、
包
括
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
れ
を
下
敷
き
に
構
想
さ
れ
た
わ
け
で
も

な
い
。
ま
た
逆
に
、
本
書
は
、
ア
ナ
ー
ル
の
と
く
に
初
期
の
諸
研
究
の
多
く
に
顕
著
な
決
定
論
的
性
向
と
は
相
容
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
の
学
派
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
幾
つ
か
の
研
究
は
、
筆
者
が
い
つ
も
ど
こ
か
で
意
識
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
中
国
、
西
欧
に
お
け
る
文
献
研
究
と
の
比
較
思
想
史
的
考
察
な
ど
、
筆
者
一
人
の
力
で
は
到
底
で
き
ま
い
と
も
考
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え
な
が
ら
、
淡
々
と
十
八
～
十
九
世
紀
の
日
本
儒
者
の
文
献
研
究
の
や
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
、
適
宜
論
文
と
し
て

発
表
を
つ
づ
け
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
ま
ず
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
会
（
笠
谷
和
比
古
教
授

〈
当
時
〉
の
研
究
班
）
に
て
、
同
セ
ン
タ
ー
教
授
で
中
国
近
世
思
想
史
が
ご
専
門
の
伊
東
貴
之
氏
と
の
出
会
い
が
叶
い
、
つ
づ

い
て
ま
た
別
の
研
究
会
に
て
英
語
学
史
、
言
語
研
究
発
展
史
が
ご
専
門
で
、
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
に
も
造
詣
が
深
い
江

藤
裕
之
氏
（
東
北
大
学
教
授
）
と
も
出
会
う
こ
と
と
相
成
っ
た
。

　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
（
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
副
学
寮
長
）
の
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
教
授
は
長
ら
く
日
本
中

世
・
近
世
の
儒
学
・
医
学
の
文
献
研
究
、
と
く
に
そ
の
書
誌
学
的
研
究
に
従
事
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
二
年
に
筆
者

の
本
務
校
に
て
ご
講
義
い
た
だ
い
た
頃
よ
り
本
格
的
な
学
術
的
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
大
変
に
幸
運
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
と
同
時
に
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
は
科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
「
考
証

学
・
言
語
の
学
、
そ
し
て
近
代
的
知
性

─
近
代
的
学
問
の
「
基
体
」
と
し
て
の
漢
学
の
学
問
方
法
」（
課
題
番
号
二
五
三
七

〇
〇
九
三
）
が
採
択
さ
れ
、
右
に
触
れ
た
三
名
に
加
え
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
コ
ル
カ
ッ
ト
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
名
誉
教
授
）、

史
学
史
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
比
較
研
究
が
ご
専
門
の
佐
藤
正
幸
教
授
、
清
代
考
証
学
が
専
門
の
尾
崎
順
一
郎
氏
、
日
本
思
想
史

の
大
川
真
氏
、
相
原
耕
作
氏
、
日
本
史
の
宮
田
純
氏
ら
の
ご
協
力
も
得
て
、
共
同
研
究
を
発
足
さ
せ
た
。

　

二
〇
一
四
年
か
ら
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
お
け
る
研
究
活
動
の
機
会
も
い
た
だ
き
、
東
大
所
蔵
の
膨
大
な
貴
重

史
料
群
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
東
文
研
の
真
鍋
祐
子

教
授
、
大
木
康
前
所
長
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

清
代
学
問
研
究
の
泰
斗
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）
と
の
学
術
交
流
は
同
教
授
が
二
〇

一
四
年
度
に
東
文
研
客
員
教
授
を
つ
と
め
ら
れ
て
い
た
時
期
よ
り
始
ま
っ
た
。
以
来
、
氏
と
は‘Princeton-T

okyo

InternationalPhilologyW
orkshop’

と
銘
打
っ
た
文
献
研
究
の
本
格
的
国
際
研
究
計
画
を
立
ち
上
げ
、
来
年
（
二
〇
一
七
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年
）
三
月
に
は
そ
の
第
一
回
研
究
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
エ
ル
マ
ン
教
授
の
文
献
研
究
の
比
較
文
明

史
的
考
察
の
研
究
仲
間
で
も
あ
る
Ａ
・
グ
ラ
フ
ト
ン
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）、
Ｓ
・
ポ
ロ
ッ
ク
教
授
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）、

Ｈ
・
フ
ォ
ン
＝
ス
タ
ー
デ
ン
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
院
）、
Ｍ
・
ウ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
教
授
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
ら
と
の

学
術
交
流
の
道
が
開
か
れ
つ
つ
あ
り
、
ポ
ロ
ッ
ク
教
授
主
導
の
も
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
中
核
に
計
画
さ
れ
て
い
る

‘Program
inW

orldPhilology’

と
の
研
究
連
携
も
現
在
計
画
中
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
計
画
は
、
本
書
を
起
点
に
、
日
・
中
・
欧
の
文
献
研
究
、
原
典
批
判
の
方
法
の
微
細
の
比
較
検
討
に
ま
で

刺
さ
り
込
ん
だ
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
国
際
的
な
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
し
て
構
築
さ
れ
つ
つ

あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
中
心
的
課
題
の
一
部
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
（EuropeanA

ssociationforJapaneseStudies

）
に
採
択

さ
れ
、
二
〇
一
四
年
度
大
会
（
八
月
、
於
：
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
リ
ュ
ブ
リ
ア
ー
ナ
大
学
）
に
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
そ
の
折

に
は
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
教
授
、
Ｗ
・
Ｊ
・
ボ
ー
ト

ラ
イ
デ
ン
大
学
名
誉
教
授
ら
に
多
岐
に
わ
た
り
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
。

　

本
書
各
論
編
Ⅰ
の
第
二
、
三
、
四
章
は
各
々
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
第
一
六
七
冊
（
二

〇
一
五
年
三
月
）、『
東
洋
文
化
』（
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
）
復
刊
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
同
復
刊
第
一
〇
九
号
（
二
〇

一
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
基
盤
と
す
る
。
一
方
、
第
一
、
五
、
六
章
は
複
数
の
学
問
分
野
の
分
析
視
角
・
方
法
を
接

合
さ
せ
る
学
際
的
研
究
も
積
極
的
に
採
用
す
る
学
術
誌
、
ま
た
は
成
果
論
集
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
単
行
本
と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
右
に
述
べ
た
ご
と
く
の
国
内
外
の
各
分
野
の
専
門
研
究
者
と
の

学
術
交
流
、
共
同
研
究
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
適
宜
織
り
込
み
な
が
ら
、
新
た
な
全
体
構
想
を
も
っ
て
練

り
上
げ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
〈
総
論
編
〉
の
第
一
章
は
國
立
臺
灣
大
學
日
本
學
研
究
叢
書
二
十
一
『
思
想
史
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か
ら
東
ア
ジ
ア
を
語
る
』
掲
載
の
論
考
で
あ
り
（
二
〇
一
四
年
七
月
入
稿
、
諸
事
情
に
よ
り
実
際
の
刊
行
は
二
〇
一
六
年
二
月
）、

こ
の
原
形
と
な
っ
た
も
の
は
『
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
国
士
舘
大
学
〈
第
八
号
、
二
○
一
三
年
三
月
〉）
収
録
の

論
考
で
あ
る
が
、
本
書
へ
の
収
録
ま
で
に
は
さ
ら
に
、
清
代
学
問
を
専
門
と
す
る
前
掲
の
伊
東
氏
、
尾
崎
氏
、
Ｂ
・
Ａ
・
エ

ル
マ
ン
氏
ら
と
の
継
続
的
な
研
究
会
等
で
の
討
議
の
機
会
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
、
さ
ら
に
は
中
村
春
作
、
前
田
勉
両
氏

の
知
見
な
ど
を
踏
ま
え
た
修
正
が
微
に
入
り
細
に
入
り
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
た
、「
結
論
」
の
改
訂
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

第
二
章
も
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
収
録
か
ら
の
約
一
年
間
に
修
訂
が
な
さ
れ
、
第
三
章
は
『
東
洋
文
化
』
掲
載
論
文

に
大
幅
な
増
訂
を
へ
て
前
著
『
幕
末
期
武
士
／
士
族
の
思
想
と
行
為

─
武
人
性
と
儒
学
の
相
生
的
素
養
と
そ
の
転
回
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
に
再
録
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
本
書
収
録
に
あ
た
っ
て
は
本
書
の
構
想
に
合
致
す
る
か
た
ち
で

コ
ン
サ
イ
ス
に
再
編
さ
れ
た
。

　

第
五
章
の
初
出
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研
究
』
第
四
六
集
（
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
が
、
こ
の
論
考
は

当
初
よ
り
方
法
的
、
史
料
的
に
江
戸
後
期
儒
者
の
知
的
「
素
地
」
の
探
究
を
目
指
す
な
か
で
勘
案
さ
れ
た
も
の
で
、
ほ
ぼ
原

形
の
ま
ま
収
録
し
た
。
第
六
章
の
初
出
は
笠
谷
和
比
古
編
『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』（
思
文
閣
出
版
、
二

〇
一
一
年
八
月
）、
第
七
章
は
上
村
敏
文
・
笠
谷
和
比
古
編
『
日
本
の
近
代
化
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』（
教
文
館
、
二
〇

一
三
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
各
々
若
干
の
修
訂
を
も
っ
て
収
録
し
た
。

　
「
結
論
」
の
初
出
は
笠
谷
和
比
古
編
『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』（
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
五
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
当

然
、
本
書
の
総
ま
と
め
の
議
論
と
し
て
の
大
幅
な
増
補
、
議
論
の
修
訂
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
執
筆
過
程
に
お
い
て
は
、
上
記
の
研
究
者
以
外
に
も
実
に
夥
し
い
数
の
先
学
、
諸
方
面
の
関
係
諸
氏
か
ら

の
ご
教
示
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
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オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
マ
レ
ン
氏
は
筆
者
が
最
も
敬
愛
す
る
研
究
者
で
あ
り
、
筆
者
は

同
大
学
に
長
期
滞
在
し
た
時
（
二
〇
〇
三
年
）
よ
り
そ
の
深
遠
な
る
学
識
の
恩
恵
を
う
け
て
い
る
。
元
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
笠
谷
和
比
古
氏
（
現
帝
塚
山
大
学
教
授
）
に
は
、
氏
が
日
文
研
の
共
同
研
究
会
を
組
織
さ
れ
て
お
ら
れ
た
時
よ

り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
日
文
研
笠
谷
班
、
同
伊
東
班
所
属
の
諸
研
究
者
と
の
議
論
の
機
会
は
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
り
、

と
く
に
笠
谷
班
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
魚
住
孝
至
、
前
田
勉
、
谷
口
昭
、
谷
井
俊
仁
（
故
人
）、
岩
下
哲
典
、
宮
崎
修
多
の

諸
氏
、
伊
東
班
の
徐
興
慶
、
小
島
毅
、
恩
田
裕
正
、
片
岡
龍
、
李
梁
の
諸
氏
に
は
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

斎
藤
修
、
尾
高
煌
之
助
両
先
生
に
は
筆
者
が
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
大
学
院
生
で
あ
っ
た
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
深
遠
に
し
て
幅
広
い
学
識
は
常
に
筆
者
の
敬
服
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
斎
藤
先
生
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
佐
藤
正
幸
先

生
か
ら
は
比
較
史
、
歴
史
理
論
の
視
点
の
重
要
さ
に
つ
い
て
ご
教
示
を
う
け
、
日
本
史
、
日
本
思
想
史
を
世
界
史
的
視
野
に

位
置
づ
け
る
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

　

日
本
思
想
史
学
の
土
田
健
次
郎
、
黒
住
眞
、
澤
井
啓
一
、
田
尻
祐
一
郎
、
中
村
春
作
、
中
村
安
宏
の
諸
先
生
方
、
日
本
経

済
思
想
史
学
会
の
小
室
正
紀
、
藤
井
隆
至
両
先
生
、
中
村
宗
悦
、
見
城
悌
治
、
落
合
功
、
高
橋
周
、
三
澤
勝
己
の
諸
氏
、

「
日
本
の
経
済
思
想
」（JET

T
S

）
主
宰
の
川
口
浩
先
生
、
同
会
メ
ン
バ
ー
の
岩
井
方
男
先
生
、
ヤ
ン
・
シ
ー
コ
ラ
（
カ
レ
ル

大
学
）、
武
藤
秀
太
郎
、
Ｂ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ
、
石
井
寿
美
世
の
各
氏
か
ら
も
、
直
接
の
ご
指
導
の
機
会
を
い
た
だ
い

た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
ご
著
書
、
ご
論
文
を
通
じ
て
そ
の
学
恩
に
触
れ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
人
一
人
お
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
多
く
の
先
生
方
や
専
門
外
の
研
究
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
有

縁
の
方
々
の
学
恵
に
あ
ず
か
っ
た
。

　

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
中
井
履
軒
直
筆
の
諸
著
作
と
そ
の
写
本
、
な
ら
び
に
関
連
史
料
、
久
米
美
術

館
所
蔵
の
久
米
邦
武
の
諸
著
作
物
と
関
連
諸
史
料
、
茂
原
市
立
美
術
館
・
郷
土
資
料
館
の
東
條
一
堂
関
連
史
料
な
し
に
は
本
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あ と が き

書
「
各
論
編
Ⅰ
」
に
収
め
た
諸
研
究
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
東
京
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

諸
大
学
の
専
門
図
書
館
・
史
料
室
所
蔵
の
貴
重
史
料
群
、
無
窮
会
専
門
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
と
い
っ
た
諸
資

料
館
や
文
庫
、
そ
し
て
各
々
の
機
関
に
お
い
て
お
世
話
い
た
だ
い
た
司
書
・
学
芸
員
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

本
書
の
出
版
は
、
平
成
二
十
七
年
度
国
士
舘
大
学
出
版
助
成
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
僚
諸
氏
と
関
係
各

位
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
書
の
出
版
を
快
く
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
思
文
閣
出
版
、
編
集
の
ご
担
当
で
始
終
丁
寧
か
つ
的
確
な
修
訂
作

業
を
続
け
て
い
た
だ
い
た
田
中
峰
人
氏
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

最
後
に
、
妻
伸
子
は
二
十
五
年
に
わ
た
り
不
断
な
く
、
快
晴
の
日
も
雨
の
日
も
、
そ
し
て
大
嵐
の
最
中
も
筆
者
の
研
究
生

活
を
無
条
件
に
支
え
つ
づ
け
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
な
じ
道
に
す
す
み
つ
つ
あ
る
二
人
の
子
供
た
ち
と
の
対
話
は
心
地

よ
い
知
的
刺
激
の
機
会
で
あ
る
。
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

　
　

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日

竹
村
英
二　
　
　



【人　名】

あ

藍弘岳 168
青木洋司 109,110
赤松蘭室 52
安積澹泊 179
朝川善庵 97
飛鳥井雅道 24
アストリュック、J 8,22,209,212
阿部正弘 85
新井白石 21
アルノー、A 209
安西敏三 23

い

井口孟篤 20
石川謙 36,128,142
石河幹明 143,144,146
井田進也 23
市野迷庵 128
伊藤仁斎 13,21,89,90,94,95,97,199,

215,218～20,223
伊東貴之 32,77,78
伊藤東涯 13,51～3,199
伊藤蘭嵎 13,51,53,76,78
稲葉迂斎 129
稲葉徳一郎 207
井上金峨 5,12,97,219
井上進 32,77
井上哲次郎 6,187
井上蘭臺 174
今道友信 215

う

ヴィーコ、G-B
  14,22,212,213,215,216,210,211
ヴィラモーヴィッツ＝メレンドルフ、
　U・v 212,213
ヴェルヌ、Ｊ 19,189
ヴォルフ、F・A 14,212,213

え

衛宏 59,60
易順鼎 85
江藤裕之 214
江村北海 128,129,135,142
閻若璩 30,32,52,54～6,76～8,86,104,

106, 107, 109～11,117, 206, 215, 216,
218,219

お

王引之 86,104,219
王炎 53
皇侃 93
王元美 161,162,180
王充 72,104
王粛 63,65,68,75,76,107,112
王念孫 86,104,219
王柏 51,53,56,63,66,206
汪伯玉 161
王鳴盛 30,32,52,54～7,59～63,65,67,

71,72,76～8,107,216～9
王勇 168
欧陽生 56,64,72
王魯齋 53,78
大久保利謙 9,10,22,27,28,31
大田錦城 5,12,13,28,31,55,56,61～8,

72～6,86,96,104,112,117,118,216,

i
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索　　　引
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218,219
大谷敏夫 32,77
大庭脩 54,168,169
岡崎勝世 209,210
岡田袈裟男 33,34
岡田白駒 52
岡松甕谷 187,193,194
荻生徂徠 3,13,21,31,33～5,47,50,51,

53, 89, 90, 96～8, 136, 139, 141, 142,
161, 162, 169, 170, 172, 178～80,188,
194,199,216,219,220

落合陽子 26

か

何晏 94
海保漁村 5,12
郝敬 51,52,78,106,206
郭守敬 51,53
郭正域 170
夏侯建 56,64,72
夏侯勝 56,64,72
笠谷和比古 219
カソゥボン、I 8,13
片山兼山 170
ガッテラー 22,209,210,212
加藤常賢 6,7,206
金谷治 27,65,74,118
狩野直喜 3,4,10,12,21,31
亀田鵬斎 85,97
狩谷棭斎 5,12,28,31,104,118,218,220
顔子 96
韓愈 117,162,163,171,172,180,181

き

菊池（箕作）大麓 143,146,150
岸田知子 187
魏徴 65
木下鉄矢 10,11,32,77,78
恭王 67,70～2
金謝山 55

く

グーチ、G・P 212,216

屈萬里 177
熊阪臺洲 170,172
久米邦郷 103
久米邦武
  7,12,21,22,27～31,33,103,208,224
久米祐子 8
孔穎達 64,65,67,75,106,111
グラフトン、A 9
栗島紀子 25
黒住眞 33

け

児寛 64
恵棟 104,106,218
ケーベル、Ｒ・v 223
阮元 86,103,107
元帝 113

こ

胡渭 55
孔安国 56,66～70,73,75,116
孔子 75,87,91,96,221
江聲 6,52,55,78,106,206,218
黄宗羲 107,206
幸田成友 33
皇甫謐 63,107,112,113
康有為 71,74,76
呉英 86
顧炎武 32,55,86,104,107,117,206
古賀謹一郎 103
古賀侗庵 97,128
呉才老（棫）
  50～4,56,66,106～8,113,117
呉草廬（澄）　 51～3,56,59,66,73,78,

104,106,107,111～7,206,215
小島毅 32
コックリル浩子 26
呉訥 169
小森陽一 189,190
近藤光男 31

さ

蔡沈 49,53,104,106

ii



斎藤毅 25
齋藤文俊 27
齋藤希史 25,26,186
斉藤美野 26
阪谷朗廬 20,23,24,146,189
嵯峨寛 86
左丘明 175,176
佐久間象山 23
佐藤一斎 128
佐藤直方 129

し

塩谷宕陰 27,194
重野安繹 7,21,27,28,30,31,33,224
司馬光 173
司馬相如 172
司馬遷 63,73,175,176
渋江抽斎 31
下郷次郎八 52
シモン、R 8,22,209,212
謝枋得 169
シャルチェ、R 35,36,126,142
朱彝尊（竹垞） 67,68,104,107,118,206
朱熹（朱子）　 8,50～2,66,93,104,107,

108,115,116,173
シュライアマハー、F・D・E 14,213
シュレーツァー、A・L・v 22,209,212
荀子 96
鄭玄 63,65,104,107,176,217
荘田平五郎 207
徐師曾 169
白石眞子 162,163,169
新藤咲子 25
眞徳秀 168,169

す

スカリガー、J 8,13
村士玉水 129,138
鈴木善教 128
スペンサー、H 200

せ

薛敬軒 53

銭大昕 86,104,218

そ

臧曹 113
ソクラテス 23
蘇頌 53
蘇軾 107
蘇東坡 53
蘇愉 113
孫星衍 6,106,107,206

た

高谷龍洲 187,193
高橋章則 172
武内義雄 4,6,7,10,12,30,31,47,206,

218,219,222
武田勘治 36,126,128,129,142
太宰春臺　 13,30,31,33～5,50,51,53,

136,139～42,161,188,194,223
田尻祐一郎 33
田中彰 119
田中萃一郎 224
田中知周 128,208
田辺紀久子 26
段玉裁 6,86,104,107,206

ち

張衡 172,173
張燧 173
晁錯 70,72
張覇 56,64,75
陳繹曾 169
陳騤 170
陳新安 53
陳大猷 51,53

て

程伊川 89
鄭沖 107,113,215

と

陶鴻慶 85
唐順之（荊川） 177

iii

索　　　引



東條一堂
  5,12,28～30,85,104,118,220,221
戸川芳郎 33
徳富蘇峰 20,189
富永仲基 60,76,221,222
ドロイゼン、J・G 33

な

内藤湖南 4,10,12,21,31,221,222
永井荷風 196
中井甃庵 47
中井竹山 47
中井履軒 5,8,11～3,29,30,32,47,112,

118,207,215,218,219
中江兆民 20,22～5,187,189,193,196
長沼美香子 26
中村敬宇
  18,19,23,24,188,192,195,200
中村春作 24,25,35,36,126
中村久四郎 27,31
鍋島直大 103

に

ニーブール、B 209
西周 18,148,200
西田幾多郎 20～2,25

ね

根本武夷 13,31

の

野村茂夫 107,111,116,117

は

ハーバーマス、J 151
梅賾　56,64,65,70,75,76,107,109,111

～4,116,215,217
梅鷟　 51,52,76,78,104,106,107,111,

112,117,206,215
波多野太郎 28,85,90
服部南郭 141,162,170,177,181
馬廷鸞 108～11
馬融 65,104,107

馬場辰猪 24
濱口富士雄 31,77
林述斎 128
林羅山 28
班固 64,67,72,76,172,173
伴信友 21

ひ

皮錫瑞 109,110
尾藤二洲 97
日原利國 89
平賀晋民 128
平沼淑郎 127,143～7,149,150,208
平山潜兵 128

ふ

福澤諭吉 18,23,186～8,190,193
伏生 54,56,59,63,64,71,104,107,111,

114,217
福地桜痴 187,189
布施維安 128
フッサール、E 12
武帝（漢） 72
プラトン 23
ブルデュー、P 10

へ

ベェク、A 14,212～4,216,218
ヘルマン、G 14,213
ヘロドトス 13,210

ほ

帆足萬里 193
方東樹 86
星野恒 27,31
ホメロス 211～3,215
ポリツィアーノ、A 13
本郷隆盛 206

ま

前田勉 3,24,97,146,147,150,151
町田三郎 221
マッケンジー、D・F 36

iv



松崎慊堂
  5,12,28,31,104,118,147,218,219
松沢弘陽 23
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修正箇所一覧 

71 頁 5 行目「梵書」⇒「焚書」／ 165 頁 7 行目「避難」⇒「非難」／ 166 頁 7 行目 「数隊」⇒「數體」／ 73 頁後ろから 7 行目「あ

ったする。」⇒「あったとする。」／ 87 頁 7 行目「（〜子息に付された論注）」⇒「（〜子息によって付された論注）」 

翻訳の修正： 

58 頁 13 行目〜59 頁 1 行目「〜及衛宏所云伏生使其女傳言教錯〜」（中井履軒「雕題附言」、二オ）⇒「〜及び衛宏のいうように、伏生

はその娘を介して晁錯に伝言で（尚書を）教授したのだとする説は〜」／ 164 頁 5〜13 行目「〜然古人之辞。有一家所専者焉。〜〜否

則不得汎用」⇒「さすれば古人の辞は、一家の専らにする所の者があり、衆と共にする所の者がある。後の作者は、唯だ衆と共にする所

の者のみを使うべきである」／「唯倣其體者得用之。否則不得汎用」⇒「唯だ其の文体に倣う者のみが使用することができるのであり、

そうでなければ汎用することはできない」／ 165頁 2〜3行目、訳文 8〜11 行目「〜不其然乎。〜大抵古文中有奇辞奇語難讀。後儒不得

其解者。彼豈必有所本哉。恐亦多出其自撰耳」（『文論』四）⇒「〜そうではなかろうか。〜大抵、古文中に奇辞奇語の讀み難くして、後

儒が解釈することができないものがある場合、それは果たして典拠とするものがある言辞なのであろうか。恐らくはその（古文作者の）

自撰（創作）に多く出づるものであろう」／ 167 頁 6〜7 行目「行古辞以今法者有之矣。其病在好用古人成語」⇒「（その結果、今の時

代には）古辞を行うにおいて今法を以ってする人々がある（これは憂うべきことである）。その最も懸念されるところは、古人の「成語」

を用いることを好んでいることにある。」 

訓み下しの修正点（第三章）： 

（１）当以禮字対（87頁）⇒「當に禮の字を以て対すべし」／（２）謂權不可輙用。則可矣(88 頁) ⇒「權、輙ち〈たやすく〉用うべか

らずと謂はば、則ち可ならん」。直後の「謂非聖人不可用」、「学之不可無權」（88頁）も終止形に ／（３）可不稱孔子曰宇宙道義之師哉

（90 頁）⇒「孔子を稱して宇宙道義の師と曰はざるべけんや」⇒この点の修正に従い、92 頁の 6 行目までを削除、全体の流れを以下の

ごとくに修正。 

「(91 頁うしろから４行目)〜〜「身に國家を稗益しむるの技術」である「業務」は、「世運に従いて」、そして「私を以て革易すべき所

あ」ると論定する。（削除、改行⇒92 頁、7 行目へ）「ここでさらに増補本所収の学而編〜〜」 (91〜92頁)とする。※この修正をもって、

一堂が個人の裁量をもって（私を以て）「革易すべき」としている所はあくまで彼が「業務」と論定する範囲に限定されていることを明

確にする。／（４）「結論」の 221 頁 1 行目の「〜〜については拙著を参照されたい。」につづく、「本論では〜〜」以下、221 頁 8 行目

の「〜〜心的態度の顕現であると考えられよう。」までを削除し、以下を挿入。「本論では、一堂が、孔子の言葉、行いをしっかりと咀嚼

し、自らのものとして体得することなく、「徒にこれに擬する」ことは偶人形とおなじで、却って「孔子の道」を学ぶ「主体」となるに

は至らないと主張している点に注目したい。」 

（５）人為有二義焉（90頁）⇒「人為に、二義有り」／（６）道義検束身心之規矩。業務建立衣食住之事（90 頁）⇒各々、「身心を検束

するの規矩」、「衣食住を建立するの事」／（７）使身有稗益於國家之技術（91頁）⇒「身をして國家に稗益有らしむるの技術」／（８）

欲以孔子言行悉倣之（91 頁）⇒「孔子の言行を悉く之を傚ばんと欲するも」／（９）要之（91 頁）⇒「之（こ）れを要するに」／（１

０）施諸言行不差（91頁）⇒「これを言行に施して」／（１１）效係依彼得（92頁）⇒「效とは彼に依りて得るに係る： 

／（１２）子弟入時之效（92 頁）⇒「子弟、入る時の效」／（１３）数重襲所效（92 頁）⇒「数しば效ぶ所を重襲す」／（１４）連下

文偏其反而為一章（93 頁）⇒「下文の（次章（「唐棣之華」章の）「偏其反而」（偏って其れ反れり）に連ねて一章と為す ／（１５）至

於可與立（94 頁）、學之至於其極（同）⇒直後の「未可與權而止」とセットで考え、「至於〜而止」を定型文とし、「前章は學を説きて、

與に立つ可くも、未だ與に權る可からざるに至りて止む」と訓む。⇒「權る（はかる）」との訓みは、「權う（つかう）」に修正。この「可

與共學」章は、（ともに）「学ぶ」⇒「道（に適く）」⇒「立つ」⇒「權る」という学の階梯を説くもので、経文も、「與に共に學ぶべし、

未だ與に道に適くべからず。與に道に適くべし、未だ與に立つべからず〜〜」と、学の諸段階を示すものである。かような章全体の意味

から考えても、「至於〜而止」を定型文とした上で、上記のごとく訳すのが適切。 

（１６）譬如正道則行之有次而權之為用。先反後至於大順（94 頁）⇒「譬えば、正道は則ち之れを行うに次有れども、而れども、權の

用為る、先ず反りて後に大順に至るの如し」／（１７）以言權道反而後至於大順（94 頁）⇒「以て權道は反りて後に、大順に至るを言

う」と訓むのが正。何晏『集解』は「道に反して」とはしておらず、一旦経より「反りて後」大順に至るとしているのみである。／（１

８）權不可預設（95 頁）⇒「權、預（あらかじ）め設くべからず」／（１９）自非聖人權不可行者（95 頁）⇒「自（も）し聖人に非ざ

れば、權、行う〜と云う」との訓みが正。／（２０）而可乎（95頁）⇒「而して、可なるか」 

／（２１）道是箇統体貫乎。經與權⇒「道是箇統体、貫乎經與權」（句読の訂正） 

以上 

 


